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ハイパーマルチシリーズ
・マルチLXシリーズ・マルチLXシリーズ（含む寒冷地向け）
・リフレッシュマルチLXシリーズ
・冷暖フリーマルチLXRシリーズ



ビル空調システム
ハイパーマルチシリーズ一覧表

室外ユニット形式

室 内 ユ ニ ッ ト

室内ユニット
接 続 可 能
合 計 容 量

容　　量

22 28 36 45 56 71 80 90 112 140 160 224 280

FDCP1123HLXB 4 1 〜 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — — —  90 〜 145
FDCP1403HLXB 5 1 〜 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — —
112 〜 182

FDCP1603HLXB
6

1 〜 8 128 〜 208
FDCKP1603HLXYB 1 〜 9 112 〜 208
FDCP2243HLXYB

8 1〜13

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

112 〜 292
FDCKP2243HLXYB 167 〜 292
FDCP2803HLXYB

10 1〜16
140 〜 364

FDCKP2803HLXYB 167 〜 364
FDCP3353HLXYB 12 1〜20 167 〜 436
FDCP3353HLXB-K 12 — —
FDCP4003HLXB 14 1〜23 200 〜 520
FDCP4503HLXB 16 1〜26 225 〜 585
FDCP5043HLXB 18 1〜29 252 〜 656
FDCP5603HLXB 20 1〜33 280 〜 728
FDCP6153HLXB 22 2〜36 307 〜 800
FDCP6803HLXB 24 2〜40 340 〜 884
FDCP7353HLXB 26 2〜43

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

367 〜 956
FDCP8003HLXB 28 2〜47 400 〜 1040
FDCP8503HLXB 30 2〜50 425 〜 1105
FDCP9003HLXB 32 2〜53 450 〜 1170
FDCP9603HLXB 34 2〜56 480 〜 1248
FDCP10103HLXB 36 2〜59 505 〜 1313
FDCP10653HLXB 38 2〜62 532 〜 1385
FDCP11303HLXB 40 3〜66 565 〜 1469
FDCP11803HLXB 42 3〜69 590 〜 1534
FDCP12353HLXB 44 3〜73 617 〜 1606
FDCP13003HLXB 46 3〜76 650 〜 1690
FDCP13603HLXB 48 3〜80 680 〜 1768
FDCRP2243HLXYB 8 1〜13

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

112 〜 292
FDCRP2803HLXYB 10 1〜16 140 〜 364
FDCRP2803HLXB-K 10 — —
FDCRP3353HLXB 12 1〜20 167 〜 436
FDCRP4003HLXB 14 1〜23 200 〜 520
FDCRP4503HLXB 16 1〜26 225 〜 585
FDCRP5043HLXB 18 1〜29 252 〜 656
FDCRP5603HLXB 20 1〜33 280 〜 728
FDCRP6153HLXB 22 2〜36

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

307 〜 800
FDCRP6803HLXB 24 2〜40 340 〜 884
FDCRP7353HLXB 26 2〜43 367 〜 956
FDCRP8003HLXB 28 2〜47 400 〜 1040
FDCRP8503HLXB 30 2〜50 425 〜 1105
FDCRP9003HLXB 32 2〜53 450 〜 1170
FDCRP9603HLXB 34 2〜56 480 〜 1248
FDCRP10103HLXB 36 2〜59 505 〜 1313
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室外ユニット形式

FDCP2243HLXR
FDCP2803HLXR
FDCP3353HLXR
FDCP3353HLXR-K
FDCP4003HLXR
FDCP4503HLXR
FDCP5043HLXR
FDCP5603HLXR
FDCP6153HLXR
FDCP6803HLXR
FDCP7353HLXR
FDCP8003HLXR
FDCP8503HLXR
FDCP9003HLXR
FDCP9603HLXR
FDCP10103HLXR
FDCP10653HLXR
FDCP11303HLXR
FDCP11803HLXR
FDCP12353HLXR
FDCP13003HLXR
FDCP13603HLXR

8
10
12
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40
42
44
46
48

1〜13
1〜16
1〜20
   —
1〜23
1〜26
1〜29
1〜33
2〜36
2〜40
2〜43
2〜47
2〜50
2〜53
2〜56
2〜59
2〜62
3〜66
3〜69
3〜73
3〜76
3〜80

112 〜 292
140 〜 364
167 〜 436

—
200 〜 520
225 〜 585
252 〜 656
280 〜 728
307 〜 800
340 〜 884
367 〜 956
400 〜 1040
425 〜 1105
450 〜 1170
480 〜 1248
505 〜 1313
532 〜 1385
565 〜 1469
590 〜 1534
617 〜 1606
650 〜 1690
680 〜 1768

室 内 ユ ニ ッ ト

容　　量 室内ユニット
接 続 可 能
合 計 容 量
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 36 45 56 71 80 90 112 140 160 224 280
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1　室外ユニット

目　　次記　載　形　式
1.1　仕様………………………………………  2

1.2　外形図……………………………………23

1.3　電気配線図………………………………55

1.4　運転音……………………………………68

1.5　防振設計用参考資料……………………73

1.6　耐重塩害仕様室外ユニット………………76

マルチLXシリーズ

FDCP 1123HLXB,1403HLXB,1603HLXB
FDCP 2243HLXYB,2803HLXYB,3353HLXYB

FDCKP 1603HLXYB,2243HLXYB,2803HLXYB
FDCP 3353HLXBーK,4003HLXB,4503HLXB
FDCP 5043HLXB,5603HLXB,6153HLXB,6803HLXB

・一体形：

・一体形：寒冷地向け

・一体形：
（組合せ兼用）

・組合せ形：FDCP 7353HLXB,8003HLXB,8503HLXB,9003HLXB
FDCP 9603HLXB,10103HLXB,10653HLXB,11303HLXB
FDCP 11803HLXB,12353HLXB,13003HLXB,13603HLXB

リフレッシュマルチLXシリーズ

FDCRP 2243HLXYB,2803HLXYB
FDCRP 2803HLXBーK,3353HLXB
FDCRP 4003HLXB,4503HLXB,5043HLXB,5603HLXB

・一体形：
・一体形：
（組合せ兼用）

・組合せ形：FDCRP 6153HLXB,6803HLXB,7353HLXB,8003HLXB
FDCRP 8503HLXB,9003HLXB,9603HLXB,10103HLXB

冷暖フリーマルチLXRシリーズ

FDCP 2243HLXR,2803HLXR,3353HLXR
FDCP 3353HLXRーK
FDCP 4003HLXR,4503HLXR,5043HLXR,
FDCP 5603HLXR,6153HLXR,6803HLXR

・一体形：
・一体形：
（組合せ兼用）

・組合せ形：FDCP 7353HLXR,8003HLXR,8503HLXR
FDCP 9003HLXR,9603HLXR
FDCP 10103HLXR,10653HLXR,11303HLXR
FDCP 11803HLXR,12353HLXR,13003HLXR
FDCP 13603HLXR
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電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

定 格 冷 房
定 格 暖 房
暖 房 低 温
中 間 冷 房
中 間 暖 房

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

⑴　マルチ LX シリーズ
⒜ 一体形

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

外形寸法

空 気
熱交換器

能　
　
　

力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒量は配管長 30m分が工場出荷時に封入済みです。配管長が 30mを超える場合は現地での追加チャージが必要です。

項　目

形　式

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP1123HLXB

FDCP1403HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数
　   分岐管方式

分 　岐 　方　 式　

1～6台

1～8台

ヘッダー方式

●DIS-22-1　 ●HEAD4-22-1(最大4分岐）

1.1 仕　　様

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

⑴　マルチ LX シリーズ
⒜ 一体形

PCA001Z625

FDCP1123HLXB

11.2
12.5
13.0
5.51
5.90

冷房：53，暖房：55

2.1（4極）× 1

29〜 110

冷房：75，暖房：75

1.15( 届出不要）

223〜 1403

FDCP1403HLXB

14.0
16.0
13.5
6.78
7.59

冷房：54，暖房：56

2.9（4極）× 1

22〜 112

冷房：75，暖房：82

1.46( 届出不要）

223〜 1603 又はDAUP1402，1602

3 相 200V　50 ／ 60Hz

845 × 970 × 370
82

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
RTM5126MDE21 × 1

直入始動

20
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁
5.0（R410A）
1000（M-MA68）

軸流式（モータ直結）× 1

O
86× 1

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

φ 20（3ケ所）

空調管理システム
IP24
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3 相 200V　50 ／ 60Hz

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1近似）

直入始動
27〜 112

33
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

軸流式（モータ直結）× 2
冷房：200，暖房：195

O

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 9.52（フレア接続）

φ 20（4ケ所）

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

FDCP2243HLXYB

22.4
25.0
21.5
11.0
11.4

冷房：58，暖房：59

3.99（3極）× 1

φ 19.05（ろう付接続）

1.81（届出不要）

FDCP1603HLXB

16.0
18.0
14.2
7.5
8.5

冷房：53，暖房：53
1300 × 970 × 370

110

RMT5126MDE21 × 1
3.08（3極）× 1

26〜 118

5.34（R410A）
1000（M-MA68）

冷房：93，暖房：87

86× 2

φ 15.88（フレア接続）

1.83（届出不要）

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

FDCP2803HLXYB

28.0
31.5
25.7
12.8
14.4

冷房：59，暖房：60

5.56（3極）× 1

19〜 110

冷房：200，暖房：200

φ 22.22（ろう付接続）

2.44（届出不要）

定 格 冷 房
定 格 暖 房
暖 房 低 温
中 間 冷 房
中 間 暖 房

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

外形寸法

空 気
熱交換器

能　
　
　

力

⑴

圧

縮

機

送
風
装
置

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　現地で追加チャージが必要です。（詳しくは 498 ページをご覧ください）

項　目

形　式

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP2243HLXYB

FDCP2803HLXYB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　分  岐  管  方  式（1）
（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式　

1～13台

FDCP1603HLXB 1～8台

1～16台

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1

●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1

●下流合計容量180未満
　HEAD4-22-1(最大4分岐）
　
●満流合計容量180以上～371未満
　HEAD6-180-1(最大6分岐）

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

PCA001Z625

1675 × 1080 × 480
210

GTC5150MG40K× 1

11.5（R410A）
1700（M-MA32R）

144× 2

PCB003Z186
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高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

外形寸法

空 気
熱交換器

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　現地で追加チャージが必要です。（詳しくは 498 ページをご覧ください）

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP3353HLXYB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　分  岐  管  方  式（1）
（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式

1～20台

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1

●下流合計容量180未満
　HEAD4-22-1(最大4分岐）
●下流合計容量180以上～371未満
　HEAD6-180-1(最大6分岐）
●下流合計容量371以上
　HEAD8-371-1(最大8分岐）

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

FDCP3353HLXYB
3 相 200V　50 ／ 60Hz

33.5
37.5（29.7）

15.4
17.7

冷房：61，暖房：61
1675 × 1080 × 480

215
スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）

GTD5160MG40K× 1
8.28（3極）× 1
直入始動
20〜 113

33
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁
11.5（R410A）

1700（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2
冷房：200，暖房：200

O
144× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 12.7（フレア接続）
φ 25.4（ろう付接続）

φ 20（4ケ所）
3.28（届出不要）
空調管理システム

IP24
223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

⑴   

能       

力

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）
中 間 冷 房
中 間 暖 房

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

PCB003Z186
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注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。
　⑶　FDCP3353HLXB-K は組合せ専用ユニットです。単独でご使用の場合は FDCP3353HLXYB を選定してください。

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP3353HLXB-K

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

－ 

ヘッダー方式 

●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1  
●下流合計容量180以上～371未満 
　DIS-180-1  
●下流合計容量371以上 
　DIS-371-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐）  
●下流合計容量180以上～371未満 
　HEAD6-180-1(最大6分岐）  
●下流合計容量371以上 
　HEAD8-371-1(最大8分岐） 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

⒝ 一体形（組合せ兼用）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

冷房：56，暖房：57

309

GT-C5150MF48A× 2
2.99（3極）× 2

19〜 130
33 × 2

11.9（R410A）
4200（M-MA32R）

冷房：220，暖房：180

3.38（届出不要）

FDCP3353HLXB-K
3 相 200V　50 ／ 60Hz

33.5
37.5（29.4）

1690 × 1350 × 720

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）

直入始動

銅パイプストレートフィン式
電子膨張弁

軸流式（モータ直結）× 2
O（最大 50）

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7（フレア接続）
φ25.4（ろう付接続）

φ45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

⑶

APCB003Z178
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FDCP4003HLXB

40.0
45.0（35.3）

冷房：58.5，暖房：59

3.71（3極）× 2

15〜 114

12.8（R410A）

冷房：250，暖房：220

φ25.4（ろう付接続）

4.25（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

1690 × 1350 × 720
309

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MF48A× 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4200（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O（最大 50）

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7（フレア接続）

φ45 の排水穴× 3個，φ20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP4003HLXB

FDCP4503HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

1～23台 

1～26台 

ヘッダー方式 
●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　DIS-180-1 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　DIS-371-1 
●下流合計容量540以上 
　DIS-540-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐) 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　HEAD6-37-1(最大6分岐) 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　HEAD8-371-1(最大8分岐) 
●下流合計容量540以上 
　HEAD8-540-1(最大8分岐) 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

FDCP4503HLXB

45.0
50.0（39.2）

冷房：61，暖房：61

4.29（3極）× 2

13〜 112

14.6（R410A）

冷房：260，暖房：240

φ28.58（ろう付接続）

5.00（届出不要）

APCB003Z178
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FDCP5043HLXB

50.4
56.5（44.3）

冷房：60，暖房：60.5

4.87（3極）× 2

11〜 110

16.3（R410A）

5.75（届出不要）

FDCP5603HLXB

56.0
63.0（49.4）

冷房：60.5，暖房：62.5

5.78（3極）× 2

10〜 113

17.4（R410A）

6.50（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

2048 × 1350 × 720
337

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MF48 × 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4200（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O（最大 50）
冷房：270，暖房：250

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7（フレア接続）
φ28.58（ろう付接続）

φ45 の排水穴× 3個，φ20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。　
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP5043HLXB

FDCP5603HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

1～29台

1～33台

ヘッダー方式 
●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　DIS-180-1 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　DIS-371-1 
●下流合計容量540以上 
　DIS-540-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐) 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　HEAD6-37-1(最大6分岐) 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　HEAD8-371-1(最大8分岐) 
●下流合計容量540以上 
　HEAD8-540-1(最大8分岐) 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

APCB003Z178
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FDCP6153HLXB

61.5
69.0（54.1）

冷房：63，暖房：63

6.66（3極）× 2

9〜 110

18.6（R410A）

7.25（届出不要）

FDCP6803HLXB

68.0
73.0（54.7）

冷房：63.5，暖房：63.5

7.15（3極）× 2

8〜 108

19.9（R410A）

7.75（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

2048 × 1350 × 720
352

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MF48A× 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4200（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O（最大 50）
冷房：270，暖房：250

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7（フレア接続）
φ28.58（ろう付接続）

φ45 の排水穴× 3個，φ20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP6153HLXB

FDCP6803HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

2～36台 

2～40台 

ヘッダー方式 
●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　DIS-180-1 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　DIS-371-1 
●下流合計容量540以上 
　DIS-540-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐) 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　HEAD6-37-1(最大6分岐) 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　HEAD8-371-1(最大8分岐) 
●下流合計容量540以上 
　HEAD8-540-1(最大8分岐) 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

APCB003Z178
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● 室外ユニット組合せ一覧表

● 分岐管セット（別売品）
（注）分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定してください。

● 室外ユニット組合せ用分岐管セット（別売品）

FDCP7353HLXB
FDCP8003HLXB
FDCP8503HLXB
FDCP9003HLXB
FDCP9603HLXB
FDCP10103HLXB
FDCP10653HLXB
FDCP11303HLXB
FDCP11803HLXB
FDCP12353HLXB
FDCP13003HLXB
FDCP13603HLXB

26
28
30
32
34
36
38
40
42
44
46
48

1
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

1
2
1
—
—
—
—
—
—
—
—
—

—
—
1
2
1
—
—
—
—
—
—
—

—
—
—
—
1
2
1
—
—
—
—
—

—
—
—
—
—
—
1
2
1
—
—
—

—
—
—
—
—
—
—
—
1
2
1
—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
1
2

367 〜 956
400 〜 1040
425 〜 1105
450 〜 1170
480 〜 1248
505 〜 1313
532 〜 1385
565 〜 1469
590 〜 1534
617 〜 1606
650 〜 1690
680 〜 1768

2 〜 43
2 〜 47
2 〜 50
2 〜 53
2 〜 56
2 〜 59
2 〜 62
3 〜 66
3 〜 69
3 〜 73
3 〜 76
3 〜 80

形　　式

室外ユニット形式 組合せ室外ユニット形式 室内ユニット

馬　力 P3353
HLXB-K

P4003
HLXB

P4503
HLXB

P5043
HLXB

P5603
HLXB

P6153
HLXB

P6803
HLXB 接続容量 接続台数

室内ユニット下流の合計容量
〜 180未満

180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1
DIS-180-1
DIS-371-1
DIS-540-1

● ヘッダセット（別売品）
室内ユニット下流の合計容量

〜 180未満
180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

ヘッダセット形式
HEAD4-22-1
HEAD6-180-1
HEAD8-371-1
HEAD8-540-1

分岐数
最大　4分岐
最大　6分岐
最大　8分岐
最大　8分岐

室外ユニット合計容量
7353 〜 13603（2台用）

分岐管
DOS-2A-1

注⑴　室内ユニットと室内側分岐管の配管サイズは室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　分岐継手（ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

注⑴　接続台数により分岐部（室内ユニット接続側）につぶし管（現地手配）を接続してください。
　⑵　つぶし管のサイズはヘッダーセット（別売品）を参照してください。
　⑶　ヘッダーと室内ユニット間は室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑷　ヘッダー（ガス・液共）は必ず“水平分岐”するように設置してください。
　⑸　ヘッダーには 2242,�2802 又は 2243,�2803 の室内ユニットは接続できません。

注⑴　室外ユニットとの接続管は室外ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　室内ユニット側への配管（主管）は 490ページに示す主管サイズに合わせてください。
　⑶　分岐継手（ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。
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      冷房：58，暖房：58             冷房：58，暖房：59

冷房：200，暖房：195

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

定 格 冷 房
定 格 暖 房
暖 房 低 温

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

圧

縮

機

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　現地で追加チャージが必要です。（詳しくは 498 ページをご覧ください）

項　目

形　式

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCKP2243HLXYB

FDCKP2803HLXYB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　分  岐  管  方  式（1）
（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式　

1～13台

FDCKP1603HLXYB 1～9台

1～16台

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1

●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1

●下流合計容量180未満
　HEAD4-22-1(最大4分岐）
　
●満流合計容量180以上～371未満
　HEAD6-180-1(最大6分岐）

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

⑵　寒冷地向け
・ 一体形

3 相 200V　50 ／ 60Hz

1675 × 1080 × 480
215

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1近似）
GTC5150MG40K× 1

直入始動

33
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁
11.5（R410A）

1700（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O
144× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 9.52（フレア接続）

φ 20（4ケ所）

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

FDCKP2803HLXYB

28.0
31.5
25.7

冷房：59，暖房：61

215

5.33（3極）× 1

24〜 116

冷房：200，暖房：200

φ 22.22（ろう付接続）

3.26（届出不要）

FDCKP1603HLXYB

16.0
18.0
16.0

210

2.40（3極）× 1

37〜 111

φ 15.88（フレア接続）

1.81（届出不要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

外形寸法

空 気
熱交換器

能　

力

⑴

送
風
装
置

FDCKP2243HLXYB

22.4
25.0
21.5

3.58（3極）× 1

32〜 113

φ 19.05（ろう付接続）

2.46（届出不要）

PCB003Z196
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● 分岐管セット（別売品）
（注）分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定してください。

室内ユニット下流の合計容量
〜 180未満

180 以上〜 371未満

分岐管セット形式
DIS-22-1
DIS-180-1

● ヘッダセット（別売品）
室内ユニット下流の合計容量

〜 180未満
180 以上〜 371未満

ヘッダセット形式
HEAD4-22-1
HEAD6-180-1

分岐数
最大　4分岐
最大　6分岐

注⑴　室内ユニットと室内側分岐管の配管サイズは室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　分岐継手（ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

注⑴　接続台数により分岐部（室内ユニット接続側）につぶし管（現地手配）を接続してください。
　⑵　つぶし管のサイズはヘッダーセット（別売品）を参照してください。
　⑶　ヘッダーと室内ユニット間は室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑷　ヘッダー（ガス・液共）は必ず“水平分岐”するように設置してください。
　⑸　ヘッダーには 2242,�2802 又は 2243,�2803 の室内ユニットは接続できません。
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⑶　リフレッシュマルチ LX シリーズ
⒜ 一体形

能       

力

⑴

項　目

形　式

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　現地で追加チャージが必要です。（詳しくは 511 ページをご覧ください）
　⑶　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 506ページをご覧ください）

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCRP2243HLXYB

FDCRP2803HLXYB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　分  岐  管  方  式（1）
（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式　

1～13台

1～16台

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1

●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1

●下流合計容量180未満
　HEAD4-22-1(最大4分岐）
　
●満流合計容量180以上～371未満
　HEAD6-180-1(最大6分岐）

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

PCB003Z187

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）
中 間 冷 房
中 間 暖 房

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

FDCRP2803HLXYB

28.0
31.5（25.7）

12.8
14.4

冷房：59，暖房：60

5.56（3極）× 1

19〜 110

冷房：200，暖房：200

φ 22.22 ～φ 28.58

2.44（届出不要）

FDCRP2243HLXYB

22.4
25.0（21.5）

11.0
11.4

冷房：58，暖房：59

3.99（3極）× 1

27〜 112

冷房：200，暖房：195

φ 19.05 ～φ 25.4

1.81（届出不要）

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

圧

縮

機

送

風

装

置

外形寸法

空 気
熱交換器

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

3 相 200V　50 ／ 60Hz

1675 × 1080 × 480
213

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GTC5150MG40K× 1

直入始動

33
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁
11.5（R410A）

1700（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O

144× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ 9.52 ～φ 15.88

φ 20（4ケ所）

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
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3 相 200V　50 ／ 60Hz

1690 × 1350 × 720

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）

直入始動

銅パイプストレートフィン式
電子膨張弁

軸流式（モータ直結）× 2
O（最大 50）

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

FDCRP2803HLXB-K

28.0
31.5（24.7）

冷房：57，暖房：58

311

2.89（3極）× 2

10.4（R410A）

φ9.52 ～φ12.7
φ22.22 ～φ28.58

3.28（届出不要）

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。
　⑶　FDCRP2803HLXB-K は組合せ専用ユニットです。単独でご使用の場合は FDCRP2803HLXYB を選定ください。
　⑷　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）

分岐管品番一覧�

FDCRP3353HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴
（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式　 

FDCRP2803HLXB-K －

1～20

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1

●下流合計容量180未満
　HEAD4-22-1(最大4分岐）
●下流合計容量180以上～371未満
　HEAD6-180-1(最大6分岐）
●下流合計容量371以上
　HEAD8-371-1(最大8分岐）

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

⒝ 一体形（組合せ兼用）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

⑶

GT-C5150MF48L × 2

19 〜 130
33 × 2

4600（M-MA32R）

冷房：220，暖房：180

FDCRP3353HLXB

33.5
37.5（29.4）

冷房：56，暖房：57

314

2.99（3極）× 2

11.9（R410A）

φ12.7 ～φ15.88
φ22.22 ～φ31.75

3.38（届出不要）

APCB003Z179
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FDCRP4003HLXB

40.0
45.0（35.3）

冷房：58.5，暖房：59

3.71（3極）× 2

15〜 114

12.8（R410A）

冷房：250，暖房：220

φ25.4 ～φ31.75

4.25（届出不要）

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。
　⑶　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCP4003HLXB

FDCP4503HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

1～23台 

1～26台 

ヘッダー方式 
●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　DIS-180-1 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　DIS-371-1 
●下流合計容量540以上 
　DIS-540-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐) 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　HEAD6-37-1(最大6分岐) 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　HEAD8-371-1(最大8分岐) 
●下流合計容量540以上 
　HEAD8-540-1(最大8分岐) 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

FDCRP4503HLXB

45.0
50.0（39.2）

冷房：61，暖房：61

4.29（3極）× 2

13〜 112

14.6（R410A）

冷房：260，暖房：240

φ25.4 ～φ38.1

5.00（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

1690 × 1350 × 720
314

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MF48L × 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4600（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O（最大 50）

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7 ～φ15.88

φ45 の排水穴× 3個，φ20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

APCB003Z179
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FDCRP5043HLXB

50.4
56.5（44.3）

冷房：61，暖房：61

4.87（3極）× 2

11〜 110

17.8（R410A）

5.75（届出不要）

FDCRP5603HLXB

56.0
63.0（49.4）

冷房：62，暖房：62

5.78（3極）× 2

10〜 113

18.9（R410A）

6.50（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

2048 × 1350 × 720
355

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MF48L × 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4600（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

O（最大 50）
冷房：270，暖房：250

386× 2
マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付
圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護

φ12.7 ～φ19.05
φ28.58 ～φ38.1

φ45 の排水穴× 3個，φ20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。　
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。
　⑶　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）

分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCRP5043HLXB

FDCRP5603HLXB

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 　   分  岐  管  方  式⑴ 
（各分岐以降の合計容量） 

分 　岐 　方　 式　 

1～29台

1～33台

ヘッダー方式 
●下流合計容量180未満 
　DIS-22-1 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　DIS-180-1 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　DIS-371-1 
●下流合計容量540以上 
　DIS-540-1 

●下流合計容量180未満 
　HEAD4-22-1(最大4分岐) 
●下流合計容量 
　180以上～371未満 
　HEAD6-37-1(最大6分岐) 
●下流合計容量 
　371以上～540未満 
　HEAD8-371-1(最大8分岐) 
●下流合計容量540以上 
　HEAD8-540-1(最大8分岐) 

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振 ・ 防 音 装 置
保 護 装 置

法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
機 外 静 圧
風 量
電 動 機 定 格 出 力

排 水 口

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

Pa
m3/min
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

APCB003Z179
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● 室外ユニット組合せ一覧表

● 分岐管セット（別売品）
（注）分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定してください。

● 室外ユニット組合せ用分岐管セット（別売品）

FDCRP6153HLXB
FDCRP6803HLXB
FDCRP7353HLXB
FDCRP8003HLXB
FDCRP8503HLXB
FDCRP9003HLXB
FDCRP9603HLXB
FDCRP10103HLXB

22
24
26
28
30
32
34
36

1
—
—
—
—
—
—
—

1
2
1
—
—
—
—
—

—
—
1
2
1
—
—
—

—
—
—
—
1
2
1
—

—
—
—
—
—
—
1
2

—
—
—
—
—
—
—
—

307〜 800
340 〜 884
367 〜 956
400 〜 1040
425 〜 1105
450 〜 1170
480 〜 1248
505 〜 1313

2 〜 36
2 〜 40
2 〜 43
2 〜 47
2 〜 50
2 〜 53
2 〜 56
2 〜 59

形　　式

室外ユニット形式 組合せ室外ユニット形式 室内ユニット

馬　力 P2803
HLXB-K

P3353
HLXB

P4003
HLXB

P4503
HLXB

P5043
HLXB

P5603
HLXB 接続容量 接続台数

室内ユニット下流の合計容量
〜 180未満

180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1
DIS-180-1
DIS-371-1
DIS-540-1

● ヘッダセット（別売品）
室内ユニット下流の合計容量

〜 180未満
180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

ヘッダセット形式
HEAD4-22-1
HEAD6-180-1
HEAD8-371-1
HEAD8-540-1

分岐数
最大　4分岐
最大　6分岐
最大　8分岐
最大　8分岐

室外ユニット合計容量
6153 〜 10103（2台用）

分岐管
DOS-2A-1

注⑴　室内ユニットと室内側分岐管の配管サイズは室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　分岐継手（ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

注⑴　接続台数により分岐部（室内ユニット接続側）につぶし管（現地手配）を接続してください。
　⑵　つぶし管のサイズはヘッダーセット（別売品）を参照してください。
　⑶　ヘッダーと室内ユニット間は室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑷　ヘッダー（ガス・液共）は必ず“水平分岐”するように設置してください。
　⑸　ヘッダーには 2242,�2802 又は 2243,�2803 の室内ユニットは接続できません。

注⑴　室外ユニットとの接続管は室外ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　室内ユニット側への配管（主管）は 517ページに示す主管サイズに合わせてください。
　⑶　分岐継手（ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

（注）組合せ室外ユニットは上表以外では運転できませんのでご注意ください。



1-001_081 色
Ｋ

新
組
04/30
1502

初
校
06/07
1503

再
校
06/26
1505

三
校
07/09
1505

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

��

FDCP2243HLXR

FDCP2803HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト

1～13台

1～16台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R

●下流合計容量180以上
　DIS-180-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

3 相 200V　50 ／ 60Hz

1690 × 1350 × 720
242

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MD81 × 1

直入始動

33
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

2200（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2
冷房：220，暖房：180

0（最大：50）
126× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 9.52（フレア接続）

φ 45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

排 水 口
法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
吸入ガス管
吐出ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

FDCP2243HLXR

22.4
25.0（19.6）

冷房：57, 暖房：57

3.98（3極）× 1

24〜 114

8.7（R410A）

φ 19.05（ろう付接続）
φ 15.88（ろう付接続）

2.53（届出不要）

FDCP2803HLXR

28.0
31.5（24.7）

冷房：57, 暖房：59

6.06（3極）× 1

19〜 109

9.9（R410A）

φ 22.22（ろう付接続）
φ 19.05（ろう付接続）

3.19（届出不要）

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

項　目

形　式

FDCP2243HLXR

FDCP2803HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト

1～13台

1～16台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R

●下流合計容量180以上
　DIS-180-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

分岐管セット品番一覧

⑶　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
⒜ 一体形

分流コントローラ品番一覧

APCB002Z914
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FDCP3353HLXR

FDCP3353HLXR-K

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数
分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合

分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～20台

――

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

分流コントローラ品番一覧

FDCP3353HLXR

冷房：60.5, 暖房：62.5

246

GT-C5150MD81 × 1
6.57（3極）× 1

18〜 103
33

11.4（R410A）
2200（M-MA32R）

冷房：280，暖房：260

3.38（届出不要）

FDCP3353HLXR-K

冷房：57, 暖房：57.5

314

GT-C5150MD58 × 2
3.16（3極）× 2

18〜 130
33 × 2

11.9（R410A）
4400（M-MA32R）

冷房：220，暖房：180

3.44（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz
33.5

37.5（29.4）

1690 × 1350 × 720

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）

直入始動

銅パイプストレートフィン式
電子膨張弁

軸流式（モータ直結）× 2

0（最大：50）
386× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 12.7（フレア接続）
φ 25.4（ろう付接続）
φ 19.05（ろう付接続）

φ 45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。
　⑶　FDCP3353HLXR-K は組合せ専用ユニットです。単独でご使用の場合は FDCP3353HLXR を選定してください。

FDCP3353HLXR

FDCP3353HLXR-K

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数
分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合

分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～20台

――

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上
　DIS-371-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

排 水 口
法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
吸入ガス管
吐出ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

⑴

分岐管セット品番一覧

APCB002Z914
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3 相 200V　50 ／ 60Hz

1690 × 1350 × 720
314

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4400（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2

0（最大：50）
386× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 12.7（フレア接続）

φ 22.22（ろう付接続）
φ 45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

FDCP4003HLXR

40.0
45.0（35.3）

冷房：59.5, 暖房：60

GT-C5150MD58 × 2
3.26（3極）× 2

14〜 113

12.8（R410A）

冷房：250，暖房：220

φ 25.4（ろう付接続）

4.25（届出不要）

FDCP4503HLXR

45.0
50.0（39.2）

冷房：62.5, 暖房：62.5

GT-C5150MD88 × 2
4.40（3極）× 2

13〜 109

14.6（R410A）

冷房：260，暖房：240

φ 28.58（ろう付接続）

4.75（届出不要）

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

FDCP4003HLXR

FDCP4503HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～23台

1～26台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1-R
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

排 水 口
法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
吸入ガス管
吐出ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

   

能
力

⑴

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

FDCP4003HLXR

FDCP4503HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～23台

1～26台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1-R
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

⒝ 一体形（組合せ兼用）

分岐管セット品番一覧

分流コントローラ品番一覧

APCB002Z914
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FDCP5043HLXR

50.4
56.5（44.3）

冷房：61, 暖房：61.5

4.98（3極）× 2

11〜 107

16.3（R410A）

5.44（届出不要）

FDCP5603HLXR

56.0
63.0（49.4）

冷房：62, 暖房：62.5

6.06（3極）× 2

9〜 107

17.4（R410A）

6.50（届出不要）

3 相 200V　50 ／ 60Hz

2048 × 1350 × 720
342

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MD88 × 2

直入始動

33 × 2
銅パイプストレートフィン式

電子膨張弁

4400（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2
冷房：270，暖房：250

0（最大：50）
386× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 12.7（フレア接続）
φ 28.58（ろう付接続）
φ 22.22（ろう付接続）

φ 45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802
注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。　
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

FDCP5043HLXR

FDCP5603HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～29台

1～33台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1-R
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

排 水 口
法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
吸入ガス管
吐出ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

圧

縮

機

送

風

装

置

項　目

形　式

FDCP5043HLXR

FDCP5603HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト　

1～29台

1～33台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1-R
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

分岐管セット品番一覧

分流コントローラ品番一覧

   

能
力

⑴

APCB002Z914
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FDCP6153HLXR

61.5
69.0（54.1）

冷房：64, 暖房：64

7.01（3極）× 2

18.6（R410A）

6.88（届出不要）

FDCP6803HLXR

68.0
73.0（54.7）

冷房：64.5, 暖房：64.5

7.75（3極）× 2

19.9（R410A）

7.50（届出不要）

注⑴　�冷房・暖房能力は JIS・B・8616：2006 条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。　
　⑵　接続配管分は含みません。現地で追加チャージしてください。

FDCP6153HLXR

FDCP6803HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分 岐 管 セット

2～36台

2～40台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R
●下流合計容量180以上～371未満
　DIS-180-1-R
●下流合計容量371以上～540未満
　DIS-371-1-R
●下流合計容量540以上
　DIS-540-1-R

注⑴　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに 1セット必要）

電 源

運 転 音

製 品 質 量
塗 装 色

クランクケースヒータ

冷 媒 封 入 量 ⑵

冷 凍 機 油 封 入 量

除 霜
防 振・ 防 音 装 置
保 護 装 置

排 水 口
法 定 冷 凍 能 力
別売（オプション）部品
I P コ ー ド
組合せ可能室内ユニット

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
吸入ガス管
吐出ガス管

配
管
寸
法

kW

dBA
mm
kg

kW

％
W

kg
cc

m3/min
Pa
W

mm

トン

高 さ × 幅 × 奥 行

形 式
冷 媒 制 御 器

外形寸法

空 気
熱交換器

圧

縮

機

項　目

形　式

FDCP2243HLXR

FDCP2803HLXR

対応室外ユニット 接続可能室内ユニット台数 分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合
分　岐　管　セ　ッ　ト

1～13台

1～16台

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1-R

●下流合計容量180以上
　DIS-180-1-R

●下流合計容量180未満
　DIS-22-1
　
●下流合計容量180以上
　DIS-180-1

分流コントローラ 接続可能室内ユニット台数
1～5
1～8
1～10

下流合計容量　112未満：PFD1123
下流合計容量　180未満：PFD1803
下流合計容量　280未満：PFD2803

分岐管セット品番一覧

分流コントローラ品番一覧

   

能
力

⑴ 冷 房 能 力
暖房能力（暖房低温能力）

形 式 ・ 台 数
電 動 機 定 格 出 力
始 動 方 式
能 力 制 御

形 式 ・ 台 数
風 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力

送
風
装
置

3 相 200V　50 ／ 60Hz

2048 × 1350 × 720
362

スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5 ／ 1.1 近似）
GT-C5150MD88 × 2

直入始動
8〜 100
33 × 2

銅パイプストレートフィン式
電子膨張弁

4400（M-MA32R）
軸流式（モータ直結）× 2
冷房：270，暖房：250

0（最大：50）
386× 2

マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式
圧縮機：防振ゴム，吸音断熱材巻付

圧縮機過熱保護，過電流保護，パワトラ過熱保護，異常高圧保護
φ 12.7（フレア接続）
φ 28.58（ろう付接続）
φ 25.4（ろう付接続）

φ 45 の排水穴× 3個，φ 20 の排水穴× 7個

空調管理システム
IP24

223 〜 2803 又はDAUP1402 〜 2802

APCB002Z914
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● 室外ユニットに接続する分流コントローラの台数制限

FDCP7353HLXR
FDCP8003HLXR
FDCP8503HLXR
FDCP9003HLXR
FDCP9603HLXR
FDCP10103HLXR
FDCP10653HLXR
FDCP11303HLXR
FDCP11803HLXR
FDCP12353HLXR
FDCP13003HLXR
FDCP13603HLXR

26
28
30
32
34
36
38
40
42
44
46
48

1
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

1
2
1
—
—
—
—
—
—
—
—
—

—
—
1
2
1
—
—
—
—
—
—
—

—
—
—
—
1
2
1
—
—
—
—
—

—
—
—
—
—
—
1
2
1
—
—
—

—
—
—
—
—
—
—
—
1
2
1
—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
1
2

367〜956
400〜1040
425〜1105
450〜1170
480〜1248
505〜1313
532〜1385
565〜1469
590〜1534
617〜1606
650〜1690
680〜1768

2 〜 43
2 〜 47
2 〜 50
2 〜 53
2 〜 56
2 〜 59
2 〜 62
3 〜 66
3 〜 69
3 〜 73
3 〜 76
3 〜 80

形　　式

室外ユニット形式 組合せ室外ユニット形式 室内ユニット

馬　力 P335
HLXR-K

P4003
HLXR

P4503
HLXR

P5043
HLXR

P5603
HLXR

P6153
HLXR

P6803
HLXR 接続容量 接続台数

注⑴　室内ユニットと室内側分岐管の配管サイズは室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑵　分岐継手（吸入ガス・吐出ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

● 室外ユニット組合せ一覧表

● 室外ユニット組合せ用分岐管セット（別売品）

室内ユニット下流の合計容量
180 未満

180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1-R
DIS-180-1-R
DIS-371-1-R
DIS-540-1-R

分流コントローラより下流の場合
室内ユニット下流の合計容量

180 未満
180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1
DIS-180-1
DIS-371-1
DIS-540-1

● 分流コントローラ（別売品）
室内ユニット下流の合計容量

112 未満
112 以上〜 180未満
180 以上〜 280以下

分流コントローラ形式
PFD1123
PFD1803
PFD2803

接続可能台数
1 〜 5
1〜 8
1〜 10

室外ユニット形式
7353 〜 13603（2台用）

分岐管
DOS-2A-1-R

●  分岐管セット（別売品）
（注）分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定してください。
分流コントローラより上流の場合

注⑴　組合せ時には必ず使用してください。
　⑵　室外ユニットとの接続管は室外ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
　⑶　室内ユニット側への配管（主管）は 531ページに示す主管サイズに合わせてください。
　⑷　分岐継手（吸入ガス・吐出ガス・液共）は必ず“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。

注⑴　下流に接続される室内ユニットの合計容量により上表から選定してください。
　⑵　各分流コントローラに接続可能な室内ユニットの台数は上表の通りです。
　⑶　液管の分流コントローラとの接続は不要です。

室外ユニット形式
〜 2803
〜 5603
〜 8503
〜 11303
〜 13603

最少接続台数
2 台
4台
6台
8台
10台
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注（1）ユニットは必ずアンカボルトで固定してください。
　（2）ユニット上部には2m以上のスペースをとってください。
　（3）装置銘板は正面についています。
　（4）冷媒配管（吸入ガス側、吐出ガス側、液側共）の接続は現地手配です。
　（5）冷媒配管接続口と電源取入口はハーフブランク形状になっています。ニッパ等で切断しご使用ください。
　（6）冷媒配管接続口はφ88又はφ100をご使用下さい。
　（7）記号I,J,Mのアンカー用穴（M10用10ヶ所）はリニューアル物件にご使用ください。
　（8）Kの均油配管は室外組合せユニットのみ接続してください。
　（9）室外組合せユニットで架台使用の際は，組合せ用架台（オプション）をご使用ください。
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　（3）装置銘板は正面についています。
　（4）冷媒配管（吸入ガス側、吐出ガス側、液側共）の接続は現地手配です。
　（5）冷媒配管接続口と電源取入口はハーフブランク形状になっています。ニッパ等で切断しご使用ください。
　（6）冷媒配管接続口はφ88又はφ100をご使用下さい。
　（7）記号I,J,Mのアンカー用穴（M10用10ヶ所）はリニューアル物件にご使用ください。
　（8）Kの均油配管は室外組合せユニットのみ接続してください。
　（9）室外組合せユニットで架台使用の際は，組合せ用架台（オプション）をご使用ください。
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注（1）ユニットは必ずアンカボルトで固定してください。
　（2）ユニット上部には2m以上のスペースをとってください。
　（3）装置銘板は正面についています。
　（4）冷媒配管（吸入ガス側、吐出ガス側、液側共）の接続は現地手配です。
　（5）冷媒配管接続口と電源取入口はハーフブランク形状になっています。ニッパ等で切断しご使用ください。
　（6）冷媒配管接続口はφ88又はφ100をご使用下さい。
　（7）記号I,J,Mのアンカー用穴（M10用10ヶ所）はリニューアル物件にご使用ください。
　（8）Kの均油配管は室外組合せユニットのみ接続してください。
　（9）室外組合せユニットで架台使用の際は，組合せ用架台（オプション）をご使用ください。
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注（1）ユニットは必ずアンカボルトで固定してください。
　（2）ユニット上部には2m以上のスペースをとってください。
　（3）装置銘板は正面についています。
　（4）冷媒配管（吸入ガス側、吐出ガス側、液側共）の接続は現地手配です。
　（5）冷媒配管接続口と電源取入口はハーフブランク形状になっています。ニッパ等で切断しご使用ください。
　（6）冷媒配管接続口はφ88又はφ100をご使用下さい。
　（7）記号I,J,Mのアンカー用穴（M10用10ヶ所）はリニューアル物件にご使用ください。
　（8）Kの均油配管は室外組合せユニットのみ接続してください。
　（9）室外組合せユニットで架台使用の際は，組合せ用架台（オプション）をご使用ください。
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名称

圧縮用電動機

送風用電動機

高圧圧力開閉器（保護）

Tho-A

20S
63H1-1

FMo1

吸込空気センサ

四方切換電磁弁

クランクケースヒータ

LED2
LED1

表示灯（緑-マイコン正常表示）

CNA～Z

F

コネクタ

ヒューズ

パワトラセンサ
Tho-R1

Tho-D1
Tho-P1

Tho-S

PSL

CT

吸入管センサ

低圧センサ

電流センサ

端子台

吐出管センサ

熱交センサ

DM ダイオードモジュール
電子膨張弁（過冷却用）EEVSC
電子膨張弁（暖房用）EEVH

SW1

L リアクタ

電解コンデンサ

IPM

表示灯（赤-点検表示）

LED3 表示灯（緑-サービス用）

Tho-SC 過冷却センサ（液）

SW2
SW3-1
SW3-5
SW3-7
SW4-7
SW4-8
SW5-1
SW5-2
SW5-3
SW7（ボタン）
SW8（ボタン）
SW9（ボタン）
TB

J13
J15

室外No.（10位）
室外No.（1位）
点検LEDリセット
チェック運転開始
冷暖強制切換
デマンド切換
デマンド切換
試運転開始（通常／開始）
試運転冷房設定（暖房／冷房）
移設ポンプダウン（通常／有効）
データ消去／書込み
7seg表示UP 1位
7seg表示UP 10位

インテリジェントパワーモジュール

外部入力信号タイプ切換（パルス／レベル）
デフロスト開始温度（寒冷地／通常）

記号
●記号説明

CH
CM

C

PSH 高圧センサ

Tho-H 過冷却センサ（ガス）

J10 信号線回路切換（予備回路／通常）

アカ

アオ

シロ

DM

F1（30A）

F2（30A）

ノイズ
フィルタ
PWB3

アカ

アオ
ミ
ド

CNX1キCNWクロ

Ri

Ti

Si

Ro So To

クロ

CNFAN1シロCNEEV1アカ

23456

CNEEV2アオ

5線または6線 5線または6線

346 51 12

M
EEVH EEVSC

M

インバータ基板PWB2

TB7

CM1

カ
ア

3～
MS

シ
ロ

TB8

オ
ア
TB9

I P M

L1

TB6

TB4

TB5

C1
+

TB3

CH1
PS

20S

CNR1シロ CNN1アカ CNTHシロ

63H1-1

CNQ1チャ

t°t° t° t° t°

CNP1キ

制御基板PWB1

A2

B1

TB
A1

A2

室内外接続線
室内外ユニット間信号線 A1 B1S

T

TB
R

漏電遮断器
電源

手元開閉器又は
配線用遮断器

3～

CT

E1

TB1 TB2

CNA2ミド

CNI3シロ

CNI1シロCNI2

CNI4

CNA1シロ

ミド B2

B2

アオ

アオ

シロ

アカ

ア
カ

ア
カ

ア
カ
ア
カ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

キキチ
ャ

シ
ロ

シ
ロ

ア
オ

ア
カ
シ
ロ

ア
オ

アオ

アカ
アオ

アカ

アオ

CNSL1,2

シロ

クロ

シロ

Tho-R1 Tho-D1 Tho-S Tho-A Tho-P1

t°

CNF2ミド

Tho-H

t°

CNF1シロ

Tho-SC外部入力

CNS1クロ

SW1 SW2

OFF
ON

4321 75 6

1

8

32 4 85 76

SW3

SW5

31 2

ON
OFF

SW4

865 74

7SEG

SW7

LED2 LED3

LED1

パソコン
(RS232C)

CNV
CNE

チェッカー

J13 J15

SW8 SW9

200V
50／60Hz

PSH

CNL1アオ

PSL

CNL2シロ

５7 ６ １４

FMo1
M

室外ユニット間信号線
ネットワーク
コネクタ

　　シロ

F3（4A／250V）

アオ

J10

CNX2クロ

CNZ1アカ

V
WU

外部出力

記事1.本図は、室外ユニットの回路のみ示します。
  2.　　　　は、現地配線を示します。
  3.TBのA1,B1,A2,B2は信号線端子台（5V）です。
    A1,B1に室内外ユニット間信号線を、A2,B2に室外ユニット間信号線を接続して下さい。
  4.室内外線接続（信号線）は0.75～2mm X2芯
    （シールド線使用時は0.75～1.25mm ）を使用してください。
  5.信号線は電源線と分離してください。
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ＬＥＤ₃

ＡＣ
₁

Ｖ
Ｕ Ｗ

ＣＭ

Ｌ₁

Ｋ

ＧＴＢ₂
Ａ₁
Ｂ₁

Ｔ

ＴＢ₁
Ｒ

Ｓ

ＣＮＦＡＮ₂ シロ

ＳＷ₂

Ｍ

Ｒ₁

ＣＮＥＥＶ₁ アカ

Ｍ Ｍ

ＥＥＶＨ ＥＥＶＳＣ

ＣＮＥＥＶ₂ アオ

ＦＭｏ₁

Ｍ

ＦＭｏ₂

ＣＮＦＡＮ₁ シロ

ＣＮＸ₁ キ

ＰＷＢ₁

ＳＷ₁

制御基板

ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ°

ＣＮＴＨ シロ

Ｊ₁₃ＳＷ₇

ＳＷ₈

ＳＷ₉

キ

Ｊ₁₁ Ｊ₁₂

₇ＳＥＧ₁ ₇ＳＥＧ₂
ＯＮ
ＯＦＦ

₁ ₂ ₃ ₃₆₅₄ ₇ ₈ ₂₁ ₅₄ ₇₆ ₈

Ｊ₁₅Ｊ₁₄ ＬＥＤ₁ ＬＥＤ₂

ＳＷ₃ ＳＷ₄

₅₂Ｘ₁

アオ

アカ

シロ

ＣＨ
₁

ＣＮＷ アカ

ミド

₁ ₂ ₇₃ ₄ ₅ ₆ ₈

ミドシロ

ＣＮＶ

ＳＷ₅

アカ

ＣＮＧ₂

ＣＮＨ

ＣＮＹ

ＣＮＧ₁

ＭＳ
₃～

ｔ°

アカ

ｔ°

キ

ｔ° ｔ°

アオ

Ａ₂
Ｂ₂

アオ

アカ

シロ ノイズフィルタ
ＰＷＢ₃

ＲＩ

ＳＩ

ＴＩ

ＲＯ

Ｓ₀

Ｔ₀Ｅ

︲₆ ✚₄

Ｒ₅ＤＭ

✚

Ｒ₂

ＣＮＲ シロ

ＩＰＭ

ＣＮＡ₂ チャ

ＣＮＩ₁ シロ

ＰＮ

ＶＵ Ｗ

インバータ基板
ＰＷＢ₂

ＣＮＡ

ＣＮＩ₂

Ｆ₁（₁₀Ａ）

ＡＣ
₂

ＡＣ
₃

ＣＮＳＬ₁，₂

ＣＮＲ₁ シロ ＣＮＭ₁ ハイ ＣＮＭ₁ ダイ ＣＮＮ₁ アカ ＣＮＮ₆ モモ ＣＮＮ₂ ミド ＣＮＬ₁ アオ ＣＮＬ₂ シロ

ＣＴ
₁

ＣＮＳ₁ＣＮＦ₂ＣＮＦ₁ ＣＮＳ₂ＣＮＢ₂ ＣＮＰ₁ＣＮＵ₁

シロ

アオ

シロ

シロ

アオ

シロ

アオ
アカ

クロ
クロ
クロ
クロ

アオ
アカ

アオ

アカ

シロ
シロ

クロ
アオ

シロ

クロ

アカ

アカ

ネットワークコネクタ

Ａ₂ Ｂ₂
Ａ₁ Ｂ₁

ＬＥＤ₁（ＩＮＶ）

アオ

シロ

ＣＮＺ₁
アカ

Ｃ₁

記事₁．本図は、室外機の回路のみ示します。
    ₂．︲︲︲︲は、現地配線を示します。
    ₃．ＴＢのＡ₁，Ｂ₁，Ａ₂，Ｂ₂は信号線端子台（₅Ｖ）です。
　　　Ａ₁，Ｂ₁に室内外機間信号線を、Ａ₂，Ｂ₂に
　　  室外機間信号線を接続して下さい。
    ₄．信号線は電源線と分離してください。
　　₅．ＣＮＧ₁，₂コネクタは付属品を使用してください。

Ｌ₂

ＣＭ 圧縮用電動機

ＦＭｏ₁，₂ 送風用電動機

ＣＨ₁ クランクケースヒータ

Ｘ₀₁～₀₃，₀₆～₀₉ 補助継電器

₂₀Ｓ 四方切換電磁弁
₂₆Ｈ₁，₂ サーモスタット

ＳＶ₆ 電磁弁（油戻し）

ドーム下温度センサ
外気温センサ

吐出管温度センサ

高圧圧力開閉器₆₃Ｈ₁︲₁

Ｔｈｏ︲Ａ

Ｔｈｏ︲Ｄ₁
Ｔｈｏ︲Ｃ₁

過冷却コイル用膨張弁
暖房用膨張弁

ＥＥＶＳＣ
ＥＥＶＨ

Ｔｈｏ︲Ｐ₁ パワトラ温度センサ

低圧圧力センサ

ヒューズＦ₁，Ｆ₂

コネクタＣＮＡ︲Ｚ₁

端子台

電流センサ
ドレンパンヒータ

高圧圧力センサＰＳＨ

ＴＢ₁，₂

ＣＴ₁
ＤＨ₁，₂

ＰＳＬ

Ｔｈｏ︲Ｒ₁ 熱交温度センサ₁（出口・下）
Ｔｈｏ︲Ｒ₂ 熱交温度センサ₂（出口・上）
Ｔｈｏ︲Ｓ 吸入管温度センサ
Ｔｈｏ︲ＳＣ 過冷却コイル温度センサ₁
Ｔｈｏ︲Ｈ 過冷却コイル温度センサ₂

ＯＮＳＷ₃︲₇
ＯＦＦ

ＳＷ₃︲₅ ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ₃︲₈ ＯＮ
ＯＦＦ

チェック運転
通常運転
冷暖強制モード
通常運転
テストモード
通常運転

ＳＷ₁
ＳＷ₂
ＳＷ₃︲₁ 点検ＬＥＤリセット

アドレス設定 ＳＷ室外Ｎｏ．（₁位）
アドレス設定 ＳＷ室外Ｎｏ．（₁₀位）

機種設定ＳＷ₄︲₁～₄
デマンド切換ＳＷ₄︲₅，₆
予備ＳＷ₄︲₇，₈

ＯＦＦ 試運転時に暖房

能力測定モード

予備

ＳＷ₅︲₆～₈

ＳＷ₅︲₄
通常運転
ポンプダウン運転ＳＷ₅︲₃

ＯＦＦ
ＯＮ

試運転時に冷房
通常運転
試運転

ＳＷ₅︲₂

ＳＷ₅︲₁
ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＮ

₇セグメントＬＥＤ（データ表示）

外部入力切換 レベル／パレス

₇セグメントＬＥＤ（機能表示）₇ＳＥＧ₁

直流リアクトル

電解コンデンサ

ダイオードモジュール

Ｌ₁，Ｌ₂

₇ＳＥＧ₂

ＤＭ

Ｃ₁

サービス（緑）
正常（緑）
点検（赤）

デフロスト開始温度切換 通常／寒冷地
デフロスト復帰温度切換 通常／強化

電源、電圧切換

ＬＥＤ₃
ＬＥＤ₂
ＬＥＤ₁

Ｊ₁₅
Ｊ₁₄
Ｊ₁₃
Ｊ₁₁，₁₂

ＰＷＢ₁～₃ プリント基板

ＳＶ₁ 電磁弁（液戻し）

₇セグ表示アップ（₁位）
₇セグ表示アップ（₁₀位）

データ消去／書込みＳＷ₇
ＳＷ₈
ＳＷ₉

₅₂Ｘ₁ ＣＭ用電磁接触器
₅₂Ｘ₂ ドレンパンヒータ用電磁接触器

インテリジェントパワーモジュールＩＰＭ

正常（黄）点滅ＬＥＤ₁（ＩＮＶ）

突入抑制抵抗Ｒ₁

ＳＷ₃︲₂ 予備
ＳＷ₃︲₄ 予備

スーパーリンクⅡ通信
スーパーリンク通信ＳＷ₅︲₅

ＯＦＦ
ＯＮ

室内外機間信号線
室外機間信号線
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管
Ｔｈ

ｏ︲
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ャ
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ロ
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₁ 
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キ
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コ

イ
ル

₂
Ｔｈ

ｏ︲
Ｈ

過
冷
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コ

イ
ル

₁
Ｔｈ

ｏ︲
ＳＣ

ド
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ム
下

₁
Ｔｈ

ｏ︲
Ｃ₁

熱
交

₂ 
Ｔｈ

ｏ︲
Ｒ₂

外
温

Ｔｈ
ｏ︲

Ａ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

パ
ワ

ト
ラ

₁ 
Ｔｈ

ｏ︲
Ｐ₁

外
部

運
転

入
力

デ
マ
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ド

入
力

ク
ロ

シ
ロ

シ
ロ
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ャ

ア
カ

₂₀Ｓ₅₂Ｘ₁

ク
ロ

₅₂Ｘ₂

チ
ヤ

ＳＶ₁ ＳＶ₆

パソコン
（ＲＳ₂₃₂Ｃ）

ア
カ

シ
ロ

ク
ロ

シ
ロ

ク
ロ

ＰＳＨ

サイレント
モード入力

異常出力

冷暖強制入力

運転出力

予備出力

₆₃Ｈ₁︲₁

ＣＮＱ₁ シロ

ク
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ

ク
ロ

●記号説明

₅線又は₆線 ₅線又は₆線

Ｆ₂（₅Ａ）

シロ

アカ

₂₆Ｈ₁ ₂₆Ｈ₂

₅₂Ｘ₂ ＤＨ₁ ＤＨ₂

漏電
遮断器

₃～ ₂₀₀Ｖ ₅₀／₆₀Ｈｚ
電源

配線用
遮断器
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Ｔ
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ＣＮＦＡＮ₂ シロ

ＳＷ₂

Ｍ

Ｒ₁

ＣＮＥＥＶ₁ アカ

Ｍ Ｍ

ＥＥＶＨ ＥＥＶＳＣ

ＣＮＥＥＶ₂ アオ

ＦＭｏ₁

Ｍ

ＦＭｏ₂

ＣＮＦＡＮ₁ シロ

ＣＮＸ₁ キ

ＰＷＢ₁

ＳＷ₁

制御基板

ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ°

ＣＮＴＨ シロ

Ｊ₁₃ＳＷ₇

ＳＷ₈

ＳＷ₉

キ

Ｊ₁₁ Ｊ₁₂

₇ＳＥＧ₁ ₇ＳＥＧ₂
ＯＮ
ＯＦＦ

₁ ₂ ₃ ₃₆₅₄ ₇ ₈ ₂₁ ₅₄ ₇₆ ₈

Ｊ₁₅Ｊ₁₄ ＬＥＤ₁ ＬＥＤ₂

ＳＷ₃ ＳＷ₄

アオ

アカ

シロ

ＣＨ
₁

ＣＮＷ アカ

ミド

₁ ₂ ₇₃ ₄ ₅ ₆ ₈

ミドシロ

ＣＮＶ

ＳＷ₅

アカ

ＣＮＧ₂

ＣＮＨ

ＣＮＹ

ＣＮＧ₁

ＭＳ
₃～

ｔ°

アカ

ｔ°

キ

ｔ° ｔ°

アオ

Ａ₂
Ｂ₂

アオ

アカ

シロ ノイズフィルタ
ＰＷＢ₃

ＲＩ

ＳＩ

ＴＩ

ＲＯ

Ｓ₀

Ｔ₀Ｅ

︲₆ ✚₄

Ｒ₅ＤＭ

Ｌ₂

✚

Ｒ₂

ＣＮＲ シロ

ＩＰＭ

ＣＮＡ₂ チャ

ＣＮＩ₁ シロ

ＰＮ

ＶＵ Ｗ

インバータ基板
ＰＷＢ₂

ＣＮＡ
シロ

ＣＮＩ₂
シロ

Ｆ₁（₁₀Ａ）

ＡＣ
₂

ＡＣ
₃

ＣＮＳＬ₁，₂

Ｌ₃

ＣＮＲ₁ シロ ＣＮＮ₁ アカ ＣＮＮ₆ モモ ＣＮＮ₂ ミド ＣＮＮ₉ クロ ＣＮＬ₁ アオ ＣＮＬ₂ シロ

ＣＴ
₁

ＣＮＭ₁ ハイ

ＣＮＳ₁ＣＮＦ₂ＣＮＦ₁ ＣＮＳ₂ＣＮＢ₂ ＣＮＰ₁ＣＮＵ₁

シロ

アオ

アオ

シロ

アオ
アカ

クロ
クロ
クロ
クロ

アオ
アカ

アオ

アカ

シロ
シロ

クロ
アオ

シロ

クロ

アカ

アカ

ネットワークコネクタ

Ａ₂ Ｂ₂
Ａ₁ Ｂ₁

ＬＥＤ₁（ＩＮＶ）

アオ

シロ

ＣＮＺ₁
アカ

Ｃ₁

₅₂Ｃ

ＣＭ 圧縮用電動機

ＦＭｏ₁，₂

ＤＨ₁，₂

送風用電動機

ＣＨ₁ クランクケースヒータ

Ｘ₀₁～₀₃，₀₆～₀₉ 補助継電器

₂₀Ｓ 四方切換電磁弁
₂₆Ｈ₁，₂ サーモスタット

ＳＶ₆ 電磁弁（油戻し）

ドーム下温度センサ
外気温センサ

吐出管温度センサ

高圧圧力開閉器₆₃Ｈ₁︲₁

Ｔｈｏ︲Ａ

Ｔｈｏ︲Ｄ₁
Ｔｈｏ︲Ｃ₁

過冷却コイル用膨張弁
暖房用膨張弁

ＥＥＶＳＣ
ＥＥＶＨ

Ｔｈｏ︲Ｐ₁ パワトラ温度センサ

低圧圧力センサ

ヒューズＦ₁，Ｆ₂

コネクタＣＮＡ︲Ｚ₁

端子台

電流センサ
ドレンパンヒータ

高圧圧力センサＰＳＨ

ＴＢ₁，₂

ＣＴ₁

ＰＳＬ

Ｔｈｏ︲Ｒ₁ 熱交温度センサ₁（出口・下）
Ｔｈｏ︲Ｒ₂ 熱交温度センサ₂（出口・上）
Ｔｈｏ︲Ｓ 吸入管温度センサ
Ｔｈｏ︲ＳＣ 過冷却コイル温度センサ₁
Ｔｈｏ︲Ｈ 過冷却コイル温度センサ₂

ＯＮＳＷ₃︲₇
ＯＦＦ

ＳＷ₃︲₅ ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ₃︲₈ ＯＮ
ＯＦＦ

チェック運転
通常運転
冷暖強制モード
通常運転
テストモード
通常運転

ＳＷ₁
ＳＷ₂
ＳＷ₃︲₁ 点検ＬＥＤリセット

アドレス設定 ＳＷ室外Ｎｏ．（₁位）
アドレス設定 ＳＷ室外Ｎｏ．（₁₀位）

機種設定ＳＷ₄︲₁～₄
デマンド切換ＳＷ₄︲₅，₆
予備ＳＷ₄︲₇，₈

ＯＦＦ 試運転時に暖房

能力測定モード

予備

ＳＷ₅︲₆～₈

ＳＷ₅︲₄
通常運転
ポンプダウン運転ＳＷ₅︲₃

ＯＦＦ
ＯＮ

試運転時に冷房
通常運転
試運転

ＳＷ₅︲₂

ＳＷ₅︲₁
ＯＦＦ
ＯＮ

ＯＮ

₇セグメントＬＥＤ（データ表示）

外部入力切換 レベル／パレス

₇セグメントＬＥＤ（機能表示）₇ＳＥＧ₁

直流リアクトル

電解コンデンサ

ダイオードモジュール

Ｌ₁～Ｌ₃

₇ＳＥＧ₂

ＤＭ

Ｃ₁

サービス（緑）
正常（緑）
点検（赤）

デフロスト開始温度切換 通常／寒冷地
デフロスト復帰温度切換 通常／強化

電源、電圧切換

ＬＥＤ₃
ＬＥＤ₂
ＬＥＤ₁

Ｊ₁₅
Ｊ₁₄
Ｊ₁₃
Ｊ₁₁，₁₂

ＰＷＢ₁～₃ プリント基板

ＳＶ₁ 電磁弁（液戻し）

₇セグ表示アップ（₁位）
₇セグ表示アップ（₁₀位）

データ消去／書込みＳＷ₇
ＳＷ₈
ＳＷ₉

₅₂Ｃ
₅₂Ｘ₂

ＣＭ用電磁接触器

インテリジェントパワーモジュールＩＰＭ
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ＳＷ₃︲₄ 予備

スーパーリンクⅡ 通信
スーパーリンク通信ＳＷ₅︲₅
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ドレンパンヒータ用電磁接触器

記事₁．本図は、室外機の回路のみ示します。
    ₂．︲︲︲︲は、現地配線を示します。
    ₃．ＴＢのＡ₁，Ｂ₁，Ａ₂，Ｂ₂は信号線端子台（₅Ｖ）です。
　　　Ａ₁，Ｂ₁に室内外機間信号線を、Ａ₂，Ｂ₂に
　　  室外機間信号線を接続して下さい。
    ₄．信号線は電源線と分離してください。
　　₅．ＣＮＧ₁，₂コネクタは付属品を使用してください。
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●記号説明

₅線又は₆線 ₅線又は₆線
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●記号説明

記事1.本図は、室外ユニットの回路のみ示します。
    2.----は、現地配線を示します。
    3.TBのA1,B1,A2,B2は信号線端子台（5V）です。
　　　A1,B1に室内外ユニット間信号線を、A2,B2に
　　  室外ユニット間信号線を接続して下さい。
    4.信号線は電源線と分離してください。
　　5.CNG1,2コネクタは付属品を使用してください。

CM 圧縮用電動機

FMo1,2 送風用電動機

CH1 クランクケースヒータ

過冷却コイル用膨張弁
暖房用膨張弁

EEVSC
EEVH

ヒューズF1

コネクタCNA-Z
電流センサCT1

外部入力切換 レベル／パレス

直流リアクトル

電解コンデンサ

ダイオードモジュール

L1,L2

DM

C1

サービス（緑）
正常（緑）
点検（赤）

デフロスト開始温度切換 通常／寒冷地
予備

電源、電圧切換

LED3
LED2
LED1

J15
J14
J13
J11,12

インテリジェントパワーモジュールIPM

正常（黄）点滅LED1（INV）
ドーム下温度センサ
外気温センサ

吐出管温度センサ

Tho-A

Tho-D1
Tho-C1

Tho-P1 パワトラ温度センサ

端子台TB1,2

OFF 試運転時に暖房

能力測定モード

予備

SW5-6～8

SW5-4
通常運転
ポンプダウン運転SW5-3

OFF
ON

試運転時に冷房
通常運転
試運転

SW5-2

SW5-1
OFF
ON

ON

7セグ表示アップ（1位）
7セグ表示アップ（10位）

データ消去／書込みSW7
SW8
SW9

スーパーリンクⅡ通信
スーパーリンク通信SW5-5

OFF
ON

機種設定SW4-1～4
デマンド切換SW4-5,6
予備SW4-7,8

SV6 電磁弁（油戻し）

低圧圧力センサ
高圧圧力センサPSH

PSL

ONSW3-7
OFF

SW3-6 ON
OFF

SW3-8 ON
OFF

配管洗浄モード
通常運転
冷暖強制モード
通常運転
テストモード
通常運転

SW1
SW2
SW3-1 点検LEDリセット

アドレス設定 SW室外No.（1位）
アドレス設定 SW室外No.（10位）

PWB1～3 プリント基板

SV1 電磁弁（液戻し）
突入抑制抵抗R1

SW3-2 予備
SW3-3 ON

OFF
リニューアル設定
通常運転

SW3-4,5 予備

SV11
SV12

電磁弁（ガスバイパス）
電磁弁（ガスバイパス）

X01～03,06～09 補助継電器

20S 四方切換電磁弁

高圧圧力開閉器63H1-1

Tho-R1 熱交温度センサ1（出口・下）
Tho-R2 熱交温度センサ2（出口・上）
Tho-S 吸入管温度センサ
Tho-SC 過冷却コイル温度センサ1
Tho-H 過冷却コイル温度センサ2

7セグメントLED（データ表示）
7セグメントLED（機能表示）7SEG1

7SEG2

52X CM用電磁接触器

高圧圧力開閉器63H1-R1,2
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●記号説明

記事1.本図は、室外ユニットの回路のみ示します。
    2.----は、現地配線を示します。
    3.TBのA1,B1,A2,B2は信号線端子台（5V）です。
　　　A1,B1に室内外ユニット間信号線を、A2,B2に
　　  室外ユニット間信号線を接続して下さい。
    4.信号線は電源線と分離してください。
　　5.CNG1,2コネクタは付属品を使用してください。

CM 圧縮用電動機

FMo1,2 送風用電動機

CH1 クランクケースヒータ

過冷却コイル用膨張弁
暖房用膨張弁

EEVSC
EEVH

ヒューズF1

コネクタCNA-Z
電流センサCT1

外部入力切換 レベル／パレス

直流リアクトル

電解コンデンサ

ダイオードモジュール

L1,L2

DM
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サービス（緑）
正常（緑）
点検（赤）

デフロスト開始温度切換 通常／寒冷地
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電源、電圧切換
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J14
J13
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インテリジェントパワーモジュールIPM

正常（黄）点滅LED1（INV）
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吐出管温度センサ

Tho-A

Tho-D1
Tho-C1

Tho-P1 パワトラ温度センサ

端子台TB1,2

OFF 試運転時に暖房

能力測定モード

予備

SW5-6～8

SW5-4
通常運転
ポンプダウン運転SW5-3

OFF
ON

試運転時に冷房
通常運転
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SW5-1
OFF
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7セグ表示アップ（1位）
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データ消去／書込みSW7
SW8
SW9

スーパーリンクⅡ通信
スーパーリンク通信SW5-5
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ON

機種設定SW4-1～4
デマンド切換SW4-5,6
予備SW4-7,8

SV6 電磁弁（油戻し）

低圧圧力センサ
高圧圧力センサPSH
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ONSW3-7
OFF

SW3-6 ON
OFF

SW3-8 ON
OFF

配管洗浄モード
通常運転
冷暖強制モード
通常運転
テストモード
通常運転

SW1
SW2
SW3-1 点検LEDリセット

アドレス設定 SW室外No.（1位）
アドレス設定 SW室外No.（10位）

PWB1～3 プリント基板

SV1 電磁弁（液戻し）
突入抑制抵抗R1

SW3-2 予備
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OFF
リニューアル設定
通常運転

SW3-4,5 予備
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電磁弁（ガスバイパス）
電磁弁（ガスバイパス）

X01～03,06～09 補助継電器

20S 四方切換電磁弁

高圧圧力開閉器63H1-1

Tho-R1 熱交温度センサ1（出口・下）
Tho-R2 熱交温度センサ2（出口・上）
Tho-S 吸入管温度センサ
Tho-SC 過冷却コイル温度センサ1
Tho-H 過冷却コイル温度センサ2

7セグメントLED（データ表示）
7セグメントLED（機能表示）7SEG1

7SEG2

52C CM用電磁接触器

高圧圧力開閉器63H1-R1,2
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Ｍ

₆₃Ｈ₁︲₁

Ｔｒ

ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ° ｔ°

Ｕ

ＵＵＵ

ＭＳ
₃～

ＣＭ₁ 圧縮用電動機

ＦＭＯ₁，₂ 送風用電動機

₅₂Ｃ₁ ＣＭ用電磁接触器

ＣＨ₁ クランクケースヒータ

₂₀Ｓ 四方切換電磁弁

ＳＶ₆ 電磁弁（油戻し）

ドーム下温度センサ
外気温センサ

吐出管温度センサ

高圧圧力開閉器（保護）₆₃Ｈ₁︲₁

Ｔｈｏ︲Ａ

Ｔｈｏ︲Ｄ₁
Ｔｈｏ︲Ｃ₁

過冷却コイル用膨張弁
暖房用膨張弁

冷却ファン

ＥＥＶＳＣ
ＥＥＶＨ₁，₂

ＦＭＣ₁

Ｔｈｏ︲Ｐ₁ パワトラ温度センサ

通常運転ＯＦＦ
ＯＮＳＷ₃︲₂

低圧圧力センサ

ヒューズＦ

コネクタＣＮＡ︲Ｚ

端子台

バリスタ
トランス

アレスタ

電流センサ

高圧圧力センサＰＳＨ

ＳＡ

Ｔｒ

ＴＢ₁，₂

Ｖａ₁～₃

ＣＴ₁

ＰＳＬ

Ｔｈｏ︲Ｒ₁ 熱交温度センサ₁（出口・前）
Ｔｈｏ︲Ｒ₂ 熱交温度センサ₂（出口・後）
Ｔｈｏ︲Ｒ₃ 熱交温度センサ₃（入口・前）
Ｔｈｏ︲Ｒ₄ 熱交温度センサ₄（入口・後）
Ｔｈｏ︲Ｓ 吸入管温度センサ
Ｔｈｏ︲ＳＣ 過冷却コイル温度センサ₁

Ｔｈｏ︲Ｈ 過冷却コイル温度センサ₂

自動バックアップ運転

ＳＷ₃︲₃ ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ₃︲₄

ＯＮＳＷ₃︲₇
ＯＦＦ
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ＳＷ₃︲₈ ＯＮ
ＯＦＦ
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ＳＷ₄︲₈
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ＯＦＦ
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直流リアクトル

電解コンデンサ
●記号説明
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記事₁．本図は、室外ユニットの回路のみ示します。
    ₂．︲︲︲︲は、現地配線を示します。
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    ₄．信号線は電源線と分離してください。
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      Ａ₂，Ｂ₂に異なる冷媒系統の室外ユニット間信号線を接続してください。
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⑵　寒冷地向け
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⑶　リフレッシュマルチ LX シリーズ
⒜ 一体形

⒝ 一体形（組合せ兼用）
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⑷　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
⒜ 一体形

⒝ 一体形（組合せ兼用）
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FDCP3353HLXB-K
FDCP4003HLXB
FDCP4503HLXB
FDCP5043HLXB
FDCP5603HLXB
FDCP6153HLXB
FDCP6803HLXB

5280
6240
7320
7200
7200

7200

860
1020
1020
1020
1020

1040

項目
形式 圧縮機回転数(min-1)

FDCP1123HLXB

7200

6600 870

6720 780

800

FDCP1403HLXB

FDCKP1603HLXYB
FDCP2243HLXYB

FDCP1603HLXB

FDCKP2243HLXYB
FDCP2803HLXYB
FDCKP2803HLXYB
FDCP3353HLXYB

送風機回転数(min-1)

⑴　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）
⒜　耐震データ

注⑴　L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2) 寸法は据付ボルトの位置を示します。

⒝　防振データ

1.5 防振設計用参考資料

重心

重心

Y

Z

X

X1X2
L1

Y2Y1
L1

重
心

重
心

X Y

Z

X1 Y1

L2L1

X2 Y2

Y

Z

X1 Y1

L2L1

X2 Y2

重
心

重
心

X

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 
（mm） 

重心位置（mm）⑴ 
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

ＦＤCKP2803HLXYB

ＦＤCP4003HLXB
ＦＤCP4503HLXB
ＦＤCP5043HLXB
ＦＤCP5603HLXB
ＦＤCP6153HLXB
ＦＤCP6803HLXB

1350×720×1690

1350×720×2048

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

 

309 670 420 430 850 270 251 475 726 605

337 670 420 430 850 270 251 475 726 680

352 670 420 430 850 270 251 475 726 705

FDCP1123HLXB
FDCP1403HLXB
FDCP1603HLXB

970×370×845 82 370 170 410 580 185 205 205 410 508

970×370×1300 110 430 230 350 580 185 205 205 410 600
FDCKP1603HLXYB
FDCP2243HLXYB
FDCP2803HLXYB
FDCKP2243HLXYB

ＦＤCP3353HLXB-K
FDCP3353HLXYB

1080×480×1675 380 185 505 690 230 250 270 520 700
210

215

FDCP1123，1403形 FDCP1603 ～ 3353 形
FDCKP1603 ～ 2803 形

FDCP3353-K ～ 6803形
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項目 
形式 圧縮機回転数(min-1)

FDCRP3353HLXB
FDCRP4003HLXB
FDCRP4503HLXB
FDCRP5043HLXB

FDCRP2803HLXYB 7200
FDCRP2243HLXYB 6720 780

FDCRP2803HLXB-K 5280
800
860

FDCRP5603HLXB

5280
6240
7320
7200
7200

860
1020
1020
1020
1020

送風機回転数(min-1)

注 1　L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2) 寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 
（mm） 

重心位置（mm）⑴ 
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

ＦＤCRP3353HLXB
ＦＤCRP4003HLXB

ＦＤCRP2803HLXB-K
ＦＤCRP2803HLXYB
ＦＤCRP2243HLXYB

ＦＤCRP4503HLXB
ＦＤCRP5043HLXB
ＦＤCRP5603HLXB

1350×720×1690

1080×480×1675

1350×720×2048

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

 

314

311

213

670 420 430 850 270 251 475 726 605

380 185 505 690 230 250 270 520 700

355 670 420 430 850 270 251 475 726 680

⒝  防振データ

重心 

重心 

Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｘ₁Ｘ₂

Ｌ₁

Ｙ₂Ｙ₁

Ｌ₁

FDCRP2803-K ～ 5603形

重
心 

重
心 

Ｘ Ｙ

Ｚ

Ｘ₁ Ｙ₁

Ｌ₂ 
 

Ｌ₁

Ｘ₂ Ｙ₂

FDCRP2243，2803 形

⑵　リフレッシュマルチ LX シリーズ
⒜　耐震データ
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注⑴　L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2) 寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目

形式

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

（mm）

製品質量
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ

FDCP2243HLXR
FDCP2803HLXR
FDCP3353HLXR
FDCP3353HLXR-K
FDCP4003HLXR
FDCP4503HLXR
FDCP5043HLXR
FDCP5603HLXR
FDCP6153HLXR
FDCP6803HLXR

1350×720×1690

1350×720×2048

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ

242 608 358 492 850 284 265 461 726 605

246 612 362 488 850 291 272 454 726 600

314 670 420 430 850 270 251 475 726 605

342 670 420 430 850 270 251 475 726 680

362 670 420 430 850 270 251 475 726 705

重心位置（mm）

重心 

重心 

Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｘ₁Ｘ₂

Ｌ₁

Ｙ₂Ｙ₁

Ｌ₁

⒝　防振データ

項目
形式 圧縮機回転数(min-1)

FDCP2243HLXR
FDCP2803HLXR
FDCP3353HLXR
FDCP3353HLXR-K
FDCP4003HLXR
FDCP4503HLXR
FDCP5043HLXR
FDCP5603HLXR
FDCP6153HLXR
FDCP6803HLXR

5700
7020
7020
5280
6240
7320
7200
7200

7200

840
840
1060
860
1020
1020
1020
1020

1040

送風機回転数(min-1)

⑶　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
⒜　耐震データ
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1.6 耐重塩害仕様室外ユニット
下記形式の耐重塩害仕様室外ユニットを標準品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユ
ニットとしてご注文してください。
ⅰ　仕　　様
⑴　マルチ LX シリーズ

⒜　一体形
1　形式：

●形式記号　（例）FDCSP1123HLXB

2　仕様 �耐重塩害仕様

3　据付時
a）� 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）� 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c） 水はけのよい場所に設置してください。
d）� 据付時についた傷は補修をしてください。
e）� 取り外したサービスパネル取り付のネジは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく�
� ださい。

4　メンテナンス時
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準仕様と異なる点を示します。

仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装（総合塗膜厚さ 70μ以上）　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
Zn-Al-Mg 合金メッキ鋼板＋塗装（総合塗膜厚さ 70μ以上）　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
外板と同じ

—

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
亜鉛メッキ鋼板＋プラスチック＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋酸化皮膜化処理

銅管
標準機仕様と同じ

部 品 名

外 板

112、140

160〜 335

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ

112、140
160〜 335
フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノイズフィルタ基板
E E V 基 板

112、140
160〜 335
112、140
160〜 335
112、140
160〜 335
外 側
内 側

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品、 銘 板 ）

底 板

モータベース

熱 交 換 器

電 装 品 箱

仕 切 板

操 作 弁
ブラケット

ネ ジ

基
板

FDCSP1123，1403，1603HLXB
2243，2803，3353HLXYB
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仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装（総合塗膜厚さ 70μ以上）　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

塗装用亜鉛鉄板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　
下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
アルミダイキヤスト＋防錆剤塗布
鋼板＋焼付塗装＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛鉄板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

紙フェノール銅張積層板＋防湿剤塗布

塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）

塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）

ステンレス＋亜鉛メッキクロメート＋フッ素コーティング
ステンレス＋酸化皮膜化処理

銅管
標準機仕様と同じ

部 品 名

335

400〜 680

底 板

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ
モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノイズフィルタ基板
E E V 基 板

電 装 品 箱

操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

外 側
内 側

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品、 銘 板 ）

外 板

熱 交 換 器

ネ ジ

基
板

⒝　一体形（組合せ兼用）
1　形式：
2　仕様

3　据付時
a）� 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）� 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c） 水はけのよい場所に設置してください。
d）� 据付時についた傷は補修をしてください。
e）� 取り外したサービスパネル取り付のネジは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく�
� ださい。

4　メンテナンス時
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準仕様と異なる点を示します。

FDCSP3353HLXB-K，4003，4503，5043，5603，6153，6803HLXB
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仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装（総合塗膜厚さ 70μ以上）　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
外板と同じ

—

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
亜鉛メッキ鋼板＋プラスチック＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
高耐食仕様プレコートアルミ（青色）

銅管＋防錆剤塗布
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋酸化皮膜化処理

銅管
標準仕様と同じ

部 品 名

外 板

底 板

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ
モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
イ ン バ ー タ 基 板
ノイズフィルタ基板
E E V 基 板

電 装 品 箱
仕 切 板
操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

外 側
内 側

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品、 銘 板 ）

熱 交 換 器

ネ ジ

⑵　リフレッシュマルチ LX シリーズ
⒜　一体形

1　形式：
●形式記号　（例）FDCRSP2243HLXYB

2　仕様

3　据付時
a）� 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）� 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c） 水はけのよい場所に設置してください。
d）� 据付け時についた傷は補修をしてください。
e）� 取り外したサービスパネル取り付のネジは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく�
� ださい。

4　メンテナンス時
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準仕様と異なる点を示します。

基
板

FDCRSP2243，2803HLXYB

�耐重塩害仕様
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⒝　一体形（組合せ兼用）
ⅰ　仕　　様
1　形式：
2　仕様

仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　
下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
アルミダイキヤスト＋防錆剤塗布
鋼板＋焼付塗装＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛鉄板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

紙フェノール銅張積層板＋防湿剤塗布

塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）

塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）

ステンレス＋亜鉛メッキクロメート＋フッ素コーティング
ステンレス＋酸化皮膜化処理

標準仕様と同じ

部 品 名

外 板

底 板

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ
モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
イ ン バ ー タ 基 板
ノイズフィルタ基板
E E V 基 板

電 装 品 箱

操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

外 側
内 側

他（ 機 能 品、 銘 板 ）

熱 交 換 器

ネ ジ

基
板

3　据付時
a）� 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）� 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c） 水はけのよい場所に設置してください。
d）� 据付け時についた傷は補修をしてください。
e）� 取り外したサービスパネル取り付のネジは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく�
� ださい。

4　メンテナンス時
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準仕様と異なる点を示します。

FDCRSP2803HLXB-K，3353，4003，4503，5043，5603HLXB
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仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn 合金メッキ鋼板＋塗装　
下塗：カチオン電着塗装　上塗：アクリル樹脂焼付塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
アルミダイキヤスト＋防錆剤塗布
鋼板＋焼付塗装＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛鉄板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

紙フェノール銅張積層板＋防湿剤塗布
塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）
塗装用亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）＋アクリル樹脂焼付塗装（上塗）

ステンレス＋亜鉛メッキクロメート＋フッ素コーティング
ステンレス＋酸化皮膜化処理

銅管
標準機仕様と同じ

部 品 名

外 板

底 板

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ
モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノイズフィルタ基板
E E V 基 板

電 装 品 箱
操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

外 側
内 側

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品、 銘 板 ）

熱 交 換 器

ネ ジ

基
板

⑶　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
1　形式：

●形式記号　（例）FDCSP2243HLXR

2　仕様

3　据付時
a）� 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）� 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c） 水はけのよい場所に設置してください。
d）� 据付時についた傷は補修をしてください。
e）� 取り外したサービスパネル取り付のネジは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく�
� ださい。

4　メンテナンス時
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準仕様と異なる点を示します。

FDCSP2243，2803，3353-K，4003，4503，5043，5603，6153，6803HLXR

�耐重塩害仕様
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（Ｂ）据付場所について 

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります） 

（Ｃ）設置距離目安 

Ｈ：耐重塩害仕様　Ｌ：耐塩害仕様　※₁ 瀬戸内海等  Ｈ：耐重塩害仕様　Ｌ：耐塩害仕様　※₁ 瀬戸内海等 

設置する地域  設置距離目安 
₃₀₀ｍ ₅₀₀ｍ ₁ｋｍ

内海に面する地域※₁ 

外洋に面する地域 

沖縄・離島 

耐重塩害仕様 

潮風の影響を受ける場所 
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所 

・室外ユニットに雨があまりかからない場所 
・潮風が直接当たる場所 
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約₃₀₀ｍ以内
にある場所 

・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所 
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄
製部の塗り替え等が多い場所 

－ 

Ｌ

Ｌ

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります） 

設置する地域  設置距離目安 
₃₀₀ｍ ₅₀₀ｍ ₁ｋｍ

内海に面する地域※₁ 

外洋に面する地域 

沖縄・離島 

Ｌ

Ｌ

Ｌ

－ 

海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき
等が直接かかる場所への設置は避けてください。 
外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除
け等を取付けないなど配慮してください。 
室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進させるため，底板内の水抜け性を損なわないよ
うに，傾き等に注意してください。 
海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。 
据付，メンテナンス等に付いた傷は，補修してください。 
機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。 
基礎部分の排水性を確保してください。 

₁． 
 
₂． 
 
₃． 
 
₄． 
₅． 
₆． 
₇．

据
付
場
所 

設
置
場
所
条
件 

潮風 

海 

（Ｄ）据付上の注意（維持管理） 

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ⅱ　据付場所について

ⅲ　設置距離目安

ⅳ　据付上の注意（維持管理）
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2　室内ユニット

記　載　形　式 目　　次
FDTCP�223,283,363,453,563LXD
FDTP�283,363,453,563,713,803,903,1123LXD�

1403,1603,2243,2803LXD
FDTWP�223,283,363,453,563,713,803,903LXD�

1123,1403,1603LXD
FDTSCP223,283,363LXD
FDTSP453,563,713LXD
FDRP�223,283,363,453,563,713,903,1123LXD�

1403LXD
FDUP�453,563,713,903,1123,1403,2243LX�

2803LX
FDEP�363,453,563,713,903LXD�

�1123,1403,1603LXD,363ELXD（ヒータ付）
FDESP803,1403LX
FDKP283,363,453,713LXD
FDFLP283,453,563,713LX
FDFUP283,453,563,713LX
FDWUP1123,1403,2243,2803LX
FDASP�1403,2243,2803LX,�

1403,2243,2803TLX
DAUP�1402,1602,2242,2802LXN-R,-L�

1402,1602,2242,2802LXN-RA,-LA
FDUP�903,1403,2243,2803FLX�

1083,1683,2103FLX
SAFP7503,10003LX

2.1　	 仕　　　様	 …………………………… 83

2.2　	 外　形　図	 …………………………… 124

2.3　	 電気配線図	 …………………………… 222

2.4　	 送風機特性	 …………………………… 257

2.5　	 気	流	分	布	 …………………………… 280

2.6　	 吹出温度計算（参考）	………………… 309

2.7　	 運　転　音	 …………………………… 315	

2.8　	 塗　装　色	 …………………………… 325

2.9　	 防振設計用参考資料	 ………………… 329

注（１）FDTC	 天井埋込形 4方向吹出し小容量
	 FDT	 天井埋込形 4方向吹出し
	 FDTW	 天井埋込形 2方向吹出し
	 FDTSC	 天井埋込形 1方向吹出し小容量
	 FDTS	 天井埋込形 1方向吹出し
	 FDR	 天埋カセテリア形
	 FDU	 高静圧ダクト形
	 FDE	 天吊形
	 FDES	 天吊耐油形
	 FDK	 壁掛形
	 FDFL	 床置形ローボーイタイプ（露出形）
	 FDFU	 床置形ローボーイタイプ（隠蔽形）
	 FDWU	 床置形システム壁埋タイプ
	 FDAS	 床置形
	 DAU	 床置形システムパッケージ
	 FDU-F	 給気処理ユニット
	 FDU-F	 加湿器付外気処理ユニット
	 SAF	 全熱交換器付外気処理ユニット

● 形式記号説明（例）
  FD T（1） P28 3  LXD

シリーズ記号

シリーズNO

定格冷房能力を示す
（2.8kW）

冷媒 410A機

機種名
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2.1 仕　　様
天井埋込形 4方向吹出し小容量（FDTC）

形　式

 項　目 FDTCP223LXD FDTCP283LXD FDTCP363LXD
電 源 単相 200V 50/60Hz

　

⑴
能
力

kW
冷 房 能 力
暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

2.2 2.8 3.6
2.5 3.2 4.0
0.89 0.78 0.78

運 転 音
冷 房 dB（A） P急：44,  急：35,  強：33,  弱：30 P急：46,  急：38,  強：36,  弱：31
暖 房 P急：44,  急：35,  強：33,  弱：32 P急：46,  急：38,  強：36,  弱：34

外 形 寸 法 高さ×幅×奥行 mm 本体：248× 570 × 570, パネル：35× 700 × 700
製　　 品　　 質　　 量 ㎏ 本体：14, パネル：3.5 本体：15, パネル：3.5
空 気
熱 交 換

形　　　 式 アルミフィン＆銅チューブ式
冷 媒 制 御 器 電子膨張弁

置

装

風

送 形 式 ・ 台 数 ターボ式（モータ直結）× 1

風　　　 量
冷 房

m3/min
P急：12,  急：9.5,  強：8.5,  弱：7 P急：13,  急：10,  強：9,  弱：7

暖 房 P急：12,  急：9.5,  強：8.5,  弱：8 P急：13,  急：10,  強：9,  弱：8
Pa  0

電 動 機 定 格 出 力 W 33（6極）× 1
エ ア フ ィ ル タ プラスチックネット（洗浄可能）
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温  度  調  節

機  外  静  圧

表         示
表    示    灯

側板を利用して可能（100× 100 ダクト接続）
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

器
熱
加
・
器
湿
加 補 助 電 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
加　　　 湿　　　 器 ー（組込不可能）

高 性 能 フ ィ ル タ ー（組込不可能）
遠 方 発 停 用 機 能 遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
外 部 制 御 用 出 力 機 能 ー 
遠 方 表 示 用 出 力 機 能 運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
保　　 護　　 機　　 能 ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
冷 媒 封 入 量 ㎏ ー
防　　 振　　 装　　 置 送風用電動機：防振ゴム
防 音 ・ 断 熱 材 外板：吸音断熱材内貼

）
側
内
室
（

法
寸
管
配 冷 媒 配 管

（外径）
液 管

mm
6.35（フレア接続）

ガス管 9.52（フレア接続） 12.7（フレア接続）
排 　 　 水 　 　 管 VP20の排水管接続可能

付　　 属　　 部　　 品 レベルゲージ , パイプカバー（ガス・液用）
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品 空調管理システム
I P コ ー ド IPX0

整
調
転
運

注⑴冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくな
るのが普通です。
⑷	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )として
ください。

■パネル（別売品）
パネル形式 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式
TC-PSA-25W プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCN-TC-25W

PJA003Z374
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形　式

 項　目 FDTCP453LXD FDTCP453LXD
電 源 単相 200V 50/60Hz

　

⑴
能
力

kW冷 房 能 力
暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

4.5 5.6
5.0 6.3
0.73 0.71

運 転 音
冷 房

dB（A）
暖 房

P急：48,  急：40,  強：37,  弱：31 P急：49,  急：45,  強：39,  弱：31
P急：48,  急：40,  強：37,  弱：34 P急：49,  急：45,  強：39,  弱：34

外 形 寸 法 高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

mm
㎏

本体：248× 570 × 570, パネル：35× 700 × 700
本体：15, パネル：3.5

空 気
熱 交 換

形　　　 式 アルミフィン＆銅チューブ式
冷 媒 制 御 器 電子膨張弁

置

装

風

送 形 式 ・ 台 数 ターボ式（モータ直結）× 1

風　　　 量
冷 房

m3/min
P急：15,  急：11,  強：9,  弱：7 P急：16,  急：13,  強：10,  弱：7

暖 房 P急：15,  急：11,  強：9,  弱：8 P急：16,  急：13,  強：10,  弱：8
機  外  静  圧 Pa  0
電 動 機 定 格 出 力 W 33（6極）× 1
エ ア フ ィ ル タ プラスチックネット（洗浄可能）
新 鮮 空 気 取 入 口 側板を利用して可能（100× 100 ダクト接続）

器
熱
加
・
器
湿
加 補 助 電 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
加　　　 湿　　　 器 ー（組込不可能）

高 性 能 フ ィ ル タ ー（組込不可能）
遠 方 発 停 用 機 能 遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
外 部 制 御 用 出 力 機 能 ー 
遠 方 表 示 用 出 力 機 能 運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
保　　 護　　 機　　 能 ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
冷 媒 封 入 量 ㎏ ー
防　　 振　　 装　　 置 送風用電動機：防振ゴム
防 音 ・ 断 熱 材 外板：吸音断熱材内貼

）
側
内
室
（

法
寸
管
配 冷 媒 配 管

（外径）
液 管

mm
6.35（フレア接続）

ガス管 12.7（フレア接続）
排 　 　 水 　 　 管 VP20の排水管接続可能

付　　 属　　 部　　 品 レベルゲージ , パイプカバー（ガス・液用）
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品 空調管理システム
I P コ ー ド IPX0

天井埋込形 4方向吹出し小容量（FDTC）

操 作 ス イ ッ チ
温  度  調  節
表         示
表    示    灯

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉整
調
転
運

注⑴冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくな
るのが普通です。
⑷	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )として
ください。

■パネル（別売品）
パネル形式 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式
TC-PSA-25W プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCN-TC-25W

PJA003Z374
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天井埋込形4方向吹出し（FDT）

注⑴冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくな
るのが普通です。
⑷	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )として
ください。

加
湿
器
・
加
熱
器

形　式

項　目 FDTP283LXD FDTP363LXD FDTP453LXD FDTP563LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW 2.8 3.6 4.5 5.6

暖 房 能 力 3.2 4.0 5.0 6.3
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 0.98 0.96 0.84 0.81
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A） P急：37,		急：33,		強：31,		弱：30 P急：20,		急：18,		強：16,		弱：14
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm 本体：246 × 840 × 840, パネル：35 × 950 × 950
製　　 品　　 質　　 量 ㎏ 本体：22, 標準パネル：5.5, ラクリーナパネル：6.5 本体：24, 標準パネル：5.5, ラクリーナパネル：6.5
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式 アルミフィン＆銅チューブ式
冷 媒 制 御 器 電子膨張弁

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数 ターボ式（モータ直結）× 1
風 　 　 　 量 m3/min P急：20,		急：18,		強：16,		弱：14
機 外 静 圧 Pa 0
電動機 定 格 出 力 W 50（6極）× 1
エ ア フ ィ ル タ プラスチックネット（洗浄可能）
新 鮮 空 気 取 入 口 側板を利用して可能（65× 112 ダクト接続）

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ ワイヤードリモコン：RC-D4
温 度 調 節 マイコン式サーモスタット
表 示 液晶表示〈リモコン〉
表 示 灯 緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
補 助 電 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
加 湿 器 ー（気化式加湿器取付可能）

高 性 能 フ ィ ル タ ー（組込可能）
遠 方 発 停 用 機 能 遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
外 部 制 御 用 出 力 機 能 ー
遠 方 表 示 用 出 力 機 能 運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
保 護 機 能 ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
冷 媒 封 入 量 ㎏ ー
防 振 装 置 送風用電動機：防振ゴム
防 音 ・ 断 熱 材 外板：吸音断熱材内貼

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mm

φ 6.35（フレア接続） φ 6.35（フレア接続）
ガス管 φ 9.52（フレア接続） φ 12.7（フレア接続）

排 水 管 VP20 の排水管接続可能
付 属 部 品 レベルゲージ ,	パイプカバー（ガス・液用）
別売（オプション）部品 空調管理システム
I P コ ー ド IPX0

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

■ラクリーナパネル（別売品）
パネル形式 降下長 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式 専用ワイヤレスリモコン
T-PSCL-36W

～ 4m
プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W

ラクリーナパネル専用
CRC-L

T-PSCL-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSCL-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

パネル形式 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式
T-PSA-36W プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W
T-PSA-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSA-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

■パネル（別売品）

PJF000Z185
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天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

加
湿
器
・
加
熱
器

形　式

項　目 FDTP713LXD FDTP803LXD FDTP903LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW

7.1 8.0 9.0
暖 房 能 力 8.0 9.0 10.0

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 0.75 0.71 0.75
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A） P急：46,		急：33,		強：31,		弱：30 P急：46,		急：37,		強：33,		弱：31 P急：51,		急：40,		強：37,		弱：35
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm 本体：246 × 840 × 840, パネル：35 × 950 × 950 本体：298×840×840, パネル：35×950×950
製　　 品　　 質　　 量 ㎏ 本体：24, 標準パネル：5.5, ラクリーナパネル：6.5 本体：27, 標準パネル：5.5, ラクリーナパネル：6.5
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式 アルミフィン＆銅チューブ式
冷 媒 制 御 器 電子膨張弁

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数 ターボ式（モータ直結）× 1
風 　 　 　 量 m3/min P急：28,		急：18,		強：16,		弱：14 P急：28,		急：21,		強：19,		弱：17 P急：37,		急：27,		強：24,		弱：20
機 外 静 圧 Pa 0
電動機 定 格 出 力 W 50（6極）× 1 50（6極）× 1 140（6極）× 1
エ ア フ ィ ル タ プラスチックネット（洗浄可能）
新 鮮 空 気 取 入 口 側板を利用して可能（65× 112 ダクト接続）

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ ワイヤードリモコン：RC-D4
温 度 調 節 マイコン式サーモスタット
表 示 液晶表示〈リモコン〉
表 示 灯 緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
補 助 電 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
加 湿 器 ー（気化式加湿器取付可能）

高 性 能 フ ィ ル タ ー（組込可能）
遠 方 発 停 用 機 能 遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
外 部 制 御 用 出 力 機 能 ー
遠 方 表 示 用 出 力 機 能 運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
保 護 機 能 ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
冷 媒 封 入 量 ㎏ ー
防 振 装 置 送風用電動機：防振ゴム
防 音 ・ 断 熱 材 外板：吸音断熱材内貼

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mm

φ 9.52（フレア接続）
ガス管 φ 15.88（フレア接続）

排 水 管 VP20 の排水管接続可能
付 属 部 品 レベルゲージ ,	パイプカバー（ガス・液用）
別売（オプション）部品 空調管理システム
I P コ ー ド IPX0

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

■ラクリーナパネル（別売品）
パネル形式 降下長 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式 専用ワイヤレスリモコン
T-PSCL-36W

～ 4m
プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W

ラクリーナパネル専用
CRC-L

T-PSCL-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSCL-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

パネル形式 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式
T-PSA-36W プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W
T-PSA-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSA-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

■パネル（別売品）

PJF000Z185
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天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）

加
湿
器
・
加
熱
器

形　式

項　目 FDTP1123LXD FDTP1403LXD FDTP1603LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW

11.2 14.0 16.0
暖 房 能 力 12.5 16.0 18.0

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 0.69 0.68 0.65
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A） P急：51,		急：40,		強：37,		弱：35 P急：51,		急：42,		強：40,		弱：37 P急：51,		急：43,		強：41,		弱：38
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm 本体：298 × 840 × 840, パネル：35 × 950 × 950
製　　 品　　 質　　 量 ㎏ 本体：27, 標準パネル：5.5, ラクリーナパネル：6.5
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式 アルミフィン＆銅チューブ式
冷 媒 制 御 器 電子膨張弁

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数 ターボ式（モータ直結）× 1
風 　 　 　 量 m3/min P急：37,		急：27,		強：24,		弱：20 P急：37,		急：30,		強：27,		弱：23 P急：37,		急：30,		強：27,		弱：23
機 外 静 圧 Pa 0
電動機 定 格 出 力 W 140（6極）× 1
エ ア フ ィ ル タ プラスチックネット（洗浄可能）
新 鮮 空 気 取 入 口 側板を利用して可能（65× 112 ダクト接続）

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ ワイヤードリモコン：RC-D4
温 度 調 節 マイコン式サーモスタット
表 示 液晶表示〈リモコン〉
表 示 灯 緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
補 助 電 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ ー（組込不可能）
加 湿 器 ー（気化式加湿器取付可能）

高 性 能 フ ィ ル タ ー（組込可能）
遠 方 発 停 用 機 能 遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
外 部 制 御 用 出 力 機 能 ー
遠 方 表 示 用 出 力 機 能 運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
保 護 機 能 ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
冷 媒 封 入 量 ㎏ ー
防 振 装 置 送風用電動機：防振ゴム
防 音 ・ 断 熱 材 外板：吸音断熱材内貼

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mm

φ 9.52（フレア接続）
ガス管 φ 15.88（フレア接続）

排 水 管 VP20 の排水管接続可能
付 属 部 品 レベルゲージ ,	パイプカバー（ガス・液用）
別売（オプション）部品 空調管理システム
I P コ ー ド IPX0

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

■ラクリーナパネル（別売品）
パネル形式 降下長 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式 専用ワイヤレスリモコン
T-PSCL-36W

～ 4m
プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W

ラクリーナパネル専用
CRC-L

T-PSCL-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSCL-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

パネル形式 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式
T-PSA-36W プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W
T-PSA-36SB シャドウブラック （7.2BG2.9/0.6 近似） RCNLA-T-36SB
T-PSA-36C ウッドベージュ （6.8Y7.9/3.9 近似） RCNLA-T-36C

■パネル（別売品）

PJF000Z185
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                                                   形　式

 項　目

28.0
31.5
0.70

P急：53,		急：46,		強：42,		弱：39

P急：70,		急：60,		強：54		弱：46

140（6極）× 2

φ 22.22（ろう付接続）

22.4
25.0
0.75

P急：53,		急：46,		強：42,		弱：39

P急：68,		急：54,		強：48,		弱：40

140（6極）× 2

φ 19.05（ろう付接続）

単相 200V 50/60Hz

本体：298 × 1820 × 886, パネル：35 × 1900 × 950
本体：70,  ラクリーナパネル：14
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
ターボ式（モータ直結）× 2

0

プラスチックネット（洗浄可能）
ー（組込不可能）

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：マイコン式過負荷保護，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：断熱材内貼

φ 9.52（フレア接続）

VP20（2本）の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧

エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

電　　　　  　　　　　 源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　 転　　	　　 音

製　　 品　　 質　　 量

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

冷 房 能 力
暖 房 能 力

送

風

装

置

　⑴
能
力

FDTP2243LXD FDTP2803LXD

外形寸法 高さ×幅×奥行

電 動 機 定 格 出 力

天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

PJF000Z184

■ラクリーナパネル（別売品）
パネル形式 降下長 パネル色 （マンセル近似） ワイヤレスキット形式＊ 専用ワイヤレスリモコン
T-PSCL-86W ～ 4m プラスターホワイト （6.8Y8.9/0.2 近似） RCNLA-T-36W ラクリーナパネル専用CRC-L
＊ワイヤレスキットを取り付ける場合は、別売ハーネスキット RCN-T-HA6 が必要です。

冷 媒 配 管
（外径）

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
冷 媒 封 入 量
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液 管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加　　　 湿　　　 器

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ ワイヤードリモコン：RC-D4
温 度 調 節 マイコン式サーモスタット
表 示 液晶表示〈リモコン〉
表 示 灯 緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
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形　式

項　目 FDTＷP223LXD FDTＷP283LXD FDTＷP363LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW 2.2 2.8 3.6

暖 房 能 力 2.5 3.2 4.0
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 0.98 0.85 0.85
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A） P急：43,		急：36,		強：34,		弱：32 P急：44,		急：36,		強：34,		弱：32
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm

製　　 品　　 質　　 量 ㎏

空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

本体：18, 標準パネル：7, ラクリーナパネル：12
天井材はめ込みパネル：10

P急：14,		急：12,		強：10,		弱：9

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

本体：287 × 817 × 620, パネル：8 × 1055 × 680

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

ターボファン式（モータ直結）× 1

0
30（6極）× 1

プラスチックネット（洗浄可能）
側面を利用して可能（47× 264 ダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

ー（気化式加湿器取付可能）
ー	（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP20 の排水管接続可能
レベルゲージ ,	パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

本体：19, 標準パネル：7, ラクリーナパネル：12
天井材はめ込みパネル：10

P急：14,		急：13,		強：12,		弱：10

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

■パネル（別売品）
仕　様

ユニット形式
標　準　タ　イ　プ

TW-PSA-24W,		24B

オートスイング付

FDTWP223LXD〜363LXD TW-PSL-24W

ラクリーナパネル
オートスイング付

TW-PSB-24W

天井材はめ込みタイプ
オートスイング付

天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

　⑸　ラクリーナパネル使用時の運転音は，標準パネル仕様より 3dB（A）高くなります。
　⑹　ラクリーナパネル・天井材はめ込みパネル使用時は，外形寸法が標準パネル仕様とは異なります。（外形図をご覧ください）

PJB001Z632
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■パネル（別売品）
仕　様

ユニット形式
標　準　タ　イ　プ

TW-PSA-24W,		24B

オートスイング付

FDTWP453LXD,�563LXD TW-PSL-24W

ラクリーナパネル
オートスイング付

TW-PSB-24W

天井材はめ込みタイプ
オートスイング付

天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

　⑸　ラクリーナパネル使用時の運転音は，標準パネル仕様より 3dB（A）高くなります。
　⑹　ラクリーナパネル・天井材はめ込みパネル使用時は，外形寸法が標準パネル仕様とは異なります。（外形図をご覧ください）

PJB001Z632

形　式

項　目 FDTWP453LXD FDTWP563LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW 4.5 5.6

暖 房 能 力 5.0 6.3
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 0.76 0.71
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A）
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm
製　　 品　　 質　　 量 ㎏
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

P急：45,		急：37,		強：34,		弱：32
本体：287 × 817 × 620, パネル：8 × 1055 × 680

本体：19, 標準パネル：7, ラクリーナパネル：12, 天井材はめ込みパネル：10
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
ターボファン式（モータ直結）× 1
P急：14,		急：13,		強：12,		弱：10

0
30（6極）× 1

プラスチックネット（洗浄可能）
側面を利用して可能（47× 264 ダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

ー（気化式加湿器取付可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
レベルゲージ ,	パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0
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注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

　⑸　ラクリーナパネル使用時の運転音は，標準パネル仕様より 3dB（A）高くなります。
　⑹　ラクリーナパネル・天井材はめ込みパネル使用時は，外形寸法が標準パネル仕様とは異なります。（外形図をご覧ください）

天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）

■パネル（別売品）
仕　様

ユニット形式
標　準　タ　イ　プ

TW-PSA-34W,		34B

オートスイング付

FDTWP713LXD〜903LXD TW-PSL-34W

ラクリーナパネル
オートスイング付

TW-PSB-34W

天井材はめ込みタイプ
オートスイング付

形　式

項　目 FDTWP713LXD FDTWP803LXD FDTWP903LXD
電　　　　  　　　　　 源

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A）
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm
製　　 品　　 質　　 量 ㎏
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

単相 200V  50/60Hz
 7.1  8.0 　　9.0
 8.0  9.0 　　10.0
 0.69  0.70 　　0.68
	P急：47，急：39，強：36，弱：35	 	P急：48，急：40，強：37，弱：36

本体：342 × 1054 × 620，パネル：8 × 1300 × 680
本体：26，標準パネル：9，ラクリーナパネル：13，天井材はめ込みパネル：11

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

ターボ式（モータ直結）× 1
	P急：20，急：16，強：13，弱：11	 	P急：22，急：19，強：16，弱：12

0
	 35（6極）× 1	 　　　　40（6極）× 1

プラスチックネット（洗浄可能）
側面を利用して可能（50× 264 ダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
——（組込不可能）
——（組込不可能）

——（気化式加湿器取付可能）
——（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
——

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

——
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）
VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0
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形　式

項　目 FDTWP1123LXD FDTWP1403LXD FDTWP1603LXD
電　　　　  　　　　　 源

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A）
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm
製　　 品　　 質　　 量 ㎏
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

単相 200V  50/60Hz
 11.2  14.0 　　16.0
 12.5  16.0 　　18.0
 0.72  0.69 　　0.67
	P急：49，急：41，強：38，弱：37		P急：50，急：44，強：41，弱：39		 P急：50，急：45，強：43，弱：41

本体：357 × 1524 × 620，パネル：8 × 1770 × 680
本体：38，標準パネル：11，ラクリーナパネル：15，天井材はめ込みパネル：13

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

ターボ式（モータ直結）× 2
	P急：33，急：28，強：25，弱：23		P急：39，急：32，強：28，弱：24		P急：40，急：33，強：30，弱：27

0
	 40（6極）× 2	 	 50（6極）× 2	 	 60（6極）× 2

プラスチックネット（洗浄可能）
側面を利用して可能（50× 264 ダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
——（組込不可能）
——（組込不可能）

——（気化式加湿器取付可能）
——（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
——

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

——
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

　⑸　ラクリーナパネル使用時の運転音は，標準パネル仕様より 3dB（A）高くなります。
　⑹　ラクリーナパネル・天井材はめ込みパネル使用時は，外形寸法が標準パネル仕様とは異なります。（外形図をご覧ください）

天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）

■パネル（別売品）
仕　様

ユニット形式
標　準　タ　イ　プ

TW-PSA-44W,		44B

オートスイング付

FDTWP1123LXD〜1603LXD TW-PSL-44W

ラクリーナパネル
オートスイング付

TW-PSB-44W

天井材はめ込みタイプ
オートスイング付
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天井埋込形 1 方向吹出し小容量（FDTSC）

形　式

項　目 FDTSCP223LXD FDTSCP283LXD FDTSCP363LXD
パ ネ ル 形 式
電　　　　  　　　　　 源

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　 転　　	　　 音 dB（A）
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm
製　　 品　　 質　　 量 ㎏
空 気
熱 交 換

形 式・ 台 数
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

TS-PSAW-15W
単相 200V 50/60Hz

〔50HZ〕P急：45,		急：40,		強：38,		弱：34〔60HZ〕P急：47,		急：40,		強：38,		弱：34
本体：250 × 570 × 570, パネル：35 × 780 × 650

本体：23, パネル：3
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
P急：8,		急：7,		強：6,		弱：5

0
35（4極）× 1

プラスチックネット（洗浄可能）
側面または背面を利用して可能
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム

外板：吸音断熱材内貼 ,	断熱材外貼

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

加
湿
器
・
加
熱
器

2.2
2.5
0.76

2.8
3.2
0.71

3.6
4.0
0.65

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

PJC001Z272
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2-082_102 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
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1503

三
校
00/00
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四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

形　式

項　目 FDTSP453LXD FDTSP563LXD FDTSP713LXD
電　　　　  　　　　　 源 単相 200V 50/60Hz

⑴
能
力

冷 房 能 力
kW暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運 転 音（3） dB（A）
外形寸法 高さ×幅×奥行 mm
製　　 品　　 質　　 量 ㎏
空 気
熱 交 換

形 　 　 　 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量 m3/min
機 外 静 圧 Pa
電動機 定 格 出 力 W
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ（3）
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量 ㎏
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材

冷 媒 配 管
（外径）

液 管
mmガス管

排 水 管
付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

　
0
　

プラスチックネット（洗浄可能）
側面または背面を利用して可能
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

 4.5 5.6
 5.0 6.3
 0.77 0.71
P急：44（45）,		急：41（42）,		強：38（39）,		弱：36（37）

本体：194 × 1040 × 650, パネル：10 × 1290 × 770
本体：27, 標準パネル：6, 下がり天井パネル：10

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2
P急：16,		急：14,		強：12,		弱：10

40（4極）× 1

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

⑹　運転音の（　）内数値は下がり天井仕様の値です。

標準（直吹）仕様仕　様
ユニット形式 オートスイング付 吹出グリル※オートスイング無 吹出ダクト※ オートスイング用

モータセット ※

FDTSP453,563LXD
FDTSP713LXD

HP18956
HP18956

TS-PSA-29W
TS-PSA-39W

TS-PNA-29W
TS-PNA-39W

HP18962
HP18978

HP18934
HP18940

下がり天井仕様

天井埋込形 1 方向吹出し（FDTS）……壁埋込仕様は対応できません。

7.1
8.0
0.70

P急：45（46）,		急：42（43）,		強：38（39）,		弱：36（37）
本体：194 × 1300 × 650, パネル：10 × 1500 × 770
本体：31, 標準パネル：7, 下がり天井パネル：11

両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4
P急：20,		急：18,		強：15,		弱：12

25（4極）× 2

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

　⑸　ユニットの据付形態により下記のオプション部品が必要です。（※印部品は三菱重工空調システム㈱扱いです。）

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

PJC001Z267
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本体：29, パネル：8
本体：29, パネル：6

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

天埋カセテリア形（FDR）

　⑸　加湿器組込み時，ドレン排水は自然排水方式としてください。
⑹　キャンバスパネル使用時は下記のキャンバスダクト（別売品：三菱重工空調システム㈱扱い）が必要です。

ユ ニ ッ ト 形 式
FDRP223LXD,�283LXD,�363LXD

キャンバスダクト品番
HA01503

　⑺　キャンバスパネル使用時の本体高さはキャンバスダクト分が＋αされます。

3.6
4.0
0.80
	

本体：30, パネル：8
本体：30, パネル：6

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

サイレントパネル仕様

キャンバスパネル仕様

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：0.9kg/h）

50（4極）× 1

kW

dB（A）

mm

㎏

m3/min
Pa
W

mm

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

																																																		 形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源
冷 房 能 力
暖 房 能 力

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機　　外　　静　　圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
吹 　 出 　 口
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　　湿　　　器⑸

加
湿
器
・

加
熱
器

付　　 属　　 部　　 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

2.8
3.2
0.90

　⑴
能
力

運 転 音

外 形 寸 法   
（高さ×幅×奥行）

製 品 質 量

　　　　　⑹
据付形態

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用⑺

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

P急：44,		急：41,		強：39,		弱：36
P急：45,		急：42,		強：40,		弱：37

FDRP223LXD FDRP283LXD FDRP363LXD

（サイレントパネル） （キャンバスパネル）

（注）FDRP223LXDは
吹出口が 1スポット	
仕様です。

P急：14,		急：12,		強：11,		弱：10

標準パネル形式：R-PNS-27WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBS-27W

標準パネル形式：R-PNC-27WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBC-27W

本体：355 × 750 × 635, パネル：10 × 1040 × 750
本体：（355 ＋α）× 750 × 635, パネル：10 × 864 × 585

運
転
調
整

		単相 200V 50/60Hz

		

 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
	

標準：45/35,	高速：85/80　
 

プラスチックネット（洗浄可能）
前面（φ 200 フレキシブルダクト× 2スポット接続）

新鮮外気取入：側面または背面（φ 150 ㎜フレキシブルダクト接続）,	排気：側面（φ 125 ㎜フレキシブルダクト接続）
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
	ー（組込不可能）
	

ー（組込可能）
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

                                                        
                                                        

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

IPX0

	

2.2
2.5
0.92

P急：44,		急：40,		強：38,		弱：35
P急：45,		急：41,		強：39,		弱：36

P急：12,		急：10,		強：9,		弱：8

40（4極）× 1

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：0.6kg/h）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

PJR002Z383
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天埋カセテリア形（FDR）

　⑸　加湿器組込み時，ドレン排水は自然排水方式としてください。
⑹　キャンバスパネル使用時は下記のキャンバスダクト（別売品：三菱重工空調システム㈱扱い）が必要です。

　 ユ ニ ッ ト 形 式
     FDRP453LXD,�563LXD

FDRP713LXD

キャンバスダクト品番
HA01503
HA01490

　⑺　キャンバスパネル使用時の本体高さはキャンバスダクト分が＋αされます。

単相 200V 50/60Hz

	

 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
	
　
 

プラスチックネット（洗浄可能）
	

新鮮外気取入：側面または背面（φ 150 ㎜フレキシブルダクト接続）,	排気：側面（φ 125 ㎜フレキシブルダクト接続）
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
	ー（組込不可能）
	

ー（組込可能）
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

                                                        
VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

IPX0

	

4.50
5.00
0.77

5.60
6.30
0.72

サイレントパネル仕様

キャンバスパネル仕様

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

kW

dB（A）

mm

㎏

m3/min
Pa
W

mm

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

																																																		 形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源
冷 房 能 力
暖 房 能 力

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
吹 　 出 　 口
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　	 湿　　	 器 ⑸

付　　 属　　 部　　 品

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

　⑴
能
力

運 転 音

外 形 寸 法   
（高さ×幅×奥行）

製 品 質 量

　　　　　⑹
据付形態

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用⑺

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

（サイレントパネル） （キャンバスパネル）

（注）FDRP453,563LXDは
						吹出口が2スポット仕様
						です。

P急：46,		急：42,		強：39,		弱：36
P急：47,		急：43,		強：40,		弱：37

FDRP453LXD FDRP563LXD FDRP713LXD

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

加
湿
器
・

加
熱
器

I P コ ー ド

送

風

装

置

標準パネル形式：R-PNS-37WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBS-37W

標準パネル形式：R-PNC-37WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBC-37W

7.10
8.00
0.71

本体：355 × 950 × 635, パネル：10 × 1240 × 750
本体：（ 355 ＋α）× 950 × 635, パネル：10 × 1064 × 585

本体：35, パネル：9
本体：35, パネル：7

P急：18,		急：16,		強：15,		弱：14
標準：45/40,	高速：80/95

90（4極）× 1

前面（φ 200フレキシブルダクト×3スポット接続）

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：1.1kg/h）

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

標準パネル形式：R-PNS-27WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBS-27W

標準パネル形式：R-PNC-27WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBC-27W

本体：355 × 750 × 635, パネル：10 × 1040 × 750
本体：（355 ＋α）× 750 × 635, パネル：10 × 864 × 585

本体：30, パネル：8
本体：30, パネル：6

P急：14,		急：13,		強：12,		弱：11
標準：50/40,	高速：85/90

55（4極）× 1

前面（φ 200 フレキシブルダクト× 2スポット接続）

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：0.9kg/h）

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし
てください。

PJR002Z383
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11.20
12.51

P急：46,		急：44,		強：41,		弱：37
P急：47,		急：45,		強：42,		弱：38

本体：52, パネル：10
本体：52, パネル：8

45＋ 90（4極）× 1

ー（組込不可能）

天埋カセテリア形（FDR）

標準パネル形式：R-PNS-47WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBS-47W

標準パネル形式：R-PNC-47WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBC-47W

本体：406 × 1370 × 635, パネル：10 × 1660 × 750
本体：（406 ＋ α）× 1370 × 635, パネル：10 × 1484 × 585

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 3
P急：34,		急：28,		強：25,		弱：22

標準：50/50,	高速：80/90

前面（φ 200 フレキシブルダクト× 4スポット接続）

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：1.8kg/h）

　⑸　加湿器組込み時，ドレン排水は自然排水方式としてください。
⑹　キャンバスパネル使用時は下記のキャンバスダクト（別売品：三菱重工空調システム㈱扱い）が必要です。

ユ ニ ッ ト 形 式
　　　					FDRP903LXD
　　　					FDRP1123LXD,�1403LXD

キャンバスダクト品番
HA01490
HA01484

　⑺　キャンバスパネル使用時の本体高さはキャンバスダクト分が＋αされます。

	単相 200V 50/60Hz

0.71

 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

	
	
　
 

プラスチックネット（洗浄可能）
　

新鮮空気取入：側面または背面（φ 150 ㎜フレキシブルダクト接続）,	排気：側面（φ 125 ㎜フレキシブルダクト接続）
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

　
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

IPX0

標準パネル形式：R-PNS-37WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBS-37W

標準パネル形式：R-PNC-37WB
天井材はめ込みパネル形式：R-PNBC-37W

9.0
10.0
0.68

P急：48,		急：43,		強：40,		弱：37
P急：49,		急：44,		強：41,		弱：38
本体：355 × 950 × 635, パネル：10 × 1240 × 750

本体：（355 ＋α）× 950 × 635, パネル：10 × 1064 × 585
本体：35, パネル：9
本体：35, パネル：7

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
P急：23,		急：20,		強：18,		弱：15
標準：45/40,	高速：80/95

100（4極）× 1

前面（φ 200フレキシブルダクト×3スポット接続）

ー（気化式加湿器取付可能加湿量：1.1kg/h）

14.0
16.0
0.74

P急：47,		急：45,		強：42,		弱：38
P急：48,		急：46,		強：43,		弱：39

本体：52, パネル：10
本体：52, パネル：8

	
50＋ 100（4極）× 1

冷 房 能 力
暖 房 能 力

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 	 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
吹 　 出 　 口
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
加 湿 器⑸

付　　 属　　 部　　 品

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

kW

dB（A）

mm

㎏

m3/min
Pa
W

mm

　⑴
能
力

運 転 音

外 形 寸 法   
（高さ×幅×奥行）

製 品 質 量

サイレントパネル仕様

キャンバスパネル仕様

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

　　　　　⑹
据付形態

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用⑷

サイレントパネル使用
キャンバスパネル使用

（サイレントパネル） （キャンバスパネル）

（注）FDRP903LXDは
						吹出口が 3スポット
						仕様です。

FDRP903LXD FDRP1123LXD FDRP1403LXD

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

加
湿
器
・

加
熱
器

I P コ ー ド

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　パネルの外形寸法は天井から露出する部分の寸法を示し天井内部分は本体高さに含まれます。
⑶　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく
なるのが普通です。

⑷　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設寒 (P急・急・強 )とし
てください。

PJR002Z383
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3.6 
4.0 kW 

dB（A） 
ｍｍ 
kg 

m 3 /min 
Pa 
W 

2.8 
3.2 

2.2 
2.5 

0.80 0.90 0.92 

40（4極）×1

単相200V 50/60Hz 
R-UM-27WB 

P急：37, 急：33, 強：31, 弱：28P急：36, 急：32, 強：30, 弱：27
299×750×635 

33 34 
アルミフィン＆銅チューブ式 

(注)FDRP283, 363LXDは
　  吹出口が2スポット仕様
　  です。

電子膨張弁 
両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2 

P急：14, 急：12, 強：11, 弱：10P急：12, 急：10, 強：9, 弱：8
標準：50/40,高速：85/90 

50（4極）×1
ー（現地手配）
前面（φ200フレキシブルダクト×2スポット接続） 前面（φ200フレキシブルダクト×1スポット接続） 

新鮮外気取入：側面（φ150フレキシブルダクト接続）, 排気：側面（φ125フレキシブルダクト接続）
ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

 

形　式

項　目

電　　　　　　　　　　　  源
ダ ク ト 変 換 キ ッ ト 形 式  

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 
運　　 　　転　　 　　音　　　
外形寸法 高さ×幅×奥行 
製　　　品　　　質　　　量 

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空 気
熱交換器

形 式 ・ 台 数 
冷 媒 制 御 器 

送

風

装

置

運
転
調
整

形 　 式 　・　 台 　 数 
風　　　　　　　　　量

電 動 機 定 格 出 力 
エ ア フ ィ ル タ 
吹　　　　出　　　　口 
新 鮮 空 気 取 入 口 
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節

機 外 静 圧

表        　　　　　　 示
表 示 灯

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
　⑵　運転音は,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より 大き

　　　　くなるのが普通です。
　⑶　ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が3速(急・強・弱)となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定(P急・急・強) として

　　　　ください。

(1) 
能
力

FDRP223LXD FDRP283LXD FDRP363LXD

配
管
寸
法

ｍｍ
冷 媒 配 管
（外径×肉厚）

I 　 P 　 コ 　 ー 　 ド

排 　 　 水 　 　 管

ー（組込不可能）
ー（気化式加湿器取付可能, 加湿量：0.9kg/h）ー（気化式加湿器取付可能, 加湿量：0.6kg/h）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP20の排水管接続可能

IPX0
パイプカバー（ガス・液用）

補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　　　湿　　　　器

過加
熱湿
器器
　・
高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　　護　　　機　　　能
防　　　振　　　装　　　置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　　属　　　部　　　品

液　管
ガス管

φ6.35（フレア接続）
φ9.52（フレア接続）

φ6.35（フレア接続）
φ12.7（フレア接続）

（

側
内
室

）

■ダクト変換キット組合せ仕様
天埋カセテリア形（FDR）

PJR002Z385
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天埋カセテリア形（FDR）

R-UM-27WB

299 × 750 × 635
34

P急：14,	急：13,	強：12,	弱：11
標準：50/40, 高速：85/90

55（4極）× 1

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：0.9kg/h）

  φ 6.35（フレア接続）	
φ 12.7（フレア接続）

単相 200V 50/60Hz

0.72
P急：38,	急：34,	強：31,	弱：28

　

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
　

ー（現地手配）
前面（φ 200 フレキシブルダクト× 2スポット接続）,	712LXBのみ 3スポット接続
新鮮外気取入：側面（φ 150 フレキシブルダクト接続）,	排気：側面（φ 125 フレキシブルダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）

　
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

IPX0

R-UM-37WB

  7.10
  8.00
0.71

 299 × 950 × 635
40

P急：18,	急：16,	強：15,	弱：14
標準：50/40, 高速：85/100

90（4極）× 1

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：1.1kg/h）

φ 9.52（フレア接続）	
φ 15.88（フレア接続）

  4.50
  5.00
0.77

                                                   形　式

 項　目

ダクト変換キット形式
電　　　  　　　　　 源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　　 転　	　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製 　 　 品 　 　 質 　 　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
吹 　 出 　 口
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　　湿　　　器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

I P コ ー ド
付　　 属　　 部　　 品

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

mm

　⑴
能
力

  5.60
  6.30

（注）FDRP713LXDは
						吹出口が 3スポット
					仕様です。

FDRP453LXD FDRP563LXD FDRP713LXD

加
湿
器
・

加
熱
器

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし

てください。

PJR002Z385
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天埋カセテリア形（FDR）

R-UM-47WB

350 × 1370 × 635

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 3
P急：34,	急：28,	強：25,	弱：22

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：1.8kg/h）

単相 200V 50/60Hz

	
　

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁
　
　

ー（現地手配）
前面（φ 200 フレキシブルダクト× 4スポット接続）,	902LXBのみ 3スポット接続
新鮮外気取入：側面（φ 150 フレキシブルダクト接続）,	排気：側面（φ 125 フレキシブルダクト接続）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）

　
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼　
	φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

IPX0

R-UM-37WB

9.0
10.0
0.68

P急：39,	急：35,	強：32,	弱：29
299 × 950 × 635

40

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
P急：23,	急：20,	強：18,	弱：15
標準：50/45,	高速：85/100

100（4極）× 1

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：1.1kg/h）

14.0
16.0
0.70

P急：41,	急：38,	強：36,	弱：33
 
59

標準：60/55,	高速：85/100
50＋ 100（4極）× 1

11.2
12.5
 0.71

P急：40,	急：37,	強：35,	弱：32

59

標準：60/60,	高速：90/100
45＋ 90（4極）× 1

冷 媒 配 管
（外径）

                                                   形　式

 項　目

ダクト変換キット形式
電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　転　　	　　音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製 　 　 品 　 　 質 　 　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
吹 　 出 　 口
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　　湿　　　器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

I P コ ー ド
付　　 属　　 部　　 品

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

mm

　⑴
能
力

（注）FDRP903LXDは
						吹出口が 3スポット
					仕様です。

FDRP903LXD FDRP1123LXD FDRP1403LXD

加
湿
器
・

加
熱
器

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　	ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3速 ( 急・強・弱 )となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 )とし

てください。

PJR002Z385



2-082_102 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

101

高静圧ダクト形（FDU）

急：15
標準：100,	最大：150

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：2.1kg/h）

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量・713：2.3kg/h，903：3.2kg/h）

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

標準：100,	最大：200

単相 200V 50/60Hz

 
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
両吸込多翼遠心式× 2（モータ直結）

	

ー（現地手配）
吸込ダクト接続

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
　

ー	（取付可能）
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

9.0
10.0
0.80
急：44

350 × 1370 × 650
63

急：30

280

5.6
6.3
0.73
急：43

295 × 850 × 650
40

130

4.5
5.0
0.80

90

7.1
8.0
0.73

急：20

230

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　 転　　	　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
加　　	 湿　　	 器 ⑶

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
冷 媒 封 入 量
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

　⑴
能
力

FDUP453LX FDUP563LX FDUP713LX FDUP903LX

BPJD001Z190

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　加湿器の取付形態は直付タイプを示します。
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注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　	運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　加湿器の取付形態は直付タイプを示します。

高静圧ダクト形（FDU）

単相 200V 50/60Hz

	

350 × 1370 × 650
 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式× 2（モータ直結）

標準：100,	最大：200

ー（現地手配）
吸込ダクト接続

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

ー	（取付可能）	  
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ
ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼　
	φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

11.2
12.5
0.73
急：44

急：30
	

280

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：3.2kg/h）

14.0
16.0
0.71
急：45

急：36
	

370

ー（気化式加湿器取付可能 ,	加湿量：3.4kg/h）

付　　 属　　 部　　 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

                                                   形　式

 項　目

電　　　  　　　　　 源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　	　転　　	　　音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空						気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 	 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加　　 湿　　 器（3）

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　 護　　 機　　 能
冷 媒 封 入 量
防　　 振　　 装　　 置
防 音 ・ 断 熱 材
（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

　⑴
能
力

FDUP1123LX FDUP1403LX

BPJD001Z190

運
転
調
整

63
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28.0
31.5

0.71/0.77
急：52

 

急：68/80
 

ー（気化式加湿器取付可能 , 加湿量：6.2kg/h）

φ 9.52（ろう付接続）
 φ 22.22（ろう付接続）

22.4
25.0

0.70/0.74
急：51

 
 

急：51/60
 

ー（気化式加湿器取付可能 , 加湿量：5.6kg/h）

φ 9.52（ろう付接続）
φ 19.05（ろう付接続）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　加湿器の取付形態は直付タイプを示します。

高静圧ダクト形（FDU）

単相 200V 50/60Hz

 360 × 1570 × 830
92

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 4

標準：100, 最大：200
270 × 2

ー（現地手配）
吸込ダクト接続

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

　
ー （取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

 
　

VP25 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

冷 媒 配 管
（外径）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機  定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器（3）

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

　⑴
能
力

FDUP2243LX FDUP2803LX

運
転
調
整

BPJD001Z190
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Ｋ

新
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初
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再
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四
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念
校
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天吊形（FDE）

液　管
ガス 管

単相 200V 50/60Hz

 

 
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
　

0

プラスチックネット（洗浄可能）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

ー（組込可能）
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ
ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

VP20 の排水管接続可能
サイドパネル（左・右）, ブラケット , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

　
20（6 極）

ー（気化式加湿器組込可能 , 加湿量：0.8 ㎏ /h）

 φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 4
P急：22, 急：18, 強：14, 弱：12

20（6 極）× 2

ー（気化式加湿器組込可能 , 加湿量：1.0㎏/h）

7.1
8.0
0.70

冷 媒 配 管
（外径）

kW

dB（A）
㎜
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

3.6
4.0
0.72

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行   
製　　 品　　 質　　 量 ⑵

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法 排 　 　 水 　 　 管

　⑴
能
力

4.5
5.0
0.70

5.6
6.3
0.65

 φ 9.52（フレア接続）
φ15.88（フレア接続）

FDEP363LXD FDEP453LXD FDEP563LXD FDEP713LXD

P急：47, 急：38, 強：36, 弱：34
210 × 1070 × 690

28

P急：50, 急：39, 強：37, 弱：35
210 × 1320 × 690

37

P急：13, 急：11, 強：9, 弱：7

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3 速 ( 急・強・弱 ) となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 ) とし

てください。

運
転
調
整

PFA003Z898



2-103_123 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

105

11.2
12.5

9.0
10.0

210×1320×690
37

FDEP1123LXDFDEP903LXD
単相200V 50/60Hz

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

0

プラスチックネット（洗浄可能 ）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー （組込不可能）
ー （組込不可能）

ー （組込可能）
遠方発停入力用コネクタ （CNT）を保有 （6P・室内基板上）

運転表示・異常表示出力用コネクタ （CNT）を保有 （6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー

ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP20の排水管接続可能
サイ ドパネル（左・右）, ブラケット，パイプカバー （ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

16.0
18.0

P急：45, 急：42, 強：41, 弱：39 P急：49, 急：44, 強：42, 弱：39 P急：50, 急：46, 強：44, 弱：43P急：50, 急：39, 強：37, 弱：35
250×1620×690

49

両吸込多翼遠心式(モータ直結)×4両吸込多翼遠心式(モータ直結)×3両吸込多翼遠心式(モータ直結)×4
P急：34, 急：30, 強：27, 弱：24P急：32, 急：29, 強：26, 弱：23P急：28, 急：26, 強：23, 弱：21P急：22, 急：18, 強：14, 弱：12

45(6極)×240(6極)×220(6極)×2

ー（気化式加湿器組込可能, 加湿量：1.8kg/h）ー （気化式加湿器組込可能, 加湿量：1.0kg/h）

φ9.52 （フレア接続）
φ15.88 （フレア接続）

14.0
16.0

0.690.66 0.650.66

冷 媒 配 管
 （外径）

kW

dB（A）
mm
kg

m3/min
Pa
W

kg

mm

形　式

項　目

電　　　　 源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 化
運　　　 転　　 音
外形寸法 高さ×幅×奥行
製　　　品　　　質　　　量(2)

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空 気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数

機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表         示
表    示    灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・蒸 気 ヒ ー タ
加　　　　湿　　　　器

加
湿
器・加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保　　　護　　　機　　　能
冷 媒 封 入 量
防　　　振　　　装　　　置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　　属　　　部　　　品
別 売 （オプション ）部 品
I 　 P 　 コ 　 ー 　ド

配
管
寸
法

液　管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

(1)
能
力

FDEP1403LXD FDEP1603LXD

(

室
内
側)

風　　　　　　　　　量

運
転
調
整

天吊形（FDE）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3 速 ( 急・強・弱 ) となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 ) とし

てください。

PFA003Z898
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2-103_123 色
Ｋ

新
組
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初
校
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再
校
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三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

三相 200V 50/60Hz

 

 
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
　

0

プラスチックネット（洗浄可能）
不可能

ー（組込不可能）

ー（組込可能）
遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

補助ヒータ制御出力用コネクタ（CNO）を保有（2P・室内基板上）
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

フロスト防止
ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

VP20 の排水管接続可能
サイドパネル（左・右）, ブラケット , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

　
20（6 極）

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

3 相 0.9 ～ 1.26kW（PTC ヒータ）

ー（気化式加湿器組込可能 , 容量：0.8 ㎏ /h）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

天吊形（FDE）〔ヒータ付〕

 φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

冷 媒 配 管
（外径）

3.6
4.0（ヒータ作動時：5.2）

0.72

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音

 外形寸法    高さ×幅×奥行   
製　　 品　　 質　　 量⑵

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法 排 　 　 水 　 　 管

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3 速 ( 急・強・弱 ) となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 ) とし

てください。

　⑴
能
力

FDEP363ELXD

急：41
210 × 1070 × 690

28

急：12, 強：10, 弱：8

液　管
ガス管

運
転
調
整
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注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 冷房運転時は下吹きにしないでください。吹出口の表面に露が付き滴下することがあります。

kW

dB（A）
mm
kg

m3/min
Pa
W

kg

mm

電 源
 冷 房 能 力
 暖 房 能 力
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運 転 音
外形寸法 高 さ × 幅 × 奥 行
製 品 質 量
   形 式
   冷 媒 制 御 器
 形 式 ・ 台 数
 風 量
 機 外 静 圧
 電　動　機 定 格 出 力
 エ ア フ ィ ル タ
 新 鮮 空 気 取 入 口

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯

 補 助 電 気 ヒ ー タ
 温 水・ 蒸 気 ヒ ー タ
 加 湿 器
高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量
防 振 装 置
防 音 ・ 断 熱 材
    液　管
    ガス管
 排 水 管
付 属 部 品

別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

形　式

項　目

単相　200V  50/60Hz
 8.0 14.0
 9.0 16.0
 0.71 0.70
 急：51，弱：46                  急：52，弱：48
 249 × 978 × 673                  249 × 1450 × 673
 42 62

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

 両吸込多翼遠心式× 2（モータ直結）         両吸込多翼遠心式× 3（モータ直結）
 急：20，弱：14                      急：34，弱：24

0
  70（4 極）× 1

アルミ製オイルミストフィルタ
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

——（組込不可能）
——（組込不可能）
——（組込不可能）
——（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
——

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

——
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP20 の排水管接続可能
サイドパネル（左，右），ブラケット，パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

	 FDESP803LX	 																			FDESP1403LX

空 気
熱交換器

加
湿
器

加
熱
器

天吊耐油形（FDES）

冷 媒 配 管
（外径）

⑴
能
力

送　

風　

装　

置

運
転
調
整

APFA003Z714
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四
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念
校
00/00
社員番号

2.8
3.2
0.77

P急：37,  急：37,  強：34,  弱：31

P急：9,  急：8,  強：7,  弱：6

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

単相 200V 50/60Hz

                                         298 × 840 × 259                                        　
12

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

横断流式（モータ直結）× 1

0
33（4 極）× 1

プラスチックネット（洗浄可能）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

VP16 の排水管接続可能
吊板 , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

3.6
4.0
0.72

［冷房］P急：45,  急：38,  強：35,  弱：32
［暖房］P急：43,  急：38,  強：35,  弱：32

P急：14,  急：9,  強：8,  弱：7

φ 9.52（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

運　　　 　 転　　 　　 音

外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

　⑴
能
力

排 　 　 水 　 　 管

壁掛形（FDK）

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3 速 ( 急・強・弱 ) となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 ) とし

てください。

kW

dB（A）

mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

送

風

装

置

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

FDKP363LXDFDKP283LXD

運
転
調
整

PHA001Z026
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4.5
5.0
0.66

［冷房］P急：45,  急：38,  強：35,  弱：32
［暖房］P急：43,  急：38,  強：35,  弱：32

298 × 840 × 259
12.5

 
 P急：14,  急：9,  強：8,  弱：7

33（4 極）× 1

φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

単相 200V 50/60Hz

　

                                        　

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

横断流式（モータ直結）× 1
　
0

プラスチックネット（洗浄可能）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D4
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼

　

VP16 の排水管接続可能
吊板 , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

7.1
8.0
0.77

P急：47,  急：46,  強：43,  弱：39

318 × 1098 × 248
18.5

　
P急：24,  急：21,  強：18,  弱：15

40（4 極）× 1

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

kW

dB（A）

mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

送

風

装

置

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比

運　　　 　 転　　 　　 音

外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

　⑴
能
力

壁掛形（FDK）

冷 媒 配 管
（外径）

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

液　 管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
⑶　 ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が 3 速 ( 急・強・弱 ) となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定 (P急・急・強 ) とし

てください。

FDKP453LXD FDKP713LXD

運
転
調
整

PHA001Z026
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2.8
3.2
0.90

急：40, 強：37, 弱：35

急：12, 強：11, 弱：10

30（4 極）× 1

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

加
湿
器
・加
熱
器

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。

床置形ローボーイタイプ露出形（FDFL）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

単相 200V 50/60Hz

 
 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2
急：14, 強：12, 弱：10

0

ナイロン繊維不織布（洗浄可能）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
 φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

PT20 メスの排水管接続可能
床面固定金具 , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

排 　 　 水 　 　 管

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

7.1
8.0
0.71

 
630 × 1481 × 225

40

 
急：18, 強：15, 弱：12

 

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

630 × 1196 × 225
32

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

　⑴
能
力

4.5
5.0
0.77

5.6
6.3
0.71

急：42, 強：40, 弱：39

 40（4 極）× 1

FDFLP283LX FDFLP453LX FDFLP563LX FDFLP713LX

送

風

装

置

APGD000Z039

運
転
調
整
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床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDFU）

（
室
内
側
）

配
管
寸
法
付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

                                                   形　式

 項　目

                                                                    急：42, 強：40, 弱：39
630 × 1077 × 225

25

 
 
　

                                                                40（4 極）× 1

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

単相 200V 50/60Hz

 

 
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

急：14, 強：12, 弱：10
0

ナイロン繊維不織布（洗浄可能）
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）
ー（組込不可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
 φ 6.35（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

PT20 メスの排水管接続可能
床面固定金具 , パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

FDFUJ28HKXD

2.8
3.2
0.90

急：40, 強：37, 弱：35

急：12, 強：11, 弱：10

30（4 極）× 1

φ 6.35（フレア接続）
φ 9.52（フレア接続）

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

　⑴
能
力

4.5
5.0
0.77

5.6
6.3
0.71

FDFUJ71HKXD

7.1
8.0
0.71

 
630 × 1362 × 225

32

 
急：18, 強：15, 弱：12

 

φ 9.52（フレア接続）
φ15.88（フレア接続）

FDFUP283LX FDFUP453LX FDFUP563LX FDFUP713LX

送

風

装

置

運
転
調
整

注⑴　 冷房・暖房能力および電気特性は JIS・B・8616：2006 条件によります。
　⑵　 運転音は，JIS 規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大き

くなるのが普通です。

APGD000Z044
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加
湿
器
・
加
熱
器

風 洞 ユ ニ ッ ト
電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　転　　 　　音

 外 　 形 　 寸 　 法

 （高さ×幅×奥行）

製 品 質 量（ 組 立 状 態 ）

　⑴
能
力

単相 200V 50/60Hz

 

 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

 
 
 

プレフィルタ
不可能

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼付

上部 PT1 メス（25A）, 下部 PT3/4 メス（20A）
加湿器 , 高性能フィルタ（NBS90%）, 風洞ユニットおよび空調管理システム

ファンモータ：インターナルサーモ , 凍結防止サーモ
IPX0

28.0
31.5
0.73

51/51
 
 

72
150/200
380 × 2

φ 22.22（ろう付接続）

22.4
25.0
0.71

50/50

52
310/350
300 × 2

φ19.05（ろう付接続）

 
2000 × 1860 × 560
2000 × 1360 × 560
1420 × 500 × 520

240

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 2

 

φ 9.52（ろう付接続）

kW

dB（A）

mm

㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

11.2
12.5
0.68

47/45

 

26
290/330

300

14.0
16.0
0.73

48/46

36
130/180

380

別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
保 護 装 置
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

 
1700 × 1327 × 460
1700 × 875 × 460
1120 × 452 × 415

140

両吸込多翼遠心式（モータ直結）× 1

φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

床置形システム壁埋タイプ（FDWU）

組立状態
本　　体
ダクトユニット

FDWUP1123LX FDWUP1403LX FDWUP2243LX FDWUP2803LX

送

風

装

置

PGC000Z338

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機  定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 湿 　 　 器

運
転
調
整

FDAD4-DUCTB FDAD8-DUCTB
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床置形（FDAS）

電　　　  　　　　　 源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

　⑴
能
力

冷 房 能 力
暖 房 能 力

3 相 200V 50/60Hz
14.0
16.0
0.80

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

45 ／ 45

プラスチックエアフィルタ（洗浄可能）
両側面を利用し可能

ワイヤードリモコン：RC-D3（付属）
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

ー

外板：グラスウール内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

上部 PT1 メス（25A）　下部 PT3/4 メス（20A）
ー

空調管理システム
IPX0

FDASJ140HKXD（直吹形）
FDASP140HKXD（直吹形）

　

50 ／ 51
1800 × 875 × 460

109

　
0〔高速タップ時 42/72〕

220

ー （組込不可能）

送風用電動機：防振ゴム

                                                   形　式

 項　目

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機  定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

FDASJ140HTKXD（ダクト形）
FDASP140HTKXD（ダクト形）

60 ／ 64
1600 × 875 × 460

96

　

60/190
750

ー （取付可能）

ー

FDASP1403LX（プレナムチャンバー付） FDASP1403TLX（ダクトタイプ）

（注）ダクトタイプは吹出口が
　　ついておりません。

両吸込多翼遠心式× 2 両吸込多翼遠心式× 1送

風

装

置

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。

PAA002Z002

APAA002Z001
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                                                   形　式

 項　目 FDASP2243LX（プレナムチャンバー付）

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

22.4
25.0
0.77

FDASJ224HTKXD（ダクト形）
FDASP224HTKXD（ダクト形）

60 ／ 64
1700 × 1100 × 560

155

両吸込，片吸込多翼遠心式×各 1

90/160
750

ー （取付可能）

ー

床置形（FDAS）

3 相 200V 50/60Hz

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

プラスチックエアフィルタ（洗浄可能）
両側面を利用し可能

ワイヤードリモコン：RC-D3（付属）
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー

外板：グラスウール内貼
φ 9.52（ろう付接続）
φ 19.05（ろう付接続）

上部 PT1 メス（25A）　下部 PT3/4 メス（20A）
ー

空調管理システム
IPX0

68 ／ 68

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材
（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　 管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

52 ／ 53
1820 × 1100 × 560

175

0〔高速タップ時 30/50〕
370

ー （組込不可能）

送風用電動機：防振ゴム

　⑴
能
力

両吸込多翼遠心式× 2

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ ファンモータ：過電流継電器，凍結防止サーモ

FDASP2243TLX（ダクトタイプ）

（注）ダクトタイプは吹出口が
　　ついておりません。

送

風

装

置

PAA002Z002

APAA002Z001

運
転
調
整

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
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FDASJ280HKXD（直吹形）
FDASP280HKXD（直吹形）

53 ／ 54
1820 × 1360 × 560

204

0〔高速タップ時 40/70〕
480

ー （組込不可能）

送風用電動機：防振ゴム

FDASP2803LX（プレナムチャンバー付）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

電　　　　  　　　　　源

定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

3 相 200V 50 ／ 60Hz
28.0
31.5
0.79

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式× 2
90 ／ 90

プラスチックエアフィルタ（洗浄可能）
両側面を利用し可能

ワイヤードリモコン：RC-D3（付属）
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

ー

外板：グラスウール内貼
φ 9.52（ろう付接続）
φ 22.22（ろう付接続）

上部 PT1 メス（25A），下部 PT3/4 メス（20A）
ー

空調管理システム
IPX0

床置形（FDAS）

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機  定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　管
ガス管

冷 媒 配 管
（外径）

排 　 　 水 　 　 管

FDASJ280HTKXD（ダクト形）
FDASP280HTKXD（ダクト形）

61 ／ 65
1700 × 1360 × 560

194

150/260
1500

ー （取付可能）

ー

　⑴
能
力

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ ファンモータ：過電流継電器，凍結防止サーモ

FDASP2803TLX（ダクトタイプ）

（注）ダクトタイプは吹出口が
　　ついておりません。

送

風

装

置

PAA002Z002

APAA002Z001

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。

運
転
調
整
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2-103_123 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

（2）液 管
ガス管

kW 

dB（A） 

Pa 

mm 
kg 

kg

m 3 /min 

W 

mm

DAUP1402LXN-R, L DAUP1602LXN-R, L DAUP2242LXN-R, L DAUP2802LXN-R, L 

14.0 16.0 
単相200V　50/60Hz 

22.4 28.0 

65 

230×2 270×1＋230×1 270×1＋230×2 270×3 

70 
50 

100 130 

16.0 18.0 25.0 31.5 
0.82 0.78 0.78 0.78 

45 
1900×1570×430 1900×2270×430 1900×2410×430 

47

240 310 360 
亜鉛鉄板 

空調管理システム
IPX0

PT1オス（25Ａ）

外板：吸音断熱材内貼
送風用電動機：防振ゴム

電子膨張弁 
両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2 両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3 

アルミフィン＆銅チューブ式 

メイン：NBS65%　プレ ： 不織布 

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

気化式加湿器（オプション）

φ9.52（フレア接続）
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（ろう付）
φ19.05（ろう付） φ22.22（ろう付）

（1） 

項　目 

形　式 

送
　

風
　

装
　

置
 

加
湿
器・加
熱
器

配
管
寸
法

（
室
内
側
）

能
力
 

電 源 

製 品 質 量 
外 装 

運 転 音 
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量
防 振 装 置

付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

防 音 ・ 断 熱 材

空 気 
熱交換 

外形寸法 高 さ×幅×奥 行 

電動機 定 格 出 力 

形 式 
冷 媒 制 御 器 

冷 房 能 力 

形 式 ・ 台 数 

エ ア フ ィ ル タ 

冷 媒 配 管
（外形）

新 鮮 空 気 取 入 口 

風 量 
機 外 静 圧

補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

排 水 管

暖 房 能 力 

ワイヤードリモコン：RC-D３
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

運
転
調
整

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯

床置形システムパッケージ〔静圧調整器無〕（DAUP）

MPC000Z680

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
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（2）液 管
ガス管

kW 

dB（A） 

Pa 

mm 
kg 

kg

m 3 /min 

W 

mm

DAUP1402LXN-RA,LA DAUP1602LXN-RA,LA DAUP2242LXN-RA,LA DAUP2802LXN-RA,LA 

14.0 16.0 
単相200V　50/60Hz 

22.4 28.0 

65 

230×2 270×1＋230×1 270×1＋230×2 270×3 

70 
50 

100 130 

16.0 18.0 25.0 31.5 
0.82 0.78 0.78 0.78 

45 
1900×1570×430 1900×2270×430 1900×2410×430 

47

240 310 360 
亜鉛鉄板 

空調管理システム
IPX0

PT1オス（25Ａ）

外板：吸音断熱材内貼
送風用電動機：防振ゴム

電子膨張弁 
両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2 両吸込多翼遠心式（モータ直結）×3 

アルミフィン＆銅チューブ式 

メイン：NBS65%　プレ：不織布

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット
液晶表示〈リモコン〉

緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ
運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

気化式加湿器（オプション）

φ9.52（フレア接続）
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（ろう付）
φ19.05（ろう付） φ22.22（ろう付）

（1） 

項　目 

形　式 

送
　

風
　

装
　

置
 

運
転
調
整
加
湿
器・加
熱
器

配
管
寸
法

（
室
内
側
）

能
力
 

電 源 

製 品 質 量 
外 装 

運 転 音 
定 格 冷 房 時 の 顕 熱 比 

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量
防 振 装 置

付 属 部 品
別売（オプション）部品
I P コ ー ド

防 音 ・ 断 熱 材

空 気 
熱交換 

外形寸法 高 さ×幅×奥 行 

電動機 定 格 出 力 

形 式 
冷 媒 制 御 器 

冷 房 能 力 

形 式 ・ 台 数 

エ ア フ ィ ル タ 

冷 媒 配 管
（外形）

新 鮮 空 気 取 入 口 
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯

風 量 
機 外 静 圧

補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水・蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

排 水 管

暖 房 能 力 

床置形システムパッケージ〔静圧調整器付〕（DAUP）

MPC000Z681

注⑴　冷房・暖房能力および電気特性はJlS・B・8616：2006条件によります。
⑵　 運転音は ,JIS規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大きく

なるのが普通です。
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2-103_123 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

製 品 質 量

SAF800UF-R ・ L
単相200V 50/60Hz

0.31/0.45
0.31/0.45
1.55/2.25
1.55/2.25
100/100
100/100

急
強
弱

急
強

夏
冬

弱

運転dB（A）

エンタルピ
交換効率（％）

冷　房
暖　房
冷　房
暖　房
冷　房
暖　房

エレメント保護用（洗浄可能）
エレメント保護用（洗浄可能）

49

（Pa）

片吸込多翼遠心式

800

40/50
0.01×2
58
66
73
2300
650
430
140

電
　

気
　

特
　

性

送
　
　

風
　
　

機

性
　

能
外
形
寸
法

電 源

送 風 機 形 式

機 外 静 圧
（kW）電 動 機 定 格 出 力

（％）温 度 交 換 効 率
（mm）高 さ
（mm）幅
（mm）
（kg）

奥 行

形 式

給 気 側 プ レ フ ィ ル タ

消 費 電 力
（kW）

風 量
（m3/h）

運 転 電 流
（A）

力 率
（％）

排 気 側 プ レ フ ィ ル タ

（2）

（1）

夏

室内（排気側） 27.0℃DB
19.5℃WB

21.0℃DB
14.5℃WB

室外（給気側） 32.0℃DB
27.0℃WB

  0.0℃DB
－3.0℃WB

冬

縦型外気処理ユニット（オプション対応）

注（1）
　（2）

アンダーフロアと連結する場合,電源はアンダーフロアの④,⑤端子より取り入れられます。
性能の効率は下記空気条件で運転した時の値を示します。



2-103_123 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号
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14.0
7.0

0.016
41/43

360 × 1200 × 830 
62

14/14.5

120（4 極）× 1

　
　
 

9.0
4.2

0.015
38/40 

360 × 820 × 830 
48

8.5/8.5

70（4 極）× 1

電　　　　  　　　　　源

バ イ パ ス フ ァ ク タ
運　　　 　 転　　 　　 音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製　　 品　　 質　　 量

給気処理ユニット（FDU-F）

                                                   形　式

 項　目

冷 房 能 力
暖 房 能 力

　⑴
能
力

FDUP903FLX FDUP1403FLX

冷 媒 配 管
（外径）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

単相 200V 50/60Hz

 
                                         　

 

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

両吸込多翼遠心式× 2（モータ直結）
 

標準：100　最大：200
　

ー（現地手配）
吸込ダクト接続

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（フレア接続）
φ 15.88（フレア接続）

VP25 の排水管接続可能
パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

液　 管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

注⑴　 冷房・暖房能力は冷房33℃DB 28℃WB（68％RH），暖房（無着霜時）0℃DB-2.9℃WB（50％RH）における値です。いづれも給気処理
運転モード時の値です。
外気取入温度範囲　冷房20 ～40℃B　暖房0 ～24℃DB

　⑵　 運転音は，JIS 規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大き
くなるのが普通です。

送

風

装

置

運
転
調
整

PJD001Z197
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2-103_123 色
Ｋ

新
組
04/28
1512

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

付　　 属　　 部　　 品
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I P コ ー ド

（
室
内
側
）

配
管
寸
法

28.0
14.0
0.036
46/47

 
84

30/30

200（4 極）× 1

　
　
 

φ 22.22（ろう付接続）

　⑴
能
力

注⑴　 冷房・暖房能力は冷房 33℃ DB 28℃ WB（68％ RH），暖房（無着霜時）0℃ DB-2.9℃ WB（50％ RH）における値です。いづれも給気
処理運転モード時の値です。
外気取入温度範囲　冷房 20 ～ 40℃ B　暖房 0 ～ 24℃ DB

　⑵　 運転音は，JIS 規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大き
くなるのが普通です。

冷 媒 配 管
（外径）

kW

dB（A）
mm
㎏

m3/min
Pa
W

㎏

mm

単相 200V 50/60Hz

 
360 × 1570 × 830   

 
アルミフィン＆銅チューブ式

電子膨張弁
両吸込多翼遠心式× 2（モータ直結）

 
標準：100　最大：200

　
ー（現地手配）
吸込ダクト接続

ワイヤードリモコン：RC-D3
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（組込不可能）
ー（取付可能）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ー

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）
ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ー
送風用電動機：防振ゴム
外板：吸音断熱材内貼
φ 9.52（ろう付接続）

VP25 の排水管接続可能
 パイプカバー（ガス・液用）

空調管理システム
IPX0

22.4
10.9
0.019
43/45 

 
82

22/21.5

130（4 極）× 1

φ 19.05（ろう付接続）

電　　　　  　　　　　源

バ イ パ ス フ ァ ク タ
運　　　 　転　　 　　音
外形寸法  高さ×幅×奥行
製 　 　 品 　 　 質 　 　 量

冷 房 能 力
暖 房 能 力

空      気
熱交換器

形 式
冷 媒 制 御 器

形 式 ・ 台 数
風 　 　 　 量
機 外 静 圧
電 動 機 定 格 出 力
エ ア フ ィ ル タ
新 鮮 空 気 取 入 口
操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯
補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 　 　 　 湿 　 　 　 器

加
湿
器
・
加
熱
器

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 　 　 護 　 　 機 　 　 能
冷 媒 封 入 量
防 　 　 振 　 　 装 　 　 置
防 音 ・ 断 熱 材

液　 管
ガス管

排 　 　 水 　 　 管

給気処理ユニット（FDU-F）

                                                   形　式

 項　目 　　　　　　FDUP2243FLX 　　　　　　FDUP2803FLX

送

風

装

置

運
転
調
整

PJD001Z197
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液 管
ガス管

kW 

kg/h 
dB（A） 

Pa 

mm 
kg 

kg

m 3 /min 
m3/h 

W 

mm

FDUP1083FLX	 FDUP1683FLX	 FDUP2103FLX	

14.0 

6.9 
41/43 

360×1200×1380 
93 

10.8 
43/45 

13.5 
46/47 

単相200V　50/60Hz 

1080 
18 

1680 
28 

2100 
35 

130×1 130×2 
標準：100，最大：200 標準：100，最大：150 

0.026 
12.0（8.0） 

22.4 

0.010 
19.3（12.4） 

28.0 

0.012 
24.1（15.5） 

クロメートフリー鋼板 

360×1570×1380 
135 

本体 ： VP25，加湿器 ： VP20

IPX0

外板：断熱材内貼
送風用電動機：防振ゴム

電子膨張弁 
両吸込多翼遠心式（モータ直結）×2 両吸込多翼遠心式（モータ直結）×4 

アルミフィン＆銅チューブ式 

運転表示・異常表示出力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

遠方発停入力用コネクタ（CNT）を保有（6P・室内基板上）

気化式（間欠給水）

（現地手配） 

（取付不可能）

φ9.52（フレア接続）
φ15.88（フレア接続）

φ9.52（ろう付接続）
φ19.05（ろう付接続） φ22.22（ろう付接続）

（1） 

項　目 

形　式 

加
湿
器・加
熱
器

配
管
寸
法

（
室
内
側
）

能
力
 

電 源 

加 湿 能 力 

製 品 質 量 
外 装 

運 転 音 

高 性 能 フ ィ ル タ
遠 方 発 停 用 機 能
外 部 制 御 用 出 力 機 能
遠 方 表 示 用 出 力 機 能
保 護 機 能
冷 媒 封 入 量
防 振 装 置

付 属 部 品
I P コ ー ド

防 音 ・ 断 熱 材

空 気 
熱交換 

外 形 寸 法 高 さ× 幅 × 奥 行 

電動機 定 格 出 力 

形 式 
冷 媒 制 御 器 

形 式 ・ 台 数 

エ ア フ ィ ル タ 

冷 媒 配 管
（外形）

新 鮮 空 気 取 入 口 

風 量 
風 量 

機 外 静 圧

補 助 電 気 ヒ ー タ
温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ
加 湿 器

排 水 管

冷 房 能 力 
暖 房 能 力 

（取付不可能）

（取付可能）

バ イ パ ス フ ァ ク タ  

置

装

風

送

ファンモータ：インターナルサーモ，フロートスイッチ，凍結防止サーモ

ワイヤードリモコン：RC-D３
マイコン式サーモスタット

液晶表示〈リモコン〉
緑色：運転，赤色：点検〈リモコン〉

操 作 ス イ ッ チ
温 度 調 節
表 示
表 示 灯整

調
転
運

注⑴　 能力・電気特性は、冷房33℃DB　28℃WB（68%RH）、暖房（無着霜時）0℃DB-2.9℃DB（50%RH）における値です。暖房能力は熱交
換器出口（加湿器入口）での加熱能力を示し、（　）内は顕熱能力を示します。

　⑵　 外気取入温度範囲　冷房 0 ～ 43℃ DB（16℃以下は送風）　暖房　－ 5 ～ 20℃DB
　⑶　 運転音は，JIS 規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の騒音や部屋の反響を受け表示値より大き

くなるのが普通です。
　⑷　 FDCP1402.1602LX（横吹き室外機シリーズ）、1 形 LX 室外機とは接続禁止です。
　⑸　 混在時室内機接続容量 100% 以下、外気処理ユニット容量 30% 以下です。
　⑹　 加湿器の給水圧力、温度は、0.05 ～ 0.5MPa、5 ～ 40℃です。給水水質、水道法水質基準ずる飲料水（除く井戸水）です。

PJD001Z203

加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）
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〔 制限・注意事項〕
⑴ FDCP1402, 1602LX（横吹き室外ユニットシリーズ）, 1 形 LX 室外ユニットとは接続禁止です。

⑵ 外気処理ユニットは外気負荷のみ処理するもので，室内温度を一定にするものではありません。空内負荷（空内の空調）は，
他の室内ユニットで対応してください。また，吹出温度が他の室内ユニットと異なりますので，吹出し口は配慮してください。

（直接人に当らないようにしてください。）

⑶ 屋外側のダクトは結露防止のため断熱処理を必ず行ってください。

⑷ 外気処理ユニットと室内ユニットはグループ制御ができません。それぞれのリモコンを接続してください。

⑸ 外気処理ユニットは全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）との連動制御はできません。

⑹ 周囲の露点温度が 28℃以下，相対湿度 80% 以下の所。高湿度の所に据付ける場合はユニット本体の断熱等露付に対する配
慮をしてください。外気処理ユニットは JIS 露付条件にて試験を行い，故障のないことを確認していますが，ユニット周囲
が上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると，水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性
がある場合には，ユニット本体外板，ユニット本体の全ての配管，ドレン配管にさらに 10 ～ 20mm の断熱材を取付けてく
ださい。

⑺ ワイヤレスキットは対応不可です。

⑻ 混在時，他の室内ユニットとの 1 リモコン複数台制御は不可です。

⑼ 外気処理ユニットと他の室内ユニットはグループ制御が出来ませんので個々にリモコンを接続してください。集中コント
ローラからは ON/OFF のみ可能です。

⑽ 加湿器の周囲温度は 0℃以下とならないよう配慮ください。停止時に加湿器の水（残水）が凍結し，故障の原因になること
があります。

⑾ 加湿器はシーズン毎のメンテナンスが必要です。加湿器の保守点検要領は 460 ページをご覧ください。
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急：750
H：210 ／ 300・L：120 ／ 120
H：270 ／ 360・L：230 ／ 250

400 × 2
490 ／ 640
2.45 ／ 3.2

460 × 1120 × 1700
150

250
250
58
66
73
4.5
5.0

気化式・3.5

急：1000
H：200 ／ 270・L：140 ／ 130
H：240 ／ 320・L：190 ／ 180

400 × 2
570 ／ 740
2.85 ／ 3.7

460 × 1310 × 1800
170

300
300
58
66
73
5.6
6.3

気化式・5.4

56 相当

単相 200V 50/60Hz

亜鉛鉄板
比色法 65（洗浄再生不可）

フィレドン FS-1705

ー（組込不可能）

アルミフィン＆銅チューブ式
電子膨張弁

ー
リモートコントロールスイッチ　RC-D3

マイコン式 2 段サーモスタット
液晶表示（室温設定・タイマー設定）

緑色（運転モード），赤色（点検）

8A（接続口　R1/4　オネジ）
25A（接続口　R1　オネジ）

ファンモータ：インターナルサーモ，凍結防止サーモ

空調管理システム
IPX0

φ 9.52（フレア接続）
φ 12.7（フレア接続）

全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）

                                                   形　式

 項　目

電　　　　  　　　　　源
定 　 　 格 　 　 風 　 　 量

外形寸法  高さ×幅×奥行
製 　 　 品 　 　 質 　 　 量
外 　 　 　 　 　 　 　 　 装

補 助 電 気 ヒ ー タ
加　　　　 湿　　　　 器
熱　　 交　　 換　　 器
冷　　 媒　　 制　　 御
冷　 媒　 封　 入　 量

保　　 護　　 装　　 置
運　　　　 転　　　　 音
組　 合　 せ　 容　 量
別 売（ オ プ シ ョ ン ）部 品
I 　 P 　 コ ー 　 ド

電気特性

給気側フィルタ
排気側フィルタ
給気側（OA・SA）
排気側（RA・EA）

温 度 交 換 効 率
冷 房 全 熱
暖 房 全 熱

操 作 ス イ ッ チ
温　度　調　整
表　　　　　 示
表　　 示　　 灯
液　　　　　 管
ガ　　 ス　　 管
給水管（加湿器用）
ド レ ン 配 管

m3/h

Pa

W
W
A

mm
㎏

％

φ㎜

％

kW

㎏ /h

㎏

mm

dB（A）

注⑴　性能は下記に基づく値です。
　※ 1. 夏 条 件：給気側（外気）35 C゚DB ／ 28.5 C゚WB，排気側（換気）27 C゚DB ／ 19 C゚WB
　※ 1. 冬 条 件：給気側（外気）7 C゚DB ／ 5 C゚WB，排気側（換気）20 C゚DB ／ 12.5 C゚WB
　※ 2. 冷房条件：室内側ー給気側（外気）35 C゚DB ／ 24 C゚WB，排気側（換気）27 C゚DB ／ 19 C゚WB
　※ 2. 冷房条件：室外側ー 35 C゚DB ／ 24 C゚WB
　※ 1. 暖房条件：室内側ー給気側（外気）7 C゚DB ／ 6 C゚WB，排気側（換気）20 C゚DB
　※ 2. 冷房条件：室外側ー 7 C゚DB ／ 6 C゚WB
　※ 2. 冷房条件　外気導入空気温度下限は 0 C゚DB です。又，雨水の侵入の無いようにしてください。
　⑵　 運転音は，JIS 規格に準拠し無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は周囲の

騒音や部屋の反響を受け表示値より大きくなるのが普通です。

送風装置
機外静圧

給気側
排気側

電動機定格出力
消　費　電　力
運　転　電　流

エ ア ー
フィルタ

ダクト径

運転調整

水 配 管

冷媒配管
（外径）

全熱交換器
能　　 力

※ 2

全熱交換器
性　　 能

※ 1 エンタルピー
交 換 効 率

夏
冬

急：46/47
45 相当

急：46/47

SAFP7503LX SAFP10003LX

（2）バイパスファクタ（B, F）

形　式 項　目
風量範囲

下　限 定　格 上　限

SAFP7503LX
風　量 600 750 900

B,F 0.016 0.025 0.035

SAFP10003LX
風　量 800 1000 1200

B,F 0.028 0.042 0.057

（単位：風量 m3/ｈ）

PCH000Z325
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30 形
式
：
全
形
式

2.2 外
　
形
　
図

P
JA
003Z335

⑴
　

天
井

埋
入

形
4

方
向

吹
出

し
小

容
量（

FD
TC

）
形

式
：

全
形

式

30 形
式
：
全
形
式

2.2 外
　
形
　
図

P
JA
003Z335 A

P
J

A
0

0
3

Z
3

3
5
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12530

形式：全形式

2.2 外　形　図

PJA003Z335

30

形式：全形式

2.2 外　形　図

PJA003Z335

⑵　天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）
FDTP283LXD

BPJF000Z029
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FDTP363，453，563LXD

（注）　（　）内数値は標準パネル装着

　　　　時の値です。

制御箱

制御箱

吊り金具

エアフィルタ

吸込グリル

（付属品）
現地取付

パネル

吹出口 吸込口

B A E

M 視

N 視

C

N

D

M

J
K

H

H

H

K

G

H J

G
据付スペース

障害物

隣接設置の場合は、ユニット間を
4000以上離してください。

ドレンホース

タッピン用タッピン用

現
地

ドレ
ン

ア
ップ

最
大

寸
法

穴 穴

穴

穴

A 冷媒ガス側配管
B 冷媒液側配管 φ6.35（フレア）
C ドレン配管 VP20 注（2）
D 電源取入口
F 吊りボルト （M10又はM8）
G OA取入口

吹出分岐ダクト接続口H
加湿器接続口J
加湿器余剰水接続口K

記 号 内          容
φ12.7（フレア）

タッピン用

天井開口寸法860～910

吊りボルトピッチ778

吊
り

ボ
ル

トピ
ッ

チ
72

5

42
0

260

303345

41
8

64
8

□950

□630

□840

24
6

35

17
3

12
320

7

15
0

50
以

上

最
大

40
00

63

60

60

50

13
9

50

4-φ4

14
0

140
60

88

10
0

100 6-φ4

18
13

0

470

260

450

88

10
0

10-φ4

37
13

7

44

65

38 50

40 10
5

11
2

14
00

以
上

（1
00

0以
上

）

1000以上

注（1） 装置銘板は吸込グリル内に付いてます。

　 （2） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

　 （3） 据付高さは2.5m以上としてください。

295～325

70
0以

下

BPJF000Z029
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FDTP713，803LXD

14
00

以
上

（1
00

0以
上

）

（注）　（　）内数値は標準パネル装着

　　　　時の値です。

制御箱

制御箱

吊り金具

エアフィルタ

吸込グリル

（付属品）
現地取付

パネル

吹出口 吸込口

B A E

M 視

N 視

C

N

D

M

J
K

H

H

H

K

G

H J

G
据付スペース

障害物

隣接設置の場合は、ユニット間を
4000以上離してください。

ドレンホース

タッピン用タッピン用

現
地

ドレ
ン

ア
ップ

最
大

寸
法

穴 穴

穴

穴

A 冷媒ガス側配管
B 冷媒液側配管 φ9.52（フレア）
C ドレン配管 VP20 注（2）
D 電源取入口
F 吊りボルト （M10又はM8）
G OA取入口

吹出分岐ダクト接続口H
加湿器接続口J
加湿器余剰水接続口K

記 号 内          容
φ15.88（フレア）

タッピン用

天井開口寸法860～910

吊りボルトピッチ778

吊
り

ボ
ル

トピ
ッ

チ
72

5

42
0

260

303345

41
8

64
8

□950

□630

□840

24
6

35

17
3

12
320

7

15
0

50
以

上

最
大

40
00

63

60

60

50

13
9

50

4-φ4

14
0

140
60

88

10
0

100 6-φ4

18
13

0

470

260

450

88

10
0

10-φ4

37
13

7

44

65

38 50

40 10
5

11
2

1000以上

注（1） 装置銘板は吸込グリル内に付いてます。

　 （2） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

　 （3） 据付高さは2.5m以上としてください。

295～325

70
0以

下

BPJF000Z029
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FDTP903，1123，1403，1603LXD

M

（注）　（　）内数値は標準パネル装着

　　　　時の値です。

制御箱

制御箱

吊り金具

エアフィルタ

吸込グリル

（付属品）
現地取付

パネル

吹出口 吸込口

B A FC

D

J
K

H

H

H

G

H J

ドレンホース

タッピン用タッピン用

現
地

ドレ
ン

ア
ップ

最
大

寸
法

穴
穴

K

G

穴

穴

タッピン用
10-φ4

据付スペース

障害物

隣接設置の場合は、ユニット間を
5000以上離してください。

A 冷媒ガス側配管
B 冷媒液側配管 φ9.52（フレア）
C ドレン配管 VP20 注（2）
D 電源取入口
F 吊りボルト （M10又はM8）
G OA取入口

吹出分岐ダクト接続口H
加湿器接続口J
加湿器余剰水接続口K

記 号 内          容
φ15.88（フレア）

1000以上

注（1） 装置銘板は吸込グリル内に付いてます。

　 （2） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

　 （3） 据付高さは2.5m以上としてください。

N

天井開口寸法860～910

吊りボルトピッチ778

42
0

吊
り

ボ
ル

トピ
ッ

チ
72

5

41
8

64
8

345

260

303

□950

□630

□840

20
7

15
0

50
以

上

最
大

40
00

35
29

8

17
3

12
3

295～325

70
0以

下

38 50
40 15
7

11
2

65

44

89
13

7

63

60

60

50

19
1

50

4-φ4

140

60

14
0

14
0

10
0

100 6-φ4

18
18

2

470

260

11
4

15
2

450

N 視

M 視

14
00

以
上

（1
00

0以
上

）

BPJF000Z030



2-124_221
色Ｋ

新組
04/30
1505

初校
06/02
1508

再校
06/14
1503

三校
00/00
社
員
番
号
四校
00/00
社
員
番
号
念校
00/00
社
員
番
号

129

FD
TP

2
2

4
3

，
2

8
0

3
LX

D

A
P

J
F

0
0

0
Z

0
3

1



130

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

⑶　天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）
⒜ 標準パネル仕様

FDTWP223，283LXD

₁₆
₉

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₀₁₅

₄₀ ₉₀₈₈₅

₄₆₈ ₄₁₇

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₇₀

₆₀

₈₁₇

₁₇₈

₂₀₀

₂₄₀

₁₃₀

　 

₈
₂₈

₇ ₇₅
₀以

下
 

₁₇₈ ₄₆₀

₂₄₀

₂₀₀

₁₃₀

　
 

₁₀
₀

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₄ ₁₂₄

₂₃₀

₃₁₀

₃₆₄

₄₀₅

₂₁
₄

₁₅
₅

₂₃
₄

₆₂₀ ₂₀
₁₀

₂₀
₁₀

₉₅

₅₆ ₅₆

₁₂
₇

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₉₁
₆₄₄₇

₉₈

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₄₅ ₄₅₉₆₅

₁₀₅₅

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用 
Ｇ

制御箱 

パネル 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

記号  内容 

ドレン自然排水口 

Ｍ₁₀

₁

Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホース 
（付属品） 

 現地取付 

穴  穴  穴  穴 

　
 

　
 

● 記号説明 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ２₀    注（₂） 
ＶＰ２₀

Ｎ視 

Ｎ

本
体

下
面

 
 

₆₇

障害物 

据付スペース 

₁₀
₀₀

以
上

 

₁₀₀
以上 

₁₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₀₀₀以上離してください。 

APJB001Z525



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

131

₁₆
₉

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₀₁₅

₄₀ ₉₀₈₈₅

₄₆₈ ₄₁₇

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₇₀

₆₀

₈₁₇

₁₇₈

₂₀₀

₂₄₀

₁₃₀

　 

₈
₂₈

₇ ₇₅
₀以

下
 

₁₇₈ ₄₆₀

₂₄₀

₂₀₀

₁₃₀

　
 

₁₀
₀

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₄ ₁₂₄

₂₃₀

₃₁₀

₃₆₄

₄₀₅

₂₁
₄

₁₅
₅

₂₃
₄

₆₂₀ ₂₀
₁₀

₂₀
₁₀

₉₅

₅₆ ₅₆

₁₂
₇

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₉₁
₆₄₄₇

₉₈

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₄₅ ₄₅₉₆₅

₁₀₅₅

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用 
Ｇ

制御箱 

パネル 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 記号  内容 

ドレン自然排水口 

Ｍ₁₀

₁

Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホ︲ス 
（付属品） 
 現地取付 

穴  穴  穴  穴 

　
 

　
 

● 記号説明 

φ₁₂．₇（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ２₀   注（₂） 
ＶＰ２₀

Ｎ

Ｎ視 

（₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

本
体

下
面

 
₆₇

障害物 

据付スペース 

₁₀₀
以上 

₁₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₀₀₀以上離してください。 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

₁₀
₀₀

以
上

 

FDTWP363, 453, 563LXD

APJB001Z525



132

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDTWP713，803，903LXD

障害物 

据付スペース 

₁₀₀
以上 

₁₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

₁₅₀₀
以上 

₃₄
₂

₈

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

₂₀ ₂₀₆₂₀

₄₁₀

₃₆₄

₃₁₀

₂₃₀

₁₀ ₁₀

₂₂
₆ ₂₈
₄

₁₅
₅

₆₇
本

体
下

面
 

₆₈
₀

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

₆₄
₀

₈︲φ₄タッピン用 
Ｇ

制御箱 

パネル中心 

₇₅
₀以

下
 

₁₀
₀

₂₄
₀

₁₄
₀

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

ドレンホース 
（付属品） 
 現地取付 

穴  穴 

₁₂₆₀

₁₁₃₀

₆₆

₂₄₀

₂₀ ₇₈ ₁₂₈ ₂₀

₂₀₀

₂₄₀

₂₀₀

₂₁₂ ₄₆₀ ₃₈₂
₂₉₅～ 
　₃₂₅

₁₀₅₄ ₆₆

₄₀ ₉₀

₈₂．₅

₉₇
₉₇

₄₄
₆

₆₅

₅₄₀₅₉₀

記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ１５．８８（フレア） 
φ９．５２（フレア） 
ＶＰ２０    注（₂） 
ＶＰ２０ 

₁
Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｍ₁₀

加湿器接続口 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 
 

₃₁₀

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

吊り金具 

₅₀
₉₅₉₅₁₂
₇

₆₄
₈₈

₂₇₈

₂₆₄

₁₃₀₀

₁₂₁₀ ₄₅₄₅

吸込口 吹出口 

₁₆
₀

₃₆
₀

₁₆
₀

● 記号説明 

Ｎ→ 

Ｎ視 

パネル 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₅₀₀以上離してください。 

₁₀
₀₀

以
上

 

PJB001Z526



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

133

FDTWP1123, 1403, 1603LXD

障害物 

据付スペース 

₁₀₀以上  ₁₀₀以上  以上 
₁₅₀₀

以上 
₁₅₀₀

₂₀ ₆₂₀

₄₁₀

₃₆₄

₃₁₀

₂₃₀

₂₀₁₀ ₁₀

₂₄
₁

₁₇
₀ ₂₉

₉

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

₁₃
₇ ₉₅

₁₁
₀

₁₀
₃

₅₀ ₆₄

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

吊り金具 

₃₁₀

₂₇₈

₂₆₄
吊りボルトピッチ₁₆₀₀

天井開口寸法₁₇₃₀

₄₀

₈₂₅

₈₀．₅

₇₀

₇₇₅

₉₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
₄₄

₆
₉₇

₉₇

天
井

開
口

寸
法

₆₄
₀

制御箱 

パネル中心 

ドレンホース 
（付属品） 

 現地取付 

₆₆

₂₀ ₇₈
₁₂₈ ₂₀

₆₁₂ ₂₄₀

₁₅₂₄

₆₇₂

₆₆

₂₉₅～ 
　₃₂₅

₈
₃₅

₇

本
体

下
面

 
₆₇

₂₅
₅

₁₀
₀

₁₄
₀

₈︲φ₄タッピン用  Ｇ

₇₅
₀以

下
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

穴  穴 

₂₄₀

₂₀₀

₂₄₀

₂₀₀

記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ９．５２（フレア） 
ＶＰ２０    注（₂） 

ＶＰ２０ 
₁

Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｍ₁₀

加湿器接続口 

注 （₁）　装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
（₂）　ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

吸込口 吹出口 

₁₆₈₀₄₅ ₄₅

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₆₈
₀

●記号説明 

Ｎ→ 

Ｎ視 

₁₇₇₀

パネル 

₁₀
₀₀

以
上

 

隣接設置の場合は，ユニット間を₅₀₀₀以上離してください。 

APJB001Z527



134

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

82.5

97
44

6

295～325

20

93 31
3

8
97

75
0

64
0

12420 74

12
8

12
112
5

10
7

10
7 32

46
6

68
0

991 32

1055

1015

88540 90

19
9

10
0

14
0

6447

278

264

310

5681756

460

200

240

130

178

240

200

130

178

468

65

417

吊りボルトピッチ

天井開口寸法

本
体

下
面

最
大

20
00

230

310

364

405

6201020

以
下

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

天
井

開
口

寸
法

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

2010

2C

C 1

100

14
00 1500 1500

隣接設置の場合は、ユニット間を4000以上離してください。

据付スペース

F
吊り金具

8‑φ4タッピン用

吹出口

パネル

吸込口

障害物

G

E
5‑φ4タッピン用

穴

穴穴 穴 穴

パネル中心

制御箱

注（１）　装置銘板は制御箱の蓋に付いています。
（２）　VP20用接続ソケットを現地手配してください。

エアフィルタ

吸込グリル

D

吹出分岐ダクト接続口

B

C
C

ＯＡ取入口F

加  湿  器接続口
G

ドレン配管接続口
ドレン自然排水口

吊りボルト
電源取入口

液配管接続口

2

E
D

1

B

A

VP20注（2）
φ6.35（フレア）

VP20

M10

内容記号

ドレンホ‑ス
（付属品）
 現地取付

ガス配管接続口A φ9.52（フレア）

以上 以
上 100以上 以上 以上

● 記号説明

N

N視

26
0

18
0

15
3

24
0

⒝ ラクリーナパネル仕様
FDTWP223，283LXD

APJB001Z532



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

135

82.5

97
44

6
295～325

20

93 31
3

8
97

75
0

64
0

12420 74

12
8

12
112
5

10
7

10
7 32

46
6

68
0

991 32

1055

1015

88540 90

19
9

10
0

14
0

6447

278

264

310

5681756

460

200

240

130

178

240

200

130

178

468

65

417

吊りボルトピッチ

天井開口寸法

本
体

下
面

最
大

20
00

230

310

364

405

6201020

以
下

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

天
井
開
口
寸
法

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ

2010

2C

C 1

隣接設置の場合は、ユニット間を4000以上離してください。

据付スペース

F
吊り金具

8‑φ4タッピン用

吹出口

パネル

吸込口

G

E
5‑φ4タッピン用

穴

穴穴 穴 穴

パネル中心

制御箱

注（１）　装置銘板は制御箱の蓋に付いています。
（２）　VP20用接続ソケットを現地手配してください。

エアフィルタ

吸込グリル

D

吹出分岐ダクト接続口

B

C
C

ＯＡ取入口F

加  湿  器接続口
G

ドレン配管接続口
ドレン自然排水口

吊りボルト
電源取入口

液配管接続口

2

E
D

1

B

A

VP20注（2）
φ6.35（フレア）

VP20

M10

内容記号

ドレンホ‑ス
（付属品）
 現地取付

ガス配管接続口A φ12.7（フレア）

● 記号説明

N

N視

26
0

18
0

15
3

24
0

100

14
00 1500 1500

障害物

以上 以
上 100以上 以上 以上

FDTWP363，453，563LXD

APJB001Z532



136

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDTWP713，803，903LXD

N

N視

注（１）　装置銘板は制御箱の蓋に付いています。
（２）　VP20用接続ソケットを現地手配してください。

ドレン自然排水口

加  湿  器接続口

吊りボルト
ＯＡ取入口
吹出分岐ダクト接続口

電源取入口
E

G

F

D
2C VP20

ドレン配管接続口
液配管接続口
ガス配管接続口A

B
C 1

記号

VP20注（2）
φ9.52（フレア）
φ15.88（フレア）

内容

M10

● 記号説明

10
7

10
7 32

46
6

32

68
0

1236

1300
パネル

吹出口 吸込口

100
100

14
00 1500 1500

隣接設置の場合は、ユニット間を4500以上離してください。

据付スペース

障害物

以上 以
上

以上 以上 以上

295～325

20

93
66

8

75
0

12820 78

27
0

10
0

66 1054

460

200

240

212

240

200

382
本

体
下

面

以
下

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

36
8

8‑φ4タッピン用

G

14
0

穴 穴

65

82.5

97
44

6

90

97

64
0

1260

113040

590 540

吊りボルトピッチ

天井開口寸法

天
井
開
口
寸
法

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ

パネル中心

制御箱

ドレンホ‑ス
（付属品）
 現地取付

最
大

20
00

230

310

364

410

6201020 2010

2C

C 1

31
0

18
125
2

エアフィルタ

吸込グリル

D

B

A

12
5

11
812
5

6450

278

310

15
3

F
吊り金具

E
5‑φ4タッピン用

穴

264

APJB001Z533



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

137

FDTWP1123，1403，1603LXD

672

1730

1600

775

20

14
0

13
312
5

1706

1770

46
6

10
7 32

10
7

68
0

32

78

40

28
5

10
0

14
0

66

6450

278

264

310

200

240

612

240

200

240

825

吊りボルトピッチ

天井開口寸法

本
体

下
面

20

93

128

最
大
20
00

90

230

310

10

364

410

620

66

20

75
0

295～325

以
下

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

97
44
6

97

64
0

70

80.5

天
井
開
口
寸
法

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ

2010

2C

C 1

100
100

14
00 1500 1500

隣接設置の場合は、ユニット間を5000以上離してください。
　

1524

8

16
3

19
6 32

5

26
738
3

制御箱

据付スペース

吹出口

F
吊り金具

吸込口

パネル

障害物

8‑φ4タッピン用

G

E
5‑φ4タッピン用

穴

穴 穴

パネル中心

注（１）　装置銘板は制御箱の蓋に付いています。
（２）　VP20用接続ソケットを現地手配してください。

エアフィルタ

吸込グリル

D

ドレン自然排水口

加  湿  器接続口

吊りボルト
ＯＡ取入口
吹出分岐ダクト接続口

電源取入口

B

E

G

F

D
2C

A

VP20
ドレン配管接続口
液配管接続口
ガス配管接続口

ドレンホ‑ス
（付属品）
 現地取付

A
B
C 1

記号

VP20注（2）
φ9.52（フレア）
φ15.88（フレア）

内容

以上

以
上 以上以上 以上

M10

N

● 記号説明

N視

APJB001Z534



138

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

⒞ 天井材はめ込みパネル仕様
FDTWP223，283LXD

₁₉
₉

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₂
₅

₁₅
₃

₄₁₇₄₆₈

₁₀₁₅

₄₀ ₉₀₈₈₅

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₇₀

₆₀

₈₁₇

₈
₃₁

₃

₇₅
₀以

下
 

₁₀
₀

₉₃
本

体
下

面
 

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₄ ₁₂₄

₂₃₀

₃₁₀

₃₆₄

₄₀₅

₂₄
₀

₁₈
₁ ₂₆

₀

₆₂₀ ₂₀₁₀₂₀ ₁₀₅₆ ₅₆

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₁₂
₁

₆₄₄₇
₁₂

₈

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₃₂ ₃₂₉₉₁

₁₀₅₅

₂₀₀

₂₄₀

₄₆₀ ₁₇₈

₁₃₀₁₃₀

₁₇₈

₂₀₀

₂₄₀

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用 

Ｇ

制御箱 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

天井材　₃₀₀×₉₇₂ 
厚　さ　₆～₁₅

 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ２０   注（₂） 
ＶＰ２０ 

₁
Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホース 
（付属品） 
 現地取付 

（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

   
₁₀

₀₀
以

上
 

₁₀₀以上 ₁₀₀以上 
₁₅₀₀以上 ₁₅₀₀以上 

障害物 

穴  穴 穴  穴 

Ｎ

Ｎ視 

パネル 

据付スペース 

● 記号説明 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₀₀₀以上離してください。 

APJB001Z539



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

139

FDTWP363，453，563LXD
₁₉

₉

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₂
₅

₁₅
₃

₄₁₇₄₆₈

₁₀₁₅

₄₀ ₉₀₈₈₅

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₇₀

₆₀

₈₁₇

₈
₃₁

₃

₇₅
₀以

下
 

₁₀
₀

₉₃
本

体
下

面
 

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₄ ₁₂₄

₂₃₀

₃₁₀

₃₆₄

₄₀₅

₂₄
₀

₁₈
₁ ₂₆

₀

₆₂₀ ₂₀₁₀₂₀ ₁₀₅₆ ₅₆

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₁₂
₁

₆₄₄₇
₁₂

₈

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₃₂ ₃₂₉₉₁

₁₀₅₅

₂₀₀

₂₄₀

₄₆₀ ₁₇₈

₁₃₀₁₃₀

₁₇₈

₂₀₀

₂₄₀

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用 

Ｇ

制御箱 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

天井材　₃₀₀×₉₇₂ 
厚　さ　₆～₁₅

 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ₁₂．₇（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ２０   注（₂） 
ＶＰ２０ 

₁
Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホース 
（付属品） 
 現地取付 

（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

   
₁₀

₀₀
以

上
 

₁₀₀以上 ₁₀₀以上 
₁₅₀₀以上 ₁₅₀₀以上 

障害物 

穴  穴 穴  穴 

Ｎ

Ｎ視 

パネル 

据付スペース 

● 記号説明 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₀₀₀以上離してください。 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

APJB001Z539



140

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

₂₇
₀

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₂
₅

₁₅
₃

₅₄₀₅₉₀

₁₂₆₀

₄₀ ₉₀₁₁₃₀

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₈₂．₅

₆₅

₁₀₅₄

₈
₃₆

₈

₇₅
₀以

下
 

₁₀
₀

₉₃
本

体
下

面
 

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₈ ₁₂₈

₂₃₀

₃₁₀

₃₆₄

₄₁₀

₂₅
₂

₁₈
₁ ₃₁

₀

₆₂₀ ₂₀₁₀₂₀ ₁₀₆₆ ₆₆

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₁₁
₈

₆₄₅₀
₁₂

₅

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₃₂ ₃₂₁₂₃₆

₁₃₀₀

₂₀₀

₂₄₀

₄₆₀ ₃₈₂₂₁₂

₂₀₀

₂₄₀

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用 

Ｇ

制御箱 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

天井材　₃₀₀×₁₂₁₇ 
厚　さ　₆～₁₅

 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ１５．８８（フレア） 
φ９．５２（フレア） 
ＶＰ２０   注（₂） 
ＶＰ２０ 

₁
Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホース 
（付属品） 
 現地取付 

（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

   
₁₀

₀₀
以

上
 

₁₀₀以上 ₁₀₀以上 
₁₅₀₀以上 ₁₅₀₀以上 

障害物 

穴  穴 

Ｎ

Ｎ視 

パネル 

据付スペース 

● 記号説明 

 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₅₀₀以上離してください。 

FDTWP713，803，903LXD

APJB001Z540



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

141

₂₈
₅

₂₉₅～ 
₃₂₅

₁₂
₅

₁₆
₃

₇₇₅₈₂₅

₁₇₃₀

₄₀ ₉₀₁₆₀₀

₆₄
₀

₉₇
₉₇

₄₄
₆₈₀．₅

₇₀

₁₅₂₄

₃₈
₃

₈

₇₅
₀以

下
 

₁₀
₀

₉₃
本

体
下

面
 

₁₄
₀

₂₀₂₀ ₇₈ ₁₂₈

₂₃₀
₃₁₀
₃₆₄
₄₁₀

₂₆
₇

₁₉
₆ ₃₂

₅

₆₂₀ ₂₀₁₀₂₀ ₁₀₆₆ ₆₆

₂₇₈

₂₆₄

₃₁₀

₁₃
₃

₆₄₅₀
₁₄

₀

₆₈
₀

₁₆
₀

₁₆
₀

₃₆
₀

₃₂ ₃₂₁₇₀₆

₁₇₇₀

₂₀₀
₂₄₀

₂₀₀
₂₄₀

₂₄₀ ₆₇₂₆₁₂

吊りボルトピッチ 

天井開口寸法 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天
井

開
口

寸
法

 

₈︲φ₄タッピン用  Ｇ

制御箱 

パネル中心 

吸込口 吹出口 

天井材　₃₀₀×₁₆₈₇ 
厚　さ　₆～₁₅

 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
最

大
寸

法
 

注 （₁）装置銘板は制御箱の下部側面に付いています。 
記号  内容 

ドレン自然排水口 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ２０   注（₂） 
ＶＰ２０ 

₁
Ｃ ₂

ガス配管接続口 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

液配管接続口 

吹出分岐ダクト接続口 
加湿器接続口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ

₅︲φ₄タッピン用 

穴 

Ｆ

Ｅ

Ｂ
Ｃ ₂

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

吊り金具 

Ｍ₁₀

ドレンホース 
（付属品） 
 現地取付 

（₂）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。 

   
₁₀

₀₀
以

上
 

₁₀₀以上 ₁₀₀以上 
₁₅₀₀以上 ₁₅₀₀以上 

障害物 

穴 穴 

Ｎ

Ｎ視 

パネル 

据付スペース 

● 記号説明 

 

隣接設置の場合は，ユニット間を₅₀₀₀以上離してください。 

FDTWP1123，1403，1603LXD

APJB001Z541



142

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

⑷　天井埋込形 1 方向吹出し小容量（FDTSC）

穴

タッピン用
12-φ4

穴

パネル中心

注（1）装置銘板はファンケース正面に付いてます。
　（2）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。

F2 E
D

C

B

A

現地取付

ドレンホース(付属品)

295～325 4-φ4
タッピン用

制御箱 天
井

開
口

寸
法

吊
り

ボ
ルト

ピ
ッ

チ

天井開口寸法

吊りボルトピッチ

G

記号

E
F

D
C
B
A

吊りボルト
ＯＡ取入口

冷媒液側配管

内容

電源取入口
ドレン配管

冷媒ガス側配管

Ｍ１０
ノックアウト

ＶＰ２０   注（２）
φ３０

φ６.３５（フレア）
φ9.52（フレア）

1,2

68

3015015015030
3049030

37
.5

10
0

37
.5

15
5

288288

21

53

570

550

60
0

φ125
φ170

255

13
8

12
518

0

45

140

42

24
819
713

5

60
0

36
36

52
8

26
9

25
9

740

8282 576

273

61

65

21

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

以
下

吸込口

吹出口

780

65
0

580

穴

1F

タッピン用
4-φ4

φ
170

φ
12

5
138

13
9

57
0

35250

● 記号説明

514

85
以

上

据付スペース

10
00

障害物

以
上

100
以上

100
以上

以上1001500以上

隣接設置の場合は，ユニット間を3000以上離してください。

パネル

直吹き仕様パネル（品番：TS-PSAW-15W）FDTSCP223，283LXD

PJC001Z273



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号
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穴

タッピン用
12-φ4

穴

パネル中心

注（1）装置銘板はファンケース正面に付いてます。
　（2）ＶＰ２０用接続ソケットを現地手配してください。

F2 E
D

C

B

A

現地取付
ドレンホース(付属品)

295～325 4-φ4
タッピン用

天
井

開
口

寸
法

吊
り

ボ
ルト

ピ
ッ

チ

天井開口寸法

吊りボルトピッチ

G

記号

E
F

D
C
B
A

吊りボルト
ＯＡ取入口

冷媒液側配管

内容

電源取入口
ドレン配管

冷媒ガス側配管

Ｍ１０
ノックアウト

ＶＰ２０   注（２）
φ３０

φ６.３５（フレア）
φ１２.７（フレア）

1,2

68

3015015015030
3049030

37
.5

10
0

37
.5

15
5

288288

21

53

570

550

60
0

φ125
φ170

255

13
8

12
518

0

45

140

42

24
819
713

5

60
0

36
36

52
8

26
9

25
9

740

8282 576

273

61

65

21

最
大

寸
法

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

以
下

吸込口

吹出口

パネル
780

65
0

580

穴

1F

タッピン用
4-φ4

φ
170

φ
12

5

138

13
9

57
0

35250

● 記号説明

514

85
以

上

据付スペース

10
00

障害物

以
上

100
以上

100
以上

以上1001500以上

隣接設置の場合は，ユニット間を3000以上離してください。

制御箱

直吹き仕様パネル（品番：TS-PSAW-15W）FDTSCP363LXD

PJC001Z273



144

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

⑸　天井埋込形 1 方向吹出し（FDTS）
⒜ 標準（直吹）仕様

直吹き仕様パネル（品番：TS-PSA-29W）FDTSP453，563LXD

◦ 記号説明

APJC001Z166



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

145

直吹き仕様パネル（品番：TS-PSA-39W）FDTSP713LXD

◦ 記号説明

APJC001Z167
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

下がり天井仕様パネル（品番：TS-PNA-29W）FDTSP453，563LXD

⒝ 下がり天井仕様

APJC001Z171

◦ 記号説明



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号
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天井開口寸法 

天
井

開
口

寸
法

 

吊りボルトピッチ 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

₆₀
₀

パネル中心 

壁開口寸法 

１
５

０
～

２
０

０
（

調
節

可
能

）
 

壁
開

口
寸

法
 

Ｈ Ｊ

Ｈ
Ｊ

吹出グリル 
吹出ダクト 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₃₄
重工空調 ＨＰ₁₈₉₆₂

本図は下記オプション部品を組合せた場合を示します。 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₅₆Ｋ オートスイング用 
モータセット 

₄₀

₅₅

Ａ✚
₁₁

₅

Ａ
₉₀

₈
₂₃

₂₃ ₁₃₂
₁₁

₄

Ａ✚₁₅

₉₄

₇₇₀

₆₈
₂₈

₅
₃₁

₅

₅₅
₁₄

₀

₈₇₀

₁₀₂₅

₁₂₉₀

₁₂₃₀

₉₉₀

₅₅₅ ₄₃₅

₆₀ ₁₈₀

₁₀₀₅

₇₁
₀

₄₀
₇₀

● 吹出グリル，吹出ダクト取付図 

Ｋ

FDTSP453，563LXD

天井開口寸法 

天
井

開
口

寸
法

 

吊りボルトピッチ 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

₆₀
₀

パネル中心 

壁開口寸法 

１
５

０
～

２
０

０
（

調
節

可
能

）
 

壁
開

口
寸

法
 

Ｈ Ｊ

Ｈ
Ｊ

吹出グリル 
吹出ダクト 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₃₄
重工空調 ＨＰ₁₈₉₆₂

本図は下記オプション部品を組合せた場合を示します。 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₅₆Ｋ オートスイング用 
モータセット 

₄₀

₅₅

Ａ✚
₁₁

₅

Ａ
₉₀

₈
₂₃

₂₃ ₁₃₂

₁₁
₄

Ａ✚₁₅

₉₄

₇₇₀

₆₈
₂₈

₅
₃₁

₅

₅₅
₁₄

₀

₈₇₀

₁₀₂₅

₁₂₉₀

₁₂₃₀

₉₉₀

₅₅₅ ₄₃₅

₆₀ ₁₈₀

₁₀₀₅

₇₁
₀

₄₀
₇₀

● 吹出グリル，吹出ダクト取付図 

Ｋ

APJC001Z171
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

下がり天井仕様パネル（品番：TS-PNA-39W）FDTSP713LXD

◦ 記号説明

APJC001Z172



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

149

●吹出グリル，吹出ダクト取付図 

 

天井開口寸法 

天
井

開
口

寸
法

 

吊りボルトピッチ 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

パネル中心 

壁開口寸法 

１
５

０
～

２
０

０
（

調
節

可
能

）
 

Ｈ

Ｊ

吹出グリル 

吹出ダクト 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₄₀

重工空調 ＨＰ₁₈₉₇₈

本図は下記オプション部品を組合せた場合を示します。 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₅₆Ｋ オートスイング用 
モータセット 

Ｋ

壁
開

口
寸

法
 

Ｈ Ｊ

₄₀

₅₅

Ａ✚
₁₁

₅

Ａ
₉₀

₈
₂₃

₂₃ ₁₃₂

₉₄

₆₇₅ ₅₇₅

₄₅ ₁₂₅₀ ₁₄₅

₁₄₄₀

₁₂₆₅

₇₀

₁₁₃₀

₁₂₈₅

₁₅₀₀

₁₄
₀

₂₈
₅

₃₁
₅

₆₀
₀

₄₀

₇₁
₀

₅₅

₁₁
₄

Ａ✚₁₅ ₇₇₀

₆₈

FDTSP713LXD

●吹出グリル，吹出ダクト取付図 

 

天井開口寸法 

天
井

開
口

寸
法

 

吊りボルトピッチ 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

パネル中心 

壁開口寸法 

１
５

０
～

２
０

０
（

調
節

可
能

）
 

Ｈ

Ｊ

吹出グリル 

吹出ダクト 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₄₀

重工空調 ＨＰ₁₈₉₇₈

本図は下記オプション部品を組合せた場合を示します。 

重工空調 ＨＰ₁₈₉₅₆Ｋ オートスイング用 
モータセット 

Ｋ

壁
開

口
寸

法
 

Ｈ Ｊ

₄₀

₅₅

Ａ✚
₁₁

₅

Ａ
₉₀

₈
₂₃

₂₃ ₁₃₂

₉₄

₆₇₅ ₅₇₅

₄₅ ₁₂₅₀ ₁₄₅

₁₄₄₀

₁₂₆₅

₇₀
₁₁₃₀

₁₂₈₅

₁₅₀₀

₁₄
₀

₂₈
₅

₃₁
₅

₆₀
₀

₄₀

₇₁
₀

₅₅

₁₁
₄

Ａ✚₁₅ ₇₇₀

₆₈

APJC001Z172
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₃₅
Ｍ₁₀
φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

ＶＰ₂₀

● 記号説明 

ＧＦ₂

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ

Ｃ₂

₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

穴  穴 

以
下

 
 天

井
開

口
寸

法
 

穴 

パネル 

₂₇
₅

₁₉
₇

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
₄₇

₂
₁₄

₈

₁₁
₈

₄₆₀

₁₀
₂

₂₅₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₄₀₅

₈₁

₂₁
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₁₆
₃₂₃
₂

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₁₀₄₀

₉₅₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

₂₁₃
４－φ４ 

タッピン用 

₄₅

吸込口 

₅₁
₀

₇₅
₀

₇₅₄₅吸込口 

₇₅

₄₅

₄₅

 天井開口寸法 ₉₈₀

₅₇

₄₃₃

吊りボルトピッチ ₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₄₀₅

₇₅₀

吹出用ダクト 

₃₄₅

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅
₈₀

　
　

  
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₄₀

₁₅
₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₅₉

φ₂₀₀

⑹　天埋カセテリア形（FDR）

サイレントパネル（品番：R-PNS-27WB）使用の場合FDRP223LXD

APJR002Z195



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

151

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₃₅
Ｍ₁₀
φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

₁

Ｃ ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

ＶＰ₂₀

● 記号説明 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

パネル 

ＧＦ ₂

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ ₂

Ｌ

Ｃ ₂

₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₆₀

₁₀
₂

₂₅₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₄₀₅

₈₁

₂₁
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₁₆
₃₂₃
₂

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₁₀₄₀

₉₅₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₁₃
４－φ４ 

タッピン用 

₄₅

吸込口 

₅₁
₀

₇₅
₀

₇₅₄₅吸込口 

₇₅

₄₅

₄₅

₉₈₀

₅₇

₄₃₃

₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₄₀₅

₇₅₀

吹出用ダクト 

₃₄₅

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅
₈₀

以
下

 

　
　

  
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

₅₉

φ₂₀₀

天井材 ₉₃₂×₄₉₅
厚 さ ₆～₁₅

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式サイレントパネル（品番：R-PNBS-27WB）使用の場合FDRP223LXD

APJR002Z199
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ６．３５（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₉．₅₂（フレア） 

● 記号説明 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

₂Ｃ

Ｍ視 

₂Ｆ Ｇ

パネル 

Ｅ

Ｇ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｃ
Ｂ

₂

₁

Ｈ

₁
Ｌ視 

Ｌ
Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

₄₀₅

₂₅₀

₄₆₀

₅₈
₅

₄₈₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₄₅

₁₅
₀

□₉₀

穴  穴 

φ₁₇₀

タッピン用 
４－φ４ 

₂₁₃₂₀₅

₃₄
₅

吸込口  ₇₅₄₅

₈₆₄

₇₇₄

吸込口 

₄₅

₄₅ ₇₅

₄₅₇₀

₅₂
₅

₁₃
₀

₁₉
₃

 天
井

開
口

寸
法

 

₇₈₆
₈₀₄

₉ ₉

₆₀
₀

₃₅

₇₁

₇₅₀

キャンバスダクト 

₄₀₅

吹出用ダクト 

₃₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₂₈₄

₆₉

₅₉

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
　

　
　

最
大

寸
法

 

₈₀

₂₉
₉

₂₇
₄ ₁₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

₂₆
₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

キャンバスパネル（品番：R-PNC-27WB）使用の場合FDRP223LXD

APJR002Z203



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

153

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₉．₅₂（フレア） 

● 記号説明 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
 　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

₂Ｃ

Ｍ視 

₂Ｆ Ｇ

パネル 

Ｅ

Ｇ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｃ
Ｂ

₂

₁

Ｈ

₁
Ｌ視 

Ｌ
Ｆ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

₄₀₅

₂₅₀

₄₆₀

₅₈
₅

₄₈₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₄₅

₁₅
₀

□₉₀

穴  穴 

φ₁₇₀

タッピン用 
４－φ４ 

₂₁₃₂₀₅

₃₄
₅

吸込口  ₇₅₄₅

₈₆₄

₇₇₄

吸込口 

₄₅

₄₅ ₇₅

₄₅₇₀

₅₂
₅

₁₃
₀

₁₉
₃

 天
井

開
口

寸
法

 

₇₈₆

₈₀₄

₉ ₉

₆₀
₀

₃₅

₇₁

₇₅₀

キャンバスダクト 

₄₀₅

吹出用ダクト 

₃₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₂₈₄

₆₉

₅₉

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
　

　
　

最
大

寸
法

 

₈₀

₂₉
₉

₂₇
₄ ₁₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

₂₆
₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₂₀₀

天井材 ₇₅₆×₃₃₀
厚 さ ₆～₁₅

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式キャンバスパネル（品番：R-PNBC-27WB）使用の場合FDRP223LXD

APJR002Z207



154

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

下面からのみ加湿器サービスを行ってください。 
（　）の場合，加湿器側面サービスはできません。 

据付スペース 

₁₁
₀₀

₁₀
₀

₆₃
₀

（
₆₀

₀）
 

₆₂₀ 点検口 
冷媒液側配管  φ₆．₃₅ （フレア） Ｂ

加湿器用サービス穴 

ドレン配管接続口 
ドレン自然排水用 

排気ダクト接続口 
加湿器用穴 

Ｉ
Ｈ
Ｇ

電源取入口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｃ₂

Ｃ₁ ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 

ノックアウト 
φ₁₄

Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

冷媒ガス側配管 
記号 
Ａ φ₉．₅₂ （フレア） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 
　（₃）本機は吸込側ダクトフランジを標準装備していません。 
　　　 吸込側ダクトフランジは重工空調オプションで用意しています。

内　　容 

● 記号説明 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

₂Ｃ Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ ₁

Ａ

Ｂ

Ｆ Ｇ

₁₅
₀

タッピン用 
４－φ４ 

₆₃₅

₄₈₀

₄₆₅

₄₀₅

₄₆₀

₅₁₀

₇₁

₆₀
₀以

下
 

₃₅

₇₅₀

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
　

　
　

　
最

大
寸

法
 

₁₄
₉

₁₉
₉

₂₇
₄

₂₉
₉

₈₀

₄₀

₄₅

₃₅₅₉

₁₇
₀

₁₈

₄₅

₃₅
₅₀₂₀

₀
₁₁

₈
（

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
） 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
₄₇

₂

₂₀₀

₄₅

₅₀₂₀₀

₆₆₀

₂₀₀

　現地取付 
ドレンホース（付属品） 

₂₈₄
₁₈

₇₈₆

₇₅₀

₆₉

₅₉

₈₀．₅
制御箱 

１２－φ４ 

吊りボルトピッチ 

タッピン用  吸込用ダクト接続口 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

穴 穴 

□₉₀

₂₁₃₂₀₅

（ダクトフランジ内寸） 

φ₁₇₀

₄₀₅₃₄₅

φ₂₀₀

₁₃
₀

ダクト変換キット（品番：R-UM-27WB）使用の場合FDR223LXD

APJR002Z215



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

155

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

₁

Ｃ ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

ＧＦ ₂

パネル 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ

Ｃ ₂

₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₈₀

₆₃₅

₅₁₀

₁₀
₂

₄₀₅

₄₆₅

₂₅₀

₄₆₀

₄₀₅

₃₂
₀ ₆₅

₀

₂₃
₂

₁₆
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₂₁
₃

₈₁

₂₀₅

₉₅₀

₁₀₄₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₁₃

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

₇₅
₀

₅₁
₀

₄₅ ₇₅吸込口 

₄₅

₄₅

₇₅

₉₈₀

₅₇

₄₃₃

₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₄₅

₇₅₀

₁₈₅ ₃₂₀

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅

₈₀

以
下

 
現

地
ド

レ
ン

ア
ッ

プ
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

サイレントパネル（品番：R-PNS-27WB）使用の場合FDRP283LXD

APJR002Z196



156

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

₁

Ｃ ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

ＧＦ ₂

パネル 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ

Ｃ ₂

₁Ｆ

Ａ

Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₈₀

₆₃₅

₅₁₀

₁₀
₂

₄₀₅

₄₆₅

₂₅₀

₄₆₀

₄₀₅

₃₂
₀ ₆₅

₀

₂₃
₂

₁₆
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₂₁
₃

₈₁

₂₀₅

₉₅₀

₁₀₄₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₁₃

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

₇₅
₀

₅₁
₀

₄₅ ₇₅吸込口 

₄₅

₄₅

₇₅

₉₈₀

₅₇

₄₃₃

₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₄₅

₇₅₀

₁₈₅ ₃₂₀

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅

₈₀

以
下

 
現

地
ド

レ
ン

ア
ッ

プ
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

天井材 ₉₃₂×₄₉₅
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式サイレントパネル（品番：R-PNBS-27WB）使用の場合FDRP283LXD

APJR002Z200



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

157

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₉．₅₂（フレア） 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ₂

Ｍ視 

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｂ
Ｃ

Ａ

₂

₁

Ｈ

₁ Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

タッピン用 

φ₁₇₀

₁₅
₀

₄₀₅

₄₆₅

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₂₅₀

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₇₅
₇₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₄₅吸込口 

₇₇₄

₈₆₄

₄₅

吸込口 

₄₅

₄₅

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₀₅

φ₁₄₉

₂₁₃
４－φ４ 

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉₉

₈₀₄

₇₈₆

₃₅

₆₀
₀

₇₁

₃₂₀

吹出用ダクト 

キャンバスダクト 

₇₅₀

₁₈₅ ₂₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₆₉

₂₈₄

₅₉

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₁₉
₉

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₂₆
₀

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

キャンバスパネル（品番：R-PNC-27WB）使用の場合FDRP283LXD

APJR002Z204



158

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₉．₅₂（フレア） 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ ₂

Ｍ視 

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｂ
Ｃ

Ａ

₂

₁

Ｈ

₁ Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

タッピン用 

φ₁₇₀

₁₅
₀

₄₀₅

₄₆₅

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₂₅₀

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₇₅
₇₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₄₅吸込口 

₇₇₄

₈₆₄

₄₅

吸込口 

₄₅

₄₅

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₀₅

φ₁₄₉

₂₁₃
４－φ４ 

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉₉

₈₀₄

₇₈₆

₃₅

₆₀
₀

₇₁

₃₂₀

吹出用ダクト 

キャンバスダクト 

₇₅₀

₁₈₅ ₂₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₆₉

₂₈₄

₅₉

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₁₉
₉

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₂₆
₀

天井材 ₇₅₆×₃₃₀
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式キャンバスパネル（品番：R-PNBC-27WB）使用の場合FDRP283LXB

APJR002Z208



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

159

据付スペース 

₆₃
₀

₁₀
₀

₁₁
₀₀

₆₂₀ 点検口 

（
₆₀

₀）
 

（　）の場合，加湿器側面サービスはできません。 
下面からのみ加湿器サービスを行ってください。 

Ｃ₂

Ｃ₁

ＯＡ取入口 
排気ダクト接続口 
加湿器用穴 

Ｇ
Ｈ

ドレン配管接続口 

吊りボルト 
電源取入口 
ドレン自然排水用 

冷媒液側配管 

Ｅ
Ｄ

Ｂ φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₅₀用ノックアウト 

φ₁₄

ＶＰ₂₀

Ｍ₁₀

記号 
冷媒ガス側配管 Ａ φ₉．₅₂（フレア） 

Ｆ

Ｉ 加湿器用サービス穴  ノックアウト 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 
　（₃）本機は吸込側ダクトフランジを標準装備していません。 
　　　 吸込側ダクトフランジは重工空調オプションで用意しています。

内　　容 

● 記号説明 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｃ ₂

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

₁Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｆ Ｇ

Ｉ

₅₁₀

₄₆₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₈₀

₆₃₅

□₉₀

４－φ４ 
タッピン用 

₁₁
₈

₇₁

₆₀
₀以

下
 

₃₅

₇₅₀
₂₄₅₃₂₀₁₈₅

吹出用ダクト 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₂₉₅～₃₂₅

　
　

　
　

最
大

寸
法

 

₂₉
₉

₂₇
₄ ₁₉
₉

₁₄
₉

₈₀

₄₀

₂₀
₀ ₅₀

₃₅

₄₅

₁₈

₁₇
₀

₅₉ ₃₅
₄₅

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 
₄₇

₂
吊

り
ボ

ル
ト

ピ
ッ

チ
 

₂₀₀

₆₆₀

₂₀₀ ₅₀

₄₅

₂₀₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₇₅₀

₇₈₆

₁₈

₈₀．₅
₂₈₄

₅₉

制御箱 

吊りボルトピッチ 

タッピン用 
１２－φ４ 

吸込用ダクト接続口 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

穴 穴 

₂₁₃₂₀₅

（ダクトフランジ内寸） 

₁₅
₀

φ₁₇₀

₆₉

₁₃
₀

φ₂₀₀

ダクト変換キット（品番：R-UM-27WB）使用の場合FDRP283LXD

APJR002Z216



160

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₂．₇（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀
φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

ＶＰ₂₀

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

ＧＦ ₂

パネル 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ

Ｃ ₂

₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₈₀

₆₃₅

₅₁₀

₁₀
₂

₄₀₅

₄₆₅

₂₅₀

₄₆₀

₄₀₅

₃₂
₀ ₆₅

₀

₂₃
₂

₁₆
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₂₁
₃

₈₁

₂₀₅

₉₅₀

₁₀₄₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₁₃

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

₇₅
₀

₅₁
₀

₄₅ ₇₅吸込口 

₄₅

₄₅

₇₅

₉₈₀

₅₇

₄₃₃

₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₄₅

₇₅₀

₁₈₅ ₃₂₀

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅

₈₀

以
下

 
現

地
ド

レ
ン

ア
ッ

プ
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

サイレントパネル（品番：R-PNS-27WB）使用の場合FDRP363，453，563LXD

APJR002Z196



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

161

以
上

 

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₂．₇（フレア） 
φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀
φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

ＶＰ₂₀

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

ＧＦ ₂

パネル 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ

Ｃ ₂

₁Ｆ

Ａ

Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₈₀

₆₃₅

₅₁₀

₁₀
₂

₄₀₅

₄₆₅

₂₅₀

₄₆₀

₄₀₅

₃₂
₀ ₆₅

₀

₂₃
₂

₁₆
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₂₁
₃

₈₁

₂₀₅

₉₅₀

₁₀₄₀

₁₅
₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₁₃

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

₇₅
₀

₅₁
₀

₄₅ ₇₅吸込口 

₄₅

₄₅

₇₅

₉₈₀

₅₇

₄₃₃

₇₈₆

₃₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₄₅

₇₅₀

₁₈₅ ₃₂₀

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

パネル中心 

制御箱 

₆₉

₄₅

₈₀

以
下

 
現

地
ド

レ
ン

ア
ッ

プ
 

　
　

 最
大

寸
法

 

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

天井材 ₉₃₂×₄₉₅
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式サイレントパネル（品番：R-PNBS-27WB）使用の場合FDRP363，453，563LXD

APJR002Z200



162

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

 

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₁₂．₇（フレア） 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ ₂

Ｍ視 

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｂ
Ｃ

Ａ

₂

₁

Ｈ

₁ Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

タッピン用 

φ₁₇₀

₁₅
₀

₄₀₅

₄₆₅

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₂₅₀

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₇₅
₇₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₄₅吸込口 

₇₇₄

₈₆₄

₄₅

吸込口 

₄₅

₄₅

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₀₅

φ₁₄₉

₂₁₃
４－φ４ 

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉₉

₈₀₄

₇₈₆

₃₅

₆₀
₀

₇₁

₃₂₀

吹出用ダクト 

キャンバスダクト 

₇₅₀

₁₈₅ ₂₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₆₉

₂₈₄

₅₉

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₁₉
₉

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₂₆
₀

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

キャンバスパネル（品番：R-PNC-27WB）使用の場合FDRP363，453，563LXD

APJR002Z204



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

163

 

以
上

 

₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

以上  以上  以上 

φ₁₂．₇（フレア） 

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ ₂

Ｍ視 

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｂ
Ｃ

Ａ

₂

₁

Ｈ

₁ Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

タッピン用 

φ₁₇₀

₁₅
₀

₄₀₅

₄₆₅

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₂₅₀

₄₀₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₇₅
₇₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₄₅吸込口 

₇₇₄

₈₆₄

₄₅

吸込口 

₄₅

₄₅

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

₂₀₅

φ₁₄₉

₂₁₃
４－φ４ 

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉₉

₈₀₄

₇₈₆

₃₅

₆₀
₀

₇₁

₃₂₀

吹出用ダクト 

キャンバスダクト 

₇₅₀

₁₈₅ ₂₄₅

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

パネル中心 

₆₉

₂₈₄

₅₉

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₁₉
₉

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

  ₄₀

₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₂₆
₀

天井材 ₇₅₆×₃₃₀
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式キャンバスパネル（品番：R-PNBC-27WB）使用の場合FDRP363，453，563LXD

APJR002Z208



164

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

据付スペース 

₆₃
₀

₁₀
₀

₁₁
₀₀

₆₂₀ 点検口 

（
₆₀

₀）
 

（　）の場合，加湿器側面サービスはできません。 
下面からのみ加湿器サービスを行ってください。 

Ｃ₂

Ｃ₁

ＯＡ取入口 
排気ダクト接続口 
加湿器用穴 

Ｇ
Ｈ

ドレン配管接続口 

吊りボルト 
電源取入口 
ドレン自然排水用 

冷媒液側配管 

Ｅ
Ｄ

Ｂ φ₆．₃₅（フレア） 
ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₅₀用ノックアウト 

φ₁₄

ＶＰ₂₀

Ｍ₁₀

記号 
冷媒ガス側配管 Ａ φ₁₂．₇（フレア） 

Ｆ

Ｉ 加湿器用サービス穴  ノックアウト 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 
　（₃）本機は吸込側ダクトフランジを標準装備していません。 
　　　 吸込側ダクトフランジは重工空調オプションで用意しています。

内　　容 

● 記号説明 

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｃ ₂

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

₁Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｆ Ｇ

Ｉ

₅₁₀

₄₆₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₈₀

₆₃₅

□₉₀

４－φ４ 
タッピン用 

₁₁
₈

₇₁

₆₀
₀以

下
 

₃₅

₇₅₀
₂₄₅₃₂₀₁₈₅

吹出用ダクト 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₂₉₅～₃₂₅

　
　

　
　

最
大

寸
法

 

₂₉
₉

₂₇
₄ ₁₉
₉

₁₄
₉

₈₀

₄₀

₂₀
₀ ₅₀

₃₅

₄₅

₁₈

₁₇
₀

₅₉ ₃₅

₄₅
（

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
） 

₄₇
₂

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
₂₀₀

₆₆₀

₂₀₀ ₅₀

₄₅

₂₀₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₇₅₀

₇₈₆

₁₈

₈₀．₅
₂₈₄

₅₉

制御箱 

吊りボルトピッチ 

タッピン用 
１２－φ４ 

吸込用ダクト接続口 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

穴 穴 

₂₁₃₂₀₅

（ダクトフランジ内寸） 

₁₅
₀

φ₁₇₀

₆₉

₁₃
₀

φ₂₀₀

ダクト変換キット（品番：R-UM-27WB）使用の場合FDRP363，453，563LXD

APJR002Z216



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

165

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

 

₅₀以上 

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ１，２ 

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 

       

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

ＧＦ ₂

Ｍ視 

パネル 

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ
₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

Ｍ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₆₀

₁₀
₂

₂₅₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₅₀₀

₂₁
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₁₆
₃₂₃
₂

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

₁₂₄₀

₁₁₅₀

₂₁₃
₁₅

₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

吸込口 

₈₁

₄₅

₅₃₃

₉₈₆

₁₁₈₀

₉₅₀

パネル中心 

₁₆₅

₅₇

₄₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₄₅ ₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₁₅₂₈₅ ₂₈₅

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

₆₉

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₈₀

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

₇₅
₀

₅₁
₀

₇₅₄₅

₇₅₄₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

サイレントパネル（品番：R-PNS-37WB）使用の場合FDRP713，903LXD

APJR002Z197



166

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

 

₅₀以上 

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 

        

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

ＧＦ ₂

Ｍ視 

パネル 

Ｅ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ
₁Ｆ

Ａ
Ｂ
Ｃ ₁

Ｈ

Ｌ視 

Ｆ₁

Ｄ

Ｍ

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₄₆₀

₁₀
₂

₂₅₀

₅₁₀

₆₃₅

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₅₀₀

₂₁
₃

₃₅
₅～

₃₆
₉

₁₆
₃₂₃
₂

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

₁₂₄₀

₁₁₅₀

₂₁₃
₁₅

₀

φ₁₇₀

□₉₀

穴  穴 

タッピン用 
４－φ４ 

₄₅

吸込口 

吸込口 

₈₁

₄₅

₅₃₃

₉₈₆

₁₁₈₀

₉₅₀

パネル中心 

₁₆₅

₅₇

₄₅₃

₁₃₇

₂₈₄

₄₅ ₇₀

₆₉
₀

₇₁

₂₁₅₂₈₅ ₂₈₅

吹出用ダクト 

₂₉₅～₃₂₅

制御箱 

₆₉

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

　
　

  
最

大
寸

法
 

₈₀

₄₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₅₉

₇₅
₀

₅₁
₀

₇₅₄₅

₇₅₄₅

天井材 ₁₁₃₂×₄₉₅
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式サイレントパネル（品番：R-PNBS-37WB）使用の場合FDRP713，903LXD

APJR002Z201



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

167

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

 

₅₀以上 

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

φ₁₅．₈₈（フレア） 

● 記号説明 

       

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ

Ｍ視 

Ｇ₂

Ｍ

Ｅ

Ｇ

₂Ｆ

Ｆ₁

Ｈ

Ｃ

Ａ
Ｂ

₁
Ｌ視 

Ｌ
Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

₁₅
₀

４－φ４ 
タッピン用 

₅₀₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₀

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₁₅
₀～

₃₀
₀

₄₅

₄₅
₄₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₇₅
₇₅

吸込口 

₁₀₆₄

₉₇₄

吸込口 

₄₅

穴 

φ₁₇₀

穴 

□₉₀

φ₁₄₉

₂₁₃₂₀₅

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉ ₉

₁₀₀₄

₉₈₆

₂₈₄

₂₉₅～₃₂₅

₃₅ ₆₀
₀

₇₁

キャンバスダクト 

₂₈₅

吹出用ダクト 

₉₅₀

₂₈₅₁₆₅ ₂₁₅

パネル中心 

₆₉

₅₉

制御箱 

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

 

₁₉
₉ ₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

₂₅₀

φ₁₇₀
₂₆

₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

キャンバスパネル（品番：R-PNC-37WB）使用の場合FDRP713，903LXD

APJR002Z205



168

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

 

₅₀以上 

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

φ₁₅．₈₈（フレア） 

● 記号説明 

        

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ

Ｍ視 

Ｇ₂

Ｍ

Ｅ

Ｇ

₂Ｆ

Ｆ₁

Ｈ

Ｃ

Ａ
Ｂ

₁
Ｌ視 

Ｌ
Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

₁₅
₀

４－φ４ 
タッピン用 

₅₀₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₀

₆₃₅

₅₁₀

₄₈₀

₄₆₀

₁₅
₀～

₃₀
₀

₄₅

₄₅
₄₅

₃₄
₅

₅₈
₅

₇₅
₇₅

吸込口 

₁₀₆₄

₉₇₄

吸込口 

₄₅

穴 

φ₁₇₀

穴 

□₉₀

φ₁₄₉

₂₁₃₂₀₅

₁₉
₃

₁₃
₀

₅₂
₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉ ₉

₁₀₀₄

₉₈₆

₂₈₄

₂₉₅～₃₂₅

₃₅ ₆₀
₀

₇₁

キャンバスダクト 

₂₈₅

吹出用ダクト 

₉₅₀

₂₈₅₁₆₅ ₂₁₅

パネル中心 

₆₉

₅₉

制御箱 

₈₀

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₂₇
₄

₂₉
₉

以
下

 

₁₉
₉ ₁₄
₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

₂₅₀

φ₁₇₀
₂₆

₀

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

φ₂₀₀

天井材 ₉₅₆×₃₃₀
厚 さ ₆～₁₅

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式キャンバスパネル（品番：R-PNBC-37WB）使用の場合FDRP713，903LXD

APJR002Z209



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

169

        

据付スペース 

₆₂₀

₁₃
₀₀

₁₀
₀

₈₃
₀ 点検口 

（　）の場合，加湿器側面サービスはできません。 
下面からのみ加湿器サービスを行ってください。 

（
₆₀

₀）
 

冷媒液側配管  φ₉．₅₂（フレア） Ｂ

加湿器用サービス穴 

ドレン配管接続口 
ドレン自然排水用 

排気ダクト接続口 
加湿器用穴 

Ｉ
Ｈ
Ｇ

電源取入口 

ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｃ₂

Ｃ₁ ＶＰ₂₀ 注（₂） 

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 

ノックアウト 
φ₁₄

Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

冷媒ガス側配管 Ａ φ₁₅．₈₈（フレア） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 
　（₃）本機は吸込側ダクトフランジを標準装備していません。 
　　　 吸込側ダクトフランジは重工空調オプションで用意しています。

Ｍ視 

Ｍ

Ｅ

Ｃ ₂

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

₁Ｃ

Ａ

Ｂ

ＧＦ

Ｉ

₅₁₀

₄₆₀

₆₃₅

₄₈₀

₄₀₅

₄₆₅

□₉₀

４－φ４ 
タッピン用 

₇₁₁₁
₈

₉₅₀

₁₆₅

　
　

　
最

大
寸

法
 

₆₀
₀以

下
 

₃₅

₂₁₅₂₈₅₂₈₅

吹出用ダクト 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 

₂₉₅～₃₂₅

₂₉
₉

₂₇
₄ ₁₉
₉

₁₄
₉

₈₀

₄₀

₄Ｘ₂₀₀＝₈₀₀

₈₆₀

₉₈₆

₉₅₀

₅₀

タッピン用 
１４－φ４ 

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 
₂₀

₀

₃₅
₄₅

₄₅

₁₈

₄₇
₂

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

₅₉ ₃₅
₁₇

₀

₅₀

₄₅

ドレンホース（付属品） 

₈₀．₅

₁₈

₂₈₄

₅₉

制御箱 

吊りボルトピッチ 

吸込用ダクト接続口 

φ₁₇₀

　現地取付 

φ₁₄₉

穴 穴 

₂₁₃₂₀₅

（ダクトフランジ内寸） 

₁₅
₀

φ₁₇₀

₆₉

φ₂₀₀

₁₃
₀

記号  内　　容 
● 記号説明 

ダクト変換キット（品番：R-UM-37WB）使用の場合FDRP713，903LXD

APJR002Z217



170

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

以
上

  ₅₀

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

● 記号説明 

        

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

ＧＦ ₂

Ｍ視 

パネル 

Ｅ

Ｍ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ
Ｆ ₁

Ｈ

Ｂ
Ａ

Ｃ ₁

₇₀
Ｄ

Ｌ視 

Ｆ₁

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₇₅
₇₅

₅₁
₀

₇₅
₀

₈₁

₂₁
₃

₆₃₅

₄₉₅

₄₀
₆～

₄₂
₀

₁₆
₃₂₈

₃

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₁₆₆₀

₁₅₇₀

₂₁₃

₁₅
₀

φ₁₇₀
□₉₀

穴  穴 

₄₅

タッピン用 
４－φ４ 

吸込口 

吸込口  ₄₅

₄₅

₄₅

₇₄₃

₁₄₀₆

₁₆₀₀

₁₃₇₀

₁₇₅

₅₇

₆₆₃

₁₃₇

₂₈₄

₆₉

₄₅

₂₉₅～₃₂₅

₇₆

₃₂₀₃₂₀

吹出用ダクト 

₃₂₀ ₂₃₅

パネル中心 

制御箱 

₈₀

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₆₉
₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₁₅
₀ 穴 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₁₀
₃

₄₆₀

₁₅₅

₅₁₀

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₄₀

₅₈

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

サイレントパネル（品番：R-PNS-47WB）使用の場合FDRP1123，1403LXD

APJR002Z198



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1505

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

171

以上  以上  以上 ₁₀₀ ₁₀₀

₁₀
₀₀

以
上

  ₅₀

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

据付スペース 

障害物 

● 記号説明 

         

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

記号  内　　容 

Ｃ₂

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

Ｃ ₂

ＧＦ ₂

Ｍ視 

パネル 

Ｅ

Ｍ

Ｇ

Ｆ₂

Ｌ
Ｆ ₁

Ｈ

Ｂ

Ａ

Ｃ ₁

Ｄ

Ｌ視 

Ｆ₁

₂₇
₅

₁₉
₇

₄₇
₂

₁₄
₈

₁₁
₈

₇₅
₇₅

₅₁
₀

₇₅
₀

₈₁

₂₁
₃

₆₃₅

₄₉₅

₄₀
₆～

₄₂
₀

₁₆
₃₂₈

₃

₆₅
₀

₃₂
₀

₂₀₅

φ₁₇₀

φ₁₄₉

₁₆₆₀

₁₅₇₀

₂₁₃

₁₅
₀

φ₁₇₀
□₉₀

穴  穴 

₄₅

タッピン用 
４－φ４ 

吸込口 

吸込口  ₄₅

₄₅

₄₅

₇₄₃

₁₄₀₆

₁₆₀₀

₁₃₇₀

₁₇₅

₅₇

₆₆₃

₁₃₇

₂₈₄

₆₉

₄₅

₂₉₅～₃₂₅

₇₆

₃₂₀₃₂₀

吹出用ダクト 

₃₂₀ ₂₃₅

パネル中心 

制御箱 

₈₀

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

　
　

　
最

大
寸

法
 

₆₉
₀

 天
井

開
口

寸
法

 

₇₀

₁₅
₀ 穴 

 天井開口寸法 

吊りボルトピッチ 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₁₀
₃

₄₆₀

₁₅₅

₅₁₀

₄₆₅

₄₈₀

₄₀₅

₄₀

₅₈

天井材 ₁₅₅₂×₄₉₅
厚 さ ₆～₁₅

φ₂₀₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

天井材はめ込み式サイレントパネル（品番：R-PNBS-47WB）使用の場合FDRP1123，1403LXD

APJR002Z202



172

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

  ₅₀以上 

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

据付スペース 

障害物 

       

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

記号  内　　容 

Ｃ₂

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ

Ｍ視 

₂ Ｇ

Ｍ

Ｅ

Ｇ

₂Ｆ

Ｆ₁

Ｈ

Ｃ

Ａ

₁

Ｂ
Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

４－φ４ 
タッピン用 

₁₅
₀

₄₉₅

₂₅
₀ ₂₀
₀

₃₂
₅

₆₃₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₄₅

₁₄₈₄

₁₃₉₄

吸込口 

吸込口 

穴  穴 

₅₈
₅

₃₄
₅

φ₁₇₀

₇₅₄₅

□₉₀

₄₅

₇₅₄₅ φ₁₄₉

₂₁₃₂₀₅

₉

₁₉
₃₅₂

₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉

₁₄₂₄

₁₄₀₆

₂₈₄

₂₃₅

₁₃₇₀

₃₂₀

キャンバスダクト 

₃₂₀₁₇₅

吹出用ダクト 

₃₂₀

パネル中心 

制御箱 

₈₀

₇₁

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

₂₉₅～₃₂₅

₆₀
₀

₃₅
₀

₆₉

₅₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₄₆₀

₁₅₅

φ₁₇₀

₅₁₀

₄₈₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₀

₃₁
₀

₁₃
₀

φ₂₀₀
₈₆

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
キャンバスパネル（品番：R-PNC-47WB）使用の場合FDRP1123，1403LXD

APJR002Z206



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

173

₁₀₀以上  ₁₀₀以上 

₁₀
₀₀

以
上

  ₅₀以上 

記号  内　　容 

ドレン自然排水用 

φ₁₅．₈₈（フレア） 
φ₉．₅₂（フレア） 
ＶＰ₂₀

φ₃₅
Ｍ₁₀

ＶＰ₂₀

φ₁₅₀用ノックアウト 
φ₁₂₅用ノックアウト 
φ₁₄

Ｃ₂

加湿器用穴 

冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

電源取入口 

冷媒液側配管 

排気ダクト接続口 
ＯＡ取入口 
吊りボルト 

Ａ
Ｂ
Ｃ₁

Ｄ

Ｆ₁， ₂

Ｇ
Ｈ

Ｅ

据付スペース 

障害物 

        

● 記号説明 

注（₂） 

注（₁）装置銘板は制御箱蓋に付いています。 
　（₂）ＶＰ₂₀用接続ソケットを現地手配してください。 

Ｃ ₂

パネル 

Ｆ

Ｍ視 

₂ Ｇ

Ｍ

Ｅ

Ｇ

₂Ｆ

Ｆ₁

Ｈ

Ｃ

Ａ

₁

Ｂ
Ｌ視 

Ｌ

Ｆ ₁

Ｄ

₂₇
₉

₄₇
₂

₁₇ ₁₁
₈

４－φ４ 
タッピン用 

₁₅
₀

₄₉₅

₂₅
₀ ₂₀
₀

₃₂
₅

₆₃₅

₁₅
₀～

₃₀
₀

₄₅

₁₄₈₄

₁₃₉₄

吸込口 

吸込口 

穴  穴 

₅₈
₅

₃₄
₅

φ₁₇₀

₇₅₄₅

□₉₀

₄₅

₇₅₄₅ φ₁₄₉

₂₁₃₂₀₅

₉

₁₉
₃₅₂

₅

₇₀ ₄₅

 天
井

開
口

寸
法

 

₉

₁₄₂₄

₁₄₀₆

₂₈₄

₂₃₅

₁₃₇₀

₃₂₀

キャンバスダクト 

₃₂₀₁₇₅

吹出用ダクト 

₃₂₀

パネル中心 

制御箱 

₈₀

₇₁

　
　

　
最

大
寸

法
 

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

 
以

下
 

₂₉₅～₃₂₅

₆₀
₀

₃₅
₀

₆₉

₅₉

₁₅
₀ 穴 

吊りボルトピッチ 

 天井開口寸法 

ドレンホース（付属品） 
　現地取付 

₄₆₀

₁₅₅

φ₁₇₀

₅₁₀

₄₈₀

₄₀₅

₄₆₅

₄₀

₃₁
₀

₁₃
₀

φ₂₀₀

厚 さ ₆～₁₅
天井材 ₁₃₇₆×₃₃₀

₈₆

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 
天井材はめ込み式キャンバスパネル（品番：R-PNBC-47WB）使用の場合FDRP1123，1403LXD

APJR002Z210



174

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

         

10
0

17
20

（
60
0）
12
50

620

点検口
C2
C1

ＯＡ取入口
排気ダクト接続口
加湿器用穴

G
H

ドレン配管接続口

吊りボルト
電源取入口
ドレン自然排水用

冷媒液側配管

E
D

B φ9.52（フレア）
VP20 注（2）

φ125用ノックアウト
φ150用ノックアウト

φ14

VP20

M10

記号
冷媒ガス側配管A φ15.88（フレア）

F

I 加湿器用サービス穴 ノックアウト

注（1）装置銘板は制御箱蓋に付いています。
　（2）VP20用接続ソケットを現地手配してください。
　（3）本機は吸込側ダクトフランジを標準装備していません。
　　　 吸込側ダクトフランジは重工空調オプションで用意しています。

内　　容
● 記号説明 据付スペース

（　）の場合，加湿器側面サービスはできません。
下面からのみ加湿器サービスを行ってください。

M視

M

E

2C

H

G

F

D

B

A

C 1

F G

I

465

510

460

480

635

405

213

7611
8 58

1370

320

13
0

175

86

295～325320320

吹出用ダクト

235

35
0

60
0以
下

20
0

25
0

32
5

80

40

現
地
ド
レ
ン
ア
ッ
プ

　
　
　
最
大
寸
法

6X200=1200

1280

1370

タッピン用
１８－φ４

（
ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
内
寸
）

24
0

35

60

45

18

47
2

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ

45

3570

21
0

60

45

80.5

284

18

1406吊りボルトピッチ

吸込用ダクト接続口

205

ドレンホース（付属品）

φ149

φ170

　現地取付

制御箱

穴

（ダクトフランジ内寸）

穴

□90

φ170

15
0

タッピン用
４－φ４

69

φ2
00

ダクト変換キット（品番：R-UM-47WB）使用の場合FDRP1123，1403LXD

APJR002Z218



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

175

M

B φ6.35 （フレア）冷媒液側配管

吊りボルト
点検口

電源取入口
ドレン自然排水用
ドレン配管接続口

D
E
F

C2

C1

（635X1200）

VP20   注（2）

M10

VP20

内          容
冷媒ガス側配管

記号
A φ12.7（フレア）

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

最
大

寸
法

吹出口

タッピン
１４－φ４

タッピン
１４－φ４

ドレンホース（付属品）

制御箱

吸込用ダクト接続口

 現地取付

注（１） 装置銘板は制御箱蓋に付いています。
  （２） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

（吊
り

金
具

下
面

）

据付スペース

C2

E

F

D

C1

A B

30 650 30

45 吊りボルトピッチ560 45

50
85

0
50

32
吊

り
ボ

ル
トピ

ッ
チ

88
6

32

95
0

28
4 71 58 28 35

24
4（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）

43 19
19

6

27 43 19

9

43

16

190 190200 200

848（ダクトフランジ内寸）

9

43

16

295～325

35 60
0以

下

527

482
421

26
2

14
8

98
26

240

477
80

14
5

29
7

24
4（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）
4319

19
6

19 43 27

9

43

16

200 200190 190

848（ダクトフランジ内寸）

9
43

16

600 850 100

1200

63
5

M 視

FDUP453，563LX

（6）　高静圧ダクト形（FDU）

⑺　高静圧ダクト形（FDU）
FDUP453LX

BPJD001Z192



176

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

M

B φ6.35（フレア） φ9.52（フレア）冷媒液側配管

吊りボルト
点検口

電源取入口
ドレン自然排水用
ドレン配管接続口

D
E
F

C2

C1

（635X1200）

VP20   注（2）

P563 P713

M10

VP20

内          容
機     種

冷媒ガス側配管

記号

A φ12.7（フレア） φ15.88（フレア）

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

最
大

寸
法

吹出口

タッピン
１４－φ４

タッピン
１４－φ４

ドレンホース（付属品）

制御箱

吸込用ダクト接続口

 現地取付

注（１） 装置銘板は制御箱蓋に付いています。
  （２） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

（吊
り

金
具

下
面

）

据付スペース

C2

E

F

D

C1

A B

30 650 30

45 吊りボルトピッチ560 45

50
85

0
50

32
吊

り
ボ

ル
トピ

ッ
チ

88
6

32

95
0

28
4 71 58 28 35

24
4（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）

43 19
19

6

27 43 19

9

43

16

190 190200 200

848（ダクトフランジ内寸）

9

43

16

295～325

35 60
0以

下

527

482
421

26
2

14
8

98
26

240

477
80

14
5

29
7

24
4（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）
4319

19
6

19 43 27

9

43

16

190200 200190

848（ダクトフランジ内寸）

9
43

16

600 850 100

1200

63
5

M 視

FDUP563, 713LX

FDUP563，713LX

APJD001Z263



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

177

注（１） 装置銘板は制御箱蓋に付いています。
  （２） VP20用接続ソケットを現地手配してください。

B φ9.52 （フレア）冷媒液側配管

吊りボルト
点検口

電源取入口
ドレン自然排水用
ドレン配管接続口

D
E
F

C2

C1

（635X1720）

VP20   注（2）

M10

VP20

内          容
冷媒ガス側配管

記号
A φ15.88（フレア）

現
地

ド
レ

ン
ア

ッ
プ

最
大

寸
法

吹出口

タッピン
１8－φ４

タッピン
１8－φ４ドレンホース（付属品）

制御箱

吸込用ダクト接続口

現地取付

（吊
り

金
具

下
面

）

据付スペース

C2

E

F

D

C1

A B

30

45

650
吊りボルトピッチ560

30
45 50 32

13
70

吊
り

ボ
ル

トピ
ッ

チ
14

06
14

70

28
4 77 58 28 35 50 32

29
7（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）
43 19

24
9

27 43 19

9

43
16

200 200 200250250 200

200 200 200250250 200

1368（ダクトフランジ内寸）

295～325

85 60
0以

下

9

43
16

527
482

420

26
5

15
1

10
1 26

240 80
477 17

3

35
0

19 43 29
7（

ダ
ク

トフ
ラ

ン
ジ

内
寸

）
24

9
19 43 27

9

43

161368（ダクトフランジ内寸）

9

43

16

600 1370 100

1720

63
5

M

M 視

FDUP903,1123,1403LX

FDUP903，1123，1403LX

BPJD001Z193
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

据付スペース
平面図 正面図

FF

B A

C

G

（吊
り金

具
下

面
）

天井

スラブ

以
上

（ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
）

20-M5ネジ 吸込用ダクト接続口

VP25（塩ビ管）
（φ25）配   線   取   入   口

ド レ ン 配 管 接 続 口
冷  媒  液  側  配  管

吊   り   ボ   ル   ト

冷 媒 ガ ス 側 配 管

F
E
D
C
B
A

内                容記号

据付スペース

下面

上面

配管スペース
（側面、下面サービス共通）（下面サービス）（側面サービス）

注（1） 装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。

点        検        口

M10

（900X1730）
（600X600）点        検        口

G

制御箱

φ9.52（ろう付）

φ19.05（ろう付）

以
上

E

（ダクトフランジ内寸）

（ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
）

20-M5ネジ 吹出口

D

60

25 18

830
吊りボルトピッチ794 18 60

15
70

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

16
40

16
90

10
0

80

25

95

60

25
0

65 13 13
8

13 13
8

13

163

35

200 13

163

35

6X200=1200
1500（ダクトフランジ内寸）

25 80 510 25

36
0

31
0

30

270 110

530

44

60

13

138 6X200=1200

1450

200

13

138

60

13
8

13

77

13
8

13

25
0

900以上 900以上

100
400以上

100以上

35
90

0

3560

30
0

20
0

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

FDUP2243LX

10
6

M

M 視

FDUP2243LX

PJD001Z194



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

179

FDUP2803LX

据付スペース
平面図 正面図

FF

B A

C

G

（吊
り金

具
下

面
）

天井

スラブ

以
上

（ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
）

20-M5ネジ 吸込用ダクト接続口

VP25（塩ビ管）
（φ25）配   線   取   入   口

ド レ ン 配 管 接 続 口
冷  媒  液  側  配  管

吊   り   ボ   ル   ト

冷 媒 ガ ス 側 配 管

F
E
D
C
B
A

内                容記号

据付スペース

下面

上面

配管スペース
（側面、下面サービス共通）（下面サービス）（側面サービス）

注（1） 装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。

点        検        口

M10

（900X1730）
（600X600）点        検        口

G

制御箱

φ9.52（ろう付）

φ22.22（ろう付）

以
上

E

（ダクトフランジ内寸）

（ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
）

20-M5ネジ 吹出口

D

60

25 18

830
吊りボルトピッチ794 18 60

15
70

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

16
40

16
90

10
0

80

25

95

60

25
0

65 13 13
8

13 13
8

13

163

35

200 13

163

35

6X200=1200
1500（ダクトフランジ内寸）

25 80 510 25

36
0

31
0

30

270 110

530

44

60

13

138 6X200=1200

1450

200

13

138

60

13
8

13

77

13
8

13

25
0

900以上 900以上

100
400以上

100以上

35
90

0

3560

30
0

20
0

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

FDUP2803LX

10
6

M

M 視

PJD001Z194
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

M 視

吊りボルトピッチ 1022

100

30
0

150

75

110

135

30
8

4040 990

1070

17
3

21
0

5

21
5

2424

690

195

235

271

53 10
9

吊りボルトピッチ 290

5268

410135

760 27
3

10 53

145

27

40

10
8

20 100

15

76

以
上

以上
以上

据付スペース

障害物

左抜きドレン用穴

上方後方取出穴位置

（側板）
右抜き用穴

（側板）

配管取出しは、3方向より行なえます。
穴は、ニッパ等により切り落してください。

液配管接続口
ガス配管接続口

●記号説明

左後ろ抜きドレン用穴
上抜き用穴
後抜き用穴
吊りボルト用穴
ドレン配管接続口

B

F
E

G

1,2

記号

D
C

A

ノックアウト
PEリッド
PEリッド

内       容

（Ｍ10又はＭ8）
ＶＰ20
φ6.35（フレア）
φ12.7（フレア）

注（１） 装置銘板は吸込グリル内のファンケース正面についています。
　　　　 

5以上

吸込口

吹出口 （ドレンホース0.3ｍ付属）

ドレン勾配をとってください。
注） ドレンホースはユニット内で１０ｍｍの

175
19120

20

E

G
F

2C
1CA B

D

A
B

C1 2C,

, 2C1C

M

隣接設置の場合は，ユニット間を4000以上離してください。

⑻　天吊形（FDE）
FDEP363，453，563LXD，363ELXD

APFA003Z809



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

181

M 視

E

G
F

2C
1CA B

D

A
B

C 1 2C,

, 2C1C

100

30
0

150

75

110

135

30
8

4040 1240

1320

17
3

21
0

5

21
5

吊りボルトピッチ 1272 2424

690

195

235

271

53 10
9

吊りボルトピッチ 290

5268

410135

760 27
31

10 53

145

27

40

10
8

20 100

15

76

以
上

以上以上

据付スペース

障害物

左抜きドレン用穴

上方後方取出穴位置

（側板）
右抜き用穴

（側板）

配管取出しは、3方向より行なえます。
穴は、ニッパ等により切り落してください。

液配管接続口
ガス配管接続口

●記号説明

左後ろ抜きドレン用穴
上抜き用穴
後抜き用穴
吊りボルト用穴
ドレン配管接続口

B

F
E

G

1,2

記号

D
C

A

ノックアウト
PEリッド
PEリッド
（Ｍ10又はＭ8）
ＶＰ20
φ9.52（フレア）
φ15.88（フレア）

注（１） 装置銘板は吸込グリル内のファンケース正面についています。

5以上

吸込口

吹出口 （ドレンホース0.3ｍ付属）

ドレン勾配をとってください。
注） ドレンホースはユニット内で１０ｍｍの

175
19120

20

M

内       容

隣接設置の場合は，ユニット間を4500以上離してください。

FDEP713，903LXD

APFA003Z810



182

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

M 視

68

吊りボルトピッチ 290

410

690

76
75

110

135

30
8

30
0

100
150

吊りボルトピッチ 1572

1540

1620

40

24
135

25
0

5

25
5

17
3

40

24
145

27

40

10
8

20

271

235

10
953

195

52

7 27
31

100

15 60

10 53

1,2

記号

E

障害物

以
上以上

配管取出しは、3方向より行なえます。
穴は、ニッパ等により切り落してください。

以上

5以上

据付スペース

吸込口

上方後方取出穴位置

F
G

吹出口

B

D
C

A

後抜き用穴 PEリッド

注（１） 装置銘板は吸込グリル内のファンケース正面についています。

左後ろ抜きドレン用穴
上抜き用穴

ノックアウト
PEリッド

（ドレンホース0.3ｍ付属）

ドレン勾配をとってください。
注） ドレンホースはユニット内で１０ｍｍの

内       容

液配管接続口
ガス配管接続口

吊りボルト用穴
ドレン配管接続口

φ15.88（フレア）

（Ｍ10又はＭ８）

φ9.52（フレア）
ＶＰ20

（側板）
左抜きドレン用穴

右抜き用穴
（側板）

120
20

19
175

2C 1CA B

2C 1,C

A
B

D

2C C1,

F

E

G

M

●記号説明

隣接設置の場合は，ユニット間を5000以上離してください。

FDEP1123，1403，1603LXD

APFA003Z811



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

183

⑼　天吊耐油形（FDES）
FDESP803LX

注（₁） 装置銘板は吸込グリル内のファンケース正面についています。 

24 80 84

29
0

3

673

584

260

1515

978

81

46

230

190

14
024

9

12
23

7

89

134吊りボルトピッチ 275

72

吸込口

吹出口

A BC

D

B

A

C
（ドレンホース0.7m付属）

吊りボルトピッチ 982

φ₁₅．₈₈︵フレア︶
φ₉．₅₂︵フレア︶

︵Ｍ₁₀又はＭ₈︶
Ｃ ＶＰ₂₀ドレン配管接続口 

内容 

吊りボルト用穴 

Ａ

Ｄ

記号 

Ｅ 後抜き用穴 
Ｆ 上抜き用穴 

ガス配管接続口 
液配管接続口 Ｂ

以上  以上 

以
上

 

以上 

₁₁
₂₄

₇₅ ₇₅

₃₀
₀

₅

₁₅₀₁₅₀

障害物 

据付スペース  上方後方取出穴位置 

配管取出しは、₃方向より行なえます。 

右抜き用穴 
（側板） 

Ｆ

Ｅ

7518

75
5

E

● 記号説明 

隣接設置の場合は，ユニット間を₄₀₀₀以上離してください。 

PFA003Z716
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDESP1403LX

24 80 84

673

584

260

230

190

14
024

9

12
23

7

89

134吊りボルトピッチ 275

D

B

A

C
（ドレンホース0.7m付属）

29
0

3

1515

1450

81

46

72

吸込口

吹出口

A BC

吊りボルトピッチ 1454

7518
75

5

E

注（₁） 装置銘板は吸込グリル内のファンケース正面についています。 

以上  以上 

以
上

 

以上 

₁₁
₂₄

₇₅ ₇₅

₃₀
₀

₅

₁₅₀₁₅₀

障害物 

据付スペース  上方後方取出穴位置 

配管取出しは、₃方向より行なえます。 

右抜き用穴 
（側板） 

Ｆ

Ｅ

φ₁₅．₈₈︵フレア︶
φ₉．₅₂︵フレア︶

︵Ｍ₁₀又はＭ₈︶
Ｃ ＶＰ₂₀ドレン配管接続口 

内容 

吊りボルト用穴 

Ａ

Ｄ

記号 

Ｅ 後抜き用穴 
Ｆ 上抜き用穴 

ガス配管接続口 
液配管接続口 Ｂ

●  記号説明 

隣接設置の場合は，ユニット間を₅₀₀₀以上離してください。 

PFA003Z717



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

185

下配管取出口

注（１）装置銘板は下部パネル

正面から見た据付け位置図及び据付けスペース

　　 　に付いています。

E B A C

D

（上面図参照）

F

G

配管右後方抜壁穴

ドレンホース
電源コード取入口
右（左）配管取出口

配管左後方抜壁穴

F

D
E

C

（VP16）

φ65
φ65

φ9.52（フレア）

内             容

冷媒液側配管
冷媒ガス側配管A

B

記号
機   種

φ12.7（フレア）
P36,P45

φ6.35（フレア）

P28

G

44

60

3

840

29
8

813

60

44

60

60 14.5

259

67

44

60

9
(
右

)

6
0
(
左

)
53.5

693

207.5

50

25

サービス
スペース

22
0.
5

44
.5

50

73.5

47
.5

44
.5 28
4.
2

63.5 5.
3

533.5

515

603.5

15
サ

ー
ビ

ス
ス

ペ
ー

ス

8.
5

73.5

182.5

サービス
スペース

450

50

据付板

室内ユニット

公団用穴

65
100

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

2‑5X17.5長穴

4‑12X18長穴

⑽　壁掛形（FDK）
FDKP283，363，453LXD

APHA000Z972
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

64
1090

19 43.5

5555

1098

31
8

3248

9
60

55

7753.5
633.5

703.5
772

15
サ

ー
ビ

ス
ス

ペ 7.7
44

.5

44
.5

30
1.8

8.5

5050
450349 299

106886106

65

100
50

49
.5

22
1.5

25 25

サービススペース
サービススペース

室内機ユニット据付板

正面から見た据付け位置図及び据付けスペース

6‑5X17.5 長穴

下配管取出口
（上面図参照）

4‑12X18 長穴

公団用穴

44

46
22

5

43

610 219269

G

F

D

E

B A C

右（左）配管取出口 
電源取入口 

記号  内 容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

φ₁₅．₈₈︵フレア︶
φ₉．₅₂︵フレア︶

冷媒ガス側配管 
冷媒液側配管 

ドレンホース 
配管左後方抜可能範囲 
配管右後方抜壁穴  φ₆₅ 

φ₆₅
︵ＶＰ₁₆︶

注（₁）装置銘板は右下部パネルに付いています。 

● 記号説明 

FDKP713LXD

APHA000Z973



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

187

195

93

16
612
6

148
223 750 223

80

205 205

17
7

180 23

10
18
4
23
4

1196

31
5

22
5

19
7

32

98

63
0

22
0

25
0

225

197

786

806195

床面配管スペース

膨張弁ボックス
制御箱

エアフィルタレベル調整ネジ

リモコン取付部

据付スペース

注（1）配管はフレア接続
　（2）配線は端子台接続
（3）電源線と信号線は
　　 分離してください。
（4）装置銘板は制御箱蓋の
　　 表面に付いています。

床面

10
00
以
上

600 以上

600 以上

15
0
以
上

15
0
以
上

D

E

C

AB

M8

記号 内容
A
B
C
D
E

冷媒ガス側配管（付属）

床面固定用金具（付属）

冷媒液側配管
ドレン配管（付属）
壁面固定用穴

φ6.35(フレア)
φ9.52(フレア)

M10
PT20Aめねじ 360mm

　フレキシブルチューブ

長孔4-12×24

10X30長孔

A

B

93

16
6
12
6

148
223 750 223

80

205 205

17
7

180 23

10
18
4
23
4

1196

31
5

22
5

19
7

32

98

63
0

22
0

25
0

225

197

786

806195 195

床面配管スペース

膨張弁ボックス
制御箱

エアフィルタレベル調整ネジ

リモコン取付部

据付スペース

注（1）配管はフレア接続
　（2）配線は端子台接続
（3）電源線と信号線は
　　 分離してください。
（4）装置銘板は制御箱蓋の
　　 表面に付いています。

床面

10
00
以
上

600 以上

600 以上

15
0
以
上

15
0
以
上

D

E

C

AB

M8

記号 内容
A
B
C
D
E

冷媒ガス側配管（付属）

床面固定用金具（付属）

冷媒液側配管
ドレン配管（付属）
壁面固定用穴

φ6.35(フレア)
φ12.7(フレア)

M10
PT20Aめねじ 360mm

　フレキシブルチューブ

長孔4-12×24

10X30長孔

A

B

● 記号説明

● 記号説明

  

（11）　床置形ローボーイ露出タイプ(FDFL)　 

FDFLP453, 563LX

⑾　床置形ローボーイ露出タイブ（FDFL）
FDFLP283LX

PGD000Z041

PGD000Z041



188

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

（₄）装置銘板は制御箱蓋の 
　　 表面に付いています。 

注（₁）配管はフレア接続 
　（₂）配線は端子台接続 

（₃）電源線と信号線は 
　　 分離してください。 

₁₉
₇ ₂₂
₅₃₂

₉₈

₁₀₉₁₁₉₅ ₁₉₅

₉₃

₁₆
₆

₁₂
₆

₁₄₈
₂₂₃ ₁₀₃₅ ₂₂₃

₈₀

₂₀₅ ₂₀₅

₁₇
₇

₁₈₀ ₂₃

₁₀
₁₈

₄
₂₃

₄

₁₄₈₁

₃₁
₅

₆₃
₀

₂₂
₀

₂₅
₀

₂₂₅

₁₉₇

₁₀₇₁

床面配管スペース 

膨張弁ボックス 
制御箱 

エアフィルタ レベル調整ネジ 

リモコン取付部 

据付スペース 

床面 

₁₀
₀₀

以
上

 

₆₀₀ 以上 

₆₀₀ 以上 

₁₅
₀

以
上

 
₁₅

₀
以

上
 

Ｅ
₁₀Ｘ₃₀長孔 

Ｄ

Ｃ

ＡＢ

　フレキシブルチューブ 

長孔₄︲₁₂×₂₄

Ａ

Ｂ

Ｍ₈

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

冷媒ガス側配管（付属） 

床面固定用金具（付属） 

冷媒液側配管 
ドレン配管（付属） 
壁面固定用穴 

φ₉．₅₂︵フレア︶
φ₁₅．₈₈︵フレア︶

Ｍ₁₀
ＰＴ₂₀Ａめねじ ₃₆₀ｍｍ

● 記号説明 

 

膨張弁ボックス 制御箱 

エアフィルタ 
レベル調整ネジ 

₁₂
₆

₄₅

₃₁
₅

₃₂
₉₈

₁₆₇

₁₁₀

₈₀₆

₇₂₂

₁₈
₄

₂₃
₄

₁₂₀

₁₆
₆

₆₃
₀

₂₀
₂₂

₀
₂₅

₀

₁₁₀₁₀₅
₂₂₅

₁₉₇

₈₁₀

₈₀

₃₀ ₇₅₀

₇₈₆

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ
Ｂ

　フレキシブルチューブ 

長孔₄︲₁₂×₂₄

₁₀Ｘ₃₀長孔 

Ａ

Ｂ

ペリカバー 

₆₀₀

₁₀
₀₀

ペリカバー 

₆₀
₀

₁₀₀₁₀₀

据付スペース 

注（₁）配管はフレア接続 
　（₂）配線は端子台接続 

（₃）電源線と信号線は 
　　 分離してください。 
（₄）装置銘板は制御箱蓋の 
　　 表面に付いています。 

Ｍ₈

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

冷媒ガス側配管（付属） 

床面固定用金具（付属） 

冷媒液側配管 
ドレン配管（付属） 
壁面固定用穴 

φ₆．₃₅︵フレア︶
φ₉．₅₂︵フレア︶

Ｍ₁₀
ＰＴ₂₀Ａめねじ ₃₆₀ｍｍ

● 記号説明 

（₁₁）　床置形ローボーイ隠蔽タイプ︵ＦＤＦＵ︶ 
　   

FDFLP713LX

⑿　床置形ローボーイ隠蔽タイプ (FDFU)
FDFUP283LX

PGD000Z045

PGD000Z042



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

189

膨張弁ボックス 制御箱 

エアフィルタ 
レベル調整ネジ 

₁₂
₆

₄₅

₃₁
₅

₃₂
₉₈

₈₀₆

₁₆₇

₁₁₀

₇₂₂

₁₈
₄ ₂₃
₄

₁₂₀

₁₆
₆

₆₃
₀

₂₀
₂₂

₀
₂₅

₀

₁₁₀₁₀₅
₂₂₅

₁₉₇

₈₁₀

₈₀

₃₀ ₇₅₀

₇₈₆

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｍ₈

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

冷媒ガス側配管（付属） 

床面固定用金具（付属） 

冷媒液側配管 
ドレン配管（付属） 
壁面固定用穴 

φ₆．₃₅︵フレア︶
φ₁₂．₇︵フレア︶

Ｍ₁₀
ＰＴ₂₀Ａめねじ ₃₆₀ｍｍ

　フレキシブルチューブ 

長孔₄︲₁₂×₂₄

₁₀Ｘ₃₀長孔 

Ａ

Ｂ

（₄）装置銘板は制御箱蓋の 
　　 表面に付いています。 

注（₁）配管はフレア接続 
　（₂）配線は端子台接続 

（₃）電源線と信号線は 
　　 分離してください。 

ペリカバー 

₆₀₀

₁₀
₀₀

ペリカバー ₆₀
₀

₁₀₀₁₀₀

据付スペース 

● 記号説明 

膨張弁ボックス 制御箱 

エアフィルタ 
レベル調整ネジ 

₁₂
₆

₄₅

₃₁
₅

₃₂
₉₈

₁₀₉₁

₁₆₇

₁₁₀

₁₀₀₇

₁₈
₄ ₂₃
₄

₁₂₀

₁₆
₆

₆₃
₀

₂₀
₂₂

₀
₂₅

₀

₁₁₀₁₀₅
₂₂₅

₁₉₇

₁₀₉₅

₈₀

₃₀ ₁₀₃₅

₁₀₇₁

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｍ₈

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

冷媒ガス側配管（付属） 

床面固定用金具（付属） 

冷媒液側配管 
ドレン配管（付属） 
壁面固定用穴 

φ₉．₅₂︵フレア︶
φ₁₅．₈₈︵フレア︶

Ｍ₁₀
ＰＴ₂₀Ａめねじ ₃₆₀ｍｍ

　フレキシブルチューブ 

長孔₄︲₁₂×₂₄

₁₀Ｘ₃₀長孔 

Ａ

Ｂ

（₄）装置銘板は制御箱蓋の 
　　 表面に付いています。 

注（₁）配管はフレア接続 
　（₂）配線は端子台接続 

（₃）電源線と信号線は 
　　 分離してください。 

ペリカバー 

₆₀₀

₁₀
₀₀

ペリカバー 

₆₀
₀

₁₀₀₁₀₀

据付スペース 

● 記号説明 

FDFUP453, 563LX

FDFUP713LX

PGD000Z046

PGD000Z045
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

（運搬用固定金具と兼用） 

φ₅₀（外板穴） 
φ₅₀（外板穴） 冷媒ガス配管取入口 

冷媒液配管取入口 

Ｍ
Ｌ

Ｂ
Ａ

ユニット 

ユニット固定位置 

（前面） 

₄︲φ₁₀

Ｌ

高性能フィルタ  （オプション） 
プレフィルタ 

₁₆︲Ｍ₆Ｊ

吹出口 

電源端子台 

Ｋ

φ₁₅．₈₈
φ₉．₅₂

φ₃₀（外板穴） 
吸込口 
電源取入口 

下部排水口 
上部排水口 

冷媒ガス配管（フレア接続） 
冷媒液配管（フレア接続） 

Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｊ
Ｉ

Ｆ

Ｅ
Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｅ
Ｄ

Ｍ
Ｆ Ｈ

Ｇ

ＰＴ₃／₄（メス）：₂₀Ａ
ＰＴ₁（メス）：₂₅Ａ

※ 
※ 

※ ※ 

Ｃ
Ｃ 記事₁．※寸法はフランジ内寸法を示します。 

ダクトフランジ付 
ダクトフランジ付 

φ₅₀（外板穴） 給水管取入口 

　　₂．サービススペースは前面₅₀₀以上取ってください。 

Ｉ

Ｋ

₁₆︲Ｍ₆

固定金具 

記号 
● 記号説明 

内      容 

₇₅ ₄₈₂

₁₇
₀

₁₆
₀

₁₄
₀

₁₇₈

₄₀ ₁₂₀

₆₀

₃₇
₅

₇₅
₂₂

₅

₂₆₀

₄₆₀
₄₄₂

₆₅₅₀

₁₇
₀₀

₂₈
₉₀

₃₇₈

₄₅ ₄₁₅

₂₃₈

₁₆
₄₇

₃₂（
₅₃

） 

₃₂ ₁₀
₀

₁₁
₂₀

₄₈
₀

₅₅
₉₀

₉₀
₅₅

₉₀Ｘ₄＝₃₆₀

₂₀

₂₆
₀

₃₁₅
₃₅₀

₈₀₅

₁₃₂₇
₄₅₂₈₇₅

₂₁
₀

₃₅
₀

₉₅
Ｘ₄

＝₃
₈₀

₃₃₅₄₀

₁₆
₇

₃₃₀
₁₀₅₃₄

₃₃
₃₇

₈

₈₉₇
₉₂₇

₉₅Ｘ₄＝₃₈₀ ₁₇

冷媒ガス配管取入口 Ｄ
Ｃ 冷媒液配管取入口  φ₅₀（外板穴） 

φ₅₀（外板穴） 

記事₁．※寸法はフランジ内寸法を示します。 

高性能フィルタ 
プレフィルタ 

Ｌ
Ｋ

Ｋ
ダクトフランジ付 

Ｙ部（吸込ダクト口詳細） 

吸込口 
ダクトフランジ付 吹出口 

Ｘ部（送風機室天井詳細） 

内      容 

φ₃₀（外板穴） 
φ₅₀（外板穴） 
ＰＴ₃／₄（メス）：₂₀Ａ
ＰＴ₁（メス）：₂₅Ａ

電源取入口 
給水管取入口 
下部排水口 
上部排水口 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ

Ｂ
Ａ

記号 
●記号説明 

Ｆ

Ｈ

Ｆ
Ｈ

Ｃ

（オプション） 

になつていますので現地で対応してください。 
左側の場合はユニットの配管加工により変更可能 

　　₃．本ユニットの冷媒配管接続は右側になつています。 

Ｘ Ｙ ＩＪ
₂₈︲Ｍ₆

　　₂．サービススペースは前面₅₀₀以上取ってください。 

電源端子台 Ｍ

Ｍ

Ｌ

０～１００ 金具調整範囲 

Ｇ

（転倒防止金具取付位置） 

（固定金具取付位置） 
Ｇ

₁₆︲Ｍ₆

φ₉．₅₂
Ｐ₂₂₄₃：φ₁₉．₀₅，Ｐ₂₈₀₃：φ₂₂．₂₂

Ｅ
Ｂ
Ａ

Ｅ
Ｄ

₁₆₂

₁₁
₅

₁₁
₅₁₀

₁₀

₁₀
₁₁₅₁₁₅

₁₀
₀

₃₀

₇₅₁₅₅

₇₅

₄₀ ₅₂₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₀₀₁₀₀

₃₈
₀

₁₇
₅

₈₀

₁₈₆₀
₅₀₀

₁₉
₅₈

₁₄
₂₀

₄₈
₀

₂₂

₅₆₀
₄₀ ₄₃₀

₂₆₈

₉₀

₁₃₆₀

₂₃₀
₄₀₀

₁₀₀₆．₅₅₇₀₂₈₃．₅
₂₆₇ ₂₆₇

₂₆
₁₁₈

₃

₂₃
₀

₄₀
₀

₈Ｘ₁₀₀＝₈₀₀

₃₀
₀

₁₄
₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₀

₂₂₀ ₆₅₁₀
₆₅₁₀

₉₀
₁₀

₉₀

₉₅₀

₁₄
₀

₃₅₀

₂₀
₃₀

₄₁₁₆₃

₁₃₃₀

₁₃₇₃
₃₃₀

₁₀

₅₀

（
₄₂

） 

₂₀
₀₀

※ 

※ 

※ ※ 

⒀　床置形システム形壁埋タイプ (FDWU)
FDWUP1123，1403LX

FDWUP2243，2803LX

（運搬用固定金具と兼用） 

φ₅₀（外板穴） 
φ₅₀（外板穴） 冷媒ガス配管取入口 

冷媒液配管取入口 

Ｍ
Ｌ

Ｂ
Ａ

ユニット 

ユニット固定位置 

（前面） 

₄︲φ₁₀

Ｌ

高性能フィルタ  （オプション） 
プレフィルタ 

₁₆︲Ｍ₆Ｊ

吹出口 

電源端子台 

Ｋ

φ₁₅．₈₈
φ₉．₅₂

φ₃₀（外板穴） 
吸込口 
電源取入口 

下部排水口 
上部排水口 

冷媒ガス配管（フレア接続） 
冷媒液配管（フレア接続） 

Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｊ
Ｉ

Ｆ

Ｅ
Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｅ
Ｄ

Ｍ
Ｆ Ｈ

Ｇ

ＰＴ₃／₄（メス）：₂₀Ａ
ＰＴ₁（メス）：₂₅Ａ

※ 
※ 

※ ※ 

Ｃ
Ｃ 記事₁．※寸法はフランジ内寸法を示します。 

ダクトフランジ付 
ダクトフランジ付 

φ₅₀（外板穴） 給水管取入口 

　　₂．サービススペースは前面₅₀₀以上取ってください。 

Ｉ

Ｋ

₁₆︲Ｍ₆

固定金具 

記号 
● 記号説明 

内      容 

₇₅ ₄₈₂

₁₇
₀

₁₆
₀

₁₄
₀

₁₇₈

₄₀ ₁₂₀

₆₀

₃₇
₅

₇₅
₂₂

₅

₂₆₀

₄₆₀
₄₄₂

₆₅₅₀

₁₇
₀₀

₂₈
₉₀

₃₇₈

₄₅ ₄₁₅

₂₃₈

₁₆
₄₇

₃₂（
₅₃

） 

₃₂ ₁₀
₀

₁₁
₂₀

₄₈
₀

₅₅
₉₀

₉₀
₅₅

₉₀Ｘ₄＝₃₆₀

₂₀

₂₆
₀

₃₁₅
₃₅₀

₈₀₅

₁₃₂₇
₄₅₂₈₇₅

₂₁
₀

₃₅
₀

₉₅
Ｘ₄

＝₃
₈₀

₃₃₅₄₀

₁₆
₇

₃₃₀
₁₀₅₃₄

₃₃
₃₇

₈

₈₉₇
₉₂₇

₉₅Ｘ₄＝₃₈₀ ₁₇

冷媒ガス配管取入口 Ｄ
Ｃ 冷媒液配管取入口  φ₅₀（外板穴） 

φ₅₀（外板穴） 

記事₁．※寸法はフランジ内寸法を示します。 

高性能フィルタ 
プレフィルタ 

Ｌ
Ｋ

Ｋ
ダクトフランジ付 

Ｙ部（吸込ダクト口詳細） 

吸込口 
ダクトフランジ付 吹出口 

Ｘ部（送風機室天井詳細） 

内      容 

φ₃₀（外板穴） 
φ₅₀（外板穴） 
ＰＴ₃／₄（メス）：₂₀Ａ
ＰＴ₁（メス）：₂₅Ａ

電源取入口 
給水管取入口 
下部排水口 
上部排水口 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ

Ｂ
Ａ

記号 
●記号説明 

Ｆ

Ｈ

Ｆ
Ｈ

Ｃ

（オプション） 

になつていますので現地で対応してください。 
左側の場合はユニットの配管加工により変更可能 

　　₃．本ユニットの冷媒配管接続は右側になつています。 

Ｘ Ｙ ＩＪ
₂₈︲Ｍ₆

　　₂．サービススペースは前面₅₀₀以上取ってください。 

電源端子台 Ｍ

Ｍ

Ｌ

０～１００ 金具調整範囲 

Ｇ

（転倒防止金具取付位置） 

（固定金具取付位置） 
Ｇ

₁₆︲Ｍ₆

φ₉．₅₂
Ｐ₂₂₄₃：φ₁₉．₀₅，Ｐ₂₈₀₃：φ₂₂．₂₂

Ｅ
Ｂ
Ａ

Ｅ
Ｄ

₁₆₂

₁₁
₅

₁₁
₅₁₀

₁₀

₁₀
₁₁₅₁₁₅

₁₀
₀

₃₀

₇₅₁₅₅

₇₅

₄₀ ₅₂₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₀₀₁₀₀

₃₈
₀

₁₇
₅

₈₀

₁₈₆₀
₅₀₀

₁₉
₅₈

₁₄
₂₀

₄₈
₀

₂₂

₅₆₀
₄₀ ₄₃₀

₂₆₈

₉₀

₁₃₆₀

₂₃₀
₄₀₀

₁₀₀₆．₅₅₇₀₂₈₃．₅
₂₆₇ ₂₆₇

₂₆
₁₁₈

₃

₂₃
₀

₄₀
₀

₈Ｘ₁₀₀＝₈₀₀

₃₀
₀

₁₄
₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₀

₂₂₀ ₆₅₁₀
₆₅₁₀

₉₀
₁₀

₉₀

₉₅₀

₁₄
₀

₃₅₀

₂₀
₃₀

₄₁₁₆₃

₁₃₃₀

₁₃₇₃
₃₃₀

₁₀

₅₀

（
₄₂

） 

₂₀
₀₀

※ 

※ 

※ ※ 

PGC000Z340

PGC000Z339



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

191

Z-Z (送風機室天井詳細)

K

K

12-φ4タッピン下穴

16-M5

K

100
33 33

85
85

10
5

10
8

10
8

20
8

100

58

100

58

233 409 233
500

20
0

15
3

250 250

33
100

33

Y

J

I

（
底

面
よ

り
）

Z (後面）

Y (後面吸込口詳細）

8-M5

（
底

面
よ

り
吸

込
グ

リ
ル

中
心

ま
で

）

16-M5

(底
面

よ
り

後
面

吸
込

口
中

心
ま

で
）

58
4

10
10

18
4

10
2

10
2

85.5
100

85.5

315

10
5.

5
10

5.
5

12
7

19
6

356

780

84.5

116

3X230=690

84.5

88

83520 20

10
0

61
7

58
4

● 記号説明

4
4

875

18
00

50
66

5
37

7
20

0

819

50
0

28

160

17
8

90
7

233 70

330

300

86
0

65

442
460

26065

14
0

60
2

40

75
22

5

60

120

178

75
9

90

33540

48275
40

90

14
037816
0

17
0

22
5

75

C

D

E

G

I
I

G

F

C
D

E

Z Z

F

G

D
C

H

J

L
A
B

85120

11
35

12
0

I
J

A
B

E
F
G
H

記号
冷媒液配管(フレア接続)
冷媒ガス配管(フレア接続)

上部排水口
下部排水口
電線取入口

吸込口兼外気取入口
吸込口

φ30（外板穴）
20A(メス)
25A(メス)

φ9.52
内         容

φ15.88

K ダクト接続口
吹出口

電源端子台L

C
D

冷媒液配管取入口
冷媒ガス配管取入口

φ60ノックアウト穴
φ60ノックアウト穴

● 記号説明

875
819

37
5

90
7

65

260
442

460

65

28

76
0

14
0

160
300

17
8

330

233 70

10

48275
40

90

22
5

75

40

75
22

5

120

90

33540

53
2

178
60

14
0378

16
0

17
0

Z

G

C

D
E

G

I

G

F C

D

E

F

H
I

K

D
C

A
B

85120

16
00

50
0

37
7

66
5

50
4

4

11
35

12
0

φ9.52

25A(メス)
20A(メス)

I
J

A
B

E
F
G
H

記号
冷媒液配管（フレア接続）
冷媒ガス配管(フレア接続)

上部排水口
下部排水口
電線取入口

吸込口兼外気取入口
吹出口

φ30（外板穴）

内           容

φ15.88

吸込口

電源端子台K

C
D

冷媒液配管取入口
冷媒ガス配管取入口

φ60ノックアウト穴
φ60ノックアウト穴

ダクトフランジ付

X視

X

X

X視

⒁　床置形（FDAS）
FDASP1403LX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は 194 ページをご覧ください。〕

FDASP1403TLX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は 194 ページをご覧ください。〕
PAA002Z003

PAA002Z006
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2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

Ｘ

Ｅ
Ｉ

Ｇ

Ｄ

Ｃ
Ｇ

Ｈ

Ｆ Ｇ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｅ
Ｚ

Ｚ
Ｂ

Ａ

Ｙ

Ｆ

Ｘ

Ｄ

Ｃ

₉₈₀
₆₁

₈

₁₂
₀

₂₄₅

₃₂₇

₁₀₀₁₂₀

₉₇

₃₅₈

₃₆₀
₈₀

₄₀

₅₀
₃₅₀

₄₇₀

₅₅₀₇₅

₄₀

₁₁₀₀
₁₀₄₅

₇₄．₅

₆₁₉

₄₅
₁₂ ₁₂

₈₂
₈ ₈

₈₂

₁₀₀

₁₇₂
₃₄₉．₅

₃₁₅
₅₅₄ ₂₁ ₂₁

₄₅

₁₇₀．₅

₁₃
₀

₂₆
₀

₁₀

₂₂︲Ｍ₆

₁₀
₁₀

₁₇
₈

₂₃
₀

₁₀
₃₈

₃
₇

₁₃
₂

₆₁
₈₁₃

₂
₁₃

₂

₁₃
₄

₁₃
₄

₁₃₄

₃₀
₀

₁₃
₀

₁₀

₇₄．₅

₁₆₂

₇₅ ₁₅₅
₂₆₈

₄₃₀
₅₃₆
₅₆₀

₉₅
₂

₃₈
₀

₂₂
₀

₆₄
₅

₁₇
₅

₁₄
₀

₇₅

₂₂₉₀
₅₂

₄
₁₉

₀

₁₂
₀

（
₄₂

）
 

₁₆
₅₈

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

₁₁
₉₈

₆₈
₅

₅₀
₄₂

₀
₁₇

₀₀
₄

₄

₅₃
₇

₇₈
₅

Ｘ ︵送風機室天井詳細︶

Ｙ ︵後面吸込口詳細︶Ｘ視 

（
底

面
よ

り
吸

込
グ

リ
ル

中
心

ま
で

）
 

（
底

面
よ

り
後

面
吸

込
中

心
ま

で
）

 

₅Ｘ₁₀₀＝₅₀₀ ₄Ｘ₂₃₀＝₉₂₀₄︲φ₁₂

₁₈︲Ｍ₅
₁₀₅₈ （

底
面

よ
り

） 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

記号 
冷媒液配管︵ろう付︶
冷媒ガス配管︵ろう付︶
冷媒液配管取出口 
冷媒ガス配管取出口 
上部排水口 
下部排水口 
電線取入口 
吸込口 

φ₉．₅₂
φ₁₉．₀₅
φ₅₀ノックアウト穴 
φ₅₀ノックアウト穴 
₂₅Ａ︵メス︶
₂₀Ａ︵メス︶
φ₃₀（外板穴） 

内        容 

吸込口兼外気取入口 
吹出口  ダクトフランジ付 
電源端子台 

Ｊ
Ｋ

● 記号説明 

Ｊ

Ｚ

Ｘ

Ｘ視 

Ｚ

Ｚ︲Ｚ （送風機室天井詳細） 

Ｌ

Ｋ

Ａ
Ｂ

Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒液配管取出口 Ｃ
冷媒ガス配管取出口 

下部排水口 
上部排水口 

電源端子台 
ダクト接続口 

吸込口兼外気取入口 
吹出口 

吸込口 
電線取入口 

Ｙ （側面詳細） 

Ｌ

Ｙ

Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ

Ｄ
Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 

₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

φ₃₀（外板穴） 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） Ａ

Ｂ

記号 
● 記号説明 

φ₁₉．₀₅
φ₉．₅₂

内       容 

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｃ
Ｄ

Ｇ

Ｉ

Ｆ
Ｇ

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｋ

Ｉ

₂₆︲φ₄タッピン下穴 

₆︲φ₄タッピン下穴 

₁₆︲Ｍ₅

₁₆
₂

₁₀
₉

₂₂₈．₅
₃₃₃

₁₄
₈

₃₁₉

₁₈
₀

₁₂
₂．

₅
₁₂

₂．
₅

₂₇₆．₅₅₄₇₂₇₆．₅

₆₅₆₅
₁₀₀₁₀₀

₆₅
₁₀₀

₆₅
₁₀₀

₃₁₅₃₁₅

₂₃
₀

₂₂
₀

₈₅
₇

₅₃
₀₇₅

₁₇
₅

₅₆₀
₅₃₆
₄₃₀₄₀

₂₆₈
₁₅₅₇₅

₁₆₂
₈₀
₃₆₀

₃₅₈

₉₇₃₂₇

₂₄₅

₁₉
₀

₆₇
₄₇₉

₀

₂₂₉₀

₁₈
₀

₆₅
₆₅

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₅₉Ｘ₁₀₀＝₉₀₀₁₅

₉₀₀

₃₀
₀

₁₂₀ ₁₀₀

₁₈
₂₀

₅₀
₅₉

₀
₄

₄₂
₀

₄
₅₃

₇
₁₂

₀
₁₁

₀₃
₁₄

₀

₂₁
₅

₃₅₀
₅₀₄₇₀₄₀

₅₅₀₇₅
₁₀₄₅
₁₁₀₀

₇₅
₁₇

₅
₉₀

FDASP2243LX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は 194 ページをご覧ください。〕

FDASP2243TLX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は 194 ページをご覧ください。〕

Ｘ

Ｅ
Ｉ

Ｇ

Ｄ

Ｃ
Ｇ

Ｈ

Ｆ Ｇ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｅ
Ｚ

Ｚ
Ｂ

Ａ

Ｙ

Ｆ

Ｘ

Ｄ

Ｃ

₉₈₀

₆₁
₈

₁₂
₀

₂₄₅

₃₂₇

₁₀₀₁₂₀

₉₇

₃₅₈

₃₆₀
₈₀

₄₀

₅₀
₃₅₀

₄₇₀

₅₅₀₇₅

₄₀

₁₁₀₀
₁₀₄₅

₇₄．₅

₆₁₉

₄₅
₁₂ ₁₂

₈₂
₈ ₈

₈₂

₁₀₀

₁₇₂
₃₄₉．₅

₃₁₅
₅₅₄ ₂₁ ₂₁

₄₅

₁₇₀．₅

₁₃
₀

₂₆
₀

₁₀

₂₂︲Ｍ₆

₁₀
₁₀

₁₇
₈

₂₃
₀

₁₀
₃₈

₃
₇

₁₃
₂

₆₁
₈₁₃

₂
₁₃

₂

₁₃
₄

₁₃
₄

₁₃₄

₃₀
₀

₁₃
₀

₁₀

₇₄．₅

₁₆₂

₇₅ ₁₅₅
₂₆₈

₄₃₀
₅₃₆
₅₆₀

₉₅
₂

₃₈
₀

₂₂
₀

₆₄
₅

₁₇
₅

₁₄
₀

₇₅

₂₂₉₀
₅₂

₄
₁₉

₀

₁₂
₀

（
₄₂

）
 

₁₆
₅₈

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

₁₁
₉₈

₆₈
₅

₅₀
₄₂

₀
₁₇

₀₀
₄

₄

₅₃
₇

₇₈
₅

Ｘ ︵送風機室天井詳細︶

Ｙ ︵後面吸込口詳細︶Ｘ視 

（
底

面
よ

り
吸

込
グ

リ
ル

中
心

ま
で

）
 

（
底

面
よ

り
後

面
吸

込
中

心
ま

で
）

 

₅Ｘ₁₀₀＝₅₀₀ ₄Ｘ₂₃₀＝₉₂₀₄︲φ₁₂

₁₈︲Ｍ₅
₁₀₅₈ （

底
面

よ
り

） 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

記号 
冷媒液配管︵ろう付︶
冷媒ガス配管︵ろう付︶
冷媒液配管取出口 
冷媒ガス配管取出口 
上部排水口 
下部排水口 
電線取入口 
吸込口 

φ₉．₅₂
φ₁₉．₀₅
φ₅₀ノックアウト穴 
φ₅₀ノックアウト穴 
₂₅Ａ︵メス︶
₂₀Ａ︵メス︶
φ₃₀（外板穴） 

内        容 

吸込口兼外気取入口 
吹出口  ダクトフランジ付 
電源端子台 

Ｊ
Ｋ

● 記号説明 

Ｊ

Ｚ

Ｘ

Ｘ視 

Ｚ

Ｚ︲Ｚ （送風機室天井詳細） 

Ｌ

Ｋ

Ａ
Ｂ

Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒液配管取出口 Ｃ
冷媒ガス配管取出口 

下部排水口 
上部排水口 

電源端子台 
ダクト接続口 

吸込口兼外気取入口 
吹出口 

吸込口 
電線取入口 

Ｙ （側面詳細） 

Ｌ

Ｙ

Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ

Ｄ
Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 

₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

φ₃₀（外板穴） 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） Ａ

Ｂ

記号 
● 記号説明 

φ₁₉．₀₅
φ₉．₅₂

内       容 

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｃ
Ｄ

Ｇ

Ｉ

Ｆ
Ｇ

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｋ

Ｉ

₂₆︲φ₄タッピン下穴 

₆︲φ₄タッピン下穴 

₁₆︲Ｍ₅

₁₆
₂

₁₀
₉

₂₂₈．₅
₃₃₃

₁₄
₈

₃₁₉

₁₈
₀

₁₂
₂．

₅
₁₂

₂．
₅

₂₇₆．₅₅₄₇₂₇₆．₅

₆₅₆₅
₁₀₀₁₀₀

₆₅
₁₀₀

₆₅
₁₀₀

₃₁₅₃₁₅

₂₃
₀

₂₂
₀

₈₅
₇

₅₃
₀₇₅

₁₇
₅

₅₆₀
₅₃₆
₄₃₀₄₀

₂₆₈
₁₅₅₇₅

₁₆₂
₈₀
₃₆₀

₃₅₈

₉₇₃₂₇

₂₄₅

₁₉
₀

₆₇
₄₇₉

₀

₂₂₉₀

₁₈
₀

₆₅
₆₅

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₅₉Ｘ₁₀₀＝₉₀₀₁₅

₉₀₀

₃₀
₀

₁₂₀ ₁₀₀

₁₈
₂₀

₅₀
₅₉

₀
₄

₄₂
₀

₄
₅₃

₇
₁₂

₀
₁₁

₀₃
₁₄

₀

₂₁
₅

₃₅₀
₅₀₄₇₀₄₀

₅₅₀₇₅
₁₀₄₅
₁₁₀₀

₇₅
₁₇

₅
₉₀

PAA002Z007

PAA002Z004



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

193

ＬＣ

Ｃ

Ｄ

Ｆ
Ｇ

Ｇ

Ｇ
Ｆ

Ｅ
Ｉ

Ｄ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｋ Ｋ

Ｙ

Ａ
Ｂ

Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒ガス配管取出口 Ｄ

電源端子台 

吹出口 

吸込口 

ダクト接続口 

吸込口兼外気取入口 

電線取入口 
下部排水口 
上部排水口 

Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｉ

Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｅ

φ₃₀（外板穴） 
₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

冷媒液配管取出口 
冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｂ
Ｃ

Ａ

φ₅₀ノックアウト穴 
φ₂₂．₂₂
φ₉．₅₂

記号 
● 記号説明 

内       容 

Ｙ （側面詳細） 

Ｚ︲Ｚ （送風機室天井詳細） 

Ｚ

Ｘ

Ｘ視 

Ｚ

₁₁
₀₃ ₁₈

₂₀
₄

₅₉
₀

₆₈₀
₆₀₀

₁₃₀₅
₁₃₆₀

₇₅
₄₀

₃₅₀
₅₀

₅₀

₁₂₀₀

₁₂Ｘ₁₀₀＝₁₂₀₀

₃₀
₀

₁₂₀ ₁₀₀

（
₂₁

₅）
 

₄

₁₂
₀

₅₃
₇

₄₂
₀

₆₅

₁₈
₀

₆₅

₁₆︲Ｍ₅

₃₂︲φ₄タッピン下穴 

₆︲φ₄タッピン下穴 

₁₀
₉

₁₆
₂

₂₂₈．₅
₃₃₃

₃₁₉

₁₄
₈

₃₂₇ ₉₇

₃₅₈ ₂₂
₀

₈₅
₇

₅₃
₀₇₅

₁₇
₅

₁₆₂

₃₆₀

₈₀

₅₆₀
₅₃₆

₄₃₀₄₀
₂₆₈

₇₅ ₁₅₅

₇₉
₀

₆₇
₄

₉₀ ₂₂
₁₉

₀

₂₄₅

₁₈
₀

₁₂
₂．

₅
₁₂

₂．
₅

₃₁₃．₅₇₃₃₃₁₃．₅

₁₁₀₁₁₀
₁₀₀₁₀₀

₁₁₀
₁₀₀

₁₁₀
₁₀₀

₄₀₅₄₀₅
₂₃

₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₅₁₅

₁₄
₀

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

Ｙ （背面吸込口詳細） 

ＩＥ

Ｃ

Ｄ

Ｇ
Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｇ

Ｆ

Ｋ

Ｇ

Ｘ （送風機室天井詳細） 

Ｈ
Ｉ

ＪＸ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｉ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒液配管取出口 Ｃ
冷媒ガス配管取出口 

Ｚ （背面） 

吸込口兼外気取入口 

電線取入口 Ｇ

Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ

電源端子台 
吹出口 

吸込口 

Ｅ
Ｆ

Ｄ
上部排水口 
下部排水口 

Ｙ

φ₅₀ノックアウト穴 

ダクトフランジ付 

φ₃₀（外板穴） 
₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

内      容 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｂ
Ａ

記号 
● 記号説明 

φ₂₂．₂₂
φ₉．₅₂

Ｚ

₅Ｘ₂₃₀＝₁₁₅₀

₁₃₁₈

₃₆₀

₅₆₀
₅₃₆

₄₃₀
₂₆₈

₂₂
₀

₃₂₇
₃₅₈

₇₅

₁₁
₉₈

₁₉
₀

₄₂
₀

₁₆
₅₈

₁₇
₀₀

₇₈
₅

₁₃₀₅
₁₃₆₀

₆₈₀
₆₀₀

₇₅
₄₀

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

₄₀
₅₀

₁₄
₀

₆₈
₅

₅₀

₃₅₀

₄

₂₂

₅₂
₄

₉₀

₁₆₂

₈Ｘ₁₀₀＝₈₀₀

₁₇₀．₅
₈₇₉

₁₃
₀

₂₆
₀

₂₈︲Ｍ₆

₁₀

₈ ₉₇

₁₂₀

₂₃
₀

₅₅₄
₃₁₅

（
₄₂

） 

₁₂

₃₁₅

₃₀
₀

₁₃
₀

₁₀

₅₃₈

₁₀₀

₁₂
₀

（
₅₃

₇）
 

₄

₂₄₅

₁₃
₄

₁₃
₂

₃₈
₃

₇
₁₀

₄︲φ₁₂

₁₇
₈

₁₂

₂₁

₁₃
₄

₉₅
₂ （

底
面

よ
り

背
面

吸
込

口
中

心
ま

で
） 

（
底

面
よ

り
吸

込
グ

リ
ル

中
心

ま
で

） 

₃₈
₀

₁₇
₅

₁₅₅

₈₀

₇₅

₈₉₇

₉₇
₁₃

₄
₁₃

₂

₂₁

₁₃
₂

（
底

面
よ

り
） ₂₀︲Ｍ₅

₆₁
₈₆₄
₅

₁₁₈₀

₁₂
₀

₆₁
₈

₁₀
₀

₁₀ ₁₀
₀

₄₅
₄₅₁₀

₅₄．₅₅₄．₅

Ｘ

Ｘ視 

FDASP2803LX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は次ページをご覧ください。〕

FDASP2803TLX〔固定金具（兼運搬用）位置説明図は次ページをご覧ください。〕

ＬＣ

Ｃ

Ｄ

Ｆ
Ｇ

Ｇ

Ｇ
Ｆ

Ｅ
Ｉ

Ｄ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｋ Ｋ

Ｙ

Ａ
Ｂ

Ｅ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒ガス配管取出口 Ｄ

電源端子台 

吹出口 

吸込口 

ダクト接続口 

吸込口兼外気取入口 

電線取入口 
下部排水口 
上部排水口 

Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｉ

Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｅ

φ₃₀（外板穴） 
₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

冷媒液配管取出口 
冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｂ
Ｃ

Ａ

φ₅₀ノックアウト穴 
φ₂₂．₂₂
φ₉．₅₂

記号 
● 記号説明 

内       容 

Ｙ （側面詳細） 

Ｚ︲Ｚ （送風機室天井詳細） 

Ｚ

Ｘ

Ｘ視 

Ｚ

₁₁
₀₃ ₁₈

₂₀
₄

₅₉
₀

₆₈₀
₆₀₀

₁₃₀₅
₁₃₆₀

₇₅
₄₀

₃₅₀
₅₀

₅₀

₁₂₀₀

₁₂Ｘ₁₀₀＝₁₂₀₀

₃₀
₀

₁₂₀ ₁₀₀

（
₂₁

₅）
 

₄

₁₂
₀

₅₃
₇

₄₂
₀

₆₅

₁₈
₀

₆₅

₁₆︲Ｍ₅

₃₂︲φ₄タッピン下穴 

₆︲φ₄タッピン下穴 

₁₀
₉

₁₆
₂

₂₂₈．₅
₃₃₃

₃₁₉

₁₄
₈

₃₂₇ ₉₇

₃₅₈ ₂₂
₀

₈₅
₇

₅₃
₀₇₅

₁₇
₅

₁₆₂

₃₆₀

₈₀

₅₆₀
₅₃₆

₄₃₀₄₀
₂₆₈

₇₅ ₁₅₅

₇₉
₀

₆₇
₄

₉₀ ₂₂
₁₉

₀

₂₄₅

₁₈
₀

₁₂
₂．

₅
₁₂

₂．
₅

₃₁₃．₅₇₃₃₃₁₃．₅

₁₁₀₁₁₀
₁₀₀₁₀₀

₁₁₀
₁₀₀

₁₁₀
₁₀₀

₄₀₅₄₀₅

₂₃
₀

₁₀
₀

₁₀
₀

₁₅₁₅

₁₄
₀

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

Ｙ （背面吸込口詳細） 

ＩＥ

Ｃ

Ｄ

Ｇ
Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｇ

Ｆ

Ｋ

Ｇ

Ｘ （送風機室天井詳細） 

Ｈ
Ｉ

ＪＸ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｉ

φ₅₀ノックアウト穴 冷媒液配管取出口 Ｃ
冷媒ガス配管取出口 

Ｚ （背面） 

吸込口兼外気取入口 

電線取入口 Ｇ

Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ

電源端子台 
吹出口 

吸込口 

Ｅ
Ｆ

Ｄ
上部排水口 
下部排水口 

Ｙ

φ₅₀ノックアウト穴 

ダクトフランジ付 

φ₃₀（外板穴） 
₂₀Ａ（メス） 
₂₅Ａ（メス） 

内      容 

冷媒ガス配管（ろう付） 
冷媒液配管（ろう付） 

Ｂ
Ａ

記号 
● 記号説明 

φ₂₂．₂₂
φ₉．₅₂

Ｚ

₅Ｘ₂₃₀＝₁₁₅₀

₁₃₁₈

₃₆₀

₅₆₀
₅₃₆

₄₃₀
₂₆₈

₂₂
₀

₃₂₇
₃₅₈

₇₅

₁₁
₉₈

₁₉
₀

₄₂
₀

₁₆
₅₈

₁₇
₀₀

₇₈
₅

₁₃₀₅
₁₃₆₀

₆₈₀
₆₀₀

₇₅
₄₀

₇₅
₁₇

₅ ₉₀

₄₀
₅₀

₁₄
₀

₆₈
₅

₅₀

₃₅₀

₄

₂₂

₅₂
₄

₉₀

₁₆₂

₈Ｘ₁₀₀＝₈₀₀

₁₇₀．₅
₈₇₉

₁₃
₀

₂₆
₀

₂₈︲Ｍ₆

₁₀

₈ ₉₇

₁₂₀

₂₃
₀

₅₅₄
₃₁₅

（
₄₂

） 

₁₂

₃₁₅

₃₀
₀

₁₃
₀

₁₀

₅₃₈

₁₀₀

₁₂
₀

（
₅₃

₇）
 

₄

₂₄₅

₁₃
₄

₁₃
₂

₃₈
₃

₇
₁₀

₄︲φ₁₂

₁₇
₈

₁₂

₂₁

₁₃
₄

₉₅
₂ （

底
面

よ
り

背
面

吸
込

口
中

心
ま

で
） 

（
底

面
よ

り
吸

込
グ

リ
ル

中
心

ま
で

） 

₃₈
₀

₁₇
₅

₁₅₅

₈₀

₇₅

₈₉₇

₉₇
₁₃

₄
₁₃

₂

₂₁

₁₃
₂

（
底

面
よ

り
） ₂₀︲Ｍ₅

₆₁
₈₆₄
₅

₁₁₈₀

₁₂
₀

₆₁
₈

₁₀
₀

₁₀ ₁₀
₀

₄₅
₄₅₁₀

₅₄．₅₅₄．₅

Ｘ

Ｘ視 

PAA002Z008

PAA002Z005



194

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

固定金具（兼運搬用）詳細

FDASP1403LX，1403TLX

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内数値は 2803 を示します。

897
4－φ10

378 35

（差込み）
t：2.3

34

3

105
50

55

11

φ10
15

927

37
8

34 30
20

₄₀

₁₁₁₃（₁₃₇₃） 
₄－φ₁₃

₄－Ｍ₈

₄₁₁ ₆₃

φ₁₀

₄₅

₄₅

₃₄

₃₄

φ₁₃

ｔ：₃．₂

₃₂₃₂

（床接触寸法）  ₄₀

₄₁
₁

₁₃

₅₀

₃₄

₃₀
₃₂

₁₁₃₅（₁₃₉₅） 

FDASP2243LX，2243TLX，2803LX，2803TLX



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

195

⒂　床置形システムパッケージ（DAU）
⒜ アンダーフロアタイプ（静圧調整器なし）

DAUP1402，1602LXN-R

サービススペース 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

電源取入口 Ｌ φ₃₀（外板穴） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ
ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₁₅．₈₈（フレア） 

ドレン排水口 

記号 
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 吸込口 

ＲＡ

（ユニット） 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出しスペース 

₁₁₀

₉₅

₁₅₇₀

₁₅₃₅

₁₅₇₀
₁₄₉₀

₁₃₇₀

₅₀
₀

₂₅
₀

₁₀
₀

₁₀₀

₃₀
₄₃

₀
₈₀

₁₀₀

₉₀

₇₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₁₉
₀₀

₈₅ ₄₀

₂₀ ₄₁₀

₆₈

₁₀
₀₇₅

₆₂
₀

₄₁₀

₇₅

₁₃
₅．

₅

₂₅
₄．

₅

₁₂
₀₅

₃₉
₆

₄₂ ₁₀₀

₄₀₀

₁₀
₆₀

● 記号説明 

MPC000Z682



196

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

サービススペース 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

φ₃₀（外板穴） Ｌ 電源取入口 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ
ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₉．₅₂（フレア） 
φ₁₅．₈₈（フレア） 

ドレン排水口 

記号 
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出しスペ―ス 

吸込口 

ＲＡ

（ユニット） 

₄₀ ₈₅

₁₀
₆₀

₁₁₀

₉₀

₉₅

₁₅₇₀

₁₅₃₅

₁₅₇₀
₁₄₉₀

₁₃₇₀

₂₀₄₁₀

₆₈

₁₀
₀ ₇₅

₆₂
₀

₄₁₀

₇₅

₁₃
₅．

₅
₂₅

₄．
₅

₁₂
₀₅

₃₉
₆

₄₂₁₀₀

₅₀
₀

₂₅
₀

₁₀
₀

₁₀₀

₃₀
₄₃

₀
₈₀

₁₀₀

₇₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₁₉
₀₀

₄₀₀

●　記号説明 

DAUP1402，1602LXN-L

MPC000Z685



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

197

DAUP2242LXN-R

サービススペース 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

φ₃₀（外板穴） Ｌ 電源取入口 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ
ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₉．₅₂（ろう付） 
φ₁₉．₀₅（ろう付） 

ドレン排水口 

記号 
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 

吸込口 

ＲＡ

（ユニット） 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出しスペース 

₅₀
₀

₂₅
₀

₁₀
₀

₁₀₀

₃₀

₂₀₇₀

₂₂₇₀

₄₃
₀

₈₀

₁₀₀

₉₀

₁₁₀

₇₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₂₂₇₀

₂₁₉₀

₂₂₃₅

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₁₉
₀₀

₈₅ ₄₀

₂₀ ₄₁₀

₆₈

₁₀
₀₇₅

₆₂
₀

₄₁₀

₇₅

₁₃
₅．

₅
₂₅

₄．
₅

₁₂
₀₅

₃₉
₆

₄₂ ₁₀₀

₄₀₀

₁₀
₆₀

● 記号説明 

MPC000Z683



198

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

DAUP2242LXN-L

サービススペース 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

電源取入口 Ｌ φ₃₀（外板穴） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ
ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₉．₅₂（ろう付） 
φ₁₉．₀₅（ろう付） 

ドレン排水口 

記号 

Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出しスペース 

吸込口 

ＲＡ

（ユニット） 

₁₀
₆₀

₄₀ ₈₅

₉₀

₁₁₀

₂₀₄₁₀

₆₈

₁₀
₀ ₇₅

₆₂
₀

₄₁₀

₇₅
₁₃

₅．
₅

₂₅
₄．

₅

₁₂
₀₅

₃₉
₆

₄₂₁₀₀

₅₀
₀

₂₅
₀

₁₀
₀

₁₀₀

₃₀

₂₀₇₀

₂₂₇₀

₄₃
₀

₈₀

₁₀₀

₇₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₂₂₇₀

₂₁₉₀

₂₂₃₅

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₁₉
₀₀

₄₀₀

● 記号説明 

MPC000Z686



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

199

DAUP2802LXN-R

サービススペース 

φ₃₀（外板穴） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

φ₉．₅₂（ろう付） 
φ₂₂．₂₂（ろう付） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ
ドレン排水口 

記号 
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 

Ｌ 電源取入口 

ＲＡ

吸込口 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

（ユニット） 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出しスペース 

₅₀
₀

₁₀₀

₁₀
₀

₃₀

₂₂₁₀

₂₅
₀

₈₀
₄₃

₀

₁₀₀

₂₄₁₀

₉₀

₁₁₀

₇₅

₁₇．₅

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇
．₅

₃₇
₅

₁₇
．₅ ₂₃₃₀

₂₄₁₀

₂₃₇₅₁₇．₅

₁₉
₀₀

₁₀₀

₆₈

₈₅ ₄₀

₁₂
₀₅

₇₅

₄₁₀₂₀

₇₅ ₁₀
₀

₆₂
₀

₄₁₀ ₂₅
₄．

₅
₁₃

₅．
₅

₃₉
₆

₄₂

₄₀₀

₁₀
₆₀

● 記号説明 

MPC000Z684



200

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

DAUP2802LXN-L

サービススペース 

電源取入口 Ｌ φ₃₀（外板穴） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

φ₉．₅₂（ろう付） 
φ₂₂．₂₂（ろう付） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ
ドレン排水口 

記号 
Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

加湿器給水口 

内　　容 

冷媒ガス配管 
冷媒液配管 

Ｌ
分割 

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

プレフィルタ 
取り出し 
スペース 

ＲＡ

吸込口 

₄︲φ₁₂

ＳＡ

吹出口 

（ユニット） 

₁₀
₆₀

₄₀ ₈₅

₁₀₀

₅₀
₀

₁₂
₀₅

₇₅

₉₀

₁₁₀

₄₁₀ ₂₀

₆₈₇₅₁₀
₀

₆₂
₀

₄₁₀₂₅
₄．

₅
₁₃

₅．
₅

₃₉
₆

₄₂

₁₀₀

₁₀
₀

₃₀

₂₂₁₀

₂₅
₀

₈₀

₄₃
₀

₁₀₀

₂₄₁₀

₇₅

₁₇．₅

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇
．₅

₃₇
₅

₁₇
．₅ ₂₃₃₀

₂₄₁₀

₂₃₇₅₁₇．₅

₁₉
₀₀

₄₀₀

● 記号説明 

MPC000Z687



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

201

⒝ アンダーフロアタイプ（静圧調整器付）
DAUP1402，1602LXN-RA

₄₀₀
₁₉

₀₀

₁₇．₅₁₇
．₅

₁₇
．₅

₃₇
₅

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇．₅

₇₅

₉₀

₁₀₀

₈₀
₄₃

₀

₁₁₀

₃₀

₁₀₀

₁₀
₀

₂₅
₀

₅₀
₀

₁₀₀₄₂

₃₉
₆

₁₂
₀₅

₂₅
₄．

₅

₁₃
₅．

₅

₇₅

₄₁₀

₆₂
₀

₇₅

₁₀
₀₆₈

₄₁₀₂₀

₁₃₇₀

₁₄₉₀
₁₅₇₀

₁₅₃₅

₁₅₇₀

₉₅

₁₁₀

サービススペース 

₄︲φ₁₂

吹出口 

ＳＡ

（ユニット） 

ＲＡ

吸込口 

Ｆ

プレフィルタ 
取り出しスペース 

Ｄ

Ｃ

電源取入口 

Ａ

Ｂ

分割 

Ｅ

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

φ₁₅．₈₈（フレア） 

φ₉．₅₂（フレア） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

Ｅ

Ｆ 静圧調節器ボックス 

● 記号説明 

MPC000Z688



202

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

DAUP1402，1602LXN-LA

₄₀₀

₁₉
₀₀

₁₇．₅₁₇
．₅

₁₇
．₅

₃₇
₅

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇．₅

₇₅

₁₀₀

₈₀
₄₃

₀
₃₀

₁₀₀

₁₀
₀

₂₅
₀

₅₀
₀

₁₀₀ ₄₂

₃₉
₆

₁₂
₀₅

₂₅
₄．

₅

₁₃
₅．

₅

₇₅

₄₁₀

₆₂
₀

₇₅

₁₀
₀ ₆₈

₄₁₀ ₂₀

₁₃₇₀

₁₄₉₀
₁₅₇₀

₁₅₃₅

₁₅₇₀

₉₅

₁₁₀

₁₁₀

₉₀

サービススペース 

₄︲φ₁₂

吹出口 

ＳＡ

（ユニット） 

ＲＡ

吸込口 

プレフィルタ 
取り出しスペース 

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

分割 

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

φ₁₅．₈₈（フレア） 

φ₉．₅₂（フレア） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

静圧調節器ボックス Ｆ

Ｅ 電源取入口 

Ｆ

Ｅ

●　記号説明 

MPC000Z691



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

203

DAUP2242LXN-RA

₄₀₀

₁₉
₀₀

₁₇．₅₁₇
．₅

₁₇
．₅

₃₇
₅

₂₂₃₅

₂₁₉₀

₂₂₇₀

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇．₅

₇₅

₁₀₀

₈₀
₄₃

₀

₂₂₇₀

₂₀₇₀

₁₁₀

₃₀

₁₀₀

₁₀
₀

₂₅
₀

₅₀
₀

₁₀₀₄₂

₃₉
₆

₁₂
₀₅

₂₅
₄．

₅
₁₃

₅．
₅

₇₅

₄₁₀

₆₂
₀

₇₅

₁₀
₀₆₈

₄₁₀₂₀

₉₀

₁₀₀

サービススペース 

₄︲φ₁₂

吹出口 

ＳＡ

（ユニット） 

ＲＡ

吸込口 

プレフィルタ 
取り出しスペース 

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

分割 

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

φ₁₉．₀₅（ろう付） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

Ｆ

Ｅ

静圧調節器ボックス Ｆ

Ｅ 電源取入口 

●　記号説明 

MPC000Z689



204

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

DAUP2242LXN-LA

₄₀₀

₁₉
₀₀

₁₇．₅₁₇
．₅

₁₇
．₅

₃₇
₅

₂₂₃₅

₂₁₉₀

₂₂₇₀

₃₃
₀

₄₁
₀

₁₇．₅

₇₅

₁₀₀

₈₀
₄₃

₀

₂₂₇₀

₂₀₇₀

₃₀

₁₀₀

₁₀
₀

₂₅
₀

₅₀
₀

₁₀₀ ₄₂

₃₉
₆

₁₂
₀₅

₂₅
₄．

₅

₁₃
₅．

₅

₇₅

₄₁₀

₆₂
₀

₇₅

₁₀
₀ ₆₈

₄₁₀ ₂₀

₁₁₀

₉₀

₁₀₀

サービススペース 

₄︲φ₁₂

吹出口 

ＳＡ

（ユニット） 

ＲＡ

吸込口 

プレフィルタ 
取り出しスペース 

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

分割 

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

φ₁₉．₀₅（ろう付） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

電源取入口 Ｅ

Ｆ 静圧調節器ボックス 

Ｆ

Ｅ

● 記号説明 

MPC000Z692



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

205

DAUP2802LXN-RA

● 記号説明 

₄₀₀

₁₉
₀₀

₁₇．₅ ₂₃₇₅

₂₄₁₀

₂₃₃₀

₁₇
．₅

₃₇
₅

₁₇
．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₁₇．₅

₇₅

₉₀

₂₄₁₀

₁₀₀

₄₃
₀

₈₀
₂₅

₀

₂₂₁₀

₃₀

₁₀
₀₁₀₀

₄₂

₃₉
₆

₁₃
₅．

₅
₂₅

₄．
₅

₄₁₀

₆₂
₀

₁₀
₀

₇₅₆₈

₂₀ ₄₁₀

₇₅
₁₂

₀₅

₅₀
₀

₁₁₀

₁₀₀
₁₀₀

サービススペース 

（ユニット） 

吹出口 

ＳＡ

₄︲φ₁₂

吸込口 

ＲＡ

プレフィルタ 
取り出し 
スペース 

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

分割 

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₂₂．₂₂（ろう付） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

静圧調節器ボックス Ｆ

Ｅ 電源取入口 

Ｆ

Ｅ

MPC000Z690



206

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

DAUP2802LXN-LA

● 記号説明 

₄₀₀

₁₉
₀₀

₁₇．₅ ₂₃₇₅

₂₄₁₀

₂₃₃₀

₁₇
．₅

₃₇
₅

₁₇
．₅

₄₁
₀

₃₃
₀

₁₇．₅

₇₅

₂₄₁₀

₁₀₀

₄₃
₀

₈₀
₂₅

₀

₂₂₁₀

₃₀

₁₀
₀₁₀₀

₄₂

₃₉
₆

₁₃
₅．

₅

₂₅
₄．

₅

₄₁₀

₆₂
₀

₁₀
₀

₇₅ ₆₈

₂₀₄₁₀

₁₁₀

₇₅
₁₂

₀₅
₅₀

₀

₁₀₀

₉₀

₁₀₀

サービススペース 

（ユニット） 

吹出口 

ＳＡ

₄︲φ₁₂

吸込口 

ＲＡ

プレフィルタ 
取り出し 
スペース 

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

分割 

冷媒液配管 

冷媒ガス配管 

内　　容 

加湿器給水口 

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

記号 

ドレン排水口 

ＰＴ₁⊘₂︲₁₅Ａ

φ₂₂．₂₂（ろう付） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

ＰＴ₁︲₂₅Ａ

静圧調節器ボックス Ｆ

Ｅ 電源取入口 

Ｆ

Ｅ

MPC000Z693



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

207

⒞ 縦形外気処理ユニット
SAF800UF-R

₈₃
₅

₈₃
₅

最小₃₅₀

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₂₃
₀₀

₃₀

₃₅₀

₇₅

₅₀
₀

₁₇．₅₁₇
．₅

₄₃₅₁₅₀₆₅

₁₇
₀

₂₁₅

₂₂
₇．

₅

₁₄₅

₁₀₀

₇₀

₅₅
₇₅

₃₀
₀

₆₅₀

₄₃
₀

₄₃₀

₂₀₁₇₀

₃₅

₂₀₅

₃₀
₅

₃₅
₅

φ
₂₄

₅

₆₅₀

₅₇₀

₆₁₅

₃₃
₀

サービススペース 

ＥＡ

ＲＡ

プレフィルタ 

ＤＡＵ接続口 

ＳＡ

︵φ₂₀︶
電源取入口 

ＯＡ

₄︲φ₁₂



208

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

SAF800UF-L

最小₃₅₀

₃₇
₅

₁₇
．₅

₁₇．₅

₄₁
₀

₃₅₀

₈₃
₅

₈₃
₅

₅₀
₀

₁₄₅₂₁₅

₂₂
₇．

₅
₁₇

₀

₁₇
．₅

₁₇．₅

₄₃₅ ₁₅₀

₇₀

₁₀₀

₇₅
₅₅

₃₀
₀

₆₅

φ
₂₄

₅

₃₀
₂₃

₀₀

₇₅

₂₀₅

₃₅

₁₇₀

₄₃₀

₂₀

₃₀
₅

₃₅
₅

₆₅₀

₄₃
₀

₆₅₀

₅₇₀

₆₁₅

₃₃
₀

ＤＡＵ接続口 

サービススペース 

ＥＡ

ＲＡ

プレフィルタ 

ＳＡ

︵φ₂₀︶
電源取入口 

ＯＡ

₄︲φ₁₂



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

209

配管スペース 

以上 以上 

サ 
｜ 
ビ 
ス 

ス 
ペ 
｜ 
ス 

Ｆ

Ｇ

以上 

₁₀₀₉₀₀

₄₀₀

︵側面，下面サービス共通︶

天井 

スラブ 

︵下面サービス︶

据付スペース 

据付スペース 

︵側面サービス︶

平面図  正面図 

据付スペース 

上面 

下面 

制御箱 
ＡＢ

Ｄ

Ｃ

（₄）ＶＰ₂₅用接続ソケットを現地手配してください。 

注 （₁）配管はフレア接続 
（₂）配線は端子台接続 
（₃）電源線と信号線は分離してください。 
（₄）装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 

Ｇ
点検口  ︵₆₀₀Ｘ₆₀₀︶

︵₉₀₀Ｘ₉₈₀︶

Ｍ１０ 

点検口 

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

冷媒ガス側配管 

吊りボルト 

冷媒液側配管 
ドレン配管接続口 
電源取入口 

φ₉．₅₂︵フレア︶
φ₁₅．₈₈︵フレア︶

φ₂₅
ＶＰ₂₅︵塩ビ管︶

以
上

 
以

上
 以上 

（
吊

り
金

具
下

面
）

 

吹出口 ₁₂︲Ｍ₅ネジ 

₃₀
₀

₂₀
₀

₃₅
₃₅

₆₀

₉₀
₀

₁₀₀

吊りボルトピッチ ₇₉₄

₈₃₀

₁₈₁₈

₂₅₅₁₀₈₀
₂₅

₃₀

₁₃
₈

₁₃ ₂₅
₀（

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
） 

₁₃
₈

₁₃ ₇₇

₂₇₀ ₁₁₀

₅₃₀₁₀
₆

₃₁
₀

₃₆
₀

₄₄

₁₃

₆₀

₁₁₀
₁₁₃ ₄₀₀

₆₀₀（ダクトフランジ内寸） 

₂₀₀

₁₁₃

₁₃

₁₁₀

₆₀
₈₂

₀

₉₅

₆₀₂₅
吊

り
ボ

ル
ト

ピ
ッ

チ
 ₈

₉₀

₉₄
₀

₂₅

₉₂

₁₀
₆

₁₀₀

吸込用ダクト接続口 ₁₂︲Ｍ₅ネジ 

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

）

（ダクトフランジ内寸） 

₁₈₈ ₁₈₈₄₀₀

₁₃ ₁₃₂₀₀

₁₃
₁₃

₁₃
₈

₃₅ ₇₅₀ ₃₅

₁₃
₈

₂₅
₀

₆₅

● 記号説明 

Ｎ視 

Ｎ

Ｅ

⒃　給気処理ユニット（FDU-F）
FDUP903FLX

PJD001Z199



210

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

Ｇ
点検口  ︵₆₀₀Ｘ₆₀₀︶

︵₉₀₀Ｘ₁₃₆₀︶

Ｍ１０ 

点検口 

記号  内容 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

冷媒ガス側配管 

吊りボルト 

冷媒液側配管 
ドレン配管接続口 
電源取入口 

φ₉．₅₂︵フレア︶
φ₁₅．₈₈︵フレア︶

φ₂₅
ＶＰ₂₅︵塩ビ管︶

Ｄ

Ｅ

吹出口 ₁₂︲Ｍ₅ネジ 

₁₃ ₁₃

₆₀₄₄

₁₇₅ ₈₅₀（ダクトフランジ内寸）  ₁₇₅
₂₃₈ ₂₃₈₄₀₀

₂₀₀

₆₅

₁₃
₈

₁₃
₈ 　 　 

吸込用ダクト接続口 ₁₆︲Ｍ₅ネジ 

₂₅
₀（

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
）

₁₃ ₁₃₂₀₀₁₃
₁₃

₅₀ ₅₀₁₁₀₀（ダクトフランジ内寸） 
₈₀₀₁₆₃

ＡＢ
制御箱 ₉₄

₂₅
₂₅

₈₃₀
吊りボルトピッチ ₇₉₄₁₈ ₁₈

₆₀
₆₀

₉₅

₁₃
₂₀

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 ₁
₂₇

₀

₁₂
₀₀

₁₁
₀

以上 

以上 以上 

据付スペース 

以上 Ｇ

Ｆ

₁₀₀₉₀₀

₁₀₀
₄₀₀

₁₀₀

（下面サービス）  （側面，下面サービス共通） 

平面図 
以

上
 

以
上

 

スラブ 

配管スペース 

正面図 

天井 

据付スペース 

サ 
｜ 
ビ 
ス 

ス 
ペ 
｜ 
ス （側面サービス） 

据付スペース 

₃₀
₀

₂₀
₀

₉₀
₀

₆₀

₃₅
₃₅

Ｃ

₂₅ ₂₅

₂₇₀

₃₆
₀

₃₁
₀

₁₀
₆

₅₃₀

₁₁₀

₈₀ ₅₁₀

（
吊

り
金

具
下

面
）

 

上面 

下面 

₃₀

₁₃
₈

₁₃ ₂₅
₀（

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
内

寸
） 

₁₃
₈ ₁₃ ₇₇

● 記号説明 

Ｎ視 

Ｎ

（₅）ＶＰ₂₅用接続ソケットを現地手配してください。 

注 （₁）配管はフレア接続 
（₂）配線は端子台接続 
（₃）電源線と信号線は分離してください。 
（₄）装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 

FDUP1403FLX

PJD001Z200



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

211

以
上

 
以

上
 

制御箱 

（側面サービス） 

｜ 
｜ ス ス 

ビ ペ 
サ ス 

Ｆ

以上 

据付スペース 

配管スペース 
以上 

｜ 
｜ 
ス ス 
ペ ビ 
ス サ 

（下面サービス） 

（ダクトフランジ内寸） 

以上 

Ｆ

平面図 
Ｇ

以上 

（側面、下面サービス共通） 

天井 

据付スペース 

スラブ 

正面図 

下面 

Ｃ

注（₁）　装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 
　（₂）　ＶＰ₂₅用ソケットを現地手配してください。 

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 

吸込用ダクト接続口 ₂₀︲Ｍ₅ネジ 

ＡＢ

上面 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

吊りボルトピッチ 

（ダクトフランジ内寸） 

吹出口 

Ｄ

₂₀︲Ｍ₅ネジ 

Ｇ 点検口 

ドレン配管接続口 
配線取入口 
吊りボルト 

冷媒液側配管 

点検口 Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 

Ｅ

（₉₀₀Ｘ₁₇₃₀） 

ＶＰ₂₅（塩ビ管）︵₂︶
（φ₂₅） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

（₆₀₀Ｘ₆₀₀） 
Ｍ₁₀

内         容 記号 
● 記号説明 

冷媒ガス側配管 Ａ φ₁₉．₀₅（ろう付） 

₂₀
₀

₃₀
₀

₉₅

₇₉₄
₈₃₀

₅₃₀

₅₁₀

₁₁₀

₁₃
₈

₂₅
₀

₃₁
₀ ₃₀₃₆
₀

₃₅

₁₃
₁₆₃

₁₃₆₅

₉₀₀

₁₅₀₀
₁₆₃

₃₅
₉₀

₀
₃₅

₄₀₀
₁₀₀

₆₀

₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀

₉₀₀ ₁₀₀

₂₀₀

₁₀
₆

₃₅

₁₃

（
吊

り
金

具
下

面
） 

₂₇₀

₁₃ ₁₃
₈

₁₆
₉₀

₁₆
₄₀

₂₅
₁₀

₀

₂₅ ₈₀

₂₅

₁₈

₄₄

₁₃
₈

₂₅
₀

₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀
₁₄₅₀

₁₃₈
₆₀

₆₀
₁₃ ₁₃

₆₀
₁₃₈

₁₃
₇₇

₂₀₀

₁₅
₇₀

₆₀

₂₅ ₁₃₁₃
₈

₆₀

₁₈

ＦＤＵＰ₁₄₀₂ＦＬＸ

FDUP2243FLX

PJD001Z201



212

2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

以
上

 
以

上
 

制御箱 

（側面サービス） 

｜ 
｜ ス ス 

ビ ペ 
サ ス 

Ｆ

以上 

据付スペース 

配管スペース 
以上 

｜ 
｜ 
ス ス 
ペ ビ 
ス サ 

（下面サービス） 

（ダクトフランジ内寸） 

以上 

Ｆ

平面図 
Ｇ

以上 

（側面、下面サービス共通） 

天井 

据付スペース 

スラブ 

正面図 

下面 

Ｃ

注（₁） 装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 
  ︵₂︶ ＶＰ₂₅用ソケットを現地手配してください。 

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 

吸込用ダクト接続口 ₂₀︲Ｍ₅ネジ 

ＡＢ

上面 

吊
り

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

 

吊りボルトピッチ 

（ダクトフランジ内寸） 

吹出口 

Ｄ

₂₀︲Ｍ₅ネジ 

Ｇ 点検口 

ドレン配管接続口 
配線取入口 
吊りボルト 

冷媒液側配管 

点検口 Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

Ｂ

（
ダ

ク
ト

フ
ラ

ン
ジ

内
寸

） 

Ｅ

（₉₀₀Ｘ₁₇₃₀） 

ＶＰ₂₅（塩ビ管）︵₂︶
（φ₂₅） 

φ₉．₅₂（ろう付） 

（₆₀₀Ｘ₆₀₀） 
Ｍ₁₀

内         容 記号 
● 記号説明 

冷媒ガス側配管 Ａ φ₂₂．₂₂（ろう付） 

₂₀
₀

₃₀
₀

₉₅

₇₉₄
₈₃₀

₅₃₀

₅₁₀

₁₁₀

₁₃
₈

₂₅
₀

₃₁
₀ ₃₀₃₆
₀

₃₅

₁₃
₁₆₃

₁₃₆₅

₉₀₀

₁₅₀₀
₁₆₃

₃₅
₉₀

₀
₃₅

₄₀₀
₁₀₀

₆₀

₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀

₉₀₀ ₁₀₀

₂₀₀

₁₀
₆

₃₅

₁₃

（
吊

り
金

具
下

面
） 

₂₇₀

₁₃ ₁₃
₈

₁₆
₉₀

₁₆
₄₀

₂₅
₁₀

₀

₂₅ ₈₀

₂₅

₁₈

₄₄

₁₃
₈

₂₅
₀

₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀
₁₄₅₀

₁₃₈
₆₀

₆₀
₁₃ ₁₃

₆₀
₁₃₈

₁₃
₇₇

₂₀₀

₁₅
₇₀

₆₀

₂₅ ₁₃₁₃
₈

₆₀

₁₈

ＦＤＵＰ₁₄₀₂ＦＬＸ

FDUP2803FLX

PJD001Z201



2-124_221 色
Ｋ

新
組
04/30
1511

初
校
06/02
1508

再
校
06/14
1503

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

213

₂₅

₁₆︲Ｍ₅ネジ 

内             容 
冷媒ガス側配管 

ドレン配管接続口 

記号 
● 記号説明 

Ｆ

電源取入口 
給水接続口 

冷媒液側配管 

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ａ
Ｂ

φ₁₅．₈₈（フレア） 

本体　ＶＰ₂₅  注（₂） 
φ₉．₅₂ （フレア） 

φ₂₅
Ｇ　　 リングジョイント 

据付スペース 

吸込口 

₁₄︲Ｍ₅ネジ  吹出口 

本体用制御箱 

上面 

下面 

加湿エレメント 

吹出温度センサ 

スラブ 

天井 

加湿エレメント点検口 

加湿器用制御箱 

本
体 

加
湿
器 

加湿器　ＶＰ₂₀  注（₂） 

サービススペース 

加湿器エレメント 

（₆₀₀Ｘ₆₀₀） 点検口 Ｇ
吊りボルト  Ｍ₁₀　₆本 

₁
₄

※ 

平面図 

据付スペース 

正面図 

Ｂ Ａ

Ｃ Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｃ

Ｅ

₁₃

₁₁₀₀
₁₆₃
₅₀

₄Ｘ₂₀₀＝₈₀₀
₂₀₀ ₁₃

₅₀

₁₃ ₁₃
₈

₁₃
₈₆₅

₂₅
₀
（
ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
内
寸
）
 

（ダクトフランジ内寸） 

₁₀
₆

₃₁
₀₃₆
₀

₂₅

₃₀

₂₇₀₄₅₀
₃₀₀

₂₄₀ ₈₀

（
吊
り
金
具
下
面
）
 

₅₅₀

₂₆₅

₁₂
．₅ ₁₁
₃

₃₅
₈

（
※
印
₁箇
所
の
み
）
 

₄₅ ₆₀

₄₄ ₂₀₀

₃Ｘ₂₀₀＝₆₀₀ ₁₄₄
₁₆．₅

₁₄₄
₁₆．₅

₈₅₅₁₇₂．₅ ₁₇₂．₅
₁₁
₇．
₅

₂₀
₅

₂₅
₁₂
₇₀

₂₅
₁₃
₂₀

₁₈ ₇₉₄
₁₈

₂₂

₁₁
₀₉₅₉₄₁₁
₀

（
ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
内
寸
）
 

₁₁
₉

₁₁
₉

₁₀
₅

₁₆
．₅

₁₆
．₅

₁₀₄

（ダクトフランジ内寸） 

Ｎ視 

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
 

吊りボルトピッチ 
₈₃₀

₁₀₀ ₉₀₀

₂₀
₀

₃₀
₀

以
上
 

以
上
 

以上  以上 

₁₃

₅₄₆

₁₂
₀₀

₆₀
₆₀

₄₉
₄₉

₁₆₃

₁₀₀₀

吊りボルトピッチ 

₁₃
₉．
₅

₁₁
₅₁₀

₁₂₀

₁₂
₀₀

₄₆
₀

₅₀
以
下
 

（
吊
り
金
具
下
面
）
 

注︵₁︶　装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 
　︵₂︶　本体側ＶＰ₂₅用接続ソケットを現地手配してください。 
　　　 加湿器側は付属のＬ型ホースを使用して，その先端に 
       ＶＰ₂₀塩ビ管を接続してください。 

Ｎ

吹出温度センサ 

吸込 

接続口  接続口 本体用 
ドレンアップセット 

加湿器用 
ドレンアップセット 

本体 
天井 

加湿器 

吹出 

吸込 

接続口  接続口 

上階スラブ 

本体用 
ドレンアップセット  加湿器用 

ドレンアップセット 

本体 
天井 

加湿器 

吹出 

₃₆
₀

₁₁
₄

有
効
天
井
フ
ト
コ
ロ
₅₀
₀

₃₁
₅

ユニット上階スラブに直付け 

■天井フトコロ₅₀₀ｍｍ対応 

■通常スペース対応 

₃₆
₀

₁₁
₄

₄₅
₇

ユニット高さ₃₆₀ｍｍ，ユニット直付けしてドレンアップセット︵オプション︶
を使用すれば天井フトコロ₅₀₀ｍｍのスペースにも対応可能。据付の自由度を
拡大します。 

通常スペースではドレンアップセットはユニット下端より₄₅₇ｍｍドレン
アップ可能。 

⒄　加湿器付外気処理ユニット形（FDU-F）
FDUP1083FLX

PJD001Z205
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FDUP1683，2103FLX

₁₃ ₂₀₀
₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀₁₆₃

₃₅ ₁₅₀₀

₁₃

₃₅

₁₃
₁₃ ₁₃
₈

₁₃
₈₆₅

₂₅
₀

₁₀
₆

₃₁
₀₃₆
₀

₂₅ ₈₀₂₄₀

₄₅₀ ₂₇₀
₃₀₀

₁₀₄
₂₆₅

₁₂
．₅ ₁₁
₃

₃₅
₈

₄₅

₄₄

₆₀
₁₆．₅
₁₄₄ ₆Ｘ₂₀₀＝₁₂₀₀

₂₀₀
₁₄₄
₁₆．₅

₁₆
．₅

₁₆
．₅₁₁
₉

₁₁
₉

₁₁
₇．
₅

₂₀
₅

₅₇．₅₁₄₅₅₅₇．₅

₁₈ ₇₉₄
₁₈

₅₄₆ ₂₂
₈₃₀ ₅₅₀

₂₅
₁₆
₄₀

₂₅
₁₆
₉₀

₉₅

₈₀₁₀
₀

₁₁
₀

（
吊
り
金
具
下
面
）
 

（ダクトフランジ内寸） 

（
ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
内
寸
）
 

（
吊
り
金
具
下
面
）
 

（
ダ
ク
ト
フ
ラ
ン
ジ
内
寸
）
 

（ダクトフランジ内寸） 

吊りボルトピッチ 

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
 

₁₅
₇₀

₆₀
₆₀ ₄₉

₄₉

₁₆₃

₃₀

₉₀₀ 以上  ₉₀₀

₁₀₀₀

以上 

₃₀
₀

₂₀
₀以
上
 

以
上
 

吊りボルトピッチ 

₁₃
₉．
₅

₁₁
₅

₁₀
₁₂₀

₁₅
₇₀

₅₀
以
下
 

（
※
印
₁箇
所
の
み
）
 

ドレン配管接続口 

電源取入口 
給水接続口 

冷媒液側配管 

Ｆ
Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｂ
本体　ＶＰ₂₅  注︵₂︶
φ₉．₅₂（ろう付） 

φ₂₅

φ₁₉．₀₅（ろう付） 

内         容 

冷媒ガス側配管 Ａ

記号 
●記号説明 

機     種 
φ₂₂．₂₂（ろう付） 

Ｐ₂₁₀₃Ｐ₁₆₈₃

₂₀︲Ｍ₅ネジ  吸込口 

上面 

下面 

加湿エレメント 

加湿エレメント点検口 

本体用制御箱  加湿器用制御箱 

₂₀︲Ｍ₅ネジ  吹出口 

本
体 

加
湿
器 

加湿器　ＶＰ₂₀  注︵₂︶

加湿器エレメント 

サービススペース 

天井 

スラブ 

サービススペース 

（₆₀₀Ｘ₆₀₀） 点検口 Ｇ
吊りボルト  Ｍ₁₀　₆本 

Ｇ　　リングジョイント ₁
₄

※ 

据付スペース 

平面図  正面図 

Ｂ Ａ

Ｃ Ｄ

ＧＧ

Ｃ

Ｆ

Ｅ

注︵₁︶　装置銘板は制御箱の横の側板に貼付してあります。 
　︵₂︶　本体側ＶＰ₂₅用接続ソケットを現地手配してください。 
　　　加湿器側は付属のＬ型ホースを使用して，その先端に 
      ＶＰ₂₀塩ビ管を接続してください。 

Ｎ視 

Ｎ

₂₅

吹出温度センサ 

吹出温度センサ 

₄₆
₀

₁₀
₅

吸込 

接続口  接続口 本体用 
ドレンアップセット 

加湿器用 
ドレンアップセット 

本体 
天井 

加湿器 

吹出 

吸込 

接続口  接続口 

上階スラブ 

本体用 
ドレンアップセット  加湿器用 

ドレンアップセット 

本体 
天井 

加湿器 

吹出 

₃₆
₀

₁₁
₄

有
効
天
井
フ
ト
コ
ロ
₅₀
₀

₃₁
₅

ユニット上階スラブに直付け 

■天井フトコロ₅₀₀ｍｍ対応 

■通常スペース対応 

₃₆
₀

₁₁
₄

₄₅
₇

ユニット高さ₃₆₀ｍｍ，ユニット直付けしてドレンアップセット︵オプション︶
を使用すれば天井フトコロ₅₀₀ｍｍのスペースにも対応可能。据付の自由度を
拡大します。 

通常スペースではドレンアップセットはユニット下端より₄₅₇ｍｍドレン
アップ可能。 

PJD001Z206
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上面 

冷媒液配管接続口 

コントロールボックス 

（φ₆．₃₅フレア） 

冷媒ガス配管接続口 
（φ₁₂．₇フレア） 

加湿器用給水系接続口 
（Ｒ₁⊘₄  オネジ 
　　給水配管は₈Ａ以上） 

ドレン配管接続口 
（₂₅Ａ  Ｒ₁  オネジ） 

₃₀
₃₅

₄₆₀
₂₈₃ ₁₄₂
₃₅₇ ₄₀ ₆₃

₃₃
₀

₄₀

ＲＡＳＡ

ＯＡＥＡ

₉₀
₅₀

₉₅
₁₂₀₁₂₀
₄₀

₃₃₀

₅₀

₁₃₁₀
₆₂₅ ₃₅₅

₄₀

₃₀
₉₉

₀
₇₅

₀
₃₀

₁₃₅₀

₅₀
₁₈

₀₀
₄₅
₉₀

₁₂₀

₆︲₁₅×₃₀小判孔 
（Ｍ₁₂吊りボルト） 

₁₈₀ ₂₈₀

₂₀₀ ₂₆₀

（ユニット上面より見た配置図） 

サービススペース 

冷媒配管部，加湿器， 
給気側ファン点検口 

加湿器 
取出しスペース 

（□₄₅₀） 
₇₆₀以上 

排気側フィルタ 
取出しスペース 

給，排気用 
フィルタ点検口 

ＳＡ ＲＡ

（□₄₅₀） 

給気側フィルタ 
取出しスペース 

₇₆₀以上 ₇₆₀以上 

（□₄₅₀） 

制御箱排気側 
ファン点検口 

（
₁₈

₀₀
） 

₂₀
₀

₄₅
₀

₄₅
₀

₄₀
₀

₃₀
₀

₆₇
₅

₄₅
₀

₆₇
₅

ＥＡ ＯＡ
₄₅₀₄₅₀ （₁₃₉₀） 

₁₅₀₁₅₀

₈₀₀

ダクト接続径（₄箇所） 
（φ₃₀₀） 

（
₂₀

₀）
 

ＲＡ

ＯＡＥＡ

ＳＡ

₄₀₀ ₅₅₅ ₃₅₅
上面 

下面 

（
₄₆

₀）
 

（
₁₈

₀）
 

上面 下面 

ＲＡＳＡ

ＳＡ ＲＡ

ＯＡＥＡ

排気側ファン 

制御箱 

給気側ファン 

空気熱交換器 

加湿器 

ドレン配管接続口 

加湿器用給水配管接続口 

冷媒配管接続口 

冷媒配管接続口 

（ガス側） 

（液側） 

ＥＡ ＯＡ

ダクト接続口 

静圧補正用ダンパ 
（手動・排気側のみ） 

₆箇所（Ｍ₁₂吊りボルト穴） 

排気側フィルタ 

全熱交換器 

給気側フィルタ 

内部配置図 

（　　　　　　　　　） 減圧弁の出口給水圧力は 
₀．₀₆₄ＭＰａ固定のこと。 
　　　　　　…現地手配 

⒅　全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）
SAFP7503LX

PCH000Z326
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上面 

冷媒液配管接続口 

コントロールボックス 

（φ₆．₃₅フレア） 

冷媒ガス配管接続口 
（φ₁₂．₇フレア） 

加湿器用給水系接続口 
（Ｒ₁⊘₄  オネジ 
　　給水配管は₈Ａ以上） 

ドレン配管接続口 
（₂₅Ａ  Ｒ₁  オネジ） 

₃₀

₃₅
₄₆₀

₂₈₃ ₁₄₂
₃₅₇ ₄₀ ₆₃

₃₃
₀

₄₀

ＲＡＳＡ

ＯＡＥＡ

₉₀
₅₀

₉₅
₁₂₀₁₂₀
₄₀

₃₃₀

₅₀

₁₃₁₀
₆₂₅ ₃₅₅

₄₀

₃₀
₉₉

₀
₇₅

₀
₃₀

₁₃₅₀

₅₀
₁₈

₀₀

₄₅
₉₀

₁₂₀

₆︲₁₅×₃₀小判孔 
（Ｍ₁₂吊りボルト） 

₁₈₀ ₂₈₀

₂₀₀ ₂₆₀

（ユニット上面より見た配置図） 

サービススペース 

冷媒配管部，加湿器， 
給気側ファン点検口 

加湿器 
取出しスペース 

（□₄₅₀） 
₇₆₀以上 

排気側フィルタ 
取出しスペース 

給，排気用 
フィルタ点検口 

ＳＡ ＲＡ

（□₄₅₀） 

給気側フィルタ 
取出しスペース 

₇₆₀以上 ₇₆₀以上 

（□₄₅₀） 

制御箱排気側 
ファン点検口 

（
₁₈

₀₀
） 

₂₀
₀

₄₅
₀

₄₅
₀

₄₀
₀

₃₀
₀

₆₇
₅

₄₅
₀

₆₇
₅

ＥＡ ＯＡ
₄₅₀₄₅₀ （₁₃₉₀） 

₁₅₀₁₅₀

₈₀₀

ダクト接続径（₄箇所） 
（φ₃₀₀） 

（
₂₀

₀）
 

ＲＡ

ＯＡＥＡ

ＳＡ

₄₀₀ ₅₅₅ ₃₅₅
上面 

下面 

（
₄₆

₀）
 

（
₁₈

₀）
 

上面 下面 

ＲＡＳＡ

ＳＡ ＲＡ

ＯＡＥＡ

排気側ファン 

制御箱 

給気側ファン 

空気熱交換器 

加湿器 

ドレン配管接続口 

加湿器用給水配管接続口 

冷媒配管接続口 

冷媒配管接続口 

（ガス側） 

（液側） 

ＥＡ ＯＡ

ダクト接続口 

静圧補正用ダンパ 
（手動・排気側のみ） 

₆箇所（Ｍ₁₂吊りボルト穴） 

排気側フィルタ 

全熱交換器 

給気側フィルタ 

内部配置図 

（　　　　　　　　　） 減圧弁の出口給水圧力は 
₀．₀₆₄ＭＰａ固定のこと。 
　　　　　　…現地手配 

SAFP10003LX

PCH000Z327
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（　　　　　　　  ）

重量
PFD1123

サ－ビススペ－ス

上
異  径  継  手

室外吸入ガス管用 室外吐出ガス管用

1個
室内ガス管用

室外吸入ガス管用
室内ガス管用

2個2個

A B C

10
0以

上
100

95

95

54
.2

12
4.2

24
8.420
8

95
.6

70.3 70.3

69

338.4

下

15

20
.2

点検口
（□450）

340

28
0

150以上 150以上

308.4

15
7.7

15
7.718

5.8

コネクタ付 室内側接続配線（長さ2000）

吊りボルト位置
（M10現地手配）

サービススペース

7.2kg
形  式

D

1個

室外吐出ガス管用

室内側冷媒配管接続口（ｶﾞｽ）
           Φ15.88ﾌﾚｱ

室外側冷媒配管接続口（吸入ｶﾞｽ）
           Φ15.88ﾌﾚｱ

室外側冷媒配管接続口（吐出ｶﾞｽ）
           Φ12.7ﾌﾚｱ

OD15.88

ID9.52

OD15.88

ID12.7

OD12.7

ID9.52

OD12.7

ID6.35

Φ9.52接続時,付属異径継手A使用
Φ12.7接続時,付属異径継手B使用（　　　　 　　　 ）

Φ9.52接続時,付属異径継手A使用
Φ12.7接続時,付属異径継手B使用

Φ9.52接続時,付属異径継手C使用
Φ6.35接続時,付属異径継手D使用

（　　　　　　　  ）

同梱の異径継手使用
の場合は250以上

同梱の異径継手使用
の場合は250以上（　　　　 ） （　　　　 ）

注1. 個別分流ｺﾝﾄﾛｰﾗに室内ﾕﾆｯﾄを未接続状態でﾕﾆｯﾄの運転はしないでください。
　2. 分流ｺﾝﾄﾛｰﾗは上下逆の据付はできません。

本体が水平になるように据付けてください。
　3. 接続配線は点検口に面した側面から取り出してください。
　4. 左図に示すｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽを必ず設けてください。
　5. 一台の分流ｺﾝﾄﾛｰﾗの下流に複数台の室内ﾕﾆｯﾄを接続する場合，下記の何れかの方法によ

り全て同一の冷／暖モードで運転してください。
  　 ・リモコン1台による複数室内ユニット制御
　　・運転モード親子室内ユニット制御
　6. 接続配管径により下表の異径継手を接続してください。

（フレアナットは分流コントローラに付属のものを使用してください。）

7. 室内ﾕﾆｯﾄ運転中および停止中の制御により分流ｺﾝﾄﾛｰﾗから音がすることがあります。
    天井から露出しての取付の際には，取付け場所にご注意ください。

⒆　分流コントローラ（冷暖フリーマルチ用）
PFD1123

PCB002Z953
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サ－ビススペ－ス

上10
0以

上

28
0

340

100

95

54
.2

12
4.2

24
8.420
8

95
.6

70.3 70.3

69

338.4

下

15

20
.2

15
7.7

9515
7.718

5.8

308.4

室内側接続配線（長さ2000）

吊りボルト位置
（M10現地手配）

点検口
（□450）

150以上 150以上

サービススペース

注1. 個別分流ｺﾝﾄﾛｰﾗに室内ﾕﾆｯﾄを未接続状態でﾕﾆｯﾄの運転はしないでください。
　2. 分流ｺﾝﾄﾛｰﾗは上下逆の据付はできません。

本体が水平になるように据付けてください。
　3. 接続配線は点検口に面した側面から取り出してください。
　4. 左図に示すｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽを必ず設けてください。
　5. 一台の分流ｺﾝﾄﾛｰﾗの下流に複数台の室内ﾕﾆｯﾄを接続する場合，下記の何れかの方法によ
　　 り全て同一の冷／暖モードで運転してください。
  　 ・リモコン1台による複数室内ユニット制御
　　・運転モード親子室内ユニット制御
　6. 室内ﾕﾆｯﾄ運転中および停止中の制御により分流ｺﾝﾄﾛｰﾗから音がすることがあります。

天井から露出しての取付の際には，取付け場所にご注意ください。

コネクタ付

室内側冷媒配管接続口（ｶﾞｽ）
           Φ15.88ﾌﾚｱ

室外側冷媒配管接続口（吐出ｶﾞｽ）
           Φ12.7ﾌﾚｱ

室外側冷媒配管接続口（吸入ｶﾞｽ）
           Φ15.88ﾌﾚｱ

重量
PFD1803 7.5kg

形  式

PFD1803

PCB002Z954
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サ－ビススペ－ス

上
異  径  継  手

室外吸入ガス管用 室外吐出ガス管用

1個
室内ガス管用

室外吸入ガス管用
室内ガス管用

2個2個

A B C

10
0以

上

35
0

340

下

ID19.05

ID15.88 ID15.88

ID19.05

ID15.88

ID22.22

15
338.4

70.370.3

20
.2

18
0.6

28
3

120
80

32
3.4

17
4.2

74
.2

室内側接続配線（長さ2000）

吊りボルト位置
（M10現地手配）

コネクタ付

点検口
（□450）

同梱の異径継手使用
の場合は250以上

150以上 150以上

（　　　　   ） （　　　　   ）同梱の異径継手使用
の場合は250以上

308.4

15
7.7

12
015
7.718

5.8

サービススペース

室内側冷媒配管接続口（ガス）
          Φ15.88フレア

Φ19.05接続時,付属異径継手A使用
Φ22.22接続時,付属異径継手B使用

Φ19.05接続時,付属異径継手A使用
Φ22.22接続時,付属異径継手B使用

室外側冷媒配管接続口（吸入ガス）
            Φ15.88フレア

（Φ19.05接続時,付属異径継手C使用）

室外側冷媒配管接続口（吐出ガス）
             Φ15.88ﾌﾚｱ

注1. 個別分流ｺﾝﾄﾛｰﾗに室内ﾕﾆｯﾄを未接続状態でﾕﾆｯﾄの運転はしな
いでください。

　2. 分流ｺﾝﾄﾛｰﾗは上下逆の据付はできません。
本体が水平になるように据付けてください。

　3. 接続配線は点検口に面した側面から取り出してください。
　4. 左図に示すｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽを必ず設けてください。
　5. 一台の分流ｺﾝﾄﾛｰﾗの下流に複数台の室内ﾕﾆｯﾄを接続する場合，
　　下記の何れかの方法により全て同一の冷／暖モードで運転して
　　ください。
  　 ・リモコン1台による複数室内ユニット制御
　　・運転モード親子室内ユニット制御
　6. 接続配管径により下表の異径継手を接続してください。

7. 室内ﾕﾆｯﾄ運転中および停止中の制御により分流ｺﾝﾄﾛｰﾗから音
    がすることがあります。
    天井から露出しての取付の際には，取付け場所にご注意くださ
    い。

（　　　　　　　   ）

（　　　　　　　   ）

重量
PFD2803 8.6kg

形  式

PFD2803

PCB002Z955
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　●リレーキット（分流コントローラ付属品）
10

0

85

70

50.8

コネクタ
6P,シロ

コネクタ
5P,アカ

22.540

5
90

2-Φ6

PCB002Z956
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221

温度設定 運転／停止

120

86

19
25

12
0

● リモートコントローラ品番

適用機種

FDTC，FDT，FDTW，FDTSC
FDTS，FDR，FDE，FDK

FDU，FDES，FDFL，FDFU
FDAS，FDU-F，DAU，FDWU，SAF

MHI 品番

RC-D3

RC-D4

● リモコン配線（別売）〔RC-D4・RC-D3用〕

適用機種

除くSAF

品番 長さ（ｍ）
ＨＡ０６１９２
ＨＡ０６１９３
ＨＡ０６１９４

１０
５０
１００

壁面 

配線 
（埋込の場合） 

ＪＩＳボックス 
（客先手配品） 

₁₉

₂₃
₄₆

₁₁．₅ ₁₁

リモコン外形 

₁₂₀
₄₅

₈₃
．₅

₄₂

₁₂
₀

リモコン取付寸法 

配線後抜き用 
取付け穴 

₁₂×₇長穴  ₉×₄．₅長穴 （₄個所） 

注（₁）使用可能ＪＩＳボックス  ＪＩＳ  Ｃ  ₈₃₄₀
　　　　１個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用） 

　　　　２個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用︶

ねじ取付部の薄肉部分を 
ナイフ等で切りとってか 
らねじをしめてください。 

リモコンコードを延長する場合の注意  最大総延長₆₀₀ｍ 

配線埋込取付 

●リモコンコードは₀．₃ｍｍ₂×₂心です。 

₁₀₀～₂₀₀ｍ以内…₀．₅₀ｍｍ₂×₂心 
₁₀₀　₃₀₀ｍ以内…₀．₇₅ｍｍ₂×₂心 
₁₀₀　₄₀₀ｍ以内…₁．₂₅ｍｍ₂×₂心 
₁₀₀　₆₀₀ｍ以内…₂．₀₀ｍｍ₂×₂心 

₄₄

延長距離が₁₀₀ｍを超える場合は，下記サイズに変更し
てください。但し，リモコンケース内を通る配線は最
大₀．₅ｍｍ₂以下とし，リモコン外部の近傍で配線接続に
より，サイズを変更してください。配線接続する際は，
水分等が浸入しないような処置を行ってください。ま
た，配線の接続は，接触不良のないように確実に行っ
てください。 

⒇　リモートコントローラ
●ワイヤードリモコン（別売品）
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色Ｋ
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00/00
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A
P

J
A

0
0

3
Z

3
3

6

ThI‑R1,2,3

ThI‑A

XR1
XR2

XR3
XR4

1

2

3

4

5

6

+12

SW1 SW2 SW3 SW4

SW6

SW5

SW7

LED・2 LED・3

X

Y

A

B

1

3

1

2

X

Yt°

TB2
シロ

クロ

アオ

アカ

CNW3
アカ

CNW2
アカ

CNW4
アオ

CNW1
アオ

CNB
シロ

CNK1
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

CNI
アオ

CNA
アカ

CNT
アオ

1

2 シロ

アカ
F200（5.0A）

F201（5.0A）

F202
（2.0A）

F203
（0.2A）

X4

3

1

CNW0
シロ

5

TB1

CNU
アオ

シロ

アカ

CNJ
シロ

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

CNK2

JSL1

キ／ミド

ThC

1 3

M
1～

CNR
シロ

DM

シロ チャ

キ キ

2 1

CNR2
アオ

M

1 4 5 6 7

CNM
シロ

FMI

5 6 4 3 2

アカ アオ チャ ダイ シロ

アカ アオ チャ ダイ シロ

5 6 4 3 2

アカ アオ チャ ダイ シロ

CNM3
アカ

CNM4
シロ

SM

クロ

t°
クロ

クロ

t°
クロ

1

2

1

2

クロ

t°
クロ

3

4

シロ1

キ

ダイ

アオ

アカ

M

2

3

4

5

6

ThI‑R2

ThI‑R3

ThI‑A

アオ

アオ

アカ

アカ

キ

キ

CNA2
シロ

CNH2
シロ

t°

5

6

ThI‑R1

クロ

クロ

CNN2
クロ

アカ

アカ

1

2

FS
シロ

シロ

CNI2
シロ

3

4

5

6

7

8

12

13

14

15

16

17

10

11

1

2

シロ

キ

ダイ

アオ

チャ

アカ

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

1

2

3

4

5

6

アオ

アオ

アカ

アカ

キ

キ

クロ

クロ

シロ

シロ

シロ

キ

ダイ

アオ

チャ

アカ

CNC
シロ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2

1

3

4

5

1

2
3

4

5

アオ

1

2

3

4

5

アカ
1

2

3

4

5

クロ

キ
／
ミ

クロ

クロ

M

LM1

M

LM2

M

LM3

M

LM4

1

2

3

4

5

クロ

CNJ2
シロ

クロ

クロ

クロ

クロ

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1

2

3

4

5

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

1

2

3

4

5

アカ

1

2

3

4

5

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

1

2

3

4

5

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

アカ

アカ

アカ

アカ

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

電源線

アース

電源
200V～
50／60Hz

電源
室内ユニット間接続線

信号線

信号
室内ユニット間接続線

リモコン

電源基板

電源回路

制御基板

スーパーリンク（予備）

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション

（運転）
（暖房）
（サーモ ON）
（点検）

冷暖フリーマルチ用

キ／ミド

キ／ミド

キ
／
ミ

キ／ミド

アカ

アカ

アカ

アカ

アオ

アオ

アオ

アオ

ド ド

ドレンモータ

ファンモータ

ルーバモータ

フロートスイッチ

ヒューズ

表示灯（赤‑点検表示）

コネクタ（□印）

表示灯（緑‑マイコン正常表示）
スーパーリンク（予備）切換

機種容量切替

ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.10の位

室内アドレスNo.1の位

スーパーリンク自動判定／旧固定

室外アドレスNo.10の位

室外アドレスNo.1の位

室内アドレスNo.100の位 DM用リレー

吸込空気センサー

熱交センサー

運転チェック・ドレン試運転

リモコン付属サーミスタ

端子台〔電源）（□印）

端子台〔通信）（□印）

閉端接続子■印

CNZ

HA用

シロ

I

FS

LM1～4

DM

FM

LED・3

F200～203

LED・2

CNA～Z

･記号説明

JSL1

SW6

SW4

SW5－1

SW5－2

SW1

SM

SW2

SW3

SW7－1

Thc

TB2

X4

TB1

 

 

2.3 電
気

配
線

図

⑴
　

天
井

埋
込

形
4

方
向

吹
出

し
・

小
容

量（
FD

TC
）

形
式

：
全

形
式
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223

FDTP283，363， 453，563，713，803，903，1123，1403，1603LXD

⑵
　

天
井

埋
込

形
4

方
向

吹
出

し（
FD

T）

クロ（アカテープ付）

t°

DM用リレーX4

ドレンモータ

ファンモータ

DM

ルーバモータ

フロートスイッチ

LM1～4

FS

ヒューズF1,F200～203

表示灯（赤-点検表示）

コネクタ（□印）CNA～Z

LED・2

吸込空気センサ
熱交センサ

運転チェック・ドレン試運転

リモコン付属サーミスタ

制御基板

電源基板

機種容量切替SW6

端子台（電源）（□印）TB1
端子台（通信）（□印）TB2

表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3

ステッピングモータ（電子膨張弁用）SM
SW1
SW2

室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位

SW3
SW4

スーパーリンク自動判定／旧固定

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

室内アドレスNo.100の位

SM

クロ（アカテープ付）

クロ（キーテープ付）

t°クロ（キーテープ付）

クロ

t°クロ

1

2

3

4

5

6

クロ

t°クロ

1

2

アカ

アカ

1

2

シロ1
キ
ダイ
アオ
チャ
アカ

M
2
3
4
5
6

XR1

5線又は6線

XR2
XR3

XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

SW1 SW2 SW3 SW4

SW6

SW5

SW7

LED・2 LED・3

X
Y
A
B

1

3

1

2

X
Yt°

シロ

クロ
リモコン

TB2
シロ

クロ

アオ

アカ

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

CNW3
アカ

CNW2
アカ

アオ
アオ
アオ
アオ
アオ

2
1
3
4
5

1
2
3
4
5

CNW4
アオ

CNW1
アオ

CNB
シロ

CNK1
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

CNI
アオ

CNA
アカ

CNT
アオ

1
2 シロ

アカ F200（5A）

F201（5A）

M

1 4 5 6 7

ア
カ

ア
オ

チ
ャ

ダ
イ

シ
ロ

F202
（2A）

F203
（0.2A）

CNM
シロ

X4

3

1

CNW0
シロ

1 3

5

電源線

電源
室内ユニット間接続線

TB1

M
1～

CNR
シロ

DM

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用

コネクタ
CNU
アオ

シロ
アカ

1 2 3 4 1 2 3 4
6 5 4 3 2 1

3 1
1
2

2
1

クロ
クロ

クロ
クロ

アオ

FS

PS
CNY1
アカ

CNY2
シロ

CNV4
シロ

CNW5
シロ

CNW6
アオ

1
3
5

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

LM1

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

6
7
8
9
10

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

LM2

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

11
12
13
14
15

1
2
3
4
5

11
12
13
14
15

LM3

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

16
17
18
19
20

1
2
3
4
5

16
17
18
19
20

LM4

CNJ2
シロ

CNJ
シロ

グリル自動昇降用モータ
PS パネルスイッチ

昇降ワイヤゆるみ検知スイッチ

■印 閉端接続子

F1
（1A）

シ
ロ

ア
カ

シ
ロ

ア
カ

WS1

WS2

チャ
ダイ

アオ
チャ
ダイ

アオ
ダイ
チャ

CNV
アカ

CNV2
クロ

CNV3
クロ

チ
ャ
ダ
イ
ア
オ
ア
カ
ク
ロ
シ
ロ

52X8-1,2
52X7 正逆転用リレー

52X8-2

52X8-1 52X7

パネル基板

電源回路

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

冷暖フリーマルチ用
（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

CNK2

CNZ

CNC

アース

HA用

スーパーリンク（予備）

湿度センサ用（オプション）

JSL1 スーパーリンク（予備）切換

JSL1

M1（R）

M2（L）

M
1～

M
1～

アオ
チャ
ダイ

アオ
チャ
ダイ

CNL1

CNL2 ※1

シロシロ

アカシロ

キ キ

キ／ミド

キ／ミド

キ／ミド

キ
／
ミ
ド

キ
／
ミ
ド

キ
／
ミ
ド ミ

ド

シロ

CND
換気

クロ

アカ

SW5-1
SW5-2

SW7-1

WS1,2

M1,2

M1,M2用リレー

電源 200V～
　　 50／60Hz

信号線
信号

室内ユニット
間接続線

FMＩ

Th Ｃ ThＩ-R1

ThＩ-R2

ThＩ-R3

ThＩ-A

FMＩ

ThＩ-A
ThＩ-R1,2,3

ThＣ 

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.ラクリーナパネルを使用しない場合は※1箇所のパネル基板および配線はありません。

●記号説明

F
P

J
F

0
0

0
Z

0
3

2
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色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDTP2243，2803LXD

クロ（アカテープ付）

t°
制御基板電源基板

SM

クロ（アカテープ付）
クロ（キテープ付）

クロ（キテープ付）
クロ

クロ

1

2
3

4
5

6
クロ

クロ

1

2

アカ

アカ
1

2
シロ1
キ
ダイ
アオ
チャ
アカ

M
2
3
4
5
6

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

SW1 SW2 SW3 SW4

SW6SW5 SW7

LED・2 LED・3

BAYX

2131

TB2

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

CNW3
アカ

CNW2
アカ

アオ
アオ
アオ
アオ
アオ

2
1
3
4
5

1
2
3
4
5

CNW4
アオ

CNW1
アオ

CNK1
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

CNI
アオ

CNA
アカ

CNT
アオ

12

F200（5A）

F201（5A）

M

1 4 5 6 7

ア
カ
ア
オ

チ
ャ

ダ
イ

シ
ロ

F202
（2A）

F203
（0.2A）

CNM
シロ

X4

31

1 3

5

TB1

M
1～

CNR
シロ

DM

CNU
アオ

1 2 3 4 1 2 3 4
6 5 4 3 2 1

3 1
1
2

2
1

クロ
クロ

クロ
クロ

アオ

FS

PS
CNY1
アカ

CNY2
シロ

CNV4
シロ

CNW5
シロ

CNW5
アオ

シロ
アカ

1
3
5

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

LM1

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

6
7
8
9
10

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

LM2

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

11
12
13
14
15

1
2
3
4
5

11
12
13
14
15

LM3

アカ
アカ
アカ
アカ
アカ

M

クロ
クロ
クロ
クロ
クロ

16
17
18
19
20

1
2
3
4
5

16
17
18
19
20

LM4

CNJ2
シロ

CNJ
シロ

F1
（1A）

シ
ロ

シ
ド

ア
カ

WS1

WS2

チャ
ダイ

アオ
チャ
ダイ

アオ
ダイ
チャ

CNV
アカ

CNV2
クロ

CNV3
クロ

チ
ャ
ダ
イ
ア
オ
ア
カ
ク
ロ
シ
ロ

52X8-2

52X8-1 52X7

パネル基板

電源回路

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

冷暖フリーマルチ用
（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

CNK2

CNZ

CNC

HA用

スーパーリンク（予備）

湿度センサ用（オプション）

JSL1

M1（R）

M2（L）

M
1～

M
1～

アオ
チャ
ダイ

アオ
チャ
ダイ

CNL1

CNL2

シロシロ

アカシロ

キ キ

シロ

CND
換気

クロ

アカ

CNB
シロ

CNR
シロ

シ
ロ

ク
ロ

ア
オ

ア
カ

電源
室内ユニット間接続線

t°

t°

t°

キ／ミド

キ／ミド

キ／ミド

キ
／
ミ
ド

キ
／
ミ
ド

シ
ロ

ア
カ

X
Y

t°
リモコン

電源線

アース

シロ
アカ

Aユニット

BAYX

2131

TB2

CNK1
シロ

12TB1

CNB
シロ

シ
ロ

ク
ロ

ア
オ

ア
カ

シ
ロ

ア
カ

Bユニット

シ
ロ

ク
ロ

ア
オ

ア
カ

制
御
基
板

31

CNR
シロ

電
源
基
板

パ
ネ
ル
基
板

シ
ロ

ア
カ

※Bユニット内の回路は
　Aユニットと同一である。

DM用リレーX4

ドレンモータ

ファンモータ

DM

ルーバモータ

フロートスイッチ

LM1～4

FS

ヒューズF1,F200～203

表示灯（赤-点検表示）

コネクタ（□印）CNA～Z

LED・2

吸込空気センサ
熱交センサ

運転チェック・ドレン試運転

リモコン付属サーミスタ

機種容量切替SW6

端子台（電源）（□印）TB1
端子台（通信）（□印）TB2

表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3

ステッピングモータ（電子膨張弁用）SM
SW1
SW2

室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位

SW3
SW4

スーパーリンク自動判定／旧固定

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

室内アドレスNo.100の位

グリル自動昇降用モータ
PS パネルスイッチ

昇降ワイヤゆるみ検知スイッチ

■印 閉端接続子

52X8-1,2
52X7 正逆転用リレー

JSL1 スーパーリンク（予備）切換

SW5-1
SW5-2

SW7-1

WS1,2

M1,2

M1,M2用リレー

SW1 SW2

SW6

SW5

SW7

SW3 SW4

信号線

電源 200V～
　　 50／60Hz

信号
室内ユニット間接続線

FMＩ

Th Ｃ

ThＩ-R1

ThＩ-R2

ThＩ-R3

ThＩ-A

FMＩ

ThＩ-A
ThＩ-R1,2,3

ThＣ 

5線又は6線

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　

●記号説明

F
P

J
F

0
0

0
Z

0
3

3



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

225

FDTWP223，283，363，453，563LXD

⑶
　

天
井

埋
込

形
2方

向
吹

出
し（

FD
TW

）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

ロ
シ

キキ

LED・2 SW2
SW6

SW5

5線又は６線

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4

CNK2

CNA アカ
クロ
CNH

アカ
CNO

クロ
CNW2

アース
1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

アカ
CNY1

PS

CNA
シロ

ク
ロ

ク
ロ

パネル基板

制御基板

F（0.2A）

I

FM用リレー

リモコン付属サーミスタ

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6

運転チェック／ドレン試運転

TB2 端子台（通信）（□印）

Tr

SW7-1 

トランス

LM用リレー
DM用リレーX4

X5

△印
■印

ファストン端子
閉端接続子

 -1,2XL2
XL1 正逆転用リレー

M1～4 用リレー

TB1 端子台（電源）（□印）

I

FS

CFI1

DM

FMI1
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）
F ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

LS
LM

ルーバースイッチ
ルーバモータ

室内アドレスNo.10の位

パネルスイッチ

SW1

PS
M1～4 グリル自動昇降用モータ

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

LED・3
LED・2

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

スーパーリンク（予備）切換JSL1

CNJロ カオロャ

シロ
CNF1

I

CF

FM

LM

シロ

シロ シロ

シロ
CNW

アカ アカ

ロ
ク

アオ
CNS

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

シ

1

X6

MH

ク ア

5 7

L

ア

9

X3

X2

CNV クロ

1 32 54 ロ
ク

LS

3

イ
ダ

CNJ2CNR

3

ャ
チ

1

ロ
シ

シロ
1

ロ
シ

X4

X5

CNI
アオ

アア
カ カ

アオ

シロ
CNW1

200VCNS2
シロ

ロ
ク

Tr

キア アク チ 453
カ オロ ャ

1M

シロ
CN1

オ
ア
イ
ダ

オ
ア

イ
ダ

ロ
ク

ロ
シ

ャ
チ

1

CNV3 クロ

2

XL1

CN

カ
ア

イ
ダ

3

ャ
チ

2M

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

M

CN2
アカ

オ
ア

ロ
ク

カ
ア

ロ
シ
カ
ア

ロ
シ

アカ

オ
ア

M

アカ
CN3

ャ
チ

4

CN4

ャ
チ

イ
ダ シロ

ロ
シ

ロ
ク

カ
ア

ロ
ク

電源線

源
電

TB1

シロ

アカ

200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

XL2-1

XL2-2

アオ

CNR2

DM

アオ

1～
M

FS

M
1～

M
1～

M
1～

M
1～

3

2

1

M
1～

1～
M

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

t° t°

1 2 3 4
CNN キ

ThI-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t°

ハ ハ
イイ

t°

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

SM

18V 23V

5

1
I 1

記事 1.         は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.ラクリーナパネルを使用しない場合は※1箇所のパネル基板および配線はありません。

●記号説明

※1

C
P

J
B

0
0

1
Z

5
3
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226

2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDTWP713，803，903LXD

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

源
電

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

50／60Hz

ロ
シ

キキ

LED・2 SW2
SW6

SW5

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4

CNK2

CNA アカ
クロ
CNH

アカ
CNO

クロ
CNW2

アース
1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

アカ
CNY1

PS

CNA
シロ

ク
ロ

ク
ロ

パネル基板

制御基板

F（0.2A）

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.ラクリーナパネルを使用しない場合は※1箇所のパネル基板および配線はありません。

I

●記号説明

I
FS

CF

DM

FM
フロートスイッチ

ドレンモータ

FM 用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

I

F ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

1

I1

機種容量切換SW6
運転チェック／ドレン試運転

TB2 端子台（通信）（□印）

SW7-1
TB1 端子台（電源）（□印）

FM用リレー

リモコン付属サーミスタ

熱交センサ
吸込空気センサ

Thc

Th　-R1,2,3
Th　-A

X1～3,6
Tr トランス

LM用リレー
DM用リレーX4

X5

△印
■印

ファストン端子
閉端接続子

 -1,2XL2
XL1 正逆転用リレー

M1～4 用リレー

I

I
I

LS
LM

ルーバースイッチ
ルーバモータ

室内アドレスNo.10の位

パネルスイッチ

SW1

PS
1～4M グリル自動昇降用モータ

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

LED・3
LED・2

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

スーパーリンク（予備）切換JSL1

CNJロ カオロャ

シロ
CNF1

I

CF

FM

LM

シロ

シロ シロ

シロ
CNW

アカ アカ

ロ
ク

アオ
CNS

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

シ

1

X6

MH

ク ア

5 7

L

ア

9

X3

X2

CNV クロ

1 32 54 ロ
ク

LS

3

イ
ダ

CNJ2CNR

3

ャ
チ

1

ロ
シ

シロ
1

ロ
シ

X4

X5

CNI
アオ

アア
カ カ

アオ

シロ
CNW1

200VCNS2
シロ

ロ
ク

Tr

キア アク チ 453
カ オロ ャ

1M

シロ
CN1

オ
ア
イ
ダ

オ
ア

イ
ダ

ロ
ク

ロ
シ

ャ
チ

1

CNV3 クロ

2

XL1

CN

カ
ア

イ
ダ

3

ャ
チ

2M

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

M

CN2
アカ

オ
ア

ロ
ク

カ
ア

ロ
シ
カ
ア

ロ
シ

アカ

オ
ア

M

アカ
CN3

ャ
チ

4

CN4

ャ
チ

イ
ダ シロ

ロ
シ

ロ
ク

カ
ア

ロ
ク

電源線

TB1

シロ

アカ

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

XL2-1

XL2-2

アオ

CNR2

DM

アオ

1～
M

FS

M
1～

M
1～

M
1～

M
1～

3

2

1

M
1～

1～
M

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

t° t°

1 2 3 4
CNN キ

ThI-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t°

ハ ハ
イイ

t°

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

SM

18V 23V

5

1
I1

※1 5線又は6線

C
P

J
B

0
0

1
Z

5
3

6



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

227

FDTWP1123，1403，1603LXD

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

源
電

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

50／60Hz

ロ
シ

キキ

LED・2 SW2
SW6

SW5

5線又は６線

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4

CNK2

CNA アカ
クロ
CNH

アカ
CNO

クロ
CNW2

アース
1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

アカ
CNY1

PS

CNA
シロ

ク
ロ

ク
ロ

パネル基板

制御基板

F（0.2A）

記事 1.          は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.ラクリーナパネルを使用しない場合は※1箇所のパネル基板および配線はありません。

●記号説明

I

FS

CF I 1,2

DM

FM I 1,2
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI 用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）
F ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

機種容量切換SW6
運転チェック／ドレン試運転

TB2 端子台（通信）（□印）

SW7- 1
TB1 端子台（電源）（□印）

FM用リレー

リモコン付属サーミスタ

熱交センサ
吸込空気センサ

Thc

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6
Tr トランス

LM用リレー
DM用リレーX4

X5

△印
■印

ファストン端子
閉端接続子

 -1,2XL2
XL1 正逆転用リレー

M1～4 用リレー

I

LS
LM

ルーバースイッチ
ルーバモータ

室内アドレスNo.10の位

パネルスイッチ

SW1

PS
M1～4 グリル自動昇降用モータ

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

LED・3
LED・2

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5- 1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5- 2 室内アドレスNo.100の位

スーパーリンク（予備）切換JSL1

CNJロ カオロャ

シロ
CNF2

シロ
CNF1

I
FM

CF I2CF I1

FM

LM

シロ

シロ シロ

シロ
CNW

アカ アカ

ロ
ク

アオ
CNS

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

シ

1

X6

MH

ク ア

5 7

L

ア

9

X3

X2

CNV クロ

1 32 54 ロ
ク

LS

3

イ
ダ

CNJ2CNR

3

ャ
チ

1

ロ
シ

シロ
1

ロ
シ

X4

X5

CNI
アオ

アア
カ カ

アオ

シロ
CNW1

200VCNS2
シロ

ロ
ク

Tr

キア アク チ 453
カ オロ ャ

1M

シロ
CN1

オ
ア
イ
ダ

オ
ア

イ
ダ

ロ
ク

ロ
シ

ャ
チ

1

CNV3 クロ

2

XL1

CN

カ
ア

イ
ダ

3

ャ
チ

2M

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

M

CN2
アカ

オ
ア

ロ
ク

カ
ア

ロ
シ
カ
ア

ロ
シ

アカ

オ
ア

M

アカ
CN3

ャ
チ

4

CN4

ャ
チ

イ
ダ シロ

ロ
シ

ロ
ク

カ
ア

ロ
ク

電源線

TB1

シロ

アカ

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

XL2-1

XL2-2

アオ

CNR2

DM

アオ

1～
M

FS

M
1～

M
1～

M
1～

M
1～

3

2

1

M
1～

M
1～

1～
M

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6

Th I-R1 Th I-ATh I-R2

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

t° t°

1 2 3 4
CNN キ

Th I-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t°

ハ ハ
イイ

t°

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

SM

18V 23V

55

5
5

1 I 2

※1

C
P

J
B

0
0

1
Z

5
3

7



228

2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

⑷
　

天
井

埋
込

形
1

方
向

吹
出

し〔
小

容
量

シ
リ

ー
ズ

〕（
FD

TSC
）

記事 1.         は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 

●記号説明

CnM3
シロ

ロ
シ

ャ
チ

ロ
ク

オ
ア

オ
ア

C UH

1 3

H M

5 7

カ
ア

L

9

CFI

シロ
CnF1

IFM

ロ
シ

ャ
チ ク

ロ
ア
カ

CNJ

LM

シロ

ロ
ク

アオ
CNS

X1

X6

X3

X2

CNV アオ

1 32 54 ロ
ク

LS

3

イ
ダ

CNJ2CNR

3

ャ
チ

1

ロ
シ

シロ
1

ロ
シ

X4

X5

CNI
アオ

アア
カ カ

アオ

シロ
CNW1

200VCNS2
シロ

ロ
ク

Tr

電源線

源
電

TB1

シロ

アカ

200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

CNR2

DM

アオ

1～
M

FS

3

2

1

1～
M

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6
CNA アカ

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

t° t°

1 2 3 4
CNN キ

ThI-R3

5 6 1 2

t° t°

LED・2 SW2
SW6

SW5

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4
F（5A）

F（5A）

キ／ミド

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

クロ
CNH

アカ
CNO

クロ
CNW2

アース
1 2

リモコン
Thc

クロシロ

t°

TB2A B

ア
オ

ア
カ

X Y

X Y

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

信号線

信号
室内ユニット間接続線

CNK2

制御基板

SM

18V 23V

F（0.2A）

I

1～
M

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイ

ア
カ

ア
カ

キ キ ク ク
ロロ

CNN2
クロ

CNA2
シロ

CNI2
シロ

FM用リレー

I

LS

FS

LM

CFI

DM

FM

ルーバースイッチ

フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI 用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

ルーバモータ

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

F

TB2

ヒューズ

端子台（通信）（□印）

Tr

LED・2

SW7-1

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

LM用リレー
DM用リレーX4

X5

コネクタ（□印）CNA～Z

■印 閉端接続子

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

 

I 

ロ
シ
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

229

FDTSP453，563LXD

⑸
　

天
井

埋
込

形
1方

向
吹

出
し（

FD
TS）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

CNK2

SW2SW1 SW3 SW4

I I
FS

CF

DM

FM
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）
F ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

1

I1

表示灯（緑-マイコン正常表示）LED・2

LM ルーバモータ
ルーバスイッチLS

表示灯（赤-点検表示）LED・3

TB2 端子台（通信）（□印）
TB1 端子台（電源）（□印）

リモコン付属サーミスタ

熱交センサ
吸込空気センサ

Thc

Th　-R1,2,3
Th　-A

Tr トランス

I

I
I

FM用リレーX1～3,6

LM用リレーX5
■印 閉端接続子

DM用リレーX4

室内アドレスNo.10の位

機種容量切換SW6

SW1
SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

スーパーリンク（予備）切換JSL1

ロ カオロャ

アカ
CNW0
シロ

アカ

X1

3

UH
チシロ

CNM3 C
シ

1

F（5A） 1
X6

MH
ク ア

5 7

L
ア

9

X3

X2

3

ロ
ク

ロ
ク

TB1

LED・2 SW6

5線又は6線SW5

SW7

LED・3F（5A）

キ／ミド

クロ
CNW2

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

制御基板

クロCNH

t° t°t° t°

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイCNN2

クロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

ThI-R1 ThI-AThI-R2 ThI-R3

CNA2
シロ

シロ
CNI2

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

シロ

アカ1
2
3

200V Tr

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

18V 23V

シロ
CNF1

I

CF

FM

CNR
31シロ

X4

アア
カ カ

シロ
CNW1

FS

M
1～

5

1
I 1

ク
ロ

ク
ロ

1 2 3 4
CNN キ

5 6 1 2

ア ア
カカ

ダ ダ
イイ

ク ク
ロロ

3

イ
ダ

CNJ2
1

ロ
シ

アオ

X5

M
1～

LM

ロ
ク

ロ
ク

LS

CNS3
シロ

CNJS
シロ

CNS
アオ

アア
オ オ

オプション

※1

電源線

200V～ 50/60Hz
電 源

CNU

ロ
シ

カ
ア アオ

1 2 3 4 5 6

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

▲

ャ
チ

ロ
シ

CNR2

DM

アオ

1～
M

CNL6 シロ
1 32 54 76 98 10 11

クロ
CNL4

アオ
CNL2

クロ
CNL1

クロ
CNL5

シロ
CNL3

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

アオ
CNI

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線
信号

室内ユニット間接続線

シ
ロ

ダ
イ

チ
ャ

ア
オ

キ
カ
ワ モ

モ
ク
ロ

ア
カ

ハ
イ

ソ
ラ

アア
カ カ

ロ
ク

ロ
ク

キキ イ
ダ

ロ
シ

ロ
シ

別売品オートスイング用
※1

モータセット取付の場合

源
電

室内ユニット間接続線

アース

スーパーリンク（予備）

JSL1

CNA アカ

F（0.2A）

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

C
P

J
C

0
0

1
Z

1
6

8



230

2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDTSP713LXD

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

CNK2

SW2SW1 SW3 SW4

FS

CFI1,2

DM

FMI1,2
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）
F ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

表示灯（緑-マイコン正常表示）LED・2

LM ルーバモータ
ルーバスイッチLS

表示灯（赤-点検表示）LED・3

TB2 端子台（通信）（□印）
TB1 端子台（電源）（□印）

リモコン付属サーミスタ

熱交センサ
吸込空気センサ

Thc

ThI-R1,2,3
ThI-A

TrI トランス
FM用リレーX1～3,6

LM用リレーX5
■印 閉端接続子

DM用リレーX4

室内アドレスNo.10の位

機種容量切換SW6

SW1
SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

スーパーリンク（予備）切換JSL1

ThI-A

ロ カオロャ

アカ
CNW0
シロ

アカ

X1

3

UH
チシロ

CNM3 C
シ

1

F（5A） 1
X6

MH
ク ア

5 7

L
ア

9

X3

X2

3

ロ
ク

ロ
ク

TB1

LED・2 SW6

SW5

SW7

LED・3F（5A）

キ／ミド

クロ
CNW2

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

制御基板

クロCNH

t° t°t° t°

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイCNN2

クロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

ThI-R1 ThI-R2 ThI-R3

CNA2
シロ

シロ
CNI2

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

シロ

アカ

●記号説明

1
2
3

200V TrI

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

18V 23V

シロ
CNF2

シロ
CNF1

I

CFI1

FM

CFI2

FM

CNR
31シロ

X4

アア
カ カ

シロ
CNW1

FS

M
1～

M
1～

55

5
5

1 I 2

ク
ロ

ク
ロ

1 2 3 4
CNN キ

5 6 1 2

ア ア
カカ

ダ ダ
イイ

ク ク
ロロ

3

イ
ダ

CNJ2
1

ロ
シ

アオ

X5

M
1～

LM

ロ
ク

ロ
ク

LS

CNS3
シロ

CNJS
シロ

CNS
アオ

アア
オ オ

オプション

※1

電源線

200V～ 50/60Hz
電 源

CNU

ロ
シ

カ
ア アオ

1 2 3 4 5 6

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

▲

ャ
チ

ロ
シ

CNR2

DM

アオ

1～
M

CNL6 シロ
1 32 54 76 98 10 11

クロ
CNL4

アオ
CNL2

クロ
CNL1

クロ
CNL5

シロ
CNL3

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

アオ
CNI

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線
信号

室内ユニット間接続線

シ
ロ

ダ
イ

チ
ャ

ア
オ

キ
カ
ワ モ

モ
ク
ロ

ア
カ

ハ
イ

ソ
ラ

アア
カ カ

ロ
ク

ロ
ク

キキ イ
ダ

ロ
シ

ロ
シ

別売品オートスイング用
※1

モータセット取付の場合

源
電

室内ユニット間接続線

アース

スーパーリンク（予備）

JSL1

CNA アカ

F（0.2A）

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

5線又は6線

C
P

J
C

0
0

1
Z

1
6

9



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

231

FDRP223，283，363，453，563，713，903LXD

⑹
　

天
埋

カ
セ

テ
リ

ア
形（

FD
R

）

●記号説明

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

熱交センサ
吸込空気センサ

フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

ThI-R1,2,3
ThI-A

FMI1
FS

DM

CFI1

X3

CNW0
アカ X6

1 753

X1

X2

制御基板

DM

CNRI

9 シロ 31

キシロ

ロ
シ

キ

ャ
チ

X4

CNR

カ
ア

カ
ア

CNI アオ

SW6

SW5

シ
ロ

131

ロ
ク

オ
ア

CNB

SW2SW1

SW4SW3

SM

1
CNA アカ

5

チシ キ ダ
ャロ イ

32 4

ア
オ

リモコン付属サーミスタThc

TB1

表示灯（赤-点検表示）

スーパーリンク自動判定／旧固定

表示灯（緑-マイコン正常表示）

F

LED・3
LED・2

ヒューズ

SW6

TrI

SW5-1

機種容量切換

トランス

端子台（電源）（□印）

ステッピングモータ（電子膨張弁用）SM
室内アドレスNo.10の位SW1
室内アドレスNo.1の位SW2

SW3 室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位SW4

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

X1～3,6 FM用リレー

■印 閉端接続子

CNA～Z コネクタ（□印）

SW7

F（0.2A）

ロ
シ

LED・3

LED・2

TB2

Y
シロ
X

クロ

YX

1～
M

FS

M

信号線
信号

室内ユニット間接続線

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

スーパーリンク（予備）

JSL1

CNK2

スーパーリンク（予備）切換JSL1

CNN キ シロ
CNW1

200V

CNH クロ

ThI-A

18V

クロ
CNW2

ロ ロ カ
ク ク ア

ロ
ク

t° t°t°
TrI

クロシロ

リモコン
t° Thc

YX

カ
ア
ャ
チ
ャ
チ 23V

214321

t°

65

ThI-R3ThI-R2ThI-R1

ロ
ク

ロ
ク

ロ
ク

イ
ハ

イ
ハ

ロ
ク

ロ
ク

6

ア
カ

2

BA
カ
ア

シロ
CNK1
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

X4 DM用リレー

TB2 端子台（通信）（□印）
ロ カオロャ

シロ
CNF3

I

CFI1

FM

モータ2個の場合

UH

チ

C

シ

MH

ク ア

L

ア

電源線

TB1

シロ

アカ

200V～50/60Hz
電 源

シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アオ

3

2

1

M
1～

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

アース

5

1

電
源

室内ユニット間接続線

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

5線又は6線

C
P

J
R

0
0

2
Z

2
1

1



232

2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDRP1123，1403LXD

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

熱交センサ
吸込空気センサ

フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

ThI-R1,2,3
ThI-A

FMI1,2
FS

DM

CFI1,2

X3

CNW0
アカ X6

1 753

X1

X2

制御基板

DM

CNRI

9 シロ 31

キシロ

ロ
シ

キ

ャ
チ

X4

CNR

カ
ア

カ
ア

CNI アオ

SW6

SW5

シ
ロ

131

ロ
ク

オ
ア

CNB

SW2SW1

SW4SW3

SM

1
CNA アカ

5

チシ キ ダ
ャロ イ

32 4

ア
オ

リモコン付属サーミスタThc

TB1

表示灯（赤-点検表示）

スーパーリンク自動判定／旧固定

表示灯（緑-マイコン正常表示）

F

LED・3
LED・2

ヒューズ

SW6

TrI

SW5-1

機種容量切換

トランス

端子台（電源）（□印）

ステッピングモータ（電子膨張弁用）SM
室内アドレスNo.10の位SW1
室内アドレスNo.1の位SW2

SW3 室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位SW4

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

X1～3,6 FM用リレー

■印 閉端接続子

CNA～Z コネクタ（□印）

SW7

F（0.2A）

ロ
シ

LED・3

LED・2

TB2

Y
シロ
X

クロ

YX

1～
M

FS

M

信号線
信号

室内ユニット間接続線

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

スーパーリンク（予備）

JSL1

CNK2

スーパーリンク（予備）切換JSL1

CNN キ シロ
CNW1

200V

CNH クロ

ThI-A

18V

クロ
CNW2

ロ ロ カ
ク ク ア

ロ
ク

t° t°t°
Tr

クロシロ

リモコン
t° Thc

YX

カ
ア
ャ
チ
ャ
チ 23V

I

214321

t°

65

ThI-R3ThI-R2ThI-R1

ロ
ク

ロ
ク

ロ
ク

イ
ハ

イ
ハ

ロ
ク

ロ
ク

6

ア
カ

2

BA
カ
ア

シロ
CNK1
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

X4 DM用リレー

TB2 端子台（通信）（□印）
ロ カオロャ

シロ
CNF4

シロ
CNF3

I

CF

FM

CF

FM

UH

チ

C

シ

MH

ク ア

L

ア

電源線

TB1

シロ

アカ

200V～ 50/60Hz
電 源

シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アオ

3

2

1

M
1～

M
1～

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

アース

55

5
5

1
I1

I2
I2

電
源

室内ユニット間接続線

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

5線又は6線

C
P

J
R

0
0

2
Z

2
1

2



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

233

FDUP453LX

⑺
　

高
静

圧
ダ

ク
ト

形（
FD

U
）

163

FDUP453LX

(6) 高
静
圧
ダ
ク
ト
形
（
FDU）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

電
源

室内ユニット間接続線

Thc
リモコン

X

X

A
M

信号線

信号
室内ユニット間接続線

B

1～
M

1～
M

シロ クロ

CNK2

■印 閉端接続子

t°

スーパーリンク（予備）

JSL1

（20S）

（SVH）

（SVG）

（SVE）

t°t°t°t°

FMI　

CFI

カ
アク

ロロ
シ

オ
ア

CL MUH H

DM

アオ
CNR2

31

オ
ア

キ／ミド

イ
ダキ

X4

CNR
シロ

ャ
チ

ロ
シ

キキ

（運転）

（暖房）

（コンプ）

（点検）
ロ
シ

  記事 1.      は現地配線を示します。
　　   2. TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　   3. 室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2X2心を使用してください。
　　   4. リモコン配線は0.3mm2X2心を使用してください。
　　   5. リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

 

 

ャ
チ

●記号説明

FS
ファンモータ（サーモ付）

ThI-R1,2,3

1
TB1

シロ

アカ

CNT

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR1

 オプション

CNI

ア
カ

CNW2

18V

200V

TrII

CNW1制御基板

SW2

SW6

SW5
F（5A）

アオ シロ クロ

アオ

+12 1

X6

X1

X2

X3

19 735

3

1

電源
200V～50／60Hz

CNW0

2

3

4

5

6

XR2

XR3

XR4

12 34 5
チ
ャ

シ
ロ
キ
イ

SM

SW4SW3

SW1

CNA アカ

CNM3
シロ

FMI

CFI

トランス

SM

リモコン付属サーミスタ
ThI-A

FMI用コンデンサ

フロートスイッチ

吸込空気センサ
熱交センサ

TrI

SW1
SW2
SW3
SW4
SW5-1

SW6

Thc

ステッピングモータ（電子膨張弁用）
室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

JSL1

端子台（電源）（□印）

ドレンモータ

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

X1-3,6
X4

TB1

DM

DM用リレー

LED・3

スーパーリンク（予備）切換
LED・2

FM用リレー

ThI-A

CNH クロ

3

CNB

1
ア
カ

1
シ
ロ

ク
ロ

シロ

TB2

オ
ア

CnA～Z コネクタ（□印）

電源線

アカ

アオ
CnU

シロ

アカ

カ
ア

LED・2

LED・3

FS

2

3

ア
カ

ク
ロ

ク

キ／ミド SW7

ロ
ク

ロ
ク

12

ThI-R3

イ
ハ

イ
ハ

56

ThI-R2

ロ
ク

ロ
ク

34

ThI-R1

ロ
ク

ロ
ク

12
CNN キ

ア
カ
チ
ャ
チ
ャ 23V

6

カ
ア

F（5A）

2
ア
オ

CNK1
シロ

CNT2
XB1

冷暖フリーマルチ用

アカ

+121

2

3

4

5

XB2

XB3

XB4

5線又は6線

アース

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

端子台（通信）（□印）TB2

F（0.2A）

ヒューズF

シロ

アカ

ロ

Y

 Y

ダ

C
P

J
D

0
0

1
Z

1
9

5



234

2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDUP563，713，903，1123，1403LX

 

5線又は6線

  記事 1.    は現地配線を示します。
　　   2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　   3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2X2心を使用してください。
　　   4.リモコン配線は0.3mm2X2心を使用してください。
　　   5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

室内ユニット間接続線

Thc
リモコン

X Y

X Y A
M

信号線

信号
室内ユニット間接続線

B
1～
M

1～
M

CNK2

t°

スーパーリンク（予備）

JSL1

（20S）

（SVH）

（SVG）

（SVE）

t°t°t°t°

DM

アオ
CNR2

31

X4

CNR
シロ

ャ
チ

ロ
シ

キキ

（運転）

（暖房）

（サーモON）

（点検）
ロ
シ

カ
アチ

ャロ オ
ア

C LMUH H

ロ
ク

FMI　

CFI　

C LH M

キ／ミド

イ
ダキ

52
FH

FM
52

6

4 4

6 FL
52

6

4

CNF
シロ

1
TB1

シロ

アカ

CNT

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR1

 オプション

CNI

ア
カ

CNW2

18V

CNW1制御基板

SW2

SW6

SW5
F（5A）

アオ シロ クロ

アオ

+12 1

X6

X1

X2

X3

1 973 5

3

1

電源
200V～  50／60Hz

CNW0

2

3

4

5

6

XR2

XR3

XR4

1 2 3 4 5
チ
ャ

シ
ロ
キ ダ
イ

SM

SW4SW3

SW1

CNA アカ

CNM3
シロ

ThI-A

CNH クロ

3

CNB

1
ア
カ

1
シ
ロ

ク
ロ

シロ

TB2

オ
ア

電源線

アカ

アオ
CnU

シロ

アカ

カ
ア

LED・2

LED・3

FS

2

3

ア
カ

ク
ロ ロ

ク

キ／ミド SW7

ロ
ク

ロ
ク

1 2

ThI-R3

イ
ハ

イ
ハ

5 6

ThI-R2

ロ
ク

ロ
ク

3 4

ThI-R1

ロ
ク

ロ
ク

1 2
CNN キ

ア
カ
チ
ャ
チ
ャ 23V

6

カ
ア

F（5A）

2
ア
オ

CNK1
シロ

CNT2
XB1

冷暖フリーマルチ用

アカ

+121

2

3

4

5

XB2

XB3

XB4

アース

F（0.2A）

シロ

アカ

シ

ロ

52FM

シ
8

ロ

52FH

シ
8

77
オ
ア

ロ

52FL

シ
8

7

カ
アク

ロロ
シ

オ
ア

モ
モ

モ
モ

モ
モ

カ
アク

ロロ
シ

オ
ア

カ
ア

シロ

アカ

200V

TrI

クロ

163-1

FDUP563,713,903,1123,1403LX

■印 閉端接続子
52FL,FH,FM FMI用電磁接触器

●記号説明

FS
ファンモータ（サーモ付）

ThI-R1,2,3

FMI

CFI

トランス

SM

リモコン付属サーミスタ
ThI-A

FMI用コンデンサ

フロートスイッチ

吸込空気センサ
熱交センサ

TrI

SW1
SW2
SW3
SW4
SW5-1

SW6

Thc

ステッピングモータ（電子膨張弁用）
室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

JSL1

端子台（電源）（□印）

ドレンモータ

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

X1-3,6
X4

TB1

DM

DM用リレー

LED・3

スーパーリンク（予備）切換
LED・2

FM用リレー

CnA～Z コネクタ（□印）

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

端子台（通信）（□印）TB2

ヒューズF

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

電
源

シロクロ

B
P

J
D

0
0

1
Z

2
6

4



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

235

FDUP2243，2803LX

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

Thc
リモコン

X Y

X Y A
M

信号線

信号
室内ユニット間接続線

B

室内ユニット間接続線

シロクロ

CNK2

F
（10A）

F
（10A）

t°

1～
M M

1～

スーパーリンク（予備）

JSL1

（20S）

（SVH）

（SVG）

（SVE）

t°t°t°t°

■印 閉端接続子

（運転）

（暖房）

（コンプ）

（点検）

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

FS
ファンモータ（サーモ付）

NF

FC

1
TB1

シロ

CNT

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR1

 オプション

CNI

ア
カ

2

シ
ロ

シロ
アカ
アオ

シ
ロ

ダイ

クロ
クロ
クロ FC

ダイ
FMI1

L
ロカ H
キ

クア

52

クア
ロカ

キ

NF

1

モ
モ

モ
モ

ア
カ

CNF2

CNF2

CNF2

CNF

ロ

52FL

シ
8

ロ

52FH

シ
8

カ

7

ア
ロ

ャ
7

チ

チ ク
ャ

CNFX
オプション

ロ カ
シ ア

ロ
ク

ロ
シ

オ
ア

CNW2

18V

200V

TrI

CNW1制御基板

SW2

SW6

SW5
F（5A）

アオ シロ クロ

アオ

+12 1

X6

X1

X2

X3

1 973 5

C LMUH H

シロ

3

1

電源
200V～50／60Hz

CNW0

CNF3

CNF5ロ

ロ
シ

シ

L Hカ
ア

カ

CF 2
ダイ

CNF5

ダイ ダイ

キキ
ロ

CNF5

ク

ロ

キ
CNF3

I

カ

ア

ア

モ
モ

ロ CNF3

ク

ク

モ
モ

FL
52
FH

52
FL FH

52

CF 1I

2

3

4

5

又は

XR2

XR3

XR4

1 2 3 4 5
チ
ャ

シ
ロ
キ ダ
イ

SM

SW4SW3

SW1

CNA アカ

CNM3
シロ

FMI1,2

CFI1,2

SM

FMI用コンデンサ

ファンコントローラ

ノイズフィルタ

フロートスイッチ

SW1
SW2
SW3

ステッピングモータ（電子膨張弁用）
室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位

JSL1

ヒューズ

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

F

LED・3

スーパーリンク（予備）切換
LED・2

ThI-A

CNH クロ

3

CNB

1
ア
カ

1
シ
ロ

ク
ロ

シロ

TB2

オ
ア

CnA～Z コネクタ（□印）

電源線

シロ

シロ

シロ

アカ

アカ

カ
ア

3 3

5

シロ

シロ

シロシロ

シロ

シロ

シロ

6

4 4

アカ

カ
ア

LED・2

LED・3

FS

FMI2

5 6

2

3

ア
カ

ク
ロ ロ

ク

キ／ミド SW7

ロ
ク

ロ
ク

1 2

ThI-R3

イ
ハ

イ
ハ

5 6

ThI-R2

ロ
ク

ロ
ク

3 4

ThI-R1

ロ
ク

ロ
ク

1 2
CNN キ

ア
カ
チ
ャ
チ
ャ 23V

6

カ
ア

F（5A）

2
ア
オ

CNK1
シロ

CNT2
XB1

冷暖フリーマルチ用

アカ

+121

2

3

4

5

XB2

XB3

XB4

5線又は6線

アース

F（5A）
シロ

F（5A）

端子台（通信）（□印）TB2

ThI-R1,2,3
トランス

リモコン付属サーミスタ
ThI-A 吸込空気センサ

熱交センサ
TrI

Thc

X1-3,6

52FL,FH FMI用電磁接触器

FM用リレー

SW4
SW5-1

SW6

室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

端子台（電源）（□印）TB1

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

シロ

アカアオ
CnU

シロ

シロ

アカ

電
源

B
P

J
D

0
0

1
Z

1
9

6
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDEP363，453，563LXD，363ELXD
　注（1）FDEP363ELXD，※ 4の電気ヒータが標準装備されています。
⑻

　
天

吊
形（

FD
E）

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.点線内（※1印）の回路は自動昇降（オプション）無しの場合配線されていません。
　　 7.点線内（※2印）の回路はドレンアップキット（オプション）無しの場合配線されていません。

ロ カオロャ

シロ
CNF1

I

CFI1

FM

シロ シロ

シロ
CNW

アカ アカ

X1

3

UH
チ

シロ
CNM3

C
シ

1

X6

MH
ク ア

5 7

L
ア

9

X3

X2

CNV クロ

1 32 54

CNR
31シロ

X4

CNI
アオ

シロ
CNW1

200V

ロ
ク

Tr

アアク

CNV4
シロ

カオロ

1M

シロ
CNL1

オ
ア

イ
ダ
ャ
チ

CNV3 クロ

ャ
チ

2M

オ
ア
イ
ダ

CNL2
シロ

※1

電源線

源
電

TB1

シロ

アカ

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

50／60Hz

M
1～

M
1～

3

2

1

M
1～

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6
CNA アカ

ク
ロ

ク
ロ

ア ア
カカ

1 2 3 4
CNN キ

5 6 1 2

ダ ダ
イイ

ク ク
ロロ

LED・2 SW2

SW6

SW5

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4F（5A）

F（5A）

キ／ミド

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

クロ
CNHクロ

CNW2

アース 1 2

リモコン
Thc

クロシロ

t°

TB2 A B

ア
オ

ア
カ

X Y

X Y

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

X1
X2

X3
X4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

信号線
信号

室内ユニット間接続線

CNK2

アカ
CNY1

PS

CNY2
アオ

ク
ロ

ク
ロ

パネル基板

制御基板

SM

18V 23V

5

1
  

I

1 2 3 4 5
CNJ シロ

ア
オ モ
モ
チ
ャ
ダ
イC カ
ア

MLM
CNA2

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

モ
モ

モ
モ

1 2

アカ
CNO

アオ

単相の場合

・FDEP363ELXD, の場合

・FDEP363， 453， 563LXA 
         363ELXAの場合 

三相の場合

CNM

アカ

シロ

TB1

1

シロ

アカ

TB1

52H
2

1

2

3

H
ThI-R1 ThI-AThI-R2

t° t°

ThI-R3

t° t°

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイCNN3 CNN4 CNN5

3

1

1 3 5

F1
（1A）

52X8-2

52X8-1 52X7

シロ
CNW5

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

1 32 54

ダ
イ

シ
ロ

シロ
アカ キ クロ

6

※2

ドレンアップキット

FM用リレー

 
FS

LM

CFI1

DM

FMI1
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

ルーバモータ

 

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

パネルスイッチ

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

PS

X1～3,6

 M1,2 グリル自動昇降用モータ

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

TB2

ヒューズ

端子台（通信）（□印）

TrI

LED・2

SW7-1  

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1  スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2  室内アドレスNo.100の位

H用電磁接触器

補助ヒータ

52H
DM用リレーX4

コネクタ（□印）CNA～Z

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

 

  

 

 
 

正逆転用リレー52X7
M1,M2用リレー52X8-1,2

F

H

1 2 3 4
CNN キ

5 6

ク ク
ロロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ThI-R1 ThI-R2

t°

ThI-R3

t° t°

ワイヤレス受信器

バックアップスイッチ 

緑表示灯（運転） LED2

SW4

黄表示灯（タイマ／点検） 

SW1 設定スイッチ 

LED3
LED4 7セグ表示 TB2 A BX Y

信号線
信号

室内ユニット間接続線

LED4

SW1

リモコン

LED2 LED3

AMP SW4

CNB2
シロ

CNB

ワイヤレス受信器

ワイヤレス機の場合

●記号説明●記号説明
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色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503
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06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号
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FDEP713，903，1123，1403，1603LXD

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
　　 6.点線内（※1印）の回路は自動昇降（オプション）無しの場合配線されていません。
　　 7.点線内（※2印）の回路はドレンアップキット（オプション）無しの場合配線されていません。
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ア
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CNV クロ

1 32 54

CNR
31シロ

X4

CNI
アオ

シロ
CNW1

200V

ロ
ク
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アアク

CNV4
シロ

カオロ

1M

シロ
CNL1

オ
ア

イ
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ャ
チ

CNV3 クロ

ャ
チ

2M

オ
ア
イ
ダ

CNL2
シロ

※1

TB1

シロ

アカ

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

M
1～

M
1～

3

2

1

M
1～

M
1～

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6
CNA アカ

ク
ロ

ク
ロ

ア ア
カカ

1 2 3 4
CNN キ

5 6 1 2

ダ ダ
イイ

ク ク
ロロ

LED・2 SW2

SW6

SW5

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4F（5A）

F（5A）

キ／ミド

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

クロ
CNHクロ

CNW2

1 2

リモコン
Thc

クロシロ

t°

TB2 A B

ア
オ

ア
カ

X Y

X Y

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1
2
3
4
5
6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

X1
X2

X3
X4

1
2
3
4
5

+12

CNT2
アカ

信号線
信号

室内ユニット間接続線

CNK2

アカ
CNY1

PS

CNY2
アオ

ク
ロ

ク
ロ

パネル基板 ・FDEP713, 903, 1123, 1403, 1603LXAの場合

制御基板

SM

18V 23V

55

5
5

1 I 2

I

1 2 3 4 5
CNJ シロ

ア
オ モ
モ
チ
ャ
ダ
イC カ
ア

MLM
CNA2

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

1 2

アカ
CNO

ThI-R1 ThI-AThI-R2

t° t°

ThI-R3

t° t°

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイCNN3 CNN4 CNN5

3

1

1 3 5

F1
（1A）

52X8-2

52X8-1 52X7

シロ
CNW5

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

ャ
チ

オ
ア
イ
ダ

1 32 54

ダ
イ

シ
ロ

シロ
アカ キ クロ

6

※2

ドレンアップキット

FS

CFI1,2

DM

FMI1,2
フロートスイッチ

ドレンモータ

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）
ヒューズ

コネクタ（□印）CNA～Z

F

電源線

源
電

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

50／60Hz

アース

1 2 3 4
CNN キ

5 6

ク ク
ロロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ThI-R1 ThI-R2

t°

ThI-R3

t° t°

FM用リレー

LM ルーバモータ

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

パネルスイッチ

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

PS

X1～3,6

M1,2 グリル自動昇降用モータ

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

TB2 端子台（通信）（□印）

TrI

LED・2

SW7-1

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

DM用リレーX4
■印 閉端接続子

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

正逆転用リレー52X7
M1,M2用リレー52X8-1,2

ワイヤレス受信器

バックアップスイッチ 

緑表示灯（運転） LED2

SW4

黄表示灯（タイマ／点検） 

SW1 設定スイッチ 

LED3
LED4 7セグ表示 TB2 A BX Y

信号線
信号

室内ユニット間接続線

LED4

SW1

リモコン

LED2 LED3

AMP SW4

CNB2
シロ

CNB

ワイヤレス受信器

ワイヤレス機の場合

●記号説明
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDESP803LX

⑼
　

天
吊

耐
油

形（
FD

ES）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

LED・2 SW2
SW6

SW5

5線又は6線

SW7

LED・3 SW1 SW3 SW4

CNK2

FH

H D

CNA アカ
クロ
CNHクロ

CNW2

アース

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

制御基板

1～
MFMI

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

I

●記号説明

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

ク

1

X6

MH

シ ア

5 7
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ア
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X3

X2

CNR
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ャ
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ロ
シ

シロ

X4

CNI
アオ

シロ
CNW1

200V

ロ
ク

Tr

電源線

源
電

TB1

シロ

アカ

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

50／60Hz

CNR2
シロ

3

2

1

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

ア ア
カカ

t° t°

1 2 3 4

CNN キ

ThI-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t° t°

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

SM

18V 23V

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

チ
ャ

ク
ロ

キ

ロ
ク チ

ャ

モモモモ

シロ シロ

CNF1

CNF1
シロ

シロ

（3A）

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイ

ダ ダ
イイ

イ
ダ

CFI11

ャロ ロ オ カ

アカ
CNN3

キ
CNN4

クロ
CNN5

ャ
チ

シロ
CNA2

FM用リレー

CFI1

FMI1

FM1用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

FH

TB2

電流ヒューズ

端子台（通信）（□印）

TrI

LED・2

SW7-1

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

DM用リレーX4

コネクタ（□印）CNA～Z

■印 閉端接続子

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

H D グリルヒータ

F ヒューズ

B
P

F
A

0
0

3
Z

7
1

8



2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

239

FDESP1403LX

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

LED・2

SW2

SW6

SW5

SW7
LED・3

SW1 SW3 SW4

CNK2

FH

H D

CNA アカ
クロ
CNHクロ

CNW2

アース

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

制御基板

1～
MM

1～ FMI1FMI2

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

ク

1

X6

MH

シ ア

5 7

L

ア

9

X3

X2

CNR
3

ャ
チ

1

ロ
シ

シロ

X4

CNI
アオ

シロ
CNW1

200V

ロ
ク

TrI

電源線

源
電

TB1

シロ

アカ

200V 3～
電気ヒータ取付時
200V～ 50/60Hz
電 源

室内ユニット間接続線

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

50／60Hz

CNR2
シロ

3

2

1

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

1 2 3 4 5 6

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

ア ア
カカ

t° t°

1 2 3 4

CNN キ

ThI-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t° t°

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

SM

18V 23V

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

キ

モモ

シロ シロ

モモ

チ
ャ

ク
ロ

ャ
チ

ロ
ク

CNF2
シロ
CNF2
シロ

チ
ャ

ク
ロ

キ

ロ
ク チ

ャ

モモモモ

シロ シロ

CNF1

CNF1
シロ

シロ

（3A）

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイ

ダ ダ
イイ

イ
ダ

イ
ダ

CFI2 CFI1

ャロ ロ オ カ

アカ
CNN3

キ
CNN4

クロ
CNN5

ャ
チ

シロ
CNA2

FM用リレー

CFI

FMI1,2

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

FH

TB2

電流ヒューズ

端子台（通信）（□印）

TrI

LED・2

SW7-1

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

DM用リレーX4

コネクタ（□印）CNA～Z

■印 閉端接続子

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

1,2

HD グリルヒータ

F ヒューズ

5線又は6線

B
P

F
A

0
0

3
Z

7
1

9
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDKP283，363，453LXD

⑽
　

壁
掛

形（
FD

K）

●記号説明
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

241

FDKP713LXD

P
H

A
0

0
1

Z
0

3
2

●記号説明
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDFLP283，453，563，713LX
FDFUP283，453，563，713LX
⑾

　
床

置
形

ロ
ー

ボ
ー

イ
タ

イ
プ〔

露
出

形
〕（

FD
FL） 

床
置

形
ロ

ー
ボ

ー
イ

タ
イ

プ〔
隠

蔽
形

〕（
FD

FU
）

FM用リレー

CFI

FMI

FMI用コンデンサ

ファンモータ（サーモ付）

リモコン付属サーミスタ

室内アドレスNo.10の位

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換SW6

Thc

SW1

ThI-R1,2,3
ThI-A

X1～3,6

SM ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.1の位SW2

表示灯（赤-点検表示）
表示灯（緑-マイコン正常表示）

運転チェック／ドレン試運転

LED・3

F

TB2

ヒューズ

端子台（通信）（□印）

TrI

LED・2

SW7-1

トランス

SW3
SW4

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

SW5-1 スーパーリンク自動判定／旧固定
SW5-2 室内アドレスNo.100の位

コネクタ（□印）CNA～Z

■印 閉端接続子

スーパーリンク（予備）切換JSL1

TB1 端子台（電源）（□印）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

CNA アカ クロ
CNH

CNA2

ThI-R1 ThI-AThI-R2

t° t°

ThI-R3

t° t°

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイCNN3 CNN4 CNN5

シロ
アカ キ クロ

CNH2
シロ

ロ カオロャ

シロ
CNF1

CFI

FMI

X1

3

UH

チ

シロ
CNM3

C

シ

1

X6

MH

ク ア

5 7

L

ア

9

X3

X2

CNI
アオ

シロ
CNW1

200V

ロ
ク

TrI

電源線

TB1

シロ

アカ

200V～50/60Hz
電 源

CNW0
シロ

CNU

ロ
シ

カ
ア

1

3アカ

アカ

アオ

3

2

1

M
1～

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

F（5A）

F（5A）

キ／ミド

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

18V 23V

4

ロ
ク

1 2 3 4 5 6

ア
オ

ア ア
カカ

1 2 3 4
CNN キ

5 6 1 2

ダ ダ
イイ

ク ク
ロロ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

ク
ロ

ク
ロ

ア
オ

キ

電
源

室内ユニット間接続線

LED・2
SW2

SW6

SW5

5線又は6線

SW7

LED・3

SW1

SW3 SW4
CNK2

クロ
CNW2

アース

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

スーパーリンク（予備）

JSL1

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

制御基板

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

243

FDWUP1123，1403LX

⑿
　

床
置

形
シ

ス
テ

ム
壁

埋
タ

イ
プ（

FD
W

U
）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

M

CNK2

クロ

クロ

クロ

CNW1
CNW2

シロ

チャ
23V

200V

TrＩ

アカ
アカ

18V

チャ

1
2

1
2

ThＩ-A

クロ
CNH

アオ

CNH2

クロ

クロアオ

CNN3 ThＩ-R1

クロ

クロ

クロ

クロ

キ
CNN

ハイ

ハイ

3
4

5
6

ThＩ-R2

ThＩ-R3

アカ

アカ

ダイ

ダイ
CNN5

CNN7

クロ

クロ

シロ

アカ

キ

クロ

シロ

6

4
3
2
1

55
4
3
2
1

アカ

CNA2

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ

CNA

SM
6 アカ

1

2

3

コネクタ（□印）CNA～Z
200V～50／60HZ
電源

2 6

CNF3

CNF2

ダイ
CNF3

CNF2

CNF3

CNFA

1～（49F ）

アオ

シロ

アカ

ロ

ロ
シ

シ

FMＩ

ロ

ロ

M
キ

ク

カ

ク

ア

FC
クロ

クロ

クロ

キキ

12

ロ
シ

V1

CF
CNF2
キ キ

11

RH1

室内ユニット間接続

アカ

シロ2

1
TB

X3

52F

ア

1 5
ロ
シ

カ

1
アカ

2

10

5
ャ
チ

3
52
X4

ロ
ク

5

CNU
シロ

アカ

3
52

ア
カ

キ

A1

52F

カ
ア

X6

シ
C

ロ

1

ク
UH

ロ

3

3アカ

シロ アカ

1

CNW0

ア
H

オ

5

ア
M

カ

7

X1

CNM3

ア
L
カ

9 シロ

X3

X2

制御基板

LED-2     LED-3

SW4SW2SW1 SW3

SW5

52
X3

X4
52クロ

キ
アオ
CNT

8

8

アカ

7

7

F（10A）

NF

SW6 SW7

キ／ミド

Ｉ

Ｉ

スーパーリンク自動判定／旧固定SW5-1

NF

CFＩ

室外アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室内アドレスNo.10の位
ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

ノイズキラ―

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

送風用電動機

ヒュ―ズ

SW4
SW3
SW2
SW1
SM

LED・2
LED・3

FMＩ

F

補助継電器
FM用電磁接触器

FM用リレー

FMＩ用コンデンサ

トランス
熱交センサ
吸込空気センサ

端子台（□印）

機種容量切換

52X3,4
52F

X1～3,6

Tr
ThＩ-R1,2,3
ThＩ-A

TB

SW6

ファンコントローラFC

FMＩ用インターナルサーモ49F

湿度コントロ-ラ（オプション）RH1

加湿器給水電磁弁（オプション）V1

リモコン付属サーミスタThc

Ｉ

Ｉ

スーパーリンク（予備）切換JSL1

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

A2

アオ

名　　称記　号

電源線

1 2

t°

TB

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

スーパーリンク（予備）

JSL1

t°

t°

t°

t°

アース

+12

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TBの A , B は信号線用端子台（5V）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDWUP2243，2803LX

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

●記号説明

リモコン
Ｔｈｃ

Ａ Ｂ

Ｘ Ｙ

Ｘ Ｙ

信号線

信号
室内ユニット間接続線

Ｍ

ＣＮＫ₂

クロ

クロ

クロ

ＣＮＷ₁
ＣＮＷ₂

シロ

チャ
₂₃Ｖ

₂₀₀Ｖ

ＴｒＩ

アカ
アカ

₁₈Ｖ

チャ

₁
₂

₁
₂

ＴｈＩ︲Ａ

クロ
ＣＮＨ

アオ

ＣＮＨ₂

クロ

クロアオ

ＣＮＮ₃ ＴｈＩ︲Ｒ₁

クロ

クロ

クロ

クロ

キ
ＣＮＮ

ハイ

ハイ

₃
₄

₅
₆

ＴｈＩ︲Ｒ₂

ＴｈＩ︲Ｒ₃

アカ

アカ

ダイ

ダイ
ＣＮＮ₅

ＣＮＮ₇

クロ

クロ

シロ

アカ

キ

クロ

シロ

₆

₄
₃
₂
₁

₅₅
₄
₃
₂
₁

アカ

ＣＮＡ₂

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ

ＣＮＡ

ＳＭ
₆ アカ

₁

₂

₃

コネクタ（□印）ＣＮＡ～Ｚ

クロ

ＣＮＦ₅

クロ

ＣＮＦＢ

クロ

₂₀₀Ｖ～₅₀／₆₀ＨＺ

₁～（₄₉ＦＩ₂）

ＣＮＦ₄

アオ

シロ

アカ

ロ
ＣＮＦ₅

ロ
シ

シ
ダイ

ＦＭＩ₂

ロ

ロ

Ｍ
キ

ＣＮＦ₅
ク

ＣＮＦ₄
カ

ク

ア

電
源

電源

₂ ₆

ＣＮＦ₃

ＣＮＦ₂

ダイ
ＣＮＦ₃

ＣＮＦ₂

ＣＮＦ₃

ＣＮＦＡ

₁～（₄₉ＦＩ₁）

ＦＣ₂

キ キ

アオ

シロ

アカ

ロ

ロ
シ

シ

ＦＭＩ₁

ＣＦＩ₂
ＣＮＦ₄
キ キ

ロ

ロ

Ｍ
キ

ク

カ

ク

ア

ＦＣ₁クロ

クロ

クロ ₁₂

ロ
シ

Ｖ₁

ＣＦＩ₁
ＣＮＦ₂
キ キ

₁₁

ＲＨ₁

室内ユニット間接続

アカ

シロ₂

₁
ＴＢ

Ｘ₃

₅₂Ｆ

ア

₁ ₅
ロ
シ

カ

₁
アカ

₂

₁₀

₅
ャ
チ

₃
₅₂
Ｘ₄

ロ
ク

₅

ＣＮＵ
シロ

アカ

₃
₅₂

ア
カ

キ

Ａ₁

₅₂Ｆ

カ
ア

Ｘ₆

シ
Ｃ

ロ

₁

ク
ＵＨ

ロ

₃

₃アカ

シロ アカ

₁

ＣＮＷ₀

ア
Ｈ

オ

₅

ア
Ｍ

カ

₇

Ｘ₁

ＣＮＭ₃

ア
Ｌ
カ

₉ シロ

Ｘ₃

Ｘ₂

制御基板

ＬＥＤ︲₂     ＬＥＤ︲₃

ＳＷ₄ＳＷ₂ＳＷ₁ ＳＷ₃

ＳＷ₅

₅₂
Ｘ₃

Ｘ₄
₅₂クロ

キ
アオ
ＣＮＴ

₈

₈

アカ

₇

₇

Ｆ₂（₁₀Ａ）
Ｆ₁（₁₀Ａ）

ＮＦ

ＳＷ₆ ＳＷ₇

キ／ミド

 

 

 

 

スーパーリンク自動判定／旧固定ＳＷ₅︲₁

ＮＦ

ＣＦＩ₁，₂

室外アドレスＮｏ．₁の位
室外アドレスＮｏ．₁₀の位
室内アドレスＮｏ．₁の位
室内アドレスＮｏ．₁₀の位
ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

ノイズキラ―

表示灯（緑︲マイコン正常表示）
表示灯（赤︲点検表示）

送風用電動機

ヒュ―ズ

ＳＷ₄
ＳＷ₃
ＳＷ₂
ＳＷ₁
ＳＭ

ＬＥＤ・₂
ＬＥＤ・₃

ＦＭＩ₁，₂

Ｆ₁，₂

補助継電器
ＦＭ用電磁接触器

FM用リレー

FMＩ用コンデンサ

トランス
熱交センサ
吸込空気センサ

端子台（□印）

機種容量切換

₅₂Ｘ₃，₄
₅₂Ｆ

Ｘ₁～₃，₆

ＴｒＩ
ＴｈＩ︲Ｒ₁，₂，₃
ＴｈＩ︲Ａ

ＴＢ

ＳＷ₆

ファンコントローラＦＣ₁，₂

ＦＭＩ用インターナルサーモ₄₉ＦＩ₁，₂

湿度コントロ︲ラ（オプション）ＲＨ₁

加湿器給水電磁弁（オプション）Ｖ₁

リモコン付属サーミスタＴｈｃ
 

 

 

 

 

スーパーリンク（予備）切換ＪＳＬ₁

ＳＷ₅︲₂ 室内アドレスＮｏ．₁₀₀の位

運転チェック／ドレン試運転ＳＷ₇︲₁

Ａ₂

アオ

名　　称記　号

キ キ

電源線

₁ ₂

ｔ°

ＴＢ

ア
オ

ア
カ

₁ ₃

シ
ロ

ク
ロ

ＣＮＫ₁
シロ

ＣＮＢ
シロ

冷暖フリーマルチ用

（₂₀Ｓ）
（ＳＶＨ）
（ＳＶＧ）
（ＳＶＥ）

ＸＢ₁
ＸＢ₂

ＸＢ₃
ＸＢ₄

₁

₂

₃

₄

₅

✚₁₂

ＣＮＴ₂
アカ

スーパーリンク（予備）

ＪＳＬ₁

ｔ°

ｔ°

ｔ°

ｔ°

アース

✚₁₂

記事 ₁．本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     ₂．      は現地配線を示します。
　　 ₃．ＴＢの Ａ ， Ｂ は信号線用端子台（₅Ｖ）です。
　　 ₄．室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は₀．₇₅～₂ｍｍ₂  Ｘ₂心を使用してください。
　　 ₅．リモコン配線は₀．₃ｍｍ₂  Ｘ₂心を使用してください。
　　 ₆．リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。P
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FDASP1403，2243，2803LX

⒀
　

床
置

形〔
プ

レ
ナ

ム
チ

ャ
ン

バ
付

〕（
FD

A
S）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

A BX Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

リモコン
Thc

X Y

CNK2

シロ

6

4
3
2
1

55
4
3
2
1

アカ

CNA2

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ

CNA

SM
6 アカ

1
2

1
2

ThＩ-A

クロ
CNH

アオ

CNH2

クロ

クロアオ

CNN3 ThＩ-R1

クロ

クロ

クロ

クロ

キ
CNN

ハイ

ハイ

3
4

5
6

ThＩ-R2

ThＩ-R3

アカ

アカ

ダイ

ダイ
CNN5

CNN7

クロ

クロ

シロ

アカ

キ

クロ

クロ
クロ

クロ

CNW1 CNW2
シロ

チャ
23V

200V

TrＩ

アカ
アカ

18V

チャ

1

2

3

4

5

6

LED-2      LED-3

SW3

電源線

200V 3～ 50／60Hz
電源

TB1

アカ
CNW0

FM

CN1-C

CN-P
標準

3～
M

CN2-C

CND-P

高速

2

F1（10A）

電
源

室内ユニット間接続

1

3 アオ

2 シロ

アカ1

F2（10A）

52F
4 6

3 5

シロ

アカ

1

3

49F

A2

ロ
シ

キ

リ
ド
ミ

SW5

SW1 SW2

ロ
シ
C

1

52F

A1
カ
ア

UH

ロ
ク

3

オ
ア
H

5

X1

X6

CNM3

キ
ア
カ

L

9

カ
ア
M

7 シロ

X3

X2

CNU

アカ

シロ

制御基板

SW4

XR4

XR2CNT
アオ

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR3

XR1

SW6 SW7

オプション

（運転）
（暖房）
（サーモ）
（点検）

キ／ミド

コネクタ（□印）CNA～Z

スーパーリンク自動判定／旧固定SW5-1
室外アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室内アドレスNo.10の位
ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

送風用電動機
ヒュ―ズ

SW4
SW3
SW2
SW1
SM

LED・2
LED・3

FM
F1,2

FM用電磁接触器

FM用リレー
トランス
熱交センサ
吸込空気センサ

端子台（電源）（□印）

機種容量切換

52F

X1～3,6
TrＩ
ThＩ-R1,2,3
ThＩ-A

TB1

SW6

FM用インターナルサーモ49F

リモコン付属サーミスタThc

スーパーリンク（予備）切換JSL1

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

端子台（通信）（□印）TB2

アオ 名　　称記　号

t°

t°

t°

t°

1 2

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明
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FDASP1403TLX

⒁
　

床
置

形〔
ダ

ク
ト

タ
イ

プ
〕（

FD
A

S-T）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

A BX Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

リモコン
Thc

X Y

CNK2

シロ

6

4
3
2
1

55
4
3
2
1

アカ

CNA2

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ

CNA

SM
6 アカ

1
2

1
2

ThＩ-A

クロ
CNH

アオ

CNH2

クロ

クロアオ

CNN3 ThＩ-R1

クロ

クロ

クロ

クロ

キ
CNN

ハイ

ハイ

3
4

5
6

ThＩ-R2

ThＩ-R3

アカ

アカ

ダイ

ダイ
CNN5

CNN7

クロ

クロ

シロ

アカ

キ

クロ

クロ
クロ

クロ

CNW1 CNW2
シロ

チャ
23V

200V

TrＩ

アカ
アカ

18V

チャ

1

2

3

4

5

6

LED-2      LED-3

SW3

電源線

200V 3～50／60Hz

FM
3～
M

電源

TB1

アカ
CNW0

2

F1（10A）

電
源

室内ユニット間接続

1

3 アオ

2 シロ

アカ1

F2（10A）

52F
4 6

3 5

シロ

アカ

1

3

49F

A2

ロ
シ

キ

リ
ド
ミ

SW5

SW1 SW2

ロ
シ
C

1

52F

A1
カ
ア

UH

ロ
ク

3

オ
ア
H

5

X1

X6

CNM3

キ
ア
カ

L

9

カ
ア
M

7 シロ

X3

X2

CNU

アカ

シロ

制御基板

SW4

XR4

XR2CNT
アオ

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR3

XR1

SW6 SW7

オプション

（運転）
（暖房）
（サーモ）
（点検）

キ／ミド

コネクタ（□印）CNA～Z

スーパーリンク自動判定／旧固定SW5-1
室外アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室内アドレスNo.10の位
ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

送風用電動機
ヒュ―ズ

SW4
SW3
SW2
SW1
SM

LED・2
LED・3

FM
F1,2

FM用電磁接触器

FM用リレー
トランス
熱交センサ
吸込空気センサ

端子台（電源）（□印）

機種容量切換

52F

X1～3,6
TrＩ
ThＩ-R1,2,3
ThＩ-A

TB1

SW6

FM用インターナルサーモ49F

リモコン付属サーミスタThc

スーパーリンク（予備）切換JSL1

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

端子台（通信）（□印）TB2

アオ 名　　称記　号

ダクト機設定SW7-4

t°

t°

t°

t°

1 2

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

t°

CNK3
シ
ロ

ク
ロ

●記号説明
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247

FDASP2243，2803TLX

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

M

A BX Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

リモコン
Thc

X Y

CNK2

シロ

6

4
3
2
1

55
4
3
2
1

アカ

CNA2

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ

CNA

SM
6 アカ

1
2

1
2

ThＩ-A

クロ
CNH

アオ

CNH2

クロ

クロアオ

CNN3 ThＩ-R1

クロ

クロ

クロ

クロ

キ
CNN

ハイ

ハイ

3
4

5
6

ThＩ-R2

ThＩ-R3

アカ

アカ

ダイ

ダイ
CNN5

CNN7

クロ

クロ

シロ

アカ

キ

クロ

クロ
クロ

クロ

CNW1 CNW2
シロ

チャ
23V

200V

TrＩ

アカ
アカ

18V

チャ

1

2

3

4

5

6

LED-2      LED-3

SW3

電源線

200V 3～50／60Hz
電源

TB1

アカ
CNW0

FM
3～
M

2 6

51F
1 5

電
源

室内ユニット間接続

3 アオ

2 シロ

アカ1

シロ

アカ

1

3

51F
95

96

A2

ロ
シ

キ

リ
ド
ミ

SW5

SW1 SW2

ロ
シ
C

1

52F

A1
カ
ア

UH

ロ
ク

3

オ
ア
H

5

X1

X6

CNM3

キ
ア
カ

L

9

カ
ア
M

7 シロ

X3

X2

CNU

アカ

シロ

制御基板

SW4

XR4

XR2CNT
アオ

XR5（遠方操作：無電圧接点）

XR3

XR1

2

1

52F
4 6

3 5

SW6 SW7

オプション

（運転）
（暖房）
（サーモ）
（点検）

キ／ミド

コネクタ（□印）CNA～Z

スーパーリンク自動判定／旧固定SW5-1
室外アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室内アドレスNo.10の位
ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

送風用電動機

SW4
SW3
SW2
SW1
SM

LED・2
LED・3

FM

FM用電磁接触器

FM用リレー
トランス
熱交センサ
吸込空気センサ

端子台（電源）（□印）

機種容量切換

52F

X1～3,6
TrＩ
ThＩ-R1,2,3
ThＩ-A

TB1

SW6

リモコン付属サーミスタThc

スーパーリンク（予備）切換JSL1

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

運転チェック／ドレン試運転SW7-1

51F FM用過電流継電器

端子台（通信）（□印）TB2

アオ 名　　称記　号

ダクト機設定SW7-4

t°

t°

t°

t°

1 2

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

t°

CNK3
シ
ロ

ク
ロ

●記号説明
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DAUP1402，1602LXN-R・L（静圧調整器なし）

⒂
　

床
置

形
シ

ス
テ

ム
パ

ッ
ケ

ー
ジ

（
D

A
U

）

8

8

Hu

TSS
TSS

AVR

TB

TB

752

TB

TB

52
X1

ア
カ

ロ

ャ
チ

RH1

シ
ロ

ク

3

5

TB
電源（R相）

アオ

アカ

電源（S相）

信号線

電源 200V～50／60Hz

7

加湿器（オプション）

給水用電磁弁

RH1
TSS

SV

Hu

SW1

SW4
SW3
SW2

室外アドレスNo.1の位

室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位

給水用電磁弁制御回路
ヒューミディスタット（客先手配）

FM1

CF1～4

FM3,4
FM2

FM用コンデンサ

送風用電動機（吸気用）
送風用電動機（排気用）
送風用電動機（循環用）

トランスTrI

SAF

AVR

LED・2
LED・3

SW5-1

SW6

ThI-R1,2,3
ThI-A

SM

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換

ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

スーパーリンク自動判定／旧固定

外気処理ユニット（オプション）

表示灯（赤－点検表示）

定電圧レギュレ-タ

表示灯（緑－マイコン正常表示）

FC

49F3,4
52X1～3

X1～3,6

補助継電器

ヒュ―ズ

TB

F,F3,4

NF

CNA～Z

FM用リレー

ノイズフィルタ

FM用インターナルサーモ

ファンコントロ―ラ

コネクタ（□印）
端子台（□印）

ア
カ

ド
ミ

SAF

CF1 CF2

シロ

アカ

NF

ク
1 CNF4

キ
CF4

CNF4
3

5

ロ
ク
CNG4

キ
キ CNG4

3

キ

CNG4

ダイ

CNF4

6 4

ロ

ア

3
カ

ク
1 CNF3
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●記号説明

CNK2

SM

M

t° t° t° t°

LED・2

LED・3

t°

スーパーリンク（予備）

JSL1

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TBの A , B は信号線用端子台（5V）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
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DAUP2242，2802LXN-R・L（静圧調整器なし）

₈

₈

Ｈｕ

ＴＳＳ
ＴＳＳ

ＡＶＲ

ＴＢ

ＴＢ

ＴＢ

₅₂
Ｘ₁

ア
カ

ロ

ャ
チ

ＲＨ₁

シ
ロ

ク

₃

₅

ＴＢ
電源（Ｒ相）

アオ

アカ

電源（Ｓ相）

信号線

電源 ₂₀₀Ｖ～₅₀／₆₀Ｈｚ

加湿器（オプション）

給水用電磁弁

ＲＨ₁
ＴＳＳ

ＳＶ

Ｈｕ

ＳＷ₁

ＳＷ₄
ＳＷ₃
ＳＷ₂

室外アドレスＮｏ．₁の位

室内アドレスＮｏ．₁₀の位
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給水用電磁弁制御回路
ヒューミディスタット（客先手配）

ＦＭ₁

ＣＦ₁～₅

ＦＭ₃～₅
ＦＭ₂

ＦＭ用コンデンサ

送風用電動機（吸気用）
送風用電動機（排気用）
送風用電動機（循環用）

トランスＴｒ

ＳＡＦ

ＡＶＲ

ＬＥＤ・₂
ＬＥＤ・₃

ＳＷ₅︲₁

ＳＷ₆

Ｔｈ ︲Ｒ₁，₂，₃
Ｔｈ ︲Ａ

ＳＭ

熱交センサ
吸込空気センサ

機種容量切換

ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

スーパーリンク自動判定／旧固定
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ＳＷ₅︲₂ 室内アドレスＮｏ．₁₀₀の位
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記事 ₁．本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     ₂．      は現地配線を示します。
　　 ₃．ＴＢの Ａ ， Ｂ は信号線用端子台（₅Ｖ）です。
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記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.       内は静圧調節器ポックス部（側板取付）を示します。
     3.      は現地配線を示します。     
　　 4.TBの A , B は信号線用端子台（5V）です。
　　 5.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2

 
 X2心を使用してください。

　　 6.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 7.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
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ロ
CNG54

ダイ キ

CNG5

CNG5

（49F5）
FM5

キ 3

ア
カ

ク
ロ

5

キ 3
CNF5

クロ

CNF41
ク

CNF51
ク

CF5

NF

アカ

シロ

7

8 TB

TB

52
X1

Trミ
ド

／
キ

アカ

アオ

シロ

アカ

クロ

ア
カ

ア
カ

加湿器（オプション）

給水用電磁弁

RH1
TSS

SV

Hu
SW1

SW4
SW3
SW2

室外アドレスNo.1の位

室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位

給水用電磁弁制御回路
ヒューミディスタット（客先手配）

FM1

CF1～5

FM3～5
FM2

FM用コンデンサ

送風用電動機（吸気用）
送風用電動機（排気用）
送風用電動機（循環用）

微差圧変換器

トランス

圧力調整器

63A

Tr

SAF

PCAVR1,2

LED・2
LED・3 SW5-1

SW7-1

Th -R1,2,3
Th -A

SM

PS2
PS1 室内圧力センサ

床下圧力センサ

熱交センサ
吸込空気センサ

運転チェック／ドレン試運転

ステッピングモ―タ（電子膨張弁用）

スーパーリンク自動判定／旧固定

外気処理ユニット（オプション）

表示灯（赤－点検表示）

定電圧レギュレ-タ

表示灯（緑－マイコン正常表示）

FC

49F3～5
52X1～3

X1～3,6

補助継電器

ヒュ―ズ
TB

F,F3,4

NF

TB1
CNA～Z

FM用リレー

ノイズフィルタ

静圧調節器ボックス内端子台（□印）

FM用インターナルサーモ

ファンコントロ―ラ

コネクタ（□印） 端子台（□印）

Thc リモコン付属サーミスタ

JSL1 スーパーリンク（予備）切換

SW5-2

SW6 機種容量切換

室内アドレスNo.100の位

I

I

I

I

キ キ

キ

●記号説明

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.       内は静圧調節器ポックス部（側板取付）を示します。
     3.      は現地配線を示します。     
　　 4.TBの A , B は信号線用端子台（5V）です。
　　 5.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2

 
 X2心を使用してください。

　　 6.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 7.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

CNK2

SM

M

t° t° t° t°

LED・2

LED・3

t°

スーパーリンク（予備）

JSL1

シロ

キ

クロ

Y
X

クロ

シロ

3

1

シロ
CNB

1

2

3

クロクロ

X1

X6 X2

X3

アオ

シロ
CNM397

ア

L

ア

M

53

ク

H

チ

UH

キ

7
カ
ア

ャ カロ オ

8

キ

1

3

シロ

アカ

CNW0
アカ

制御基板

1

CNK2
クロ

シロ
CNK1

ロ
シ

C

YX

リモコン

CNT

+12

SV
F

F（10A）

1

2

1～
M

1～
M

1～
M

1～
M

1～
M

F4（10A）F3（10A）

アカ

アカ キ
CNN5

CNN6
キ

CNH2
シロ

CNN3

CNN4

CNN7
クロ

クロ
CNN8

シロ
CNA3

シロ
CNA2

アオ

ダイ

キ

シロ

チャ5

4

3

2

1

アカ
CNA

アカ アカアカアカ アカアカクロ クロ

キ
2

CNN

SW6

SW5

SW2

2
クロ

11
CNH

SW1

18V

アカアカ

200V

シロ
CNW1

SW4SW3

ThI-R1ThI-A ThI-R2 ThI-R3

23V

チャチャ

クロ
CNW2

SW7

3 4 5 6

6

5

4

3
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1

6アカ

クロ

シロ

Thc

アオ

ダイ

キ

シロ

チャ
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Z
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2-222_256
色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

FDUP903，1403，2243，2803FLX

⒃
　

給
気

処
理

ユ
ニ

ッ
ト

形（
FD

U
-F）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

CNFX

アオ

シロ

CNM3

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

ThI-R1 ThI-AThI-R2

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

t° t°

1 2 3 4

ThI-R3

5 6 1 2

ク ク
ロロ

t°

ハ ハ
イイ

t°

シロ
CNW1

200V

ロ
ク

TrI

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

18V 23V
1 2 3 4 5 6

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

キ／ミド

シロ

CNK2

F
（10A）

F
（10A）

M
1～

スーパーリンク（予備）

JSL1

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション
1

2

3

4

5

6

+12

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（コンプ）
（点検）

1 2

クロシロ

t°

TB2

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

CNN
クロ
CNHクロ

CNW2
CNA アカ

F（5A）

F（5A）

アース

F（5A）

キ

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

FS
ファンモータ（サーモ付）

FC

TB1

シロ

アカ

CN

ア
カ

2

シ
ロ

シロ
アカ
アオ

クロ
クロ
クロ FC

ダイシロ

クア
ロカ

52

クア
ロカ

キシロ

NF

1

アカ
モ
モ

モ
モ

ア
カ

CNF2

CNF2

CNF

ロ

52FL

シ 8
ロ

52FH

シ 8

カ

7

ア
ロ

ャ7
チ

チ ク
ャ

オプション

ロ カ
シ ア

ロ
ク

ロ
シ

オ
ア

制御基板

SW2

SW6

SW5

5線又は6線

X6

X1

X2

X3

1 973 5

C LMUH H

3

1

電源
200V～50/60Hz

CNW0

FL
52
FH

アカ

シロ

CFI 　

SW4SW3

SW1

FMI

CFI FMI用コンデンサ

ファンコントローラ

フロートスイッチ

ヒューズF
CNA～Z コネクタ（□印）

電源線

シロ

室内ユニット間接続線

シロ

アカ

カ
ア

3 3

55

シロ

アオ
CNU

シロ

アカ

カ
ア

電
源

FS

LED・3

LED・2

2

1

　FMI

SW7
3

ダイ

キ

NF
SM

ノイズフィルタ

SW1
SW2
SW3
SW4
SW5-1

SW6

ステッピングモータ（電子膨張弁用）
室内アドレスNo.10の位
室内アドレスNo.1の位
室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

JSL1

端子台（電源）（□印）

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

52FL,FH

TB1

FMI用 電磁接触器

LED・3

スーパーリンク（予備）切換
LED・2

■印 閉端接続

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

I　

シロ

ア
カ

ア
オ

ク
ロ

端子台（通信）（□印）TB2

ThI-R1,2,3
トランス

リモコン付属サーミスタ
ThI-A 吸込空気センサ

熱交センサ
TrI

Thc

X1～3,6 FM用リレー

シ

ロ
シ
ロ CNF3

CNF2

シロ

シロ

CNF3
シロ

ダイ

キ

CNF3 シロ
ク
ロ

B
P

J
D

0
0

1
Z

2
0
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色Ｋ
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04/28
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初校
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1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
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社員番号
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FDUP1083FLX

⒄
　

加
湿

器
付

外
気

処
理

ユ
ニ

ッ
ト

形（
FD

U
-F）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

アオ
シロ

シロ

シロ

シロシロ

シロ

シロ

アオ

キ

クロ
ThI-R1 ThI-AThI-R2

t° t°

1 2 3 4

ThI-R3

5 6 1 2

t° t°

クロシロ

200V

ロ
ク

TrI

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

18V 23V
1 2 3 4 5 6

アカ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

シロシロ

信号線

信号
室内ユニット間接続線

キ

シロ

シロ

アオ
CNK2

TB1

CNT

CNF2

CNF2CNF4

CNF4

CNF2

CNFX

CNM3

CNU

CNF

CNP

（10A）
F

（10A）
F

TB3

1～
M

t°

CNN CNHCNW1
クロ
CNW2

CNA

1 2

クロシロ

t°

TB2

1 3

CNK1CNB

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

F（5A）

F（5A）

CNF4

（5A）
F

CNFF

CNT2

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。

●記号説明

シロ

2

シ
ロ

シロ
アカ
アオ

シ

ロ
シ
ロ

ダイ

クロ
クロ
クロ

FC

ダイ ダイシロ

キ

52

クア
ロカ

キ キシロ

1

モ
モ

モ
モ

ア
カ

CNF

ロ

52FL

シ
8

ロ

52FH

シ
8

カ

7

キ

ア
ロ

ャ
7

チ

チ ク
ャ

オプション

ロ カ
シ ア

ロ
ク

ロ
シ

オ
ア

制御基板

SW2

SW5

1

X6

X1

X2

X3

1 973 5

C LMUH H

3

1

電源
200V～50/60Hz

CNW0

FL
52
FH

アカ

シロ

CF
I

2

3

SW4SW3

SW1

電源線

室内ユニット間接続線

シロ

アカ

カ
キ

ア

3 3

55

アカ

電
源

加湿器

XH1 XH2

RY1

RY1

XH1

XH2

RY1

SV

FSH

HS短絡

オプションドレンポンプ用
4
3
2
1

短絡

アオ
CN

アカ

アカ

CNI3 
アカアカ

CNI2 

シロ

アカ

シ
ロ

ア
カ

クロ

クロ

ロ
ク

ロ
シ

アカ

ロ
シ ク

ロ

ThI-AF

クロ

4

5

6

NF
SW1
SW2

TSS

TSS

AC／DC

　F1
（0.1A）

　F2
（0.8A）

間欠給水制御基板

ロ
ク

ロ
ク

ク
ロ

カ
ア

FM
I　

1

2
LED・2 LED・3

FS

4

3

1

2

　

SW7SW6

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイ

ア
オ

ア
カ

シ
ロ

ク
ロ

FS
ファンモータ（サーモ付）

NF

FC

ThI-R1,2,3

FMI1

CFI1

トランス

SM

リモコン付属サーミスタ
ThI-A

FMI用コンデンサ

ファンコントローラ

ノイズフィルタ

フロートスイッチ（本体側）

外気温度センサ

熱交センサ
TrI

SW1

SW2

SW3
SW4
SW5-1

SW6

Thc

JSL1

ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.10の位　（本体側）

室内アドレスNo.1の位　　（本体側）

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

スーパーリンク（予備）切換

端子台（電源）（□印）

ヒューズ

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

X1～3,6

52FL,FH

TB1

F

FMI用 電磁接触器

LED・3
LED・2

FM用リレー

閉端接続■印

コネクタ（□印）CNA～Z

XH1,2 加湿器用リレー

フロートスイッチ（加湿器側）FSH

ThI-AF 吹出温度センサ

給水用電磁弁SV

RY1 補助リレー

HS ヒューミディスタット（客先手配品）

ヒューズ（1次）　（加湿器側）F1

給水用電磁弁制御回路TSS

AC／DC 交流直流変換回路

SW2

SW1 給水ON時間切替スイッチ（加湿器側）

F2 ヒューズ（2次）　（加湿器側）

給水OFF時間切替スイッチ（加湿器側）

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

3
キ／ミド

アカ

シロ

TB2 端子台（通信）（□印）

I

1 1

ロ
シ

ア
カ

ア
オ

ア
カ

シ
ロ

クロ

クロ

シロ

アカ

クロ

TB3 端子台（加湿器）（□印）

5線又は6線

B
P

J
D

0
0

1
Z

2
0
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冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用
コネクタ

アオ
シロ

シロ

シロ

シロシロ

シロ

シロ

シロ

アオ

キ

クロ
ThI-R1 ThI-AThI-R2

t° t°

1 2 3 4

ThI-R3

5 6 1 2

t° t°

クロシロ

200V

ロ
ク

TrI

ロ
ク

カ
ア
カ
ア
ャ
チ
ャ
チ

18V 23V
1 2 3 4 5 6

アカ

M

シ
ロ
キ ダ
イ
ア
オ
チ
ャ
ア
カ

SM

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

シロシロ

信号線

信号
室内ユニット間接続線

キ

シロ

シロ

シロ シロ

シロシロ

シロ

アオ
CNK2

TB1

CNT

CNF2

CNF2CNF4

CNF4

CNF2

CNFX

CNF3

CNM3

CNU

CNF

CNP

（10A）
F

（10A）
F

TB3

1～
M

1～
M

t°

CNN CNHCNW1
クロ
CNW2

CNA

1 2

クロシロ

t°

TB2

1 3

CNK1CNB

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

F（5A）

F（5A）

（5A）
F

CNF5

CNF3

（5A）
F

CNF4 CNF5

CNF3CNF5

CNFF

CNT2

記事 1.      は現地配線を示します。
　　 2.TB1は強電用端子台（電源線）、TB2は弱電用端子台（リモコン線、信号線）です。
　　 3.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 4.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
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2

シ
ロ

シロ
アカ
アオ

シ

ロ
シ
ロ

ダイ

クロ
クロ
クロ

FC

ダイ ダイシロ

キ

52

クア
ロカ

キ キシロ

1

モ
モ

モ
モ

ア
カ

CNF

ロ

52FL

シ
8

ロ

52FH

シ
8

カ

7

キ

ア
ロ

ャ
7

チ

チ ク
ャ

オプション

ロ カ
シ ア

ロ
ク

ロ
シ

オ
ア

制御基板

SW2

SW5

1

X6

X1

X2

X3

1 973 5

C LMUH H

3

1

電源
200V～50/60Hz

CNW0

CF

ダイダイ ダイ
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カ
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ク
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FL
52
FH
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FL FH
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アカ

シロ
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2
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SW4SW3

SW1

電源線

室内ユニット間接続線

シロ

アカ

カ
キ

ア

3 3

55 66

4 4

アカ

電
源

加湿器

XH1 XH2

RY1

RY1

XH1

XH2

RY1

SV

FSH

HS短絡

オプションドレンポンプ用
4
3
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1

短絡
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CN

アカ

アカ
CNI3
アカアカ

CNI2

シロ

アカ
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ロ
ク

ロ
シ
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シ ク

ロ

ThI-AF

クロ

4

5

6

NF
SW1
SW2

TSS

TSS

AC／DC

　F1
（0.1A）

　F2
（0.8A）

間欠給水制御基板
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ク ク

ロ
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ク ク
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ロ

カ
ア ア

カ
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I　

FM
I

1

2
LED・2 LED・3

FS

4

3

1

2

SW7SW6

ク
ロ

ク
ロ

ク ク
ロロ

ク ク
ロロ

ハ ハ
イイ

ア
オ

ア
カ

シ
ロ

ク
ロ

FS
ファンモータ（サーモ付）

NF

FC

ThI-R1,2,3

FMI1,2

CFI1,2

トランス

SM

リモコン付属サーミスタ
ThI-A

FMI用コンデンサ

ファンコントローラ

ノイズフィルタ

フロートスイッチ（本体側）

外気温度センサ

熱交センサ
TrI

SW1

SW2

SW3
SW4
SW5-1

SW6

Thc

JSL1

ステッピングモータ（電子膨張弁用）

室内アドレスNo.10の位　（本体側）

室内アドレスNo.1の位　　（本体側）

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位
スーパーリンク自動判定／旧固定

機種容量切換

スーパーリンク（予備）切換

端子台（電源）（□印）

ヒューズ

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

X1～3,6

52FL,FH

TB1

F

FMI用 電磁接触器

LED・3
LED・2

FM用リレー

閉端接続子■印

コネクタ（□印）CNA～Z

XH1,2 加湿器用リレー

フロートスイッチ（加湿器側）FSH

ThI-AF 吹出温度センサ

給水用電磁弁SV

RY1 補助リレー

HS ヒューミディスタット（客先手配品）

ヒューズ（1次）　（加湿器側）F1

給水用電磁弁制御回路TSS

AC／DC 交流直流変換回路

SW2

SW1 給水ON時間切替スイッチ（加湿器側）

F2 ヒューズ（2次）　（加湿器側）

給水OFF時間切替スイッチ（加湿器側）

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

3
キ／ミド

アカ

シロ

TB2 端子台（通信）（□印）

I

1 1 2 2

ロ
シ

ロ
シ

ロ
シ

ロ
シ

シ

ロ
シ
ロ

ア
カ

ア
オ

ア
カ

シ
ロ

クロ

クロ

シロ

アカ

クロ

TB3 端子台（加湿器）（□印）

シロ

●記号説明

5線又は6線

B
P

J
D

0
0

1
Z

2
0
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色Ｋ

新組
04/28
1510

初校
06/08
1503

再校
06/23
1505

三校
00/00
社員番号

四校
00/00
社員番号

念校
00/00
社員番号

255

SAFP7503，10003LX

⒅
　

全
熱

交
換

器
付

外
気

処
理

ユ
ニ

ッ
ト

形
（

SA
F）

冷暖フリーマルチ
個別分流コントロール用コネクタ

M

M
1～

M
1～

リモコン
Thc

A B

X Y

X Y

信号線

信号
室内ユニット間接続線

電源線

室内ユニット間接続線
源
電

CNK2

電源 200V～50／60Hz

クロ
CND

SW5

シロ

シロ

アオ

6

3

2

1

5

CNM3
シロ

1
2

1
2

ThＩ-A

クロ
CNH

アオ

CNH2

クロ

クロアオ

CNN3 ThＩ-R1

クロ

クロ

クロ

クロ

キ

6

4
3
2
1

55
4
3
2
1

アカ

アオ
クロ

ロ
シ

キ
カ
ア

カ
ア

オ
ア

ロ
ク

LMHUHC

9753

クロ

クロ

X3

X2

X1

アカ
CNW0

CNN

ダイ

チャ
CNT2

カ
アカ

ア

キ

クロ

アカ

カ
ア

HU2X

ハイ

ハイ
CNY

CNT2CNT2
HU2X

CNU シロ

アカ

CNA2

アオ
ダイ
キ
シロ

チャ
カ
ア

CNV2

CNV2

カ
ア

カ
ア

ST1

ST2

カ
ア

カ
ア

アカ

ロ
シ

1

カ
ア

HU1X

NK

HU1X

キ

シロ

Hu

TB

52FＩ

12

11

カ
ア

カ
ア

CNV

CNV

カ
ア

カ
ア

20V

3

2

1

HL

ロ
ク

ロ
ク

カ
ア

カ
ア

CF

（49FＩ）
FMＩE

SS

3

2

1

HL

ロ
ク

ロ
ク

カ
ア

カ
ア

CNFS

（49FＩ）
CF FMＩS

CNA

制御基板

1

X6 CNT
1

3

ハイ

ハイ

CNW1

アカ

CNW2
シロ

チャ

シロシロ

アカ 23V

200V

ＩTr

52FＩ

TB

2

分流コントローラ

アカ

アカ HU1X

H
ST6

H
ST5

アオ

アオ X HU2

2
ST4

2
ST3

SW1 SW2 SW3 SW4

SM

（5A）F（5A）Fs
オ
ア

オ
ア

E

アカ
アカ

18V

チャ

3
4

5
6

ThＩ-R2

ThＩ-R3

アカ

アカ

ダイ

ダイ
CNN5

CNN7

クロ

クロ

6

SW6

SW7

キ／ミド

CNFE

CNFS CNFE

SE

運転出力（DC12V出力）

SW6

SW5-1

E

S

Thc リモコン付属サーミスタ

HU2

HU1

X

スーパーリンク自動判定／旧固定

ノイズキラーNK
ステッピングモータ（電子膨張弁用）

機種容量切換

SM

SW4
SW3
SW2
SW1

切換スイッチ（排気側機外静圧）S
切換スイッチ（給気側機外静圧）S

突合わせ形接続子ST1～6

HU

X

IS,Eコンデンサ（ＦＭ　　用）

インターナルサーモ（FM　　用）S,E49FＩ
電磁接触器（FM　　用）

送風用電動機（排気側）EFM

表示灯（緑ーマイコン正常表示）
表示灯（赤ー点検表示）LED・3

LED・2

ThＩ－A

端子台（ 印）TB

湿度調節器…（現地手配・200V）

（ 印）コネクタCNA～Z

S

ヒューズ

トランスTrＩ

吸込空気センサ

暖房出力（DC12V出力）
FM用リレー

給水用電磁弁

送風用電動機（給気側）

F ,F

X1-3,6

20V

CF

52FＩ

FM

E S

SW5-2 室内アドレスNo.100の位

室内アドレスNo.1の位
室内アドレスNo.10の位

室外アドレスNo.10の位
室外アドレスNo.1の位

JSL1 スーパーリンク（予備）切換

熱交センサThＩ－R1,2,3

Ｉ
S,EＩ

Ｉ
Ｉ

アカ

シロ

アカ

キ

クロ

SW7-1 運転チェック／ドレン試運転

名　　称記　号

1

24

6

4

6

5 3

5 3

A1

A2

78

78

LED・2 LED・3

低静圧

高静圧

低静圧

排気側

給気側

SE

SS

高静圧

t°

t°

t°

t°

1 2

t°

TB

ア
オ

ア
カ

1 3

シ
ロ

ク
ロ

CNK1
シロ

CNB
シロ

スーパーリンク（予備）

JSL1

アース

冷暖フリーマルチ用

（20S）
（SVH）
（SVG）
（SVE）

XB1
XB2

XB3
XB4

1

2

3

4

5

+12

CNT2
アカ

+12

記事 1.本図は、室内ユニットの回路のみ示します。
     2.      は現地配線を示します。
　　 3.TBの A , B は信号線用端子台（5V）です。
　　 4.室内外接続線（信号線）及び室内ユニット間接続線（信号線）は0.75～2mm2  X2心を使用してください。
　　 5.リモコン配線は0.3mm2  X2心を使用してください。
　　 6.リモコン配線、信号線は電源線や他の動力線と並行配列しないでください。
     7.機外静圧仕様に合せ、切換スイッチ［SS …給気側］［SE …排気側］ により、
       送風用電動機の速度をセットしてください。
       （出荷時は“SS”“SE”共低静圧側にセットしてあります。）

P
C

H
0

0
0

Z
3

2
8
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⒆
　

分
流

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
冷

暖
フ

リ
ー

マ
ル

チ
用

）

分流コントローラ

（分流コントローラ付属品）
 リレーキット

ＣＮＴ₂︲₁シロ

室内ユニット

₂₀₀Ｖ ～ ₅₀／₆₀Ｈｚ
電　源

室内ユニット間接続線

シロ

アカ

ＣＮＵ

₂

₁

₃

 電　源

制御基板

ＣＮＴ₂アカ

ＸＢ₁

ＳＶＧ       
ＳＶＨ

ＣＮＢ～Ｕ     

記事 ₁．本図は分流コントローラとリレーキット（分流コントローラ付属品）
       を接続した回路図を示します。
　　 ₂．　　　は現地配線を示します。

暖房用電磁弁
油戻し用電磁弁

暖房出力用リレー
運転モード切換

コネクタ

ＸＢ₂︲₄

ア
カ

シ
ロ

ＣＮＢシロ

ク
ロ

キ ア
オ

チ
ャ

ＸＢ₁

ア
カ

ア
カ

ＸＢ₂

ア
オ

ア
オ

ＸＢ₃

ク
ロ

ク
ロ

ＸＢ₄

キ

キ

₂₀Ｓ 四方切換電磁弁

ＳＶＥ

シ
ロ

ＴＢ₁ Ｆ（₅Ａ）

冷暖切換用電磁弁
Ｆ ヒューズ

ＴＢ₁ 端子台（□印）

Ｆ（₅Ａ）

アカ

シロ

アオ

ＣＮＷＯアカ

ＳＶＧＳＶＨ₂₀Ｓ ＳＶＥ

ＸＢ₄ＸＢ₃ＸＢ₂ＸＢ₁

リレー基板

●記号説明
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ロ
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チ
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⑴　天埋カセテリア形（FDR）
⒜��サイレントパネル・キャンバスパネル仕様

2.4�送風機特性

標 準 高 速高 速

85/80 45/35 85/80

●機外静圧特性早見表� 単位：Pa〔50/60Hz〕

容　量

風  量
（m3/

min）

ダクト仕様

送風機
レンジ

1 スポット塞ぎ 標　　準 ⑵ 角ダクト ⑶⑴

標 準 標 準 高 速

223 10

12

13

16 30/25

25/20

40/40

40/40

65/80

60/75

70/80

70/80

45/40

45/40

50/50

50/50

50/40

45/35

45/35

50/40 90/10085/90

50/45 85/10080/95

50/45 85/10080/95

55/55 85/9580/90

55/55 85/9580/90

85/80 50/40 90/85

20

28

28

453
563

283
363

713

903

1123

1403

注(1)　1 スポット塞ぎ：中央の丸ダクトフランジをはずし、専用パネル（別売品）で塞ぎます。
　(2)　標　　準：φ200 ダクトをユニットの総ての吹出口に接続するケースです。
　(3)　角ダクト：丸ダクトフランジを総てはずし、専用角ダクトフランジ（別売品）を使用するケースです。

送風機特性表の見方

① 2スポット吹出
 標準の丸ダクト3スポット吹
	 出より機内抵抗が増大する。

	 17m3/minで約14Pa増加
②角ダクト吹出
 標準の丸ダクト3スポット吹
	 出より機内抵抗が減少する。
	 17m3/minで3Pa
　　この分、機外静圧が
　　増加する。

③吸込パネル（角ダクト吹出）
 天井リターン方式で吸込パ
	 ネルを用いない場合 , 吸込パ
	 ネル分機内抵抗が減少する。
	 17m3/minで3Pa

（ （

例：FDRP903LXDの場合

40 

20 

0 

ー20 

機　

外　

静　

圧 

（Pa） 

角ダクト吹出機内抵抗 
吸込パネル無しの機内抵抗 

フィルタ無しの機内抵抗 

14 17 20 22 
風　　量（m3/min） 

弱

強

〔標準〕3スポット吹出機内抵抗 

2スポット 
吹出機内抵抗 

急

FDRP223LXD

100

120

80

60

40

弱
強 急

上限

P急

20

0

ー20

109 8
下
限

12
上
限風　　量（m

1スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

3/min）

機

外

静

圧
（Pa )

50Hz

100

120

80

60

40

20

上限
P急

弱 強 急

0

ー20

108 9

1スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

12
下
限

上
限風　　量（m3/min）

機

外

静

圧
（Pa )

60Hz

高速

高速

標準

標準
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2-257_279 色
Ｋ

新
組
04/28
1514

初
校
06/11
1509

再
校
06/23
1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDRP283，363LXD

FDRP453，563LXD

100

80 上限 P急

弱 強 急

60

40

20

0

ー20
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

〔標準〕2スポット吹出機内抵抗

100

120

80 上限

P急

弱
強 急

50Hz

60

40

20

ー20

10 12 13 15.5
下
限

上
限風　　量（m3/min）

〔標準〕2スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

0

機

外

静

圧
（Pa )

10 12 14 15.5
下
限

上
限風　　量（m3/min）

機

外

静

圧
（Pa )

50Hz 60Hz

100

80
上限

P急

弱

急強
60

40

20

0

ー20
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

〔標準〕2スポット吹出機内抵抗

60Hz

10 12 13 15.5
下
限

上
限風　　量（m3/min）

100

120

80
上限

P急

弱
強

急60

40

20

0

ー20

機

外

静

圧
（Pa )

〔標準〕2スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗

吸込パネル無しの機内抵抗
フィルタ無しの機内抵抗

10 12 14 15.5
下
限

上
限風　　量（m3/min）

機

外

静

圧
（Pa )

高速

標準

高速

標準

高速

標準

高速

標準
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Ｋ

新
組
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初
校
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再
校
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1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

259

FDRP713LXD

FDRP903LXD

100

50Hz

角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

2スポット吹出機内抵抗

〔標準〕3スポット吹出機内抵抗

上限 P急

強

弱

急

100

120

80

60

40

20

0

ー20

60Hz

13 14 16 18 20
下
限

60Hz

100

120

80

60

40

20

0

機

14 17 20 23
下
限

上
限風　　量（m3/min）

ー20

〔標準〕3スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

2スポット
吹出機内抵抗

上限

P急

弱

強

急外

静

圧

50Hz

100

120

80

60

40

20

0

ー20

14 17 20 23
下
限

上
限風　　量（m3/min）

機

外

静

圧
（Pa ) （Pa )

〔標準〕3スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

2スポット
吹出機内抵抗

上限

P急

弱

強
急

上
限風　　量（m3/min）

〔標準〕3スポット吹出機内抵抗
角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

2スポット
吹出機内抵抗

P急上限

弱 強

急

機

外

静

圧
（Pa )

120

80

60

40

20

0

ー20

13 14 16 18 20
下
限

上
限風　　量（m3/min）

機

外

静

圧
（Pa )

高速

標準

高速

標準

高速

標準

高速

標準
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2-257_279 色
Ｋ

新
組
04/28
1514

初
校
06/11
1509

再
校
06/23
1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDRP1123，1403LXD

50Hz 60Hz

21 22 25 28 34
下
限

上
限風　　量（m

4スポット吹出機内抵抗〔標準〕

角ダクト吹出機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

3スポット
吹出機内抵抗

上限

P急

弱

強

急

3/min）

100

120

80

60

40

20

0

ー20

機　

外　

静　

圧

機　

外　

静　

圧
（Pa )

100

120

80

60

40

20

0

ー20

21 22 25 28 34
下
限

上
限風　　量（m3/min）

4スポット吹出機内抵抗〔標準〕

角ダクト吹出機内抵抗
吸込パネル無しの機内抵抗

フィルタ無しの機内抵抗

3スポット吹出機内抵抗

上限
P急

弱

強

急

吸込パネル無しの機内抵抗

機　

外　

静　

圧

機　

外　

静　

圧
（Pa )

高速

標準

高速

標準
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⒝��ダクト変換キット設置仕様（オプション）

送風機
レンジ 高 速

●機外静圧特性早見表� 単位：Pa〔50/60Hz〕

形　式

風  量
（m3/

min）

ダクト仕様 1 スポット塞ぎ 標　　準 角ダクト

標 準 高 速標 準 標 準 高 速

12 50/40 40/45 65/7585/90283
363

13 50/40 50/45 90/9085/90453
563

16 50/4070/8535/30 55/100 90/10085/100713

20 50/4565/8030/25 55/50 90/10585/100903

28 60/6080/9050/50 65/65 95/10590/1001123

28 60/5575/9050/45 65/65 95/10585/1001403

送風機特性表の見方

①2スポット吹出
　標準の3スポット吹出より機内抵抗が増加する。
　17m3/minで約14Pa増加
②角ダクト吹出
　標準の丸ダクト吹出（φ200，3スポット）より
　機内抵抗が減少する。
　17m3/minで3Pa
　（この分、機外静圧が増加する ｡)

例：FDRP903LXDの場合

40 

20 

0 

ー10 

機　

外　

静　

圧 
（Pa） 

角ダクト吹出機内抵抗 

14 17 20 22 
風　　量（m3/min） 

弱

強

標
準
・
急
 

2スポット吹出機内抵抗 

3スポット吹出機内抵抗 

10 50/40 40/45 65/7585/90223

注(1)　1 スポット塞ぎ：中央の丸ダクトフランジをはずし，専用パネル（別売品）で塞ぎます。
　(2)　標　準　：φ200ダクトをユニットの総ての吹出口に接続するケースです。
　(3)　角ダクト：丸ダクトフランジを総てはずし，専用ダクトフランジ（別売品）を使用するケースです。

⑴

FDRP223LXD

機　

外　

静　

圧
（Pa )

100

50Hz

80 上限 P急

弱

60

40

20
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8 10 12
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80

20

0
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角ダクト吹出機内抵抗

8 10 12
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下
限

上
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60

40

P急

上限

60Hz

急
強弱

（Pa )

強

〔標準〕
1スポット吹出機内抵抗

角ダクト吹出機内抵抗

高速

標準

高速

標準
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FDRP713LXD

FDRP903LXD
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⑵　高静圧ダクト形（FDU）
FDUP453，563LX
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ダクト例

ダクト例

⑧

⑦

⑥

⑤

④

⑧

⑦

⑥

⑤

④

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③
⑧

⑥

⑤
④

③

⑦

注(１)  ファンコントローラNo.②,①はファンモータの電磁音が
          出ることがありますので使用しないでください。

注(１)  ファンコントローラNo.③,②,①はファンモータの電磁音が
          出ることがありますので使用しないでください。

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

⑧

⑦⑥

④ ⑤

④

⑧

⑦
⑥

⑤

注(１)  ファンコントローラNo.②,①はファンモータの電磁音が
          出ることがありますので使用しないでください。

注(１)  ファンコントローラNo.③,②,①はファンモータの電磁音が
          出ることがありますので使用しないでください。

●送風機特性表の見方

例1） 50Hz急運転において機外静圧

       110Pa風量54m3/minを使用ポイ

       ントとしたい場合ファンコントロー

       ラのボリュームNo.の設定は？

       右図に示す如く機外静圧110Pa

       の点を右に移動させ，風量54m3/

       minの点を上部に移動させ実線

       曲線（－）との交点である  a点 

       のボリュームNo.が該当 No.となり

       す。本例においては  No.⑥  とな

      ります。

例2） このときLoタップでは47m3/min，

        83Paと予想され，使用可能と判

        断できます。

        必ずLoタップで運転可能風量範

        囲を外れていないかどうかのチ

        ェックを例2にしたがって行って

       ください。

注(1) 特性表中の◯内数字はファンコ

        ントローラのボリュームNo.を表

        します。表中の記載のないボリ

        ュームNo.は運転可能風量範囲

        を外れますので使用不可となり

        ます。

(例2)

a (例1)
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（Pa）	

標準定格条件	
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50Hz	 〔標準風量,100Pa〕	
標準定格条件		
〔標準風量,100Pa〕	60Hz	
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圧
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準
 上

限
 風			量(m3/min)	

18	 19	18.5	 19.5	 20	 20.5	 21	 21.5
標
準
 上

限
 風			量(m3/min)	

⑧	
⑧	

⑦	

⑦	⑥	

⑥	⑤	

⑤	
④	

④	③	

送風機特性表の見方�

注⑴　特性表中の◯内数字はファンコントローラのボリュームNo.を表します。表中に記載のないボリュームNo. は運転可能風量範囲を外れま	
　　　すので使用不可となります。	
　⑵　工場出荷時ファンコントローラーのボリュームNo. は⑥にセットされています。	

例）60Hz急運転において機外静圧140Pa，風量19m3/minを使用ポイントとしたい場合ファンコントローラのボリュームNo. の設	
　　定は？	
　　下図に示す通り機外静圧140Paの点を右に移動させ，風量19m3/minの点を上部に移動させ実線曲線との交点である点				
　　のボリュームNo.が該当No.となります。本例においてはNo.⑦となります。	

a	

a	

⑶　加湿器付外気処理ユニット形（FDU-F）
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⑷　給気処理ユニット形（FDU-F）
注⑴　特性図の見方は FDU-F シリーズと同じ形です。267ページをご覧ください。
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FDUP1403FLX
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⑸　床置形〔プレナムチャンバ付〕（FDAS）
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注	⑴到達距離は標準風量時の値を示します。
	 ⑵到達距離点での風速は 0.5m/s です。

備考　「標準」と「高速」の切換は送風送置内のコネクタ
　　　 接続を変えることにより切換ります。
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⑹　床置形〔ダクトタイプ〕（FDAS-T）

注⑴	 「風量−静圧」の関係で送風機の回転数が1465min-1 を超える場	
合は，必ずローエッジプレンベルト（継目無）を使用してください。
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給気側……L（低静圧）タップになっています。　　
排気側……L（低静圧）タップになっています。
　　　　　尚，手動ダンパは全開にセットしてあります。

開口寸法D

ダンパ

RA（室内吸気）口

注⑴　手動ダンパ開度D数値は，下図のダンパ開口寸法を示します。

備考　工場出荷時は

機
外
静
圧

（Pa）

・60Hz

・50Hz

0

150

200

50

100

250

300

350

〔給気側〕

（Pa）

500 750 1000

風
量
下
限

風
量
上
限

L

H

0

150

D120

D120

D80

D80

D40

D40

全開

全開
200

50

100

250

300

350

風　　 量（m3/h）

〔排気側〕

機
外
静
圧

500 750 1000

風
量
上
限

D120

D120

D80

D40

D80

全開

全開

H

L

風　　 量（m3/h）

0

150

200

50

100

250

300

350

400

〔給気側〕

500 750 1000

L

H

風　　 量（m3/h）

風
量
下
限

風
量
上
限

0

150

200

50

100

250

300

350

400

〔排気側〕

機
外
静
圧

（Pa）

500 750 1000

L

風　　 量（m3/h）

風
量
下
限

風
量
上
限

H

風
量
下
限

L
H

：低静圧タップ　　
：高静圧タップ　　

D40

SAFP7503LX
⑺　全熱交換器付外気処理ユニット形（SAF）
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排気側……L（低静圧）タップになっています。尚，手動ダンパは全開にセットしてあります。　　
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［本図には機内抵抗としてプレフィルタ圧損を含みます。○内数字はファンコントローラのボリュームNo. を表します。
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2.5 気 流 分 布

⒝　暖房　風量：P 急

⑴　天井埋込形 4 方向吹出し・小容量（FDTC）
FDTCP223，283LXD

⒜　冷房　風量：P 急
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ISD09407

18

15 15

18

0.6

0.9 0.9

0.6

（ °Ｃ ）

（ m/sec ）

（ °Ｃ ）

（ m/sec ）



282

2-280_308 色
Ｋ

新
組
04/30
1513

初
校
06/11
1509

再
校
06/23
1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

FDTCP453LXD

⒜　冷房　風量：P 急

⒝　暖房　風量：P 急

ISD09407

18

15 15

18

0.6

0.9 0.9

0.6

（ °Ｃ ）

（ m/sec ）

（ °Ｃ ）

（ m/sec ）



2-280_308 色
Ｋ

新
組
04/30
1513

初
校
06/11
1509

再
校
06/23
1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

283

FDTCP563LXD
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⒝　暖房　風量：P 急

⑵　天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）
FDTP283，363，453，563LXD
⒜　冷房　風量：P 急
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⒜　冷房　風量：P 急
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⒝　暖房　風量：P-急

ISD09412

⑶　天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）
FDTWP223，283，363，453，563LXD

⒜　冷房　風量：P-急
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FDTWP803，903LXD
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⑷　天井埋込形 1方向吹出し（小容量シリーズ）
FDTSCP223，283，363LXD

⒜　冷房　風量：P- 急

ISD09410

⒝　暖房　風量：P- 急
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⒝　暖房　風量：P- 急
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FDENP363, 453, 563LX 

（a）冷房　風量Hi 
　　ルーバ位置 

（b）暖房　風量Hi  
　　ルーバ位置 

温度分布 
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FDEP713, 903LX 
FDENP713, 903LX 

（a）冷房　風量Hi 
　　ルーバ位置 

（b）暖房　風量Hi  
　　ルーバ位置 
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（a）冷房　風量Hi 
　　ルーバ位置 

（b）暖房　風量Hi  
　　ルーバ位置 
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⑺　壁掛形（FDK）
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⒝　暖房　風量：P- 急
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⒝　暖房　風量：P- 急
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⒝　暖房　風量：急
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⒝　暖房　風量：急
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2.6 吹
出

温
度

計
算（

参
考

）
　

本
計

算
結

果
は

あ
る

仮
定

の
も

の
に

算
出

し
た

計
算

結
果

で
す

。
実

際
の

状
態

と
は

異
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

⑴
　

冷
房
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1
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8
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比エンタルピ-(kJ/kg) 

乾球温度(℃) 

絶
対

湿
度

(k
g/

kg
) 

相対湿度(％)  機種名  項目 

 風量 
 周波数(Hz) 
 補正能力(kW) 
 BF 
 吸込D/W(℃) 
 OA  D/W(℃) 
 OA風量 
 吸込＋外気(℃) 
 吹出D/W(℃) 
 顕熱比 
 顕熱能力(kW) 

FDUP1083FLX 
急 
60 
14 

0.026 
27.0/19.0 
33.0/28.0 

33.0/28.0 
17.0/16.9 

18.0 

0.394 
5.514 

吸込空気

吸込＋外気

吹出空気3

2

1

1 

2 

3 
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湿
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) 

相対湿度(％)  機種名  項目 

 風量 
 周波数(Hz) 
 補正能力(kW) 
 BF 
 吸込D/W(℃) 
 OA  D/W(℃) 
 OA風量 
 吸込＋外気(℃) 
 吹出D/W(℃) 
 顕熱比 
 顕熱能力(kW) 

FDUP1683FLX 
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 風量 
 周波数(Hz) 
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 吸込D/W(℃) 
 加湿量(kg/h) 
 OA  D/W(℃) 
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 暖房のみD/W(℃) 
 吹出D/W(℃) 
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ユニット

1.
5m

⑴　天井埋込形 4 方向吹出し・小容量（FDTC）
測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

FDTCP223，283LXD FDTCP363LXD

FDTCP563LXD

FDTCP453LXD

2.7 運　転　音
運転音は，JIS規格に準拠し，無響室にて測定した値です。実際に部屋に据付けた場合は，周囲の騒音や部屋の反
響を受け，表示値より大きくなるのが普通です。
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注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。

ユニット

1.
5m

⑵　天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）
測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

FDTP283，363，453LXD FDTP563LXD FDTP713，803LXD

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

FDTP903，1123LXD FDTP1403LXD FDTP1603LXD

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。
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注⑴　暖房時もほぼ同じです。

FDTWP223，283LXD FDTWP363LXD FDTWP453，563LXD

⑶　天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）
測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

FDTWP713LXD

FDTWP1403，1603LXD

FDTWP803，903LXD FDTWP1123LXD

ユニット

1.
5m

注⑴　ラクリーナパネル装着時の場合下表に対してオクターブ中心周波数（Hz）が各3dB上がります。
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注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。
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⑷　天井埋込形 1 方向吹出し〔小容量シリーズ〕（FDTSC）
測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

ユニット

1.
5m

FDTSCP223，283LXD

FDTSCP363LXD

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

FDTSP453，563LXD FDTSP713LXD

⑸　天井埋込形 1 方向吹出し（FDTS）
⒜ 標準 ( 直吹 ) 仕様 測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室

マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(
ユニット

1.
5m

FDTSP453，563LXD FDTSP713LXD

ユニット 1m

1m
⒝ 下がり天井仕様 測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室

マイク位置：ユニット前方1m，下方1m )(

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。
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注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

⑹　天埋カセテリア形（FDR）
⒜ サイレントパネル仕様 測定条件：JIS-B8616 ･冷房

マイク位置：吸込パネル中央下方1.5m )(
ユニット

1.
5m

ユニット
1.
5m

⒝ キャンバスパネル仕様 測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：吸込パネル中央下方1.5m )(
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注⑴　暖房時もほぼ同じです。 注⑴　暖房時もほぼ同じです。

⒞ ダクト変換キット設置仕様（オプション）

1.
5m

ユニット測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：無響室
マイク位置：ユニット中央下方1.5m )(

FDRP1403LXD

注⑴　暖房時もほぼ同じです。

⑺　高静圧ダクト形（FDU）（測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：無響室 ）　マイク位置：ユニット中央下方1.5m
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N50

N40

N30

N20

40

50

40

50

63 125 250 500 1000 2000 4000 8000

50Hz 60Hz

10

20

30

10

20

30

6060

N10

音
圧
レ
ベ
ル
（
dB
）（
基
準
音
圧
2×
10

－
5 P
a）

オクターブ中心周波数（Hz）

注(1)　暖房時もほぼ同じです。

63

音
圧
レ
ベ
ル
（
dB
）（
基
準
音
圧
2×
10

－
5 P
a）

オクターブ中心周波数（Hz）

注(1)　暖房時もほぼ同じです。

音
圧
レ
ベ
ル
（
dB
）（
基
準
音
圧
2×
10

－
5 P
a）

オクターブ中心周波数（Hz）

注(1)　暖房時もほぼ同じです。

音
圧
レ
ベ
ル
（
dB
）（
基
準
音
圧
2×
10

－
5 P
a）

オクターブ中心周波数（Hz）

注(1)　暖房時もほぼ同じです。
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⑾　床置形〔プレナムチャンバ付〕（FDAS） 
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⒀　床置形ローボーイタイプ（露出形）（FDFL）
⒁　床置形ローボーイタイプ（隠蔽形）（FDFU）
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測定条件：JIS-B8616 ･冷房　測定場所：無響室
マイク位置：正面 , 前方 , 高さ各1m )(
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●パワーレベル（測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：残響室） 

形　　式 吹出側 
FDUP903FLX 
FDUP1403FLX 
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66 

吸込側 
52 
55 

形　　式 吹出側 
FDUP2243FLX 
FDUP2803FLX 
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吸込側 
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63 

・パワーレベル（測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：残響室）   (dB)
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⒅　床置システム壁埋タイプ（FDWU）

（測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：無響室 ）　マイク位置：正面 , 前方 , 高さ1m
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●パワーレベル（測定条件：JIS-B8616・冷房　測定場所：残響室） 

形　　式 吹出側 
FDUP903FLX 
FDUP1403FLX 
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吸込側 
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形　　式 吹出側 
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⒄　全熱交換器付外気処理ユニット形（SAF）

注 ⑴　特性は高静圧タップ時を示します。

　 ⑵　冷・暖房運転時も同様です。

1m
OA

EA

RA SA

OA

EA

1.5m

ユ
ニ
ッ
ト

1.5m マイク位置

鉄板ダクト鉄板ダクト
SA

RA
ユニット

マイク位置 マイク位置

SAFP7503LX SAFP10003LX
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⒆　床置形システムパッケージ（DAU）
⒜ フラットエアハン ( 直膨式 )

DAUP1402LXN-R・L
DAUP1402LXB-RA・LA
DAUP1602LXN-R・L
DAUP1602LXB-RA・LA

SAF800UF-R・L

DAUP2242LXN-R・L
DAUP2242LXB-RA・LA

DAUP2802LXN-R・L
DAUP2802LXB-RA・LA

⒝ 縦形外気処理ユニット （測定場所：無響室　　　　　　　　  ）　マイク位置：正面，前方，高さ各1m

ユニット前方：（測定条件：JIS-B8616 ･冷房   測定場所：無響室 ）マイク位置：正面，前方，高さ各1m

吸 込 口：（測定条件：JIS-B8616 ･冷房   測定場所：残響室 ）マイク位置：吸込口
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2.8 塗　装　色

⑵　天井埋込形 4 方向吹出し（FDT）
⒜ FDTP283 〜 1603LXD

⒤ パネル（商品ご注文時タイプを指定してください。）

区　　　分
プラスターホワイト

（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）～4.0mT-PSCL-86Wラクリーナパネル
 （オートスイング付）

パネル形式 降　下　長 パ ネ ル 色

⒝ FDTP2243，2803LXD

ⅱ パネル形式
・全形式共通

標
準
パ
ネ
ル

オートスイング付ワイヤード

ワイヤード オートスイング付

シャドウブラック（マンセル 7.2BG2.9/0.6 近似）

シャドウブラック（マンセル 7.2BG2.9/0.6 近似）

ウッドベージュ（マンセル 6.8Y7.9/3.9 近似）

ウッドベージュ（マンセル 6.8Y7.9/3.9 近似）

プラスターホワイト（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）

プラスターホワイト（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）ラ
ク
リ
ー
ナ
パ
ネ
ル

区　　分 パネル形式 降下長 パネル色
T-PSA-36W
T-PSA-36SB
T-PSA-36C
T-PSCL-36W
T-PSCL-36SB
T-PSCL-36C

—
—
—

〜 4.0m
〜 4.0m
〜 4.0m

吹出口

吸込グリル

吸込グリル

パネル

吹出口

吸込グリル

パネル

吹出グリル

⑴　天井埋込形 4 方向吹出し・小容量（FDTC）
⒤ パネル（商品ご注文時タイプを指定してください。）

ⅱ パネル形式
・全形式共通

プラスターホワイト（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）

パネル形式 パネル色

TC-PSA-25W
（オートスイング付）
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⑶　天井埋込形 2 方向吹出し（FDTW）
⒜ パネル

吹出グリル 
セラミックホワイト 
（マンセルＮ₈．₀近似） パネル 吸込グリル

ブラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

ブラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

⑷　 天井埋込形 1 方向吹出し〈小容量シリーズ〉（FDTSC）

⑸　 1 方向吹出し天井埋込形（FDTS）
⒜ パネル

⑹　 天吊耐油形（FDES）……ステンレス鋼板

吸込グリル
パネル

吹出口

ブラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

標
準
パ
ネ
ル

オートスイング付

オートスイング付

TW-PSA-24W
TW-PSA-34W
TW-PSA-44W
TW-PSA-24B
TW-PSA-34B
TW-PSA-44B
TW-PSL-24W
TW-PSL-34W
TW-PSL-44W

223 〜 563
713 〜 903

1123 〜 1603
223 〜 563
713 〜 903

1123 〜 1603
223 〜 563
713 〜 903

1123 〜 1603

ラ
ク
リ
ー
ナ

区　　分 パネル形式 パネル色 適用形式

・標準，ラクリーナパネル

仕　　様 パネル形式 パネル色 適用形式

オートスイング付
TW-PSB-24W
TW-PSB-34W
TW-PSB-44W

プラスターホワイト
（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）

223 〜 563
713 〜 903

1123 〜 1603

・天井材はめ込みタイプ

天井材はめ込み部 
　天井材 
　（はめ込みタイプのみ） 

パネル 

吸込口 

吹出口 

吹出ルーバ 

プラスターホワイト
（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）

プラスターホワイト
（マンセル 6.8Y8.9/0.2 近似）

ココアブラウン
（マンセル N5.2Y3.6/1.0 近似）

商品ご注文時パネル形式を
指定してください。　　　　（ ） ⒝ パネル形式

⒝ 下り天井用吹出口
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パネル一式 
クールホワイト 
（マンセル9.3G8.7/0.1近似） 

●FDKP713LXD●FDKP283～453LXD
パネル一式 
イエロイッシュホワイト 
（マンセル6.0Y8.9/0.6近似）

パネルおよび外板

外板 ： プラスターホワイト
　　  （マンセル6.8Y8.9/0.2 近似）

パネルおよび外板

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

●サイレントパネル ●キャンバスパネル

●天井材はめ込み式サイレントパネル

外板：クロメートフリー鋼板

●ダクト変換キット設置仕様

外板：プラスターホワイト
　　 （マンセル6.8Y8.9/0.2 近似）

●天井材はめ込み式キャンバスパネル

⑼　 壁掛形（FDK）

⑻　  天埋カセテリア形（FDR）

フロントパネル（U）

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

プラスターホワイト
（マンセル6.8Y8.9/0.2近似）

     ライトグレー
（マンセルN7近似）

     ライトグレー
（マンセルN7近似）

横ルーバ

縦ルーバ

サイドパネル

フロントパネル

吸込グリル

⑺　 天吊形（FDE）



328

2-309_333 色
Ｋ

新
組
04/30
1504

初
校
06/11
1509

再
校
06/23
1505

三
校
00/00
社員番号

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

吹出しグリル
ダークグレー
（マンセルN3.0近似）

外板一式
セラミックホワイト
（マンセルN8.0近似）

底板
ブラック
（マンセルN1.0近似）

⑽　床置ローボーイタイプ〈露出形〉（FDFL）

⑾　加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）……クロメートフリー鋼板
⑿　高静圧ダクト形・給気処理ユニット（FDU・FDU-F）……クロメートフリー鋼板
⒀　床置ローボーイタイプ隠蔽形（FDFU）……クロメートフリー鋼板
⒁　全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）……クロメートフリー鋼板
⒂　床置形システム壁埋タイプ（FDWU）……クロメートフリー鋼板
⒃　床置形システムパッケージ（DAU）……クロメートフリー鋼板
⒄　床置形（FDAS）

⒅　リモートコントローラ〔RC-D4，RC-D3〕（別売品）

温度設定 運転／停止

 パールホワイト
 （マンセルN8.5近似）

前面カバー（上，下）
天板（前面）（プレナム形のみ）
コロシアムホワイト
（マンセルN8近似）

ベース
ダークグレー
（マンセルN3近似）

吹出グリル（プレナム形のみ）
ダークグレー
（マンセルN3近似）

側　板
ライトグレー
（マンセルN7近似）

吸込グリル
〔ホットスタンプ面〕
コロシアムホワイト
（マンセルN8近似）

吸込グリル
〔樹脂色〕
ダークグレー
（マンセルN3近似）
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2.9 防振設計用参考資料

FDTC, FDT 形
　・223 〜 1603 　・2243・2803 FDTW 形

⑴　耐震データ

L1

X2

重心 重心 重心 重心

重心 重心

X1

X

L2

Y2 Y1

Y

L1

X2 X1

X

Z

L2

Y2 Y1

Y

Z

L1

X2 X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z

L1

X2 X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z

重心 重心

FDTSC, FDTS 形

725
283LXD
363LXD
453LXD
563LXD
713LXD

223LXD
283LXD
363LXD
453LXD
563LXD

FDT 

FDTW 

FDTC

FDTSC 

FDTS 

803LXD
903LXD
1123LXD
1403LXD
1603LXD
2243LXD
2803LXD

283LXD
363LXD
453LXD
563LXD
713LXD

453LXD
563LXD
713LXD

803LXD
903LXD
1123LXD
1403LXD
1603LXD

223LXD

283LXD
223LXD

363LXD

950×950×281 

570×570×700

950×950×333 

1055×680×295

1300×680×350 35 574 522 608 1130 332 215 231 446 140 

1770×680×365 49 848 758 842 1600 340 223 223 446 165 

345 243 333 576 306 250 278 528 125 

1290×770×204 33

780×650×285 26

660 450 540 990 300 230 370 600 110 

1500×770×204 38 870 555 695 1250 335 265 335 600 110 

32.5 458 372 406 778 458 379 346 725 157

950 885 885 1770 475 402 402 804 157

25

26

510 400 485 885 340 223 223 446 135

1900×950×333 84

27.5 458 372 406 778 457 381 344 131

53017.5 350 265 265 530 295 320 210 125

29.5 458 372 406 778 458 379 346 725 129

注(1)　FDT（除く2243・2803）, FDTWシリーズは標準パネル使用時を示します。
　(2)　L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目 

形式 

製品外形寸法(1) 

幅×奥行×高さ 

重心位置(2) 

製品質量 
（kg） 

幅方向 奥行方向 高さ 
Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

(1) 

単位 ： mm 
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L1

X2 X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z重心 重心 

L1

X2 X1

X

L2

Y2 Y1

Y

Z重心 重心 

L1
X2 X1

X

L2
Y2 Y1

Y

Z重心 

重心 

L1

X2 X1

X

L2
Y2 Y1

Y

Z

重心 
重心 

注 (1)  FDR シリーズはサイレントパネルを示します。
　 (2)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2) 寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 

重心位置(2) 
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

単位 ： mm 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

FDR 

1040×750×365 

1240×750×365 

1660×750×416 

37 

38 
530 363 423 786 405 305 167 472 166 

625 458 528 986 400 300 172 472 166 

825 658 748 1406 375 275 197 472 188 

44 

62 

(1) 
(1) 

FDU 

FDU-Ｆ 

1570×830×360 700 735 905 1640 350 332 462 794 190 92 

1370×650×350

850×650×295

657 675 731 1406 370 325 235 560 15863

398 416 470 886 403 358 202 560 14640

FDE

1620×690×250 810 786 786 1572 308 112 178 290 130 49

1320×690×210 660 636 636 1272 308 112 178 290 110 37

1070×690×210 535 511 511 1022 308 112 178 290 110 28

1570×830×360 700 735 905 1640 350 332 462 794 190 85 

1200×830×360 550 585 685 1270 350 332 462 794 190 62 
820×830×360 380 415 475 890 350 332 462 794 190 48 

223LXD
283LXD
363LXD
453LXD
563LXD
713LXD
903LXD
1123LXD
1403LXD

363LXD

453LX 
563LX 
713LX 
903LX 
1123LX 
1403LX 
2243LX 
2803LX 

363ELXD
453LXD
563LXD
713LXD
903LXD
1123LXD
1403LXD
1603LXD

1083FLX 
1683FLX 
2103FLX 
903FLX 
1403FLX 
2243FLX 
2803FLX 

803LXB 
1403LXB 1450×673×249 725 727 727 1454 310 175 100 275 125 62 

978×673×249 490 492 490 982 310 175 100 275 125 42 

1570×1380×360 700 735 950 1685 637 615 725 1340 190 135 

1200×1380×360 550 585 685 1270 637 615 725 1340 190 93 

FDES 

FDE 形 FDR 形

FDU，FDU-F 形 FDES 形
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注(1)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 

重心位置(1)
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

単位 ： mm 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

FDFL 

FDFU 

FDAS 

1403LX
1403TLX
2243LX
2243TLX
2803LX
2803TLX

875×460×1800 440 451 446 897 240 207 171 378 695 

508 313 493 118 ― ― 335 

671 476 615 

385 383 423 

121 

113 

― ― 

― ― 

340 

320 

533 531 560 115 ― ― 325 

109 

875×460×1600 440 451 446 897 240 207 171 378 695 96 

1100×560×1820 600 606.5 506.5 1113 280 217 194 411 1014 175 

1100×560×1700 600 606.5 506.5 1113 280 217 194 411 1028 160 

283LX 
453LX 
563LX 
713LX 

1077×225×630 806 ― 25 

1362×225×630 1091 ― 32 

283LX 
453LX 
563LX 
713LX 

1196×225×630 806 ― 32 

1481×225×630 1091 ― 40 

1360×560×1820 700 706.5 666.5 1373 280 217 194 411 975 204 

1360×560×1700 700 706.5 666.5 1373 280 217 194 411 974 194 

1570×430×1900 785 767.5 767.5 1535 215 197.5 177.5 375 1030 240 

2270×430×1900 1135 1117.5 1117.5 2235 215 197.5 177.5 375 1030 310 

2410×430×1900 1205 1187.5 1187.5 2375 215 197.5 177.5 375 1030 360 

DAU 

1402LXN-RA・LA 
1602LXN-RA・LA 
2242LXN-RA・LA 
2802LXN-RA・LA 
800UF-R・L SAF 650×430×1900 315 297.5 317.5 615 215 197.5 177.5 375 1250 140

R・L 

R・L 

R・L 

R・L 

FDFL形 
FDFU形 

FDAS形 DAU形 

X Y

X2 X1
L1

Y2

Z

Y1
L2

重心 重心 

X Y

X2 X1
L1

Y2

Z

Y1
L2

重心 重心 

■ダクト変換組合せキット仕様（オプション）

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 
（mm） 

重心位置(1)
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

P452LXD

P222LXD
P282LXD
P362LXD

P562LXD
P712LXD
P902LXD
P1122LXD
P1402LXD

750×635×299 
34 

33 

355 373 413 786 350 305 167 472 146 

950×635×299 

1370×635×350 

40 450 468 518 986 345 300 172 472 146 

59 650 668 738 1406 320 275 197 472 158 

FDR 

L1 

X2 X1 

X 

L2 

Y2 Y1 

Y 

Y 

Z 重心 

重心 

注(1)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示します。

単位 ： mm

注(1)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示します。

項目 

形式 

製品外形寸法 
幅×奥行×高さ 

重心位置(1)
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

単位 ： mm 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

FDFL 

FDFU 

FDAS 

1403LX
1403TLX
2243LX
2243TLX
2803LX
2803TLX

875×460×1800 440 451 446 897 240 207 171 378 695 

508 313 493 118 ― ― 335 

671 476 615 

385 383 423 

121 

113 

― ― 

― ― 

340 

320 

533 531 560 115 ― ― 325 

109 

875×460×1600 440 451 446 897 240 207 171 378 695 96 

1100×560×1820 600 606.5 506.5 1113 280 217 194 411 1014 175 

1100×560×1700 600 606.5 506.5 1113 280 217 194 411 1028 160 

283LX 
453LX 
563LX 
713LX 

1077×225×630 806 ― 25 

1362×225×630 1091 ― 32 

283LX 
453LX 
563LX 
713LX 

1196×225×630 806 ― 32 

1481×225×630 1091 ― 40 

1360×560×1820 700 706.5 666.5 1373 280 217 194 411 975 204 

1360×560×1700 700 706.5 666.5 1373 280 217 194 411 974 194 

1570×430×1900 785 767.5 767.5 1535 215 197.5 177.5 375 1030 240 

2270×430×1900 1135 1117.5 1117.5 2235 215 197.5 177.5 375 1030 310 

2410×430×1900 1205 1187.5 1187.5 2375 215 197.5 177.5 375 1030 360 

DAU 

1402LXN-RA・LA 
1602LXN-RA・LA 
2242LXN-RA・LA 
2802LXN-RA・LA 
800UF-R・L SAF 650×430×1900 315 297.5 317.5 615 215 197.5 177.5 375 1250 140

R・L 

R・L 

R・L 

R・L 

FDFL形 
FDFU形 

FDAS形 DAU形 

Y

X2 X1

X

L1

Z

重心 重心 
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■ FDWU（床置形システム壁埋タイプ）

項目 

形式 

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

重心位置(1)
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

2803LX

1123LX
1403LX
2243LX

240

140 805 342 555 897 235 202 176 378 9201327×460×1700

1860×560×2000 1095 601.5 771.5 1373 280 217 194 411 980

FDWU

注(1)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示す。

単位 ： mm
　⑴　風洞ユニット付

項目 

形式 

製品外形寸法
幅×奥行×高さ

重心位置(1)
製品質量 
（kg） 幅方向 奥行方向 高さ 

Ｘ Ｘ1 Ｘ2 Ｌ１ Ｙ Ｙ１ Ｙ２ Ｌ２ Ｚ 

2803LX

1123LX
1403LX
2243LX

213

122 440 451 446 897 240 207 171 378 900875×460×1700

1360×560×1700 700 706.5 666.5 1373 280 217 194 411 950

FDWU

注(1)  L1(X1，X2)，L2(Y1，Y2)寸法は据付ボルトの位置を示す。

単位 ： mm
　⑵　風洞ユニットなし

X Y

X2 X1
L1

Y2

Z

Y1
L2

重心 

ユニット

風洞ユニット

重心 

ユニット

X Y

X2 X1
L1

Y2

Z

Y1
L2

重心 重心 
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項目 
形式 送風機回転数(1)(min-1) 

（50/60Hz） 

223LXD
283LXD
363LXD

563LXD
713LXDFDTW 

FDT 

FDTC

FDTSC 

453LXD

803LXD
903LXD
1123LXD
1403LXD
1603LXD
223LXD
283LXD
363LXD

453LXD
363LXD
283LXD

FDTS 
563LXD
713LXD

530×500

665/573
580×540

635/600

600/625
763/744
770/765

283LXD
363LXD
453LXD

713LXD
803LXD

563LXD

223LXD
283LXD
363LXD

563LXD
453LXD

903LXD
1123LXD
1403LXD
1603LXD
2243LXD
2803LXD

435/435 

658/658

740/740
800/800
973/973

450/450 

490/490 

540/540 

595/595 

750×2 
720×2 

1020/1000 

850/850 

970/960 
363LXD
363ELXD
453LXD
563LXD
713LXD

FDE

903LXD
1123LXD

1603LXD
1403LXD

840/830 

870/870 

870/830 
950/910 
1020/1010 

223LXD
283LXD
363LXD
453LXDFDR 

1123LXD
1403LXD

1070/1070 

563LXD

1085/1130

713LXD

1070/1100

903LXD
1060/1050 

1010/980

990/980 

項目 
形式 送風機回転数(1)(min-1) 

（50/60Hz） 

2242LXN-
2802LXN-

DAU 

1402LXN- 230W:1260/1290,230W:1260/1290 

270W:1290/1350,230W:1260/1290 

270W×3:1290/1350 

1602LXN-

453LXD
713LXD

FDK 冷：910，暖：770 

冷：1130，暖：1130 

283LXD 冷：790，暖：735 
363LXD

　(2)　FDASシリーズの送風機回転数は出荷時の値を示します。
　　　 ダクト仕様で変更した場合はその回転数によります。

注(1)　急運転時の値です。

713LX
903LX

1350/1500

453LX
563LX

1085/1080 

2243LX
2803LX

FDU 

FDU-F 

1290/1350

1123LX 1190/1120
1403LX 1120/1230

2243FLX
2803FLX
1083FLX
1683FLX
2103FLX

903FLX 930/900 
1403FLX 940/920 

1300/1380 
1260/1300 
1200/1220 
1160/1180 
1180/1200 

7503LX
SAF 

10003LX

給気側 
排気側 
給気側 
排気側 

1123LX
1403LX
2243LX

FDWU 

2803LX

1200/1200 

1300/1300 

FDFL 

713LX
283LX
453LX
563LX

FDFU 

713LX

1200/1200

283LX 1100/1100
453LX

1150/1150
563LX

1100/1140 

1130/1280 

1190/1280 
1400/1645 
1370/1555 
1385/1580 
1320/1480 

803LX
1403LX

FDES 

FDAS

970/970 
1010/990 

2803TLX 1040/1235
2803LX 740/740
2243TLX 910/1065
2243LX 720/720
1403TLX 1120/1310
1403LX 800/800

R・L 
RA・LA 
R・L 
RA・LA 
R・L 
RA・LA 
R・L 
RA・LA 

⑵　防振データ
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室内ユニットが異形式・異容量で組合せできるマルチタイプですので，組合せにより運転特性が異なります。�
下記に室内・室外ユニット単独の運転特性を記載しますので，組合せ時の総合運転特性を計算してください。

3.1 運 転 特 性

A　室外ユニット
⑴　マルチ LX シリーズ

⒜ 一体形仕様

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。

4 馬力 5 馬力 6 馬力
 FDCP1123HLXB FDCP1403HLXB FDCP1603HLXB

能　　力

低　格　冷　房

kW

11.2 14.0 16.0
低　格　暖　房 12.5 16.0 18.0
暖　房　低　温 13.0 13.5 14.2
中　間　冷　房 5.51 6.78 7.50
中　間　暖　房 5.90 7.59 8.50

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

3.13 4.45 4.66
低　格　暖　房 3.09 4.72 4.46
暖　房　低　温 5.11 5.35 4.71
中　間　冷　房 1.04 1.41 1.54
中　間　暖　房 1.15 1.52 1.60

APF（通年エネルギー消費効率） 5.3 4.9 5.0

電気特性

始　動　電　流 A 5
最　大　電　流 18 18 23

消費
電力

冷　　房
kW

3.05 4.29 4.50
暖　　房 3.01 4.56 4.30
暖房低温 5.03 5.19 4.54

運転 
電流

冷　　房 A 9.4 13.5 13.8
暖　　房 9.3 14.4 13.1

力率 冷　　房 % 94 92 94
暖　　房 93 91 95

法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 1.15（届出不要） 1.46（届出不要） 1.83（届出不要）

形式
項目

8 馬力 12 馬力 14 馬力
 FDCP2243HLXYB FDCP2803HLXYB FDCP3353HLXYB

能　　力

低　格　冷　房

kW

22.4 28.0 33.5
低　格　暖　房 25.0 31.5 37.5
暖　房　低　温 21.5 25.7 29.7
中　間　冷　房 11.0 12.8 15.4
中　間　暖　房 11.4 14.4 17.7

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

6.12 8.84 11.41
低　格　暖　房 6.65 8.68 10.66
暖　房　低　温 8.23 9.07 10.90
中　間　冷　房 2.37 2.95 3.95
中　間　暖　房 2.30 3.09 3.72

APF（通年エネルギー消費効率） 4.9 4.5 4.2

電気特性

始　動　電　流 A 5 6
最　大　電　流 33 35 40

消費
電力

冷　　房
kW

5.85 8.57 10.97
暖　　房 6.38 8.41 10.25
暖房低温 7.96 8.80 10.50

運転 
電流

冷　　房 A 18.6 26.3 33.0
暖　　房 19.0 25.6 30.8

力率 冷　　房 % 91 94 94
暖　　房 97 95 96

法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 1.81（届出不要） 2.44（届出不要） 3.28（届出不要）

形式
項目
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⒝ 一体形（組合せ兼用）仕様
12 馬力 14 馬力 16 馬力 18 馬力

 FDCP3353HLXB-K FDCP4003HLXB FDCP4503HLXB FDCP5043HLXB

能　　力

低　格　冷　房

kW

33.5 40.0 45.0 50.4
低　格　暖　房 37.5 45.0 50.0 56.5
暖　房　低　温 29.4 35.3 39.2 44.3
中　間　冷　房 － 18.8 21.3 23.7
中　間　暖　房 － 21.5 26.1 28.7

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

－ 12.31 13.95 15.84
低　格　暖　房 － 12.77 14.08 16.26
暖　房　低　温 － 12.90 14.52 15.63
中　間　冷　房 － 4.54 5.46 6.33
中　間　暖　房 － 4.92 6.11 6.61

APF（通年エネルギー消費効率） － 4.3 4.1 4.0

電気特性

始　動　電　流
A

11
最　大　電　流 46 46 70 70

消費
電力

冷　　房
kW

9.15 11.61 13.25 15.14
暖　　房 9.14 12.07 13.38 15.56
暖房低温 9.97 12.20 13.82 14.93

運転 
電流

冷　　房
A

27.6 35.0 40.0 45.7
暖　　房 28.1 37.2 41.2 47.9

力率
冷　　房

%
96 96 96 96

暖　　房 94 94 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 3.38（届出不要） 4.25（届出不要） 5.00（届出不要） 5.75（届出不要）

⑵
形式

項目

形式 20 馬力 22 馬力 24 馬力
FDCP5603HLXB FDCP6153HLXB FDCP6803HLXB

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
56.0 61.5 68.0

暖房能力（暖房低温能力） 63.0（49.4） 69.0（54.1） 73.0（54.7）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 
消 費 電 力

冷　　房
kW

18.71 22.28 25.40
暖　　房 17.61 18.96 19.98
暖房低温 16.89 18.18 18.71

運 転 電 流
冷　　房

A
54.9 65.3 76.6

暖　　房 54.2 58.3 60.1
始　　動　　電　　流

A
11 11 11

最　　大　　電　　流 70 70 77

力　　　率
冷　　房

%
98 98 96

暖　　房 94 94 96
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 6.50（届出不要） 7.25（届出不要） 7.75（届出不要）

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　FDCP3353HLXB-K は組合せ専用ユニットです。

項目
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⒞ 組合せ仕様

30 馬力 32 馬力
FDCP8503HLXB FDCP9003HLXB

FDCP4003HLXB FDCP4503HLXB FDCP4503HLXB FDCP4503HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
85.0 90.0

暖房能力（暖房低温能力） 95.0（74.5） 100.0（78.4）

運     　

転 　
    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
24.86 26.50

暖　　房 25.45 26.76
暖房低温 26.02 27.64

運 転 電 流
冷　　房

A
75.0 80.0

暖　　房 78.4 82.4
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 116 140

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 9.25（届出不要） 10.00（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 618

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88
ガ ス 管 φ31.75
均 油 管 φ9.52

形式

項目

形式 26 馬力 28 馬力
FDCP7353HLXB FDCP8003HLXB

FDCP3353HLXB-K FDCP4003HLXB FDCP4003HLXB FDCP4003HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
73.5 80.0

暖房能力（暖房低温能力） 82.5（64.7） 90.0（70.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
20.76 23.22

暖　　房 21.21 24.14
暖房低温 22.17 24.40

運 転 電 流
冷　　房

A
62.6 70.0

暖　　房 65.3 74.4
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 92 92

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 7.63（届出不要） 8.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 618

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88
ガ ス 管 φ31.75
均 油 管 φ9.52

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90ｍを超える場合は 1ランクアップしていただく場合があります。



338

3-335_435 色
Ｋ

新
組
04/30
1506

初
校
06/11
1506

再
校
06/26
1505

三
校
07/09
1505

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

34 馬力 36 馬力
FDCP9603HLXB FDCP10103HLXB

FDCP4503HLXB FDCP5043HLXB FDCP5043HLXB FDCP5043HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
96.0 101.0

暖房能力（暖房低温能力） 108.0（84.7） 113.0（88.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
28.39 30.28

暖　　房 28.94 31.12
暖房低温 28.75 29.86

運 転 電 流
冷　　房

A
85.7 91.4

暖　　房 89.1 95.8
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 10.75（届出不要） 11.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 646 674

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88
ガ ス 管 φ31.75 φ38.1
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90ｍを超える場合は 1ランクアップしていただく場合があります。

38 馬力 40 馬力
FDCP10653HLXB FDCP11303HLXB

FDCP5043HLXB FDCP5603HLXB FDCP5603HLXB FDCP5603HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
106.5 113.0

暖房能力（暖房低温能力） 119.5（93.7） 127.0（99.6）

運     　

転 　

    
特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
33.85 37.41

暖　　房 33.17 35.22
暖房低温 31.82 33.78

運 転 電 流
冷　　房

A
100.6 109.8

暖　　房 102.1 108.4
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
97 98

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 12.25（届出不要） 13.00（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 674

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ19.05
ガ ス 管 φ38.1
均 油 管 φ9.52

形式

項目
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42 馬力 44 馬力
FDCP11803HLXB FDCP12353HLXB

FDCP5603HLXB FDCP6153HLXB FDCP6153HLXB FDCP6153HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
118.0 123.5

暖房能力（暖房低温能力） 132.0（103.5） 138.0（108.2）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
40.99 44.56

暖　　房 36.57 37.92
暖房低温 35.07 36.36

運 転 電 流
冷　　房

A
120.2 130.6

暖　　房 112.5 116.6
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
98 98

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 13.75（届出不要） 14.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 686 704

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ19.05
ガ ス 管 φ38.1
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90ｍを超える場合は 1ランクアップしていただく場合があります。

46 馬力 48 馬力
FDCP13003HLXB FDCP13603HLXB

FDCP6153HLXB FDCP6803HLXB FDCP6803HLXB FDCP6803HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
130.0 136.0

暖房能力（暖房低温能力） 142.0（108.8） 146.0（109.4）

運     　

転 　

    
特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
47.68 50.80

暖　　房 38.94 39.66
暖房低温 36.89 37.42

運 転 電 流
冷　　房

A
141.9 153.2

暖　　房 118.4 120.2
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 147 153

力　　　率
冷　　房

%
97 96

暖　　房 95 95
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 15.00（届出不要） 15.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 704

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ19.05
ガ ス 管 φ38.1
均 油 管 φ9.52

形式

項目
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⑵　マルチ寒冷地向け

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。

6 馬力 8 馬力 10 馬力
FDCKP1603HLXYB FDCKP2243HLXYB FDCKP2803HLXYB

能　　力

低　格　冷　房

kW

16.0 22.4 28.0
低　格　暖　房 18.0 25.0 31.5
暖　房　低　温 16 21.5 25.7
中　間　冷　房 7.7 10.5 12.9
中　間　暖　房 8.8 11.4 14.3

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

4.14 6.12 8.84
低　格　暖　房 4.47 6.65 8.97
暖　房　低　温 5.59 8.23 9.35
中　間　冷　房 1.95 2.91 3.34
中　間　暖　房 1.89 2.49 3.19

APF（通年エネルギー消費効率） 4.3 4.0 4.1

電気特性

始　動　電　流
A

5 6
最　大　電　流 35.1 42.1

消費
電力

冷　　房

kW

3.94 5.85 8.57
暖　　房 4.27 6.38 8.70
暖房低温 5.39 7.96 9.08

暖房極低温 6.57 9.32 10.52
運転 
電流

冷　　房
A

12.0 18.0 25.8
暖　　房 13.2 19.6 26.4

力率
冷　　房

%
95 94 96

暖　　房 93 94 95
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 1.81（届出不要） 2.46（届出不要） 3.26（届出不要）

形式
項目
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⑶　リフレッシュマルチ LX シリーズ
⒜ 一体形仕様

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　FDCRP2803HLXB-K は組合せ専用ユニットです。

⒝ 一体形（組合せ兼用）仕様
10 馬力 12 馬力 14 馬力

 FDCRP2803HLXB-K FDCRP3353HLXB FDCRP4003HLXB

能　　力

低　格　冷　房

kW

28.0 33.5 40.0
低　格　暖　房 31.5 37.5 45.0
暖　房　低　温 24.7 29.4 35.3
中　間　冷　房 － 18.0 18.8
中　間　暖　房 － 17.5 21.5

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

－ 9.61 12.31
低　格　暖　房 － 9.60 12.77
暖　房　低　温 － 10.43 12.90
中　間　冷　房 － 4.38 4.54
中　間　暖　房 － 3.92 4.92

APF（通年エネルギー消費効率） 4.4 4.3

電気特性

始　動　電　流
A

11
最　大　電　流 46

消費
電力

冷　　房
kW

8.00 9.15 11.61
暖　　房 8.61 9.14 12.07
暖房低温 9.36 9.97 12.20

運転 
電流

冷　　房
A

23.9 27.6 35.0
暖　　房 26.0 28.1 37.2

力率
冷　　房

%
97 96 96

暖　　房 96 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 3.28（届出不要） 3.38（届出不要） 4.25（届出不要）

⑵

形式
項目

8 馬力 10 馬力
FDCRP2243HLXYB FDCRP2803HLXYB

能　　力

低　格　冷　房

kW

22.4 28.0
低　格　暖　房 25.0 31.5
暖　房　低　温 21.5 25.7
中　間　冷　房 11.0 12.8
中　間　暖　房 11.4 14.4

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

6.12 8.84
低　格　暖　房 6.65 8.68
暖　房　低　温 8.23 9.07
中　間　冷　房 2.37 2.95
中　間　暖　房 2.30 3.09

APF（通年エネルギー消費効率） 4.9 4.5

電気特性

始　動　電　流
A

5
最　大　電　流 33 35

消費
電力

冷　　房
kW

5.85 8.57
暖　　房 6.38 8.41
暖房低温 7.96 8.80

運転 
電流

冷　　房
A

18.6 26.3
暖　　房 19.0 25.6

力率
冷　　房

%
91 94

暖　　房 97 95
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 1.81（届出不要） 2.44（届出不要）

形式
項目
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⒞ 組合せ仕様

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）

22 馬力 24 馬力
FDCRP6153HLXB FDCRP6803HLXB

FDCRP2803HLXB-K FDCRP3353HLXB FDCRP3353HLXB FDCRP3353HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
61.5 68.0

暖房能力（暖房低温能力） 69.0（54.1） 73.0（57.2）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 
消 費 電 力

冷　　房
kW

17.15 18.30
暖　　房 17.75 18.28
暖房低温 19.33 19.94

運 転 電 流
冷　　房

A
51.5 55.2

暖　　房 54.1 56.2
始　　動　　電　　流

A
17

最　　大　　電　　流 92

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 95 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 6.66（届出不要） 6.76（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 625 628

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ12.7 ～φ19.05
ガ ス 管 φ28.58 ～φ38.1
均 油 管 φ9.52

形式

項目

16 馬力 18 馬力 20 馬力
FDCRP4503HLXB FDCRP5043HLXB FDCRP5603HLXB

能　　力

低　格　冷　房

kW

45.0 50.4 56.0
低　格　暖　房 50.0 56.5 63.0
暖　房　低　温 39.2 44.3 49.4
中　間　冷　房 21.3 23.9 －
中　間　暖　房 26.1 29.2 －

システム
消費電力

低　格　冷　房

kW

13.95 15.43 －
低　格　暖　房 14.08 15.49 －
暖　房　低　温 14.52 15.63 －
中　間　冷　房 5.46 6.32 －
中　間　暖　房 6.11 6.87 －

APF（通年エネルギー消費効率） 4.1 4.0 －

電気特性

始　動　電　流
A

11
最　大　電　流 70

消費
電力

冷　　房
kW

13.25 14.73 18.08
暖　　房 13.38 14.79 16.69
暖房低温 13.82 14.93 16.89

運転 
電流

冷　　房
A

40.0 45.7 54.9
暖　　房 41.2 46.8 53.0

力率
冷　　房

%
96 93 95

暖　　房 94 91 91
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 5.00（届出不要） 5.75（届出不要） 6.50（届出不要）

形式
項目
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26 馬力 28 馬力
FDCRP7353HLXB FDCRP8003HLXB

FDCRP3353HLXB FDCRP4003HLXB FDCRP4003HLXB FDCRP4003HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
73.5 80.0

暖房能力（暖房低温能力） 82.5（64.7） 90.0（70.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
20.76 23.22

暖　　房 21.21 24.14
暖房低温 22.17 24.40

運 転 電 流
冷　　房

A
62.6 70.0

暖　　房 65.3 74.4
始　　動　　電　　流

A
17

最　　大　　電　　流 92

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 7.63（届出不要） 8.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 628

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88 ～φ22.22
ガ ス 管 φ31.75 ～φ44.45
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）

30 馬力 32 馬力
FDCRP8503HLXB FDCRP9003HLXB

FDCRP4003HLXB FDCRP4503HLXB FDCRP4503HLXB FDCRP4503HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
85.0 90.0

暖房能力（暖房低温能力） 95.0（74.5） 100.0（78.4）

運     　

転 　

    
特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
24.86 26.50

暖　　房 25.45 26.76
暖房低温 26.02 27.64

運 転 電 流
冷　　房

A
75.0 80.0

暖　　房 78.4 82.4
始　　動　　電　　流

A
17

最　　大　　電　　流 116 140

力　　　率
冷　　房

%
96 96

暖　　房 94 94
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 9.25（届出不要） 10.00（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 628

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88 ～φ22.22
ガ ス 管 φ31.75 ～φ44.45
均 油 管 φ9.52

形式

項目
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34 馬力 36 馬力
FDCRP9603HLXB FDCRP10103HLXB

FDCRP4503HLXB FDCRP5043HLXB FDCRP5043HLXB FDCRP5043HLXB
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
96.0 101.0

暖房能力（暖房低温能力） 108.0（84.7） 113.0（88.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
27.98 29.46

暖　　房 28.17 29.58
暖房低温 28.75 29.86

運 転 電 流
冷　　房

A
85.7 91.4

暖　　房 88.0 93.6
始　　動　　電　　流

A
17

最　　大　　電　　流 140

力　　　率
冷　　房

%
94 93

暖　　房 92 91
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 10.75（届出不要） 11.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 669 710

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管
mm

φ15.88 ～φ22.22
ガ ス 管 φ31.75 ～φ44.45
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　冷媒配管は使用可能な主管サイズ範囲を示しています。（詳細は 516ページをご覧ください）
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⑷　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
⒜ 一体形仕様

8 馬力 10 馬力 12 馬力
FDCP2243HLXR FDCP2803HLXR FDCP3353HLXR

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
22.4 28.0 33.5

暖房能力（暖房低温能力） 25.0（19.6） 31.5（24.7） 37.5（29.4）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
6.66 9.46 10.17

暖　　房 6.33 9.14 10.34
暖房低温 7.98 8.77 9.43

運 転 電 流
冷　　房

A
19.6 27.9 31.3

暖　　房 18.6 27.0 32.4
始　　動　　電　　流

A
5 5 5

最　　大　　電　　流 35 35 35

力　　　率
冷　　房

%
98 98 94

暖　　房 98 98 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 2.53（届出不要） 3.19（届出不要） 3.38（届出不要）

形式
項目

12 馬力 14 馬力 16 馬力
FDCP3353HLXR-K ⑵ FDCP4003HLXR FDCP4503HLXR

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
33.5 40.0 45.0

暖房能力（暖房低温能力） 37.5（29.4） 45.0（35.3） 50.0（39.2）

運     　

転 　

    

特  　

  
性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
9.47 11.73 13.57

暖　　房 9.37 12.18 13.55
暖房低温 10.47 12.81 14.51

運 転 電 流
冷　　房

A
29.2 36.0 41.0

暖　　房 29.4 38.6 42.6
始　　動　　電　　流

A
11 11 11

最　　大　　電　　流 46 46 70

力　　　率
冷　　房

%
94 94 96

暖　　房 92 91 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 3.44（届出不要） 4.25（届出不要） 4.75（届出不要）

形式
項目

⒝ 一体形（組合せ兼用）仕様

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　FDCP3353HLXR-K は組合せ専用ユニットです。
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注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。

22 馬力 24 馬力
FDCP6153HLXR FDCP6803HLXR

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
61.5 68.0

暖房能力（暖房低温能力） 69.0（54.1） 73.0（54.7）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
22.50 25.65

暖　　房 19.16 20.17
暖房低温 19.92 20.54

運 転 電 流
冷　　房

A
66.2 84.9

暖　　房 60.2 64.6
始　　動　　電　　流

A
11 11

最　　大　　電　　流 70 77

力　　　率
冷　　房

%
98 87

暖　　房 92 90
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 6.88（届出不要） 7.50（届出不要）

形式
項目

18 馬力 20 馬力
FDCP5043HLXR FDCP5603HLXR

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
50.4 56.0

暖房能力（暖房低温能力） 56.5（44.3） 63.0（49.4）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
15.69 19.10

暖　　房 15.62 17.90
暖房低温 15.68 17.73

運 転 電 流
冷　　房

A
46.7 56.2

暖　　房 49.3 56.1
始　　動　　電　　流

A
11 11

最　　大　　電　　流 70 70

力　　　率
冷　　房

%
97 98

暖　　房 91 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 5.44（届出不要） 6.50（届出不要）

形式
項目
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⑶　組合せ仕様
26 馬力 28 馬力

FDCP7353HLXR FDCP8003HLXR
FDCP3353HLXR-K FDCP4003HLXR FDCP4003HLXR FDCP4003HLXR

能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
73.5 80.0

暖房能力（暖房低温能力） 82.5（64.7） 90.0（70.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
21.20 23.46

暖　　房 21.55 24.36
暖房低温 23.28 25.62

運 転 電 流
冷　　房

A
65.2 72.0

暖　　房 68.0 77.2
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 92 92

力　　　率
冷　　房

%
94 94

暖　　房 91 91
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 7.75（届出不要） 8.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 628

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ15.88
吸入ガス管 φ31.75
吐出ガス管 φ25.4 φ28.58
均 油 管 φ9.52

形式

項目

30 馬力 32 馬力
FDCP8503HLXR FDCP9003HLXR

FDCP4003HLXR FDCP4503HLXR FDCP4503HLXR FDCP4503HLXR
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
85.0 90.0

暖房能力（暖房低温能力） 95.0（74.5） 100.0（78.4）

運     　

転 　
    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
25.30 27.14

暖　　房 25.73 27.10
暖房低温 27.32 29.02

運 転 電 流
冷　　房

A
77.0 82.0

暖　　房 81.2 85.2
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 116 140

力　　　率
冷　　房

%
95 96

暖　　房 91 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 9.00（届出不要） 9.50（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 628

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ15.88
吸入ガス管 φ31.75
吐出ガス管 φ28.58
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　組合せ室外ユニットは上表以外では運転できません。
　⑶　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90mを超える場合は，1ランクアップしていただく場合があります。�
　　　（詳細は 530ページをご覧ください。）
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34 馬力 36 馬力
FDCP9603HLXR FDCP10103HLXR

FDCP4503HLXR FDCP5043HLXR FDCP5043HLXR FDCP5043HLXR
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
96.0 101.0

暖房能力（暖房低温能力） 108.0（84.7） 113.0（88.6）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
29.26 31.38

暖　　房 29.17 31.24
暖房低温 30.19 31.36

運 転 電 流
冷　　房

A
87.7 93.4

暖　　房 91.9 98.6
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
96 97

暖　　房 92 91
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 10.25（届出不要） 11.00（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 656 684

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ15.88
吸入ガス管 φ31.75 φ38.1
吐出ガス管 φ28.58
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　組合せ室外ユニットは上表以外では運転できません。
　⑶　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90mを超える場合は，1ランクアップしていただく場合があります。�
　　　（詳細は 530ページをご覧ください。）

38 馬力 40 馬力
FDCP10653HLXR FDCP11303HLXR

FDCP5043HLXR FDCP5603HLXR FDCP5603HLXR FDCP5603HLXR
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
106.5 113.0

暖房能力（暖房低温能力） 119.5（93.7） 127.0（99.6）

運     　

転 　
    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
34.79 38.20

暖　　房 33.52 35.80
暖房低温 33.41 35.46

運 転 電 流
冷　　房

A
102.9 112.4

暖　　房 105.4 112.2
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
98 98

暖　　房 92 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 11.75（届出不要） 12.76（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 684

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ19.05
吸入ガス管 φ38.1
吐出ガス管 φ31.75
均 油 管 φ9.52

形式

項目
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42 馬力 44 馬力
FDCP11803HLXR FDCP12353HLXR

FDCP5603HLXR FDCP6153HLXR FDCP6153HLXR FDCP6153HLXR
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
118.0 123.5

暖房能力（暖房低温能力） 132.0（103.5） 138.0（108.2）

運     　

転 　

    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
41.60 45.00

暖　　房 37.06 38.32
暖房低温 37.65 39.84

運 転 電 流
冷　　房

A
122.4 132.4

暖　　房 116.3 120.4
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 140 140

力　　　率
冷　　房

%
98 98

暖　　房 92 92
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 13.51（届出不要） 14.13（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 704 724

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ19.05
吸入ガス管 φ38.1
吐出ガス管 φ31.75
均 油 管 φ9.52

形式

項目

46 馬力 48 馬力
FDCP13003HLXR FDCP13603HLXR

FDCP6153HLXR FDCP6803HLXR FDCP6803HLXR FDCP6803HLXR
能 

力
冷　　 房　　 能　　 力

kW
130.0 136.0

暖房能力（暖房低温能力） 142.0（108.8） 146.0（109.4）

運     　

転 　
    

特  　

  

性 

消 費 電 力
冷　　房

kW
48.15 51.30

暖　　房 39.33 40.34
暖房低温 40.46 41.08

運 転 電 流
冷　　房

A
151.1 169.8

暖　　房 124.8 129.2
始　　動　　電　　流

A
17 17

最　　大　　電　　流 147 153

力　　　率
冷　　房

%
92 87

暖　　房 91 90
法　 定 　冷 　凍　 能 　力 トン 14.63（届出不要） 15.01（届出不要）
組　　合　  せ 　 質 　 量 kg 724

冷 媒 配 管 

（外　　　　  径）

液　　管

mm

φ19.05
吸入ガス管 φ38.1
吐出ガス管 φ31.75
均 油 管 φ9.52

形式

項目

注⑴　�上表は JIS・B・8616：2006 の条件で定格容量の天井埋込形 4方向吹きを接続した値です。
　⑵　組合せ室外ユニットは上表以外では運転できません。
　⑶　冷媒配管は組合せ後の主管サイズを示しています。実長が 90mを超える場合は，1ランクアップしていただく場合があります。�
　　　（詳細は 530ページをご覧ください。）
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注⑴　上表は JIS・B・8616：2006 条件によります。
　⑵　上表の値は冷房・暖房運転共通です。

容量
区分 283形

0.03

0.10 0.11

223形 563形453形363形

0.04

0.14 0.15

FDTCシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTCシリーズ

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

容量
区分 223形 283形 363形 453形 563形 713形 903形 1123形 1403形

0.10/0.14

0.50/0.65

0.18/0.22

0.95/1.20

0.19/0.23

1.00/1.20

0.25/0.29

1.20/1.50

0.29/0.34

1.40/1.75

0.11/0.15

0.55/0.70

0.12/0.16

0.60/0.75

FDRシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

（50/60Hz）

容量
区分 563形

0.18/0.24

0.9/1.2

453形 903形

0.24/0.18

1.2/0.9

0.2/0.24

1.0/1.2

713形 1403形

0.36/0.38

1.8/1.9

0.38/0.42

1.9/2.1

2243形

0.82/1.2

4.1/6.0

2803形

0.86/1.26

4.3/6.3

FDUシリーズ

1123形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 453形

0.08/0.09

0.4/0.45

283形 713形

0.08/0.1

0.4/0.5

0.08/0.09

0.4/0.45

0.08/0.1

0.4/0.5

563形 453形 563形 713形283形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 2803形2243形

FDTシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.3

1.0

（50/60Hz）

容量
区分 2243形1403形 1403形2803形

0.7/0.8

3.3/3.0

2803形

0.9/1.2

4.5/4.6

FDASシリーズ

2243形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.25/0.33

0.83/1.0

0.4/0.6

1.8/2.1

0.6/0.7

2.1/2.6

0.55/0.73

2.7/2.6

FDAS-Tシリーズ

（50/60Hz）

容量
区分 363形

0.05/0.05

0.23/0.23

0.05/0.05

0.25/0.25

283形 713形453形 7503形

0.49/0.64

2.45/3.2

10003形

0.57/0.74

2.85/3.7

FDKシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.08/0.08

0.4/0.4

SAFシリーズ

0.24/0.28

1.2/1.4

0.24/0.27

1.2/1.35

0.18/0.19

0.91/0.95

0.13/0.14

0.67/0.7

0.08/0.09

0.4/0.45

冷：0.08/0.09，暖：1.28/1.29

冷：0.4/0.45，暖：3.86/3.91

容量
区分 283形 363形223形 563形

0.12/0.14

0.60/0.70

0.13/0.16

0.65/0.80

453形 803形 903形

0.12/0.16

0.65/0.83

0.14/0.18

0.75/0.93

1123形

0.22/0.28〔0.26〕

1.25/1.40

1403形 1603形

0.25/0.34

1.40/1.70

FDTWシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTWシリーズ

容量
区分

0.10/0.12

0.51/0.61

0.08/0.10

0.41/0.51

FDTSCシリーズ FDTSシリーズ

0.05/0.07

0.3/0.4

223形 283形 363形 453形 563形 713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTSC，FDTSシリーズ

●FDFL，FDFUシリーズ

容量
区分

FDEシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDEシリーズ

●FDRシリーズ

●FDUシリーズ

●FDK，SAFシリーズ

●FDAS，FDAS-Tシリーズ

0.26〔0.25〕/0.34

1603形1403形1123形903形713形563形453形363形362-E（ヒータ付）

FDFLシリーズ FDFUシリーズ

容量
区分 363形

0.03

0.2

283形 563形453形 803形

0.10

0.3

0.04

0.2

903形

0.14

0.5

1123形 1403形 1603形

FDTシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTシリーズ

B　室内ユニット

注⑴　〔　〕内は暖房の数値です。

容量
区分 283形

0.03

0.10 0.11

223形 563形453形363形

0.04

0.14 0.15

FDTCシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTCシリーズ

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

容量
区分 223形 283形 363形 453形 563形 713形 903形 1123形 1403形

0.10/0.14

0.50/0.65

0.18/0.22

0.95/1.20

0.19/0.23

1.00/1.20

0.25/0.29

1.20/1.50

0.29/0.34

1.40/1.75

0.11/0.15

0.55/0.70

0.12/0.16

0.60/0.75

FDRシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

（50/60Hz）

容量
区分 563形

0.18/0.24

0.9/1.2

453形 903形

0.24/0.18

1.2/0.9

0.2/0.24

1.0/1.2

713形 1403形

0.36/0.38

1.8/1.9

0.38/0.42

1.9/2.1

2243形

0.82/1.2

4.1/6.0

2803形

0.86/1.26

4.3/6.3

FDUシリーズ

1123形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 453形

0.08/0.09

0.4/0.45

283形 713形

0.08/0.1

0.4/0.5

0.08/0.09

0.4/0.45

0.08/0.1

0.4/0.5

563形 453形 563形 713形283形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 2803形2243形

FDTシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.3

1.0

（50/60Hz）

容量
区分 2243形1403形 1403形2803形

0.7/0.8

3.3/3.0

2803形

0.9/1.2

4.5/4.6

FDASシリーズ

2243形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.25/0.33

0.83/1.0

0.4/0.6

1.8/2.1

0.6/0.7

2.1/2.6

0.55/0.73

2.7/2.6

FDAS-Tシリーズ

（50/60Hz）

容量
区分 363形

0.05/0.05

0.23/0.23

0.05/0.05

0.25/0.25

283形 713形453形 7503形

0.49/0.64

2.45/3.2

10003形

0.57/0.74

2.85/3.7

FDKシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.08/0.08

0.4/0.4

SAFシリーズ

0.24/0.28

1.2/1.4

0.24/0.27

1.2/1.35

0.18/0.19

0.91/0.95

0.13/0.14

0.67/0.7

0.08/0.09

0.4/0.45

冷：0.08/0.09，暖：1.28/1.29

冷：0.4/0.45，暖：3.86/3.91

容量
区分 283形 363形223形 563形

0.12/0.14

0.60/0.70

0.13/0.16

0.65/0.80

453形 803形 903形

0.12/0.16

0.65/0.83

0.14/0.18

0.75/0.93

1123形

0.22/0.28〔0.26〕

1.25/1.40

1403形 1603形

0.25/0.34

1.40/1.70

FDTWシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTWシリーズ

容量
区分

0.10/0.12

0.51/0.61

0.08/0.10

0.41/0.51

FDTSCシリーズ FDTSシリーズ

0.05/0.07

0.3/0.4

223形 283形 363形 453形 563形 713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTSC，FDTSシリーズ

●FDFL，FDFUシリーズ

容量
区分

FDEシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDEシリーズ

●FDRシリーズ

●FDUシリーズ

●FDK，SAFシリーズ

●FDAS，FDAS-Tシリーズ

0.26〔0.25〕/0.34

1603形1403形1123形903形713形563形453形363形362-E（ヒータ付）

FDFLシリーズ FDFUシリーズ

容量
区分 363形

0.03

0.2

283形 563形453形 803形

0.10

0.3

0.04

0.2

903形

0.14

0.5

1123形 1403形 1603形

FDTシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTシリーズ
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（50/60Hz）

容量
区分 1403形803形 1403形1123形

1.2/1.4

6.0/7.0

2803形

1.4/1.6

7.0/8.0

FDESシリーズ

2243形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.1/0.1

0.5/0.5

0.2/0.2

1.0/1.0

0.6/0.7

3.0/3.5

0.7/0.8

3.5/4.0

FDWUシリーズ

（50/60Hz）

容量
区分 1403形903形 2103形1683形

0.27/0.32

1.6/1.7

2803形

0.31/0.38

1.7/2.0

FDU-Fシリーズ

2243形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.11/0.13

0.6/0.7

0.16/0.18

0.85/1.05

1083形

0.25/0.3

1.25/1.5

0.4/0.5

2.0/2.5

0.5/0.6

2.5/3.0

（50/60Hz）

容量
区分 1602形1402形 2802形2242形

DAUシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.80/0.98

4.0/4.8

0.88/1.05

4.4/5.2

1.24/1.48

6.2/7.4

1.44/1.70

7.2/8.7

●DAUシリーズ

●FDES，FDWUシリーズ

●FDU-Fシリーズ

注⑴　上表は JIS・B・8616：2006 条件によります。
　⑵　上表の値は冷房・暖房運転共通です。

容量
区分 283形

0.03

0.10 0.11

223形 563形453形363形

0.04

0.14 0.15

FDTCシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTCシリーズ

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

容量
区分 223形 283形 363形 453形 563形 713形 903形 1123形 1403形

0.10/0.14

0.50/0.65

0.18/0.22

0.95/1.20

0.19/0.23

1.00/1.20

0.25/0.29

1.20/1.50

0.29/0.34

1.40/1.75

0.11/0.15

0.55/0.70

0.12/0.16

0.60/0.75

FDRシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

（50/60Hz）

容量
区分 563形

0.18/0.24

0.9/1.2

453形 903形

0.24/0.18

1.2/0.9

0.2/0.24

1.0/1.2

713形 1403形

0.36/0.38

1.8/1.9

0.38/0.42

1.9/2.1

2243形

0.82/1.2

4.1/6.0

2803形

0.86/1.26

4.3/6.3

FDUシリーズ

1123形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 453形

0.08/0.09

0.4/0.45

283形 713形

0.08/0.1

0.4/0.5

0.08/0.09

0.4/0.45

0.08/0.1

0.4/0.5

563形 453形 563形 713形283形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

容量
区分 2803形2243形

FDTシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.3

1.0

（50/60Hz）

容量
区分 2243形1403形 1403形2803形

0.7/0.8

3.3/3.0

2803形

0.9/1.2

4.5/4.6

FDASシリーズ

2243形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.25/0.33

0.83/1.0

0.4/0.6

1.8/2.1

0.6/0.7

2.1/2.6

0.55/0.73

2.7/2.6

FDAS-Tシリーズ

（50/60Hz）

容量
区分 363形

0.05/0.05

0.23/0.23

0.05/0.05

0.25/0.25

283形 713形453形 7503形

0.49/0.64

2.45/3.2

10003形

0.57/0.74

2.85/3.7

FDKシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

0.08/0.08

0.4/0.4

SAFシリーズ

0.24/0.28

1.2/1.4

0.24/0.27

1.2/1.35

0.18/0.19

0.91/0.95

0.13/0.14

0.67/0.7

0.08/0.09

0.4/0.45

冷：0.08/0.09，暖：1.28/1.29

冷：0.4/0.45，暖：3.86/3.91

容量
区分 283形 363形223形 563形

0.12/0.14

0.60/0.70

0.13/0.16

0.65/0.80

453形 803形 903形

0.12/0.16

0.65/0.83

0.14/0.18

0.75/0.93

1123形

0.22/0.28〔0.26〕

1.25/1.40

1403形 1603形

0.25/0.34

1.40/1.70

FDTWシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTWシリーズ

容量
区分

0.10/0.12

0.51/0.61

0.08/0.10

0.41/0.51

FDTSCシリーズ FDTSシリーズ

0.05/0.07

0.3/0.4

223形 283形 363形 453形 563形 713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTSC，FDTSシリーズ

●FDFL，FDFUシリーズ

容量
区分

FDEシリーズ

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDEシリーズ

●FDRシリーズ

●FDUシリーズ

●FDK，SAFシリーズ

●FDAS，FDAS-Tシリーズ

0.26〔0.25〕/0.34

1603形1403形1123形903形713形563形453形363形362-E（ヒータ付）

FDFLシリーズ FDFUシリーズ

容量
区分 363形

0.03

0.2

283形 563形453形 803形

0.10

0.3

0.04

0.2

903形

0.14

0.5

1123形 1403形 1603形

FDTシリーズ

713形

消 費 電 力（kW）

運  転  電  流（A）

●FDTシリーズ
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総合運転特性の求め方

1．　総合消費電力

2．　総合運転電流

3．　総合カ率

総合消費電力（kW）=室外ユニット消費電力+∑（室内ユニット消費電力）

総合運転電流（A）=室外ユニット運転電流+［∑（室内ユニット運転電流）×　］
 （1）

3
2

 （2）

総合カ率（%）=［総合消費電力（W）/（ 3 ×総合運転電流（A））×200］×100
注（1）　単相仕様の場合のみ

　（2）　3相機仕様の場合のみ

形式区分

消 費 電 力（kW）

運 転 電 流 （A）

11.61/12.07 0.03/0.03 0.10/0.10

0.2/0.2 0.3/0.3

（冷/暖）

総合運転特性=室外ユニットの運転特性値+室内ユニットの運転特性値
［例］（条件）　　運転周波数……50Hz

［冷房］　11.61+（0.03+0.10×4）=12.04（kW）
［暖房］　12.07+（0.03+0.10×4）=12.50（kW）

運転モード ……冷房・暖房
ユニット…………FDCP4003HLXB

FDTP453LXD・1台
FDTP803LXD・4台

各ユニット運転特性

FDCP4003HLXB FDTP453LXD

35.0/37.2

①総合消費電力

②総合運転電流

③総合カ率

［暖房］　37.2+（0.2+0.3×4）×　≒38.1（A）

［冷房］　35.0+（0.2+0.3×4）×　≒35.9（A）

［冷房］　   　　　　　　 ×100≒97%
3×35.9×200
12.04×1000

［暖房］　　　　　　　    ×100≒95%
3×38.1×200
12.50×1000

3
2

3
2
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3.2 使 用 範 囲
⑴　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）

室内・外温度使用範囲

室
外
乾
球
温
度

（℃DB）

暖房

室
内
乾
球
温
度

（℃DB）

冷房
35

-15
10

20
25

15

27

-5
0

30
25
20

-10

43
40

室外湿球温度（℃WB）
-5

14

0

16

5

18

10

20 22

内が使用可能範囲です。

15

26
24

-20-25

-15
16.75

室外ユニット容量400〜1360

室外ユニット容量112〜335

室内湿球温度（℃WB）

全　形　式

室内吸込空気温度（上・下限）
使用範囲（下図）をご覧ください。

外 　気 　温 　度（上・下限）

適　　　用　 　　地　　　域 標　準　機 （暖房運転を考慮して）日最低気温が 12～ 3月の冬期 4ヶ月
間の平均値で 0℃DB以上であって降雪の多くない地域。

寒冷地向け 最低気温が -20℃を下回らない地域

組 合 せ 可 能 

室内ユニット

接　続　台　数

FDCP1123HLXB（4馬力） 1～ 6 FDCP7353HLXB（26馬力） 2～ 43
FDCP1403HLXB（5馬力） 1～ 8 FDCP8003HLXB（28馬力） 2～ 47
FDCP1603HLXB（6馬力） 1～ 8 FDCP8503HLXB（30馬力） 2～ 50FDCKP1603HLXYB（6馬力） 1～ 9
FDCP2243HLXYB（8馬力） 1～ 13 FDCP9003HLXB（32馬力） 2～ 53FDCKP2243HLXYB（8馬力）
FDCP2803HLXYB（10馬力） 1～ 16 FDCP9603HLXB（34馬力） 2～ 56FDCKP2803HLXYB（10馬力）
FDCP3353HLXYB（12馬力） 1～ 20 FDCP10103HLXB（36馬力） 2～ 59
FDCP4003HLXB（14馬力） 1～ 23 FDCP10653HLXB（38馬力） 2～ 62
FDCP4503HLXB（16馬力） 1～ 26 FDCP11303HLXB（40馬力） 3～ 66
FDCP5043HLXB（18馬力） 1～ 29 FDCP11803HLXB（42馬力） 3～ 69
FDCP5603HLXB（20馬力） 1～ 33 FDCP12353HLXB（44馬力） 3～ 73
FDCP6153HLXB（22馬力） 2～ 36 FDCP13003HLXB（46馬力） 3～ 76
FDCP6803HLXB（24馬力） 2～ 40 FDCP13603HLXB（48馬力） 3～ 80

合　計　容　量

FDCP1123HLXB（4馬力） 90～ 145 FDCP7353HLXB（26馬力） 367～ 956
FDCP1403HLXB（5馬力） 112～ 182 FDCP8003HLXB（28馬力） 400～ 1040
FDCP1603HLXB（6馬力） 128～ 208 FDCP8503HLXB（30馬力） 425～ 1105FDCKP1603HLXYB（6馬力） 112 ～ 208
FDCP2243HLXYB（8馬力） 112～ 292 FDCP9003HLXB（32馬力） 450～ 1170FDCKP2243HLXYB（8馬力） 167 ～ 292
FDCP2803HLXYB（10馬力） 140 ～ 364 FDCP9603HLXB（34馬力） 480～ 1248FDCKP2803HLXYB（10馬力） 167 ～ 364
FDCP3353HLXYB（12馬力） 167 ～ 436 FDCP10103HLXB（36馬力） 505 ～ 1313
FDCP4003HLXB（14馬力） 200～ 520 FDCP10653HLXB（38馬力） 532 ～ 1385
FDCP4503HLXB（16馬力） 225～ 585 FDCP11303HLXB（40馬力） 565 ～ 1469
FDCP5043HLXB（18馬力） 252～ 656 FDCP11803HLXB（42馬力） 590 ～ 1534
FDCP5603HLXB（20馬力） 280～ 728 FDCP12353HLXB（44馬力） 617 ～ 1606
FDCP6153HLXB（22馬力） 307～ 800 FDCP13003HLXB（46馬力） 650 ～ 1690
FDCP6803HLXB（24馬力） 340～ 884 FDCP13603HLXB（48馬力） 680 ～ 1768

項目
形式
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項目 

FDCP1123，1403，1603HLXB FDCP2243～3353HLXYB
FDCKP1603～2803HLXYB

 配 管 片 道 長 さ 

室外ユニット～第1分岐（主管） 

第 1 分 岐 後 の 配 管 長 さ 

130m以内 ――注⑴ 

――注⑴

（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで） 

配 管 総 長 100m以内 510m以内

実　長：70m以内
相当長：80m以内

実　長：160m以内
相当長：185m以内

30m以内 50m以内 
15m以内 40m以内 

室外ユニット上の場合 
室外ユニット下の場合 

室　内・外 
ユニットの 
高 さ の 差 

15m以内 18m以内
（FDCKP1603～2803：15m以内）第１分岐と室内ユニットの許容高低差 

室内ユニット間の許容高低差 

送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDUのみ）
必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDUのみ） 
相対湿度が70%を越える天井内等では，厚さ20mm以上の断熱が必要になります。 
相対湿度が70%を越える天井内等では，厚さ10mm以上の断熱が必要になります。 ド レ ン 配 管 の 断 熱 

エ ア フ ィ ル タ 
冷 媒 配 管 の 断 熱 

風 量 ・ 静 圧 

露点温度28℃以下，相対湿度80％以下 

5分以上（停止～停止又は始動～始動） 
3分以上 

定格電圧の±10％以内 
定格電圧の15％以内 

3％以内 

室内ユニット雰囲気（天井裏）温・湿度 

停 止 時 間 
電 圧 変 動 
始動時の電圧降下 
相間アンバランス 

圧縮機の 1サイクル時間 

電 源 電 圧 

発 停 頻 度 

FDT, FDTW, FDTS(C),  
FDR, FDU （ ） 

90m以内 （ ） 但し，最長配管と最短配管
との配管長差は40m以内 

注⑴　�主管の配管長，第1分岐からの許容配管長の制限はありませんが、φ9.52の液管全長は50m以内としてください。
　⑵　雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10 以上）を追加してください。
　⑶　冷媒配管長さ・高さ制限等の詳細は 356ページをご覧ください。
　⑷　実長が 90mを超える室内ユニットがある場合は主管を 1サイズアップしてください。（除くFDCP1123，1403HLXB）
　⑸　次のような場所への設置は行わないでください。

●�調理場や機械工場など、油の飛沫や油煙の立ち込める場所。
●�可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
●�硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留する場所。
●�海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
●�化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用する場所。
●�電磁波・高周波の発生する機器の近く。
●�熱交換器の排気を吸込む場所。
●�水に濡れて困るものの上にユニットを据付けないでください。
●�カーボン繊維や金属粉・パウダー等が浮遊する場所。
●�煙突の煙がかかる場所。
●�標高1000m以上の場所。
●�洗たく室等�水が掛かる場所。
●�室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
●�車両・船舶等移動するものへの設置。
●�積雪の多い場所。
●�ワイヤレス仕様で使われる場合，受信部に影響のある光線が飛び交う場所。
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FDCP4003HLXB〜FDCP13603HLXB

配　　 管　　 総　　 長 FDCP4003～5603HLXB：1000m以内，FDCP6153～13603HLXB：510m以内

配 管 片 道 長 さ 
（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで）

実　長：160m以内
相当長：185m以内

室外ユニット〜第１分岐（主管） 130m以内
第 １ 分 岐 後 の 配 管 長 さ 90ｍ以内（但し，最長配管と最短配管との配管長差は 40ｍ以内）
室 内・外
ユニットの
高 さ の 差

室外ユニット上の場合 50m以内
室外ユニット下の場合 40m以内

室外ユニット間の高さの差 
（ 同 一 系 統 ） 0.4m以内〔組合せユニット〕

室外ユニットから室外側分岐管までの長さ 5m以内〔組合せユニット〕
室内ユニット間の許容高低差

18m以内
第１分岐と室内ユニットの許容高低差
均 油 管 の 配 管 長 さ 10m以内〔組合せユニット〕
風　　量　　・　　静　　圧 送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDUのみ）
エ ア フ ィ ル タ 必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDUのみ）
冷 媒 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm以上の断熱が必要になります。
ド レ ン 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm以上の断熱が必要になります。

室内ユニット雰囲気（天井裏）温・湿度 
（FDT，FDTW，FDTS（C），FDR，FDU） 露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下

圧 縮 機 の １ サ イ ク ル 時 間 5 分以上（停止～停止又は始動～始動）
発 停 頻 度 停 止 時 間 3 分以上

電 源 電 圧
電 圧 変 動 定格電圧の±10％以内
始動時の電圧降下 定格電圧の15％以内
相間アンパランス 3％以内

項目
形式

注⑴　�雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10以上）を追加してください。
　⑵　冷媒配管長さ・高さ制限等の詳細は次ページをご覧ください。
　⑶　実長が90ｍを超える室内ユニットがある場合は主管を１サイズアップしていただく場合があります (詳細は487ページをご覧ください )。
　⑷　次のような場所への設置は行わないでください。

●�調理場や機械工場など，油の飛沫や油煙の立ち込める場所。
●�可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
●�硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留する場所。
●�海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
●�化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用する場所。
●�電磁波・高周波の発生する機器の近く。
●�熱交換器の排気を吸込む場所。
●�水に濡れて困るものの上にユニットを据付けないでください。
●�カーボン織維や金属粉・パウダー等が浮遊する場所。
●�煙突の煙がかかる場所。
●�標高1000ｍ以上の場所。
●�洗たく室等水が掛かる場所。
●�室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
●�車両・船舶等移動するものへの設置。
●�積雪の多い場所。
●�ワイヤレス仕様で使われる場合，受信部に影響のある光線が飛び交う場所。

　⑸　現地での追加冷媒封入量が下表の値を超える場合は冷媒系統を分けてください。

室外ユニット形式
FDCP4003 ～ 6803HLXB
FDCP7353 ～ 13603HLXB

追加冷媒封入量（kg）
50
100
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室内ユニット は　　　　　を示します�

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

130m以内 

130m以内 

第1分岐 

〔ヘッダー〕�

〔ヘッダー〕�

〈
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外
ユ
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ッ

ト
が

下
：

40
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m

(3
0m

) 
50

m
(3

0m
) 

50
m

(3
0m

) 
分岐方式（“分岐管”使用）  1） 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅴ 
第1分岐 

第1分岐 

室外ユニット 

18
m

(1
5m

)以
内

 
18

m(
15

m)
以

内
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m

(1
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内
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m

(1
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)以
内

 

18
m

(1
5m

)以
内

 

ヘッダー方式（“ヘッダー”使用） 

室内ユニット 

2） 

混合方式（分岐管・ヘッダー併用） 3） 

Ⅰ 

Ⅱ 

室外ユニット 

　　　�

�注⑴　ヘッダー方式の後に分岐方式を接続しないでください。
　⑵　(　)内の数値はFDCP1123，1403，1603，及びFDCKP1603，2243，2803用を示します。
　⑶　FDCP1603～6803およびFDCKP1603～2803用を示します。
　　　　FDCP1123，1403は，主管の配管長および第1分岐からの許容配管長の制限はありませんが，
　　　　φ9.52の液管全長は50ｍ以内としてください。

13
0m

以
内

 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅲ 

室内ユニット 

Ⅱ 

室外ユニット 

Ⅵ 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅲ 

Ⅰ

は　　　　　を示します�

⑶�

⑶�

⑶�

⑶�

⑶�

⑶�

⑶�

⑶
�

(� )

冷媒配管の許容長さ，室内・外ユニット高低差
⒜ FDCP1123 〜 6803（一体形）
    FDCKP1603 〜 2803（一体形）
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組合せ時の室外ユニット間の配管の許容長さ，高低差
FDCP7353〜13603（組合せ形）

配管の許容長さ
■均�油�管ℓ a≦ 10m
■冷媒配管ℓ b≦ 5m
■冷媒配管ℓ c≦ 5m
注⑴　�上記以外の使用制限は一体形と同じです。

第1分岐

ℓb ℓc

ℓa

室外側分岐管

0.
4m

（DOS-2A-1）

室外ユニット

室外ユニット
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⑵　リフレッシュマルチ LX シリーズ

全　形　式

室内吸込空気温度（上・下限）
使用範囲（下図）をご覧ください。

外 　気 　温 　度（上・下限）

適　　　用　 　　地　　　域 （暖房運転を考慮して）日最低気温が 12～ 3月の冬期 4ヶ月間の平均値で�
0℃DB以上であって降雪の多くない地域。

組 合 せ 可 能 

室内ユニット

接　続　台　数

FDCRP2243HLXYB 1 ～ 13 FDCRP6803HLXB 2～ 40
FDCRP2803HLXYB 1 ～ 16 FDCRP7353HLXB 2～ 43
FDCRP3353HLXB 1～ 20 FDCRP8003HLXB 2～ 47
FDCRP4003HLXB 1～ 23 FDCRP8503HLXB 2～ 50
FDCRP4503HLXB 1～ 26 FDCRP9003HLXB 2～ 53
FDCRP5043HLXB 1～ 29 FDCRP9603HLXB 2～ 56
FDCRP5603HLXB 1～ 33 FDCRP10103HLXB 2 ～ 59
FDCRP6153HLXB 2～ 36 ― ―

合　計　容　量

FDCRP2243HLXYB 112 ～ 292 FDCRP6803HLXB 340 ～ 884
FDCRP2803HLXYB 140 ～ 364 FDCRP7353HLXB 367 ～ 956
FDCRP3353HLXB 167 ～ 436 FDCRP8003HLXB 400 ～ 1040
FDCRP4003HLXB 200 ～ 520 FDCRP8503HLXB 425 ～ 1105
FDCRP4503HLXB 225 ～ 585 FDCRP9003HLXB 450 ～ 1170
FDCRP5043HLXB 252 ～ 656 FDCRP9603HLXB 480 ～ 1248
FDCRP5603HLXB 280 ～ 728 FDCRP10103HLXB 505 ～ 1313
FDCRP6153HLXB 307 ～ 800 ― ―

項目

形式

室内・外温度使用範囲

室
外
乾
球
温
度

（℃DB）

暖房

室
内
乾
球
温
度

（℃DB）

冷房
35

-15
10

20
25

15

27

-5
0

30
25
20

-10

43
40

室外湿球温度（℃WB）
-5

14

0

16

5

18

10

20 22

内が使用可能範囲です。

15

26
24

-20-25

-15
16.75

室外ユニット容量335〜1010

室外ユニット容量224、280

室内湿球温度（℃WB）
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項目

形式
FDCRP2243，2803HLXB FDCRP2803HLXB － K

FDCRP3353 〜 10103HLXB

配　　 管　　 総　　 長 510m以内

配 管 片 道 長 さ 
（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで）

実　長：160m以内
相当長：185m以内

室外ユニット〜第１分岐（主管） 130m以内
第 １ 分 岐 後 の 配 管 長 さ 90ｍ以内（但し，最長配管と最短配管との配管長差は 40ｍ以内）
室 内 ・ 外
ユ ニ ッ ト
の 高 さ の 差

室外ユニット上の場合 50m以内
室外ユニット下の場合 40m以内

室外ユニット間の高さの差 
（ 同 一 系 統 ） 0.4m以内〔組合せユニット〕

室外ユニットから室外側分岐管までの長さ 5m以内〔組合せユニット〕
室内ユニット間の許容高低差

15m以内 18m以内
第１分岐と室内ユニットの許容高低差
均 油 管 の 配 管 長 さ 10m以内〔組合せユニット〕
風　　量　　・　　静　　圧 送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDUのみ）
エ ア フ ィ ル タ 必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDUのみ）
冷 媒 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm以上の断熱が必要になります。
ド レ ン 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm以上の断熱が必要になります。

室内ユニット雰囲気（天井裏）温・湿度 
（FDT，FDTW，FDTS（C），FDR，FDU） 露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下

圧 縮 機 の １ サ イ ク ル 時 間 5 分以上（停止～停止又は始動～始動）
発 停 頻 度 停 止 時 間 3 分以上

電 源 電 圧
電 圧 変 動 定格電圧の±10％以内
始動時の電圧降下 定格電圧の15％以内
相間アンパランス 3％以内

注⑴　�雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10以上）を追加してください。
　⑵　詳細は次ページ（冷媒配管長さ・高さ制限）をご覧ください。
　⑶　次のような場所への設置は行わないでください。

●�調理場や機械工場など，油の飛沫や油煙の立ち込める場所。
●�可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
●�硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留する場所。
●�海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
●�化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用する場所。
●�電磁波・高周波の発生する機器の近く。
●�熱交換器の排気を吸込む場所。
●�水に濡れて困るものの上にユニットを据付けないでください。
●�カーボン織維や金属粉・パウダー等が浮遊する場所。
●�煙突の煙がかかる場所。
●�標高1000ｍ以上の場所。
●�洗たく室等水が掛かる場所。
●�室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
●�車両・船舶等移動するものへの設置。
●�積雪の多い場所。
●�ワイヤレス仕様で使われる場合，受信部に影響のある光線が飛び交う場所。

　⑸　現地での追加冷媒封入量が下表の値を超える場合は冷媒系統を分けてください。

室外ユニット形式
FDCRP3353 ～ 5603
FDCRP6153 ～ 10103

追加冷媒封入量（kg）
50
100
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室内ユニット は　　　　　を示します��

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

90m以内 

130m以内 

130m以内 

第1分岐 

〔ヘッダー〕�

〔ヘッダー〕�

〈
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
：

40
m

〉
 

〈
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
：

40
m

〉
 

50
m

 

50
m

 
分岐方式（“分岐管”使用） 1） 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅴ 
第1分岐 

第1分岐 

室外ユニット 

18
m

(1
5m

)以
内

18
m

(1
5m

)以
内

18
m

(1
5m

)以
内

18
m

(1
5m

)以
内

18
m(

15
m)

以内

18
m

(1
5m

)以
内

18
m

(1
5m

)
以

内

18
m(

15
m)

以内
18

m
(1

5m
)以

内

ヘッダー方式（“ヘッダー”使用） 

室内ユニット 

2） 

混合方式（分岐管・ヘッダー併用） 3） 

Ⅰ 

Ⅱ 

室外ユニット 

　　　�

　　�注⑴　ヘッダー方式の後に分岐方式を接続しないでください。
⑵　(�)内の数値はFDCRP2243，2803用を示します。

13
0m

以
内

 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅲ 

〈
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
が

下
：

40
m

〉
 

室内ユニット 

Ⅱ 

50
m

 

室外ユニット 

Ⅵ 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅲ 

Ⅰ 

�

は　　　　　を示します���

 

冷媒配管の許容長さ，室内・外ユニット高低差
⒜ FDCRP2243 〜 5603（一体形）
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組合せ時の室外ユニット間の配管の許容長さ，高低差
FDCRP6153 〜 10103（組合せ形）

配管の許容長さ
■均�油�管ℓ a≦ 10m
■冷媒配管ℓ b≦ 5m
■冷媒配管ℓ c≦ 5m
注⑴　�上記以外の使用制限は一体形と同じです。

第1分岐

ℓb ℓc

ℓa

室外側分岐管

0.
4m

（DOS-2A-1）

室外ユニット

室外ユニット
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全　形　式

室内吸込空気温度（上・下限）
使用範囲（下図）をご覧ください。

外 　気 　温 　度（上・下限）

適　　　用　 　　地　　　域 （暖房運転を考慮して）日最低気温が 12～ 3月の冬期 4ヶ月間の平均値で
0℃DB以上であって降雪の多くない地域。

組 合 せ 可 能 

室内ユニット

接　続　台　数

FDCP2243HLXR（8馬力） 1～ 13 FDCP8503HLXR（30馬力） 2～ 50
FDCP2803HLXR（10馬力） 1～ 16 FDCP9003HLXR（32馬力） 2～ 53
FDCP3353HLXR（12馬力） 1～ 20 FDCP9603HLXR（34馬力） 2～ 56
FDCP4003HLXR（14馬力） 1～ 23 FDCP10103HLXR（36馬力） 2～ 59
FDCP4503HLXR（16馬力） 1～ 26 FDCP10653HLXR（38馬力） 2～ 62
FDCP5043HLXR（18馬力） 1～ 29 FDCP11303HLXR（40馬力） 3～ 66
FDCP5603HLXR（20馬力） 1～ 33 FDCP11803HLXR（42馬力） 3～ 69
FDCP6153HLXR（22馬力） 2～ 36 FDCP12353HLXR（44馬力） 3～ 73
FDCP6803HLXR（24馬力） 2～ 40 FDCP13003HLXR（46馬力） 3～ 76
FDCP7353HLXR（26馬力） 2～ 43 FDCP13603HLXR（48馬力） 3～ 80
FDCP8003HLXR（28馬力） 2～ 47 ― ―

合　計　容　量

FDCP2243HLXR（8馬力） 112～ 292 FDCP8503HLXR（30馬力） 425 ～ 1105
FDCP2803HLXR（10馬力） 140 ～ 364 FDCP9003HLXR（32馬力） 450 ～ 1170
FDCP3353HLXR（12馬力） 167 ～ 436 FDCP9603HLXR（34馬力） 480 ～ 1248
FDCP4003HLXR（14馬力） 200 ～ 520 FDCP10103HLXR（36馬力） 505 ～ 1313
FDCP4503HLXR（16馬力） 225 ～ 585 FDCP10653HLXR（38馬力） 532 ～ 1385
FDCP5043HLXR（18馬力） 252 ～ 656 FDCP11303HLXR（40馬力） 565 ～ 1469
FDCP5603HLXR（20馬力） 280 ～ 728 FDCP11803HLXR（42馬力） 590 ～ 1534
FDCP6153HLXR（22馬力） 307 ～ 800 FDCP12353HLXR（44馬力） 617 ～ 1606
FDCP6803HLXR（24馬力） 340 ～ 884 FDCP13003HLXR（46馬力） 650 ～ 1690
FDCP7353HLXR（26馬力） 367 ～ 956 FDCP13603HLXR（48馬力） 680 ～ 1768
FDCP8003HLXR（28馬力） 400 ～ 1040 ― ―

項目

形式

室内・外温度使用範囲

26
24

25

10
15
20

-5

25
27

20

35
30

43
40室

外
乾
球
温
度

室
内
乾
球
温
度

冷房

(℃DB)

(℃DB)

暖房

室外湿球温度（℃WB）
-15 -10 -5-25 -20 0

0

5 10 15

14 16 18 20 22
室内湿球温度（℃WB）

内が使用可能範囲です。

⑶　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
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全　形　式

配　　 管　　 総　　 長 FDCP2243 ～ 5603：1000m以内，FDCP6153 ～ 13603：510m以内
配 管 片 道 長 さ 

（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで）
実　長：160m以内
相当長：185m以内

室外ユニット〜第１分岐（主管） 130m以内
第 １ 分 岐 後 の 配 管 長 さ 90ｍ以内（但し，最長配管と最短配管との配管長差は 40ｍ以内）
室内・外ユニッ
トの高さの差

室外ユニット上の場合 50m以内
室外ユニット下の場合 40m以内

分流コントローラから室内
ユニットまでの許容配管長 40m以内

室外ユニット間の高さの差 
（ 同 一 系 統 ） 0.4m以内〔組合せユニット〕

室外ユニットから室外側分岐管までの長さ 5m以内〔組合せユニット〕
室内ユニット間および分流コントローラ間の高低差

18m以内
第１分岐と室内ユニットおよび分流コントローラとの高低差
分流コントローラと室
内ユニット間の高低差

室内ユニット上の場合 1m以内
室内ユニット下の場合 4m以内

均 油 管 の 配 管 長 さ 10m以内〔組合せユニット〕
風　　量　　・　　静　　圧 送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDUのみ）
エ ア フ ィ ル タ 必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDUのみ）
冷 媒 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm以上の断熱が必要になります。
ド レ ン 配 管 の 断 熱 相対湿度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm以上の断熱が必要になります。
室内ユニット雰囲気（天井裏）温・湿度 

（FDT，FDTW，FDTS（C），FDR，FDU） 露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下

圧 縮 機 の １ サ イ ク ル 時 間 5 分以上（停止～停止又は始動～始動）
発 停 頻 度 停 止 時 間 3 分以上

電 源 電 圧
電 圧 変 動 定格電圧の±10％以内
始動時の電圧降下 定格電圧の15％以内
相間アンパランス 3％以内

項目

形式

注⑴　�雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は，外板に断熱材（ポリウレタンホーム t10以上）を追加してください。
　⑵　詳細は次ページ（冷媒配管長さ・高さ制限）をご覧ください。
⑶　実長が 90ｍを超える室外ユニットがある場合は主管を１サイズアップしていただく場合があります（詳細は 530ページをご覧

ください）。
　⑷　次のような場所への設置は行わないでください。

●�調理場や機械工場など，油の飛沫や油煙の立ち込める場所。
●�可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
●�硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留する場所。
●�海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
●�化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用する場所。
●�電磁波・高周波の発生する機器の近く。
●�熱交換器の排気を吸込む場所。
●�水に濡れて困るものの上にユニットを据付けないでください。
●�カーボン織維や金属粉・パウダー等が浮遊する場所。
●�煙突の煙がかかる場所。
●�標高1000ｍ以上の場所。
●�洗たく室等水が掛かる場所。
●�室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
●�車両・船舶等移動するものへの設置。
●�積雪の多い場所。
●�ワイヤレス仕様で使われる場合，受信部に影響のある光線が飛び交う場所。

　⑸　現地での追加冷媒封入量が下表の値を超える場合は冷媒系統を分けてください。

室外ユニット形式
FDCP2243 ～ 6803
FDCP7353 ～ 13603

追加冷媒封入量（kg）
50
100
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室外ユニット  室内ユニット 

₅₀
ｍ以

内
 

（
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
下

：
₄₀

ｍ以
内

）
  （最上位の分流コントローラ） 

（最下位の室内ユニットおよび分流コントローラ） 

（最上位の室内ユニット） 

（第₁分岐高さ） 

₉₀ｍ以内 

₁₃₀ｍ以内 

第₁分岐部 

₉₀ｍ以内 

₁₈
ｍ以

内
 

₁₈
ｍ以

内
 

₁₈
ｍ以

内
 

₁ｍ
以

内
 

₄ｍ
以

内
 

₁₈
ｍ以

内
 

分流コントローラ 

分流コントローラ 

分流コントローラ 

分流コントローラ 

は  を示します 

注（₁）第₁分岐以後の枝管に大きなトラップや鳥居配管を設けないでください。（高さ₅₀₀ｍｍまでなら可） 

分岐方式（“分岐管”使用） ₁） 

■室外ユニット～第₁分岐（主管）：₁₃₀ｍ以内〔実長〕 
■第₁分岐～各室内ユニット：₉₀ｍ以内（室内ユニット毎）〔実長〕 
 　　　　　　　　　　　　　但し最長配管と最短配管との配管長差は₄₀ｍ以内。 

配管の許容長さ ₂） 

冷媒配管の許容長さ，室内・外ユニット高低差
⒜ FDCP2243 〜 6803（一体形）

■均 油 管ℓa ≦ 10m
■冷媒配管ℓb ≦ 5m
■冷媒配管ℓc ≦ 5m

配管の許容長さ

注⑴　上記以外の使用制限は一体形と同じです。

　　　　　

第1分岐

室外側分岐管
（DOS-2A-1-R）

室外ユニット

室外ユニット

0.
4m

ℓa

ℓb ℓc

⒝ FDCP7353 〜 13603（組合せ形）
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3.3 能 力 特 性

各室内別に負荷計算を行い室内負荷を決定

室内負荷に合う室内ユニットを選定（仮）

温度補正を行い室内ユニットの能力を計算
（計算方法は⑵項の⒜参照）

システム能力の計算
（計算方法は⑵項の⒞参照）

室内ユニットの能力計算
（計算方法は⑵項の⒟参照）

温度補正，配管補正等を行い
室外ユニットの能力を計算
（計算方法は⑵項の⒝参照）

室内ユニット能力（仮）≧室内負荷

室内ユニット能力≧室内負荷

室内ユニットの合計能力≧システム能力

室内ユニット変更

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

室内ユニットの合計能力の算出

室外ユニットを選定（仮）

室外ユニット変更

機器選定終了

⑴ 機器の選定フロー

・給気処理ユニット（FDU-F）シリーズは412ページ , 
・加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）シリーズは414ページ , 
・全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）シリーズは416ページをご覧ください。
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⑵　能力計算方法
⒜ 室内ユニットの能力補正計算

� 室内ユニットの能力（冷房・暖房）＝室内ユニットの合計定格能力（カタログ表示値）
� � � � � 　　　×温度条件による能力補正係数　
� 温度条件による能力補正係数は，⑶項の⒜を参照してください。

⒝ 室外ユニットの能力補正計算
� 室外ユニットの能力（冷房・暖房）＝室外ユニットの定格能力（カタログ表示値：100％接続時の定格能力）
� � � � � 　　　×温度条件による能力補正係数　
� � � � � 　　　×配管長による能力補正係数　
� � � � � 　　　×高低差による能力補正係数　
� � � � � 　　　×着霜による暖房能力補正係数　
� � � � � 　　　×室内ユニットの接続容量による能力補正係数

� ①�温度条件による能力補正係数は，⑶項の⒜を参照してください。
� ②�配管長による能力補正係数は，⑶項の⒞を参照してください。

� ③�

� ④

� ⑤

⒞ システム能力の計算
� 上記（a）項と（b）項で求めた能力を比較し小さい値がシステム能力（冷房・暖房）となります。
� ①室内ユニットの合計能力　（冷房・暖房）＞室外ユニットの能力（冷房・暖房）の場合，
� 　システム能力　　　　　　（冷房・暖房）＝室外ユニットの能力（冷房・暖房）
� ②室内ユニットの合計能力　（冷房・暖房）＜室外ユニットの能力（冷房・暖房）の場合，
� 　システム能力　　　　　　（冷房・暖房）＝室内ユニットの能力（冷房・暖房）

⒟ 室内ユニットの能力計算〔⒞の①項のみ〕
　　　　室内ユニットの能力（冷房・暖房）＝システム能力（冷房・暖房）
　　　　� � � � ���������×｛（室内ユニット容量）／（室内ユニット合計容量）｝

冷房能力補正の場合，90ｍを超えると配管サイズによって補正係数が違いますのでご注意ください。
暖房能力補正は機種（馬力）に関係なく同じ補正係数です。
高低差による能力補正係数は，⑶項の⒠を参照してください。本補正は，冷房時室外ユニットが下，
暖房時室外ユニットが上の場合のみ行ってください。
着霜による暖房能力補正係数は，⑶項の⒡を参照してください。本補正は，暖房能力算出時のみ行っ
てください。
室内ユニットの接続容量による能力補正係数は，⑶項の⒢を参照してください。本補正は，室内ユニット
の合計容量が 100％以上の場合のみ行ってください。
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能力計算例

  例 １

��冷房（室内ユニット接続合計容量が100％未満時）
� ・室外ユニット�FDCP3353HLXYB� � � � � 1 台
� ・室内ユニット�FDTP713LXD�� � � � � 4 台
� ・配管長さ� � � � � � � � 60m（相当長）
� ・室内・外ユニット高低差� � � � � � 15m（室外ユニットが下）
� ・温度条件� � � � � � � � 外気温度：33℃ DB
� ・温度条件� � � � � � � � 室内温度：19℃WB

＜室内ユニット合計冷房能力＞：⑵項⒜の計算
� ・室内ユニット定格冷房能力：7.1kW　←カタログ値

� ・温度条件による能力補正係数：1.02　←内19℃WB／外33℃DBより算出（370ページ参照）
� � 室内ユニット冷房能力：7.1kW×1.02≒7.2kW

� ・室内ユニット合計冷房能力計算
� � 室内ユニット合計冷房能力：7.2kW×4台＝ 28.8kW
�
＜室外ユニットの最大冷房能力＞：⑵項⒝の計算
� ・室外ユニット定格冷房能力：33.5kW　←カタログ値

� ・温度条件による能力補正係数：1.02　←内19℃WB／外33℃DBより算出（370ページ参照）
� � 室外ユニット冷房能力：33.5W×1.02≒34.2kW

� ・配管長による能力補正係数：0.94　← 60ｍより算出（374ページ参照）
� � 34.2kW×0.94≒32.1kW

� ・高低差による能力補正係数：0.97　← 15ｍより算出（382ページ参照）
� � 32.1kW×0.97≒31.1kW

� ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.0　←（71×4）／335＜100％
� � 室内ユニットの合計容量が 100％未満のため補正なし

＜システム冷房能力＞：⑵項⒞の計算
� 室内ユニット合計冷房能力と室外ユニット最大冷房能力を比較して小さい方が実際のシステム冷房能力
� となります｡
������
� ・室内ユニット合計冷房能力：28.8kW
� ・室外ユニット最大冷房能力：31.1kW

＜室内ユニットの冷房能力計算＞：補正なし
� � 7.2kW

システム冷房能力：28.8kW
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  例 ２

��冷房（室内ユニット接続合計容量が 100%以上）
� ・室外ユニット�FDCP3353HLXYB� � � � � 1 台
� ・室内ユニット�FDTP713LXD�� � � � � 6 台
� ・配管長さ� � � � � � � � 120m（相当長）
� ・室内・外ユニット高低差� � � � � � 15m（室外ユニットが上）
� ・温度条件� � � � � � � � 外気温度：35℃DB
� ・温度条件� � � � � � � � 室内温度：18℃WB

＜室内ユニット合計冷房能力＞：⑵項⒜の計算
� ・室内ユニット定格冷房能力：7.1kW　←カタログ値
��
� ・温度条件による能力補正係数：0.95　←内18℃WB／外35℃DBより算出（370ページ参照）
� � 室内ユニット冷房能力：7.1kW×0.95 ≒ 6.7kW
��
� ・室内ユニット合計冷房能力計算
� � 室内ユニット合計冷房能力：6.7kW×6台＝ 40.2kW
�
＜室外ユニットの最大冷房能力＞：⑵項⒝の計算
� ・室外ユニット定格冷房能力：33.5kW　←カタログ値
�
� ・温度条件による能力補正係数：0.95　←内18℃WB／外35℃DBより算出（370ページ参照）
� � 室外ユニット冷房能力：33.5kW×0.95≒31.8kW
��
� ・配管長による能力補正係数：0.88　← 120ｍより算出（374ページ参照・）� � � � �
� � 31.8kW×0.88≒28.0kW
��
� ・高低差による能力補正係数：1.0（冷房時室外ユニットが上のため）
� � 補正なし
���
� ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.05　←（71×6）／335＝127％（384 ページ参照）
� � 28.0kW×1.05≒29.4kW

＜システム冷房能力＞：⑵項⒞の計算
� 室内ユニット合計冷房能力と室外ユニット最大冷房能力を比較して小さい方が実際のシステム冷房能力
� となります ｡
������
� ・室内ユニット合計冷房能力：40.2kW
� ・室外ユニット最大冷房能力：29.4kW

＜室内ユニットの冷房能力計算＞：⑵項⒟の計算

� � 29.4kW×71
� � 　�71 × 6

システム冷房能力：29.4kW

≒ 4.9kW
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  例 ３

��暖房（室内ユニット接続合計容量が 100%以上）
� ・室外ユニット�FDCP3353HLXYB� � � � � 1 台
� ・室内ユニット�FDTP713LXD�� � � � � 6 台
� ・配管長さ� � � � � � � � 60m（相当長）
� ・室内・外ユニット高低差� � � � � � 20m（室外ユニットが上）
� ・温度条件� � � � � � � � 外気温度：6℃WB
� ・温度条件� � � � � � � � 室内温度：19℃DB

＜室内ユニット合計暖房能力＞：⑵項⒜の計算
� ・室内ユニット定格暖房能力：8.0kW　←カタログ値

� ・温度条件による能力補正係数：1.04　←外 6℃WB／内19℃DBより算出（371ページ参照）
� � �室内ユニット暖房能力：8.0kW×1.04 ≒ 8.3kW

� ・室内ユニット合計暖房能力計算
� � �室内ユニット合計暖房能力：8.3kW×6台＝ 49.8kW
�
＜室外ユニットの最大暖房能力＞：⑵項⒝の計算
� ・室外ユニット定格暖房能力：37.5kW　←カタログ値

� ・温度条件による能力補正係数：1.04　←外6℃WB／内19℃DBより算出（371ページ参照）
� � 室外ユニット暖房能力：37.5kW×1.04＝39.0kW

� ・配管長による能力補正係数：0.98　← 60ｍより算出（377ページ参照）
� � 39.0kW×0.98≒38.2kW　

� ・高低差による能力補正係数：0.96　← 20ｍより算出（382ページ参照）
� � �38.2kW×0.96≒36.7kW

� ・着霜による暖房能力補正係数：1.0　← 6℃WBより算出（382ページ参照）
� � 36.7kW×1.0≒36.7kW

�� ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.01　←（71×6）／335＝127％（384ページ参照）
� � �36.7kW×1.01≒37.1kW

＜システム暖房能力＞：⑵項⒞の計算
� 室内ユニット合計暖房能力と室外ユニット最大暖房能力を比較して小さい方が実際のシステム暖房能力
� となります ｡
������
� ・室内ユニット合計暖房能力：49.8kW
� ・室外ユニット最大暖房能力：37.1kW

＜室内ユニットの暖房能力計算＞：⑵項⒟の計算
��������������������������������������������
� � 37.1kW×71
� � 　�71 × 6

システム暖房能力：37.1kW

≒ 6.2kW
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3927 32 3328 29 30 31 34 35 36 37 38

室内吸込温度26℃WB
室内吸込温度24℃WB

室内吸込温度22℃WB

室内吸込温度21℃WB

室内吸込温度20℃WB

室内吸込温度18℃WB

室内吸込温度17℃WB

室内吸込温度16℃WB

室内吸込温度14℃WB

室内吸込温度15℃WB

室内吸込温度19℃WB

外気温度（℃DB）

⒤ 冷房

⑶　補正係数
⒜ 室内・外温度条件よる能力補正

（注）上表は，空調機の制御上発生する状態のうち代表的なものを表しています。

APCA001Z552
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1.20

1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80

0.75

0.70

0.65

0.60

0.55

暖
房
能
力
補
正
係
数

室内吸込温度（℃DB）

241716 23212019 2218

外気温度6℃WB

外気温度10℃WB

外気温度14℃WB

外気温度18℃WB

外気温度2℃WB

外気温度-2℃WB

外気温度-6℃WB

外気温度-10℃WB

外気温度-20℃WB 外気温度-15℃WB

ⅱ 暖房

（注）上表は，空調機の制御上発生する状態のうち代表的なものを表しています。

APCA001Z552
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⒝ 室内・外温度条件による消費電力補正

⒤ 冷房

1.30

1.25

1.20

1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80

0.75

0.70

0.65

0.60

0.55

0.50 

冷
房
消
費
電
力
補
正
係
数

外気温度（℃DB）

3927 32 3328 29 30 31 34 35 36 37 38

室内吸込温度26℃WB

室内吸込温度24℃WB

室内吸込温度22℃WB

室内吸込温度21℃WB
室内吸込温度20℃WB

室内吸込温度19℃WB

室内吸込温度18℃WB

室内吸込温度17℃WB

室内吸込温度15℃WB

室内吸込温度14℃WB

室内吸込温度16℃WB

（注）上表は，空調機の制御上発生する状態のうち代表的なものを表しています。

APCA001Z552
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1.25

1.20

1.15 

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80

0.75

0.70 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 

暖
房
消
費
電
力
補
正
係
数

室内吸込温度（℃DB）

外気温度6℃WB 外気温度-2℃WB

外気温度2℃WB

外気温度10℃WB

外気温度-6℃WB

外気温度-15℃WB

外気温度-20℃WB 外気温度14℃WB

外気温度18℃WB外気温度-10℃WB

ⅱ 暖房

（注）上表は，空調機の制御上発生する状態のうち代表的なものを表しています。

APCA001Z552
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液   管：φ9.52
ガス管：φ15.88

液　管：φ9.52
ガス管：φ15.88

液   管：φ9.52
ガス管：φ15.88

液   管：φ12.7
ガス管：φ19.05

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4

液   管：φ9.52
ガス管：φ19.05

液   管：φ12.7
ガス管：φ22.22

配管片道相当長（m）

冷
房
能
力
補
正
係
数

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

配管片道相当長（m）

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 90

配管片道相当長（m）

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCP1123HLXB（4馬力） FDCP1403HLXB（5馬力）

FDCP1603HLXB（6馬力）
FDCKP1603HLXYB（6馬力）

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 90

配管片道相当長（m）

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCP2243HLXYB（8馬力）
FDCKP2243HLXYB（8馬力）

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

10 20 30 40 50 60 70 80 0 10 20 30 40 50 60 70 80

配管片道相当長（m）

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 100 120 140 160 180

FDCP3353HLXYB（12馬力）

液   管：φ9.52
ガス管：φ22.22

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 9060 80

配管片道相当長（m）

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

冷
房
能
力
補
正
係
数

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCP4003HLXB（14馬力）

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ12.7
ガス管：φ31.75

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCP4503HLXB（16馬力）

FDCP2803HLXYB（10馬力）
FDCKP2803HLXYB（10馬力）

⒞ 配管距離（相当長）による補正係数
⒤ マルチLX シリーズ（含む寒冷地向け）
1 冷房
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液���管：φ12.7�
ガス管：φ28.58�

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�

90�0�
0.80�

0.85�

0.90�

0.95�

1.00�

20� 40� 60� 80�

配管片道相当長(m) 

100� 120� 140� 160� 180�

冷
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力
補
正
係
数
 

FDCP5043HLXB（18馬力）

液���管：φ12.7�
ガス管：φ28.58�

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�

配管片道相当長(m) 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

0�
0.80�

0.85�

0.90�

0.95�

1.00�

20� 40� 60� 80�90�100� 120� 140� 160� 180�

FDCP5603HLXB（20馬力）

液���管：φ12.7�
ガス管：φ28.58�

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�
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FDCP6153HLXB（22馬力）

液���管：φ12.7�
ガス管：φ28.58�

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�
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FDCP6803HLXB（24馬力）

FDCP7353HLXB（26馬力）
 〔FDCP3353HLXB-K+FDCP4003HLXB〕

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�

液���管：φ19.05�
ガス管：φ38.1�
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係
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FDCP8003HLXB（28馬力）
 〔FDCP4003HLXB+FDCP4003HLXB〕

FDCP8503HLXB（30馬力）
 〔FDCP4003HLXB+FDCP4503HLXB〕

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�

液���管：φ19.05�
ガス管：φ38.1�
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液���管：φ19.05�
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FDCP9003HLXB（32馬力）
 〔FDCP4503HLXB+FDCP4503HLXB〕

液���管：φ15.88�
ガス管：φ31.75�

液���管：φ19.05�
ガス管：φ38.1�
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00/00
社員番号

FDCP9603HLXB（34馬力）
 〔FDCP4503HLXB+FDCP5043HLXB〕

液   管：φ15.88 
ガス管：φ31.75 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

FDCP10103HLXB（36馬力）
〔FDCP5043HLXB+FDCP5043HLXB〕

配管片道相当長(m) 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 100 120 140 160 180 

FDCP10653HLXB（38馬力）
〔FDCP5043HLXB+FDCP5603HLXB〕

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

FDCP11803HLXB（42馬力）
〔FDCP5603HLXB+FDCP6153HLXB〕

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

FDCP12353HLXB（44馬力）
〔FDCP6153HLXB+FDCP6153HLXB〕

配管片道相当長(m) 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 100 120 140 160 180 

FDCP11303HLXB（40馬力）
〔FDCP5603HLXB+FDCP5603HLXB〕

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

FDCP13603HLXB（48馬力）
〔FDCP6803HLXB+FDCP6803HLXB〕

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

FDCP13003HLXB（46馬力）
〔FDCP6153HLXB+FDCP6803HLXB〕

0 
0.80 

0.85 

0.90 

0.95 

1.00 

20 40 60 80 

配管片道相当長(m) 

100 120 140 160 180 

冷
房
能
力
補
正
係
数
 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ15.88 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ22.22 
ガス管：φ38.1 

液   管：φ19.05 
ガス管：φ38.1 
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377

2 暖房

0
0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

暖
房
能
力
補
正
係
数

全形式共通

ⅱ リフレッシュマルチ LX シリーズ［図中の※は参考です］
1 冷房

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 90

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 9060 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP2243HLXYB（8馬力） FDCRP2803HLXYB（10馬力）

配管片道相当長(m)

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

20 40 60 80 100 120 140 160 180

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ12.7
ガス管：φ31.75

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP4503HLXB（16馬力）

※

※ ※

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP4003HLXB（14馬力）

※

※

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP5043HLXB（18馬力）

※

1.00

FDCRP3353HLXB（12馬力）

液   管：φ12.7
ガス管：φ22.22

液   管：φ9.52
ガス管：φ19.05

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4

液   管：φ9.52
ガス管：φ22.22

液   管：φ12.7
ガス管：φ25.4
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液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75
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0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 18090

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP6153HLXB（22馬力）
 〔FDCRP2803HLXB-K+FDCRP3353HLXB〕

※

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP6803HLXB（24馬力）
 〔FDCRP3353HLXB+FDCRP3353HLXB〕

※

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

液   管：φ19.05
ガス管：φ38.1

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP7353HLXB（26馬力）
 〔FDCRP3353HLXB+FDCRP4003HLXB〕

※

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

液   管：φ19.05
ガス管：φ38.1

90

配管片道相当長(m)

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 100 120 140 160 180

FDCRP8003HLXB（28馬力）
 〔FDCRP4003HLXB+FDCRP4003HLXB〕

※

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

液   管：φ19.05
ガス管：φ38.1

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP9003HLXB（32馬力）
 〔FDCRP4503HLXB+FDCRP4503HLXB〕

※

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

液   管：φ19.05
ガス管：φ38.1

900
0.80
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0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP8503HLXB（30馬力）
 〔FDCRP4003HLXB+FDCRP4503HLXB〕

※

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

液   管：φ19.05
ガス管：φ38.1

900
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80

配管片道相当長(m)

100 120 140 160 180

冷
房
能
力
補
正
係
数

FDCRP9603HLXB（34馬力）
 〔FDCRP4503HLXB+FDCRP5043HLXB〕

※

液   管：φ12.7
ガス管：φ28.58

液   管：φ15.88
ガス管：φ31.75

配管片道相当長(m)

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 90100 120 140 160 180

FDCRP5603HLXB（20馬力）

※
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配管片道相当長(m)
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暖
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能
力
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係
数

全形式共通

配管片道相当長(m)

冷
房
能
力
補
正
係
数

0
0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

20 40 60 80 90100 120 140 160 180

FDCP10103HLXB（36馬力）
〔FDCP5043HLXB+FDCP5043HLXB〕

液   管：φ15.88
ガス管：φ38.1

※
液   管：φ19.05

    ガス管：φ38.1

2 暖房

ⅲ 冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
1 冷房

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₁₉．₀₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

FDCP2243HLXR（8 馬力） FDCP2803HLXR（10 馬力）

FDCP3353HLXR（12 馬力） FDCP4003HLXR（14 馬力）

FDCP4503HLXR（16 馬力） FDCP5043HLXR（18 馬力）

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₁₉．₀₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₁₉．₀₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 



380

3-335_435 色
Ｋ

新
組
04/30
1506

初
校
06/11
1506

再
校
06/26
1505

三
校
07/09
1505

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

FDCP6803HLXR（24 馬力） FDCP7353HLXR（26 馬力）
〔FDCP3353HLXR-K+FDCP4003HLXR〕

FDCP8003HLXR（28 馬力）
〔FDCP4003HLXR+FDCP4003HLXR〕

FDCP8503HLXR（30 馬力）
〔FDCP4003HLXR+FDCP4503HLXR〕

FDCP9003HLXR（32 馬力）
〔FDCP4503HLXR+FDCP4503HLXR〕

FDCP9603HLXR（34 馬力）
〔FDCP4503HLXR+FDCP5043HLXR〕

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₁₉．₀₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₉．₅₂ 
吸入ガス管：φ₂₂．₂₂

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₅．₄

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

FDCP5603HLXR（20 馬力） FDCP6153HLXR（22 馬力）

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 
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₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀

₉₀

₉₀

₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁
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Ｋ

新
組
04/30
1506

初
校
06/11
1506

再
校
06/26
1505

三
校
07/09
1505

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

381

FDCP10103HLXR（36 馬力）
〔FDCP5043HLXR+FDCP5043HLXR〕

FDCP10653HLXR（38 馬力）
〔FDCP5043HLXR+FDCP5603HLXR〕

液  管：φ₁₂．₇ 
吸入ガス管：φ₂₈．₅₈

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₁．₇₅

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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能
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正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
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数 

₀
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₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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数 
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配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
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数 

配管片道相当長︵ｍ︶
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数 

₀
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₁．₀₀
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₉₀
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₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

₉₀
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₉₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₅．₈₈ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

配管片道相当長︵ｍ︶
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配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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₉₀

₉₀

₉₀
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₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁
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配管片道相当長(m)
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      全形式共通

FDCP11303HLXR（40 馬力）
〔FDCP5603HLXR+FDCP5603HLXR〕

FDCP11803HLXR（42 馬力）
〔FDCP5603HLXR+FDCP6153HLXR〕

FDCP12353HLXR（44 馬力）
〔FDCP6153HLXR+FDCP6153HLXR〕

FDCP13003HLXR（46 馬力）
〔FDCP6153HLXR+FDCP6803HLXR〕

FDCP13603HLXR（48 馬力）
〔FDCP6803HLXR+FDCP6803HLXR〕

配管片道相当長︵ｍ︶
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係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 
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₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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数 

₉₀

₉₀

₉₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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房
能
力
補
正
係
数 

₉₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

配管片道相当長︵ｍ︶

冷
房
能
力
補
正
係
数 

₀
₀．₈₀

₀．₈₅
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₀．₉₅
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配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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数 
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配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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₉₀

₉₀

₉₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀
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房
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力
補
正
係
数 

₉₀

₀
₀．₈₀

₀．₈₅

₀．₉₀

₀．₉₅

₁．₀₀

₂₀ ₄₀ ₆₀ ₈₀ ₉₀

配管片道相当長︵ｍ︶

₁₀₀ ₁₂₀ ₁₄₀ ₁₆₀ ₁₈₀

冷
房
能
力
補
正
係
数 

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₁₉．₀₅ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

液  管：φ₂₂．₂₂ 
吸入ガス管：φ₃₈．₁

2 暖房
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⒟ 配管片道相当長の求め方
� 相当長＝ガス管の実長＋ガス管系統の継手個数×継手の相当長（m／個）

⒠ 室内外ユニット高低差による能力補正係数
� 冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上の場合のみ補正してください。

⒡ 暖房時の室外熱交換器への着霜による補正係数（暖房のみ）
� 暖房能力を，室外熱交換器への着霜による補正をしてください。

⒢ 同時運転する室内ユニット接続合計容量による能力補正係数及び消費電力補正係数

⒤ マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）
FDCP1123HLXB（4 馬力），1403HLXB（5 馬力）
1 能力補正係数

　・継手１個あたりの相当長

配管径（mm）

Ｌ継手（90°エルボ）

φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.8 φ34.92 φ38.1

0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.45 0.55 0.60 0.65

室内・外ユニットの高低差（m）

補正係数

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

0.99 0.98 0.9７ 0.9６ 0.9５ 0.9４ 0.9３ 0.9２ 0.9１ 0.90

室外ユニット入口空気
湿球温度℃WB

暖房能力補正係数

－20 －15 －13 －11 －9 －7 －5 －3 －1 1 3 5以上

0.96 0.96 0.96 0.95 0.94 0.93 0.91 0.88 0.86 0.87 0.92 1

冷房
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2 消費電力補正係数
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FDCP4003HLXB（14 馬力）
1 能力補正係数
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FDCP5043HLXB（18 馬力）
1 能力補正係数

FDCP5603HLXB（20 馬力）
1 能力補正係数
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FDCP6153HLXB（22 馬力）
1 能力補正係数

FDCP6803HLXB（24 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP7353HLXB（26 馬力）〔FDCP3353HLXB-K+FDCP4003HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP8003HLXB（28 馬力）〔FDCP4003HLXB+FDCP4003HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP8503HLXB（30 馬力）〔FDCP4003HLXB+FDCP4503HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP9003HLXB（32 馬力）〔FDCP4503HLXB+FDCP4503HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP9603HLXB（34 馬力）〔FDCP4503HLXB+FDCP5043HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP10103HLXB（36 馬力）〔FDCP5043HLXB+FDCP5043HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP10653HLXB（38 馬力）〔FDCP5043HLXB+FDCP5603HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP11303HLXB（40 馬力）〔FDCP5603HLXB+FDCP5603HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP11803HLXB（42 馬力）〔FDCP5603HLXB+FDCP6153HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP12353HLXB（44 馬力）〔FDCP6153HLXB+FDCP6153HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP13003HLXB（46 馬力）〔FDCP6153HLXB+FDCP6803HLXB〕
1 能力補正係数

FDCP13603HLXB（48 馬力）〔FDCP6803HLXB+FDCP6803HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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ⅱ リフレッシュマルチ LX シリーズ
FDCRP2243HLXYB（8 馬力），2803HLXYB（10 馬力），3353HLXB（12 馬力）

1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP4503HLXB（16 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP5043HLXB（18 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP5603HLXB（20 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP5603HLXB（20 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP6153HLXB（22 馬力）〔FDCRP2803HLXB-K+FDCRP3353HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP6803HLXB（24 馬力）〔FDCRP3353HLXB+FDCRP3353HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP7353HLXB（26 馬力）〔FDCRP3353HLXB+FDCRP4003HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP8003HLXB（28 馬力）〔FDCRP4003HLXB+FDCRP4003HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP8503HLXB（30 馬力）〔FDCRP4003HLXB+FDCRP4503HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP9003HLXB（32 馬力）〔FDCRP4503HLXB+FDCRP4503HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP9603HLXB（34 馬力）〔FDCRP4503HLXB+FDCRP5043HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCRP10103HLXB（36 馬力）〔FDCRP5043HLXB+FDCRP5043HLXB〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数
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ⅲ 冷暖フリーマルチ LXR シリーズ
FDCR2243HLXR（8 馬力），2803HLXR（10 馬力）

1 能力補正係数

FDCP3353HLXR（12 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP4003HLXR（14 馬力）
1 能力補正係数

FDCP4503HLXR（16 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP5043HLXR（18 馬力）
1 能力補正係数

FDCP5603HLXR（20 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数

冷房 暖房

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

冷
房
能
力
補
正
係
数

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

暖
房
能
力
補
正
係
数

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

冷房 暖房

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

冷
房
消
費
電
力
補
正
係
数

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

暖
房
消
費
電
力
補
正
係
数

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

冷房 暖房

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

冷
房
能
力
補
正
係
数

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

暖
房
能
力
補
正
係
数

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

冷房 暖房

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

暖
房
消
費
電
力
補
正
係
数

同時運転する室内ユニット合計容量(％)

冷
房
消
費
電
力
補
正
係
数

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100 120
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2



3-335_435 色
Ｋ

新
組
04/30
1506

初
校
06/11
1506

再
校
06/26
1505

三
校
07/09
1505

四
校
00/00
社員番号

念
校
00/00
社員番号

405

FDCP6153HLXR（22 馬力）
1 能力補正係数

FDCP6803HLXR（24 馬力）
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP7353HLXR（26 馬力）〔FDCP3353HLXR-K+FDCP4003HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP8003HLXR（28 馬力）〔FDCP4003HLXR+FDCP4003HLXR〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP8503HLXR（30 馬力）〔FDCP4003HLXR+FDCP4503HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP9003HLXR（32 馬力）〔FDCP4503HLXR+FDCP4503HLXR〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP9603HLXR（34 馬力）〔FDCP4503HLXR+FDCP5043HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP10103HLXR（36 馬力）〔FDCP5043HLXR+FDCP5043HLXR〕
1 能力補正係数
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FDCP10653HLXR（38 馬力）〔FDCP5043HLXR+FDCP5603HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP11303HLXR（40 馬力）〔FDCP5603HLXR+FDCP5603HLXR〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP11803HLXR（42 馬力）〔FDCP5603HLXR+FDCP6153HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP12353HLXR（44 馬力）〔FDCP6153HLXR+FDCP6153HLXR〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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FDCP13003HLXR（46 馬力）〔FDCP6153HLXR+FDCP6803HLXR〕
1 能力補正係数

FDCP13603HLXR（48 馬力）〔FDCP6803HLXR+FDCP6803HLXR〕
1 能力補正係数

2 消費電力補正係数

2 消費電力補正係数
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給気処理ユニット（FDU-F）
� 仕様の能力は冷房 33℃DB，28℃WB(68%RH)，暖房（無着霜時）0℃DB，-2.9℃WB(50%RH) における値です。
� 実際の能力は下記により求めてください。補正係数は382ページをご覧ください。
� ���実際の

＝下記の能力線図より求めた能力×（配管距離による補正係数×室内･外ユニット高低差による補正係数）    能力

吸込空気乾球温度(℃DB)
使用範囲

吸込空気湿球温度(℃WB)
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〔冷房能力特性〕単位：kW　50/60Hz共

外気温度
(℃DB)
25
27
29
31
33

外気温度(℃WB)

3.53
15

－
－
－
－

3.78
17

3.76
－
－
－

5.10
20

5.05
5.03
5.00
4.98

6.75
23

6.70
6.64
6.53
6.45

－
26

－
11.0
10.9
10.8

－
28

－
－
14.1
14.0

－
30

－
－
－
16.4

・FDUP1083FLX

外気温度
(℃DB)
25
27
29
31
33

外気温度(℃WB)

5.64
15

－
－
－
－

6.05
17

6.05
－
－
－

8.16
20

8.08
8.04
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7.98

10.8
23

10.7
10.6
10.5
10.3

－
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－
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17.4
17.3
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28

－
－
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22.4

－
30

－
－
－
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外気温度
(℃DB)
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外気温度(℃WB)

7.05
15

－
－
－
－

7.56
17

7.56
－
－
－

10.2
20

10.1
10.1
10.0
10.0

13.5
23

13.4
13.3
13.1
12.9

－
26

－
22.0
21.8
21.6

－
28

－
－
28.2
28.0

－
30

－
－
－
23.2

・FDUP2103FLX

〔暖房顕熱能力特性〕単位：kW　50/60Hz共（加湿器能力特性は次ページ参照）
・FDUP1083FLX

外気温度
(℃DB)
0
3
7
11
15

外気温度(℃WB)

8.00
-2.9

6.91
－
－
－

－
0

6.91
－
－
－

－
2

6.91
5.46
－
－

－
4

－
5.46
4.00
－

－
6

－
5.46
4.00
2.55

－
10

－
－
4.00
2.55

－
14

－
－
－
2.55

外気温度
(℃DB)
0
3
7
11
15

外気温度(℃WB)

12.4
-2.9

10.7
－
－
－

－
0

10.7
－
－
－

－
2

10.7
8.46
－
－

－
4

－
8.46
6.20
－

－
6

－
8.46
6.20
3.95

－
10

－
－
6.20
3.95

－
14

－
－
－
3.95

・FDUP1683FLX

外気温度
(℃DB)
0
3
7
11
15

外気温度(℃WB)

15.5
-2.9

13.4
－
－
－

－
0

13.4
－
－
－

－
2

13.4
10.6
－
－

－
4

－
10.6
7.75
－

－
6

－
10.6
7.75
4.94

－
10

－
－
7.75
4.94

－
14

－
－
－
4.94

・FDUP2103FLX

注⑴　本特性表は，下記条件時を示します。
         吹出温度設定………冷房：18℃，暖房：22℃
         配管長………………7.5m
         高低差………………0m
　⑵　太枠内は定格能力を示します。(冷房）

外気処理ユニットは吹出温度一定制御により，外気負荷のみを処理する目的で使用するものです。その能力は外気温度と吹
出空気温度のエンタルピー差より求められますが，能力特性の要望に対応するため外気温度が変化した時の冷房・暖房能力
特性について記載します。

加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）
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〔加湿器能力特性〕単位：kg/h　50/60Hz共
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－
14

－
－
－
4.84

・FDUP1683FLX

外気温度
(℃DB)
0
3
7
11
15

外気温度(℃WB)

13.5
-2.9

14.6
－
－
－

－
0

12.8
－
－
－

－
2

11.4
13.1
－
－

－
4

－
11.6
13.2
－

－
6

－
10.0
11.6
13.3

－
10

－
－
8.22
9.81

－
14

－
－
－
6.05

・FDUP2103FLX

注⑴　本特性表は，下記条件時を示します。
　　　吹出温度設定………暖房：22℃
　　　配管長………………7.5m
　　　高低差………………0m
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⑴　全熱交換器効率 風量変化による特性図

90

80

70

60

50

80 100 120

40 60

61％

50 70 80 90

　“給気量”と“給気量に対する排気量の割合”
　により熱交換（熱回収）効率を求めます。

給気量（定格風量に対する割合）％

熱交換（熱回収）効率％

例（SAFP10003LX）
　○給気量　1000K/h……100％（定格風量）
　　排気量　1100K/h
　　の時，冷房時の熱交換（熱回収）効率は何％か。
　　左図の給気量100％位置とエンタルピ交換効率（夏）の
　　交点を右図に移動し，風量比（  　）＝1.1の補正曲線と
　　の交点から熱交換（熱回収）効率61％を求めます。

（ ）
特性の見方

0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

1.1
1.2
1.3
1.4
1.5

△

1100
1000

温度交換効率
エンタルピ交換効率（冬）
エンタルピ交換効率（夏）

効率補正曲線 風量比＝
排気量
給気量（ ）

効
率
補
正
曲
線

⑵　直膨能力
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18.5

室外湿球温度（℃WB）

直膨コイル入口
（全熱交換器出口）湿球温度（℃WBs'）

内は使用可能範囲

暖　房

冷　房

（例）PAC JIS

冷　房

暖　房

（
全
熱
交
換
器
出
口
）

直
膨
コ
イ
ル
入
口
乾
球
温
度

室
外
乾
球
温
度

風量変化による特性図

給気量（定格風量に対する割合）％

（℃DB）

（℃DBs'）

能

力

補

正

係

数

温 度 条 件 に よ る 能 力 補 正 係 数

能
力
補
正
係
数

24

全熱交換器付外気処理ユニット（SAF）
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⑶　加湿器特性
     形　　式
SAFP7503LX
SAFP10003LX

（定格）加湿量
3.5kg/h
5.4kg/h

（定格）給気量
750m3/h
1000m3/h

1.2

1.0

0.8

100 12080

⒜　換気量変化特性 ⒝　温度変化特性

注⑴ 上表定格値は加湿器入口空気温度37℃DB（18.6
℃WB）における値です。

換気量割合（定格に対する割合）％

加
湿
量
補
正
係
数

50

1.4

1.2

1.0

0.8

0.5

30 40

加湿器入口空気温度〈℃DB〉

加
湿
量
補
正
係
数
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■圧力開閉器設定値
名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

吐出管温度センサ（Tho-D）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）

4.15 開／ 3.15 閉（MPa）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御
：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／0.236  OFF（MPa）
異常 
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

3.4 冷
媒

配
管

系
統

図
FDCP11123，1403HLXB

⑴
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ル

チ
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(EEVH)

レシーバ

操作弁 

圧縮機 

（吐出） 

（吸入） 

操作弁 
（チャージポート付） （EEVSC） 
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Ｂ
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(φ15.88) 
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■圧力開閉器設定値
名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

吐出管温度センサ（Tho-D）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）

4.15 開／ 3.15 閉（MPa）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御
：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／0.236  OFF（MPa）
異常 
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御A

P
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A
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0
1

Z
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8
6

FDCP1603HLXB
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■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

4.15 開／ 3.15 閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV1

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開
吐 出 温 度 制 御 時：開

吐出管温度センサ（Tho-D1）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御
：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／0.236  OFF（MPa）

異常
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

ガス管 

逆止弁 

四方切換弁 

操作弁 

操作弁 液管
φ9.52 

電子膨張弁 

電子膨張弁 

次の室内ユニットへ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

過冷却ｺｲﾙ 過冷却ｺｲﾙ
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吸込温度ｾﾝｻ 
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（Tho-SC） 

（EEVSC） 
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（Tho-D1） 

（63H1-1） 

（PSH） 

SV1 

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（出口） 
（ThI-R3） 

吸込温度ｾﾝｻ 
（ThI-A） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

（ThI-R1） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（ﾍﾞﾝﾄﾞ） 
（ThI-R1） 

ｵｲﾙ 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 
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温度ｾﾝｻ１ 

空気熱交換器 空気熱交換器 
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（Tho-A） 
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■圧力開閉器設定値 

■電磁弁動作 

名　　称 設　定　値 

高圧圧力開閉器（63H1-1） 
〔保護用〕 

4.15 開／ 3.15 閉（MPa）

名称 制　御　内　容 

SV6 

SV1 

インバータ圧縮機始動時：開 
ドーム下温度制御時：開 
吐 出 温 度 制 御 時：開 

吐出管温度センサ（Tho-D1）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御
：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能 
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／0.236  OFF（MPa）

異常
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
　冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

ガス管
φ25.4

逆止弁 

四方切換弁 

操作弁 

操作弁 液管
φ12.7

電子膨張弁 

電子膨張弁 

次の室内ユニットへ

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

過冷却ｺｲﾙ 過冷却ｺｲﾙ

室内熱交温度ｾﾝｻ（出口） 
（ThI-R3） 

吸込温度ｾﾝｻ 
（ThI-A） 

（Tho-SC） 

（EEVSC） 

（Tho-C1） 

（Tho-D1） 

（63H1-1） 

（PSH） 

SV1 

SV1

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（出口） 
（ThI-R3） 

吸込温度ｾﾝｻ 
（ThI-A） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

（ThI-R1） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（ﾍﾞﾝﾄﾞ） 
（ThI-R1） 

ｵｲﾙ 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

室内熱交温度ｾﾝｻ（ﾍﾞﾝﾄﾞ） 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ﾕﾆｯﾄ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ ﾚｼｰﾊﾞ 

過冷却ｺｲﾙ 
温度ｾﾝｻ１ 

過冷却ｺｲﾙ

電子膨張弁 

溶栓 

ﾄﾞｰﾑ下温度ｾﾝｻ 

SV6 

ｷｬﾋﾟﾗﾘ 
ﾁｭｰﾌﾞ 

吐出管温度ｾﾝｻ 

（PSL） 
低圧圧力ｾﾝｻ 

（THo-S） 
吸入管温度ｾﾝｻ 

高圧ｽｲｯﾁ 

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ 

高圧圧力ｾﾝｻ 

ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭｰﾌﾞ 

（Tho-H） 

過冷却ｺｲﾙ 
温度ｾﾝｻ１ 

空気熱交換器 空気熱交換器 

ﾁｪｯｸ 
ｼﾞｮｲﾝﾄ 

（Tho-A） 

（Tho-R1） 
室外熱交温度ｾﾝｻ１ （Tho-R2） 

室外熱交温度ｾﾝｻ2

外気温度ｾﾝｻ 

ｱｷｭﾑ 
ﾚｰﾀ 

 

ｽﾄﾚｰﾅ 

空 
気 
熱 
交 
換 
器 

空 
気 
熱 
交 
換 
器 

ー
 

イ 
ン 
バ 
 
タ 

圧 
縮 
機 
１ 電

子
膨
張
弁

（EEVH）

ｽﾄﾚｰﾅ

ｽﾄﾚｰﾅ

ｽﾄﾚｰﾅ

冷房 暖房

室内ﾕﾆｯﾄB

室内ﾕﾆｯﾄA

FDCP3353HLXYB
FDCKP2243, 2803HLXYB
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■圧力開閉器設定値 

■電磁弁動作 

名　　称 設　定　値 

高圧圧力開閉器（63H1-1,2） 
〔保護用〕 

4.15 開／ 3.15 閉（MPa） 

名称 制　御　内　容 

SV6 

SV7 

SV1,2 

インバータ圧縮機始動時：開 
ドーム下温度制御時：開 

ドーム下温度制御時：開 

ドーム下温度制御時：開 

インバータ圧縮機始動時：開 

吐 出 温 度 制 御 時：開 

吐出管温度センサ（Tho-D1,D2） 
外気温度センサ（Tho-A） 
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2） 
　　　　　　　　　（Tho-R3,R4） 
吸入管温度センサ（Tho-S） 
過冷却コイル温度センサ 1（Tho-SC） 
過冷却コイル温度センサ 2（Tho-H） 
ドーム下温度センサ（Tho-C1） 
 

：吐出温度制御 
：低外気温冷房・除霜制御 
：除霜制御 
 
：吸入温度制御 
：冷房時過冷却コイル制御 
：冷房時過冷却コイル制御 
：ドーム下温度制御 

■センサの機能 
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／ 0.236  OFF（MPa）
異常
0.134  ON／ 0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

ガス管 

逆止弁 逆止弁 

四方切換弁 

操作弁 

操作弁 液管 

子機へ 

操作弁（均油管） 

電子膨張弁 

電子膨張弁 

次の室内ユニットへ

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

電 
子 
膨 
張 
弁 

電 
子 
膨 
張 
弁 

逆 
止 
弁 

逆
止
弁
 

（EEVH1） （EEVH2） 

過冷却ｺｲﾙ 過冷却ｺｲﾙ 

室内熱交温度ｾﾝｻ（出口） 
（ThI-R3） 

吸込温度ｾﾝｻ 
（ThI-A） 

（Tho-SC） 

（EEVSC） 

（Tho-C1） 

（Tho-D1） 

（63H1-1） 

（PSH） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（出口） 
（ThI-R3） 

吸込温度ｾﾝｻ 
（ThI-A） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（入口） 
（ThI-R2） 

（ThI-R1） 

室内熱交温度ｾﾝｻ（ﾍﾞﾝﾄﾞ） 
（ThI-R1） 

ｵｲﾙ 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ 

ｵｲﾙ 
ｾﾊﾟﾚｰﾀ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

室内熱交温度ｾﾝｻ（ﾍﾞﾝﾄﾞ） 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ﾕﾆｯﾄ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ ﾚｼｰﾊﾞ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

ｽﾄﾚｰﾅ 

過冷却ｺｲﾙ 
温度ｾﾝｻ１ 

電子膨張弁 

溶栓 

ﾄﾞｰﾑ下温度ｾﾝｻ 
（Tho-C2） 
ドーム下温度センサ 

SV6 SV7 
CM1 CM2 

SV1 SV2 ｷｬﾋﾟﾗﾘ 
ﾁｭｰﾌﾞ 

吐出管温度ｾﾝｻ 

（Tho-D2） 
吐出管温度ｾﾝｻ 

（PSL） 

（Tho-R3） 

低圧圧力ｾﾝｻ 

（THo-S） 
吸入管温度ｾﾝｻ 

高圧ｽｲｯﾁ 

（63H1-2） 
高圧ｽｲｯﾁ 高圧ｽｲｯﾁ ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ 

高圧圧力ｾﾝｻ 

ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭｰﾌﾞ 

（Tho-H） 

過冷却ｺｲﾙ 
温度ｾﾝｻ１ 

空気熱交換器 空気熱交換器 

ﾁｪｯｸ 
ｼﾞｮｲﾝﾄ 

室外熱交温度ｾﾝｻ１（入口・前） 電磁弁（ＳＶ13） 
（Tho-R4） 

（Tho-A） 
室外熱交温度ｾﾝｻ4（入口・後） 

（Tho-R1） 
室外熱交温度ｾﾝｻ１（出口・前） （Tho-R2） 

室外熱交温度ｾﾝｻ2（出口・後） 

外気温度ｾﾝｻ 

φ12.7 

ｱｷｭﾑ 
ﾚｰﾀ 

（  　　　　　　　） 3353, 4003 :φ25.4
4503～6803 :φ28.58

空 
気 
熱 
交 
換 
器 

空 
気 
熱 
交 
換 
器 

ー
 

イ 
ン 
バ 
 
タ 

圧 
縮 
機 
１ ー

 

イ 
ン 
バ 
 
タ 

圧 
縮 
機 
２ 

マフラー 

ｽﾄﾚｰﾅ ｷｬﾋﾟﾗﾘﾁｭｰﾌﾞ 

過冷却ｺｲﾙ 

⒝
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体

形
（

組
合

せ
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用
）
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423

3.24 開／ 2.65 閉（MPa）

■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

高圧圧力開閉器（63H1-R2）
〔保護用〕

3.20 開／ 2.95 閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV1

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開
吐 出 温 度 制 御 時：開

吐出管温度センサ（Tho-D1）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ 1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ 2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御
：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／ 0.236  OFF（MPa）

異常
0.134  ON／ 0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.30  ON（MPa）
暖房時：2.75  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御

　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

FDCRP2243，2803HLXYB

マフラー

室外ユニット

ガス管

液管

ストレーナ

電子膨張弁 ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

次の室内ユニットへ

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

（Thi-R2）
熱交センサ（入口）

（Thi-A）
吸込センサ

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

（Thi-R2）

吸込センサ
（Thi-A）

熱交センサ（入口）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

電子膨張弁

リフレッシュキット

BV-A BV-C

 BV-B

BV-E
（排油口）

BV-D
（バイパスガス操作弁）

LXYリフレッシュ用
操作弁キット

四方切換弁

操作弁
高圧スイッチ
（63H1-R2）

高圧センサ（PSH）

電磁弁
（SV12）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

オイル
セパレータ

逆止弁

（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

ストレーナ

電
磁

弁
（

SV
6）

インバータ
圧縮機

キ
ャ

ピ
ラ

リ

電磁弁
（SV11）

低圧センサ
（PSL）

吸入管センサ
（Tho-S）

チェック
ジョイント

高性能
ストレーナ

過冷却コイル
温度センサ1

（Tho-SC）

操作弁

ストレーナ

高圧スイッチ
（63H1-R1）

（Tho-A）
外気温センサ

過冷却コイル

ストレーナ

ストレーナ

電
子

膨
張

弁
（

EE
VH

）

熱交センサ1（ベンド）
（Tho-R1）

熱交センサ2（ベンド）
（Tho-R2）

過冷却コイル

アキュム
レータ

過冷却コイル
温度センサ2
（Tho-H）

キャピラリ

溶栓二重管 レシーバ

ストレーナ電子膨張弁
（EEVSC）

ストレーナ

電
磁

弁
（

SV
1）

キ
ャ

ピ
ラ

リ

空気熱交換器

チェックジョイント

空
気
熱
交
換
器

空
気
熱
交
換
器

室内ユニット

室内ユニット

⑵
　

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

マ
ル

チ
LX

シ
リ

ー
ズ
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■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1,2）
〔保護用〕

3.24 開／ 2.65 閉（MPa）

高圧圧力開閉器（63H1-R2）
〔保護用〕

3.20 開／ 2.95 閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV7

SV1,2

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開

ドーム下温度制御時：開

ドーム下温度制御時：開

インバータ圧縮機始動時：開

吐 出 温 度 制 御 時：開

吐出管温度センサ（Tho-D1,D2）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
　　　　　　　　　（Tho-R3,R4）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ 1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ 2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御

：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
保護
0.18  ON／ 0.236  OFF（MPa）

異常
0.134  ON／ 0.18  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.30  ON（MPa）
暖房時：2.75 ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御

　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

室内ユニット

室内ユニット

室外ユニット

ガス管

液管

ストレーナ

電子膨張弁 ストレーナ

空
気

熱
交

換
器

ストレーナ

ストレーナ

次の室内ユニットへ

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

（Thi-R2）
熱交センサ（入口）

（Thi-A）
吸込センサ

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

（Thi-R2）

吸込センサ
（Thi-A）

熱交センサ（入口）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

空
気

熱
交

換
器

電子膨張弁

子機へ

キャピラリ

電子膨張弁
（EEVSC）

ストレーナ

チェックジョイント
高圧センサ（PSH）

四方切換弁

過冷却コイル
熱交センサ1
（Tho-SC）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

操作弁（均油管）

操作弁

電
磁

弁
（

SV
6）

ストレーナ

ストレーナ

イン
バータ
圧縮機1

CM1

電
磁

弁
（

SV
7）

オイル
セパレータ

逆止弁

ストレーナ
（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

操作弁

ストレーナ溶栓

ストレーナ レシーバ

（Tho-A）

空気熱交換器

ドーム下センサ

過冷却コイル

（Tho-C2）

イン
バータ
圧縮機2

CM2

電
磁

弁
（

SV
2）

アキュム
レータ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

過冷却コイル
熱交センサ2
（Tho-H）

オイル
セパレータ

逆止弁

（Tho-D2）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-2）

（
Th

o-R
3）

（
熱

交セ
ンサ

,入
口・

前
）チェック
ジョイント

逆
止

弁

逆
止

弁

膨
張

弁
（

EE
VH

1）

膨
張

弁
（

EE
VH

2）

ストレーナ

過冷却コイル過冷却コイル

ストレーナ

（
Th

o-R
2）

（
熱

交セ
ンサ

,出
口・

後
）

ストレーナ

（
Th

o-R
1）

（
熱

交
セ

ン
サ

,出
口

・
前

）
（

Th
o-R

4）
（

熱
交

セ
ン

サ
,入

口
・

後
）

ストレーナ

空気熱交換器

外気温センサ

高性能
ストレーナ

ストレーナ 電磁弁
（SV11）

高圧スイッチ
（63H1-R1）

高圧スイッチ
（63H1-R2）

BV-A BV-C

リフレッシュキット

BV-E

電磁弁
（SV12）

マフラー
ストレーナ 電磁弁

（SV13）
キャピラリ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

キ
ャ

ピ
ラ

リ
電

磁
弁

（
SV

1）

キ
ャ

ピ
ラ

リ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

キ
ャ

ピ
ラ

リ

吸入管センサ
（Tho-S）

低圧センサ
（PSL）

FDCRP2803HLXB-K
FDCRP3353HLXB 〜 5603HLXB

⒝
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形
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用
）
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1505
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00/00
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員
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⑶
　
冷
・
暖
フ
リ
ー
マ
ル
チ
LXR

シ
リ
ー
ズ

⒜
　
一
体
形

ⅰ
　
冷
房
・
暖
房
運
転

FDCP2243，2803，3353HLXR

キャピラリ

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

分流コントローラ

分流コントローラ
吐出ガス管
2243：φ15.88
2803，3353：φ19.05

液管
2243，2803：φ9.52
3353：φ12.7

ストレーナ

電子膨張弁ストレーナ

次の室内ユニットへ

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

（Thi-R2）
吸込センサ
（Thi-A）

熱交センサ（入口）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

空気熱交換器

電子膨張弁
（EEVSC）

チェックジョイント
高圧センサ（PSH）

四方切換弁

過冷却コイル
熱交センサ1
（Tho-SC）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

操作弁
SV
6

ストレーナ

イン
バータ
圧縮
機1

CM1

オイル
セパレータ

逆止弁

ストレーナ
（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

操作弁

溶栓

ストレーナ レシーバ

（Tho-A）

空気熱交換器

過冷却コイル

アキュム
レータ

過冷却コイル
熱交センサ2
（Tho-H）

（
Th
o-R
3）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
前
）

低圧センサ
（PSL）

吸入管センサ
（Tho-S）

チェック
ジョイント

膨
張
弁

（
EE
VH
1）

膨
張
弁

（
EE
VH
2）

ストレーナ

過冷却コイル過冷却コイル

ストレーナ

（
Th
o-R
2）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
後
）

ストレーナ

（
Th
o-R
1）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
前
）

（
Th
o-R
4）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
後
）

ストレーナ

空気熱交換器

外気温センサ

SV11

SV13

ストレーナ

ストレーナ

操作弁

吹入ガス管
2243：φ19.05
2803：φ22.22
3353：φ25.4

ストレーナ

四方切換弁

ストレーナ

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

空気熱交換器

（Thi-A）
吸込センサ

電子膨張弁
ストレーナ

熱交センサ（入口）
（Thi-R2）

ストレーナ

四方切換弁

ス
ト
レ
｜
ナ

電磁弁
（SVG）
ストレーナ

ストレーナ

キャピラリ

キャピラリ

ストレーナ

四方切換弁
ス
ト
レ
｜
ナ

キャピラリ

ストレーナ

電磁弁
（SVG）

ストレーナ

ストレーナ

冷媒の流れ 冷房 暖房

マフラー

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャピラリ

キャピラリ キャピラリ

キャピラリ

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

4.15開／3.15閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV11
SV13

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開
ホットガスバイパス時：開
ガ ス バ イ パ ス 時：開

■分流コントローラ電磁弁動作一覧
名称 冷　房 暖　房

SVH
SVG

閉
閉 閉

開

吐出管温度センサ（Tho-D1）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
　　　　　　　　　（Tho-R3,R4）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ 1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ 2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御

：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
0.18  ON／ 0.236  OFF（MPa）
保護
0.134  ON／ 0.134  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御

　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御

P
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B
0

0
2

Z
9

3
5
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3-335_435
色Ｋ

新組
04/30
1506

初校
06/11
1506

再校
06/26
1505

三校
07/09
1505

四校
00/00
社
員
番
号
念校
00/00
社
員
番
号

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

キャピラリ

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

暖房運転

冷房運転

分流コントローラ

分流コントローラ

ストレーナ

電子膨張弁 ストレーナ

次の室内ユニットへ

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

（Thi-R2）
吸込センサ
（Thi-A）

熱交センサ（入口）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

空気熱交換器

電子膨張弁
（EEVSC）

四方切換弁

過冷却コイル
熱交センサ1
（Tho-SC）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

操作弁
SV
6

ストレーナ

イン
バータ
圧縮
機1

CM1

オイル
セパレータ

逆止弁

ストレーナ
（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

操作弁

溶栓

ストレーナ レシーバ

（Tho-A）

空気熱交換器

過冷却コイル

アキュム
レータ

過冷却コイル
熱交センサ2
（Tho-H）

（
Th
o-R
3）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
前
）

低圧センサ
（PSL）

吸入管センサ
（Tho-S）

チェック
ジョイント

膨
張
弁

（
EE
VH
1）

膨
張
弁

（
EE
VH
2）

ストレーナ

過冷却コイル過冷却コイル

ストレーナ

（
Th
o-R
2）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
後
）

ストレーナ

（
Th
o-R
1）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
前
）

（
Th
o-R
4）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
後
）

ストレーナ

空気熱交換器

外気温センサ

SV11ストレーナ

操作弁

ストレーナ

四方切換弁

ストレーナ

熱交センサ（ベンド）
（Thi-R1）

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）

空気熱交換器

（Thi-A）
吸込センサ

電子膨張弁
ストレーナ

熱交センサ（入口）
（Thi-R2）

ストレーナ

四方切換弁

ス
ト
レ
｜
ナ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

四方切換弁
ス
ト
レ
｜
ナ ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

冷媒の流れ

マフラー

■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1）
〔保護用〕

4.15開／3.15閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV11
SV13

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開
ホットガスバイパス時：開
ガ ス バ イ パ ス 時：開

■分流コントローラ電磁弁動作一覧
名称 冷　房 暖　房

SVH
SVG

閉
閉 閉

開

吐出管温度センサ（Tho-D1）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1, R2）
　　　　　　　　 （Tho-R3, R4）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御

：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）

高圧圧力センサ（PSH）

室内熱交温度センサ（ThI-R1, R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）

：圧縮機制御
0.18  ON／0.236  OFF（MPa）
保護
0.134  ON／0.134  OFF（MPa）

：圧縮機制御
保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　 過熱度制御
：冷房過熱度制御

キャピラリ

キャピラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャピラリ キャピラリ

キャピラリ

チェックジョイント
高圧センサ（PSH）

SV13

ストレーナ キャピラリ

吐出ガス管
2243：φ15.88
2803，3353：φ19.05

液管
2243，2803：φ9.52
3353：φ12.7

吹入ガス管
2243：φ19.05
2803：φ22.22
3353：φ25.4

ⅱ
　
冷
暖
房
混
在
運
転
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室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

分流コントローラ

分流コントローラ

液管
φ12.7

子機へ

電子膨張弁
（EEVSC）

ストレーナ

チェックジョイント
高圧センサ（PSH）

四方切換弁

過冷却コイル
熱交センサ1
（Tho-SC）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

操作弁（均油管）

操作弁

SV
6

ストレーナ

ストレーナ

イン
バータ
圧縮
機1

CM1 SV
7

オイル
セパレータ

逆止弁

ストレーナ
（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

操作弁

溶栓

ストレーナ レシーバ

（Tho-A）

空気熱交換器

ドーム下センサ

過冷却コイル

（Tho-C2）

イン
バータ
圧縮
機2

CM2

アキュム
レータ

過冷却コイル
熱交センサ2
（Tho-H）

オイル
セパレータ

逆止弁

（Tho-D2）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-2）

（
Th
o-R
3）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
前
）

低圧センサ
（PSL）

吸入管センサ
（Tho-S）

チェック
ジョイント

逆
止
弁

逆
止
弁膨
張
弁

（
EE
VH
1）

膨
張
弁

（
EE
VH
2）

ストレーナ

過冷却コイル過冷却コイル

ストレーナ

（
Th
o-R
2）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
後
）

ストレーナ

（
Th
o-R
4）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
後
）

ストレーナ

空気熱交換器

外気温センサ

SV
4

SV11

SV13

ストレーナ

ストレーナ

操作弁

ストレーナ

四方切換弁

ストレーナ

（Thi-R2） （Thi-A）

電子膨張弁

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

空気熱交換器

ストレーナ

次の室内ユニットへ

ストレーナ

ストレーナ

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）
吸込センサ

空気熱交換器

（Thi-R3）
熱交センサ（出口）

（Thi-A）
吸込センサ

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

電子膨張弁

熱交センサ（入口）

ストレーナ

熱交センサ（入口）
（Thi-R2）

四方切換弁

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

四方切換弁
ス
ト
レ
｜
ナ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

（
Th
o-R
1）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
前
）

ス
ト
レ
｜
ナ

冷媒の流れ 冷房 暖房

■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1,2）
〔保護用〕

4.15開／3.15閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV7

SV11
SV4

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開

ドーム下温度制御時：開

ホットガスバイパス時：開
SV13 ガ ス バ イ パ ス 時：開

インバータ圧縮機始動時：開

室外熱交容量制御時：閉

室内熱交温度センサ（ThI-R1, R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）
吐出管温度センサ（Tho-D1, D2）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1, R2）
　　　　　　　　　（Tho-R3, R4）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：暖房時：室内ファン制御
冷房時：凍結防止制御
　　　　　過熱度制御
：冷房過熱度制御
：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御

：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）：圧縮機制御

0.18  ON／0.236  OFF（MPa）
  保護
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

■分流コントローラ電磁弁動作一覧
名称 冷　房 暖　房

SVH
SVG

閉
閉 閉

開

マフラー

高圧圧力センサ（PSH）：圧縮機制御
  保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

キャピラリ

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

キャピラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャピラリ キャピラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャピラリ

キャ
ピ
ラリ

キャピラリ

吐出ガス管
3353：φ19.05
4003～5603：φ22.22
6153，6803：φ25.4

吹入ガス管
3353，4003：φ25.4
4503～6803：φ28.58

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

⒝
　
一
体
形
（
組
合
せ
兼
用
）

ⅰ
　
冷
房
・
暖
房
運
転

FDCP3353HLXR-K，4003，4503，5043，5603，6153，6803HLXR
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3-335_435
色Ｋ

新組
04/30
1506

初校
06/11
1506

再校
06/26
1505

三校
07/09
1505

四校
00/00
社
員
番
号
念校
00/00
社
員
番
号

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

冷房運転

暖房運転
分流コントローラ

分流コントローラ

液管
φ12.7

子機へ

CAP10

電子膨張弁
（EEVSC）

ストレーナ

チェックジョイント高圧センサ（PSH）

四方切換弁

過冷却コイル
熱交センサ1
（Tho-SC）

（Tho-C1）
ドーム下センサ

操作弁（均油管）

操作弁

SV
6

ストレーナ

ストレーナ

イン
バータ
圧縮
機1

CM1 SV
7

オイル
セパレータ

逆止弁

ストレーナ
（Tho-D1）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-1）

操作弁

溶栓

ストレーナ レシーバ

（Tho-A）

空気熱交換器

ドーム下センサ

過冷却コイル

（Tho-C2）

イン
バータ
圧縮
機2

CM2

アキュム
レータ

過冷却コイル
熱交センサ2
（Tho-H）

オイル
セパレータ

逆止弁

（Tho-D2）
吐出管センサ

高圧スイッチ
（63H1-2）

（
Th
o-R
3）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
前
）

低圧センサ
（PSL）

吸入管センサ
（Tho-S）

チェック
ジョイント

逆
止
弁

逆
止
弁膨
張
弁

（
EE
VH
1）

膨
張
弁

（
EE
VH
2）

ストレーナ

過冷却コイル過冷却コイル

ストレーナ

（
Th
o-R
2）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
後
）

ストレーナ

（
Th
o-R
4）

（
熱
交
セン
サ
,入
口・
後
）

ストレーナ

空気熱交換器

外気温センサ

SV
4

SV11

SV13

ストレーナ
ストレーナ

操作弁

ストレーナ

四方切換弁

ストレーナ

（Thi-R2） （Thi-A）

電子膨張弁

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

空気熱交換器

ストレーナ

次の室内ユニットへ

ストレーナ

ストレーナ

熱交センサ（出口）
（Thi-R3）
吸込センサ

空気熱交換器

（Thi-R3）
熱交センサ（出口）

（Thi-A）
吸込センサ

（Thi-R1）
熱交センサ（ベンド）

電子膨張弁

熱交センサ（入口）

ストレーナ

熱交センサ（入口）
（Thi-R2）

四方切換弁

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

四方切換弁
ス
ト
レ
｜
ナ

ストレーナ

ストレーナ

ストレーナ

（
Th
o-R
1）

（
熱
交
セン
サ
,出
口・
前
）

ス
ト
レ
｜
ナ

冷媒の流れ

マフラー

■圧力開閉器設定値

■電磁弁動作

名　　称 設　定　値

高圧圧力開閉器（63H1-1,2）
〔保護用〕

4.15開／3.15閉（MPa）

名称 制　御　内　容

SV6

SV7

SV11
SV4

インバータ圧縮機始動時：開
ドーム下温度制御時：開

ドーム下温度制御時：開

ホットガスバイパス時：開
SV13 ガ ス バ イ パ ス 時：開

インバータ圧縮機始動時：開

室外熱交容量制御時：閉

室内熱交温度センサ（ThI-R1,R2）

　　　　　　　　　 （ThI-R3）
吐出管温度センサ（Tho-D1,D2）
外気温度センサ（Tho-A）
室外熱交温度センサ（Tho-R1,R2）
　　　　　　　　 （Tho-R3,R4）
吸入管温度センサ（Tho-S）
過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）
過冷却コイル温度センサ2（Tho-H）
ドーム下温度センサ（Tho-C1）

：暖房時：室内ファン制御
  冷房時：凍結防止制御
　　　　　 過熱度制御
：冷房過熱度制御
：吐出温度制御
：低外気温冷房・除霜制御
：除霜制御

：吸入温度制御
：冷房時過冷却コイル制御
：冷房時過冷却コイル制御
：ドーム下温度制御

■センサの機能
低圧圧力センサ（PSL）：圧縮機制御

0.18  ON／0.236  OFF（MPa）
保護
0.134  ON／0.18  OFF（MPa）

■分流コントローラ電磁弁動作一覧
名称 冷　房 暖　房

SVH
SVG

閉
閉 閉

開

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

キャピラリ

電磁弁
（SVG）

キャピラリ

キャピラリ

キャピラリ キャピラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ

キャ
ピ
ラリ
高圧圧力センサ（PSH）：圧縮機制御

保護
冷房時：3.70  ON（MPa）
暖房時：3.00  ON（MPa）

キャピラリ

吐出ガス管
3353：φ19.05
4003～5603：φ22.22
6153，6803：φ25.4

吹入ガス管
3353，4003：φ25.4
4503～6803：φ28.58

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

キャピラリ

電磁弁
（SVE）

電磁弁
（SVH）

キ
ャ
ピ
ラ
リ

ⅱ
　
冷
暖
房
混
在
運
転
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3.5 機種選定（FDUP1083，1683，2103FLX のみ）

⑴　接続条件
同一の冷媒系統に接続する室内ユニットの能力確保と，外気処理ユニットの吹出温度を確保するため，下記に示す制限は必
ず守ってください。
他の室内ユニットと混在接続時 外気処理ユニット単独接続時（FDUP1683, 2103FLXのみ）
・���室内ユニット合計接続容量が100％以下で� ・外気処理ユニット接続容量100％以下
尚，外気処理ユニットの容量は30％以下。

50% 

0℃ 20℃ 

絶対湿度(kg/kg) 

絶対湿度差 

機種名 

※外気条件0℃50％RH，吹出温度22℃設定の場合
　上表によりFDUP1083FLXを選定

50% 

40% 

0.0073 
0.0058 

0.0019 

FDUP1083FLX 
FDUP1683FLX 
FDUP2103FLX 

風量(m3/h) 
1080 
1680 
2100 

6.9 
10.8 
13.5 

加湿能力(kg/h) 

⑶　機種選定
⒜ 必要換気量，必要加湿量を算出し，外気処理エアコンの容量を選択します。
� 選定例：床面積200m2の事務所の場合（在室人員 40名）
� 　　　　条件A：室内20℃�40％RH，外気0℃�50％RH，換気量25m3/h・人
� 　　　　条件B：室内20℃�50％RH，外気0℃�50％RH，換気量25m3/h・人
� 　　　　条件Aの空気条件はビル管理法規定条件
� 　　　　・必要換気量 (m3/h)�＝ �25×200/5 ＝ 1000m3/h
� 　　　　・必要加湿量 (kg/h)
� 　　　　　　条件A�����1000m3/h���÷�������0.83������×���(0.0058 － 0.0019)�＝ �4.7kg/h
� 　　　　　　　　　　(必要換気量)������(空気比容積)�����������(絶対湿度差)
� 　　　　　　条件B�����1000m3/h���÷�������0.83������×���(0.0073 － 0.0019)�＝ �6.5kg/h

建物区分

※首都整備局設定数値

飲食店・レストラン・喫茶店
キャバレー・ビアホール
料亭・貸席
店舗・マーケット
玉突場・卓球場・ダンスホール
ボーリング場
パチンコ店・囲碁クラブ
マージャンクラブ
旅館・ホテル・モーテル
特殊浴場
集会場・公会堂
事務所

1人当り
占有面積
（N）
3m2

2m2

3m2

3m2

2m2

3m2

10m2

5m2

0.5～1m2

5m2

備　　　考
1m2当り
人数

（人／m2）
0.33
0.5
0.33
0.33

0.5

0.33

0.1
0.2
2～1
0.2

営業の用途に供する部分の床面積
営業の用途に供する部分の床面積
営業の用途に供する部分の床面積
営業の用途に供する部分の床面積

営業の用途に供する部分の床面積

営業の用途に供する部分の床面積

営業の用途に供する部分の床面積
営業の用途に供する部分の床面積
単位当り算定人員と同時に収容し得る人員
事務所の床面積

⑵　機種選定の目安
機種選定に当っては在室人数を基準に，居室の床面積での「必要換気量（外気取入量）」を算出し，必要換気量より機種選定
を行います。なお，在室人数は下表の「業務用施設での換気設備の基準となる1人当りの占有面積」を参照してください。

　　必要換気量（m3/h）＝

注⑴�上式は建築基準法施工令第20条の2第2号に基づいています。
　⑵�上式の“25”は1人・1時間当りの必要換気量を意味します。この根拠は成人男子が静かに座っている時のCO2排出量

に基づいた必要換気量です。
　⑶�1人当りの占有面積が10m2を超える場合は，10m2で計算してください。

・業務用施設での換気設備の基準となる 1 人当りの占有面積

25（m3/h・人）×居室の床面積（m2）
1人当りの占有面積（m2）
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⒝ システムの接続容量範囲に該当するかを確認
�����システム例

機種名
FDUP1083FLX
FDUP1683FLX
FDUP2103FLX

相当馬力
5
8
10

140
224
280

相当容量

室外ユニット
20馬力(※560)

（注） ※印(　)内は容量を示します。

5馬力(※140)
外気処理ユニット 5馬力(※140)×3台

室内ユニット

・室内ユニットの接続容量は100％以下
   システム容量20馬力 ＝ 室内ユニット容量20馬力となりOK
　　　　　　   (560)　　　　　　　　    (560)
・外気処理ユニットの接続容量は30％以下
   システム容量20馬力×0.3 ＝ 6馬力＞外気処理ユニット容量5馬力となりOK
　　　　　　   (560)            (160)　　　　　　　　　　(140)

0 -5 0 2016 33.5 43

32RH100％

RH100％

RH90％

RH90％
RH30％ RH20％

外気
温度
(℃
WB
)

外気
温度
(℃
WB
)

外気温度(℃DB) 外気温度(℃DB)

        常時送風運転
外気温度が16℃以下では常時送風運転となります。

注a

冷房 暖房

⑷　使用限界

注⑴�リモコンから吹出温度を設定できますが空調負荷やユニット保護制御のため設定温度にならない場合があります。
　⑵�冷房，送風モードで外気温度が 0℃以下では使用しないでください。加湿器の水（残水）が凍結し故障の原因になるこ

とがあります。
　⑶�吹出温度設定は，リモコンにより冷房，暖房共15～30℃の範囲で設定は出来ますが推奨設定温度範囲で使用しないと

外気温度によっては，設定温度まで到達しません。
　⑷�外気温度による冷房，暖房の吹出温度設定可能範囲について431,� 432ページに示します。また，範囲を拡大するため

室外ユニット容量を1.2, 1.5倍ランクアップした時の可能範囲については433～436ページに示します。（単独接続時
の場合です。但しFDUP1083FLXは，単独接続できる室外ユニットが有りませんので除きます。）

　⑸�集中コントローラから�15 ～ 17℃�の吹出温度設定は出来ません。（制御温度範囲は 18～ 30℃となります。）
　⑹�吹出温度は，冷房時は熱交換器後，暖房時は加湿器後の温度を示します。
　⑺�加湿器は必ず使用してください。正常な運転が出来なくなります。（保護制御が働き吹出温度が不安定となります。）
� 加湿器の給水の断水，ヒューミディスタットの復帰時間が長い場合も，正常な運転が出来なくなりますのでご注意くだ

さい。

冷房外気温度(℃DB)/相対湿度(RH%)
暖房外気温度(℃DB)/相対湿度(RH%)
推奨冷房吹出温度設定範囲(℃)
推奨暖房吹出温度設定範囲(℃)
冷房吹出標準設定温度(℃)
暖房吹出標準設定温度(℃)

0～43/30～90
－5～20/20～90
18～26
18～23
18
22
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10 
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35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

100 

105 
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115 

120 

125 

比エンタルピ-(kJ/kg) 

乾球温度(℃) 

絶
対
湿
度
(k
g/
kg
) 

相対湿度(％) 

送風 

15 

17 

19 

21 

冷房    吹出温度MINマップ 

〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  100%
(例) 室内  室外
 FDUP2103FLX－ FDCP2803HLXYB
 （10馬力）  （10馬力）

⑸
　

外
気

温
度

に
よ

る
冷

房
M

IN
・

暖
房

M
A

X
の

吹
出

温
度

マ
ッ
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比エンタルピ-(kJ/kg) 
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絶
対
湿
度
(k
g/
kg
) 

相対湿度(％) 

16 18 
20 22 

24 
26 

28 

30 

14 

暖房    吹出温度MAXマップ 

〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  100%
(例) 室内 　　　　  室外
 FDUP2103FLX－ FDCP2803HLXYB
       （10馬力）   　（10馬力）
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比エンタルピ-(kJ/kg) 

乾球温度(℃) 

絶
対
湿
度
(k
g/
kg
) 

送風 

15℃ 

19℃ 

冷房    吹出温度MINマップ 

相対湿度(％) 〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  83%
 （室外ユニット  1.2倍）
(例) 室内               室外
 FDUP2103FLX－ FDCP3353HLXYB
       （10馬力）       （13馬力） 17℃ 
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18℃ 20℃ 
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暖房    吹出温度MAXマップ 

〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  83%
 （室外ユニット  1.2倍）
(例) 室内               室外
 FDUP2103FLX－ FDCP3353HLXYB
       （10馬力）        （13馬力）
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冷房    吹出温度MINマップ 

〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  66%
 （室外ユニット  1.5倍）
(例) 室内               室外
 FDUP2103FLX－ FDCP4503HLXB
 （10馬力）       （16馬力）
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暖房    吹出温度MAXマップ 

〈単独接続時〉 

室外ユニットに対し
外気処理ユニット容量  66%
 （室外ユニット  1.5倍）
(例) 室内               室外
 FDUP2103FLX－ FDCP4503HLXB
       （10馬力）       （16馬力）



437

◎ 本説明は“室外ユニットと総合工事仕様”について示したものです。“室内ユニット”については室内ユニットに付属の“据付説明書”をご覧ください。
◎ 据付けされる前に据付説明書をよくお読みいただき，指示通り据付工事を行ってください。
◎ リフレッシュキットを用いた既設配管洗浄を行う場合には，手順その他についてリフレッシュキット同梱の説明書を参照ください。

● 据付工事は，この「安全上のご注意」をよくお読みの上確実に行ってください。
● ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。表示と意味は次の様になっています。

● 据付工事完了後，試運転を行い異常がないことを確認するとともに，取扱説明書（室内機に付属）にそってお客様に使用方法，お手入 
　 れのしかたを説明してください。 
● 据付説明書は取扱説明書とともに，お客様で保管頂くように依頼してください。 

● 据付けは，販売店又は専門業者に依頼してください。ご自分で据付工事をされ不備があると，水漏れや感電，火災などの原因になります。 
● 据付工事は，据付説明書にしたがって確実に行ってください。据付けに不備があると，水漏れや感電，火災などの原因になります。 
● マルチエアコンを小部屋へ据付けの場合は，万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が必要です。限界濃度を超えない対策については販売店と相談し
　 て据付けてください。万一冷媒が漏洩して限界濃度を超えると，酸欠事故の原因となります。
● 据付けは重量に十分耐える所に確実に行ってください。強度が不足している場合は，ユニット転倒・落下等による事故の原因になることがあります。 
● 台風などの強風，地震に備え，所定の据付工事を行ってください。据付工事に不備があると，転倒等による事故の原因になることがあります。 
● 電気工事は，電気工事士の資格のある方が，「電気設備に関する技術標準」，「内線規程」及び据付説明書に従って施工し，必ず専用回路を使用してくださ 
　 い。電気回路容量不足や据付け不備があると感電，火災の原因になります。 
● 配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し，端子台にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定してください。接続や固定が不完全な場合は，発
　 熱，ケガ，火災の原因になります。
● 配線は，浮き上がらないように整形し，リッド・サービスパネルを確実に取付けてください。取付けが不完全な場合は発熱，火災の原因になります。 
● エアコンの設置や移設の場合，冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを混入させないでください。空気等を混入すると，冷凍サイクル内が異常高圧に 
　 なり破壊，ケガの原因になります。 
● 設置工事部品は，必ず付属部品及び指定の部品を使用ください。当社の指定の部品を使用しないと，ユニットの落下，水漏れ，火災，感電，冷媒漏れの原 
　 因になります。 

● 設備工事終了後，冷媒ガスが漏れていないことを確認ください。冷媒ガスが室内に漏れ，ファンヒータ，ストーブ，コンロなどの火気に触れると有害ガス 
　 が発生する原因になります。　 

● 漏電ブレーカの取付けが必要です。漏電ブレーカが取付けられていないと感電の原因になることがあります。 

● 据付け時やサービス時など，ユニット内の作業を行う場合は電源を切ってから行ってください。感電の原因となります。 

● 室外機は，ファン吹き出し風が植木等に当たる場所には設置しないでください。吹き出し風による植木等への被害の原因になることがあります。 
● 点検，メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。スペースが不足する場合は，設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。
● 室外機を屋上あるいは高所に設置する場合は，転落防止のため，通路には恒久ハシゴ，手すり等を，また室外機の周囲にはフェンス，手すり等を設けてください。

● 冷媒配管の防露断熱工事を行ってください。防露断熱工事に不備があると，水漏れ，露たれし，家財等を濡らす原因になることがあります。

● 可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わないでください。万一ガスが漏れてユニットの周囲に溜まると，発火の原因になることがあります。 

● ドレン配管はイオウ系ガス等有害ガスの発生する排水溝に直接いれないでください。室内に有毒ガスが侵入する恐れがあります。 
● 作業中に冷媒ガスが漏れた場合は換気をしてください。冷媒ガスが火気に触れると有害ガスが発生する原因になります。 

● ユニット搬入する際，重量に適合したロープをユニットの所定位置に掛けて行ってください。搬入方法に不備があるとユニットが落下し，死亡や重傷の原 
　 因となります。 

● アースを行ってください。アース線はガス管，水道管，避雷針，電話や他のアース線に接続しないでください。 
　 アースが不完全な場合は感電の原因になることがあります。 
 

● ドレン配管は，据付説明書に従って確実に排水するようにし，結露が生じないように保温してください。配管工事に不備があると，水漏れし，家財等を濡 
　 らす原因になることがあります。 
 

● フレアナットの締め付けはダブルスパナで行い，締め付け適正トルクで行ってください。締め過ぎによるフレア部破損に注意してください。（締め付けト
　 ルクを参照してください。）フレア部等のゆるみ，破損が発生した場合に，冷媒ガスが漏洩して酸欠事故の原因になることがあります。

● 冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い，漏れのないことを確認ください。万一，狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事 
　 故の原因になることがあります。 

● 冷媒配管工事，気密試験及びエアパージが完了するまでは操作弁（ガス・液側共）を開けないでください。また，作業中に冷媒ガスが漏れた場合は配管 
　 ろう付けを中断し，換気をしてください。冷媒ガスが火気に触れると有毒ガスが発生する原因となります。 

注意！ 

　　　警　　告！ 

　　　注　　意！ 

警告！ 

安 全 上 の ご 注 意

誤った据付けをした時に，死亡や重傷等の重大な結果に結びつく可能性が大きいもの 
誤った据付けをした時に，状況によっては重大な結果に結びつく可能性が大きいもの 

●R410A以外の冷媒を使用しないでください。R410Aは従来の冷媒に比べ圧力が約1.6倍高くなります。 
R410Aはボンベ上部に桃色の表示があります。 

●R410A機は，他冷媒の誤封入防止のため室外機操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョイント径を
変更しています。又，耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対辺寸法を変更してい
ます。従って，施工・サービス時には，右表に示すR410A専用ツールを準備してください。 

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し，能力不足等の原因に
なります。 

●冷媒封入は必ず液相で取り出して行ってください。 
●室内機はR410A専用機となります。接続可能な室内機はカタログ等で確認してください。 
　（他の室内機を接続すると正常運転できません。） 

冷媒R410A対応機としての注意点
ゲージマニホールド 
チャージホース 
冷媒充填電子はかり 
トルクレンチ 
フレアツール 
出し代調整用銅管ゲージ 
真空ポンプアダプタ 
ガス漏れ検知器 

a 
b 
c 
d 
e 
f 
g 
h 

R410A専用ツール

● 湿度が80%を超える場合やドレン排水および配管が詰まった場合に，室内ユニットから露が滴下し損害が生じる恐れがありますので，濡れて困るものの上
　 に室内ユニットを据付けないでください。また，室内ユニットの下には濡れて困るものは置かないでください。

3.6 据付関連事項
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⒜　室内ユニット用

注⑴　FDTシリーズのパネルはパネルカラーがあります。（283〜 1603 のみ）
　⑵　キャンバスパネル仕様時にはキャンバスダクトも合わせてご注文ください。
　⑶　吹出グリル，吹出ダクトおよびオートスイングモータセットを用意しております。

名称 

T-PSA-36W TW-PSA-24W
TW-PSA-24B

TW-PSA-34W
TW-PSA-34B

TW-PSA-44W
TW-PSA-44B

TS-PSA-29W

TS-PSAW-15W

R-PNS-27WB
（サイレントパネル）
R-PNBS-27WB

（天井材はめ込み式サイレントパネル）
R-UM-27WB

（ダクト変換キット組合せ）
R-PNC-27WB

（キャンバスパネル）
R-PNBC-27W

（天井材はめ込み式キャンバスパネル）

T-PSA-36SB 

T-PSA-36C 

T-PSCL-36W  
T-PSCL-36SB
T-PSCL-36C  

T-PSCL-86W  

RC-D4
CRC-L

（専用ワイヤレス）
RC-D4

RCN-KIT3 RCN-TC-25W

     RCN-T-HA6
（ワイヤレスキット用中
  継配線）

RCNLA-T-36W 
RCNLA-T-36SB 
RCNLA-T-36C 

パネル 

リモコン 

ワイヤレス 
キ　ッ　ト 

ハーネス 
セ ット  

機種 FDT ⑴ FDTW FDTS ⑶ FDR ⑵ FDTSC
〈小容量シリーズ〉

標
準
タ
イ
プ
 

ラ
ク
リ
ー
ナ
パ
ネ
ル
 

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付
 

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付
 

28
〜
160 標

準
タ
イ
プ

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付

直　

吹　

き

直　

吹　

き

45
・
56
　

形

22
〜
56
　

形 22
〜
36
　

形

R-PNS-37WB
（サイレントパネル）
R-PNBS-37WB

（天井材はめ込み式サイレントパネル）
R-UM-37WB

（ダクト変換キット組合せ）
R-PNC-37WB

（キャンバスパネル）
R-PNBC-37WB

（天井材はめ込み式キャンバスパネル）

71
〜
90
　

形

R-PNS-47WB
（サイレントパネル）
R-PNBS-47WB

（天井材はめ込み式サイレントパネル）
R-UM-47WB

（ダクト変換キット組合せ）
R-PNC-47WB

（キャンバスパネル）
R-PNBC-47WB

（天井材はめ込み式キャンバスパネル）

112
〜
140
　

形

TS-PSA-39W
71
　

形

TS-PNA-29W

下
り
天
井

45
・
56
　

形

TS-PNA-39W
71
　

形

22
〜
56

71
〜
90

112
〜
160

ワイヤード仕様
TW-PSL-24W

ワイヤード仕様
TW-PSL-34W

ワイヤード仕様
TW-PSL-44W

22
〜
56

71
〜
90
112
〜
160

TW-PSB-24W

TW-PSB-34W

TW-PSB-44W

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付

天
井
は
め
込
み
タ
イ
プ

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付

ラ
ク
リ
ー
ナ
パ
ネ
ル

22
〜
56

71
〜
90
112
〜
160

28
〜
160 

224
・
280 

224
・
280 

224
・
280 

⑶

TC-PSA-25W

FDTC

標
準
タ
イ
プ

オ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
付

⑴　据付用別売部品一覧〔取扱先：三菱重工業㈱〕
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●分岐管セット
分流コントローラより上流の場合 分流コントローラより下流の場合

冷媒配管用

～ 180 未満
180 以上～ 371 未満
371 以上～ 540 未満

540 以上

DIS-22-1-R
DIS-180-1-R
DIS-371-1-R
DIS-540-1-R

下流室内ユニットの合計容量 分岐管セット形式

分　岐　管

DOS-2A-1-R

室外ユニット形式

7353 ～ 13603（2 台用）

●室外ユニット組合せ用分岐管セット

注⑴　組合せ時には必ず使用してください。

●分流コントローラ

PFD1123
PFD1803
PFD2803

～ 112 未満
112 以上～ 180 未満
180 以上～ 280 以下

1 〜 5
1〜 8
1〜 10

下流室内ユニットの合計容量 分流コントローラ形式 接続可能台数

下流室内ユニットの合計容量 分岐管セット形式

～ 180 未満
180 以上～ 371 未満

DIS-22-1
DIS-180-1

371 以上～ 540 未満
540 以上

DIS-371-1
DIS-540-1

●室外ユニットに接続する分流コントローラの台数制限。

2 台
4台
6台

～ 2803
～ 5603
～ 8503

室外ユニット形式 最少接続台数

8 台
10台
―

～ 11303
～ 13603

―

室外ユニット形式 最少接続台数

下流室内ユニット合計容量 形　　式

～ 180 未満

180 以上～ 371 未満

371 以上～ 540 未満

540 以上～

DIS-22-1

DIS-180-1

DIS-371-1

DIS-540-1

●分岐管セット

HEAD4-22-1

HEAD6-180-1

HEAD8-371-1

HEAD8-540-1

～ 180 未満

180 以上～ 371 未満

371 以上～ 540 未満

540 以上～

下流室内ユニット
合計容量 形　　式 分岐数

最大
４分岐
最大
6分岐
最大
8分岐
最大
8分岐

注⑴　�室内ユニット容量224,�280形を接続する場合はヘッダー
方式は使用できません。分岐方式を使用してください。

⑵　ヘッダー方式の後に分岐方式を接続しないでください。

●ヘッダーセット

⒝　室外ユニット用
ⅰ　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）, リフレッシュマルチ LX シリーズ

●室外ユニット組合せ用分岐管セット

注⑴　組合せ時には必ず使用してください。

形　式

DOS-2A-1

室外ユニット形式

7353 ～ 13603（2 台用）

ⅱ　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ

冷媒配管用
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⑵　室内ユニットの据付

⒜ FDTC／ 4方向吹出し天井埋込形・小容量

⒤　据付場所の選定
01）天井裏高さが下記寸法以上あり，しかもドレン排水が

完全にできるところ。

天井裏高さ
258mm 以上の場所

形式
全形式

02）本ユニットは天井面吸込，吹出形のユニットですので，
空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風または温風が
部屋に十分行きわたるよう据付場所，据付方向を選ん
でください。

据付スペース 　全形式

h 1000mm以上

障害物

形式

全形式

h
1000以上

03）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがないところ。

04）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ないところ。

05）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙・油・蒸気等
が直接ユニットに吸い込まれない場所を選んでくださ
い ｡

06）高周波を発生する機械がある所は避けてください。

07）室外への配管，配線のしやすい所

08）据付部の天井が強固である所

09）直射日光のあたらない所

10）可燃性ガスが発生しない所

単位：mm

11）周囲の露点温度が 28℃以下，相対湿度 80％以下の所。

12）据付けようとする場所がユニットの重量に耐えられる
かどうか検討し，危険と思われましたら板，桁等で補
強して据付作業を行ってください。

13）ワイヤレス機を2台以上据付る場合は，混信による誤動
作を防止するためユニット間を6m以上離してください。

吹出ダクト，OA 取入ダクトの接続について

（ダクト接続口は外形図をご覧ください）
別売品のブースタファンを使用すれば吹出ダクト，OAダ
クトが接続できます。

注⑴　�隣接設置の場合はユニット間を
下記寸法以上離してください。

寸　法項目形式

全形式 4000

























本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに 10〜 20mm
の断熱材を取り付けてください。

吹出パターンの設定

・�部屋の形や据付位置に最適な吹出方向を 4方向・3方向・
2方向から選定してください。（1方向は不可）

・�吹出口数を変更する場合は，別売の遮風材を手配してくだ
さい。

・�2 方向・3方向吹出の場合は風量「弱」での使用は避けて
ください。

・�髙温・多湿環境での 2方向吹出しは行わないでください。
（結露・水漏れの原因になります。）
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⒝ FDT／ 4方向吹出し天井埋込形
● FDTP283～1603LXD
⒤　据付場所の選定
01）天井裏高さが下記寸法以上あり，しかもドレン排水が

完全にできるところ。

天井裏高さ
270mm 以上の場所
320mm 以上の場所

形　　　　式
283～803形
903～1603形

02）本ユニットは天井面吸込，吹出形のユニットですので，
空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風または温風が
部屋に十分行きわたるよう据付場所，据付方向を選ん
でください。

据付スペース 　全形式

h 1000mm以上

障害物

パネル形式
フィルタ自動昇降パネル

その他パネル

h
1400以上
1000以上

03）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがないところ。

04）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ないところ。

05）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙・油・蒸気等
が直接ユニットに吸い込まれない場所を選んでくださ
い ｡

06）高周波を発生する機械がある所は避けてください。

07）室外への配管，配線のしやすい所

08）据付部の天井が強固である所

09）直射日光のあたらない所

10）可燃性ガスが発生しない所

単位：mm

注⑴　高天井1・2の設定は, ワイヤードリモコンからの設定変更
が必要です。

⑵　3・2方向吹き設定は，別売の遮風材が必要です。
⑶　�3・2方向吹き設定時，および高天井1・2 設定時，運転

音が高かなる場合があります。
⑷　�据付高さが3mを超える場合はサーキュレータの併用を検

討してください。

吹出口数による天井高さ 単位：m

11）周囲の露点温度が 28℃以下，相対湿度 80％以下の所。

12）据付けようとする場所がユニットの重量に耐えられる
かどうか検討し，危険と思われましたら板，桁等で補
強して据付作業を行ってください。

13）ワイヤレス機を2台以上据付る場合は，混信による誤動
作を防止するためユニット間を6m以上離してください。

吹出ダクト，OA 取入ダクトの接続について

（ダクト接続口は外形図をご覧ください）
別売品のブースタファンを使用すれば吹出ダクト，OAダ
クトが接続できます。

注⑴　�隣接設置の場合はユニット間を
下記寸法以上離してください。

寸　法項目形式

283～803
903～1603

4000
5000

● FDTP2243・2803LXD
ⅰ　据付場所の選定

01）本室内ユニットの吹出方向は 4方向のみです。2方

向，3方向吹出はできません。

0・�天井埋込設置する場合は，天井裏高さが下記寸法以上

あり，しかもドレン排水が完全にできるところ。

�

02）据付場所は下記条件に合う場所をお客様の承認を得

て選んでください。

a）冷風または温風が十分行きわたる所。� �

据付高さが 3mを超えると暖気が天井にこもります

ので，サーキュレータの併設をご指導ください。

b）ドレン排水が完全にできる所。ドレン勾配のとれる

所。

c）吸込口，吹出口に風の障害のない所。火災報知器の

誤動作しない所。ショートサーキットしない所。

形　　式

2243,�2803形

天井裏高さ

320mm以上の場合

























本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに 10〜 20mm
の断熱材を取り付けてください。

形　式
吹出口

283～
713LXD

803LXD
903, 

1123LXD
1603LXD

標準
4方向次き 2.7m 3.0m 3.2m 3.6m
3方向次き 3.0m 3.3m 3.6m 3.9m
2方向次き 3.5m 3.6m － －

高天井1
4方向次き 3.3m 3.5m 3.8m 4.0m
3方向次き 3.5m 3.8m 4.0m 4.2m
2方向次き 3.8m 4.0m － －

高天井2
4方向次き 3.5m 3.8m 4.3m 4.5m
3方向次き 3.8m 4m 4.3m 4.5m
2方向次き － － － －
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⒞ FDTW／ 2方向吹出し天井埋込形
ⅰ　据付場所の選定
01）本ユニットは天井面直吸込･直吹出タイプのユニットで

す。部屋の形状･高さに応じ，風が部屋に十分行き渡る
場所に据付けてください。

d）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度 80％以下の所。

e）室内ユニットの重さに十分耐える強度のある所。

f）点検・メンテナンス作業のためスペースを確保して

ください。

03）据付けようとする場所がユニットの重量に耐えられ

るかどうか検討し，危険と思われましたら板，桁等

で補強して据付作業を行ってください。

04）ワイヤレス機を 2台以上据付る場合は，混信による

誤動作を防止するためユニット間を 6m以上離して

ください。（ワイヤレスキット使用時）

・室内ユニットを隣接して設置する場合は，ユニット間
距離を 5000mm以上離して設置してください。

パネル形式
フィルタ自動昇降パネル

その他のパネル

H
1400 以上
1000 以上

据付スペース

単位 mm

H

365

1000以上 1000以上

注⑴　到達距離は全方向同じです。

　〔条件〕1.　ユニット高さ：床上 3.0(m)
　　　　 2.　運転種類：急
　　　　 3.　場所：無障害の自由空間
　　　　 4.　到達距離は右図の通りです。
　　　　 5.　到達距離での風速：0.3m/s

冷風到達距離 

温
風
到
達
範
囲
 ユニット

（床面） 

（天井）

冷 ( 温 ) 風到達距離 ( 参考 )（風速：急）

形　　式

2243,�2803

冷（温）風到達距離

5.0

単位：m

100以上 100以上
1500以上

h

1500以上

単位：mm

注⑴　到達距離は２方向同じです。

　〔条件〕1.　ユニット高さ：床上 3.0(m)

　　　　 2.　運転種類：急

　　　　 3.　場所：無障害の自由区間 (天井面有り )

　　　　 4.　到達距離：上表

　　　　 5.　到達距離点での風速：0.3(m/s)

　⑵　据付の高さが 3mを超える場合はサーキュレータの併用
を検討してください。

� � 223～713 803, 903 1123 1403, 1603
 標　準� 4.0� 4.5� 4.7� 5.0
 UHi(2)� 4.5� 5.0� 5.2� 5.5

項目
形式

02）本ユニットは部屋の形状等に応じ風の分布をよくする
ため下図の方法での分ダクト (φ200mm) の接続が可能
です ｡（ダクト接続口は外形図をご覧ください）

φ200mm

遮風

03）冷風到達距離 ( 参考 )�　　　　　　　　　　　
単位：m

パネル形式
フィルタ自動昇降パネル

その他パネル

h
1400 以上
1000 以上

注⑴　�隣接設置の場合はユニット間を
下記寸法以上離してください。

単位：mm

4000
4500
5000

223～563
713～903
1123～1603

寸　法項目形式

























本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに 10〜 20mm
の断熱材を取り付けてください。
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K：ユニット風量に対する新鮮空気取入量の割合(％) 

2 6 10 14 18

: UHi 
:  Hi 

外気取入風量(m3/min)=      ×ユニット風量(m3/min) k 
100 

30 

20 

10 

0 

－10 

－20 

－30 

－40 

静　

圧 

P 

Pa 

K：ユニット風量に対する新鮮空気取入量の割合(％)

30

20

10

0

－10

－20

－30

－40
2 6 10 14 18

: UHi
: Hi

静　

圧

P

Pa

新鮮空気 (OA) の取入れ
本ユニットは側板に新鮮空気取入ダクト接続口を持ってい

ます。(外形図をご覧ください )

01）新鮮空気取入量〔参考〕
新鮮空気取入量は下図により求めてください。

例： FDTWP1603LXD  
新鮮空気の取入量を5％とした場合，静圧は，UHi：20Pa，
Hi：13Paとなります。尚，新鮮空気取入量に対する静圧
は導入時のめやすとしてください。

新鮮空気取入量ー静圧特性
　　　223～903

　　　1123～1603

ⅱ　分岐ダクト特性

（例）FDTWP803LXD

01）分岐ダクト特性の見方

機外静圧が 20Paの場合，分ダクト側風量は40％（標

準仕様の場合），直吹側風量は 58％となります。

02）分岐ダクト仕様に変更した場合，機外静圧はHiタップ

で30Paが使用限界となります。機外静圧が30Pa以上

必要の場合はワイヤードリモコン室内機能「高天井設

定」で“高天井1”に切換えた場合に可能となります。

注⑴　上記以上に機外静圧を必要とする場合は，ブースタファ
ンをご使用ください。

223～903
標準仕様 130 

120 
110 
100 
90 
80 
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
0 

機 外 静 圧 Pa 
10 20 30 

風
量
比 

(%) 
直吹風量

全風量  

ダクト風量  

“高天井 1”の場合
130 
120 
110 
100 
90 
80 
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
0 

70 

機 外 静 圧 Pa 

10 20 30 40 50 60 

風
量
比 

(%) 
直吹風量

 

全風量

ダクト風量  

04）天井裏高さが下表の寸法でドレン排水が完全にできる
ところ。

�

注⑴　ラクリーナパネル , 天井材はめ込みパネル使用時はさら
に 30mm加算してください。

05）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがないところ。

06）調理場，機械工場等に設置の場合は , 煙･油･蒸気等が
直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

07）高周波を発生する機械がある所は避けてください。

08）周囲の露点温度が 28℃以下，相対湿度 80％以下の所。

09）室外への配管，配線のしやすい所

10）据付部の天井が強固である所

11）直射日光のあたらない所

12）可燃性ガスが発生しない所

223～563
713～903

1123～1603

295mm以上
345mm以上
367mm以上

形　式 天井裏高さ寸法

























本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに 10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。
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1123～1603
標準仕様 130

120
110
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

機 外 静 圧 Pa
10 20 30

風
量
比

(%)
直吹風量

全風量

ダクト風量

“高天井 1”の場合
130
120
110
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

70

機 外 静 圧 Pa

80 9010 20 30 40 50 60

風
量
比
(%)

直吹風量

全 風 量

ダクト風量

⒟ FDTSC／ 1方向吹出し天井埋込形（小容量シリーズ）

02）天井が強固である所
03）吸込口・吹出口に障害物のない所
04）調理場，機械工場等油の飛沫や蒸気の多い所は避けて

ください。
05）天井裏高さが200mm以上の高さを有する所

　〔条件〕1.　ユニット高さ
標準，下り天井の場合：床上 2.4〜3.0(m)

　　　　　2.　運転種類：冷房・急
　　　　　3.　場所：無障害の自由空間
　　　　　4.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
　　　　　5.　到達距離点での風速：0.5m/s
　注⑴　風量はHiの数値です。

○

○

⒠ FDTS／ 1方向吹出し天井埋込形

室内ユニットの準備

据付例と
設置制限

必
要
部
品

室内ユニット

直吹パネル

下り天井パネル

吹出グリル

ダクト

Ⓐ標準設置

天井

3m以下

床

天井

3m以下

床

注⑴　※ 1は一部改修が必要です。

ⅰ　据付場所の選定
01）冷･温風が十分行き渡る所

据付高さが 3mを越えると暖気が天井にこもりま
すのでサーキュレータの併用を検討してください。





下記の 2つの据付方法が可能です ｡据付場所に応じ最
適な方法をお選びください。

　冷 ( 温 ) 風到達距離 ( 参考 )

453～713 7

到達距離
標準 下り天井

項目
形式

単位：m

ⅰ　据付場所の選定
1）冷･温風が十分行き渡る所

据付高さが3mを超えると暖気が天井にこもります

のでサーキュレータの併用を検討してください。

参考 ・冷 ( 温 ) 風到達距離（全形式）：5m

〔条件〕1．ユニット高さ
床上2.4〜3.0(m)

〔条件〕2．運転種類：急
〔条件〕3．場所：無障害の自由空間
〔条件〕4．到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
〔条件〕5．到達距離点での風速：0.5m/s
注⑴　高天井の時風量はUHiです。他は風量はHiの数値です。

2）天井が強固である所
3）吸込口・吹出口に障害物のない所
4）�調理場，機械工場等油の飛沫や蒸気の多い所は避

けてください。
5）天井裏高さが260mm以上の高さを有する所
6）下図のスペースのとれる所

注⑴　隣接設置の場合は，ユニット間を3000以上離してください。











100以上 100以上

100以上

障害物

10
00
以
上

単位：mm

7）高周波を発生する機械がある所は避けてください。
8）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度80％以下の所。

Ⓑ下り天井設置

○※ 1

○※ 1

○

○

7

























本ユニットはJIS露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。

9）室外への配管，配線のしやすい所
10）直射日光のあたらない所
11）可燃性ガスの発生しない所
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04）吸込口，および吹出口の近くに風の障害となるような
ものがない所。

05）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙・油・蒸気等
が直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

06）下図のスペースのとれる所

07）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ない所。

08）天井の高さが規定寸法以上ありドレン排水が完全にでき
る所。（寸法は吊込パターンの選定の項をご覧ください）

09）高周波を発生する機械がある所は避けてください。
10）室外への配管・配線のしやすい所
11）据付部の天井が強固である所
12）直射日光のあたらない所
13）可燃性ガスが発生しない所

⒡ FDR ／天埋カセテリア形
ⅰ　据付場所の選定
01）冷 (温 ) 風が十分行き渡る所

据付高さが3mを超えると暖気が天井にこもりますの
で，サーキュレータの併用を検討してください。

02）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度80％以下の所。

03）天井が強固である所

06）下図のスペースのとれる所

ユニット

障害物

100以上

2
0
0

以
上

100以上

1
0
0
0
以
上

単位　mm

ユニット

単位　mm

770

240～290
100以上

　標準設置の場合 　下り天井の場所

07）高周波を発生する機械がある所は避けてください。
08）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度80％以下の所。

09）室外への配管，配線のしやすい所
10）直射日光のあたらない所
11）可燃性ガスの発生しない所

単位：mm
注⑴　�隣接設置の場合はユニット間を下記寸法以上離してください。

寸　法項目形式

453，563
713

4000
4500

100以上

50以上

障害物

100以上

10
00
以
上

単位：mm

























本ユニットはJIS露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。

























本ユニットはJIS露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。

注⑴　2スポットの場合は中央の吹出口を遮蔽
　⑵　3スポットの場合は中央寄りの吹出口を遮蔽
・各スポット間のダクト長さの差は2対1以内としてください。
・ダクトは，最短長さとなる様施工してください。
・曲がりは極力少なくしてください。(曲げ Rは極力大きくし
てください。)

悪い例 悪い例 良い例

・ 本体･吹出口のダクトフランジとの接続は，バンド締め等で
行ってください。

・ 露付防止・吸音のため，吸音断熱付フレキシブルダクトの使
用を推奨いたします。(別売品1m，2m，4mがあります ｡)

・天井貼付前にダクト工事を実施してください。

エアコン本体 キャンバス 
ダクト 
(別売品) 

吸込パネル 
(キャンバスパネル) 

保温 

A 吹出ダクト 
(別売品又は市販品) 

吸込パネル 
(サイレントパネル) B 専用吹出口 

(別売品) 

天井面

風量・機外静圧力の計算を実施しダクトの長さ，形状，吹
出口を選定してください。

　Ⓐ吹出ダクト

・φ200 丸形ダクトによる2スポット，3スポット又は4
スポットが標準です。スポット数は下表の数値として
ください。

ダクト工事上の注意

283～563

2スポット

713，903

3〜4スポット⑵

1123，1403

2〜3スポット⑴
〔 〕
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　・ ダクト接続は，
φ200丸形ダク
ト専用です。

　・ 専用吹出口の
取付及びダク
トとの接続は
天井貼付前に
行なってくだ
さい。

バンド等にて固定

吹出ダクト

AIR

AIR

　Ⓑ専用吹出口 ( 別売品 )

　・ 天井裏寸法が小さい，(天井下面基準最小320mm以上 )，
吹出方向を真下吹，水平吹と変更可能，デザイン色が吸
込パネルと類似，断熱材等の長所があります。

01）ダクト接続位置

　　ａ）新鮮空気取入
　　・�後面又は側面のどちらか工事の容易な方の取入口を使

用してください。
　　・�同時給排気を行う場合は後面新鮮空気入口を使用して

ください。(側面は使用不可 )
　　ｂ）排気 (必ず給気を併用してください )

　側面排気口を使用してください

02）ダクト接続

別売品の給排気用ダクトフランジ (φ125 丸形ダクト接
続用 )を利用し，φ125丸形ダクトを接続してください。
(バンド締め)ダクトは，結露防止のため，保温ください。

ご案内

4スポットを3スポット，3スポットを2スポットに改修す
る場合は専用塞ぎ板を別売品として用意しています。中央
（いずれか）いずれかを塞いでください。

注⑴　2スポットから1スポットへの改修は行わないでください。

ⅱ　給・排気ダクトの接続

ユニット上面から見た状態

側面新鮮外気取入口

後面新鮮外気取入口

排気口

図2図1

ダクト変換キット取付要領

注意�⑴��本作業は、ユニットを床面に置いた状態で実施
してください。据付後に実施すると，作業が大
変困難になります。

� � ⑵��本作業中は、電源を接続しないでください。運
転中あるいは通電時は，感電や回転物に巻き込
まれて怪我をする恐れがあります。

1）対象機種と改修キット部番対応表

2）ダクト変換キット部品一覧

16個 

うち予備
223～903：3個
1123, 1403：2個
※改修時に本
体から取外し
たねじは再使
用します。

1個 

インシュレーション  ② 

＜223～903＞1個

＜1123, 1403＞1個

ボトムプレート ① 

1個 

インシュレーション  ① 

1個 

タッピンねじ 

ダクトジョイント 

3）取付要領
（下図はユニットを床面に置いた状態を示しています。据付
後は上下逆になります。）
a）コントロールボックスを外側に移設します。

①��コントロールボックスとグロメット押さえブラケッ
トを取外してください。（再使用します）

②��グロメットに配線を通して、コントロールボックス
を外側に取付けてください。

③��グロメット押さえブラケットを取付けてください。
④��コントロールリッドの取付けねじを下記の位置に付

け替えてください。

コントロールボックス
グロメット押さえ
ブラケット

223～563
713，903
1123, 1403

R-UM-27WB
R-UM-37WB
R-UM-47WB

改修キット
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⑤��コントロールボックスの配線を下図の経路となる様
に固定してください。

b）�ボトムプレート①からフィルタ用レールを取外してくだ
さい。（レールは廃棄、ねじは再使用します）

コントロールボックス

こちら側の脚は
ブラケットに差込むこと

グロメット押さえ
ブラケット

こちら側の脚は
ねじで固定のこと

新

旧

固定

ボトムプレート ①フィルタ用レール

c）�リアパネルを取外してください。（リアパネル・ねじ共
に再使用します）

d）�ボトムプレート①にインシュレーションを①→②の順で
貼付けてください。

リアパネル

インシュレーション ② （側面）

A視

インシュレーション①

A視

インシュレーション②

インシュレーション ① （上面）

e）�ボトムプレート②を取付けてください。��
＜223〜903＞（タッピンねじ：6個）

�　�＜1123,�1403＞（タッピンねじ：5個）

f）�取外したリアパネルをボトム側に取付けてください。
�　＜223〜903＞（タッピンねじ　223〜563：10個　／　713,�903：11個）

�　�＜1123,�1403＞（タッピンねじ：12個）

リアパネル 止めないでください
この穴にはねじを

ボトムプレート ②

ボトムプレート ②

リアパネル
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g）�フランジを内側にして、ダクトジョイントを取付けてく
ださい。

�　＜223〜903＞（タッピンねじ：10個）

�　＜1123,�1403＞（タッピンねじ：14個）

注⑴　�上下方向の間違いに注意してください。
　⑵　�〈1123,�1403〉ダクトジョイントの穴は使用しない

箇所もありますので、本体側の取付穴を確認してね
じを締めてください。

　⑶　�必要に応じてフランジを外側にして取付けることも
可能です。

h）�パネル間の合わせ部にガタや隙間が無いこと、ねじの締
め忘れが無いことを確認してください。

ダクトジョイント

フランジ

本体
B視

ダクトジョイント

B視

天井材の取付
パネル内枠には天井材を取付けることができます。

（板厚最大15mm）

取付要領

①止め金を外してください。

②化粧板を外し，天井材を取付けてください。

③はじめに外した止め金具を天井材を押え込んで取付け

てください。
注⑴　天井材取付時，化粧板は不要になります。

化粧板

パネル内枠

天井材

止め金具

⒢ FDE ／天吊形

⒤　据付場所の選定
01）冷風 (温風 )が十分行き渡る所

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
冷温風到達距離（参考）　　　　　　　　　　　　単位：m

　〔条件〕1.　ユニット高さ：床上2.4〜3.0(m)
　　　　��2.　運転種類：急
　　　　��3.　場所：無障害の自由空間
　　　　��4.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
　　　　��5.　到達距離点での風速：0.5m/s

形　式 
363～563

713, 903

1123～1603 9.0 

到達  
距離  

到達  
距離  

7.5 

8.0 

形　式 

02）吸込口・吹出口に障害物のない所
03）エアフィルタのサービスに支障のない所
04）調理場，機械工場等に設置の場合は煙・油・蒸気等が

直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。
05）下図のスペースのとれる所

06）室外への配管，配線のしやすい所

07）据付部の天井が強固である所

08）直射日光のあたらない所

09）可燃性ガスが発生しない所

障害物

5以上
150以上100以上

30
0以
上

単位：mm

注⑴　�隣接設置の場合はユニット間を
下記寸法以上離してください。

単位：mm

4000
4500
5000

363～563
713・903
1123～1603

寸　法項目形式

据付高さが3mを越えると暖気が天井にこもりますので
サーキュレータの併用を検討してください。
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⒤ FDU／高静圧ダクト形

⒤　据付場所の選定
01）据付部の天井が強固な所。
02）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度80％以下の所。

03）天井裏高さはドレン勾配が取れ，ドレンが完全に排水
できる所。
ダクト吸込口・吹出口に通風の障害物のない所。

04）下図のスペースのとれる所。
また，天井等にはユニットサービス用の点検口を設け
てください。

(注)据付高さは2.5m以上として下さい。

600

1200

63
5

850 100

点検口
(635×1200)

600

1７20

63
5

1370 100

点検口
(635×1720)

⒤　据付場所の選定
1）冷風（温風）が十分行き渡る所

据付高さが3mを越えると暖気が天井にこもります
のでサーキュレ－タの併用を検討してください。

冷（温）風到達距離（参考）

〔条件〕1.　ユニット高さ：床上2.4〜3.0（m）
2.　運転種類：急
3.　場所：無障害の自由空間
4.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
5.　到達距離点での風速：0.5m/s

02）下図のスペースのとれる所

⒣  FDES／天吊耐油形

形　　式 到達距離

803

1403

8.0

9.0

単位：mm

注⑴　隣接設置の場合は ,�ユニット間を下記寸法以上離してください。

形式
803 4000

寸法

50001403

項目

3）ドレン排水が完全にできる所。ドレン匂配のとれる所
4）�吸込口、吹出口に風の障害のない所，火災報知機の誤

動作しない所，ショートサーキットしない所。
5）直射日光のあたらない所。
6）�フライヤー・工作機械等の真上や，油や蒸気を直接吸

込む恐れのある所。
7）�腐食性ガス（亜硫酸ガスなど），可燃性ガス（シンナー，

ガソリンなど）の発生，滞留の可能性のある所。
�8)� 病院などの電磁波を発生する機器の近く，高周波の発

生近く。
�9)� 潮風が当る所（海浜地区）。

























本ユニットはJIS露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。

600

1200

63
5

850 100

点検口
(635×1200)

600

1７20

63
5

1370 100

点検口
(635×1720)

● FDUP453，563，713LX

● FDUP903，1123，1403LX
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05）調理場，機械工場等に設置の場合は煙・油・蒸気等が
直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

06）高周波を発生する機器等のある所は避けてください。
07）可燃性ガスの発生しない所。
08）室外への配管，配線のしやすい所。
09）直射日光のあたらない所。

ⅱ　ダクト

ダクト施工例 　( 参考 )

消音チャンバー
消音チャンバー(吸込)

点検口
(600口)

吹出口

キャンバス継手 キャンバス継手 風量調節ダンパ

A部詳細
(防振ハンガー)

分岐
外気

保温 A

吸込口
(エアフィルター付)

ユニット 天井面

01）ユニット本体には，エアーフィルターを付属していま
せん。清掃の容易な吸込グリルに組み込んでください。

02）消音チャンバーは，据え付ける室内に適した騒音値か
ら判断して取り付けてください。特に，低騒音を必要
とする事務所・会議室などは，その上に消音装値を取
り付けてください。

①��吸込側ダクトを使用せず，天井内を吸込ダクトにすると
換気扇の能力や外気ガラリに吹きつける風の強さ，天候
(雨の日など )等により天井内が高湿度となります。
イ　�ユニットの外板に結露し，天井に滴下するおそれが

あります。�
ユニットは空気条件および風量限界内で使用してく
ださい。コンクリート建築などで新築の場合も天井
内ダクトにしなくても湿度が高くなることがありま
す。この場合はユニット全体をグラスウール（25mm）
で保温してください。（金網などでグラスウールを
押さえてください。）

ロ　�ニットの運転限界（例：35°CDBのとき吸込空気
温度 24°CWB）をこえる場合も考えられ，圧縮機
のオーバーロードなどのトラブルの原因となります。

ハ　�換気扇の能力，外気ガラリに吹きつれる風の強さに
よってユニットの送風量が多くなり使用制限をこえ
てしまうため熱交換器のドレン水がドレンパンに流
れず，外部に流れだすこともあり（天井にドレン水
が滴下する），水漏れの原因となります。

②��ユニットとダクト，ユニットとスラブの防振をしないと
ダクトに振動が伝わり，天井と吹出口の間で振動音が出
たり，スラブにユニットの振動が伝わることがありま
す。必ず防振してください。

換気扇

①

②

外気ガラリ

ダクト施工の悪い例

03）ユニット本体の振動が天井およびスラブに伝わらない
ように，ダクト部分はキャンバス継手・ユニット本体
は防振ハンガーにより，防振してください。

04）OAダクトの接続口には，据付後の風量調節ができるよ
う，風量調節ダンパを取付てください。

05）吹出口は室内全般に空気が流れるような位置・形状を
選んだ上に，風量が調節できる構造のものを使用してくだ
さい。

06）天井面に点検日を必ず設けてください。電装品，モー
タ，機能品サービス，熱交換器洗浄のために必要です。

07）ダクトの保温施工は必ず実施し，ダクトへの結露を防
止してください。保温材の厚さは65mm（JISA9501）
です。

（側面サービス）

（下面サービス）

（側面、下面サービス共通）

点検口
(600×600)

900以上 900以上 平面図

正面図

　

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

　

ス
ペ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス

100 60

90
0

35

35

据付スペース

400以上
配管スペース

100以上
点検口
(900×1730)

点検口
(600×600)

天井

スラブ

30
0

以
上

20
0

以
上

● FDUP2243，2803LX
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⒥ SAF／全熱交換器付外気処理ユニット

⒤　据付場所の選定
01）冷風または温風が十分行きわたる所。

02）室外への配管，配線のしやすい所。

03）ドレン排水が完全にできる所。

04）据付部の天井が強固である所。

05）吸込口，吹出口に風の障害物がない所。

06）天井裏高さは，ドレン勾配のとれる所。

07）油の飛沫や蒸気の多い所はさけてください。

08）高周波を発生する機械がある所はさけてください。

09）サービススペースが確保できる所

冷媒配管部，加湿器，
給気側ファン点検口 加湿器取出しスペース

排気側フィルタ
取出しスペース

給，排気用
フィルタ
点検口
（□450）

（□450）
450450

150 150

45
0

60
0

45
0

45
0

40
0

800
（□450）

制御箱排気側
ファン点検口

EA OA

SA RA

D

G

F

C
A

B

給気側フィルタ
取出しスペース

E

記号
形式

寸法表

 7503 

10003 

   A 

1700 

1800 

  B 

200 

300 

  C 

200 

200 

  E 

625 

675 

   D 

560以上 

760以上 

   G 

560以上 

760以上 

      F

1200

1390

  

（ユニット上面より見た配置図） 

m3/h (m3/min) (mm×mm)
250× 60
250× 90
250× 120
250× 140
250× 160
250× 170
250× 190
250× 230
250× 270
250× 310
250× 350
250× 390
250× 430
250× 470
250× 560
250× 650
250× 740
250× 830
250× 920
250× 1000
250× 1090
250× 1180

  100
  200
  300
  400
    450 (7.5)
  500
    600 (10)
  800
 1,000 
 1,200 (20)
 1,400
 1,600
 1,800 (30)
 2,000
 2,400 (40)
 3,000 (50)
 3,500
 4,000
 4,500
 5,000
 5,500
 6,000 (100)

ダクトの形

風  量

項  目
寸　　　　法

角ダクト

B 部

A 部

1Pa/m

＜簡易ダクト寸法選定図＞

ファンコントロール操作要領

01）電装品箱に内蔵のファンコントローラのボリュームに
より連続的に風量を調整することができます。ダクト
側でのダンパ等による風量調整（機外静圧調整）は必要
ありません。

02）使用ポイントが運転可能風量範囲内となるように設定
してください。
（空気条件，風量限界を参考としてください）

03）送風機特性（771ページ参照）にてファンコントローラ
のボリュームNo. を選定してください。電気工事終了
後，試運転にて選定したボリュームNo. にセットして
所定風量がでているか確認・調整してください。

ⅲ　風量（機外静圧）の設定（FDUP2243，2803LXのみ）
設計風量とダクト系の摩擦損失（所要機外静圧）に合わせ
てファンコントローラのボリュームで風量を設定してくだ
さい。

直 管 部
曲 り 部
吹 出 部
チャンバー

簡易的なダクトの求め方

ダクトの単位長さ当りの摩擦抵抗を1Pa/mとして，ダクト
は一辺が250mmのものを使用する場合の方法を示す。
例：1123形 60Hz定格風量の場合。

A

 450m3/h  1800m3/h

エアコン本体

エアフィルタ

サプライ(吹出)
チャンバー

 1800m3/h

 450m3/h
B

B
A

　風　　　量　　　ダクト (mm×mm)　　

ダクト抵抗の計算 ( 簡便的に下表の如く計算する )

長さ1m当り1Paで計算する1Pa/m
曲り部1ヶ当り直管に直して3〜4mとする
25Paで計算する
1個で50Paで計算する
1個で40Paで計算する吸 込 グ リ ル

( フィルタ付 )

Ⓐ　部

Ⓑ　部

1800m3/
h(30m3/min)

450m3/
h(7.5m3/min)

250×430

250×160
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⒧ FDFL／床置形ローボーイタイプ（露出形）

ⅰ　据付場所の選定
01）空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風または温風部

屋に十分行きわたるよう据え付け場所，据え付け方向
を選んでください。

　冷 ( 温 ) 風到達距離 ( 参考 )　　　　　　　　　　 単位：m

� 容　量� 283～563 713

� 到達距離� 4� 5

　〔条件〕1.　運転種類：強運転
2.　場所：無障害の自由空間
3.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
4.　到達距離点での風速：0.5m/s

02）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがない所

03）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ない所

04）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙･油･蒸気等が
直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

床面

600以上

10
00
以
上

15
0以
上

15
0以
上

600以上

形式項目

以上 以上

以
上

40
（
65
）

50 100

04）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙･油･蒸気等が
直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

05）室外への配管，配線のしやすい所
06）据付部が強固である所
07）直射日光のあたらない所
08）可燃性ガスが発生しない所
09）ドレン排水が完全にできる所

注⑴　（　）内数値は713形を示します。

03）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ない所

⒨  FDFU／床置形ローボーイタイプ（隠蔽形）
⒤　据付場所の選定
01）空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風または温風部

屋に十分行きわたるよう据付場所，据付方向を選んで
ください。

　冷 ( 温 ) 風到達距離 ( 参考 )　　　　　　　　　　 単位：m

　〔条件〕1.　運転種類：強運転
2.　場所：無障害の自由空間
3.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。
4.　到達距離点での風速：0.5m/s

02）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがない所

03）エアフィルタのサービス，パネルの着脱作業に支障の
ない所

04）調理場，機械工場等に設置の場合は，煙･油･蒸気等が
直接ユニットに吸込まれない場所を選んでください。

05）室外への配管，配線のしやすい所
06）据付部が強固である所
07）直射日光のあたらない所
08）可燃性ガスが発生しない所
09）ドレン排水が完全にできる所
10）サービススペースが確保できる所

� 容　量� 283～563 713

�
到達距離� 4� 5

形式項目

ペリカバー 

ペリカバー 

床面 

600 

10
00
 

60
0 

100 100

⒦ FDK／壁掛形

⒤　据付場所の選定
01）空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風または温風が

部屋に十分行きわたるよう据付場所，据付方向を選ん
でください。

　冷 ( 温 ) 風到達距離 ( 参考 )　　　　　　　　　　 単位：m

� 暖　房

� 冷　房

形式項目

1.　運転種類：強運転

2.　場所：無障害の自由空間

3.　到達距離は風が床に届いた水平距離を示します。

4.　到達距離点での風速：0.5m/s

02）吸込口および吹出口の近くに風の障害となるようなも
のがない所

283～453

7

5

713

8.5

7

05）室外への配管，配線のしやすい所
06）据付部が強固である所
07）直射日光のあたらない所
08）可燃性ガスが発生しない所
09）ドレン排水が完全にできる所
10）サービススペースが確保できる所
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4）�下部ドレンパンに上部ドレン水が流入することのな

いように注意してください。

ⅳ　ダクト工事
直吹タイプ

1）�送風機切換コネクタ(上部前面カバーの内側)を，高速

に切換てください｡機外静圧50Pa程度とれます。

2）�ダクトは天板をはずして送風機台にとりつけてくだ

さい。

ダクトタイプ

1）�ユニットとダクト，ダクトのサポート等は必要に応じて

防振キャンバス，防振ゴム等により接続・支持し振動の

伝播及び騒音の増幅等にならないよう施工してください。

⒪ FDWU／床置形システムパッケージ

⒤　据付場所の選定
01）空調する部屋の形状，高さに応じ，冷風又は，温風が

部屋に十分行きわたるよう据付場所，据付方向を選ん
でください。

02）吸込口及び吹出口の近くに風の障害となるようなもの
がない所。

03）エアフィルターのサービス，パネルの脱着作業に支障
のない所。

04）室外ユニットへの配管，配線のしやすい所。
05）据付部の床が強固である所。
06）ドレン排水が完全にできる所。
07）ユニットを水平にしてください。
08）冷媒ガスが漏れた時，周囲の空気が一定の限度濃度を

こえるおそれのある場合は隣室との間の開口部やガス
漏れ検知警報と連動する機械換気装置などの取付が必
要となりますのでご注意ください。

09）サービススペースが確保できる所。

50
0

(サービススペース)

(取付スペース)

400

400

(サ
ービ

スス
ペー

ス
)

本体ユニット ダクトユニット

下り勾配

10cm程度

上部ドレン

下部ドレン

⒩ FDAS／床置形

⒤　据付場所の選定
1）�床の強度，水平度を確認してください。また床が共

鳴する場合必要なら補強，防振等をしてください。

2）�サービススペースとして前面側1m以上確保できる所。

ⅱ　据付
1）基礎ボルトの位置および固定金具

・1403

・2243，2803

ⅲ　ドレン配管
1）�ドレン配管は上部，下部の2箇所あり左右いずれも配

管接続が可能です。

2）�ドレン配管は下り勾配にしてください。（横走り部

1/25〜1/100）

3）�ドレン配管は10cmの水封がつくられる程度のトラッ

プを設けてください。

897

927

4- 10

37
8

34

378 35
ｔ：2.3 

（差込み） 

11 

105
 
55 

50 

φ10 
15
 

3 

34 

30
 

20
 

1135（1395）

1113（1373）

32

（床接触寸法）

32

40

32
30

4-φ13

4-M8

411 63

45 34

φ10

φ13

40

45
34

50

34

（　）内数値は2802形を示します。

単位：mm
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⒫ FDU-F／給気処理ユニット

⒜　据付場所の選定
01）�冷風または温風が十分行きわたる所。��

据付高さが3mを越えると暖気が天井にこもりますの
でサーキュレータの併設をご指導ください。

02）��室外への配管、配線のしやすい所。
03）�ドレン排水が完全にできる所。
04）据付部の天井がユニット質量に耐えられるだけ強固

である所。
05）�本エアコンはJIS露付条件で試験を行い故障のないこ

とを確認しておりますが、高温度雰囲気（露点温度
28℃以上）で運転すると水滴が落下するおそれがあ
ります。このような場所への設置はしないでくださ
い。

06）�吸込口、吹出口に風の障害物のない所。
07）�火災報知器の誤動作しない所。
08）�ショートサーキットしない所。
09）�ドレン勾配のとれる天井裏高さ。
10）�油の飛沫や蒸気の多い所はさけてください。（例：調

理場、機械工場）熱交換器の性能低下・腐食、プラ
スチック部品の破損の原因となります。

11）�高周波を発生する機械がある所は、さけてください。
ノイズ発生によるコントローラの誤動作の原因とな
ります。

12）�腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、
ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある場所は
さけてください。熱交換器の腐食、プラスチック部
品の破損の原因となります。

13）冷媒ガスが漏れた時、周囲の空気が限界濃度を超え
るおそれがある場合は窒息防止のため隣室との間の
開口部やガス漏れ検知警報と連動する機械換気装置
などの取付けが必要となりますのでご注意ください。

14）�エアコン本体とリモコンはテレビやラジオから 1m
以上離してください。

空気条件・風量

903・1403
平面図� 単位：mm

9

定格風量（m3/min） 吸込空気温度
903
1403
2243
2803

8.5/8.5
14.0/14.5
22/21.5
30/30

冷房時
20℃DB〜40℃DB

暖房時
0℃DB〜24℃DB

（50/60Hz）

正面図� 単位：mm

�上記に示す条件が満たされない時には次のような方法

が可能です。

平面図� 単位：mm

�正面図については前記と同様とします。

2243・2803

平面図� 単位：mm

正面図� 単位：mm

903 
1403 

（下面サービス）



3.6-437_465 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

455

⒬ FDU-F／加湿器付外気処理ユニット
⑴　据付場所の選定
01）冷風または温風が十分行きわたる所。

据付高さが3mを越えると暖気が天井にこもりますので
サーキュレータの併設をお勧めください。

02）室外への配管，配線のしやすい所。
03）ドレン排水が完全にできる所。ドレン勾配のとれる所。
04）吸込口，吹出口に風の障害物のない所。火災報知器の

誤動作しない所。ショートサーキットしない所。
05）周囲の露点温度が28℃以下，相対湿度 80％以下の所。

空気条件・風量 
定格風量 吸込空気温度 

1083

1683

2103

18/18 

28/28 

35/35 

1080/1080 

1680/1680 

2100/2100 

m3/min 
項目 

機種 m3/h 
冷房時 
0～43℃DB 
(16℃DB以下は送風) 
暖房時 
－5～20℃DB 

（50/60Hz） 

平面図

　1083 単位：mm 

100以上 
据付スペース 加湿器 

エレメント 

加湿器 
エレメント 

吹出 

吹出 

900以上 

900以上 900以上 

サービス 
スペース 

サービス 
スペース 

サービス 
スペース 

吸込 

吸込 

1000 

1000

点検口 
(600×600) 

点検口 
(600×600) 

点検口 
(600×600) 

　1683・2103

























本ユニットはJIS露付条件にて試験を行ない，故障
のないことを確認しておりますが，ユニット周囲が
上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると水
滴が落下するおそれがあります。そのような条件下
で使用する可能性がある場合には，ユニット本体の
全ておよび配管，ドレン配管にさらに10〜20mm
の断熱材を取り付けてください。

注⑴　�前ページに示す条件が満たされない時には次に示すよう
な方法が可能です。

平面図� 単位：mm
�正面図については前項と同様です。

（下面サービス）
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⑵　搬入
⒜　搬入時はできるだけ据付場所の近くまで梱包のまま搬

入してください。
⒝　やむをえず開梱して搬入する場合はナイロンスリング

などで包みユニットを傷つけないよう注意してくださ
い。

梱包金具について
　梱包金具 2個は不要ですので捨ててください。

正面図

   全シリーズ
スラブ

天井

  A 以
上

  B 以
上

天井フトコロ
500mm対応 通常据付

単位：mm

A

B

※3  300

※4  200(120)※2  120

※1  0～20

梱包金具(2個)

木台 木ねじを外してください。

金具をとった後，またねじを
締めておいてください。
(ダクトフランジ固定用)

注⑴梱包固定個所は4箇所で2個所は
梱包金具ですが，2個所は加湿器
の吊り金具で兼用しています。

注⑴　�※ 1印�0〜20スペースで対応した場合はダクト上部の中心
部のねじが締め付けられないのと，何らかの理由でダクトを
外す時もダクト上部の中心部のねじが外せません。対応とし
て短ダクトを下で付けてからユニットを吊り込んでくださ
い。またドレンアップ高さは天井フトコロに収まるよう調整
ください。（少し余裕をみるとドレンアップ高さは 300mm
が限界です。）

　⑵　�※ 2印�ドレンアップセットがユニット下面より110mm出ま
すので少し余裕をみて120mmとしています。

　⑶　�※ 3印�ダクト上部の中心部のねじの取り外しのために腕が
入るスペースとして 300mmとしています。

　⑷　�※ 4印�自然排水時のドレン勾配用のスペースとして200mm
としています。（静圧対応のトラップ分を含む )ドレンアッ
プセット仕様の場合は（　）寸法の120mmとしています。

0～
20

吹出

ユニット

ユニット

上階スラブ

吸込
短ダクト

⑶　据付
〈吊りボルト固定方法〉
下記のいずれかの方法で吊りボルトを固定してください。

インサート 150～160mm

吊りボルトM8～10

鉄筋

ホールインアンカ
ホールインプラグ

コンクリート

〈水平度の確認〉
水準器を使用するか，下記の要領で水平度の調整を行って
ください。

配管側

注水

水面

0～5mm

配管側を下がりぎみにしてください。

ビニール
ホース

〈吊りボルト位置〉
吊りボルトは6本必要です。

360

250 

A

74
9 

54
6 

13
40
 

吹出 

加湿器 

本   体 

吸込 

下面 

上面 

機種 
項目 

1083

1683, 2103

1270 

1640 

A 

この部分の吊りボルトは 
加湿器のコントロールが 
下にあるので長さ制限が 
必要です。 

吊りボルト 吊り金具 

50以下 

注⑴　�水平度がでていないとフロートスイッチの誤動作，あるい
は不作動の原因となります。
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2）�ユニットの運転限界を超える場合も考えられ，圧縮
機のオーバーロードなどのトラブルの原因となりま
す。

3）�換気扇の能力，外気ガラリに吹付ける風の強さによっ
てユニットの送風量が多くなり使用制限を越えてし
まうため熱交換器のドレンがドレンパンに流れず，
外部に流れだすこともあり（天井にドレンが滴下す
る）水漏れの原因となります。

②ユニットとダクト，ユニットとスラブの防振をしないと
ダクトに振動が伝わり，天井と吹出口の間で振動音が出
たり，スラブにユニットの振動が伝わることがあります。
必ず防振してください。

〈簡易的なダクト寸法の決め方〉
ダクトの単位長さ当たりの摩擦抵抗を1.0Pa/m として，
ダクトは一辺が250mmのものを使用する場合の方法を示
します。
1083形，60Hz定格風量の場合を例とします。

風量 ダクト（mm×mm） 

A 部 1080m3/h 
（18m3/min） 250×250 

B 部 270m3/h 
（4.5m3/min） 250×100 

項目 位置 

B 270m3/h 

A 1080m3/h 

A 1080m3/h 

B 270m3/h エアコン本体 

エアフィルタ 

サプライ(吹出） 
チャンバー 

●ダクト抵抗の計算 

簡易ダクト寸法選定図 

直管部 

曲り部 

吹出部 

チャンバ 

外気ガラリ及びフィルタ 

長さ1m当り1.0Paで計算する(1.0Pa/m) 

曲り部1ヶ当り直管に直して3～4mとする 

25Paで計算する 

1個で50Paで計算する 

1個で40Paで計算する 

m3/h (m3/min) (mm×mm) 
250×  60  
250×  90  
250×110  
250×120  
250×140  
250×150  
250×170  
250×190  
250×230  
250×270  
250×290  
250×310  
250×350  
250×390  
250×430  
250×470  

100  
200  
270  
300  
400  
435  
500  
600（10）  
800  
1000  
1080  
1200（20）  
1400  
1600  
1800（30）  
2000 

ダクトの形  

風  量  

項  目  
寸　　　　法  

角ダクト  

(1.0Pa/m) 

B 

 部  A 

 部  

①エアコン本体にはエアフィルタが付属されていません。
吸込側のユニットの近くに取付け，掃除が容易にできる
構造としてください。

②消音チャンバーは据付ける室内の許容される騒音値に
よって取付けてください。特に低騒音とする必要がある
場合は，さらに消音装置が必要です。（事務所，会議室
などでは必ず取付けること。）

③エアコン本体の振動が天井およびスラブに伝わらないよ
うにダクトはキャンバス継手，エアコン本体は防振ゴム
により防振してください。

④外気ガラリには雨水が侵入しない処理をしてください。
⑤吹出口は室内全般に空気が流れるように位置，形状を選
びさらに風量が調節できる構造のものを使用してくださ
い。冷房時の吹出温度は10℃前後まで下がる場合があ
ります。断熱・結露対策をした機器を使用してください。

⑥天井面に点検口を必ず設けてください。電装品，モータ，
機能品，加湿器エレメントのサービス，熱交洗浄のため
に必要です。

⑦ダクトの保温施工は必ず実施し，ダクトへの結露を防止
してください。保温材の厚さは65mm（JISA9501）です。
特に外気吸込使用の場合，暖房時の低外気空気により屋
内ダクトが冷却されて，吸込側ダクトが結露する場合が
あります。また，冷房時の高湿度外気が屋内空気により
冷却され結露する場合があります。吹出側ダクトと同様
に吸込側ダクトの断熱を確実に行ってください。

①吸込側ダクトを使用せず，天井内を吸込ダクトにすると
換気扇の能力や外気ガラリに吹き付ける風の強さ，天候
（雨の日など）等により天井内が高湿度となります。
1）�ユニットの外板に結露し天井に滴下するおそれがあ

ります。ユニットは⑴の項空気条件および風量で使
用してください。コンクリート建築などで新築の場
合も天井内ダクトにしなくても湿度が高くなること
があります。この場合はユニット全体をグラスウー
ル（25mm）で保温してください。（金網などでグラ
スウールを押さえてください。）

⑷　ダクト工事

②消音チャンバー(吹出) ②消音チャンバー(吸込) 

・キャンバス継手 ・キャンバス継手 A ⑦保温 ④外気ガラリ 
   深形フード 

天井面 
①エアフィルタ 

A部詳細 
(ハンガー防振) エアコン本体 

⑥点検口 
(600□) 

⑤吹出口 

⑦保温 

ダクト工事の悪い例
②

換気扇

①
外気ガラリ
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⑸　ファンコントローラ操作要領
本機は電装品箱に内蔵のファンコントローラのボリューム
により，連続的に風量を調整することができます。ダクト
側でのダンパ等による風量調整（機外静圧調整）は必要あ
りません。使用ポイントが定格風量範囲内となるように設
定してください。下図にファンコントローラの電装品箱内
の位置と操作のしかたを示します。

⒜　配管は下記材質のものをご使用ください。なお別売配
管セットを使用されると便利です。

（材質）リン脱酸銅継目無銅管（C1220T,�JIS�H3300）

1083

1683

2103

液配管 
ガス配管 
液配管 
ガス配管 
液配管 
ガス配管 

φ9.52 
φ15.88 
φ9.52 
φ19.05 
φ9.52 
φ22.22 

フレア接続 
フレア接続 
ろう付接続 
ろう付接続 
ろう付接続 
ろう付接続 

このコネクタはファンコント
ローラが故障した場合の緊急
バイパス用コネクタです。 
このコネクタをプリント基板
からのコネクタと接続すると
100％運転ができます。 

このコネクタがプリント
基板のコネクタと接続さ
れています。 
コネクタ№1-R相 
コネクタ№2-S相 
コネクタ№3-ファンモータ 
コネクタ№3コモン回路 

ファン 
コントローラ 

プリント基板 

CnK 

CnH 

CnW2 TR 

CFI 

CnFX 

F(5A)

1 2 3 A B X Y Z アカ シロ クロ 

信号線12V 室内外接続 
 電線200V 

端子台 

このクランプで現地側電気配線 
をクランプする。 

電装品箱での位置 
1083形の電装品箱を代表例としています。 
ファンコントローラの位置は1683, 2103形は異なります。 

このつまみを回してください 
(ボリューム№“1”～“8”で制御） 

ファンコントローラの操作のしかた 
注⑴ファンコントローラを操作する際は，充電部に触れる 
　　恐れがあるので必ず電源を切ってください。 

このグロメットに現地側電
気配線を貫通させ電装品箱
内の端子に接続する。 

⑹　冷媒配管
冷媒配管接続口径，接続方式

⒝　配管の曲げはできるだけ大きな半径で行ってくださ
い。曲げなおしを何回も行わないでください。

⒞　配管は，ねじったり・つぶしたりしないでください。

⒟　配管内はゴミ・切粉・水分が混入しないように施工し
てください。

⒠　室内ユニット配管はサービスパネルを取り外し可能と
するため，配管方向がどの方向でも必ずユニットから
400mm以上のストレート部分を設けてください。

⒡　フレア接続，ろう付接続は以下のように行ってくださ
い。

○フレア接続
・�ユニットの配管端部のフレアナットは，必ずスパナ
で２丁掛けして外してください。（このときガスが
出ることがありますが，異常ではありません。）
・�フレアナット接続時は，フレア中心を合わせ，最初
手回しで3〜4回転ねじ込み，２丁スパナ掛けでしっ
かりと締め付けてください。

　フレアナット締付トルク
φ6.35：14〜18（N・m），（1.4〜1.8kg・m）
φ9.52：34〜42（N・m），（3.4〜4.2kg・m）
φ12.7：49〜61（N・m），（4.9〜6.1kg・m）
φ15.88：68〜82（N・m），（6.8〜8.2kg・m）

○ろう付接続
・�ろう付作業時は，ろう付部周囲を過熱しないように
濡れタオル等で冷やしながら実施してください。

⒢　室内ユニットの配管接続部は，ガス漏れチェック後，
断熱を行ってください。ガス側配管，液側配管とも断
熱は完全に行ってください。

※液側配管は断熱しないと結露し水漏れします。
・�フレア接続部は，付属の継手用断熱材をかぶせ，両
端を付属のバンドでしっかりと締め付けてください。
・�ろう付接続部は，現地にて断熱材を手配し，断熱し
てください。

⒣　冷媒は，室外ユニットに充填されています。

○フレア接続部の断熱 

○配管位置 

バンド(付属品) パイプカバー(付属品) 

現地配管断熱材厚さ20mm以上 

240 80 510 

300 530 

31
0 

30
 

冷媒液配管 冷媒ガス配管 電装品箱 
上面 

加湿器 

下面 

ドレン配管接続口VP-25(塩ビ管)

吹 

出 

側
 

吸 

込 

側
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ダクトを接続し，送風機を運転するとユニット内部は大
気圧に対して負圧となります。

例：�上図のように外気ガラリ，エアフィルタ，ダクトの
吸込側の圧力損失が100Paあるとすれば運転中の
ドレン水位は停止中に比べ100mm上昇します。

〈トラップの施工〉
（本体ドレン配管，加湿器排水配管）
・�ドレン排水出口が負圧となる位置にありますのでドレ
ンパンの水位上昇による水漏れを防ぐため設計上ト
ラップを（配管工事のとき）１ヶ所設けてください。
・�トラップは掃除が可能な構造とすることが必要です。
下図に示すようにT形継手を使用してください。また
トラップの高さも図のような寸法としてください。
・�トラップはユニットの近くに設けてください。

 室内ユニット
(本体，加湿器)

H
1

H
2

H1=100mmまたは送風機の静圧
H2=1/2H1又は50～100mm

注⑴　�ドレン配管の途中に１ヶ所，上図のようなトラップを
設けてください。

⒜　給水配管

1）�加湿器への給水は，公共の水道管から直接接続する
ことは出来ません。このような場合はシスターン（型
式認可品）をご使用ください。

2）�給水サービス弁をご用意ください。給水サービス弁
は加湿器本体になるべく近い位置に，必ず加湿器１
台につき1ヶご使用ください。

3）�配管に結露が生じないよう必ず保温してください。

注⑴　�給水の水質は，水道法水質基準に準ずる飲料水をご使用く
ださい。また，井戸水や工業用水も使用しないでくださ
い。水質が不適当な場合は，室内の空気の汚れの原因にな
ることがあります。

　⑵　�配管は必ず保温してください。保温しないと結露による漏
水の原因になります。

吸込側圧力損失100Pa

ダクト ダクト

本体 加湿器

運転中
休止中

ドレンパン

ドレン配管

エアフィイルタ

外気ガラリ

10
m
m

⑻　加湿器給水・排水配管工事

⒜　ドレン配管は市販の硬質塩ビパイプ一般管（本体
VP-25,�加湿器VP-20）を使用してください。

⒝　ドレン配管をユニットのドレンソケットの段差部まで
装着し，付属のホースクランプで確実に締付けてくだ
さい。

⒞　ドレン配管を接続する場合にユニット側の配管に力を
加えないように注意して行いできる限りユニット近傍
で配管を固定してください。

⒟　ドレン配管は下り勾配（1/50〜1/100）とし，途中
山越えを作らないようにしてください。

⒠　複数台のドレン配管の場合，加湿器の排水配管と集
合させる場合，下図のように本体ドレン出口より
100mm以上下に集合配管がくるようにしてくださ
い。また集合配管はVP-30以上を使用してください。

⒡　室内にある硬質塩ビパイプは必ず保温してください。

⒢　ドレン配管の出口は臭気の発生する恐れのない場所に
施工してください。

⒣　ドレン配管はイオウ系ガス等有害ガス及び可燃性ガス
の発生する排水溝に直接入れないでください。室内に
有害ガス及び可燃性ガスが侵入する恐れがあります。

⑺　ドレン配管（本体）

室内ユニット
(本体)

ドレンソケット

ホースクランプ
(付属品)

VP-25(現地手配)パイプカバー［断熱用］
(現地手配)

室内 
ユニット 

室内 
ユニット 

断熱材 
下り勾配1/100以上 

支持金具 

1.5m～2m

山越え× 

室内ユニット

できる限り大きくとる
(約100mm)

下り勾配1/100以上 VP-30
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4）�配管の管末にフラッシング用バルブやプラグを取り
付けるなどして，施工後にもフラッシングが行える
ように配管してください。

5）�給水配管と加湿器本体を接続する前には通水して必
ずフラッシング（配管のブロー）を行い，配管内の
汚れや異物が加湿器に流入しないようにしてくださ
い。

6）�寒冷地では，給水配管の凍結防止処置（断熱材の追
加，凍結防止ヒータ追加等）を行ってください。

〈施工要領〉

1）�給水軟銅管の接続はリングジョイント式です。下図
を参照して，水漏れの無いように確実に接続してく
ださい。

2）�接続後に付属の断熱材をリングナット部に貼り付け
てください。

加湿器本体
給水口

付属品
断熱材付軟銅管
φ6.35×400L

付属品
T型ストレーナ
R1/2

給水サービス弁
現地手配

フラッシング用バルブ
現地手配

付属品
ノリ付き断熱材貼付
2箇所

リングナット 継手

軟銅管 真鍮リング

注⑴　�軟銅管は継手部付近からの急な曲げ加工は行わないでく
ださい。

　⑵　�軟銅管は，継手奥までまっすぐにしっかりと差し込んで
ください。

　⑶　�リングナットの締め付けトルクは10N・m程度として
ください。

⒝　排水配管

1）�加湿器からの排水配管は必ず1/100以上の先下がり
勾配・大気開放とし，排水がスムーズに流れるよう
に配管してください。

2）�排水配管はVP20以上とし，排水主管までは各加湿
器ごとに単独で配管してください。

3）�付属の排水ホースの内径はφ25です。排水口と現地
手配の排水配管との間を付属の排水ホースで接続し
ます。ホースバンドの締め付けトルクは1.5N・m程
度としてください。

4）�排水ホースに排水配管の荷重がかからないように施
工してください。

5）�配管に結露が生じないよう必ず保温してください。

6）�排水配管には必要に応じて本体内静圧分以上のト
ラップを設けてください。

7）�寒冷地では，排水配管の凍結防止処置（断熱材の追
加，凍結防止ヒータ追加等）を行ってください。

〈施工要領〉

1）�下図を参照して，水漏れの無いように確実に接続し
てください。

2）�必ず付属のL型ホースをご使用ください。ガス管や
鉄管などは使用しないでください。

加湿器本体
点検口

付属品
L型排水ホース

VP20
現地手配

ストレートの場合は，
切断してご使用ください。

付属品
ホースバンド

排水口

ドレン排水用ポンプ
付属品　プラグ

断熱材
付属品

注⑴　�オプションのドレン排水用ポンプを使用する場合は，�付
属品のプラグを排水口にねじ込んでください。結露防止
のため，付属の断熱材を貼り付けてください。
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⒝　加湿器側
点検口をはずし，ドレンパンに約1000ccの水を徐々に
入れ，スムーズに排水することを確認してください。ま
た，水漏れの無いことを確認ください。

キャップ
対辺17

放水

パッキン

SUS網

ストレーナ バケツなど

フラッシング
バルブ

給水配管

加湿器本体

⑼　排水テスト
ドレン工事が完了したら，水を流して確認してください。
⒜　本体側
サイドパネルをはずし，ドレンパンに約1000ccの水を
徐々に入れ，スムーズに排水することを確認してくださ
い。また，水漏れの無いことを確認ください。

⑽　保守点検
加湿器の機能を維持し正常に運転させるためには，定期的
な保守点検が必要になります。下記の基本的内容を確実に
実施してください。

⒜　給水配管のフラッシング
頻度：設置後初めての運転前，シーズンイン時
要領：�フラッシングバルブから十分な放水をしてくださ

い。

⒝　給水ストレーナの清掃
頻度：設置後初めての運転前，シーズンイン時
要領：�ストレーナのキャップを外し筒状のアミを取り出

しきれいに掃除して水洗いしてください。

点検口を外す

⒞　加湿器モジュールの洗浄
頻度：�シーズンイン時（汚れ具合に応じて周期を早める）

運転の経過に従い徐々に汚れが付着します。汚れ
具合は給水の水質，流通空気の条件などで変化し
ますが，衛生面の配慮から最低，年一回の洗浄を
お願いします。

要領：�市販の「酸素系漂白剤」をシミ抜き程度の濃さに
薄め30分から1時間「漬け置き」します。その後
十分に水洗いし完全に乾燥させます。不明の場合
は販売店に確認してください。

⒟　ドレンパンの掃除
頻度：�シーズンイン時（汚れ具合に応じて周期を早める）
要領：�汚れやヌメリをウエスで拭き取ってください。確

実に排水し異常が無いことを確認してください。

⒠　給水ヘッダのノズル掃除
頻度：�シーズンイン時（汚れ具合に応じて周期を早める）
要領：�ヘッダを取り外しノズル（細管）の先端をブラシ

やウエス等で掃除し，汚れを取り除きます。先端
の詰まりは細い針金で除去してください。

ノズル

細い針金

ヘッダ

ヘッダケース

注⑴　�点検清掃後は漏水や異常音などの無いことを必ず確認し
てください。
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据付＆サービススペース（ここに示す据付＆サービススペース、空気条件、風量限界は必ず守って下さい。）

○据付けはこの据付
説明に従って正し
く行ってくださ
い。
○工事計画にあって
いますか。

①据付のまえに

②据付場所の選定

機種・電源仕様

確認してください

配管・配線・小物部品

据付場所は下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
●ビルの中間階。（地上階など床下の地熱の影響を受ける所では特に暖房運転時に十分効果が得られ
ないことがあります）
●冷熱または温風が十分行きわたる所。
●ドレン排水が完全にできる所。ドレン勾配のとれる所。
●吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
●直射日光のあたらない所。
● 周囲の露点温度が28℃以下、相対湿度80%以下の所。
　（本ユニットはJIS露付条件にて試験を行い、故障のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上
記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転すると、水滴が落下する恐れがあります。）
●エアコン本体・リモコンは、テレビやラジオなどから１m以上離してください。
据付けようとする場所の強度を確認してください。
●ユニットの重量に絶えられるかどうか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付作業を行
ってください。
●床が共鳴するおそれはないですか、必要に応じ補強・防振等をしてください。

1.

2.

アンダーフロア

10
00

空気条件・風量条件
　　項目

機種　　

風量（m3/min）

定格（上限）

140 65 45

上限26℃WB
外温35℃DBのとき

下限16.5℃WB
外温－5℃DBのとき

上限27℃DB
外温20℃WBのとき

下限10℃DB
外温－15℃WBのとき

上限27℃DB
外温20℃WBのとき

下限10℃DB
外温－20℃WBのとき

160 70 49
露点温度
23℃以下

224 100 70

280 130 91

下限 冷　　房 暖　　房

室内ユニット吸込空気湿度 室内ユニット
周囲の空気温度

⒭ DAU ／床置形システムパッケージ

④ダクト工事 

③ユニットの搬入・据付

○搬入時はできるだけ据付場所の近くまで梱
包のまま搬入してください。
○解梱して搬入する場合、ユニットを傷つけな
いよう搬入してください。

○本機は電装品箱に内臓のファンコントローラのボリュームにより、
連続的に風量を調節することができます。
○ユニット出荷時、ファンコントローラのボリュームは⑧（最高回転
数）に設定しています。
○使用ポイントが運転可能風量範囲内となるように設定してください。
（風量限界を参考にしてください。）
○事前に別途技術資料に記載されている送風機特性によりファンコン
トローラのボリュームNoを選定してください。

①消音チャンバーは据付ける室内の許容される騒音値によって取付けてください。
②アンダーフロア本体の振動が天井およびスラブに伝わらないようダクトにはキャンバス継手、
アンダーフロアには防振パッドにより防振してください。
③アンダーフロアからの到達距離。

木ネジをとってください。木台

消音チャンバー

アンダーフロア
アンダーフロア

架台

天井

照明器具
リターンユニット

床吹出口

リターン
エアー

C

B 4-φ12

寸法
機種

140, 160

224

280

1535

2235

2375

1490

2190

2330

1570

2270

2410

A B C

（基礎ボルト）

単位 mm

床下スペース L（mm）

150mm

200mm

250mm

15以下

20以下

25以下

吹出口

A17.5

17
.5

37
5

33
0

41
0

17
.5 17.5

ファンコントローラ調整

搬入

〈基礎ボルト固定方法〉
下図の寸法により基礎ボルトで本体を固定してください。

据付

SA
RA

ダクト①（現地手配） ダクト②（現地手配）

・外気処理ユニットのSAダクト②
を接続してください。

外気処理ユニット（オプション）

アンダーフロア

吹出口からの吹出温度は
冷房時まで約0.16deg 
C/mで上昇しますので距
離が長い場合注意してく
ださい。
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④ダクト工事 

③ユニットの搬入・据付

○搬入時はできるだけ据付場所の近くまで梱
包のまま搬入してください。
○解梱して搬入する場合、ユニットを傷つけな
いよう搬入してください。

○本機は電装品箱に内臓のファンコントローラのボリュームにより、
連続的に風量を調節することができます。
○ユニット出荷時、ファンコントローラのボリュームは⑧（最高回転
数）に設定しています。
○使用ポイントが運転可能風量範囲内となるように設定してください。
（風量限界を参考にしてください。）
○事前に送風機特性によりファンコントローラのボリュームNoを選
定してください。

①消音チャンバーは据付ける室内の許容される騒音値によって取付けてください。
②アンダーフロア本体の振動が天井およびスラブに伝わらないようダクトにはキャンバス継手、
アンダーフロアには防振パッドにより防振してください。
③アンダーフロアからの到達距離。

木ネジをとってください。木台

消音チャンバー

アンダーフロア
アンダーフロア

架台

天井

照明器具
リターンユニット

床吹出口

リターン
エアー

C

B 4-φ12

寸法
機種

140, 160

224

280

1535

2235

2375

1490

2190

2330

1570

2270

2410

A B C

（基礎ボルト）

単位 mm

床下スペース L（mm）

150mm

200mm

250mm

15以下

20以下

25以下

吹出口

A17.5

17
.5

37
5

33
0

41
0

17
.5 17.5

ファンコントローラ調整

搬入

〈基礎ボルト固定方法〉
下図の寸法により基礎ボルトで本体を固定してください。

据付

SA
RA

ダクト①（現地手配） ダクト②（現地手配）

・外気処理ユニットのSAダクト②
を接続してください。

外気処理ユニット（オプション）

アンダーフロア

吹出口からの吹出温度は
冷房時まで約0.16deg 
C/mで上昇しますので距
離が長い場合注意してく
ださい。
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⑤冷媒配管

●配管は下記材質のものをご使用ください。なお別売配管セットを使用されると便利です。
　  （材質）リン脱酸銅継目無銅管（C1220T, JIS H3300）
●配管の曲げはできるだけ大きな半径で行ってください。曲げなおしを何回も行わないでください。
●配管は、ねじったり・つぶしたりしないでください。
●配管内はゴミ・切粉・水分が混入しないように施工してください。
●フレア接続、ろう付接続は以下のように行ってください。

●冷媒は、室外ユニットに充填されています。（室内及び接続配管分の追加量については室外の説明書をご覧ください。）

・ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで2丁掛けして外してください。
　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
・フレアナット接続時は、フレア中心を合わせ、最初手回しで3～4回転ねじ込み、2丁スパナ掛けでし
っかりと締め付けてください。

20 20410 410

68

42

68

42

410 410

79

100

79

100

62
0

62
0

12
05

75

12
05

75

25
4.
5

25
4.
5

13
5.
5

36
9

10
0

13
5.
5

36
9

10
0

冷媒配管接続口
（ガス側）

冷媒配管接続口
（液側）

加湿器
（PT1/2-15A）

ドレン排水口
（PT1-25A）

冷媒配管接続口
（ガス側）

冷媒配管接続口
（液側）

加湿器
（PT1/2-15A）

ドレン排水口
（PT1-25A）

分割 分割

右配管用ユニット 左配管用ユニット

フレアナット締付トルク

配管位置

ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。

冷媒配管接続口径、接続方式

140, 160
液配管

ガス配管

液配管

ガス配管

液配管

ガス配管

φ9.52

φ15.88

φ9.52（内径）

φ19.05（内径）

φ9.52（内径）

φ22.22（内径）

フレア接続

フレア接続

ろう付接続

ろう付接続

ろう付接続

ろう付接続

224

280

○フレア接続

・ろう付作業時は、ろう付部周囲を過熱しないように濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
○ろう付接続

● 室内機の配管接続部は、ガス濡れチェック後、断熱を行ってください。

φ6.35：14～18（N･m）、（1.4～1.8kg･m）、φ9.52：34～42（N･m）、（3.4～4.2kg･m）
φ12.7：49～61（N･m）、（4.9～6.1kg･m）、φ15.88：68～82（N･m）、（6.8～8.2kg･m）

※液側配管は断熱しないと結露し水漏れします。
・配管の接続部は現地にて断熱材を手配し、断熱してください。
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⑦電気配線接続

○ドレン配管は市販の硬質塩ビパイプ一般管VP-25を使用してください。
○ドレン配管は下り勾配（1/50～1/100）とし、途中山越えを作らないようにし
てください。
○トラップは、必ずユニット毎に設けてください。（右図参照）
○室内にある硬質塩ビパイプは必ず保温してください。
○ドレン配管の出口は臭気の発生する恐れのない場所に施工してください。
○ドレン配管はイオウ系ガス等有害ガス及び可燃性ガスの発生する排水路に直

　室内に有害ガス及び可燃性ガスが浸入する恐れがあります。

○フロントパネルをはずし、ドレンパンに1000ccの水を徐々に入
れ、スムーズに排水することを確認してください。
　又、水漏れのないことをご確認ください。

カバー下部のカバー取付用ネジ2本を外して上部の引掛けを外すとカバーは外れます。

上部引掛け

224、280のみ有り

端子台
端子

端子

端子

R

端子台の端子ねじは「脱落防止機構付」です。
（ねじと座金ははずれません）

室内機電源線

室内・外信号線

リモコン線

プリント基板

ファンコントローラ

電装品箱

カバー取付用ねじ

（2カ所MAタッピン）

100mm以上

100mm以上

⑥ドレン配管

排水テスト

ドレン配管工事が完了したら、水を流して確認してください。

電気配線工事については、室内ユニット付属の電気配線工事説明書をご覧ください。
電気配線接続は下記の要領に従ってください。

S

A B

X Y

電装品箱位置

電装品箱カバーの取外下方

電装品箱内の端子台の配列と電気配線接続図（140と160には※1コンデンサはありません。）

接入れないでください。
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⑧静圧調整器について

⑴　機外静圧調整の目的
⒜　「静圧調整器」とは、機外静圧を一定に調整する機構です。
⒝　ユニットの吸込口の圧力と、吹出口の圧力差をピトー管で微差圧発信器が検知します。	
⒞　この圧力差信号を、圧力調整器に取込み設定した圧力差になるようファンコントローラへ出力します。
⒟　ファンコントローラは、圧力調整器の信号によりファンモータの電圧を調整します。
⒠　ファンモータの回転数変化に応じ、機外静圧が変化し、設定した機外静圧に調整されます。

⑵　静圧調整器の働き
⒜	　床の吹出口配置によっては、吹出す冷風が足元に当たる為吹出口を絞って調整します。
　　各自が容易に風量を調整可能なこともアンダーフロア空調の特長の１つです。
⒝　多くの吹出口を絞ると床下の静圧が上昇し、未調整の吹出口風量が増加します。
⒞　これを防止するために、床下の静圧を一定に調整するのが、本機の静圧調整器です。

⑶　圧力調整器の操作方法
⒜	　外観及び機能

第１表示部 

第2表示部 

モード表示灯 

[＜、∨、∧]キー 

[ｍｏｄｅ]キー 

 [ｐａｒａ]キー 

[mode] キー：運転状態で１秒間以上押し続けると、あらかじめ設定してある操作が出来る。
	 	 通常は操作しないでください。	
[para] キー	：表示項目の切替えをします。
	 	 運転表示状態で２秒間以上押し続けると、設定表示に切り替ります。
	 	 通常は操作しないでください。

[＜、∨、∧ ]キー：数値の増減，桁送りに使用します。

第１表示部：PV（測定値）や、各表示項目（表示値、設定値）の名称を表示します。
	 運転表示でアラームが発生すると、通常の表示とアラームコードの表示を交互に行います。
第２表示部：SP（設定値）の数値や、各表示項目の表示値や設定値を表示します。

モード表示灯：運転状態等により点灯します。
	 rdy：RUN/READYモード表示。通常はRUNモードであり点灯しません。
	 man：AUTO/MANUALモード表示。通常はAUTOモードであり点灯しません。
	 ev1・ev2・ev3：イベント出力時に点灯します。通常は点灯しません。
	 ot1・ot2：出力ON時に点灯します。常時点灯します。
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⒝	　設定値・測定値の表示と設定値の変更

①運転表示状態（通電中）は、第１表示部にPV（測定値）、第２表示部にSP（設定値）を表示します。
②初期設定値は、50Paゆえ第２表示部には[50]を表示します。
③第１表示部にはユニット運転中は機外静圧の測定値を表示します。
　吸込み側及び吹出し側の抵抗が大きいと設定値より大きな値を表示します。
　この状態では送風機は最大状態であり、設定値を上げても測定値は上がりません。
④風量を減少させたい場合には、設定値を下げるとファンモータの回転数が下がり風量は少なくなります。

⒞	　圧力調整器の異常表示

圧力調整器の入出力等に異常があるとアラームコードが表示されます。

アラームコード 異  常  内  容 原　　　因 処　　　置
ＡＬ０１ ＰＶ入力異常

（オーバーレンジ）
入力電流が大きすぎる。 微差圧発信器の異常（交換）

ＡＬ０２ ＰＶ入力異常
（アンダーレンジ）

入力電流が小さすぎる。 微差圧発信器の異常（交換）

ＡＬ７０ Ａ/Ｄ変換異常 Ａ/Ｄ変換部故障 圧力調整器の交換

ノイズなどでデータ破壊

・ 電源の再投入
・ それでの表示時は
  圧力調整器交換

ＡＬ９５ 設定データ異常
ＡＬ９６ 調整データ異常
ＡＬ９７ 設定データ異常

（ＲＡＭ領域）
ＡＬ９８ 調整データ異常

（ＲＡＭ領域）
ＡＬ９９ ＲＯＭ異常 ＲＯＭ故障 ・ 電源の再投入

・ それでの表示時は
  圧力調整器交換
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⑶　リモートコントローラの取付
　  (a)　取付場所の選定
　　 リモコンを下記の場所に設置しないでください。
　　 (リモコンの故障や変形の原因になることがあります)
    　1) 直射日光の当たる場所
    　2) 発熱器具の近く
   　 3) 湿気の多い所・水の掛かる所
    　4) 取付面が発熱・結露する場所
    　5) 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
    　6) 取付面に凹凸がある所
　  (b)　取付要領 
   　 1) 露出取付の場合
   　  a) リモコンの蓋を開け, スイッチ下部のねじを必ず外してく
       　  ださい。
     

    　 b) リモコンの上ケースをはずしてください。
    　  ●リモコン上部の凹部にマイナスドライバ等を差し込んで軽
    　     くねじると, 容易にはずれます。
     

    
    
    　 c）リモコンコードの取り出し方向は， 上部左
    　     上または, 中央から可能です。 リモコン下
    　     ケースの上方の薄肉部をニッパー・ナイフ
    　     等で切り取った後, ヤスリ等でバリを取って
    　     ください。
         
    　 d）リモコンの下ケースを付属の木ねじ2本
     　    で平らな壁に取り付けます。
    

   　  e）リモコンコードを端子台に接続してください。 リモコンの
     　    端子(X,Y)と室内ユニットの端子(X,Y)とを接続してくだ
     　    さい。(X,Yの極性はありません)
     　    取出し方向によって, 配線経路は下図の通りとなります。
     

    　  ●リモコン内部のリモコンコードは, 0.3mm2(推奨)～最大
        　   0.5mm2以下としてください。 また, リモコンケース内を通
      　   る部分はシース部を皮むきしてください。
      　   各配線の皮むき長さは, 下記の通りです。

   　  f) リモコンコードが噛みこまないように, 上ケースを元通り
    　    取付け, 外したねじで固定してください。

ねじ 

薄肉部
上

下

下ケース

上

下

下ケース

左上取り出しの場合 
X配線：215mm 
Y配線：195mm 

 
 

中央取り出しの場合
X配線：170mm
Y配線：190mm シース部

皮むき長さ 

     g) 露出取付けの場合は, リモコンコードがたるまないよう
         にコードクランプ等で壁面に固定します。
    
    2) 埋込取付の場合
     a) JISボックスとリモコンコードをあらか
         じめ埋め込んでおきます。
        ［使用可能なJISボックス］
         JIS  C  8340  1個用スイッチボックス
                           2個用スイッチボックス

    
     b) M4ねじ2本(推奨長さ12～16mm)を用意して, 下ケー
         スをJISボックスに取り付けてください。

     c）リモコンコードを端子台に接続してください。 リモコン
         の端子(X,Y)と室内ユニットの端子(X,Y)とを接続して
         ください。(X,Yの極性はありません)
         取出し方向およびリモコン内部配線については， 露出
         取付の項をご覧ください。
     d) リモコンコードが噛みこまないように, 上ケースを元通
         り取付け, 外したねじで固定してください。

リモコンコード 

JISボックス 
（客先手配品） 

1個用スイッチボックスの場合

2個用スイッチボックスの場合

上

下
配線取出口

下ケース

下ケース

上

下
配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分をナイフ等で、
切りとってからねじを
しめてください。

M4なべ小ねじ×2本
（頭φ8以下）
（客先手配品）

リモコンコードを延長する場合の注意　　最大総延長600m

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。
   延長距離が100mを超える場合は, 下記サイズに変更し
   てください。 但し, リモコンケース内を通る配線は最大
     0.5mm2以下とし, リモコン外部の近傍で配線接続により,
   サイズ変更してください。配線接続する際は,水分等が浸
   入しないような処置を行ってください。 また， 配線の接続
   は, 接触不良のないように確実に行ってください。

100～200m以内………0.5mm2×2心
        300m以内………0.75mm2×2心
        400m以内………1.25mm2×2心
        600m以内………2.0mm2×2心

シース シース 

上ケース 

基板 基板 

上ケース 

配線 配線 

上 

下 

上 

下 
左上取り出しの場合 

 
中央取り出しの場合

X Y X Y
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設定内容C

昇降無効

有効50Hz地区

有効60Hz地区

自動運転有効

自動運転無効

温度設定有効

温度設定禁止

運転切換有効

運転切換禁止

運転／停止有効

運転／停止禁止

風量切換有効

風量切換禁止

風向切換有効

風向切換禁止

タイマー有効

タイマー禁止

リモコンセンサ無効

リモコンセンサ有効

リモコンセンサ＋3.0℃

リモコンセンサ＋2.0℃

リモコンセンサ＋1.0℃

リモコンセンサ－1.0℃

リモコンセンサ－2.0℃

リモコンセンサ－3.0℃

停電補償無効

停電補償有効

換気なし

換気連動

換気連動なし

表示変更有り

表示変更無し

3速HI-ME-LO

2速HI-LO

2速HI-ME

1速

ヒーポン

冷専

一台運転

全台同一運転

室温表示無し

室温表示有り

表示有り

表示無し

機能内容B

グリル昇降設定

自動運転設定

温度設定

運転切換

運転／停止

風量切換

風向切換

タイマー

リモコンセンサ
設定

停電補償設定

換気設定

温度範囲設定

室内ファン

冷専／ヒーポン

外部入力設定

室温表示設定

暖房準備表示

機能番号A

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

15

16

17

18

出荷時設定

○

※

○

○

○

※

※

○

○

○

○

○

※

※

○

○

○

←50Hz地区で使用の場合。

←60Hz地区で使用の場合。

←自動運転不可

←温度設定ボタンの操作禁止

←運転切ボタンの操作禁止

←運転／停止ボタンの操作禁止

←風量調整ボタンの操作禁止

←風向調整ボタンの操作禁止

←タイマー操作禁止

←リモコンセンサ有効，且つ＋3.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－3.0℃温度補正する。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追従し変化ます。

←室内基板CNDに換気機器を接続すると,換気ボタンの操作により,換気機器が単独で運転／停止を行います。

←室内基板CNDに換気機器を接続すると,室内ユニットの運転に連動し,換気機器の運転／停止を行います。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追従せず，設定した温度のままとなります。

←室内基板CNTに外部入力すると,その室内ユニットが単独で外部入力に従い運転します。

←ファン風量が,急-強-弱の3速又はP急-急-強-弱の4速となります。

←ファン風量が,急-弱の2速となります。

←ファン風量が,急-強の2速となります。

←室内CNTに外部入力すると,同一リモコンネットワークの全台が,外部入力に従い運転します。

←通常の運転表示において,風量表示の代わりに室温を表示します。

←暖房準備表示を出さないようにします。

ルーバ4位置停止

ルーバフリー停止
ルーバ制御設定14 ※

←ファン風量が1速のみで固定されます。

←ルーバの停止位置は,4位置より選択します。

←ルーバの停止位置は,任意の位置に停止します。

注⑷　ルーバ制御設定を変更する場合は，②室内機能04番「ルーバ制御
設定」も変更してください。

①【リモコン機能】

⑷　リモコンによる機能設定
  　 (a)　室内ユニットの機能や用途に合わせ，リモコンより機能設定をすることができます。
         リモコンより設定可能な項目は下記の通りです。
         「○」印の設定内容が工場出荷時の設定です。
         「※」印の項目は接続する室内ユニット及び室外ユニットにより工場出荷時に自動設定されます。
  　 (b)　機能設定のながれ
         開始：エアコン停止状態で セット  ＋  運転切換 ボタンを同時に3秒押します。
         確定： セット ボタンを押します。
         戻る： リセット ボタンを押します。
         選択： ▲　▼  ボタンを押します。
         終了： 運転／停止 ボタンを押します。
         注⑴　設定の途中でも終了しますが，設定が完了していない場合は無效になります。

⑷

PJA012D729 A

機能番号 項目 初期設定 機種
リモコン機能 02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種

自動運転無効 「自動」モードの無い機種
リモコン機能 06 風量切換 風量切換有効 室内ファン風量切換えが 2速又は 3速の機種

風量切換無効 室内ファン風量切換えが 1速のみの機種
リモコン機能 07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種

風向切換無効 その他
リモコン機能 13 室内ファン 3速 HI-ME-LO 室内機ファン風量 3速の機種

2速 HI-LO 室内機ファン風量 2速の機種
2速 HI-ME
1 速 室内ファン風量切換えが 1速のみの機種

リモコン機能 14
室内機能 04

ルーバ制御設定 ルーバ 4位置停止 床置 FDF以外のオートスイングルーバ搭載機種
ルーバフリー停止 床置 FDF

リモコン機能 15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機
冷専 冷専機

リモコン機能 17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内機以外
圧力制御切換 給気処理室内機

注2：「※」印の初期設定は、接続される室内ユニット及び室外ユニットにより異なり、下記の通り自動判別されます。

ファンタップ
室内風量設定

P急 -急 - 強 - 弱 急 -強 - 弱 急 -弱 急 -強

高天井
設定

標準 UH-HI-Me-Lo HI-Me-Lo HI-Lo HI-Me

高天井
1.2 UH-UH-Hi-Me UH-Hi-Me UH-Me UH-Hi

注 3：高天井設定時のファンタップ
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設定内容 C

標準

高天井1

高天井2

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

ルーバ4位置停止

ルーバフリー停止

レベル入力

パルス入力

無効

有効

補正なし

室温補正＋3.0℃

室温補正＋2.0℃

室温補正＋1.0℃

弱風

設定風量

間欠

停止

温度　　　高

温度　　　低

ファン制御有効

ファン制御無効

連動なし

5休5送風

20休5送風

圧力制御標準

圧力制御切換

機能内容 B

高天井設定

フィルター
サイン設定

ルーバ制御設定

外部入力切換

運転許可／禁止

暖房室温補正

暖房ファン制御

フロスト防止温度

フロスト防止制御

暖房ファン間欠

外機制御

機能番号 A

02

03

04

05

06

08

補正なし

吸込補正＋2.0℃

吸込補正＋1.5℃

吸込補正＋1.0℃

吸込補正－1.0℃

吸込補正－1.5℃

吸込補正－2.0℃

吸込温度補正09

10

11

12

標準

暖房

暖房　　　送風

送風

ドレンポンプ13

16

17

出荷時設定

※

○

※

○

○

○

○

無効

有効
緊急停止07

○

○

○

○

○

○

※

注⑷　ルーバ制御設定を変更する場合は，①リモコン機能14番「ルーバ
         制御設定」も変更してください。

②【室内機能】

←機種によって,初期設定が高天井設定の機種もあります。

←180時間でフィルターサインを表示します。

←ルーバの停止位置は,4位置より選択します。

←ルーバの停止位置は,任意の位置で停止します。

←運転許可／禁止制御を有効にします。

←同一室外ユニットに接続された全室内ユニットを緊急停止させる時に使用します。遠方発停端子「CNT-6」から
　停止信号が入った場合，全室内ユニットが緊急停止します。

←暖房時の設定温度を＋3.0℃補正します。

←暖房時の設定温度を＋2.0℃補正します。

←暖房時の設定温度を＋1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋2.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋1.5℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－1.5℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－2.0℃補正します。

←暖房サーモOFF時,弱風で運転します。

←暖房サーモOFF時,間欠運転します。

←暖房サーモOFF時,ファンは停止します。(リモコンセンサ有効時は,自動的に「停止」に設定されます。本体サーモの
　時は,設定しないでください。)

←フロスト防止制御時に,室内ファンタップを上げます。

←冷房・除湿時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON

連動なし

0.5時間

1時間

6時間

冷房ファン運転14

○ ←冷房停止後,ファン残留運転なし。

←冷房停止後,0.5時間ファン残留運転する。

←冷房停止後,1時間ファン残留運転する。

←冷房停止後,6時間ファン残留運転する。

連動なし

0.5時間

2時間

6時間

暖房ファン運転15

○ ←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファン残留運転なし。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,0.5時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,2時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,6時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファンは20分OFF5分弱風の間欠運転。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファンは5分OFF5分弱風の間欠運転。

←吸気処理室内ユニットを接続すると,圧力制御切換に自動的に設定されます。

←暖房サーモOFF時,設定風量で運転します。(電気集塵機を取付けた場合は「設定風量」に設定してください。)

←600時間でフィルターサインを表示します。

←1000時間でフィルターサインを表示します。

←1000時間でフィルターサインを表示し，その後24時間経過したら強制停止します。

⑷
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室内機選択ボタン
選択ボタン

一回前に戻るボタン

開始ボタン

グリル昇降設定

操作メッセージ
機能設定 

終了ボタン

確定ボタン 

番号
⒝　機能設定の仕方
    1）エアコンを停止させて， セット  と  運転切換 ボタンを同時に長押しする。
　　　　　表示が「機能設定　　▼」となります。

    

    2）セット ボタンを押す。
    3）設定したい内容が【リモコン機能】か【室内機能】かを確認する。
    4）▲ または ▼ ボタンを押す。
       【リモコン機能▼】又は【室内機能▲】を選びます。

    5）セット ボタンを押す。

　　
    6）【リモコン機能】を選んだ場合
　　  ①「データ確認中」(約2秒間点滅表示)
　　　　　　　↓
           「01　グリル昇降設定」と表示が切り換わります。

　　  ②  ▲ または ▼ ボタンを押す。
            リモコン機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示
            されますので，機能を選びます。
    
　　  ③  セット ボタンを押す。
　　　　 選択した機能の,現在の設定が表示されます。
　　　　 (例)  「昇降無効 」 ← 「 01  グリル昇降設定 」を
                    選択した場合。
　　

        ④  ▲ または ▼ ボタンを押す。
             設定を選びます。

        ⑤  セット ボタンを押す。
             「設定完了」が表示され,設定が完了します。その
             後,「番号と機能」の表示に戻りますので，続けて設
             定する場合は,同じ要領で設定してください。
             終了する場合は,7)へお進みください。

        

    7） 運転／停止 ボタンを押します。
        設定を終了します。

機能設定        ▼

リモコン機能    ▼

室内機能        ▲

グリル昇降設定 
番号

機能

設定昇降無効

昇降無効

有効50Hz

有効60Hz

設定完了

6）【室内機能】を選んだ場合
     ① 「データ確認中」(データを読み込む間約2～23秒点滅)
　　　　　　　　　↓
         「02　高天井設」と表示が切り換わります。
         ②へお進みください。
        〈注意〉
           ⑴　室内ユニットをリモコンに複数台接続している場合は,下記
                 表示となります。
                 「内　　000」　(点滅)  ←  接続されている室内ユニットの最
                                                 も若い番号を表示。

           ⑵　▲ または ▼ ボタンを押す。
                設定したい室内ユニットの番号を選びます。
                「全台▼」を選択すると,全台同一の設定ができます。
           ⑶　セット ボタンを押す。

    ②  ▲ または ▼ ボタンを押す。
         室内機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示されますので，
         機能を選びます。
　　    (例)

    ③  セット ボタンを押す。
　　     選択した機能の,現在の設定が表示されます。
　　     (例)  「標準 」 ← 「 02  高天井設定 」を選択した場合。

    ④  ▲ または ▼ ボタンを押す。設定を選びます。

    ⑤  セット ボタンを押す。
        「設定完了」が表示され,設定が完了します。その後,「番号と機
        能」の表示に戻りますので，続けて設定する場合は,同じ要領で
        設定してください。終了する場合は,7)へお進みください。

        ※室内ユニット複数台接続時, エアコンNo. ボタンを押すと室内
           ユニット選択表示(例「内  000」)に戻りますので,室内ユニットを
           換えて設定する場合は,同じ要領で設定してください。

内    000

高天井設定
番号

機能

標準 機能

設定完了

・設定の途中で,  運転／停止 ボタンを押しても終了します。但し,設定が完了していない内容は無効となりますのでご注意ください。 
・設定途中で,  リセット ボタンを押すと,一回前の設定画面に戻ります。 
・セット内容は,コントローラ内部に記憶され停電しても保存されています。 

《現在設定の確認方法》
上記操作により,「番号と機能」を選び, セット ボタンを押した時に,最初に表示される「設定」が,現在設定されている内容です。
(但し,「全台▼」を選んだ場合は,室内番号の最も若い機種の設定が表示されます。)
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⒞　リモコン設定温度範囲の変更
     工場出荷時の設定温度範囲は,運転モードによって異なり下記のようになっています。
　　　　　　暖房時 ： 18～28℃
             暖房以外(冷房,送風,除湿,自動) ： 20～30℃
   1）リモコンから，設定温度の上限及び下限を設定することができます。
         ・上限値設定…暖房運転時に有効。20～30℃の範囲で設定可能です。
         ・下限値設定…暖房以外（自動，冷房，送風，除湿）時に有効。18～26℃の範囲で設定可能です。
　　 本機能により，上限及び下限を設定した場合，下記制御となります。

　　　　a）機能設定モードの【リモコン機能】⑫温度範囲設定が〈表示変更有り〉のとき(工場出荷時設定)
                  〔上限値を設定すると〕
                     ① 暖房時，リモコンから上限値より高い温度が設定された場合：
                         30分間設定値温度で運転し，その後自動的に上限値温度を送信します。リモコン表示もそれに付随します。
                     ② 暖房時，上限値以下の温度が設定された場合：
                         設定温度を送信します。
                  〔下限値を設定すると〕
                     ① 暖房以外の運転モードのとき，リモコンから下限値より低い温度が設定された場合：
                         30分間設定温度で運転し，その後自動的に下限値温度を送信します。リモコン表示もそれに付随します。
                     ② 暖房以外の運転モードのとき，下限値以上の温度が設定された場合：
                         設定温度を送信します。
　　　　b）機能設定モードの【リモコン機能】⑫温度範囲設定が〈表示変更無し〉のとき
                  〔上限値を設定すると〕
                     ① 暖房時，リモコンから上限値より高い温度が設定された場合：
                         上限値を送信します。但し，リモコン表示はそれに付随せず，設定した温度のままです。
                     ② 暖房時，上限値以下の温度が設定された場合：
                         設定温度を送信します。
                  〔下限値を設定すると〕
                     ① 暖房以外の運転モードのとき，リモコンから下限値より低い温度が設定された場合：
                         下限値を送信します。但し，リモコン表示はそれに付随せず，設定した温度のままです。
                     ② 暖房以外の運転モードのとき，下限値以上の温度が設定された場合：
                         設定温度を送信します。

   2）上限値，下限値の設定方法
       a) エアコンを停止させて， セット と  運転切換  ボタンを同時に3秒以上押します。
            表示が「機能設定▼」となります。
       b) ▼ ボタンを一度押し，「温度範囲▲」表示に切換えます。
       c) セット ボタンを押して，温度範囲設定モードに入ります。
       d) ▲ ▼ ボタンにより，「上限設定▼」又は「下限設定▲」を選びます。
       e) セット ボタンを押して確定します。
       f )「上限設定▼」を選んだ場合（暖房時に有効となります）
           ① 表示：「∨∧で設定」→「上限28℃∨∧」
           ② 温度設定 ∧ ∨ ボタンにより，上限値を選びます。表示例：「上限26℃∨∧」（点滅）
           ③ セット ボタンを押して確定します。表示例：「上限26℃」（2秒間点灯）
               確定した上限値を2秒間点灯後，表示は「上限設定▼」に戻ります。
       g)「下限設定▲」を選んだ場合（冷房，除湿，送風時に有効となります。）
           ① 表示：「∨∧で設定」→「下限20℃∨∧」
           ② 温度設定 ∧ ∨ ボタンにより，下限値を選びます。表示例：「下限24℃∨∧」（点滅）
           ③ セット ボタンを押して確定します。表示例：「下限24℃」（2秒間点灯）
               確定した下限値を2秒間点灯後，表示は「下限設定▲」に戻ります。
       h) 運転／停止 ボタンを押して，終了します。

・設定の途中で 運転／停止 ボタンを押しても終了します。
  但し，設定が完了していない内容は無効となりますので，
  ご注意ください。
・設定の途中で， リセット ボタンを押すと，一回前の設定画
  面に戻ります。

一回前に戻るボタン

f) - ②
g) - ②

h)

b),d)

a)

c),e)
f) - ③
g) - ③
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⑹　ポンプダウン運転（室外ユニット側）
運転停止中に，ポンプダウンスイッチ（SW5-3）によりポンプダウン運転が可能です。	 	
ポンプダウン運転を行う場合，下記の手順で行ってください。

⒜　運転が停止していることを確認し，液側操作弁を閉めてください。この時，ガス側操作弁が開いていることを確認し
てください。

⒝　ポンプダウンスイッチを押すまたはONに設定することでポンプダウン運転をはじめます。室外基板上の赤・緑
LEDが連続点滅します。

⒞　約 3〜 4分後運転が停止しますので，その後ガス側操作弁を閉めてください。ポンプダウン運転が終了すると，赤
LEDは消灯，緑 LEDは点滅に変れります。
再度ポンプダウン運転を行う場合は，上記⒜〜⒞の手順で行ってください。

ご注意：	ポンプダウンスイッチを押すと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニットおよびリモコン
には“伝送異常・E5”が表示されますが，異常ではありません。

⑸　ドレンポンプ強制運転〔FDT，FDTC，FDTW，FDTS，FDR のみ〕
ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。

⒜　ドレンポンプ強制運転の開始
		①	試運転	ボタンを 3秒以上押します。「冷房試運転	▼」となります。
		②	▼	ボタンを一度押し，「ドレンポンプ運転	▲▼」を表示させます。
		③	セット	ボタンを押すと，ドレンポンプ運転を開始します。

表示：「セットで停止」
⒝　ドレンポンプ運転の解除
		①	セット	ボタンまたは，運転／停止	ボタンを押すと，ドレンポンプ強制運転を停止します。
　		エアコンは停止状態となります。

注⑴	リモコン 2台で室内ユニットを運転する場合，親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作は出来ません。）
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⑺　自動昇降パネルの設定（FDT，FDTW，FDE シリーズラクリーナパネル使用のみ）
⒜　グリル自動昇降の設定
1）ワイヤードリモコンの場合

①　エアコン停止状態で，	セット	ボタンと	グリル昇降	ボタンを同時に長押
ししてください。

②　▼	または	▲	ボタンにより設定を選択してください。
表示：「昇降無効」⇔「有効 50Hz」⇔「有効 60Hz」

③　セット	ボタンを押す。
表示が「設定完了」となります。その後リモコンは停止状態になります。

昇降無効

電源周波数設定

ご注意
ワイヤードリモコンで自動昇降パネル使用時は，取付時必ずグリル昇降

有効設定を行ってください。工場出荷時はグリル昇降「無効」になって

いますので，グリル昇降ができません。据付地域の電源周波数に合わせ，

50Hz 地区または 60Hz 地区のどちらかを選んで設定してください。

2）ワイヤレスキットの場合

①　フィルター	ボタンと	風量	ボタンを同時に 3秒以上押すと周波数設定モード
になります。

②　設定温度表示部に現在の周波数設定が点滅表示されます。
③　　

∨

　ボタンを押すと”60”表示となり，　∨　ボタンを押すと”50”表示と
なります。

④　周波数設定後，	フィルター	ボタンを押すと，周波数が確定され，室内ユニッ
トにデータが送信されます。約 2秒間設定された周波数が点灯した後，元の
表示に戻ります。

⒝　グリル降下長さの設定
ワイヤードリモコンを用いて 10cm刻みに 4mまで昇降長さを設定することがてきます。
自動昇降パネル取付時，昇降長さを下記方法で設定してください。（工場出荷時 2.0m設定）
［操作方法］
①　グリル昇降	ボタンを押す。

リモコンに接続されている室内ユニットが一台の場合，表示が「▲
▼で昇降する」となります。⑤番へお進みください。

②　リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合，接続されている室内ユニットの中で，最も小さい室内ア
ドレスが表示されます。［例］「室内機選択▲

▼」→「内 000▲」（点滅）
③　▲　

▲

	ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
④　セット	ボタンにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）

「全台▼」を選択すると，接続されている室内ユニット全台が，同一の設定となります。
「内 001」（選択した室内アドレスを 2秒間点灯）

↓
「▲
▼で昇降する」

⑤　「▲
▼で昇降する」表示の時に，	セット	ボタンを押すと，「データ確認中」と表示されます。

「データ確認中」（データを読み込む間，点滅表示）
↓

「降下 2.0m▲
▼」（現在の設定値を表示）

⑥　▲　

▲

	ボタンにより降下長を選びます。

ご注意
ワイヤレスキットで自動昇降パネル使用時は，電源周波数の設定をワイ

ヤレスリモコンを用いて必ず行ってください。（初期設定は 60Hz）

電源周波数設定
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⑦　セット	ボタンにより確定します。
選択した降下長を室内ユニットへ送信する間点灯し，「▲

▼で昇降する」表示に戻ります。
［例］「降下 1.5m」（室内ユニットへ送信する間点灯）

↓
「▲
▼で昇降する」

⑧　運転／停止	ボタンを押すと，降下長設定モードを終了します。（設定の途中で，運転／停止	ボタンを押しても終了
します。但し，設定が完了していない内容は無効となりますので，ご注意ください。）

・設定の途中で，リセット	ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。但し、設定が完了していない内容は無効
となりますので，ご注意ください。

・設定内容は，コントローラに記憶されていますので，停電しても保存されます。
◎リモコン1台で2台以上の室内ユニットを運転する場合は，室内ユニット毎に設定が必要です。
◎リモコン2台で室内ユニットを運転する場合は，親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできま
せん。）

注意　ワイヤ緩み検知機構について（FDTシリーズのみ）
自動昇降パネルには，ワイヤの絡まり防止のため，「ワイヤ緩み検知機構」がついています。グリルを吊るし
たワイヤが緩んだ場合，ワイヤ緩み検知スイッチが働き，自動昇降用モータが作動しません。パネル据付け後，
グリルが動かない場合は，「ワイヤ緩み検知機構」が働いている可能性がありますので，据付け時にワイヤの
咬み込み，絡まり等がないかワイヤ経路を確認ください。
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⑻　風向設定のしかた（FDT，FDE のみ）
・吹出口のルーバの動作範囲を，変更することができます。本モードで上限位置と下限位置を設定すると，ルーバは，設定
された上限位置と下限位置の間で動作します。

⒜　エアコンを停止させて，セット	ボタンと	風向調整	ボタン
を同時に 3秒以上押す
リモコンに接続されている室内ユニットが 1台の場合，下記
の表示がでます。その後，⒟項へお進みください。
「データ確認中」

↓
「ルーバNo.1	▲」

リモコンに接続されている室内ユニットが複数の場合，下記
の表示がでます。風向設定をする室内ユニットを選択します。
⒝項へお進みください。
「室内機選択▲▼」

↓
「内　000	▲」

⒝　▲	または	▼	ボタンを押す（室内機選択）
風向設定する室内ユニットを選択してください。
［例］
「内　000	▲」⇔「内　001▲▼」⇔「内　002▲▼」⇔「内　003▲▼」
⒞　セット	ボタンを押す（室内機決定）
選択した室内ユニットが確定します。
［例］
「内　001」（2秒間点灯）

↓
「データ確認中」

↓
「ルーバ№１	▲」

⒟　▲	または	▼	ボタンを押す（ルーバNo. 選択）
右図を参照して，設定するルーバNo. を選択してください。
［例］
「ルーバNo.1 ▲」⇔「ルーバNo.2▲▼」⇔「ルーバNo.3▲▼」
⇔「ルーバNo.4 ▼」
注⑴　	FDEシリーズの場合は「ルーバNo.1▲」を選んでください。

その他のルーバNo. を設定しても無効となります。
⒠　セット	ボタンを押す（ルーバNo. 決定）
ルーバ作動範囲の上限位置を選択します。
［例］No.1 のルーバを選択した場合
　「No.1	上位置 2▲▼」←現在の上限位置を表示します。

⒡　▲	または	▼	ボタンを押す（上限位置選択）
ルーバの上限位置を選択します。
「位置 1」が最も水平で，「位置 6」が最も下向きとなります。
「位置 --」は，出荷時の位置に戻すための番号です。出荷時状
態に戻す場合は，「位置 --」を選択してください。
「No.1	上位置 1	▼」（最も水平）

⇔「No.1	上位置 2▲▼」
⇔「No.1	上位置 3	▲▼」
⇔「No.1	上位置 4▲▼」
⇔「No.1	上位置 5	▲▼」
⇔「No.1	上位置 6	▲▼」（最も下向き）
⇔「No.1	上位置 --	▲」（出荷時の位置へ戻る）

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後切午前

午後入
（　） （　）（　）（　）（　）（　）

点 検 試運転エアコンNo.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

（j）

（b），（d），（f），（h）

（c），（e），（g），（i）

（a）

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

№4

№2

№1 №3

配管側 ドレンホース側

制
御
箱

ルーバNo.
［FDTの場合］

◦FDTシリーズにおいて，設定したいルー
バNo. がわからない場合は，仮に，任意
のルーバの上下限位置を設定してくださ
い。設定完了後，設定したルーバが停止
位置から下限位置まで1度動きますので，
ルーバ位置が確認できます。ルーバ位置
確認後，再度，設定したいルーバ№を選
択してください。

◦FDE シリーズの場合は，ルーバ No.1
を設定してください。その他のルーバ
No. を設定しても無効となります。

（水平）①

②

③

④

⑤
⑥（下向き）

ルーバ位置

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）
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⒢　セット	ボタンを押す（上限位置決定）
上限位置が確定し，設定位置を 2秒間表示します。その後，
下限位置選択表示となります。
［例］
「No.1	上 2」←確定内容を 2秒間表示

↓
「No.1	下位置 5	▲▼」←現在の下限位置を表示します。

⒣　▲	または	▼	ボタンを押す（下限位置選択）
ルーバの下限位置を選択します。
「位置 1」が最も水平で，「位置 6」が最も下向きとなります。
「位置 --」は，出荷時の位置に戻すための番号です。出荷時状
態に戻す場合は，「位置 --」を選択してください。
「No.1	下位置 1	▼」（最も水平）

⇔「No.1	下位置 2	▲▼」
⇔「No.1	下位置 3	▲▼」
⇔「No.1	下位置 4	▲▼」
⇔「No.1	下位置 5	▲▼」
⇔「No.1	下位置 6	▲▼」（最も下向き）
⇔「No.1	下位置 --	▲」（出荷時の位置へ戻る）

⒤　セット	ボタンを押す（下限位置決定）
上限位置，下限位置が確定し，設定位置を 2秒間点灯し，設
定完了となります。
・	設定完了後，設定したルーバNo. のルーバが，停止位置か
ら下限位置まで移動し，その後停止位置に戻ります。（但し，
リモコンが停止モードであっても，ファン残留運転等で，
室内ユニットが運転している場合は，本動作はしません。）

［例］
「No.1	上 2下 6」←確定内容を 2秒間表示

↓
「設定完了」

↓
「ルーバNo.1	▲」←選択したルーバNo. 表示へ戻る。

⒥　運転／停止	ボタンを押す
風向設定モードを終了し，元の表示に戻ります。

◦リモコンが親子接続されている場合，子リモコンでは，風向設定操作はできません。
◦風向設定について FDT，FDE（ワイヤレスキット），を選択した場合，風向設定の変更を行こなう場合は，ワイヤードリ

モコンを接続して行こなってください。（ワイヤレスリモコンでの風向設定の変更はできません）

◦設定の途中で， リセット  ボタンを押すと，1 回前の表示に戻ります。また，設定の途中で， 運転／停止  ボタンを押すと，
本モードを終了し元の表示に戻ります。但し，設定が完了していない内容は無効となりますのでご注意ください。

お知らせ

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

（水平）①

②

③

④

⑤
⑥（下向き）

ルーバ位置

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 12
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

［例］上位置 2　下位置 6の場合

①

⑥

②

③

④

⑤

上位置

下位置

動作範囲

（注）	上限値と下限値を同じ位置に設定すると，ルーバはその位置
で固定され，オートスイングをしても動きません。
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⑼　室外ユニットの据付
◦据付場所の選定

⒜　据付スペース（サービススペース）例
ⅰ　FDCP1123，1403，1603HLXB，2243，2803，3353HLXYB
　　FDCKP1603，2243，2803HLXYB
①サービススペース（メンテナンス，人の通路，風路，現地配管スペース）を十分確保してください。
（本図の施工条件にあてはまらない場合は，代理店または弊社にご相談ください。）
②ユニット上方のスペースは 1m以上確保してください。
（注）フレックスフローアダプタ，防雪フード，集中排水キット等の別売部品については販売店へお問合せてください。
③吹出口前面の障壁はユニット高さ以下としてください。

a）単独設置の場合
　   ・FDCP1123，1403，1603HLXB

L1
L2
L3
L4

寸法
据付例 Ⅰ

開放
300
150
5

Ⅱ

開放
5
300
5

Ⅲ

500
開放
150
5

単位：mm

　 ・FDCP2243，2803，3353HLXYB
　　 FDCKP1603，2243，2803HLXYB

Ⅰ　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）

L1
L2
L3
L4

寸法
据付例 Ⅰ

開放
300
150

250（5）⑵

Ⅱ

開放
5
300

250（5）⑵

Ⅲ

1500（500）⑴

開放
150

250（5）⑵

単位：mm

注⑴　（　）内数値はフレックスフローアダプタを使用した場合の値です。

注⑵　	（　）の寸法で据付する時は，圧縮機の交換作業時にユニット移動

等で側面（L4寸法）に 250mmのスペースを確保してください。
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b）複数台設置の場合
ユニット間に 10㎜以上の隙間を設けてください。
★印はサービスパネル側を示します。
①横 3台設置の例：吹出側開放の場合

②横 3台設置の例：吹出側に障壁有りの場合

③対向設置の例

フレックスフローアダプタ（斜め45°）を装着してください。

フレックスフローアダプタ（斜
め45°）を装着してください。

30
0

以
上

④横3台，縦3列の例

c）細い路地に据付ける場合
複数台の据付⇨据付不可（四面障壁となる）

注⑴　奥のユニットは四面障壁とみなせるので据付不可です。

d）強風が吹きつける場合
①		吹出口を壁面に向け500 ㎜

以上離してください。

②		吹出口と風向を直角にする。

③	転倒防止要領

針金は錆に強く強度のあるものを使用してください。
（〔例〕SUS304-W1（軟質1号）線径φ 2.9mm）

据付不可

50
0

以
上 15
0以
上

アンカーボルト
で固定

ユニット側面のすて穴に
ワイヤを掛けて固定して
ください。
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1）単独設置の場合

L4

L3
L1

L2

サービス
スペース(     　)

吸込

吸込

吸込

吸込

据付スペース

壁面高さH2 壁面高さH4

壁面高さH3

壁面高さH1

開放
10
100
開放
開放

制限なし
制限なし
開放

Ⅲ

500
50
50
50
1500

制限なし
1000

制限なし

Ⅱ

500
10
100
10
1500

制限なし
1000

制限なし

Ⅰ

L1
L2
L3
L4
H1
H2
H3
H4

据付例
寸法

2）複数台設置の場合
　　★印はサービスパネル側を示します。

〔	通常の工事では工事スペースを考慮しユニット間に 10mm以上のスペースを確保してください。リニューアル時	
等も考慮し 0mm（連続設置）も可能です〕
①横 3台設置の例

②横 2台設置の例：後面に障壁有りの場合　　　　③横 3台設置の例：後面に障壁有りの場合
壁面高さ制限なし

100以上

★ ★ ★ ★★

開　放 開　放

壁面高さ制限なし

300以上

L1 
L2 
L3 
L4 

寸法 据付例 2 1 
500 開放 
10 
100 300 

200 

10 開放 

L5 

L3
 

L1
 

L2 

(単位:mm) 

H3 
H4 

H2 
H1 

制限なし 
制限なし 

制限なし 
制限なし 

1000 
制限なし 

制限なし 
1500

吸込 

吸込 

吸込 

吸込 

据付スペース 

壁面高さH2 壁面高さH4 

壁面高さH3 

壁面高さH1 

L5 10（0） 400 
L6 10（0） 400 

L6 
吸込 

L4 
吸込 

★ ★ ★ 

④横 6台・縦 4列設置の例

350
以上

350
以上

400
以上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

14
00

以
上

★ ★ ★ ★

400
以上

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

750
以上

80
0

以
上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

★ ★ ★

750
以上

★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

ⅱ　FDCP4003 ～ 13603HLXB
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3）据付時の注意
ⅰ　	アンカーボルトの位置	

アンカーボルト（M10）を 4 個
使用して室外ユニットの固定脚を
必ず固定してください。	
ボルトの出代は20mmが最適です。

ⅱ　	基礎	
①	防振・騒音が発生しない，基礎強度・水平度を確認して設置ください。	 	
②	基礎は上図にあります斜線部以上の範囲（室外ユニットの固定脚前面以上）の大きさとしてください。	 	
③	基礎は上図にあります通り室外ユニットの横方向（幅 1350mmの方向）にしてください。

⑤横 8台・縦 4列設置の例

350
以上

350
以上

400
以上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

14
00

以
上

★ ★ ★ ★

400
以上

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

750
以上

80
0

以
上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

★ ★ ★

750
以上

★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

20

・通常は上図のように	
基礎をお願いします。	

・従来の基礎方向は不可です。 ・リニューアル時には中央に基礎を追加して
ください。たわみ防止のため必要です。	

基礎	

100mm	以上	

1350(本体寸法)

72
0(
本
体
寸
法
)

59
4

85
85

72
6

76
4

850

ﾕﾆｯﾄ
(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ寸法)

(ｱ
ﾝｶ
ｰﾎ
ﾞﾙ
ﾄ寸

法
)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ位置(●印)

ⅲ　	防振ゴム	 	
防振ゴムの取付けは室外ユニットの固定脚全面で受ける大きさとしてください。	

ユニット脚

85

防振ゴム

ユニット固定部脚の下部全面が設置するよう
に防振ゴムを設置してください。

ユニット固定部脚の下部が防振ゴムより出て
いたり一部のみの設置はしないでください。
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⒝　ユニ ットの搬入・据付

警 告
ユニットにロープ掛けを行い，搬入する場合は必ずユニットの重心のずれを考慮してください。

a）搬入
①搬入経路を決めて，梱包のまま据付位置まで搬入ください。
②吊上げる場合，ユニットを傷っけないように当て板などで保護し布製ロープで吊上げてください。
（注）　ユニットとロープの接触面は当板，当布を治えて傷つかないようにしてください。

b）据付
ⅰ　FDCP1123，1403，1603HLXB

FDCP2243 ～ 3353HLXYB
FDCKP1603 ～ 2803HLXYB

①アンカーボルト（M10）を 4本使用して室外ユニットの固定脚を必ず固定してください。
ボルトの出代は 20mmが最適です。

②ユニットを据え付ける場合，下記ボルトでユニットの足を必ず固定してください。

（注）　上図の（　）内数値は FDCP1123，1403，1603HLXBの値です。
③前面側のアンカーボルト飛び出し長さは 15mm 以下としてください。
④地震や突風など倒れないように強固に据付けてください。
⑤コンクリート基礎は上図を参照してください。
⑥ユニットは水平に設置してください。（ベース面で左右の差は 5mm以下）圧縮機の故障，ユニット内配管の破損，
異常音の原因になります。

重 要
外気温度－5℃以下で冷房運転を行う場合，フレックスフローアダプタ及び防雪フード（別売品）を取付けてください。

580

19 (2
0)

19 (2
0)
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①　	アンカーボルトの位置	
アンカーボルト（M10）を 4個使用
して室外ユニットの固定脚を必ず固定
してください。	
ボルトの出代は 20mm が最適です。

②　	基礎	
①	防振・騒音が発生しない，基礎強度・水平度を確認して設置ください。	 	
②	基礎は上図にあります斜線部以上の範囲（室外ユニットの固定脚前面以上）の大きさとしてください。	 	
③	基礎は上図にあります通り室外ユニットの横方向（幅 1350mmの方向）にしてください。

20

・通常は上図のように	
基礎をお願いします。	

・従来の基礎方向は不可です。 ・リニューアル時には中央に基礎を追加して
ください。たわみ防止のため必要です。	

基礎	

100mm	以上	

③　	防振ゴム	 	
防振ゴムの取付けは室外ユニットの固定脚全面で受ける大きさとしてください。	

ユニット脚

85

防振ゴム

ユニット固定部脚の下部全面が設置するよう
に防振ゴムを設置してください。

ユニット固定部脚の下部が防振ゴムより出て
いたり一部のみの設置はしないでください。

1350(本体寸法)

72
0(
本
体
寸
法
)

59
4

85
85

72
6

76
4

850

ﾕﾆｯﾄ
(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ寸法)

(ｱ
ﾝｶ
ｰﾎ
ﾞﾙ
ﾄ寸

法
)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ位置(●印)

ⅱ　FDCP4003 ～ 13603HLXB
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⒞　冷媒配管工事
ⅰ　FDCP1123，1403，1603HLXB

FDCP2243，2803，3353HLXYB
FDCKP1603，2243，2803HLXYB

a）配管接続位置と配管取出方向
①サービスパネルは固定しているネジ5本（×印）を外し、パネルを矢印方向へ引き下げてから手前に外してください。
②配管の取出しは前・右・下・後が可能です。
③配管貫通部のノックアウトの板を必要最小限の寸法で取り外し、付属のエッジングを適当な長さに切断して配管接続前に取り付けてください。
④現地配管接続時、外板の貫通穴のハーフブランクをニッパにて切断し切り落としご使用ください。
⑤配管取出し部により小動物等の侵入が考えられる場合は、配管取出し口を閉鎖材（現地手配）で塞いでください。
⑥ドレン集中排水の際には、配線・配管の取出し口は下抜き以外をご利用ください。下抜きをご利用の場合は、ドレン水の流出がないよう十分シールして
　ください。
⑦現地配管は、エルボ（現地手配品）を利用して操作弁と接続してください。
⑧現地配管の固定は下図のように配管固定部と室外機までの距離が1.5m以上になるようにしてください。
（防振方法によっては現地配管が折れる可能性があります。）

室外ユニット

◦ FDCP1123，1403，1603HLXB

◦ FDCP2243，2803，3353HLXYB
　 FDCKP1603，2243，2803HLXYB

室外ユニット

E

E D

D D

ドレン排水口（φ20）

E：冷媒ガス側配管接続口
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①
②
③
④

⑤
⑥

室外ユニット 室外ユニット

ⅱ　FDCP4003 ～ 13603HLXB
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112
140
160
224
280
355

335-K
400
450
504
560
615
680
735
800
850
900
960

1010
1065
1130
1180
1235
1300
1360

b）　冷媒配管選定要領
1）主管（室外側の分岐〜室内側の第一分岐間）
a）	室外ユニット容量 160から 960 の場合，最長（室外機から最も遠い室内機まで）が 90m（実長）以上の場合は，	

必ずガス側，液側の主管サイズをアップしてください。（下表を参照ください。）
b）	室外ユニット容量 1010 以上の場合，ガス管はサイズアップしないでください。	

液管は下表の通りサイズアップしてください。

φ12.7× t0.8（フレア接続）

φ 15.88 × t1.0（ろう付接続）

φ 19.05 × t1.0（ろう付接続）

φ22.22×t1.0（ろう付接続）

φ15.88× t1.0（フレア接続）

φ19.05× t1.0（ろう付接続）
φ22.22× t1.0（ろう付接続）

φ 25.4 × t1.0（ろう付接続）

φ28.58× t1.0（ろう付接続）

φ 31.75 × t1.1（ろう付接続）

φ38.1× t1.35（ろう付接続）

φ 9.52 × t0.8（フレア接続）

φ 12.7 × t0.8（フレア接続）

φ15.88× t1.0（ろう付接続）

φ19.05× t1.0（ろう付接続）

室外ユニ
ット容量

主管
ガス管

φ19.05×t1.0（ろう付接続）
φ22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 25.4 × t1.0（ろう付接続）

φ28.58×t1.0（ろう付接続）

φ 31.75 × t1.1（ろう付接続）

φ38.1×t1.35（ろう付接続）

液管
サイズアップ後の配管サイズ
ガス管 液管

2）室内側の第一分岐〜室内側分岐間	
　 	下流に接続される室内ユニット容量の合計により下表により選定してください。ただし，主管サイズを超えないでください。

3）室内側分岐〜室内機間	

　 	室内ユニット接続配管サイズ表

ガス管
φ 12.70 × t0.8
φ 15.88 × t1.0
φ 19.05 × t1.0
φ 25.40 × t1.0
φ 28.58 × t1.0
φ 31.75 × t1.1
φ 38.10 × t1.35

液管

φ 9.52 × t0.8

φ 12.7 × t0.8

φ 15.88 × t1.0

φ 19.05 × t1.0

室内ユニット合計容量
～ 70 未満

70 以上～ 180 未満
180 以上～ 371 未満
371 以上～ 540 未満
540 以上～ 700 未満
700 以上～ 1100 未満

1100 以上

室内ユニット容量

室内機

22, 28
36, 45, 56

71, 80, 90, 112, 140, 160
224
280

ガス管 液管

φ 6.35 × t0.8

φ 9.52 × t0.8

φ 9.52 × t0.8
φ 12.7 × t0.8
φ 15.88 × t1.0
φ 19.05 × t1.0
φ 22.22 × t1.0

注⑴　φ 19.05 以上はC1220T-1/2H材を使用ください。

注⑴　φ 19.05 以上はC1220T-1/2H材を使用ください。
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D
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D
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-1
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φ
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φ
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φ
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φ
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φ
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φ
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φ
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7

φ
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φ
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7

φ
	9
.5
2

φ
	6
.3
5

13
1

576

φ
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φ
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φ
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4

φ
	3
1.
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φ
	2
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6

φ
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φ
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φ
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4）分岐管セット部品形状一覧　

注⑴　分岐管にはインシュレーションが付属されています。
　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切断してください。
　⑶　分岐継手（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉又は〈垂直分岐〉
　　　するように設置してください。

床面

床面

床面 床面

水平 垂直

〈分岐管方式〉

PCB002Z482 A
PCB002Z351 F
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管 
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管 

液
　
　
　
　

管
 

液
　
　
　
　

管

5）ヘッダーセット部品形状一覧

注⑴　ガス管，液管両方共に断熱用インシュレーションが付属されてます。ご使用ください。
　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切断しご使用ください。
　⑶　ヘッダ（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉するように設置してください。

水平

〈ヘッダ方式〉

【ガス】 水平【液】

床面 床面

床面

床面

床面

床面

床面

PCB002Z352 D
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c）組合せ時の配管サイズの選定

3353-K 4003	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	31.75　※1	

主管液管	
φ	15.88　※2	

FDCP7353HLXB：26馬力
組合せ：FDCP3353HLXB-K＋FDCP4003HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38.1，※2がφ19.05となります。	

4003	 4003	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	31.75　※1	

主管液管	
φ	15.88　※2	

FDCP8003HLXB：28馬力
組合せ：FDCP4003HLXB＋FDCP4003HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38.1，※2がφ19.05となります。	

4003	 4503	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	31.75　※1	

主管液管	
φ	15.88　※2	

FDCP8503HLXB：30馬力
組合せ：FDCP4003HLXB＋FDCP4503HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38.1，※2がφ19.05となります。	

4503	 4503	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	31.75　※1	

主管液管	
φ	15.88　※2	

FDCP9003HLXB：32馬力
組合せ：FDCP4503HLXB＋FDCP4503HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38.1，※2がφ19.05となります。	

4503	 5043	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	31.75　※1	

主管液管	
φ	15.88　※2	

FDCP9603HLXB：34馬力
組合せ：FDCP4503HLXB＋FDCP5043HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38.1，※2がφ19.05となります。	 最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ19.05となります。

5043	 5043	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	15.88　※1　

FDCP10103HLXB：36馬力
組合せ：FDCP5043HLXB＋FDCP5043HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

PCB002Z893
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5043	 5603	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP10653HLXB：38馬力
組合せ：FDCP5043HLXB＋FDCP5603HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

5603	 5603	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP11303HLXB：40馬力
組合せ：FDCP5603HLXB＋FDCP5603HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

5603	 6153	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP11803HLXB：42馬力
組合せ：FDCP5603HLXB＋FDCP6153HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

6153	 6153	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP12353HLXB：44馬力
組合せ：FDCP6153HLXB＋FDCP6153HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

6153	 6803	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP13003HLXB：46馬力
組合せ：FDCP6153HLXB＋FDCP6803HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

6803	 6803	

均油管	
φ	9.52	

主管ガス管	
φ	38.1	

主管液管
φ	19.05　※1　

FDCP13603HLXB：48馬力
組合せ：FDCP6803HLXB＋FDCP6803HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。 最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。 最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22.22となります。

PCB002Z893
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室外ユニット配管サイズと同一(400)	
下流の室内ユニット容量合計(45+56+56+71+71)299	
下流の室内ユニット容量合計(56+56+71+71)254	
下流の室内ユニット容量合計(56+71+71)198	
下流の室内ユニット容量合計(71+71)142	
下流の室内ユニット容量合計(22+36)58	
室内ユニット配管サイズ(22)	
室内ユニット配管サイズ(36)	
室内ユニット配管サイズ(45)	
室内ユニット配管サイズ(56)	
室内ユニット配管サイズ(56)	
室内ユニット配管サイズ(71)	
室内ユニット配管サイズ(71)	

下流の室内ユニット容量合計(22+36+45+56+56+71+71)357	
下流の室内ユニット容量合計(45+56+56+71+71)299	
下流の室内ユニット容量合計(56+56+71+71)254	
下流の室内ユニット容量合計(56+71+71)198	
下流の室内ユニット容量合計(71+71)142	
下流の室内ユニット容量合計(22+36)58	

分岐管セット 
 DIS-180-1	

DIS-180-1	
DIS-180-1	
DIS-180-1	
DIS-22-1	
DIS-22-1	

選　定　要　領 

A 
B 
C 
D 
E 
F 
a 
b 
c 
d 
e 
f 
g 

記号 
分岐管1 
分岐管2 
分岐管3 
分岐管4 
分岐管5 
分岐管6 

選　定　要　領 

φ25.4	
φ19.05	
φ19.05	
φ19.05	
φ15.88	
φ12.7	
φ9.52	
φ12.7	
φ12.7	
φ12.7	
φ12.7	
φ15.88	
φ15.88	

φ12.7	
φ9.52	
φ9.52	
φ9.52	
φ9.52	
φ9.52	
φ6.35	
φ6.35	
φ6.35	
φ6.35	
φ6.35	
φ9.52	
φ9.52	

ガス側 
配管サイズ（mm）

液側 
記
号
 

●配管サイズの選定 

●分岐管セットの選定 

注⑴　分岐管セットに付属の異径継手は各配管サイズによって適宜選定して	
　　　ください。	
　⑵　分岐継手と室内ユニット側の口径調整が必要な場合は必ず分岐継手側	
　　　で行ってください。	

配管長90m超（主管サイズアップ）	
室内ユニット配管サイズ（90）	
室内ユニット配管サイズ（90）	
室内ユニット配管サイズ（56）	
	
室内ユニット配管サイズ（22）	

選　定　要　領 

A 
a 
b 
c 
d 
e 
f 

φ28.58	
φ15.88	
φ15.88	
φ12.7	
	
φ9.52	

φ12.7	
φ9.52	
φ9.52	
φ6.35	
	
φ6.35	

ガス側 
配管サイズ（mm）

液側 
記
号
 

●配管サイズの選定 

接続室内ユニット台数，容量にて選定	
ヘッダーセット 

 HEAD6-180-1	
記号 

ヘッダー1 
選　定　要　領 

●ヘッダーセットの選定 

注⑴　ヘッダーセットに付属の異径継手は各配管サイズによって適宜選定してください。	
　⑵　ヘッダーと室内ユニット側の口径調整が必要な場合は必ずヘッダー側で行ってください。	

床面 

床面 

床面 

床面 

水平 
垂直 

備考1. 分岐継手（ガス・液側共）は必ず 
“水平分岐”又は“垂直分岐”とな 
るようにしてください。 

2. 立管にトラップを設ける必要は 
ありません。 

■分岐管方式 
　　接続容量合計：357，最長：80m 

冷媒配管接続例 

A B C D E 

F 

a 
b 

c d e f g 

室外ユニット

室内ユニット

400 

分岐管1 分岐管2 分岐管3 分岐管4 分岐管5 

分岐管6 

22 36 45 56 56 71 71 

床面

床面

室外ユニット

室内ユニット 90 90 56 22 22 22

A

a b c
d

e
f

ヘッダー　1

備考1. ヘッダーはガス管・液管
とも水平方向に設置し水
平分岐となるようにして
ください。

備考2. 立管にトラップを設ける必要はありません。

■ヘッダー方式
　　接続容量合計：302，最長：100m

水平

液　側

ガス側

水平

水平

400
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床面 

床面 

床面 

床面 

水平 
垂直 

備考1. 分岐継手（ガス・液側共）は必ず 
“水平分岐”又は“垂直分岐”とな 
るようにしてください。 

2. 立管にトラップを設ける必要は 
ありません。 

■分岐管方式 
　　接続容量合計：824，最長：120m 

A B C D E 

F G 
a b 

c d 

e 

f g 

室外ユニット

室内ユニット

680 

分岐管1 分岐管2 分岐管3 分岐管4 

分岐管5 

分岐管6 分岐管7 
22 22 

140 140 140 140 

71 

H 

I 
h 

i j 

分岐管8 

分岐管9 
56 

71 22 

配管長90m超(主管サイズアップ)
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
下流の室内ユニット容量合計
室内ユニット配管サイズ(22)
室内ユニット配管サイズ(22)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(71)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(56)
室内ユニット配管サイズ(71)
室内ユニット配管サイズ(22)

選　定　要　領

A
B
C
D
E
F
G
H
I
a
b
c
d
e
f
g
h
i
j

記
号

●配管サイズの選定

※1

※2

(22+140+140+140+140+71+56+71+22)802
(140+140+140+140+71+50+71+22)774
(140+140+71+56+71+22)500
(71+56+71+22)220
(140+140)280
(140+140)280
(56+71+22)149
(71+22)93

φ31.75
φ31.75
φ31.75
φ28.58
φ19.05
φ19.05
φ19.05
φ15.88
φ15.88
φ9.52
φ9.52
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ12.7
φ15.88
φ9.52

φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ12.7
φ12.7
φ12.7
φ9.52
φ9.52
φ6.35
φ6.35
φ9.52
φ9.52
φ9.52
φ9.52
φ9.52
φ6.35
φ9.52
φ6.35

ガス側
配管サイズ（mm）

液側

●分岐管セットの選定

記号
分岐管1
分岐管2
分岐管3
分岐管4
分岐管5
分岐管6
分岐管7
分岐管8
分岐管9

選　定　要　領 分岐管セット
下流の室内ユニット容量合計(22+22+140+140+140+140+71+56+71+22)824
下流の室内ユニット容量合計(22+22+140+140+140+140+71+56+71+22)824
下流の室内ユニット容量合計(140+140+140+140+71+56+71+22)780
下流の室内ユニット容量合計(140+140+71+56+71+22)500
下流の室内ユニット容量合計(71+56+71+22)220
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280
下流の室内ユニット容量合計(56+71+22)149
下流の室内ユニット容量合計(71+22)93

DIS-540-1
DIS-540-1
DIS-540-1
DIS-540-1
DIS-180-1
DIS-180-1
DIS-180-1
DIS-22-1
DIS-22-1

注⑴　分岐管セットに付属の異径継手は各配管サイズによって適宜選定して
ください。

　⑵　分岐継手と室内ユニット側の口径調整が必要な場合は必ず分岐継手側
で行ってください。

床面 

床面 

床面 

床面 

水平 
垂直 

備考1. 分岐継手（ガス・液側共）は必ず 
“水平分岐”又は“垂直分岐”とな 
るようにしてください。 

2. 立管にトラップを設ける必要は 
ありません。 

■分岐管方式 
　　接続容量合計：824，最長：120m 

A B C D E 

F G 
a b 

c d 

e 

f g 

室外ユニット

室内ユニット

680 

分岐管1 分岐管2 分岐管3 分岐管4 

分岐管5 

分岐管6 分岐管7 
22 22 

140 140 140 140 

71 

H 

I 
h 

i j 

分岐管8 

分岐管9 
56 

71 22 

注⑴　※1の配管サイズは下流の室内ユニット容量合計が802はガス側：
φ 31.75，液側：φ 19.05 であるが，上流がガス側：φ 31.75，
液側：φ 15.88 のため上流に合わせます。

⑵　※2の配管サイズは下流の室内ユニット容量合計が774はガス側：
φ 31.75，液側：φ 19.05 であるが，上流がガス側：φ 31.75，
液側：φ 15.88 のため上流に合わせます。
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⒟　配管仕様
⒜　冷媒配管の肉厚
配管径 最小配管肉厚 材　　　　質 
φ6.35 

φ9.52 

φ12.7 

φ15.88 

φ19.05 

φ22.22 

φ25.4 

φ28.58 

0.8mm O材 

0.8mm O材 

0.8mm O材 

1.0mm O材 

1.0mm 1/2H, H材 

1.0mm 1/2H, H材 

1.0mm 1/2H, H材 

1.0mm 1/2H, H材 

φ31.75 

φ38.1 

1.1mm 1/2H, H材 

1.35mm 1/2H, H材 

配管の選定・施工に際しては，必ず『冷凍保安規則関係基準』を厳守してください。 注　　 ⑴ 

配管肉厚は最小配管肉厚以上のものを選定ください。 ⑵ 

注 意
フレアナットの締付はダブルスパナで行い，締付は適性トルクで行ってください。締め過ぎによるフレア部破損に注
意してください（締付トルク表を参照してください）。フレア部等のゆるみ，破損が発生した場合に，冷媒ガスが漏洩
して酸欠事故の原因になることがあります。

警 告
ろう付前には必ず操作弁が閉の状態であることを確認してください。冷媒ガスに炎が触れると有毒ガスが発生し中毒
になる恐れがあります。

⒝　締付トルク
●フレア接続はダブルスパナでしっかり締め付けてくださ
い。フレアナットの締付トルクは，右表締付トルク幅の
うち，下限値トルクで締付作業を行ってください。やむ
を得ずトルクレンチが使用できない場合は，右表に示し
た目安を参考にして締付作業を行ってください。

⒞　フレア加工
R410A用のフレア加工寸法は，従来のR407C用とは異なります。R410A用のフレアツールを推奨しますが、出し代調
整用銅管ゲージにて出し代B寸法を調整すれば，従来ツールを使用できます。

A

B

銅管外径 A
 0
-0.4

フレア管端部：A（mm）

R410A用ツール使用時 従来ツール使用時
リジッド（クラッチ式）の場合

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

9.1
13.2
16.6
19.7

0～0.5 0.7～1.3

銅管外径

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

銅管外径 A
 0
-0.4

フレア管端部：A（mm）

R410A用ツール使用時 従来ツール使用時
リジッド（クラッチ式）の場合

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

9.1
13.2
16.6
19.7

0～0.5 0.7～1.3

銅管外径

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

φ6.35

φ9.52

φ12.7

φ15.88

φ19.05

14～18
（1.4～1.8）

34～42
（3.4～4.2）

49～61
（4.9～6.1）

68～82
（6.8～8.2）

100～120
（10～12）

45～60

30～45

30～45

15～20

15～20

150

200

250

300

450

操作弁サイズ

（mm）

締付トルク
N・m

（kg・m）

締付角度

（°）

工具の推奨腕長さ

（mm）

フレアナット締付トルクおよびその目安

〈目安の見方〉
フレアナットを手締めで締めた後，推奨腕長さ
スパナを用いて表中に記載してある締め付け角
度だけ締め付けてください。

⒟　配管施工
ⅰ  ろう付は必ず窒素ガスを流しながら行ってください。窒素

ガスを流さないと多量の酸化皮膜が生成され，致命的故障

の原因となります。

ⅱ  配管内に水分・異物が入らないようにしてください。また，

フラッシングを行ってください。フラッシングは窒素ガス

を約0.02MPaで流し，管端を手で塞いで，管内の圧力が

上昇したら手を放してください。（この時，他の管端はプ

ラグで塞ぐ）

ⅲ  フレア付け油としては，エステル油を推奨します。
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窒
素
ガ
ス

室内ユニットへ

ゲージマニホールド

操作弁

液管

ガス管

均油管 均油管

操作弁

液管

ガス管

室外機1 室外機2

サービスポート
（チェックジョイント）

Loノブ

Lo

Hiノブ
Hi

ご注意

均油管も真空引きください。

窒
素
ガ
ス

	
室内ユニットへ 

ゲージマニホールド 

操作弁 

液管 

ガス管 

均油管  均油管 

操作弁 

液管 

ガス管 

室外ユニット1 室外ユニット2

サービスポート 
（チェックジョイント） 

Loノブ 

Lo 

H iノブ 
H i 

ご注意 

均油管も真空引きください。 

FDC P7353〜13603HLX

窒
素
ガ
ス

	
室内ユニットへ 

ゲージマニホールド 

操作弁 

液管 

ガス管 

均油管  均油管 

操作弁 

液管 

ガス管 

室外ユニット1 室外ユニット2

サービスポート 
（チェックジョイント） 

Loノブ 

Lo 

H iノブ 
H i 

ご注意 

均油管も真空引きください。 

FD C P7353〜13603HLX

窒
素
ガ
ス
 

室内ユニットへ	

ゲージマニホールド	

操作弁	

液管	

ガス管	

均油管	 均油管	

操作弁	

液管	

ガス管	

室外ユニット1 室外ユニット2

サービスポート	
（チェックジョイント）	

Loノブ	

Lo	

Hiノブ	
Hi	

ご注意	

均油管も真空引きください。

FDCP7353〜13603HLX

冷媒410A対応機としての注意点

●	R410A以外の冷媒を使用しないでください。R410Aは従来の冷媒に比べ圧力が1.6倍高くなります。
R410Aはボンベ上部に桃色の表示があります。

●	R410A機は，他冷媒の誤封入防止のため室外機操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ
イント径を変更しています。又，耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの
対辺寸法を変更しています。	
従って，施工・サービス時には右表に示すR410Aツールを準備してください。

●	チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し，能力	
不足等の原因になります。

●	冷媒封入は必ず液相で取り出して行ってください。
●	室内ユニットはR410A専用機となります。	
（他の室内ユニットを接続すると正常運転できません）

	 R410A専用ツール
a ゲージマニホールド
b チャージホース
c 冷媒充填電子はかり
d トルクレンチ
e フレアツール
f 出し代調整用銅管ゲージ
g 真空ポンプアダプター
h ガス漏れ探知機

⑿　気密試験
⒜　 室外ユニット本体の気密試験は弊社にて実施済ですが，配管接続後，接続配管および室内ユニットの気密試験を室外

ユニット側の操作弁のチェックジョイントより行ってください。尚，操作弁は必ず閉のままにして実施してください。

⒝　 気密試験は，窒素ガスで機器の設計圧力まで，冷媒配管内を加圧して行うため，下図を参考にして器具類を接続し
てください。
加圧ガスには塩素系冷媒および酸素や可燃ガスなどは絶対に使用しないでください。
操作弁は閉じたままです。絶対に開かないでください。
必ず液管，ガス管，均油管（FDCP7353 〜 13603HLXBのみ）すべて加圧してください。

⒞　加圧は一度に規定圧までしないで，徐々に行ってください。
1）0.5MPaまで加圧したところで，加圧を止めて5分間以上放置し，圧力の低下のないことを確認ください。
2）次に1.5MPaまで加圧し，再び5分間以上そのまま放置し，圧力の低下のないことを確認ください。
3）その後，規定圧力4.15MPaまで昇圧し，周囲温度と圧力をメモしてください。
4）規定値で約1日放置し，圧力が低下していなければ合格です。

この際周囲温度が 1℃変化すると圧力が約0.01MPa変化しますので補正を行ってください。
5）1）〜 4）の確認で圧力低下が認められたものには漏れがあります。

溶接箇所，フレア部等に発泡試験液等を用いて漏れ箇所を発見し補修してください。補修後は再度気密試験を
実施してください。

⒟　気密試験後の真空引きを必ず実施ください。

c）真空引き 
液側操作弁チェックジョイントとガス側操作弁チェックジョイントの両側から真空引きをしてください。 
均油管も必ず真空引きをしてください。（均油管操作弁チェックジョイントを用い単独に行ってください。） 

d）操作弁の操作方法 
開閉の方法 
○キャップをはずし，ガス管側は右図の″開″状態になるよう回してください。 
○液管側と均油管側は，6角レンチ（JISB4648）でシャフトがとまるまで回してください。 
　過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。必ず専用工具をご使用く 
　ださい。 
○キャップを確実に締め付けてください。 

本機はR410Aのため下記の点にご注意ください。 
　○異種油の混入を避けるために，冷媒の種類により工具等を使い分けてください。特にゲージマニホールド，チャージホースは絶対に他冷 
　　媒（R22，R407C等）と共用しないでください。 
　○真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように，逆流防止アダプタを使用ください。 

＜作業フロー＞ 

真空ゲージの針が上昇した場合は系統内に水分が残っているか，漏れ箇所が 
あります。漏れ箇所をチェックし，修正後再度真空引きをしてください。 

－101kPa以下（－755mmHg以下） 
になってから1時間以上真空ポンプ 
の運転を続けてください。 

締め付けトルクは下表を参照ください。 

ガス管用 
 

液管用 
 

均油管用 

7以下 
 

締め付けトルクN・m 

″開″状態 ″閉″状態

ガス管用 

液管用 

均油管用 

キャップ 

袋ナット用

シャフト 
（弁本体） 

7.85 
（MAX 15.7） 

4.9 
（MAX 11.8） 

30以下 
 

13 

キャップ 
（ふた） 

フクロナット 
（チェックジョイント部） 

29.4 
（MAX 39.2） 8.8 

（MAX 14.7） 16.2 
（MAX 24.5） 

1時間以上放置し真空ゲージ 
の針の上昇なきこと 

気
密
試
験
完
了
 

真
空
引
き
開
始
 

真
空
引
き
完
了
 

冷
媒
封
入
 

真
空
度
チ
ェ
ッ
ク
 

⒀　真空引き
液側操作弁チェックジョイントとガス側操作弁チェックジョイントの両側から真空引きをしてください。
均油管も必ず真空引きをしてください。（均油管操作弁チェックジョイントを用い単独に行ってください。）
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⒝　FDCP4003 ～ 13603HLXB
開閉の方法
⒜　キャップをはずし，ガス管側は下図の開状態になるよう回してください。

⒝　液管側と均油管側は，６角レンチ（JISB4648）でシャフトがとまるまで回してください。

過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。必ず専用工具をご使用ください。

⒞　キャップを確実に締め付けてください。

　 締付トルクは下表を参照ください。

c）真空引き 
液側操作弁チェックジョイントとガス側操作弁チェックジョイントの両側から真空引きをしてください。 
均油管も必ず真空引きをしてください。（均油管操作弁チェックジョイントを用い単独に行ってください。） 

d）操作弁の操作方法 
開閉の方法 
○キャップをはずし，ガス管側は右図の″開″状態になるよう回してください。 
○液管側と均油管側は，6角レンチ（JISB4648）でシャフトがとまるまで回してください。 
　過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。必ず専用工具をご使用く 
　ださい。 
○キャップを確実に締め付けてください。 

本機はR410Aのため下記の点にご注意ください。 
　○異種油の混入を避けるために，冷媒の種類により工具等を使い分けてください。特にゲージマニホールド，チャージホースは絶対に他冷 
　　媒（R22，R407C等）と共用しないでください。 
　○真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように，逆流防止アダプタを使用ください。 

＜作業フロー＞ 

真空ゲージの針が上昇した場合は系統内に水分が残っているか，漏れ箇所が 
あります。漏れ箇所をチェックし，修正後再度真空引きをしてください。 

－101kPa以下（－755mmHg以下） 
になってから1時間以上真空ポンプ 
の運転を続けてください。 

締め付けトルクは下表を参照ください。 

ガス管用 
 

液管用 
 

均油管用 

7以下 
 

締め付けトルクN・m 

″開″状態 ″閉″状態

ガス管用 

液管用 

均油管用 

キャップ 

袋ナット用

シャフト 
（弁本体） 

7.85 
（MAX 15.7） 

4.9 
（MAX 11.8） 

30以下 
 

13 

キャップ 
（ふた） 

フクロナット 
（チェックジョイント部） 

29.4 
（MAX 39.2） 8.8 

（MAX 14.7） 16.2 
（MAX 24.5） 

1時間以上放置し真空ゲージ 
の針の上昇なきこと 

気
密
試
験
完
了
 

真
空
引
き
開
始
 

真
空
引
き
完
了
 

冷
媒
封
入
 

真
空
度
チ
ェ
ッ
ク
 

シャフト
（弁本体）

キャップ
（ふた）

13

8.8
（MAX14.7）

締付トルク N・m

ガス管用

液管用

均油管用

7 以下

7.85
（MAX15.7）

4.9
（MAX11.8）

30 以下

29.4
（MAX39.2）

16.2
（MAX24.5）

袋ナット
（チェックジョイント部）

項目

配管

⒠　操作弁の操作方法
⒜　FDCP1123，1403，1603HLXB

FDCP2243，2803，3353HLXYB
FDCKP1603，2243，2803HLXYB

開閉の方法
①	キャップをはずし，ガス管側は下図の開状態になるよう回してください。

②	液管側と均油管側は，６角レンチ（JISB4648）でシャフトがとまるまで回してください。

過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。必ず専用工具をご使用ください。

③	キャップを確実に締め付けてください。

六角袋ナットをはずして下図の状態にしてください。
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⒡　冷媒配管の断熱
冷媒配管の防露断熱工事を行ってください。防露断熱工事に不備があると，水漏れ，露たれ，家財等を濡らす原因にな
ることがあります。

⒜　ガス管，液管共断熱材で防熱・防露する必要があります。
1) ガス管は冷房運転時，配管に結露したものがドレン水となり水洩れ事故となることを防ぎ，また，暖房時には吐出

ガスが流れ管表面温度が高温となるため，人に接触し火傷などの危険があるため，必ず断熱してください。

2) 室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）
で断熱してください。（ガス管・液管共断熱してください。）

注⑴　	本ユニットは JIS 露付条件で試験を行い故障のないことを確
認しておりますが，相対湿度70％を超える天井内等では，ガ
ス側液側配管共に厚さ 20mm以上の断熱が必要となります。

3) 断熱はガス側，液側配管共両方に行ってください。そ
の際断熱材と配管を密着させてすき間ができないよう
に接続線と共に外装テープで巻いてください。

注⑴　	断熱材は耐熱性の良いもの（120℃以上）をご使用ください。

外装テープ 

ガス管 

断熱材 

液管 

室内･外接続配線

パイプカバー（付属品）バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ20㎜以上（1）

⒢　ドレン配管工事
ⅰ　FDCP1123，1403，1603HLXB

FDCP2243，2803，3353HLXYB
FDCKP1603，2243，2803HLXYB

⒜　室外ユニットからのドレンが問題になる場所では、別売
品のドレンエルボ、ドレング口メットを利用してドレン
配管を施工してください。

⒝　室外ユニットの底板には凝縮水を排出する穴が 3ケ所有
ります。

⒞　凝縮水を排水口などに導くときは平置き台（別売品）や
ブロックなどに載せて据え付けてください。

⒟　図の様にドレンエルボを接続し、他の穴はグロメットで
ふさいでください。

ⅱ　FDCP4003 ～ 13603HLXB
⒜　室外ユニットからのドレンか問題になる場所では、別売品のドレンエルボ、ドレングロメットを利用してドレン

配管を施工してください。

２
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⒣　冷媒量（真空引き後，液側操作弁サービスポートより冷媒を液状で追加封入してください。）
液管 1m 当りの冷媒追加封入量（kg/ ｍ） 工場出荷時冷媒封入量

φ 22.22 φ 19.05 φ 15.88 φ 12.7 φ 9.52 φ 6.35 室外ユニット 備     考
FDCP1123HLXB

― ― ― ― 0.054 0.022 5.0 チャージレス
（30m封入済）FDCP1403HLXB

FDCP1603HLXB
FDCKP1603HLXYB

― ― 0.17 0.11 0.054 0.022

5.34

追加チャージを

してください。

FDCP2243HLXYB
FDCKP2243HLXYB

11.5FDCP2803HLXYB
FDCKP2803HLXYB
FDCP3353HLXYB
FDCP3353HLXB-K

0.37 0.26 0.18 0.12 0.059 0.022

11.9
FDCP4003HLXB 12.8
FDCP4503HLXB 14.6
FDCP5043HLXB 16.3
FDCP5603HLXB 17.4
FDCP6153HLXB 18.6
FDCP6803HLXB 19.9

区　分
形　式

2）FDCP4003 ～ 6803HLXB の場合
現地配管分の冷媒封入量の計算
現地配管分の冷媒追加封入量は室内ユニット形式でなく，接続液管のサイズによります。

現地配管分の冷媒追加封入量 =（各液管の実長×各液管 1 ｍ当りの冷媒追加封入量の和）  （kg）

追加封入量（kg）=（ℓ1×0.37）＋（ℓ2×0.26）＋（ℓ3×0.18）＋（ℓ4×0.12）＋（ℓ5×0.059）＋（ℓ6×0.022）

ℓ1：φ 22.22 の液管の合計長さ（ｍ）　　ℓ4：φ 12.7 の液管の合計長さ（ｍ）

ℓ2：φ 19.05 の液管の合計長さ（ｍ）　　ℓ5：φ 9.52 の液管の合計長さ（ｍ）

ℓ3：φ 15.88 の液管の合計長さ（ｍ）　　ℓ6：φ 6.35 の液管の合計長さ（ｍ）

 室外ユニット形式                    追加冷媒封入量（kg）
				FDCP4003 〜 6803HLX	B																							50
			FDCP7353 〜 13603HLX	B																					100

注⑴　現地での追加冷媒封入量が下表の値を超える場合は冷媒系統を分けてください。

小数点 2ケタ目を四捨五入して 0.1kg 単位で追加冷媒量を決定してください。

◦冷媒の追加封入
1）FDCP1603HLXB，2243 ～ 3353HLXYB および FDCKP1603 ～ 2803HLXYB の場合
a) 冷媒の封入は必ずはかりを使用して計算封入してください。

b) 室外機停止状態で、全て封入できない場合は試運転モードで運転し封入してください。

c) 冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原因となります。（特に運転しなから冷媒封入する場合は必ず30

分以内に完了してください。）

d) 本ユニットには 11.5kg の冷媒が封入されています。

e) 追加冷媒量は下記計算式に従い決定し、その追加した冷媒量をサービスパネル裏面の冷媒量記入銘板に記入してください。

液管サイズと長さにより追加封入してください。小数点 2ケタ目を四捨五入して 0.1kg 単位で追加冷媒量を決定してく

ださい。

追加封入量（kg）＝ 2.5+（ℓ1 × 0.17）+（ℓ2 × 0.11）+（ℓ3 × 0.054）+（ℓ4 × 0.022）

ℓ1：φ 15.88 の合計の長さ（m）、ℓ2：φ 12.7 の合計の長さ（m）
ℓ3：φ 9.52 の合計の長さ（m）、ℓ4：φ 6.35の合計の長さ（m）

基準追加冷媒量 冷媒配管分チャージ量
冷媒配管分チャージ量に加え必ずこの分の
冷媒を追加チャージしてください。
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⒤　電気配線工事
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配線の取出しは前・右・左・下が可能です。

注⑴　配線要領は内線規定（JEAC8001）に基づいて決められています。
　⑵　室外・内ユニット別電源の場合での室外ユニットの電源仕様を示します。
　⑶　表中のこう長・配線太さは，電圧降下を 2％以内とした場合のこう長・配線太さを示します。
　　　配線こう長が上表の値を超える場合は，内線規定に従い配線太さを見直してください。

電   源 電源用配線太さ
（mm2）

配線こう長
（ｍ）

漏電遮断器
（地絡，過負荷，短絡保護兼用）

アース線
太さ（mm2）ネジの呼び

1123

三相
200V

50/60Hz

5.5 27 30A	30mA，0.1sec 以下 2 M51403
1603 8 30 40A	30mA，0.1sec 以下 2 M5
2243 14 44 50A	30mA，0.1sec 以下 3.5 M6
2803 14 41 50A	30mA，0.1sec 以下 3.5 M6
3353 22 57 60A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M6

3353-K 22 49 60A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M6
4003 22 49 60A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
4503 38 64 100A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
5043 38 64 100A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
5603 38 64 100A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
6153 38 64 100A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
6803 38 58 100A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M10
7353 60 77 125A	100mA，0.1sec 以下 8 M10
8003 60 77 125A	100mA，0.1sec 以下 8 M10
8503 100 101 150A	100mA，0.1sec 以下 8 M10
9003 100 84 175A	100mA，0.1sec 以下 14 M10
9603 100 84 175A	100mA，0.1sec 以下 14 M10
10103 100 84 175A	100mA，0.1sec 以下 14 M10
10653 100 84 175A	100mA，0.1sec 以下 14 M10
11303 100 84 175A	200mA，0.1sec 以下 14 M10
11803 100 84 175A	200mA，0.1sec 以下 14 M10
12353 100 84 175A	200mA，0.1sec 以下 14 M10
13003 150 121 200A	200mA，0.1sec 以下 14 M10
13603 150 116 250A	200mA，0.1sec 以下 14 M10

項目
（単位）

形式

室内・外別電源工事を標準とします。下表は室外ユニット単独の電源仕様を示します。

電   源 電源用配線太さ
（mm2）

配線こう長
（ｍ）

漏電遮断器
（地絡，過負荷，短絡保護兼用）

アース線
太さ（mm2）ネジの呼び

1603 三相
200V

50/60Hz

14 41 50A	30mA，0.1sec 以下 3.5 M6
2243

22 54 60A	100mA，0.1sec 以下 5.5 M62803

項目
（単位）

形式

・寒冷地向け (FDCKP)
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⒟　室内ユニット電源仕様

2 

3.5 

5.5 

5.5 

5.5 

8 

8 

7A以下 

11A以下 

12A以下 

16A以下 

19A以下 

22A以下 

28A以下 

20A 30mA，0.1sec以下 

20A 30mA，0.1sec以下 

30A 30mA，0.1sec以下 

30A 30mA，0.1sec以下 

40A 30mA，0.1sec以下 

40A 30mA，0.1sec以下 

50A 30mA，0.1sec以下 

21 

21 

33 

24 

20 

27 

21 

室内ユニット合計電流 配線太さ 
（m㎡） 

配線こう長 
（m） 配線用遮断器（地絡，過負荷，短絡保護兼用） 

信号線太さ（m㎡） 

室内－室内 

２心×0.75～2.0 ２心×0.75～2.0 

室外－室内 

 

注	⑴　	上表は標準仕様を示します。電源は室内ユニットのタイプにより違います。単相200V又は三相200Vを準備ください。
　	⑵　	表中のこう長は、室内ユニットを直列に接続した場合の値を示します。また，室内ユニット合計電流別に，電源降下を2％以内と

した場合の配線太さと最小のこう長を示しています。電流が上表以上の場合，内線規定に従い配線太さを見直してください。
　⑶　室内ユニットへの接続線は5.5mm2まで可能です。8mm2以上は専用プルボックスを使用し，室内ユニットへ5.5mm2以下で分岐し

てください。
　	⑷　	上表は電気ヒータ（別売）を含まずに記載しています。電気ヒータを組込む場合は，電源仕様，配線仕様が異なりますので，ご

注意ください。

⒠　電気配線工事上の注意
　①　電気工事は必ず電気工事士の資格を得た人が行ってください。
　②　電源は専用の分岐回路からとってください。またD種（第3種）接地工事を必ず行ってください。
　③　接地配線は電気設備技術基準にしたがって行ってください。
　④　電線太さ，配線用しゃ断器の選定については，上表をご覧ください。
　⑤　別売の電気ヒータを取りつける場合は配線本数及び配線仕様が異なりますのでご注意ください。
　⑥　電源は室内・室外別電源を標準としています。

ユニット

ユニット ユニット
ユニット

ユニット

同一ネットワーク内の室外ユニット台数

新SL未対応ユニット（FD〇P〇〇〇2LXシリーズ）
新SL対応ユニット（FD〇P〇〇〇3LXDシリーズ）

新SL対応ユニット（FD〇P〇〇〇3LXDシリーズ）

同一ネットワーク内の室外ユニット台数

ユニット

ユニット

①信号線に200Vが印加されないようになっていることを確認してください。
②

基板上の保護ヒューズが動作します。

ユニット
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a）
ｂ 

ユニット
ユニット

ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット

ユニット
ユニット

c）

a）
ｂ 

ユニット
ユニット

ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット 室外ユニット

ユニット
ユニット

c）

お願い
●信号端子台への結線は、M3.5 用の
　右図圧着端子を使用してください。

7mm以下
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漏電しゃ断器 

配線用しゃ断器 

第3種接地工事 

室外ユニット 

信号線（室外～室内ユニット〈Ⅰ〉間） 

信号線（室内ユニット間） 

配線用　 
しゃ断器 

漏電しゃ断器 

室　内 
ユニット 

リモコン線 

電源（室内ユニット側） 
単相又は３相200Ｖ50/60Hz 

リモコン 

〈Ⅰ〉 〈Ⅱ〉 〈Ⅲ〉 〈Ⅳ〉 〈Ⅴ〉 〈Ⅵ〉 〈Ⅶ〉 〈Ⅷ〉

⒢　配線系統図

〈Ⅰ〉 〈Ⅱ〉 

室内ユニット側 
電源線 

信号線（室外～室内ユニット間） 

信号線（室内ユニット間） 

リモコン リモコン 

リモコン線 

1
・2 

1
・2 

Ａ1・Ｂ1 

電源配線接続時の注意

室内・外ユニット接続要領 

Ａ・Ｂ Ａ・Ｂ 

X・Y X・Y 

X・Y X・Y 

室外ユニット 

室内ユニット 

電線 

端子台 線径：細 

線径：太 
圧着端子 

丸形圧着端子
電源配線は必ず電源端子台に接続し，電装品箱外でクランプしてください。 
電源端子台への接続は，丸形圧着端子を使用ください。 
1個の端子に2本接続する場合は，圧着端子が背中合わせになるように配線 
ください。 
また，その場合線径の細い配線が上になるように配線してください。 
・端子ねじを締めすぎるとねじを破損する可能性があります。 
・端子の締め付けトルクは右表を参照ください。 

締め付けトルク（N・m） 
M4 
M8 
M12 

信号線用端子台 
アース線 
電源端子台 

0.68～  0.82 
5.97～  7.25 
22.05～26.46 
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●流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の
信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関して
は、当社としては保証しかねますのでご注意く
ださい。

●既設の冷媒配管使用可否確認は、「③既設配
管流用可否判断フローチャート」に基づき実
施してください。

●冷媒配管長制約および適用可能配管径等に
ついては、製品カタログおよびマニュアルを参
照してください。

●室外ユニット〜室内ユニット〜リモコン間の制
御配線に関し、既設の制御配線を流用する場
合には、「既設配線流用・電源設備に関する確
認留意事項」に基づき確認を実施してくださ
い。

●電源設備に関しては、室外ユニット、室内ユ
ニットに適合した電圧、相数とし、	 電源配線接
続図に基づくブレーカ容量および配線径とし
てください。

●既設の電源設備（電源配線含む）を使用する
場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確
認してください。

●古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の
原因ともなりますのでご注意ください。

確認・留意事項

現
地
施
工
前

●ポンプダウンで冷媒を全量回収できない場
合、残った冷媒を冷媒回収器で回収してくだ
さい。

●室外ユニット正面側に必ず配管リフレッシュ
キットの設置スペースを確保してください。
（室外ユニット正面側500mm以上）

●アドレス設定後電源ONし、システムの正常確認
　リモコンまたは室外ユニットにエラー表示がな
いか確認してください。

●3.24MPaで気密確認を行ってください。

●配管リフレッシュキットによる洗浄運転を実施
する場合には当社サービスまでご連絡くださ
い。

　（現地配管の真空引きまで実施後、当社サー
ビスが引き継ぎます。）

※１	 既設ユニット冷房洗浄方式を行なった場合
は、省略できます。

確認・留意事項

リプレース
対象範囲の確認

既設の冷媒配管
使用可否確認

既設の制御配線
使用可否確認

既設の電源設備
使用可否確認

旧システムで３０分以上
冷房試運転後、

ポンプダウン実施
（既設ユニット冷房洗浄方式）
※既設機が運転可能な場合

既設の室外ユニット、
室内ユニット、

リモコン等取外し

室外ユニット、室内ユニット、
リモコン等据付、
電気工事の実施

アドレス設定後
システム確認

配管の気密確認

冷媒追加充填、
配管洗浄運転実施

配管リフレッシュキット
取外し

試運転調整

現
地
施
工
時

配管リフレッシュキット
接続 

※１

※１

※１

②既設配管流用可否判断フローチャート①既設配管流用時の施工手順
既設配管が再利用できるかどうかを下記フローチャートを使用して判
断してください。

スタート

使用可否をお問合せ
ください

不具合部分を修正し
てください

現地で既設配管の気密
確認をしてください

その枝配管を撤去し
てください

不具合部分を修正し
てください

不具合部分を修正し
てください

いいえ

い
い
え

い
い
え

はい

はい
はい

使用可

使用
不可

使用不可
交換不能

使用可・当社品に交換

修正不能

修正

気密不良

気密合格

撤去不能

撤去

修正不能

修正

修正

はい

はい

ない

ない

ない

ない

緩みなし

緩み
あり

いいえ

ある

いいえ

ある

ある

ある

再利用する既設配管には室
外ユニットと室内ユニットが
接続されていますか？

再利用する既設配管に、腐食・
傷・へこみはありませんか？

配管支持金具は緩んでいま
せんか？

室内ユニットが接続されていな
い枝配管はありませんか？

再利用する既設配管の配管
長・配管径・配管肉厚・ユニッ
ト間高低差は当社規定の範
囲内ですか？

再利用する既設配管にガス
漏れはありませんか？（頻繁
に冷媒を追加するようなこ
とがなかったか確認）

再利用する既設配管の断熱
材に、剥がれ、劣化はありま
せんか？(ガス管、液管とも
に断熱が必要です)

再利用する既設配管の分岐
管・ヘッダは当社品ですか？
※当社品の場合でもオリ
フィス付分岐管など特殊な
ものは使用できません

既設配管を再利用でき
ません。新規配管をご
使用ください。室外ユ
ニットは標準仕様をご
選定ください。

旧ユニットの冷凍機
油は下記のいずれか
に該当しますか？
スニソ・ＭＳ・バーレル
フリーズ・ＨＡＢ
フレオール・エーテル
油・エステル油

旧ユニットは当社品ですか？
使
用
可
否
を

　

照
会
願
い
ま
す

配管の真空引き

既設機が
・運転可能な場合→
　　旧システムでの
　　　既設ユニット冷房洗浄方式
・運転不可能な場合→
　　リフレッシュキット利用方式
で既設配管の流用が可能となります。

既設配管流用に関する注意事項

Ⅱ　リフレッシュマルチ LX シリーズ
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19
19

ⅰ　FDCRP2243，2803HLXYB
⒜　据付場所

1）据付場所の選定

2）据付スペース（サービススペース）例

⒝　ユニットの搬入・据付
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1
⒞　冷媒配管工事
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c

d
①

室外ユニット

E

E D

D D

ドレン排水口（φ20）

E：冷媒ガス側配管接続口
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P
S
B
012D

917F
H

③
　

付
属

配
管

の
接

続
方

法
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⒠　電気配線

A1 B1

R S T

X  Y

X  Y

A B1
2

1
2

1
2
A B A B

a

b

c

d

単相200V～50/60Hz

三相200V3～50/60Hz 漏　電
遮断器

漏　電
遮断器

配線用
遮断器

配線用
遮断器

電源（室内ユニット側）
信号線（室内ユニット間） 信号線（室外～室内ユニット〈Ⅰ〉間）

電源（室外ユニット側） 室外ユニット

室内ユニット

リモコン線
X  Y

X  Y X  Y

X  Yリモコン

D種（第3種）接地工事

D種（第3種）
接地工事

〈Ⅰ〉 〈Ⅱ〉 〈Ⅷ〉
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ユニット

a b

c

新SL対応ユニット（FD〇P〇〇〇3LXDシリーズ）
新SL対応ユニット（FD〇P〇〇〇3LXDシリーズ）
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ⅱ　FDCRP2803HLXB-K，3353HLXB ～ 10103HLXB
⒜　据付場所

1）据付場所の選定

不可
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⒞　冷媒配管工事
1

a
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⒟　組合せ時の配管サイズの選定

φ	28.58

280 335

均油管

φ	9.52
φ	12.7

φ	12.7

主管ガス管

φ	28.58〜φ	38.1

φ	28.58

φ	28.58

φ	12.7

φ	12.7

φ	28.58

φ	28.58

φ	12.7

φ	12.7

φ	28.58

φ	28.58

φ	12.7

φ	12.7

φ	28.58

主管液管

φ	12.7〜φ	19.05

FDCRP6153HLXB：22馬力
組合せ：FDCRP2803HLXB-K＋FDCRP3353HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

φ	28.58

φ	12.7

φ	12.7

φ	28.58

φ	28.58

φ	12.7

φ	28.58

335 335

均油管

φ	9.52

主管ガス管

φ	28.58〜φ	38.1

主管液管

φ	12.7〜φ	19.05

FDCRP6803HLXB：24馬力
組合せ：FDCRP3353HLXB＋FDCRP3353HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

335 400

均油管

φ	9.52

主管ガス管

φ	31.75〜φ	44.45

主管液管

φ	15.88〜φ	22.22

FDCRP7353HLXB：26馬力
組合せ：FDCRP3353HLXB＋FDCRP4003HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

400 400

均油管

φ	9.52

主管ガス管

φ	31.75〜φ	44.45

主管液管

φ	15.88〜φ	22.22

FDCRP8003HLXB：28馬力
組合せ：FDCRP4003HLXB＋FDCRP4003HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

400 450

均油管

φ	9.52

主管ガス管

φ	31.75〜φ	44.45

主管液管

φ	15.88〜φ	22.22

FDCRP8503HLXB：30馬力
組合せ：FDCRP4003HLXB＋FDCRP4503HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

450 450

均油管

φ	9.52

主管ガス管

φ	31.75〜φ	44.45

主管液管

φ	15.88〜φ	22.22

FDCRP9003HLXB：32馬力
組合せ：FDCRP4503HLXB＋FDCRP4503HLXB

［分岐管セット：DOS-2A-1］

PCB002Z937
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450 504

均油管
φ�9.52

FDCRP9603HLXB：34馬力
組合せ：FDCRP4503HLXB＋FDCRP5043HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

504 504

均油管
φ�9.52

FDCRP10103HLXB：36馬力
組合せ：FDCRP5043HLXB＋FDCRP5043HLXB
［分岐管セット：DOS-2A-1］

φ�28.58

φ�12.7

φ�12.7

φ�28.58

φ�28.58

φ�12.7

φ�12.7

φ�28.58

主管ガス管

φ�31.75〜φ�44.45

主管液管

φ�15.88〜φ�22.22

主管ガス管

φ�31.75〜φ�44.45

主管液管

φ�15.88〜φ�22.22

a)



3.6-518_565 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
07/28
1210

念
校
00/00
名前

519

b)



520

3.6-518_565 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
07/28
1210

念
校
00/00
名前

a)

b)



3.6-518_565 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
07/28
1210

念
校
00/00
名前

521

必ず、規定量の冷媒（R410A）を封入してください。
冷媒不足の状態で長時間運転されますと、能力不足
あるいは圧縮機故障の原因となります。
据付説明書および下記内容を参照の上、必ず計量
封入してください。
（特に運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分
　以内に完了してください。）

冷媒量記入銘板

冷媒の追加封入
　1.本ユニットには基凖冷媒量（配管長さ０ｍの封入量）のみ封入されています。
　　基凖冷媒量はユニットの装置銘板（パネル表面）に記入してあります。
　2.右記に従って、現地液管サイズと長さにより
　　冷媒量を計算し、計算封入してください。
　　次回のサービス時に必要となりますので、必ず
　　右記空欄に必要事項を記入してください。
　3.液管分追加量が400～680：50kg、735～
　　1360：100kgを越える場合には、冷媒系統を
　　分けてください。 基凖

冷媒量

冷暖フリーマルチ（LXR），室外容量735～1360の場合＝1.2
冷暖フリーマルチ（LXR），室外容量224～680の場合＝1.3

R-KL
（リフレッシュ）冷暖切換マルチ（LX　　　），氷蓄熱（LXI）設備用（AUCV）の場合 ＝ 1

合計　に対し、次の係数　を掛けてください。

合計

＋ Φ6.35 の合計長さ ｍ × 0.022kg／ｍ ＝

ｍ × 0.059kg／ｍ ＝

ｍ × 0.12  kg／ｍ ＝

ｍ × 0.18  kg／ｍ ＝

ｍ × 0.26  kg／ｍ ＝

ｍ × 0.37  kg／ｍ ＝

＋ Φ9.52 の合計長さ

＋ Φ12.7 の合計長さ

＋ Φ15.88の合計長さ

＋ Φ19.05の合計長さ

液管 Φ22.22の合計長さ

液管分
追加量kg ＋

kg　× Ⓑ kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

＝

kg ＝

液管分
追加量

全冷媒
封入量

Ⓐ

Ⓐ Ⓑ

・・Ⓑ

kg・・Ⓐ
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a)

b)

c)

⒝

電源配線は必ず電源端子台に接続し、電装品箱外でクランプしてください。
電源端子台への接続は、丸型圧着端子を使用ください。
1個の端子に2本接続する場合は、圧着端子が背中合わせになるよう配線く
ださい。
また、その場合線径の細い配線が上になるように配線してください。
配線は特定の電線を使い確実に接続し、端子部に外力が加わらないように
固定ください。
端子のねじ締め付けには、適正なドライバーを使用してください。
端子ねじを締めすぎるとねじを破損する可能性があります。
端子の締め付けトルクは右表を参照ください。
電源工事終了後、電装品箱内の各電気部品のコネクタ抜けや端子外れがない
ことを確認ください。
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形式�区分� 区分�分岐継手� 異径継手� 分岐継手� 異径継手�

ガ

ス

管 

液　

管 

ガ

ス

管 

ガ

ス

管 

ガ

ス

管 

液　

管 

液　

管 

液　

管 

D
IS
-2
2-
1�

ガ

ス

管 

液　

管 D
O
S-
2A
-1
�

D
IS
-1
80
-1
�

D
IS
-3
71
-1
�

D
IS
-5
40
-1
�

418
523

22
0

φ
�3
1.
75

φ
�3
8.
1

φ
�2
8.
58

φ
�2
5.
4

442

94

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�1
2.
7

φ
�1
5.
88

φ
�1
9.
05

φ
�9
.5
2

304

12
5

439

φ
�1
5.
88

φ
�1
9.
05

φ
�2
2.
22

φ
�1
2.
7

370

87

φ
�9
.5
2

φ
�6
.3
5

φ
�9
.5
2

91

448

φ
�1
2.
7

φ
�9
.5
2

φ
�9
.5
2

φ
�6
.3
5

φ
�1
2.
7

φ
�1
5.
88

100

584

11
7

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�9
.5
2

φ
�1
9.
05

φ
�1
9.
05

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�2
2.
22

O
D
9.
52

ID
6.
35

91

448

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�9
.5
2

φ
�6
.3
5

13
1

576

φ
�1
9.
05

φ
�2
2.
22

φ
�2
5.
4

φ
�3
1.
75

φ
�2
8.
58

753

19
6

φ
�3
1.
75

φ
�2
8.
58

φ
�3
8.
1

φ
�3
1.
75

φ
�2
5.
4

φ
�1
9.
05

φ
�2
8.
58

φ
�2
5.
4

100

100

100

O
D
19

.0
5

ID
15

.8
8

O
D
19

.0
5

ID
12

.7

O
D
19

.0
5

ID
9.
52

100

100

100

O
D
38

.1

ID
34

.9
2

O
D
25

.4

ID
22

.2
2

O
D
25

.4

ID
22

.2
2

100

100

100

O
D
19

.0
5

ID
15

.8
8

100

O
D
19

.0
5

ID
22

.2
2

O
D
19

.0
5

ID
12

.7

100

100

O
D
31

.7
5

ID
34

.9
2

O
D
25

.4

ID
28

.5
8

O
D
19

.0
5

ID
9.
52

100

544

11
7

φ
�2
2.
22

φ
�1
9.
05

φ
�1
5.
88

φ
�1
9.
05

φ
�1
5.
88

φ
�1
2.
7

φ
�9
.5
2

ID
25

.4

O
D
22

.2
2

100

ID
25

.4

O
D
22

.2
2

100

ID
28

.5
8

O
D
22

.2
2

⒜　分岐管セット部品形状一覧

注⑴　分岐管にはインシュレーションが付属されています。
　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切断してください。
　⑶　分岐継手（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉又は〈垂直分岐〉
　　　するように設置してください。 床面

床面

床面 床面

水平 垂直

〈分岐管方式〉

ⅲ　分岐管セット・ヘッダセット一覧表

PCB002Z482 A
PCB002Z351 F
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ヘッダー� 異径継手� ヘッダー�
H
EA
D
4-
22
-1

H
EA
D
6-
18
0-
1

形式� 区分� 区分�

ガ　

ス　

管 

ガ　

ス　

管 

液
　
　
　
　

管
 

液
　
　
　
　

管
 

H
EA
D
8-
37
1-
1

H
EA
D
8-
54
0-
1

ガ　

ス　

管 

ガ　

ス　

管 

液
　
　
　
　

管
 

液
　
　
　
　

管

14
5�

415�

φ
�1
2.
7�

φ
�1
5.
88

�
φ
�1
9.
05

�

φ�9.52�
φ�12.7�

100�

100�

19
0�

545�

φ
�2
2.
22

�

φ�15.88�
φ�12.7�
φ�9.52�

φ
�1
9.
05

�
φ
�1
5.
88

�

ID
25

.4
�

O
D
22

.2
2�

ID
28

.5
8�

O
D
22

.2
2�

135�

10
7

540�

φ
�1
2.
7�

φ
�9
.5
2�

φ
�9
.5
2�

φ
�6
.3
5�

φ
�1
5.
88

�

φ
�1
2.
7�

18
6�

710�

11
0�

90�

665�

φ
�2
8.
58

�

φ
�1
5.
88

�

φ
�2
5.
4�

φ
�1
2.
7�

φ
�9
.5
2�

φ
�6
.3
5�φ�15.88�

φ�12.7�
φ�9.52�

φ
�3
1.
75

�

18
0�

710�

100�

10
5�

90�

745�

φ
�2
2.
22

�
φ
�1
9.
05

�

φ
�9
.5
2�

φ
�6
.3
5�

φ
�1
5.
88

�
φ
�1
2.
7�

O
D
31

.7
5�

ID
38

.1
�φ
�2
8.
58

�

φ�15.88�
φ�12.7�
φ�9.52�

φ
�3
1.
75

�

10
4�

35�

375�

φ
�1
2.
7�

φ
�9
.5
2�

φ
�6
.3
5

⒝　ヘッダーセット部品形状一覧

注⑴　ガス管，液管両方共に断熱用インシュレーションが付属されてます。ご使用ください。
　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切断しご使用ください。
　⑶　ヘッダ（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉するように設置してください。

水平

〈ヘッダ方式〉

【ガス】 水平【液】

床面 床面

床面

床面

床面

床面

床面

PCB002Z352 D
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Ⅲ　冷暖フリーマルチ LXRシリーズ
⒜　据付場所の選定

⒝　据付スペース（サービススペース）例
サービススペース（メンテナンス，人の通路，風路，現地配管スペース）を十分確保してください。
（本図の施工条件にあてはまらない場合は，代理店または弊社にご相談ください。）

1）単独設置の場合

L4

L3
L1

L2

サービス
スペース(     　)

吸込

吸込

吸込

吸込

据付スペース

壁面高さH2 壁面高さH4

壁面高さH3

壁面高さH1

開放
10
100
開放
開放

制限なし
制限なし
開放

Ⅲ

500
50
50
50
1500

制限なし
1000

制限なし

Ⅱ

500
10
100
10
1500

制限なし
1000

制限なし

Ⅰ

L1
L2
L3
L4
H1
H2
H3
H4

据付例
寸法

2）複数台設置の場合
　　★印はサービスパネル側を示します。
　　〔�通常の工事では工事スペースを考慮しユニット間に 10mm以上のスペースを確保してください。リニューアル時

等も考慮し 0mm（連続設置）も可能です〕
①横 3台設置の例

②横 2台設置の例：後面に障壁有りの場合　　　　③横 3台設置の例：後面に障壁有りの場合
壁面高さ制限なし

100以上

★ ★ ★ ★★

開　放 開　放

壁面高さ制限なし

300以上

L1 
L2 
L3 
L4 

寸法 据付例 21
500 開放 
10
100 300 

200 

10 開放 

L5 

L3
 

L1
 

L2 

(単位:mm) 

H3 
H4 

H2 
H1 

制限なし
制限なし

制限なし
制限なし

1000
制限なし

制限なし 
1500 

吸込 

吸込 

吸込 

吸込 

据付スペース 

壁面高さH2 壁面高さH4 

壁面高さH3 

壁面高さH1 

L5 10（0） 400 
L6 10（0） 400 

L6 
吸込 

L4 
吸込 

★ ★ ★ 
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④横 6台・縦 4列設置の例

⑤横 8台・縦 4列設置の例

350
以上

350
以上

400
以上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

14
00

以
上

★ ★ ★ ★

400
以上

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

750
以上

80
0

以
上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

★ ★ ★

750
以上

★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

350
以上

350
以上

400
以上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

14
00

以
上

★ ★ ★ ★

400
以上

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

750
以上

80
0

以
上

80
0

以
上

10
0

以
上

10
0

以
上

★ ★ ★

750
以上

★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

80
0

以
上

★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★

1500
以上

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ
＝
10
00
以
下

Ｈ＝1000以下

Ｈ＝1000以下 単位：mm

3）据付時の注意
ⅰ　�アンカーボルトの位置�

アンカーボルト（M10）を4個使用し
て室外ユニットの固定脚を必ず固定し
てください。�
ボルトの出代は 20mmが最適です。

ⅱ　�基礎�
①�防振・騒音が発生しない，基礎強度・水平度を確認して設置ください。� �
②�基礎は上図にあります斜線部以上の範囲（室外ユニットの固定脚前面以上）の大きさとしてください。��
③�基礎は上図にあります通り室外ユニットの横方向（幅 1350mmの方向）にしてください。

20

・通常は上図のように
基礎をお願いします。

・従来の基礎方向は不可です。 ・リニューアル時には中央に基礎を追加して
ください。たわみ防止のため必要です。

基礎

100mm以上

1350(本体寸法)

72
0(
本
体
寸
法
)

59
4

85
85

72
6

76
4

850

ﾕﾆｯﾄ
(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ寸法)

(ｱ
ﾝｶ
ｰﾎ
ﾞﾙ
ﾄ寸

法
)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ位置(●印)
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⒞　冷媒配管工事

ⅲ　�防振ゴム� �
防振ゴムの取付けは室外ユニットの固定脚全面で受ける大きさとしてください。�

ユニット脚

85

防振ゴム

ユニット固定部脚の下部全面が設置するよう
に防振ゴムを設置してください。

ユニット固定部脚の下部が防振ゴムより出て
いたり一部のみの設置はしないでください。

1）�主管（室外側の分岐〜室内側の第一分岐間）
a) 最長（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで）が 90m（実長）以上の場合は，下表の通り吸入ガス管，液管の

主管サイズを変更してください。

注⑴　φ 19.05 以上はC1220T-1/2H材を使用ください。⑵　吐出ガス管のサイズは変更しません。

φ9.52×t0.8（フレア付接続）

φ 12.7×t0.8（フレア付接続）

�φ 15.88×t1.0（ろう付接続）

φ 19.05×t1.0（ろう付接続）

液　管
φ 19.05×t1.0（ろう付接続）
φ 22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 25.4×t1.0（ろう付接続）

φ 28.58×t1.0（ろう付接続）

φ 31.75×t1.1（ろう付接続）

φ 38.1×t1.35（ろう付接続）

φ 15.88×t1.0（ろう付接続）

φ 19.05×t1.0（ろう付接続）

φ 22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 25.4×t1.0（ろう付接続）

φ 28.58×t1.0（ろう付接続）

φ 31.75×t1.1（ろう付接続）

容　量

224
280
335
400
450
504
560
615
680
735
800
850
900
960
1010
1065
1130
1180
1235
1300
1360

主管
吸入ガス管 吐出ガス管 液　管吸入ガス管 吐出ガス管

サイズアップ後の配管サイズ

φ 12.7×t0.8（フレア付接続）

φ 15.88×t1.0（フレア付接続）

�φ 19.05×t1.0（ろう付接続）

φ 22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 25.4×t1.0（ろう付接続）

φ 28.58×t1.0（ろう付接続）

φ 31.75×t1.1（ろう付接続）

φ 38.1×t1.35（ろう付接続）

φ 15.88×t1.0（ろう付接続）

φ 19.05×t1.0（ろう付接続）

φ 22.22×t1.0（ろう付接続）

φ 25.4×t1.0（ろう付接続）

φ 28.58×t1.0（ろう付接続）

φ 31.75×t1.1（ろう付接続）



3.6-518_565 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
07/28
1210

念
校
00/00
名前

531

FDCP7353HLXR：26馬力

組合せ：FDCP3353HLXR－K＋FDCP4003HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

3353

均油管

4003

主管吸入ガス管
φ31．75�※1

φ9.52
φ25．4

φ15．88�※2

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38．1、
※2がφ19．05となります。

FDCP8003HLXR：28馬力

組合せ：FDCP4003HLXR＋FDCP4003HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

4003

均油管

4003

主管吸入ガス管
φ31．75�※1

φ9.52
φ28．58

φ15．88�※2

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38．1、
※2がφ19．05となります。

FDCP8503HLXR：30馬力

組合せ：FDCP4003HLXR＋FDCP4503HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

4003

均油管

4503

主管吸入ガス管
φ31．75�※1

φ9.52
φ28．58

φ15．88�※2

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38．1、
※2がφ19．05となります。

FDCP9003HLXR：32馬力

組合せ：FDCP4503HLXR＋FDCP4503HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

4503

均油管

4503

主管吸入ガス管
φ31．75�※1

φ9.52
φ28．58

φ15．88�※2

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38．1、
※2がφ19．05となります。

FDCP9603HLXR：34馬力

組合せ：FDCP4503HLXR＋FDCP5043HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

4503

均油管

5043

主管吸入ガス管
φ31．75�※1

φ9.52
φ28．58

φ15．88�※2

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ38．1、
※2がφ19．05となります。

FDCP10103HLXR：36馬力

組合せ：FDCP5043HLXR＋FDCP5043HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

5043

均油管

5043

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ28．58

φ15．88�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ19．05となります。

2）組合せ時の配管サイズの選定

PCB002Z912
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FDCP10653HLXR：38馬力

組合せ：FDCP5043HLXR＋FDCP5603HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

5043

均油管

5603

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

FDCP11303HLXR：40馬力

組合せ：FDCP5603HLXR＋FDCP5603HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

5603

均油管

5603

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

FDCP11803HLXR：42馬力

組合せ：FDCP5603HLXR＋FDCP6153HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

5603

均油管

6153

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

FDCP12353HLXR：44馬力

組合せ：FDCP6153HLXR＋FDCP6153HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

6153

均油管

6153

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

FDCP13003HLXR：46馬力

組合せ：FDCP6153HLXR＋FDCP6803HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

6153

均油管

6803

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

FDCP13603HLXR：48馬力

組合せ：FDCP6803HLXR＋FDCP6803HLXR
［分配管セット:DOS－2A－1－R］

6803

均油管

6803

主管吸入ガス管
φ38．1

φ9.52
φ31．75

φ19．05�※1

主管吐出ガス管

主管液管

最長が90m（実長）を超える場合は※1がφ22．22となります。

PCB002Z912
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吐出ガス管
φ 9.52×t0.8
φ 12.7×t0.8
φ 15.88×t1.0
φ 22.22×t1.0
φ 25.4×t1.0
φ 28.58×t1.0
φ 31.75×t1.1

吸入ガス管
φ 12.7×t0.8
φ 15.88×t1.0
φ 19.05×t1.0
φ 25.4×t1.0
φ 28.58×t1.0
φ 31.75×t1.1
φ 38.10×t1.35

液　管

φ 9.52×t0.8

φ 12.7×t0.8

φ 15.88×t1.0

φ 19.05×t1.0

室内ユニット合計容量
〜 70未満

70以上〜 180未満
180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満
540 以上〜 700未満
700 以上〜 1100 未満

1100 以上

3）�室内側の第一分岐〜室内側分岐間

a）�下流に接続される室内ユニットの容量の合計により下表により選定ください。但し，主管サイズを超えないでくだ
さい。

b）分流コントローラより下流では吐出ガス管の接続は不要です。

4）室内側分岐〜室内ユニット間
a）�室内ユニット接続配管サイズ表。
b）分流コントローラより下流では吐出ガス管の接続は不要です。

7）分流コントローラ選定
a）�下流に接続される室内ユニットの合計容量により下表から選定してください。
b）各分流コントローラに接続可能な室内ユニットの台数は下表の通りです。
c）液管の分流コントローラとの接続は不要です。

d）室外ユニットに接続する分流コントローラの台数制限（最少接続台数）は下記のとおりです。

6）室内側分岐管セット選定�
分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定してください。

5）室外側分岐管セット選定

お願い
①室外ユニットとの接続管は室外ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
②室内ユニット側への配管（＝主管）は主管サイズで合わせてください。
③分岐継手（吸入ガス・吐出ガス・液共）は必ず“水平分岐”又は“垂直分岐”するように設置してください。

お願い
①室内ユニットと室内側分岐管の配管サイズは室内ユニットの接続配管サイズに合わせてください。
②分岐継手（吸入ガス・吐出ガス・液共）は必ず“水平分岐”又は“垂直分岐”するように設置してください。

室内
ユニット

φ 6.35×t0.8
φ 9.52×t0.8
φ 12.7×t0.8
φ 15.88×t1.0
φ 19.05×t1.0

容　量
22,�28
36,�45,�56

71,�80,�90,�112,�140,�160
224
280

吸入ガス管 吐出ガス管
φ 9.52×t0.8
φ 12.7×t0.8
φ 15.88×t1.0
φ 19.05×t1.0
φ 22.22×t1.0

φ 6.35×t0.8

φ 9.52×t0.8

液　管

室外ユニット
2台用（7353〜13603用）

分岐管セット
DOS-2A-1-R

下流の合計容量
〜 180未満

180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1-R
DIS-180-1-R
DIS-371-1-R
DIS-540-1-R

a）分流コントローラより上流の場合 b）分流コントローラより下流の場合

下流の合計容量
〜 112未満

112 以上〜 180未満
180 以上〜 280以下

分流コントローラ形式
PFD1123
PFD1803
PFD2803

接続可能台数
1 〜 5
1〜 8
1〜 10

下流の合計容量
〜 180未満

180 以上〜 371未満
371 以上〜 540未満

540 以上

分岐管セット形式
DIS-22-1
DIS-180-1
DIS-371-1
DIS-540-1

〜 2803：2台 〜 5603：4台 〜 8503：6台 〜 11303：8台 〜 13603：10台
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8）分岐管セット部品形状一覧

注⑴　分岐管にはインシュレーションが付属されて
います。

　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切
断してください。

　⑶　分岐継手（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉
又は〈垂直分岐〉するように設置してください。

床面

床面

床面 床面

水平 垂直

〈分岐管方式〉

φ
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【DOS-2A-1-R】 【DIS-22-1-R】 【DIS-180-1-R】
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用

吐
出
ガ
ス
配
管
用

液
配
管
用

異
径
継
手 100 100

異
径
継
手

異
径
継
手

O
D
19
.0
5

ID
22
.2
2

100

100

O
D
12
.7

ID
9.
52

100

O
D
9.
52

ID
6.
35

【DIS-371-1-R】 【DIS-540-1-R】
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形式区分 区分分岐継手 異径継手 分岐継手 異径継手

ガ
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管
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管
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管
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管
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D
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注⑴　分岐管にはインシュレーションが付属されています。
　⑵　各配管は適宜現地にて使用径の所を中央で切断してください。
　⑶　分岐継手（ガス・液側共）は必ず〈水平分岐〉又は〈垂直分岐〉
　　　するように設置してください。

床面

床面

床面 床面

水平 垂直

〈分岐管方式〉
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9）9）配管接続位置と配管取出方向
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■分岐管方式
　　接続容量合計：800，最長：120m

A B C D E

F

a b d e

室外ユニット

室内ユニット

680

分岐管1

分流コントローラ1

分岐管2 分岐管3 分岐管4

分岐管5

80 80

c

80 140 140

分流コントローラ2 分流コントローラ3

分流コントローラ4

f g

分岐管6

140 140

分流コントローラ5

配管長90m超 (主管サイズアップ)
下流の室内ユニット容量合計(80+80+140+140+140+140)720
下流の室内ユニット容量合計(80+140+140+140+140)640
下流の室内ユニット容量合計(140+140+140+140)560
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280
室内ユニット配管サイズ(80)
室内ユニット配管サイズ(80)
室内ユニット配管サイズ(80)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(140)
室内ユニット配管サイズ(140)

選　定　要　領

A
B
C
D
E
F
a
b
c
d
e
f
g

記
号

●配管サイズの選定 ●分岐管セットの選定

注 　分岐管セットに付属の異径継手は各配管サイズによって適宜選定して
　　 ください。
　 　分岐継手と室内ユニット側の口径調整が必要な場合は必ず分岐継手側
　　 で行ってください。

●分流コントローラの選定

注 　分流コントローラ（PFD1123，2803）に付属の異径継手は各配管サイズによっ
　　 て適宜選定してください。

記号
分流コントローラ1
分流コントローラ2
分流コントローラ3
分流コントローラ4
分流コントローラ5

選　定　要　領 分流コントローラ形式
下流室内ユニット容量合計80
下流室内ユニット容量合計80
下流室内ユニット容量合計80
下流室内ユニット容量合計（140+140）280
下流室内ユニット容量合計（140+140）280

PFD1123
PFD1123
PFD1123
PFD2803
PFD2803

記号
分岐管1
分岐管2
分岐管3
分岐管4
分岐管5
分岐管6

選　定　要　領 分岐管セット形式
下流の室内ユニット容量合計(80+80+80+140+140+140+140)800
下流の室内ユニット容量合計(80+80+140+140+140+140)720
下流の室内ユニット容量合計(80+140+140+140+140)640
下流の室内ユニット容量合計(140+140+140+140)560
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280
下流の室内ユニット容量合計(140+140)280

DIS-540-1-R
DIS-540-1-R
DIS-540-1-R
DIS-540-1-R
DIS-180-1
DIS-180-1

床面

床面

床面

床面

水平
垂直

備考1. 分岐継手（ガス・液側共）は必ず
“水平分岐”又は“垂直分岐”とな
るようにしてください。

2. 立管にトラップを設ける必要は
ありません。

φ25.4
φ25.4
φ25.4
φ25.4
φ15.88
φ15.88

　  φ15.88

φ31.75
φ31.75
φ28.58
φ28.58
φ19.05
φ19.05

吐出ガス側
配管サイズ（mm）

吸入ガス側
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ15.88
φ12.7
φ12.7

φ9.52

液側

冷媒配管接続例

注⑴　１台の分流コントローラに複数台の室内ユニットを接続する場合、リモコン１台にて制御してください。
　⑵　分流コントローラより下流では吐出ガス管の接続は不要です。
　⑶　分流コントローラと液管は接続不要です。
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φ6.35

φ9.52

φ12.7

φ15.88

14〜18
（1.4〜1.8）

34〜42
（3.4〜4.2）

49〜61
（4.9〜6.1）

68〜82
（6.8〜8.2）

45〜60

30〜45

30〜45

15〜20

150

200

250

300

操作弁サイズ

（mm）

締付トルク
N・m

（kg・m）

締付角度

（°）

工具の推奨腕長さ

（mm）

フレアナット締付トルクおよびその目安

⒟　配管仕様
a）冷媒配管の肉厚

配管径 最小配管肉厚 材　　　　質
φ6.35

φ9.52

φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.22

φ25.4

φ28.58

0.8mm O材

0.8mm O材

0.8mm O材

1.0mm O材

1.0mm 1/2H,�H材

1.0mm 1/2H,�H材

1.0mm 1/2H,�H材

1.0mm 1/2H,�H材

φ31.75

φ38.1

1.1mm 1/2H,�H材

1.35mm 1/2H,�H材
配管の選定・施工に際しては，必ず『冷凍保安規則関係基準』を厳守してください。注　　
配管肉厚は最小配管肉厚以上のものを選定ください。

注�意
フレアナットの締付はダブルスパナで行い，締付は適性トルクで行ってください。締め過ぎによるフレア部破損に注
意してください（締付トルク表を参照してください）。フレア部等のゆるみ，破損が発生した場合に，冷媒ガスが漏洩
して酸欠事故の原因になることがあります。

警 告
ろう付前には必ず操作弁が閉の状態であることを確認してください。冷媒ガスに炎が触れると有毒ガスが発生し中毒
になる恐れがあります。

b）締付トルク
●フレア接続はダブルスパナでしっかり締め付けてくださ
い。フレアナットの締付トルクは，右表締付トルク幅の
うち，下限値トルクで締付作業を行ってください。やむ
を得ずトルクレンチが使用できない場合は，右表に示し
た目安を参考にして締付作業を行ってください。

c）フレア加工
R410A用のフレア加工寸法は，従来のR407C用とは異なります。R410A用のフレアツールを推奨しますが、出し
代調整用銅管ゲージにて出し代B寸法を調整すれば，従来ツールを使用できます。

A

B

銅管外径 A
�0
-0.4

フレア管端部：A（mm）

R410A用ツール使用時 従来ツール使用時
リジッド（クラッチ式）の場合

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

9.1
13.2
16.6
19.7

0〜0.5 0.7〜1.3

銅管外径

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

銅管外径 A
�0
-0.4

フレア管端部：A（mm）

R410A用ツール使用時 従来ツール使用時
リジッド（クラッチ式）の場合

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

9.1
13.2
16.6
19.7

0〜0.5 0.7〜1.3

銅管外径

φ6.35
φ9.52
φ12.70
φ15.88

〈目安の見方〉
フレアナットを手締めで締めた後，推奨腕長さ
スパナを用いて表中に記載してある締め付け角
度だけ締め付けてください。

d）配管施工
1）ろう付は必ず窒素ガスを流しながら行ってください。窒素

ガスを流さないと多量の酸化皮膜が生成され，致命的故障

の原因となります。

2）�配管内に水分・異物が入らないようにしてください。また，

フラッシングを行ってください。フラッシングは窒素ガス

を約 0.02MPaで流し，管端を手で塞いで，管内の圧力が

上昇したら手を放してください。（この時，他の管端はプ

ラグで塞ぐ）

3）フレア付け油としては，エステル油を推奨します。
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冷媒410A対応機としての注意点
◦R410A以外の冷媒を使用しないでください。R410Aは従来の冷媒に比べ圧力が1.6倍高くなります。
R410Aはボンベ上部に桃色の表示があります。

◦R410A機は，他冷媒の誤封入防止のため室外機操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョ
イント径を変更しています。又，耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの
対辺寸法を変更しています。�
従って，施工・サービス時には右表に示すR410Aツールを準備してください。

◦チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し，能力�
不足等の原因になります。

◦冷媒封入は必ず液相で取り出して行ってください。
◦室内ユニットはR410A専用ユニットとなります。�
（他の室内ユニットを接続すると正常運転できません）

� R410A専用ツール
a� ゲージマニホールド
b� チャージホース
c� 冷媒充填電子はかり
d� トルクレンチ
e� フレアツール
f� 出し代調整用銅管ゲージ
g� 真空ポンプアダプター
h� ガス漏れ探知機

⒠　気密試験
a）室外ユニット本体の気密試験は弊社にて実施済ですが，配管接続後，接続配管および室内ユニットの気密試験を室外

ユニット側の操作弁のチェックジョイントより行ってください。尚，操作弁は必ず閉のままにして実施してください。

b）気密試験は，窒素ガスで機器の設計圧力まで，冷媒配管内を加圧して行うため，下図を参考にして器具類を接続し
てください。

�� �加圧ガスには塩素系冷媒および酸素や可燃ガスなどは絶対に使用しないでください。
�� �操作弁は閉じたままです。絶対に開かないでください。
�� �必ず液管，吸入ガス管，吐出ガス管，均油管すべて加圧してください。

c）加圧は一度に規定圧までしないで，徐々に行ってください。
1）0.5MPaまで加圧したところで，加圧を止めて 5分間以上放置し，圧力の低下のないことを確認ください。
2）次に 1.5MPaまで加圧し，再び 5分間以上そのまま放置し，圧力の低下のないことを確認ください。
3）その後，規定圧力（4.15MPa）まで昇圧し，周囲温度と圧力をメモしてください。
4）規定値で約 1日放置し，圧力が低下していなければ合格です。
�����この際周囲温度が 1℃変化すると圧力が約 0.01MPa変化しますので補正を行ってください。
5）1）〜 4）の確認で圧力低下が認められたものには漏れがあります。
�� 溶接箇所，フレア部等に発泡試験液等を用いて漏れ箇所を発見し補修してください。補修後は再度気密試験を

実施してください。
d）気密試験後の真空引きを必ず実施ください。

サービスポート
（チェックジョイント）

液管

吸入ガス管

吐出ガス管

均油管

操作弁

室外ユニット2

液管

吸入ガス管

吐出ガス管

均油管

操作弁

室外ユニット1

ゲージマニホールド

室内ユニットへ

窒
素
ガ
ス

Lo Hi
Loノブ Hiノブ

本ユニットはR410Aのため下記の点にご注意ください。
　○異種油の混入を避けるために，冷媒の種類により工具等を使い分けてください。特にゲージマニホールド，チャージホースは絶対に他冷
　　媒（R22，R407C等）と共用しないでください。
　○真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように，逆流防止アダプタを使用ください。

＜作業フロー＞

真空ゲージの針が上昇した場合は系統内に水分が残っているか，漏れ箇所が
あります。漏れ箇所をチェックし，修正後再度真空引きをしてください。

－101kPa以下（－755mmHg以下）
になってから1時間以上真空ポンプ
の運転を続けてください。

1時間以上放置し真空ゲージ
の針の上昇なきこと

気
密
試
験
完
了

真
空
引
き
開
始

真
空
引
き
完
了

冷
媒
封
入

真
空
度
チ
ェ
ッ
ク

⒡　真空引き
液側操作弁チェックジョイントとガス側操作弁チェックジョイントの両側から真空引きをしてください。
均油管も必ず真空引きをしてください。（均油管操作弁チェックジョイントを用い単独に行ってください。）
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⒢　操作弁の操作方法
開閉の方法
⒜　キャップをはずし，ガス管側は下図の開状態になるよう回してください。

⒝　液管側と均油管側は，６角レンチ（JISB4648）でシャフトがとまるまで回してください。

過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。必ず専用工具をご使用ください。

⒞　キャップを確実に締め付けてください。

締付トルクは下表を参照ください。

シャフト
（弁本体）

キャップ
（ふた）

13

8.8
（MAX14.7）

締付トルクN・m

吸入ガス管用
吐出ガス管用

液管用

均油管用

7 以下

7.85
（MAX15.7）

4.9
（MAX11.8）

30 以下

29.4
（MAX39.2）

16.2
（MAX24.5）

袋ナット
（チェックジョイント部）

項目

配管

⒣　冷媒配管の断熱
冷媒配管の防露断熱工事を行ってください。防露断熱工事に不備があると，水漏れ，露たれ，家財等を濡らす原因にな
ることがあります。

a）ガス管，液管共断熱材で防熱・防露する必要があります。
1）�ガス管は冷房運転時，配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることを防ぎ，また，暖房時には吐出ガ

スが流れ管表面温度が高温となるため，人に接触し火傷などの危険があるため，必ず断熱してください。

2）�室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）
で断熱してください。（ガス管・液管共断熱してください。）

注⑴　�周囲の露点温度が 28℃以上，相対湿度 80％以上の所では，現
地配管断熱材の厚みを 20mm以上としてください。

3）�断熱はガス側，液側配管共両方に行ってください。その
際断熱材と配管を密着させてすき間ができないように接
続線と共に外装テープで巻いてください。

注⑴　�断熱材は耐熱性の良いもの（120℃以上）をご使用ください。

外装テープ

ガス管

断熱材

液管

信号線

パイプカバー（付属品）バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ20㎜以上（1）
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現地配管分の冷媒封入量の計算

現地配管分の冷媒追加封入量＝（各液管の実長×各液管1m当りの冷媒追加封入量の和）（kg）
現地配管分の冷媒追加封入量は室内ユニット形式でなく，接続液管のサイズによります。

●冷媒の追加封入
液管サイズと長さおよび室外容量により追加封入してください。マルチ（LX）と冷暖フリーマルチ（LXR）では追加封入
量の算出式が異なりますので注意してください。
小数点 2ケタ目を四捨五入して 0.1kg 単位で追加冷媒量を決定してください。

　追加封入量（kg）＝｛（ℓ1× 0.37）＋（ℓ2× 0.26）＋（ℓ3× 0.18）＋（ℓ4× 0.12）＋（ℓ5× 0.059）＋（ℓ6× 0.022）｝×A
　　　ℓ1：φ 22.22 の合計の長さ（m），ℓ2：φ 19.05 の合計の長さ（m），ℓ3：φ 15.88 の合計の長さ（m）

　　　ℓ4：φ 12.70 の合計の長さ（m），ℓ5：φ 09.52 の合計の長さ（m），ℓ6：φ 06.35 の合計の長さ（m）

　　　A：室外容量による係数

FDCP2243HLXR
FDCP2803HLXR
FDCP3353HLXR
FDCP3353HLXR-K
FDCP4003HLXR
FDCP4503HLXR
FDCP5043HLXR
FDCP5603HLXR
FDCP6153HLXR
FDCP6803HLXR

0.37 0.26 0.18 0.12 0.059 0.022

8.7
9.9
11.4
11.9
12.8
14.6
16.3
17.4
18.6
19.9

液管1m当りの冷媒追加封入量（kg/m） 工場出荷時冷媒封入量
φ22.22 φ19.05 φ15.88 φ12.7 φ9.52 φ6.35 室外ユニット 備　考形　式

区　分

現地配管分
は封入して
いません。

⒤　冷媒量（真空引き後，液側操作弁サービスポートより冷媒を液状で追加封入してください。）

室 外 容 量 224〜 680 735 〜 1360
A 1.3 1.2

冷媒配管サイズ φ 22.22 φ 19.05 φ 15.88 φ 12.7 φ 9.52 φ 6.35
追加封入量（kg/m） 0.37 0.26 0.18 0.12 0.059 0.022
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a)

⒥　電気配線工事
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配線の取出しは前・右・左・下が可能です。

b）
1）

2）

c）

アース工事はD種（第3種）接地工事に基づき実施してください。
電源配線は必ず電源端子台に接続し、電装品箱外でクランプしてください。
電源端子台への接続は、丸型圧着端子を使用ください。
1個の端子に2本接続する場合は、圧着端子が背中合わせになるよう配線く
ださい。
また、その場合線径の細い配線が上になるように配線してください。
配線は特定の電源を使い確実に接続し、端子部に外力が加わらないように
固定ください。
端子のねじ締め付けには、適正なドライバーを使用してください。
端子ねじを締め付すぎるとねじを破損する可能性があります。
端子の締め付けトルクは右表を参照ください。
電源工事終了後、電装品箱内の各電気部品のコネクタ抜けや端子外れがない
ことを確認ください。
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d）室内ユニット電源仕様

2 

3.5 

5.5 

5.5 

5.5 

8 

8 

7A以下 

11A以下 

12A以下 

16A以下 

19A以下 

22A以下 

28A以下 

20A 30mA，0.1sec以下 

20A 30mA，0.1sec以下 

30A 30mA，0.1sec以下 

30A 30mA，0.1sec以下 

40A 30mA，0.1sec以下 

40A 30mA，0.1sec以下 

50A 30mA，0.1sec以下 

21 

21 

33 

24 

20 

27 

21 

室内ユニット合計電流 配線太さ 
（m㎡） 

配線こう長 
（m） 配線用遮断器（地絡，過負荷，短絡保護兼用） 

信号線太さ（m㎡） 

室内－室内 

２心×0.75～2.0 ２心×0.75～2.0 

室外－室内 

注�⑴　�上表は標準仕様を示します。電源は室内ユニットのタイプにより違います。単相200V又は三相200Vを準備ください。
　�⑵　�表中のこう長は、室内ユニットを直列に接続した場合の値を示します。また，室内ユニット合計電流別に，電源降下を2％以内と

した場合の配線太さと最小のこう長を示しています。電流が上表以上の場合，内線規定に従い配線太さを見直してください。
⑶　室内ユニットへの接続線は5.5mm2まで可能です。8mm2以上は専用プルボックスを使用し，室内ユニットへ5.5mm2以下で分岐し

てください。
　�⑷　�上表は電気ヒータ（別売）を含まずに記載しています。電気ヒータを組込む場合は，電源仕様，配線仕様が異なりますので，ご

注意ください。

　　e）電気配線工事上の注意
　　　①　電気工事は必ず電気工事士の資格を得た人が行ってください。
　　　②　電源は専用の分岐回路からとってください。またD種（第3種）接地工事を必ず行ってください。
　　　③　接地配線は電気設備技術基準にしたがって行ってください。
　　　④　電線太さ，配線用しゃ断器の選定については，上表をご覧ください。
　　　⑤　別売の電気ヒータを取りつける場合は配線本数及び配線仕様が異なりますのでご注意ください。
　　　⑥　電源は室内・室外別電源を標準としています。

D
D



3.6-518_565 色
Ｋ

新
組
05/11
1105

初
校
06/10
1103

再
校
06/30
1103

三
校
07/12
1210

四
校
07/28
1210

念
校
00/00
名前

545

1）

3）

2）

お願い
●信号端子台への結線は、M3.5 用の
　右図圧着端子を使用してください。

7mm以下
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不正な配線（同一冷媒系統室外間の配線をA2・B2に接続している） 

不正な配線（異なる冷媒系統室外間の配線をA1・B1に接続している） 

3 

室外ユニット間で接続されている場合

⒠

⑽　ユニットのアドレス設定
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⑴

⑵
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任意の室外ユニット1台のみ（組合せの場合：親機1台 �
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変更する室内ユニットの選択

2）
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⑾　

⒜　FDCP1123，1403，1603HLXB
　　FDCP2243，2803，3353HLXYB
　　FDCKP1603，2243，2803HLXYB

油戻し制御強制実施入力

二段階デマンド入力
"10"：AF定期点検表示
"11"：AF異常表示

実施

油戻し運転出力
"5"：散水装置等への高圧制御出力
6～9：予備

⑴
⑵
⑶

⑾　制御の切換
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⒝　FDCP4003 〜 13603HLXB
FDCRP2243，2803HLXB，3353 〜 10103HLXB
FDCP2243 〜 13603HLXR

設定※ 2 制御切換方法 制御切換内容

親機 基板上SW設定 7セグメント上COO，POO設定

親機 SW3-2 を ON － 自動バックアップ運転

親機 SW3-7 を ON※ 1
外部入力機能割り当てを

“2”に設定※ 1
冷暖強制モード
（外部入力端子開放の場合冷房、短絡の場合暖房と固定できます）

親機 SW5-1 を ON+SW5-2 を ON － 冷房試運転

親機 SW5-1 を ON+SW5-2 を OFF － 暖房試運転

親機

室外ユニットの液操作弁を閉じ、下記に示す順に操作
する。
　　⑴　基板上SW5-2 を ON　
　　⑵　基板上SW5-3 を ON　
　　⑶　基板上SW5-1 を ON

－ ポンプダウン運転

親機

SW4-5：OFF，SW4-6：OFF※1　80％（出荷時設定）
SW4-5：ON，SW4-6：OFF※1　60％　　�
SW4-5：OFF，SW4-6：ON※1　 40％　　�
SW4-5：ON，SW4-6：ON※1　 0％

外部入力機能割り当てを
“1”に設定※ 1

外部入力端子に信号を入力するとデマンドモードになります。
（J13短絡時：レベル入力，J13開放時：パルス入力）

親機 SW5-5 － 通信方式切換　ON：旧 SL通信　OFF：新 SL通信

親機 J13：短絡（出荷時設定），J13：開放時 － 外部入力切換（CnS1、CnS2 のみ）短絡：レベル入力，開放：パルス入力

親・子機 J14：短絡（出荷時設定），J14：開放時 － デフロスト切換　短絡：通常，開放：デフロストに入り易くなる

親・子機 J15：短絡（出荷時設定），J15：開放時 － デフロスト切換　短絡：通常，開放：強化デフロスト

親機 － C70
運転優先切換　　　　0：先押し優先（出荷時）
　　　　　　　　　　1：後押し優先

親・子機 － C75
室外ファン防雪制御　0：制御無効（出荷時）
　　　　　　　　　　1：制御有効

－ － P11 外部入力（CnS1）機能割り当て

－ － P12 外部入力（CnS2）機能割り当て

－ － P13 外部入力（CnG1）機能割り当て

－ － P14 外部入力（CnG2）機能割り当て

親・子機 － P16 室外ファン防雪制御　ON時間設定　30秒（出荷時）10．30〜 600 秒

※ 1　外部入力機能割り当て（P11〜 14）と、SW両方が切り替えられた時に制御が切り換わります。
　　　（例：CnS1を冷暖強制モードの入力に使用する場合P11を 2、SW3-7 を ON、CnS2を冷暖強制モードの入力に使用する場合はP12を 2、SW3-7 を ONする）
※ 2　設定の項目は、組合せユニットの場合の親機・子機の設定を示します。
　　　親　　機→親機のみ設定してください。（子機は設定する必要ありません。）
　　　親・子機→親機・子機共に同じ設定にしてください。

7セグメント上で外部入力機能割り当て（P11 〜 14）を切り換えることで外部入力端子の機能を切り換え
ることができます。外部入力端子に信号を入力すると下記の機能が有効になります。

設定 外部入力機能割り当ての設定値 外部入力端子短絡時 外部入力端子開放時

親機 “0”：外部運転入力 無効 有効

親機 “1”：デマンド入力 無効 有効

親機 “2”：冷暖強制入力 有効 無効

親機 “3”：静音モード入力 有効 無効

親機 “4”：2段階デマンド入力� 有効 無効

親・子機 “5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効

親機 “6”：試運転外部入力 1（SW5-1 同等） 試運転 通常

親機 “7”：試運転外部入力（SW5-2 同等） 冷房 暖房

親機 “8”：静音モードNo2 有効 無効

親機 “9”：予備

親機 “10”：AF定期点検表示 有効 無効

親機 “11”：AF異常表示 有効 無効

⑿　外部入出力端子仕様
名称 用途（工場出荷時） 仕様 基板側コネクタ

外部入力CnS1 外部運転入力（工場出荷時短絡） 無電圧接点（DC12V） モレックス 5267-02AX

外部入力CnS2 デマンド入力（工場出荷時短絡） 無電圧接点（DC12V） モレックス 5267-02AX

外部入力CnG1 冷暖強制入力（工場出荷時開放） 無電圧接点（DC12V） モレックス 5267-02AX

外部入力CnG2 静音モード入力（工場出荷時開放） 無電圧接点（DC12V） モレックス 5267-02AX

外部出力CnH 運転出力 DC12V出力 モレックス 5266-02A-BU

外部出力CnY 異常出力 DC12V出力 モレックス 5266-02AX

⑿　外部入出力端子仕様
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⒀　試運転
⒜　冷房試運転操作
1）室外ユニット側からの試運転

室外基板（組合せユニットの場合は親機）のSW5-1とSW5-2のディップスイッチにより，CnS1のON／OFF にか
かわらず室外から試運転ができます。

試運転終了後は，SW5-1 を OFFとしてください。

2）リモコンからの試運転
��a）冷房試運転操作

リモコンを次の手順で操作してください。
ⅰ）冷房試運転の開始
①�運転／停止�ボタンを押して，運転します。
②�運転切換�ボタンにより，「冷房」を選択します。
③�試運転�ボタンを 3秒以上押します。

表示が，「冷房試運転�▼」となります。
④「冷房試運転�▼」の表示で，セット�ボタンを押すと，冷房試運転を開始します。

表示は，「冷房試運転」となります。
ⅱ）冷房試運転の解除
�下記のいづれかの操作が行われた時，冷房試運転は解除され，「冷房試運転」表示は消灯します。
①�運転／停止�ボタンが押された時。
②�温度設定�∧�ボタンが押された時。
③�運転切換�ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。

��b）運転データの確認方法
リモコン操作により，運転データの確認ができます。
「操作手順」
　①�点検�ボタンを押します。

��表示が「運転データ表示�▼」となります。
���②�「運転データ表示�▼」の表示で、セット�ボタンを押します。
���③�リモコンに接続されている室内ユニットが 1台の場合，
�������「データ確認中」表示となり，（データを読み込む間点滅表示）
�������その後，運転データの 01番が表示されます。
�������⑦へお進みください。
���④�リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、

��接続されている室内ユニットの中で，最も小さい室内アドレスが表示されます。
��［例］「室内機選択」（1秒間点灯）「内 000▲」（点滅）

���⑤�▲��▼�ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
���⑥�セット�により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
�������「内 001」（選択した室内アドレスを 2秒間点灯）

��　　���↓
����「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
����その後、運転データの 01番が表示されます。

���⑦�▲��▼�ボタンにより，現在の運転データを確認できます。
�������表示される項目は右記の通りです。
�������注⑴�機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されまたん。

���⑧�室内ユニットを変更する場合は，エアコンNo.�ボタンを押すことにより，
�������室内ユニット選択表示に戻ります。
���⑨�運転／停止�ボタンを押すと，終了します。

���◎�設定の途中で，リセット�ボタンを押すと，1回前の設定画面に戻ります。
�������注⑴�運転データの確認は，リモコン 2台で室内ユニットを運転する場合，親リモコンのみ操作

�������������可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ONすることで接続されている全ての室内機を運転します。
冷房・暖房の選択はSW5-2の入力により決めてください。

OFFすることで，リモコン又は外
部入力により運転できます。

SW5-1
試運転（ON）⇔通常（OFF）

SW5-2
OFFすることにより，SW5-1がON
のとき，暖房試運転となります。

ONすることにより，SW5-1がONのとき，冷房試運転と
なります。

番号
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

データ項目
運転モード
設定温度
吸込温度
リモコンセンサ温度
室内熱交温度（ThI-R1）
室内熱交温度（ThI-R2）
室内熱交温度（ThI-R3）
室内ファン速調
要求周波数
アンサー周波数
室内膨張弁開度
室内運転積算時間
外気温度
室外熱交温度（ThO-R1）
室外熱交温度（ThO-R2）
圧縮機周波数
高圧圧力
低圧圧力
吐出管温度
ドーム下温度
CT電流
SH制御値
実SH
実 TDSH
圧縮機保護ステータスNo.
室外ファン速調
63H1　ON／OFF
デフロスト　ON／OFF
圧縮機運転積算時間
室外膨張弁開度（EEVC）
室外膨張弁開度（EEVH）
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⒁　チェック運転要領
・適用室外ユニット：FDC(R)P2243 〜 1360HLXB
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⒜　チェック運転とは
チェック運転では、下記の①〜③を自動的に確認できます。

　　�①　操作弁開閉チェック
　　�　　操作弁が開いていることを確認します。
　　�②　配線配管アンマッチチェック
　　�　　室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が正しく接続されていることを確認します。
　　�③　室内膨張弁故障チェック
　　�　　室内機膨張弁の動作可否を確認します。

　　�※据付初回は、試運転の前にチェック運転を行なうことを推奨します。
　　　�もし是正を要する不適合がある場合は、修正後再度チェック運転を行なってください。

実施条件

・温度範囲：外温０～43℃、内温10～32℃
・室内機接続容量：室外機容量の80％以上

注意事項

・室外機１台ずつ、組合せ機は１冷媒系統ずつ行なってください。他の系統の室外機は運転させないでく
　ださい。
・室外機及び接続室内機の電源を入れた後、全接続室内機が停止状態で開始してください。
・組合せ機の場合は親機にて設定および結果表示の確認を行なってください。
・チェック運転前に運転していた場合は、停止後５分程度経過してからチェック運転を開始してください。
　誤判定の要因となります。
・組合せ機の操作弁開閉チェックは親子共液ガス均油管操作弁が閉の場合をNG判定とします。
　これ以外は判定できない場合があります。
・チェック運転中はリモコンからの停止はできません。室内機の作業が完了し、周りに危険物が無い事を
　確認してください。

目的
　チェック運転はあくまで現地据付工事作業のチェック漏れを確認することを目的としており、据付工事作
業チェックの代わりをするものではありませんし、自動修復するものでもありません。
　従って通状通り、据付工事作業及びチェックを実施いただき、その後で、本チェック運転を行っていただ
くことで、チェック漏れのいくつかを防止することができるものと考えています。
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⒝　チェック運転の流れ
チェック運転は以下の流れで行ないます。

注⑴　事前チェックの方法は、「⒞　チェック運転前の確認」をご参照ください。

　⑵　チェック運転の詳しい実施方法は、「⒟　チェック運転要領」をご参照ください。

　⑶　NGと判定された場合の対応は、「⒠　チェック運転後の対応」をご参照ください。

事前チェック 注⑴

結果判定  注⑶

終了

NG

OK

自動チェック  注⑵

開始
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⒞　チェック運転前の確認
　施工が適正に行なわれていることを、聞き取り・点検等によってご確認ください。
　チェック運転中・チェック運転後のトラブル防止に必要な作業です。
　チェック運転は下記�⑴�〜�⑻�の条件を満たしている場合に実施できます。
　以下の内容を 7セグメントとメンテPC等で確認して下さい。

項目 内容 確認方法 確認結果
⑴ 実施準備 室外機と室内機の電源を入れ

る。
他の系統の室外機が運転して
いない。
全室内機が停止している。
停止後５分以上経過している。

⑵ 室内機接続容量 室内機接続容量は室外機容量
の 80％以上。

室外機と室内機の容量を確認してくださ
い。

⑶ アドレス設定 室外機（子機を含む）・室内機の
アドレスが設定されている。

接続台数を確認してください。

⑷ 温度範囲 外気温度が０〜 43℃、吸込み
温度が 10〜 32℃。

外気温度は 7セグメント表示、吸込み温
度はメンテPCで確認してください。

⑸ その他 システム通信方式が新SL。 室外機・室内機・集中制御機器等の形式
を確認してください。

システムが異常停止中でな
い。

室内機又は室外機にエラー表示（E??）
が出ていないか確認してください。

⑹ 室外機操作弁 室外機操作弁が開いている。
※１

目視で確認してください。

⑺ 冷媒量 適正な量の冷媒が封入されて
いる。

室外機のサービスパネル裏面の冷媒量記
入銘板に、追加冷媒量が記入されている
ことを確認してください。

⑻ 室内機接続台数 施工上の接続台数と一致して
いる。

7セグメント表示又はメンテ PC等で確
認してください。

※１　�運転開始前に、必ず親機、子機ともガス側・液側操作弁を開けてください。組合せ機の場合は均油管操作弁も開けてください。
　　　操作弁が閉のまま運転すると真空運転となり、圧縮機が故障する恐れがあります。
　　　�試運転前に操作弁が“閉じている”場合は、施工業者に真空引き・気密試験＆冷媒封入が完了しているか否かを確認の上、操作

弁を開いてください。
　　　⇒�確認を怠ると、空気混入 (不凝縮ガスと水 )又は現地追加冷媒充填忘れ等を引き起こします。

重要
・チェック運転は室内外ユニットアドレス設定終了後かつ冷媒封入後に実施してください。
・冷媒量が適正でない場合は正確なチェックができません。
・システムが異常停止中の場合はチェック運転を行うことができません。
・室内機合計接続容量が室外機容量の 80％末満の場合はチェック運転を行うことができません。
・システム通信方式が従来通信方式（旧SL）の場合は、チェック運転を行うことができません。
・複数の冷媒系統で同時にチェック運転を行わないでください。正確なチェックができません。
・�チェック運転は適用温度範囲内（外温：0〜 43℃、室温：10〜 32℃）で行ってください。適用温度範囲外では、
チェック運転を開始しません。

・�外気処理ユニットおよび給気処理ユニットはチェックができません。（同一冷媒系統の外気処理ユニットおよび給
気処理ユニット以外の室内機についてはチェックできます）

・接続室内機が 1台の時はチェックができません。
・デマンドモード、省エネモードで 0％設定になっている時はチェックができません。
・�クランクケースヒータをチェック運転時の 6時間前に入れてください。（ドーム下過熱度が 15℃より低い場合、保
護制御によりチェック運転が作動しない場合があります。）

・リフレッシュマルチシリーズの場合は、以下の手順を必ず守ってください。

※故障の原因になるので、必ずリフレッシュキットを取り外した後にチェック運転を行うようにしてください。
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⒟　チェック運転要領

流れ 作業内容 運転状況
（7SEGに表示） 7SEG表示の説明 備考

事前確認 「⒞　チェック運転前
の確認」に沿って事前
チェックを行ないま
す。

チェック運転中は、他の系
統の室外機は運転させない
でください。

チェック運
転開始

室外機の“試運転ス
イッチ (SW3-5)” を
OFF から ON にしま
す。
組合せ機の場合は親機
の“試運転スイッチ
(SW3-5)”を OFF か
らONにします。

「H1�残り時間」 残り時間：実施にか
かる最大残り時間

チェック運転の準備運転中
に表示します。
場合によっては、表示され
ないこともあります。
組合せ機の子機には、「H0---」
を表示します。
※全室内機が停止状態で開
始してください。

「H0�HE」 10 分 以 上「H0-HE」
を表示する場合は、
チェック運転が開始で
きていません。「⑶　
チェック運転前の確
認」を参照してくださ
い。

自動チェッ
ク実施中

「H2�残り時間」 残り時間：実施にか
かる最大残り時間

組合せ機の子機には、「H0---」
を表示します。

自動チェッ
ク終了、結
果判定

室外機の 7セグメント
に表示された内容を記
録します。

「CHO�End」 チェック運転結果を
正常と判定。

チェック運転を終了してく
ださい。

「CHL---」 操作弁が閉じている
可能性があります。

「⒠　チェック運転後の対
応」をご参照ください。

「CHU室内No.」 室内外ユニット間の
冷媒配管・信号線が
正しく接続されてい
ない可能性がありま
す。

「CHJ�室内 No.」 室内膨張弁が適正に
動作していない可能
性があります。

「CHE�---」 チェック運転が正常
に終了していませ
ん。
終了時点の判定結果
を全て表示します。

その他の表示

不適合項目
確認

「⒠　チェック運転後
の対応」に沿って異常
の有無を確認します。

自動チェック終了時
に「CHO-End」以
外の表示が出た場合

「⒠　チェック運転後の対
応」をご参照ください。

チェック運
転終了

室外機の“試運転ス
イッチ (SW3-5)”を
OFFにします。

通常表示に戻りま
す。

注⑴　※10分以上「H0-HE」が表示する場合、又はチェック運転終了時に「CHO-End」以外が表示する場合は、�
　　　　�SW3-5をOFFにして各対応を実施後、SW3-5をONにして再度チェック運転を実施してください。
　⑵　※チェック運転中はリモコンからの停止はできません。室内機の作業が完了し、周りに危険物が無い事を確�
　　　　�認してください。

※�チェック運転を中断する場合はSW3-5をOFFにしてください。圧縮機が停止し7セグメントは通常表示
に戻ります。

　⑶・�SW3-6（配管洗浄モード）、SW3-7（冷暖強制モード）、SW5-1（試運転）、SW5-2（試運転冷房設定）、SW5-3（ポ
ンプダウン運転）SW5-6、7、8（能力測定モード）、全てがOFFであることを確認してください。

　⑷　チェック運転を開始してから終了するまでの所要時間は通常15〜 30分（最長80分）です。
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⒠　チェック運転後の対応
チェック運転の判定が完了した時に、「CHO-End」以外の表示の場合は下記の状態を表します。
各点検内容をご確認の上、不適合項目を修正後、再度チェック運転を実施してください。

コード
表示部

データ
表示部 表示内容 点検内容

CHL --- 冷媒回路の一部が閉塞
状態

室外機の操作弁が閉じたままとなっている可能性があります。

低圧センサが正常でない可能性があります。
7セグメントで検知圧力を確認し、ゲージ計測値と比較してください。

室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可能性があり
ます。※１（562ページ参照）メンテPC等で確認してください。

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（562ページ参照）

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（562ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（562ページ参照）

室外基板不良の可能性があります。

CHU 異常室内
No.

室内 No. 表示の室内機
に冷媒が循環していな
い

室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可能性があり
ます。※１（562ページ参照）メンテPC等で確認してください。

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（562ページ参照）

室外機の操作弁が閉じたままとなっている可能性があります。CHU表示室内
機数が多い場合は特に確認してください。

他の室内機が故障している場合に、液バックの影響を受けて表示する可能性が
あります。CHJが同時に表示されている場合は、CHJが表示されている室内
機を優先して確認し、修正後に再度チェック運転を行い確認してください。

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（562ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（562ページ参照）

CHJ 異常室内
No.

室内 No. 表示の室内機
の膨張弁が適正に動作
しない

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（562ページ参照）

他の室内機が故障している場合に、液バックの影響を受けて表示する可能性が
あります。

工事や一過性の問題で、膨張弁にごみが詰まっている可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（562ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（562ページ参照）

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

CH1 --- 室内熱交温度異常 室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（562ページ参照）

CH3 --- 室内EEV故障チェック
実施不可

運転が安定しないため、室内 EEV故障チェックができません。

（注）チェック運転の終了及び結果表示
・チェック運転が終了するとシステムは自動的に停止し、7セグに結果を表示します。
＜正常終了＞
・7セグメントに“CHO�End”表示が出ます。
・SW3-5 を OFFに戻してください。7セグメントは通常表示に戻ります。

＜異常終了＞
・7セグメントにエラー表示が出ます。
・「ここを点検してください」を参照して不適合部分を修正し、SW3-5 を OFFに戻してください。
・その後再度チェック運転開始（前ページ）からチェック運転を行ってください。
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コード
表示部

データ
表示部 表示内容 点検内容

CHH --- 液バックの可能性有り 室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可
能性があります。※１（次ページ参照）
一部の室内機の電源がOFFの可能性があります。
室内機の電源が全てONになっているか確認してください。
室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があり
ます。※３（次ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性がありま
す。※４（次ページ参照）
CHJを表示している室内機が無い場合は、CHJを表示していない室
内機についても確認してください。

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

CHE --- チェック運転異常終了 室内機又は室外機に異常が発生している可能性があります。
室内機又は室外機にエラー表示（E??）が出ていないか確認してく
ださい。

信号線の接続に異常がある可能性があります。
信号線がゆるみなく接続されているか確認してください。
室外基板のSW設定が変更された可能性があります。
チェック運転中に室外基板の SW設定が変更されていないか確認し
てください。

CHE 異常室内
No．

チェック運転異常終了。
室内No. 表示の室内機が異常で
す。

室内機又は室外機に異常が発生している可能性があります。
室内機又は室外機にエラー表示（E??）が出ていないか確認してく
ださい。

信号線の接続に異常がある可能性があります。
信号線がゆるみなく接続されているか確認してください。
室内機の電源がOFFの可能性があります。
室内機の電源がONになっているか確認してください。

E 40 高圧異常 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。

E 42 カレントカット 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。
圧縮機底部が暖かくないまま運転を開始した可能性があります。圧
縮機底部が十分暖まってから再度チェック運転を行なってください。

E 49 低圧異常 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。

E 36-3 液バック異常 「CHH---」と同様の状態の可能性があります。ハンドブック又は上
記を参照してください。

　　　注⑴　室外機にエラー表示（E??）が出た場合は、SW9を押すとエラー表示以外の表示が切換ながら全て表示し�
　　　　����ます。再度SW9を押すと、エラー表示に戻ります。
　　　��⑵　チェック運転が途中終了した時は、終了時点の判定内容に応じて下表の様に表示します。

コード表示部 データ表示部 表示内容
HL --- 冷媒回路の一部が閉塞状態。
HL LPL 冷媒回路の一部が閉塞状態。（組合せ機の場合）
HU 異常室内No. 室内 No. 表示の室内機に冷媒が循環していない。
HJ� 異常室内No. 室内 No. 表示の室内機の膨張弁が適正に動作しない。
UU 異常室内No. 室内 No. 表示の室内機に冷媒が循環していない。
U 異常室内No. 開始直後は室内No. 表示の室内機に冷媒が循環していなかったが、循環

していることが確認できた。

　� � � � �⑶　冷媒回路の一部が閉塞状態となっていると、エラー表示がE40（高圧異常）、E42（カレントカット）、�
�����������������E49（低圧異常）のいずれかとなり、異常停止することがあります。
　������⑷　エラー表示がE36-3（液バック異常）となり異常停止した場合は、「CHH---」と同様の状態の可能性があり�
�����������������ます。
　��������⑸　エラー表示がE42（カレントカット）となり異常停止した場合は、圧縮機底部が暖かくないまま運転を開始し�
　　　　�����た可能性があります。圧縮機底部が十分暖まってから再度チェック運転を行なってください。
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※１　　　　　　　　　配管
　　　　　　　　　　　配線
　・正常　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・配線間違い

室外機
１

室内機
１

室内機
２

室外機
２

室内機
３

室内機
４

室外機
１

室内機
１

室内機
２

室外機
２

室内機
３

室内機
４

※２(コネクタを少し引っ張って抜ける場合はNG，抜けなければOKです。)
　・室内熱交センサコネクタ正常　　　　　・室内熱交センサコネクタ抜け

 

※３(コネクタを少し引っ張って抜ける場合はNG，抜けなければOKです。)
　・コネクタ正常　　　　　　　　　　　　　　　��・コネクタ外れ

※４
　・室内膨張弁正常　　　　　　　　　　　　　　　　・室内膨張弁コイル抜け
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⒡　付属資料
＜チェック運転データシート＞
納入先 納入日 　　�年　　月　　日

実施日 　　���年　　月　　日 天気 担当者

事前記入欄
形式 アドレス

室外機 親機 FDC
子機 FDC

事前記入欄
形式 アドレス 内外配管長 内外ヘッド差 形式 アドレス 内外配管長 内外ヘッド差

室内機 1 FD 41 FD
2 FD 42 FD
3 FD 43 FD
4 FD 44 FD
5 FD 45 FD
6 FD 46 FD
7 FD 47 FD
8 FD 48 FD
9 FD 49 FD
10 FD 50 FD
11 FD 51 FD
12 FD 52 FD
13 FD 53 FD
14 FD 54 FD
15 FD 55 FD
16 FD 56 FD
17 FD 57 FD
18 FD 58 FD
19 FD 59 FD
20 FD 60 FD
21 FD 61 FD
22 FD 62 FD
23 FD 63 FD
24 FD 64 FD
25 FD 65 FD
26 FD 66 FD
27 FD 67 FD
28 FD 68 FD
29 FD 69 FD
30 FD 70 FD
31 FD 71 FD
32 FD 72 FD
33 FD 73 FD
34 FD 74 FD
35 FD 75 FD
36 FD 76 FD
37 FD 77 FD
38 FD 78 FD
39 FD 79 FD
40 FD 80 FD

チェック運転開始 時　　分
チェック運転終了 時　　分

【�判定�】
チェック項目 結果

①異常発生無きこと。
→異常発生した場合：異常No. ＝

②終了時７セグメント表示

その他所見／要処置事項等：
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技術資料による確認
（到達距離，ショートサーキット，懐寸法）
位置の一致

技術資料による確認
（M10あるいはM8）
据付するまで梱包のまま。吊込み
後はダンボール等を取りつけ防護
露点温度 28℃以下，相対湿度
80％以下
断熱材継ぎ目，フレアナット部は確
実に封止。断熱材を押し潰さない
適正匂配は1/50 〜 1/100
鳥居配管禁止
機外静圧＝ 0Paのユニットにはトラップを
設けない（除くダクトタイプユニット）
集合管の上面から接続

天井ボードまたはユニット下面
（FDR）から600〜 750mm以内
295〜 325mm以内の近くで立ち
上げ
必ず標準付属のドレンホース使用

接着剤は使用禁止

ドレン配管出口は臭気発生のない
所（雨水舛等に入れる）
断熱材の施工実施
（約5℃のドレンが流れる）
塩ビ管：1m，銅管：2m　間隔に
支持
接続合計容量は室外機能力比の
50〜130％ (P112〜P160は 80〜130％ )
技術資料による確認。外気温と吸
込み温度の差3deg以内
SW4-7をON

技術資料による確認。ドレン水，
雨水の排水できる構造
別電源が基本

電源容量の合算値は許容内
（またはそれぞれ別電源）
運転時相間不平衡：± 10％以下
圧縮機起動時電圧低下：－ 15％以内
技術資料による確認

漏電ブレーカはユニット毎に設置
（除く組合せの集中電源）
アース工事の施工

必ず施工

基　準チェック項目
①��据 付 ス ペ ー ス は 制 限 内 で す か�
（通風スペース，天井裏）

②��据付位置（吊ボルト位置）と天井開口
位置は一致していますか

③�吊ボルトは指定のサイズですか

④��建築工事の溶接スパッタ等が当たらな
いよう防護処置がありますか

⑤��天井裏の空気条件は制限範囲内ですか
（結露防止のため）

⑥��配管断熱材の継ぎ目には隙間がないよ
う施工されていますか

⑦��ドレン横引き配管は下り匂配を保って
施工されていますか

⑧��ドレン立ち配管途中にトラップは有り
ませんか

⑨��集合ドレン配管への接続は集合管の上
面から接続されていますか

⑩��ドレンポンプ（内蔵・オプション）使用ユニッ
トのドレン配管立ち上げ高さは適正ですか

⑪��ドレンポンプ使用ユニットの現地ドレン配
管はユニット直近で立ち上げていますか

⑫��ドレンポンプ使用ユニットは標準付属
のドレンホースを使用していますか

⑬��標準付属のドレンホースは付属のバン
ドで固定しましたか

⑭��ドレン配管が排水舛の異臭を吸引して
いませんか

⑮��ドレン配管は断熱されていますか�
（結露防止のため）

⑯��ドレン配管は適正な間隔で支持されて
いますか

⑰��室外機の接続台数及び接続合計容量は
適正ですか

①��据 付 ス ペ ー ス は 制 限 内 で す か�
〔風の回り込み（ショートサーキット）がない〕

②��組合せの子機のアドレス設定はしてあ
りますか

③��基礎，基礎ボルトは施工しましたか。
ドレン水，雨水の排水はOKですか

④��室外ユニットと室内ユニットは別電源
にしましたか

⑤��組合せの親機と子機の電源容量合算値
は許容内ですか（or�別電源ですか）

⑥���電源電圧は制限範囲内ですか

⑦���配線，ブレーカ仕様は規格に合ってい
るものを使用していますか

⑧��漏電ブレーカは各々のユニットに設け
ましたか

⑨��アースは取りましたか

⑩��組合せ機の親機と各子機の均油管は施
工しましたか

結果

物件名，系統名 室外ユニット型式 室内ユニット型式及び接続台数 所属，氏名 作成年月日

⒂　工事チェックシート

区　分
1.�室内側

2.�室外側

処置結果または数値記入

室外ユニット能力対比：　　　��％
接続台数：　　　　　　��台

実施日

注）結果欄は基準を満たしていれば○，満たしていなければ×と処置結果を記入（但し，○でも数値記入の必要な項目有り）。その他気付き事項があれば
記載ください。

PSB012D941C
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注）結果欄は基準を満たしていれば○，満たしていなければ×と処置結果を記入（但し，○でも数値記入の必要な項目有り）。その他気付き事項あれば記
載ください。

区　分 チェック項目 基　準 結果 処置結果または数値記入 実施日
3.�システム ①��冷媒配管の材質は正規品ですか JIS，リン脱酸銅継ぎ目なし管

②�冷媒配管の長さは制限値内ですか 技術資料による確認 配管長：　　　　　　　　　m
第一分岐までの長さ：　　　m

③�室内ユニットと室外ユニットの高低差は制
限値内ですか

技術資料による確認
室内ユニット同士はP112〜P140：15m以内

P160〜　�� �：18m以内

高低差：　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　m

④��冷媒配管のサイズ・肉厚は室内機容量から
決めましたか

技術資料による確認
（サイズ・肉厚は室内ユニット容量による）

⑤��冷媒配管途中にトラップや鳥居配管は有り
ませんか

トラップや鳥居配管を設けぬこと

⑥���配管ろう付けは，⒜窒素を使用，⒝操作弁
部冷却して行いましたか

⒜窒素を流しながら or 置換して実施|
（酸化スケール防止のため）

⑦���工事途中は配管端を封止し，雨水・塵埃侵
入の防止処置が有りますか

容易に取り除けないように封止。
仮置き配管の異物侵入防止処置

⑧��分岐管は純正品を使用していますか 純正品の品番は技術資料で確認
⑨��分岐管は正しく設置してありますか 技術資料による確認

（水平または垂直に設置）
⑩��冷媒配管は吊ボルトで（防振）支持して有

りますか
2m毎に冷媒配管専用の吊ボルトで支
持する。

⑪��冷媒配管（液管・ガス管共）は断熱されて
いますか

120℃以上の耐熱性がある材料
配管表面 0〜 5℃で結露なき材料

⑫��冷媒配管は壁・梁等の貫通部でも防振・断
熱施工がされていますか

防振・断熱施工実施

⑬��気 密 試 験 は 行 い ま し た か�
（窒素ガス使用，過大圧は禁止）

圧力：4.15MPa〔リフレッシュは3.24MPa〕
（24H圧力変動なし）

24H後の圧力値：
　　　　　　　　　　　��MPa

⑭��真 空 引 き は 十 分 行 い ま し た か�
（液管，ガス管両方から引く）

真空度－ 101kpa（－ 755mmHg）到
着後，60分以上真空引き

真空引き時間：
　　　　　　　　　　　　min

⑮��現地配管分の冷媒量を計算しましたか 技術資料参照
（追加封入量は液管分）

追加封入量：
　　　　　　　　　　　　��kg

⑯��規定の冷媒を計算封入しましたか 秤を使用
（停止中，運転により液冷媒封入）

⑰��室外ユニットの銘板に冷媒の計算値と封入
量等を記入しましたか

配管サイズ，配管長，冷媒封入量を
記入

4.��分流コン
トローラ

（冷暖フリーマ
ルチの場合）

①��分流コントローラの設置は制限内ですか 技術資料による確認
②��室外機に接続する分流コントローラの台数

は制限内ですか
技術資料による確認

③��分流コントローラに対する室内機の接続台
数及び接続合計容量は許容内ですか

技術資料による確認

④��分流コントローラに対し冷媒配管は正しく
接続されていますか

技術資料による確認

⑤��分流コントローラ用の点検口が指定の位置
に設けてありますか

技術資料による確認

5.�通信系 ①��信号線と電源線の混線は有りませんか 信号線端子台抵抗（技術資料参照）
100Ω以下は混線の可能性あり。

②��内外信号線とリモコン線の混線は有りませ
んか

線種を変えてあること

③��内外信号線にループ配線は有りませんか ループ配線は不可
④��信号線の線種・サイズは正しいですか サイズ：0.75 〜 2.0mm2

⑤��信号線長さは使用範囲内ですか 技術資料参照
⑥��通信方式（新旧SL）は適正ですか 同一スーパーリンク内に旧SL対応機が混在している

場合、旧SLに切り換える（全室外機でSW5-5�ON）
⑦��アドレス番号を合理的に決めましたか 内外機の組合せ、部屋の用途、使用

時間帯、テナント区分け等を考慮
⑧��室内外機のアドレス番号を設備図面（室内

機配置図等）に明示しましたか
設備図面への記載

⑨��アドレス設定作業者に図面を渡してアドレ
ス設定を指示しましたか

指示は基本的に図面で行う

⑩��自動アドレス設定の際�
室内アドレスは 000になっていますか

000に設定する
（工場出荷時 000）

6.�試運転
（試運転は1冷
　媒系統ずつ単
　独で行う）

①��試運転の 6時間前に電源を入れましたか。
または圧縮機底部が温かいですか

クランクケースヒータは試運転時の
6時間前に入れる。または圧縮機底
部温度が十分温まっていること

通電時間：
　　　　　　　　　　　　　H

②��各操作弁は開いてますか 液・ガス管及び均油管操作弁開
③��配線の接続にゆるみは有りませんか 配線の接続にゆるみなし
④��室内外機の組合せ（アドレスまたは冷媒配

管）に間違いありませんか
組合せが間違いないことを熱交換器
温度等で確認

⑤��ネットワークコネクタの接続忘れはありま
せんか

ネットワークコネクタは接続されて
いること

⑥��運転データからシステムとして瑕疵ない事
が確認できましたか

試運転要領書参照

⑦��ドレン排水テストを行いましたか 水漏れ、詰まり等確認
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3.7 マイコン運転制御機能

3.7.1　室内コントローラによる運転制御機能������571
⑴　自動運転モード ����������������571
⑵　冷房・暖房運転時の機能品動作 ���������571
⑶　除湿運転 �������������������571
⑷　タイマー運転 �����������������571
⑸　運転停止時のリモコン表示�����������572
⑹　ホットスタート ����������������572
⑺　ホットキープ �����������������573
⑻　フィルターサイン ���������������573
⑼　オートスイング制御 ��������������573
⑽　サーモ動作 ������������������574
⑾　圧縮機インチング防止制御 �����������575
⑿　ドレンモータ制御 ���������������575
⒀　ドレン異常検知 ����������������575
⒁　運転チェック／ドレンポンプ試運転モード�����576
⒂　室内熱交アンチフロスト ������������576
⒃　加湿器対応制御 ����������������576
⒄　ファンモータ異常 ���������������578
⒅　暖房時室温検知温度補正 ������������578
⒆　吸込温度補正 �����������������578
⒇　温度センサ（吸込・室内熱交）断線・短路検知� ���578
�　運転許可・禁止・コインタイマ用制御 ������579
�　外部制御／遠方操作 ��������������579
�　グリル昇降制御 ����������������580
�　複数台制御（1リモコンによる16台グループ制御）��� 581
�　分流コントローラ制御 �������������581
�　冷暖フリーマルチにおける室内ユニット複数台制御� � 582

3.7.2　リモートコントローラ �������������584
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3.7.3　室外コントローラによる運転制御機能 ������585
A　マルチ LXシリーズ ��������������585
　FDCP1123，1403，1603HLXB
Ⅰ　通常制御 ������������������585
⑴　各運転モード時の主要機能の動作 ������585
⑵　圧縮機制御 ����������������585
⑶　室外ファン制御 ��������������585
⑷　除霜制御 �����������������586
⑸　保護制御 �����������������587
⒜　吐出管温度制御 �������������587
⒝　過電流保護制御 �������������587
⒞　パワートランジスタ温度保護制御 �����588

⑹　試運転 ������������������588
Ⅱ　オプション制御 ���������������588
⑴　外部入力及びデマンド入力 ���������589
⒜　運転許可及び禁止モード ���������589
⒝　デマンド制御 ��������������590

⑵　静音モード制御 ��������������591
⑶　防雪用室外ファン制御 �����������592
⑷　外部出力 �����������������592
⑸　省エネモード制御 �������������593
⑹　冷房・暖房強制運転 ������������593
⑺　緊急停止制御 ���������������593
⑻　移設ポンプダウン制御 �����������594

Ⅲ　データ出力 �����������������595
⑴　7セグメント及び運転データ保持 ������595
⒜　7セグメント表示 ������������595
⒝　7セグメント表示一覧 ����������597
⒞　運転データ保持 �������������605

⑵　室外基板設定 ���������������615
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B　�マルチLXシリーズ（含む寒冷地向け）・リフレッシュマルチLXシリーズ�� 616
　FDCP2243，2803，3353HLXYB　
　FDCKP1603，2243，2803HLXYB
　FDCRP2243，2803HLXYB
Ⅰ　通常制御 ������������������616
⑴　各運転モード時の主要機能の動作 ������616
⑵　圧縮機始動前制御 �������������617
⑶　圧縮機制御 ����������������620
⒜　圧縮機四方弁切換保障 ����������620
⒝　圧縮機保護始動 �������������620

⑷　室外ファン制御 ��������������622
⒜　制御時のファン速度と回転数の制御内容 ����622
⒝　室外ファン冷房制御 �����������622
⒞　低外気温室外ファン冷房制御 �������623
⒟　室外ファン暖房制御 �����������623

⑸　除霜制御 �����������������624
⑹　保護制御 �����������������625
⒜　吐出管温度（Td）保護制御 � ������625
⒝　過電流保護制御（カレントセーフ）����625
⒞　パワートランジスタ温度（PT）保護制御 ����625

⑺　試運転 ������������������626
Ⅱ　オプション制御 ���������������626
⑴　外部入力及びデマンド入力 ���������627
⒜　運転許可及び禁止モード ���������627
⒝　デマンド制御 ��������������628
⒞　二段階デマンド制御 �����������629

⑵　静音モード制御 ��������������630
⑶　防雪用室外ファン制御 �����������631
⑷　外部出力 �����������������631
⑸　省エネモード制御 �������������631
⑹　冷房・暖房強制運転 ������������632
⑺　緊急停止制御 ���������������632
⑻　移設ポンプダウン制御 �����������632

Ⅲ　データ出力 �����������������633
⑴　7セグメント及び運転データ保持 ������633
⒜　7セグメント表示 ������������633
⒝　7セグメント表示一覧 ����������634
⒞　運転データ保持 �������������641

⑵　室外基板設定 ���������������647
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　FDCP3353HLXB-K，4003～6803HLXB　　　
　FDCRP2803HLXB-K，3353 ～ 5603HLXB
Ⅰ　通常制御 ������������������648
⑴　各運転モード時の主要機能品の動作 �����648
⑵　圧縮機制御 ����������������648
⑶　圧縮機始動 ����������������649
⒜　四方弁切換保障 �������������649
⒝　圧縮機保護始動 �������������650
⒞　クランクケースヒータ通電時間による圧縮機保護始動A��� 650
⒟　クランクケースヒータ通電時間による圧縮機保護始動B��� 650

⑷　オイルセパレータバイパス電磁弁（SV6.7）制御 �����650
⑸　圧縮機始動前制御 �������������651
⑹　室外ファン制御 ��������������652
⑺　クランクケースヒータ制御 ���������653
⑻　除霜制御 �����������������653
⑼　保護制御 �����������������654
⒜　吐出管温度制御・異常 ����������654
⒝　カレントセーフ制御 �����������654
⒞　カレントカット制御 �����������654
⒟　インバータ冷却ファン制御 ��������654
⒠　パワートランジスタ温度（PT）保護制御 ����655
⒡　コントロールボックス内換気ファン制御 ����655
⒢　室内ユニット接続台数保護 ��������655
⒣　室外ユニット組合せ保護 ���������655

⑽　自動バックアップ運転 �����������656
⑾　試運転 ������������������657

Ⅱ　オプション制御 ���������������657
⑴　外部入力及びデマンド入力 ���������658
⒜　運転許可及び禁止モード ���������658
⒝　デマンド制御 ��������������659

⑵　静音モード運転 ��������������660
⑶　防雪用室外ファン制御 �����������660
⑷　冷房・暖房強制運転 ������������660
⑸　緊急停止制御 ���������������660
⑹　運転及び異常信号出力 �����������661
⑺　ポンプタウン制御 �������������661
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Ⅲ　データ出力 �����������������662
⑴　7セグメント及び運転データ保持 ������662
⒜　7セグメント表示 ������������662
⒝　7セグメント表示一覧 ����������663
⒞　運転データ保持 �������������666

⑵　室外基板設定 ���������������670
C　冷・暖フリーマルチLXRシリーズ ��������671
　FDCP2243HLXR～6803HLXR　　　
　FDCP3353HLXR－K
Ⅰ　通常制御 ������������������671
⑴　各運転モード時の主要機能品の動作 �����671
⑵　圧縮機制御 ����������������672
⑶　油戻し制御 ����������������673
⑷　除霜制御 �����������������673
⑸　保護制御 �����������������674
⑹　静音モード運転 ��������������675
⑺　自動バックアップ運転 �����������675
⑻　防雪用室外ファン制御 �����������676
⑼　緊急停止制御 ���������������677
⑽　室外ユニット組合せ保護 ����������677
⑾　移設ポンプダウン制御 �����������677
⑿　室内ユニット接続台数保護 ���������678
⒀　室外分流コントローラ制御 ���������678
⒁　試運転 ������������������678

Ⅱ　オプション制御 ���������������679
⑴　外部入力及びデマンド入力 ���������680
⒜　運転許可及び禁止モード ���������680
⒝　デマンド制御 ��������������681

⑵　運転および異常信号出力 ����������682
Ⅲ　データ出力 �����������������683
⑴　7セグメント及び運転データ保持 ������683
⒜　7セグメント表示 ������������683
⒝　7セグメント表示一覧 ����������685
⒞　設定値変更関連 �������������687
⒟　コネクタ機能割当て �����������688
⒠　運転データ保持 �������������688

⑵　室外基板設定 ���������������693
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⑵　冷房・暖房運転時の機能品動作

⑶　除湿運転
吸込空気温度センサ〔ThⅠ-A（リモコンセンサ有効時はリモコンによる）〕により，室内の温度環境を同時に制御します。

1　冷房運転で運転を開始し，吸込空気温度と設定温度の差が2℃以内の場合は，室内ファンタップを1タップダウン

します。室内ファンタップ切換え後3分間はタップを保持します。
注⑴　「P急」の場合「急」にタップダウンします。

　⑵　室内風量のダウンは弱タップを下限とします。

2　除湿運転中に吸込空気温度が設定温度より3℃より大きくなった場合，室内ファンタップをアップします。室内

ファンタップ切換え後3分間はタップを保持します。

　　注⑴　室内風量のマップは設定風量を上限とします。

3　上記制御中にサーモOFFが成立した場合，サーモOFF中はサーモON時の室内ファンタップを保持します。

4　冷房停止後室内ファンをLoで15秒間残留運転を行います。

5）　FDK（P22 ～ P56）シリーズは簡易クリーン機構制御作動の際はファン停止とします。

⑶

冷　　房 暖　　房
除　湿送　風

動　作

機能品
サーモ
ON

サーモ
ON

サーモ
OFF

サーモ
OFF

ホットスタート
（デフロスト）

圧 縮 機
4 方 切 換 弁
室 外 送 風 機
室 内 送 風 機
ル ー バ モ ー タ

ド レ ン ポ ン プ ⑷

◯
×
◯
◯

◯

×
×
×
◯

×⑵

×
×
×
◯

×⑵

◯
◯
◯
◯／×
 ◯／×

×
◯
×
◯／×
◯／×

◯
◯（×）
◯（×）
◯／×
◯／×

◯／×
×
◯／×
◯／×
◯／×

サーモON：◯
サーモOFF：×⑵

◯／×

◯／×
⑵ 

注
　
　

○：運転　×：停止　○／×：室温制御以外の制御により運転／停止します。
ドレンモータ遅延制御中はON。
ワイヤードリモコンの室内機能設定によりドレンポンプON設定の選択が可能です。

3.7.1 室内コントローラによる運転制御機能

⑷　タイマー運転
⒜　時間タイマー

現在よりエアコンOFFの時間を設定します。

「１時間後切」から「10時間後切」の10段階での選択が可能です。時間タイマー設定後は，現在時刻の経過とともに

１時間単位で残り時間の表示を行います。

⑴　自動運転モード（マルチ LXR シリーズのみ）
1）　�リモコンで「自動」モードを選択すると，外気温度と設定温度または設定温度と吸込温度の差温に応じ自動的に冷房・

暖房に切換えます。（冷房⇔暖房切換が3分以内に行われる場合は3分タイマにより3分間圧縮機は運転しません）

2）　�オプションから「自動運転」が指示された場合は，「自動」を個別リモコンに表示します。冷暖の不一致が生じた時は，

不一致の表示とします。ただし，不一致のユニットは送風運転となります。

3）　�電源投入後10秒間は自動判定を行わないで「冷房」モードとします。

4）　�冷房運転，除湿運転または暖房運転（含ホットスタート）何れもサーモON中は判定を行いません。

5）　�室内ユニットが冷房サーモOFFまたは暖房サーモOFFとなった場合は，サーモOFF成立から5分間は運転モードの変更を行いません。

6）　�デフロスト運転中およびデフロスト終了運転中の間は判定しません。

7）　�デフロスト運転中およびデフロスト終了運転中に自動運転信号が入った場合は送風となります。

ESP-FP-1730  W 

冷房運転

室温設定温度
室温（ThI－Aで検知）〔deg〕

　注⑴　自動冷房／暖房時の室温制御は，室温設定温度により行います（DIFF：±1deg）
　　⑵　暖房時室内熱交温度が59℃以上になる
　　　　と自動的に冷房に切換えます。またこ
　　　　の切換後1時間以内は右記の温度にか
　　　　かわらず暖房運転を行いません。

暖房運転

-3 +3

暖房運転停止（冷房）

室内熱交温度（℃）

暖房可能

56 59
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時間タイマー

時刻切タイマー

時刻入タイマー
ウィークリータイマー

時間タイマー

×

○

×

時刻切タイマー

×

○
×

時刻入タイマー

○
○

×

ウィークリータイマー

×
×
×

注⑴　○：可，×：不可
　⑵　時刻入タイマーと時間タイマー及び時刻切タイマーが併用設定されており、タイマー入時刻と
　　　タイマー切時刻（又は切時間）が同時刻に設定された場合は、タイマー切設定が優先されます。

⑸　運転停止時のリモコン表示
⒜　運転停止中（電源ON）「室温」、「センタ／リモート」「フィルタサイン」、「点検」および「タイマ運転」は優先的に表

示します。

⑹　ホットスタート（暖房時コールドドラフト防止）
⒜　開始条件

暖房運転開始時、アンサー周波数が0Hzから0Hz以外に変化した時、1分間は膨張弁開度を200パルスに固定します。

⒝　制御内容
1）　ホットスタート時の室内ファンモータ制御
①　暖房運転開始後7分以内，サーモ状態（暖房サーモOFF時のファン制御）によりファンモードを決定します。
a）　サーモOFFの場合
・暖房サーモOFF時のファン制御設定により運転します。
・�サーモOFF→サーモONに変化してもファンは熱交温度センサー（Thi-R1、R2の何れか高い方）が35℃以上
になるまでサーモOFF時のファン制御で運転を続けます。

・熱交温度センサー（Thi-R1、R2の何れか高い方）が35℃以上になった時設定風量で運転します。
b）　サーモONの場合
・熱交温度センサー（Thi-R1、R2の何れか高い方）が25℃以下の時ファンはOFFで運転しません。
・熱交温度センサー（Thi-R1、R2の何わか高い方）が25℃以上になった時暖房サーモOFF時ファン制御設定。
・熱交温度センサー（Thi-R1、R2の何れか高い方）が35℃以上になった時設定風量で運転します。

C）　暖房サーモOFF時のファン制御で「設定風量」で設定（リモコンから）の場合はサーモON／OFFに関わら
ずファンは設定風量で運転します。

②　�サーモON中に、1度ファンモータがOFFからONとなった時熱交温度センサが25℃以下となっても室内ファン
モータをOFFしません。
（注）デフロスト制御受信時はデフロスト時のファン制御に従います。

③　一旦、ホットスタートを終了したら熱交温度センサの温度が低下してもホットスタートを再開しません。
2）　ホットスタート作動時はルーバ水平制御信号を送信します。
3）　デフロスト終了後連続7分間ファンモータOFFの場合に熱交温度センサ（Thi－R1，R2）の検知温度に係わらず
ONします。

暖房休止
暖房運転

出口温度制御

アンサー0Hz

停止開度 200パルス

休止学習開度
1分間

アンサー周波数が0Hz以外に変化

⒝　時刻切タイマー
エアコンOFF時刻を10分単位で設定が可能です。

⒞　時刻入タイマー
エアコンON時刻を10分単位で設定が可能です。また，同時に室内温度を1℃単位で設定が可能です。

⒟　ウィークリータイマー
各曜日毎に，一日最大４回タイマー運転（入タイマー，切タイマー）の設定が可能です。

⒠　タイマ運転の併用設定可能な組合せ
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⑻　フィルータサイン
運転時間（運転／停止スイッチがONとなっている時間）が 180時間⑴になるとリモコン上の「フィルター清掃」を表示
します。（運転／停止に関係なく，故障時，集中制御時も表示します。）

設定１

設定２

設定３

設定４

設定時間： 180 時間（工場出荷時） 

設定時間： 600 時間 

設定時間： 1000 時間 

設定時間：1000 時間（ユニット停止）⑵ 

フィルータサイン設定 機　　　　　能 

注⑴ フィルターサインの時間設定はワイヤードリモコン室内機能「フィルータサイン設定」により下表の様に
設定可能です。（工場出荷時は，設定1に設定されています）

設定時間経過後フィルター清掃を表示させ更に 24時間（停止中もカウント）経過後ユニットを停止します。⑵

⑼　オートスイング制御〔適用形式：FDT，FDTC，FDTW（オートスイング付パネル装着機），FDTS，FDE〕
⒜　ルーバー制御
ⅰ　エアコンが運転している時に，スイングルーバを動かすときは，�風向調整�ボタンを押します。

「スイング」表示し，スイングルーバが上下に連続して動きます。

ⅱ　スイングルーバの位置を固定するときは，スイングルーバが動いているときに，�風向調整�ボタンを一度押すと，4
位の停止位置が1秒ごとに順番に表示されます。

停止させたい位置に表示がきたときに，再度�風向調整�ボタンを押します。表示が停止し，「ルーバ停止」表示を5
秒間表し，スイングルーバが停止します。

ⅲ　ルーバ4位置制御機の電源投入時のルーバ動作� �
電源投入時，ルーバは自動的に（リモコン操作なし）1回スイングします。�  
これは，ルーバ位置をマイコンが確認するため，ルーバモータ（LM）の位置をマイコンに入力させるための動作
です。

⒝　暖房時のルーバ自動水平セット
ホットスタート及び暖房サーモOFF時はオートスイングスイッチの操作（オートスイング又はルーバ停止）に関わらず
ルーバは水平位置となります。（コールドドラフトを防ぐため）またルーバ位置表示のLCDは本制御に入る前の表示を
継続します。

⒞　ルーバフリー停止制御
ワイヤードリモコン室内機能「ルーバ制御設定」でルーバフリー停止を選択した場合，リモコンより停止信号があった
場合ルーバモータを停止します。さらにリモコンよりオートスイング信号があった場合，停止前の位置よりオートス
イングを始めます。
注⑴　ワイヤードリモコン室内機能「ルーバ制御設定」を切換えた場合は，リモコン機能「ルーバ制御設定」も同様に切換えてください。

⑺　ホットキープ
デフロスト制御開始時にホットキープ制御を行います。

⒜　制御内容
1　室内熱交温度（ThⅠ-R1又R2で検知）が35℃以下となった場合，室内ファンを各設定の低速タップにします。
2　ホットキープ時は，ルーバ水平制御信号を送信します。

⒝　終了条件
室内ファンが各設定の低速タップ時，室内熱交温度が45℃以上となれば設定風量に戻ります。

C　終了条件
1）　ホットスタート制御中に下記の何れかの条件が成立した時本制御を終了し、ファンは設定風量で運転します。
①　熱交温度センサ（Thi－R1，R2の何れかが高い方）が35℃以上のとき。
②　ホットスタート制御開始7分経過したとき。
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⑽　サーモ動作
⒜　冷房
1）　室温制御（ファジー制御）によりサーモを動作させます。
2）　設定点TSに対し，サーモONとOFFは次の通りです。

3）　冷房運転開始時（暖房から冷房も含む）室温が－1＜設定点＜＋1の間はサーモONとします。

⒝　暖房
1）　室温制御（ファジー制御）によりサーモを動作させます。
2）　設定点TSに対し，サーモONとOFFは次の通りです。

3）　暖房運転開始時（冷房から暖房も含む）室温が－1＜設定点＜＋1の間はサーモONとします。

C　暖房サーモOFF中のファン制御
1）　暖房サーモOFF時のファン制御は下記がワイヤードリモコンの室内機能設定から選択が可能です。
①　弱風（工場出荷時），②　設定風量，③　間欠，④　停止

2)　「弱風（工場出荷時）を選択した場合下記のタップで運転します。
・ACモータの場合：Loタップ
・DCモータの場合：ULoタップ

3)　「設定風量」を選択した場合、サーモOFF時も設定風量で運転します。
4）　「間欠」を選択した場合，下記の制御を行います。
a）　暖房運転中にサーモOFFした室内ユニットはホットキープ制御へ移行し熱交センサ温度（Thi－R1，R2何れも）
が25℃以下となった場合，室内ファンをOFFします。

b）　室内ファンOFFを5分間固定とし，5分後に室内ファンLo（ACモータ）／ULo（DCモータ）運転を2分間行い，
ここでルーバは水平制御とします。

c）　室内ファンLo（ACモータ）／ULo（DCモータ）運転2分後にa）項へ移行します。
d）　サーモONであれば，ホットスタート制御へ移行します。
e）　暖房サーモOFFとなった場合，リモコンに表示する温度は室内ファンが停止となった時点とし，以後，ファン
がLo（ACモータ）／ULo（DCモータ）→停止のタイミングでのみ更新します。
リモコンでは運転データ表示操作により温度表示を行い，ファンOFF中も値を更新します。

f）　暖房サーモOFF中にデフロストに入った場合，又はデフロスト中にサーモOFFした場合の室内ファンはOFFと
します。（ホットスタート制御を優先する）但し，吸込温度の更新は7分毎とします。

g）　暖房サーモONとなった場合，または他の運転モード（含む停止）に切換えた場合は，その時点で本制御を中止
し，それから運転状態に復帰します。
注⑴　�本項のサーモOFF中とは暖房運転で要求周波数＝0Hzとなった時点から要求周波数≠0，且つアンサーバック周波数≠0となるま

での間をいいます。従って室外ユニットの制御による圧縮機OFF，又は要求周波数≠0でアンサーバック周波数＝0の場合は本制

御せず室内ファンはホットスタートによります。

5)　「停止」を選択した場合，サーモOFFした室内ユニットのファンをOFFします。
また、リモコンセンサー有効の場合もサーモOFFした室内ユニットのファンをOFFします。

サーモOFF

サーモON

+1-1

設定点（Ts）

温度下降

温度上昇

サーモOFF

サーモON

+1-1

設定点（Ts）

温度上降

温度下昇
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⑾　圧縮機インチング防止制御
1）　�室内ユニットは一旦サーモONとなった場合は，⑽項でサーモOFFとなっても圧縮機ON後2分間（＊1）は，サーモOFFし

ません。圧縮機ON後2分以内にサーモOFFとなる場合は，その機種に定められた0Hz以外の最低要求周波数を出力しま
す。

2）　�室内ユニットは一旦サーモONとなった場合は，⑽項でサーモOFFとなってもサーモON後2分間は，サーモOFFしませ
ん。サーモON後2分以内にサーモOFFとなる場合は，その機種に定められた0Hz以外の最低要求周波数を出力します。

3）　サーモON中に油戻し制御を開始したユニットは油戻し制御中に－1℃になってもサーモOFFしません。

停止⑴

室内ユニットの運転モード

A　制　御

B　制　御

圧縮機ON中

圧縮機OFF中

冷房 除湿 暖房送風⑵

注⑴　冷房　除湿　送風　暖房からの停止，異常停止を含む
⑵　運転モード不一致による「送風」運転を含む

通常状態 通常状態

［＊1］ ［＊2］

ドレン検知スイッチ　ON

圧縮機
本制御によるサーモON/OFF

ファジー演算によるサーモOFF

リモコン等による停止

ON

ON

ON＊1 ＊1

OFF

OFF

OFF

2分 2分3分遅延

＊1：圧縮機ON後に別の室内がサーモONとなった
　　場合でも，圧縮機ON後2分間はサーモOFFし
　　ません。

室内Aサーモ

室内Bサーモ

⑿　ドレンポンプ制御
1）　冷房運転，自動の冷房及び除湿運転にてインバータ周波数が0Hz以外の場合に作動します。
2）　�ドレンポンプがONし1）項によりOFFの領域となってから，5分間ドレンポンプONを継続し，その後停止します。ま

た異常停止の場合も5分間遅延を継続します。
3）　圧縮機ON→OFF時にドレンポンプを5分間遅延運転させます。
4）　上記以外の状態（暖房，送風，停止，冷房サーモOFF）でもドレン検知によりドレンポンプ制御を行います。
5）　�油戻し制御の1）項の冷房時の膨張弁開とする制御において，そのユニットのドレンポンプを油戻し制御時間＋5分遅延

の間ONします。
6）　ワイヤードリモコン室内機能設定により下記設定が可能です。
　ⅰ　標準：冷房時ドレンポンプON（出荷時）
　ⅱ　暖房：ⅰ＋暖房時ドレンポンプON
　ⅲ　暖房　送風：ⅰ＋暖房時、送風時ドレンポンプON
　ⅳ　送風：ⅰ＋送風時ドレンポンプON

⒀　ドレン異常検知
1）　フロートスイッチ（FS）とタイマによりドレン検知スイッチをON-OFFします。

［＊1］ドレン検知可能区間においてフロートスイッチ「開」を3秒間連続検知した時、ドレン検知スイッチを「ON」にします。
［＊2］フロートスイッチ「閉」を10秒間連続検知した時、ドレン検知スイッチを「OFF」にします。
①　電源ON後30秒以降常時検知します。
②　ドレンポンプOFF後10秒間はドレン異常検出を行ないません。
③　ドレン検知スイッチ「ON」により、ドレンポンプを強制ONにします。
④　ドレン検知スイッチ「OFF」により、ドレンポンプ強制ONを解除します。

2）　室内ユニットは、各運転状態によりA制御またはB制御を行ないます。
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ⅰ　A制御
1　�フロートスイッチがドレン異常を検知すると異常停止（E9表示）しドレンポンプを運転します。異常検知後，�

ドレンモータONを継続します。
2　フロートスイッチがドレン異常を検知している間は運転します。

ⅱ　B制御
フロートスイッチがドレン異常を検知するとドレンモータを5分間ONしドレンモータOFF後10秒の時点でフロート
スイッチをチェックし正常ならば通常の停止，異常ならばE9を表示しドレンモータをONします。（ドレン検知中は
ONのまま。）

⒁　運転チェック／ドレンポンプ試運転モード
⒜　室内基板上のディップスイッチ（SW7－1）をON状態で電源を投入することにより運転チェック／ドレンポンプ試運

転モードに入ります。なお，電源投入後の切換えは無効（禁止）です。
⒝　ディップスイッチ（SW7－1）ONで電源投入後60秒以内にリモコン通信が確定した場合は，運転チェックモードに入

ります。また，リモコン通信が確定しない場合は，ドレンポンプ試運転モードに入ります。
注⑴　ドレンポンプ試運転モードを選択する場合は，室内基板上のリモコン用コネクタ（CNB）を抜きリモコン通信を断ってください。

⒞　運転チェックモード
室外コニットとの通信は行われず，リモコン操作により各運転モードを行います。

⒟　ドレンポンプ試運転モード
ドレンポンプ試運転確定後，ドレンポンプのみ運転を行い運転中は，室内ユニットのマイコンによる保護機能は，無効
となります。

⒂　室内熱交アンチフロスト（凍結防止制御）
サーモOFF制御

1　「冷房」「除湿」運転中，熱交センサ（Thi-R1,�2）の検知温度により，サーモOFFを行います。

2　サーモONしたら4分間は，凍結防止保護の強制サーモOFF制御を動作させません。
a）� サーモON4分経過時点で熱交センサThi-R1かつR2の検知温度が，強制サーモOFF温度（1.0℃）以上の場合はサーモ

ON可の状態から検知を開始します。
3　サーモONしたら4分経過後，熱交センサThi-R1またはR2の何れかが，5分連続して強制サーモOFF温度（1.0℃）以下

となったら強制サーモOFFさせます。
また，復帰はThi-R1かつR2がサーモON可能領域に入ったらサーモONさせます。

4　室外ユニットへ『アンチフロスト』信号を送ります。
5　ワイヤードリモコン室内機能設定フロスト防止温度により強制サーモOFF温度の切換ができます。

温度低：1.0℃（工場出荷時）
温度高：2.5℃

⒃　加湿器対応制御（オプション加湿器組込時の対応）
⒜　ワイヤードリモコン室内機能設定で下記を設定し加湿器対応制御を行います。
ⅰ　ドレンポンプ連動設定
ⅱ　暖房ファン残留運転
ⅲ　暖房ファン間欠運転

注　「残留運転」「間欠運転」両方を実施する場合は「残留運転」終了後「間欠運転」を行います。
⒝　開始条件
ⅰ　暖房運転休止（「暖房停止」または「暖房サーモOFF」）になった場とき。
ⅱ　室外ユニットが「冷房モード」から「暖房モード」に変わったとき。

⒞　優先度
ⅰ　ヒータ残留運転を優先します。
ⅱ　暖房モーサOFF時のファン制御より本制御を優先します。

但し，暖房サーモOFF時のファン制御において，設定風量選択時は，設定風量を優先します。
ⅲ　デフロスト中，室内熱交温度が25℃以下の場合は，室内ファンをOFFします。
ⅳ　異常停止「E16」(ファンモータ異常)，「E20」(ファンモータ回転異常) 「E63」(緊急停止) の場合はファンを停止
します。

1.0

強制サーモOFF 

サーモON可 

熱交センサ温度 

5分タイマ 
温度下降

温度上昇

10℃ 
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⒟　ドレンポンプ連動制御
ⅰ　開始条件

リモコン設定により下記のいずれかの条件時にドレンポンプをONします。
①　標準：冷房運転中（冷房サーモON）
②　暖房：①＋暖房運転中（冷房サーモON、暖房サーモON／OFF共）
③　暖房　送風：①＋暖房運転中＋送風運転中（冷房サーモON、暖房サーモON／OFF共）
④　送風：①＋送風運転中（冷房サーモON／OFF共）

ⅱ　制御内容
・ドレンポンプを運転

ⅲ　終了条件
リモコン設定により下記のいずれかの条件時にドレンポンプをOFFします。

①　暖房運転から停止5分後
②　暖房運転あるいは送風運転から停止5分後

⒠　暖房ファン残留運転：0.5時間
ⅰ　開始条件

⒝開始条件から30分間
ⅱ　制御内容
①　風量弱で送風運転
②　ルーバー位置水平（フリー停止，4位置によらず）
③　90パルスに固定
④　圧縮機OFF時も有効

ⅲ　終了条件
①　30分経過後
②　運転を開始

⒡　暖房ファン残留運転：2時間／6時間
30分間は，｢暖房ファン残留運転：0.5時間」を行います。

①　開始条件（下記条件を全て満たした場合）
1　『暖房ファン残留運転：0.5時間』終了後
2　⒤開始条件から120分間／360分間
3　熱交センサー（Thi-R3）温度が40℃以上

②　制御内容
1　風量弱で送風運転
2　ルーバー位置水平（フリー停止，4位置によらず）
3　90パルスに固定

③　制御休止条件
1　熱交センサー（Thi-R3）温度が35℃未満に下がった場合120分／360分タイマのカウントを止めて送風運転を停

止します。
膨張弁は，『休止及び停止ユニットの膨張弁製御』によります。

④　終了条件
1　積算で120分／360分経過後送風運転を停止します。

膨張弁は，『休止及び停止ユニットの膨張弁制御』によります。
2　運転を開始した場合

120分／360分タイマーをクリヤーして終了。

冷房サーモ
ON

冷房サーモ
OFF

暖房サーモ
ON

暖房サーモ
OFF

送風

①標準 ○ × × × ×

②暖房 ○ × ○ ○ ×

③暖房　送風 ○ × ○ ○ ○

④送風 ○ ○ × × ○

ⅴ　その他異常停止時は本制御を行います。
注　熱交センサ（Th1-R3) が断線した場合は，温度条件が成立しない為停止します。温度情報に左右されない暖房ファ

ン残留運転は行います。
ⅵ　室外ユニットからの膨張弁開度指令を優先します。
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⒢　暖房ファン間欠運転
①　開始条件（下記条件が全て成立した場合）

1　⒝開始条件から
2　パネルSW（CN-Y又はCN-V1-5）がONの時。
3　Ａ�分毎に温度判定する。前回判定から�Ａ�分経過後，温度判定します。

4　熱交センサー（Thi-R3）検知温度が＞25℃以上高い場合。
（間欠送風運転開始の都度判定し，判定後は次判定まで保持）

②　制御内容
1　ルーバー位置水平（フリー停止，4位置によらず）
2　風量弱で送風　5分運転。

③　休止条件（下記いずれかが成立した場合）⇒次回判定まで休みます。
1　パネルSW（CN-Y又はCN-V1-5）がON→OFF
2　デフロスト信号受信中

④　終了条件
1　送風運転を積算し，600分間経過後　タイムUP
2　運転開始（停止→停止以外のモードへ変わった時）
3　室外ユニットが暖房から暖房以外のモードに変更の時。

⒄　ファンモータ異常（FDT，FDTC，FDK のみ）
1　ファンモータ運転後，30秒間運続して回転数が200rpm未満を60分以内に4回検知した時は異常停止「E16」をします。
2　ファンモータが要求回転数-50min-1に達しないことを検出すると，ファンモータ異常として異常停止「E20」します。

制御
5休5風
20休5風

10
25

A

⒅　暖房時室温検知温度補正
標準仕様では，サーモの設定温度で圧縮機をON／ OFFしていますが天井に暖気が籠り易い据付状況で早目にサーモ
OFFしてしまう場合，ワイヤードリモコン室内機能「暖房室温補正」により設定の変更が可能です。設定温度+3，+2，+1℃
のいずれかの温度で圧縮機及びヒータをON／ OFFさせ，暖房フィーリング向上させることができます。但し設定温
度の上限を30℃とします。

⒆　吸込温度補正
吸込温度センサの検知温度とユニット据付後の計測温度との誤差が生じて，補正が必要となった場合に補正する機能です。

⒜　ワイヤードリモコン室内機能「吸込温度補正」により 0.5℃単位で変更が可能です。
・＋ 1.0℃，＋ 1.5℃，＋ 2.0℃，　　　・－ 1.0℃，－ 1.5℃，－ 2.0℃，

⒝　補正後の温度をリモコンや室外ユニットに送信し，補正後の温度で制御を行います。
注⑴　検知温度補正は室内ユニットセンサのみ有効です。

⒇　温度センサ（吸込・室内熱交）断線・短絡検知
⒜　断線検知

吸込温度センサ検知温度が－20℃以下，熱交温度センサ検知温度が－40℃以下を連続5秒間検知した場合は圧縮機を
停止します。3分遅延後に圧縮機を再起動させ1回目の検知から60分以内に再検知および連続6分間検知した場合は停
止（吸込温度センサ：E7，熱交温度センサ：E6）します。

⒝　短絡検知
熱交温度センサ検知温度が，冷房運転で圧縮機ON2分後20秒間に70℃以上を連続5秒間検知した場合は停止（E6）し
ます。

運転

設定温度
室温（deg）

－1 ＋1

停止
標　準 圧縮機

運転

設定温度
室温（deg）

＋4＋2

停止
設定を＋3℃とした場合 圧縮機
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�　運転許可・禁止・コインタイマ用制御
ワイヤードリモコン室内機能「運転許可/禁止」で設定内容を有効及びCnTに外部信号の入力によりエアコン操作可能・操
作不能を制御します。遠方発停監視キットを接続しCnTに外部入力を入れてください。
（市販のコインタイマの信号等によりエアコン使用可・使用不可を制御する場合に使用）

⒜　ワイヤードリモコン室内機能「運転許可/禁止」で設定内容を有効にすることにより運転許可・禁止モードに変わる。

CnT入力をONすると運転しOFFすると
停止に切換ります。CnT入力とリモコ
ン入力は後押し優先で発停可能です。

CnT入力をONすると運転許可となり
ます。OFFすると運転禁止に切換りま
す。

通常運転（出荷時） 有効（運転許可・禁止モード）

⒝　CnT入力ONの場合（運転許可）
ⅰ　エアコンはリモコン信号線からの信号に対応して運転・停止等の操作は可能です。

（「センター」モード設定時はセンターからのみ操作可能）
ⅱ　�ワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」の設定内容によりCnT入力OFF➡ONとなった時のエアコン運転・

停止状態を切り換えます。

⒞　CnT 入力 OFF の場合（運転禁止）
ⅰ　エアコンはリモコン信号線からの信号に対応した運転・停止等の操作は不能です。
ⅱ　CnT入力ON➡OFFとなった時，エアコンは停止します。

レベル入力の場合 パルス入力の場合

エアコンは停止のままで⒜項の

信号によりスタートする。

（出荷状態）

CnT入力ONするとエアコンは運転開

始します。以後⒜項の信号による。

（現地設定）

�　外部制御（遠方表示）／遠方操作
標準リモコンは必ず接続してください。標準リモコンが無いと遠方操作は行いません。

⒜　外部制御（遠方表示）用出力（オプションの遠方発停監視キットを利用できます）
室内制御基板上に下記の出力アウトプット用コネクタ（CNT）を持っています。遠方発停監視キットを接続して各々
の無電圧接点を取り出してください。

・運転出力（CnT-2）：運転中，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
・暖房出力（CnT-3）：暖房運転中，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
・ サーモON出力（CnT-4）：アンサーバック周波数がOHZ以外のときに，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットし
ます。

・異常出力（CnT-5）：異常発生時，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
⒝　遠方操作用入力（CnT-6）

室内制御基板上に遠方操作用入力（スイッチ入力，タイマ入力）コネクタ（CnT）を持っています。
但し，エアコンの操作が「センターモード」となっている時はCnTによる遠方操作は無効となります。

ⅰ　工場出荷時〔ワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」の設定内容がレベル入力〕
・�CnTへの入力信号がOFF→ＯＮ時立上げ［エッジ入力］…エアコン・ＯＮ
・�CnTへの入力信号がＯＮ→OFF時立下げ［エッジ入力］…エアコン・OFF

※ON 

ON ON 
OFF OFF 

OFF OFF 

OFF OFF 

ON ON 

ON ON 

OFF 

OFF 

※ON 

CnT  入 力 

エアコンA 

エアコンB

注⑴　※印のONはリモコンスイッチ等
によるONを示します。
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⒞　緊急停止信号処理
外部入力により運転停止する方法については，Cn-Tへの遠方発停により対応していますが，マルチ室内ユニットでは，
入力を入れた室内ユニットにのみ有効です。1リモコン複数室内ユニット制御のシステムでは，ワイヤードリモコン
機能設定において，外部入力設定『全台同一運転』に設定することにより，1台の室内ユニットへ入力されたCn-T 発
停信号により 1リモコンに接続された複数台制御が可能です。本，緊急停止信号は，同一室外ユニットに接続された
全室内ユニットを緊急停止させる際に使用します。

1　ワイヤードリモコンから緊急停止制御「有効」にすることにより緊急停止制御を有効とします。
2　緊急停止 [E-63] を室外ユニットから受信した場合，リモコンへ送信し，停止状態とします。

⒟　外気処理出力
1　室内コントローラは次に示す信号をCnDより出力します。リモコンから外気処理運転信号（連動設定時は運転ス

イッチ，非連動設定時は換気スイッチ）を受けたら出力ON，停止信号を受けたら出力OFFします。
2　出力リレーはDC12Vオプションとし，リレー負荷はLY2F（オムロン）を最大とします。
3　連動設定時，リモコン接続室内ユニットのどれかが異常停止状態になつている時には，その室内ユニットに連動し

ている外気処理ユニットの運転は不可とします。正常運転中の室内ユニットに連動している外気処理ユニットは，
通常通り「運転」スイッチ操作より運転開始します。非連動設定時は室内ユニットが異常停止状態でも「換気」
スイッチ操作により運転開始します。

4　連動設定時，外気処理ユニットと室内ユニット両者とも運転中より室内ユニットを停止すると，外気処理ユニット
も連動して停止させます。

5　連動設定時に室内ユニットが異常停止した時は，外気処理ユニットも連動して停止させます。
6　室内ユニット複数台接続時センターコンソール等から室内ユニットを発停させた場合，連動設定時には外気処理ユ

ニットは発停しますが，非連動設定時は停止のままとします。
7　連動，非連動の設定はリモコンのみで設定できます。

�　グリル昇降制御
・子リモコンでは操作できません。親リモコンで操作してください。
・オートリフトモード中は、エアコンは運転可能です。（除く上昇・下降中）
⒜　オートリフトモード

リモコンの「フィルタ自動昇降」を押すことにより、室内ユニットは停止し、オートリフトモードになります。
⒝　グリル下降制御

リモコンの下降信号により、設定された長さに相当する時間分、グリルが下降します。
設定された長さに相当する時間以上になった場合、それ以上グリルは下降しません。

⒝　グリル上昇制御
リモコンの上昇信号により、グリルが上昇します。パネルスイッチがONになるまでか，または、設定された長さに相
当する時間分、グリルが上昇し、グリル収納制御を行います。

⒞　グリル収納制御
グリル上昇制御でパネルスイッチがONになるか、設定された長さに相当する時間になったら、グリル収納制御を行い
ます。収納位置を補正するため、下降・上昇制御を 2回繰り返します。

⒟　ワイヤゆるみ検知機構（FDT シリーズのみ）
ⅰ　グリル停止中に、ワイヤ緩み検知スイッチがOFFの場合は、グリル上昇制御・下降制御を行いません。
ⅱ　グリル上昇制御・下降制御・グリル収納制御中に、ワイヤ緩み検知SWがOFFした場合は、1秒後にグリル昇降モー

タをOFFします。
ⅲ　ⅱでモータ停止後、ワイヤ緩み検知スイッチがONになったら、再度リモコンにより上昇制御・下降制御を行います。

ON 

ON 

OFF 

OFF OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

ON 
CnT  入 力 

エアコンA

エアコンB

ⅱ　現地でワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」で設定内容をパルス入力に切換えた場合
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�　複数台制御−1リモコンによる16台グループ制御
⒜　機　　能

1個のリモコンスイッチで複数台のユニット（室内ユニット・最大16台）をグループ制御できます。リモコンスイッ
チでセットした「運転モード」でグループの全ユニットは号機No.⑴順に順次運転・停止させることができます。
各ユニットのサーモ，保護機能は独立して機能します。
注⑴　号機Noは室内制御基板上のSW1，SW2，SW5-2で設定します。

⒝　リモコンへの表示
ⅰ　センタ又はリモート別，暖房準備：運転中のユニットでリモートモードの（リモートモードが無い時は，センタモー

ド）最若号機ユニットの表示
ⅱ　点検表示，フィルタサイン：いづれか初発のユニット対応で表示

⒞　接続ユニットの確認
リモコンの�エアコンNo. �ボタンを押すと，室内ユニットアドレスが表示されます。その後▲ �▼ボタンを押すと最
若号機から順に表示されます。

⒟　異常時
ⅰ　グループの一部ユニットに異常が発生した場合（保護装置作動）当該ユニットは異常停止しますが，他の正常なユ

ニットはそのまま運転を継続します。
ⅱ　配線要領

各ユニットの室内・外接続線は各ユニット毎に通常と同じ配線をしてください。グループ制御用にリモコンの端子
台（X，Y）を使用し各室間に渡り配線をしてください。
リモコン信号用配線は電源電線又は他の電気機械器具電線（AC100V以上）とは分離して配線してください。

�　分流コントローラ制御（マルチLXRシリーズのみ）
1）　新分流コントローラによる新制御（新スーパーリンク制御）

CNT2による制御（冷暖切換時に圧縮機を止めない）
CNT出力は，XR2：暖房出力，XR3：圧縮機ONサーモ出力

2)　新分流コントローラによる旧制御（旧スーパーリンク制御）
CNT2による制御（冷暖切換時に圧縮機を止める）

3)　CnT2入出力にて冷暖切換時の分流コントローラの制御
①　20S制御（CnT2－2：XB1）
②　SVH制御（CnT2－3：XB2）
③　SVG制御（CnT2－4：XB3）
④　SVE制御（CnT2－5：XB4）
・XB1～ XB4出力組合せ表〔Ⅰ～Ⅴの状態で冷暖フリーマルチ用分流コントローラを制御します〕

運転状態 XB1 XB2 XB3 XB4 モード
冷房
（全停止、デフロスト） × × × × Ⅰ

暖房 ○ ○ × × Ⅱ
油戻し × ○ ○ × Ⅲ
均圧 1
（冷→暖ほか） ○ × × × Ⅳ

均圧 2
（暖→冷） ○ × × ○ Ⅴ

20S

SVH

SVGSVne

<室内ユニット>

<高圧ガス管>

<低圧ガス管>

（
要
調
整
）
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�　冷暖フリーマルチにおける室内ユニット複数台制御（マルチLXRシリーズのみ）
⒜　分流コントローラを直接制御する室内ユニットを親ユニットとします。

同一分流コントローラに接続されている他室内ユニットを子ユニットとします。
リモコンより室内ユニットに対し「親」か「子」を設定する。（親室内ユニットはワイヤードリモコンの接続が必須）
「親」「子」のつながりはリモコンから設定します。
（例えば，「子」室内ユニットに「親」アドレスを設定するか「親」室内ユニットに「子」室内アドレスを設定します。）

⒝　リモコンやオプションコントローラ等の外部操作による運転モードの変更は親ユニットのみ可とします。
子ユニットの運転モードの変更は禁止します。

⒞　子ユニットの運転モードは常に親ユニットと同一にします。
但し，自動については親ユニットが決定した冷/暖どちらかのモードとします。

⒟　運転モード以外については親子ユニット個別に設定可とします。

1)　リモコンRaより室内ユニット10に「親」設定
2)　リモコンRb～ Rdより各室内ユニット11～ 13に「子」設定
3)　リモコンRaより室内ユニット10の運転モードを冷房に設定

⇒室内ユニット10は「子」室内ユニットの運転モードを冷房に指令。
停止「子」室内ユニットの運転モードも変更します。
集中制御機器より室内ユニット10の運転モード変更指令があった場合も同様に「子」室内ユニットへ運転モード
指令を実施します。

4)　�「子」室内ユニット11、12、13へリモコンRd、Rc、Rdもしくは集中制御機器より運転モード変更指令があって
も運転モードは変更しません。

室外ユニット

運転モード

〔室内ユニット〕

〔リモコン〕

10 11 12 13

Ra Rb Rc Rd

CNT
m s s s

分流
コントローラ
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熱交温度センサ

ディップスイッチ
（SW5）

機種容量
設定スイッチ
（SW6）

（SW7）

（ThI-R1,R2,R3）

（ThI-A）
リモコン

ルーバモータ 室外アドレススイッチ CNTコネクタ室内アドレススイッチ 電源基板へ
（SW1,SW2） （SW3,SW4） （CNW3,4）

CNJ

C
N
Q

C
N
E

SW7

SW2SW1

SW4SW3

SW6

SW5

C
N
N

CNH CNC CNI CNA CND CNO CNT2 CNBCNV2

CNG

C
N
W
3

C
N
W
4

F2 F3

CNTCNZ

LED2

LED4
LED3

CNV

室内制御基板の部品配置図
◆　本図はFDTを示しております。他の機種についてもほぼ同ーです。
●制御基板

ディップスイッチ

吸込温度センサ フロートスイッチ

　SW7による切換（出荷時は全てOFF）
スイッチ 機　　　　　能

SW7-1
ON 運転チェック/ドレン試運転：有効

OFF 運転チェック/ドレン試運転：無効

■制御切換スイッチ
スイッチ 機　　　　　能

室内アドレスNo.10の位

室内アドレスNo.100の位

室内アドレスNo.1の位

室外アドレスNo.10の位

室外アドレスNo.1の位

スーパーリンク自動判定／旧固定

SW1

SW2

SW3

SW4

SW5-1

SW5-2

●電源基板（FDTのみ）

ドレンモータ

CN
W
2

CN
W
1

CNR

F（0.2A）

CNWOCNM
F（2.0A）

F（5A）

F（
5A
）

制御基板へ
（CNW1,2）

電源ファンモータ

0：OFF，1：ON
容　量 P22 P28 P36 P45 P56 P71 P80 P90 P112 P140 P160 P224 P280
SW6-1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
SW6-2 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1
SW6-3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
SW6-4 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

・SW6 の機種容量切換（出荷時は全て OFF）
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⑴　リモートコントローラの運転モードスイッチ切換順

⑵　CPU リセット
リモートコントローラの�点検��グリル昇降�ボタンを同時に押した場合に機能します。電源リセットと動作は同じです。

⑶　停電補償機能
◦リモコン機能設定により「停電補償有効」の設定をすると有効となります。
◦常にリモコンの状態を記憶しており停電から復帰後，記憶内容により運転を再開します。但しオートスイング停止位置，
タイマーモードはキャンセルされますがウィークリータイマー設定は全曜日とも休日設定で復帰します。
復電後，時刻合わせを行い，各曜日の休日設定を解除することにより，ウィークリータイマーの設定が有効となります。

◦停電補償で記憶される内容は以下のとおりです。
注⑴　⑥，⑦，⑧項は停電補償有効・無効にかかわらず記憶され，静音モード設定は停電補償有効・無効にかかわらずキャンセルされます。

①　停電時　運転中／停止中
切時刻タイマーモード，時間〔簡易〕⑴タイマーモードで運転中は，停止中を記憶します。（復電時タイマモードはキャ
ンセルされますが，ウィークリータイマー設定は全曜日が休日設定となります。）

②　運転モード
③　風量モード
④　室温設定
⑤　ルーバのオートスイング／停止

但し停止位置（4位置）はキャンセルされます。
⑥　リモコン機能設定により設定された「リモコン機能項目」（「室内機能項目」は室内ユニットが記憶します。）
⑦　温度設定制御で設定した上限値，下限値。
⑧　時間タイマ（除く FDKシリーズ），ウィークリータイマー設定（その他のタイマー設定は記憶しません。）
注⑴　〔　〕内はFDKシリーズを示します。

除湿　　　　冷房　　　　送風　　　　暖房　　　　自動⑴
注⑴
LXRシリーズのみ

リモートコントローラ基板の部品配置

■制御切換スイッチ（SW1）

スイッチ
親
子

SW1

機能
親リモコン
子リモコン

X Y

SW2

SW1

A

B

M

S

親

子
SW1

SW2

注⑴　SW2は，通常使用しませんので，切換えないでください。

3.7.2 リモートコントローラ
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3.7.3 室外コントローラによる運転制御機能

FDCP1123，1403，1603HLXB
◦一体形：1 圧縮機仕様
Ⅰ　通常制御

⑴　各運転モード時の主要機能の動作

注⑴上表は、各運転モードでの通常時の状態を示します。
⑵※ 1：吐出過熱度によります
⑶※ 2：一定時間 ON を保持した後、OFF となります

⑵　圧縮機制御
冷房（除温）・暖房運転時の圧縮機運転回転数は、下表の通りです。

⑶　室外ファン制御
⒜　ファン速度と回転数の制御内容

⒝　冷房時ファン制御
冷房・除湿時高圧圧力（PSH で検知）と外気温度（Tho-A で検知）によりファン速度制御を行います。
⒤　初期ファン速度を下記とします。

室外ファン冷房初期回転数

（ii）　通常運転時は、高圧圧力値によって速度を変更します。

項目

機能品

冷房／除温 暖房

圧縮機ON 圧縮機OFF リモコン全停止 圧縮機ON 圧縮機OFF リモコン全停止

圧縮機用電磁接触器（52C1）ON ON OFF ON ON OFF

クランクケースヒータ（CH1) ON／OFF※1 ON／OFF※1 ON ON／OFF※1 ON／OFF※1 ON

圧縮機（CM） 冷房低圧制御 停止 停止 暖房高圧制御 停止 停止

送風用電動機（FM01） 通常制御 停止 停止 通常制御 停止 停止

四方切換電圧弁（2OS） OFF OFF OFF ON ON ON→OFF※2

過冷却コイル用電子膨張弁（EEVSC）通常制御 全閉 全閉 全閉 全閉 全閉

暖房用電子膨張弁（EEVH）全開 全開 全開 通常制御 全閉 全閉

形式 室外温＜ -5℃ -5℃≦室外温≦ 15℃ 15℃＜室外温＜ 20℃ 20℃≦室外温
FDCP1123HLXB 1 速 1 速 3 速 5 速
FDCP1403HLXB 1 速 1 速 3 速 5 速
FDCP1603HLXB 0 速 1 速 3 速 5 速

項目
形式 冷房（除温）運転 暖房運転

FDCP1123HLXB 40 ～ 77 20 ～ 110
FDCP1403HLXB 40 ～ 100 20 ～ 110
FDCP1603HLXB 20 ～ 92 30 ～ 100

単位：rps

A　マルチLX シリーズ

ESP-FP-1732  N 

室外ファン
速度

冷房 暖房
FMo1［min-1］ FMo1［min-1］

0 速 0 0
1 速 200 130
2 速 300 300
3 速 350 350
4 速 500 500
5 速 600 600
6 速 740 740
7 速 820 820
8 速 870 870

・FDCP1123，1403HLXB
室外ファン

速度
冷房 暖房

FMo1［min-1］FMo2［min-1］FMo1［min-1］FMo2［min-1］
0 速 0 0
1 速 200 130
2 速 300 300
3 速 370 370
4 速 500 500
5 速 640 640
6 速 740 740
7 速 820 820
8 速 870 870
9 速 910 910

・FDCP1603HLXB
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⒞　暖房時ファン制御
暖房運転時低圧圧力（PSL で検知）によりファン速度制御を行います。
⒤　初期ファン速度を 6 速とします。

（ii）　通常運転時は、低圧圧力値によって速度を変更します。

⑷　除霜制御（デフロスト）
◦温度条件除霜
⒜　開始条件（ジャンパー線 J15 の切換によって通常仕様と寒冷地仕様と切換えが可能）

運転モード時房時に圧縮機運転中の何れかの室外ユニットが室外ユニット熱交換器の下記条件をすべてを成立した時
除霜運転を開始します。
⒤　暖房運転開始後、累計運転時間が 33 分経過。

（ii）　前回の除霜運転終了後、累計運転時間が 33 分経過。
（iii）　全圧縮機が OFF 状態から 1 台が ON 後 8 分経過。
（iv）　全室外送風機の停止から 1 台が運転後 8 分経過。
⒱　上記の全条件を満たした後次のいづれかの条件を満たしたとき。

① 室外熱交換器温度（Tho-R で検知）と外気温度（Tho-A で検知）が 30 秒間継続して図 -1 の除霜運転開始温 
 度以下になったとき。

② 低圧圧力（PSL で検知）による吸入圧力飽和温度と外気温度（Tho-A で検知）が 3 分間継続して図 2 の除霜 
 運転開始温度以下になったとき。

⒝　終了条件
次の何れかの条件を満たせば除霜運転を終了します
⒤　除霜開始から 12 分を経過したとき。

（ii）　室外熱交換器温度（Tho-R で検知）12℃以上を連続 10 秒間検知したとき。
（iii）　高圧圧力（HP）≧ 3.0MPa を検知したとき。

T
R
：
熱
交
温
度（
℃
） 

TA：外気温（℃） 

TA：外気温（℃） 

図－１ 

切換時 

出荷時 

デフロスト開始ゾーン 

-2 

-6 

-15 

-19 

-21 

-25 

-20 -15 6 

J15無 
寒冷地仕様

J15有 

S
S
T
：
吸
入
圧
力
飽
和
温
度（
℃
） 

図－２ 

切換時 

出荷時 

デフロスト開始ゾーン 

-6 

-10 

-19 

-23 

-25 

-29 

-20 -15 6 

J15無 
寒冷地仕様

J15有
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⑸　保護制御
⒜　吐出管温度制御

吐出管温度が 105℃以上になった時、圧縮機の回転数を下げ吐出管温度の上昇を抑えます。

⒝　過電流保護制御（カレントセーフ）
⒤　圧縮機能力制御

① インバータ T 相電流または、インバータ 2 次電流を検知して圧縮機回転数を制御します。
② 外気温別の領域毎に制御を変更します。

◦カレントセーフ設定値

③ 終了条件
インバータ T 相電流またはインバータ 2 次電流が 3 分継続して上表のカレントセーフ設定値－1A 以下または
6 分継続して上表のカレントセーフ設定値未満となった時本制御を終了します。

（ii）　圧縮機上限周波数制御
領域（図 1）が A 領域以外となった時圧縮機回転数の上限を変更します。

但し本制御による圧縮機上限回転数と通常時の圧縮機回転数は低い方を優先します。

外気温［℃］

〔図１〕 Ｄ領域

Ｃ領域

Ｂ領域

Ａ領域
３４ ３６

３８ ４０

４３ ４５

カレントセーフ値［Ａ］

インバータ 2 次電流

暖房

Ｄ 

領 

域 

21

20

Ｃ 

領 

域

21

20

Ｂ 

領 

域

21

21

Ａ 

領 

域

21

21

暖 

房

21

24

インバータ 1 次（T 相）電流

冷房

Ｄ 

領 

域

10

10

Ｃ 

領 

域

17

18

Ｂ 

領 

域

18

19

Ａ 

領 

域

18

19

暖 
房

18

23

項目

形式

FDCP1123HLXB
FDCP1403HLXB

FDCP1603HLXB

項目

形式

圧縮機上限回転数（rps）

冷房 暖房

Ａ領域 Ｂ領域 Ｃ領域 Ｄ領域

110FDCP1123HLXB
FDCP1403HLXB

100 93 85 60

FDCP1603HLXB 92 92 88 60 120
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C　パワートランジスタ温度（PT）保護制御
パワートランジスタ温度が 85℃以上になると圧縮機回転数を制御します。

⑹　試 運 転
⒜　開始条件

⒤　試運転スイッチ（SW5-1）を ON。但し電源投入前の入力は無効
（ii）　ポンプダウンスイッチ（SW5-3）は OFF である事。

⒝　制御内容
⒤　試運転冷房スイッチ（SW5-2）が ON の時は冷房、OFF の時は暖房運転を行います。

1　冷房運転
圧縮機運転周波数制御は冷房低圧制御による運転とします。

2　暖房運転
圧縮機運転周波数制御は暖房高圧制御による運転とします。

（ii）　接続室内ユニット全てに対応運転モードの試運転開始信号を送信します。
⒞　終了条件

⒤　試運転スイッチ（SW5-1）を ON → OFF に切換えで停止します。
（ii）　 試運転中に異常制御により異常停止した場合は、通常運転時と同様の異常表示を実施し、試運転スイッチ

（SW5-1）を ON → OFF としても異常停止状態を継続します。

Ⅱ　オプション制御
◦室外基板コネクタ CNS1，CNZ1 の機能

① CNS1 コネクタ：7 セグメント上の〔P07〕を切換えることで下表の機能が可能です。

② CNZ1 コネクタ：7 セグメント上の〔P06〕を切換えることで下表の機能が可能です。

1分毎に回転数を下げる

解除

保持

81 85

パワートランジスタ温度（℃）

CNS1 短絡 CNS1 開放
“0”：外部運転入力 運転許可 運転禁止
“1”：デマンド入力 無効 有効
“2”：冷暖強制入力 暖房 冷房
“3”：静音モード入力 1 有効 無効
“4”：油戻し制御強制実施入力 実施 通常
“5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効
“6”：試運転外部入力 1（SW5-1同等） 試運転開始 通常運転
“7”：試運転外部入力 2（SW5-2同等） 冷房試運転 暖房試運転
“8”：静音モード入力 2 有効 無効
“9”：予備 ― ―

“0”：運転出力
“1”：異常出力
“2”：コンプ ON 出力
“3”：ファン ON 出力
“4”：油戻し運転出力

“5”：散水装置等への髙圧制御出力
6～9：予備



7.03-585_670 色
Ｋ

新
組
05/12
1105

初
校
07/01
1103

再
校
07/13
1210

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

589

⑴　外部入力及びデマンド入力
注　7 セグメント〔P07〕＝〔0〕のとき。

⒜　運転許可及び禁止モード
1　室外基板上のコネクタ（CnS1）およびシャンパー線（J13）により運転許可および禁止モードの切換を行います。

J13：CnS1 入力方式の切換
J13 短絡：CnS1 はレベル入力です。
J13 開放：CnS1 はパルス入力です。

2　室外ユニット外部入力 CnS1 による運転・停止制御

注⑴　工場出荷時は J13：短絡、CnS1：短絡（ショートピン接続）です。

3　リモコンは運転状態を表示します。オプションへは運転状態を転送します。
4　本制御によりリモコンからの制御を受け付けないとき“センター”を表示します。5 項参照
5　CnS1 はジャンパー線（J13）の短絡－開放により下記の動作を行います。パルス入力の場合、パルス幅は

500ms 以上です。
① J13 －短絡

② J13 －開放

入力：CnS1 J13 による切換 CnS1：運転許可
／禁止モード切換

短絡

開放

短絡（レベル入力） 運転禁止モード
→運転許可モード

開放（パルス入力） 運転許可／禁止モード
切換（反転）

開放

短絡 短絡（レベル入力） 運転許可モード
→運転禁止モード

開放（パルス入力） （NOP）

CnS1入力OFF（開放）

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSHPUSHPUSHPUSH

OFF

ON（短絡） OFF（開放）

OFFOFF ONON

エアコンON可能

センター センターリモート

CnS1入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH

OFF

OFF

ON

ON OFF OFFON

OFFON

エアコンON可能

センター リモート センター センターリモート
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⒝　デマンド制御
注　7 セグメント〔P07〕＝〔1〕のとき。

1　室外基板上のコネクタ（CnS1）およびジャンパー線（J13）により、デマンド制御および通常運転切換を行い
ます。

J13、CnS1 入力方式切換
J13 短絡：CnS1 レベル入力です。
J13 開放：CnS1 パルス入力です。

2　室外ユニット外部入力 CnS1 による運転・停止制御

注 ⑴　工場出荷時は J13：短絡、CnS1：短絡（ショートピン接続）です。
3　リモコンは運転状態を表示します。オプションへは運転状態を転送します。
4　デマンド制御

室外基板上のディップスイッチ（SW4-7、4-8）によりデマンド率を切換えます。
SW4-7、SW4-8 デマンド切換：0 － OFF、1 － ON（工場出荷時は OFF です）

5　 CnS1 はジャンパー線（J13）の短絡－開放により、下記の動作を行います。
パルス入力の場合、パルス幅は 500ms 以上です。
① J13 －短絡

② J13 －開放

入力：CnS1 J13 による切換 CnS1：デマンド制御／通
常運転切換

短絡

開放

短絡（レベル入力） デマンド制御
→通常運転

開放（パルス入力） 通常運転／
デマンド制御切換（反転）

開放

短絡 短絡（レベル入力） 通常運転
→デマンド制御

開放（パルス入力） NOP

SW4-7 4W4-8
圧縮機出力

（％）

圧縮機運転上限回転数（rps）
FDCP1123HLXB FDCP1403HLXB FDCP1603HLXB
冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

0 0 80 57 65 78 76 68 68
1 0 60 42 49 58 57 50 52
0 1 40 29 33 40 38 34 34
1 1 0 0 0 0 0 0 0

ON（短絡） ON（短絡）OFF（開放）

通常 通常CnS1入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH

OFF OFF OFF

PUSH PUSH PUSH

デマンド制御

リモート

コンプデマンドコンプデマンド

ONON

CnS1入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH PUSH PUSH PUSH

OFFOFF

リモート

コンプデマンド コンプデマンド

ONON
デマンド制御 デマンド制御
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⑵　静音モード制御
⒜　開始条件

下記のすべてを満足した場合
⒤　室内ユニットからの静音モード開始、または室外ユニットの外部入力端子による静音モード入力有効となった場

合。
（ii）　室外運転モードが運転であるとき
（iii）　静音モード入力 1 の外部入力の場合は室外温が下記条件を満たしているとき

注　静音モード入力 2 の外部入力の場合は本条件無視
1　静音設定 0, 1：領域 A,B で有効
2　静音設定 2, 3：領域 B で有効

（iv）　下記の無効条件成立時は除く。
（起動時の圧力異常防止）
・いずれかの圧縮機 ON から 30 秒間
（特殊運転実施時）
・四方弁切換保障実施中
・除霜制御実施中
・油戻し制御実施中
・移設ポンプダウン制御実施中
・発停時ポンプダウン制御実施中
・能力測定モード実施中
注　静音モードで圧縮機・室外ファン能力を制限した場合に、本来の機能に影響を及ぼす制御時は除く。

⒝　制御内容 
室外ユニットの静音設定により、設定内容を変更する。
⒤　圧縮機上限を制限する。

（ii）　室外ファン上限回転数を制限する。

⒞　終了条件
◦開始条件が不成立となったとき

有効（領域B）

有効（領域A）

無効

27 29 31

＜室外運転モード暖房＞

＜室外運転モード冷房＞

外気温［℃］

有効（領域A）

有効（領域B）

無効

2 4 6

外気温［℃］

全機種 上限圧縮機回転数（rps） 上限室外ファン回転数（min-1）

静音設定 0
（出荷時設定） 70 610

静音設定 1 60 550
静音設定 2 50 520
静音設定 3 40 440
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⑶　防雪用室外ファン制御
⒜　7 セグメント LED に書き込むことにより制御の有効／無効を行います。

⒝　室外ファン制御切換え操作方法
① チャンネルを「P02」にセット。
② データ表示部に「0」または「1」が表示。「0」：室外ファン制御無効（工場出荷時）、「1」：室外ファン制御有効
③ SW7（データ書込み／消去）を連続 3 秒間押す。
④ データ表示部のデータ「0」または「1」を 0.5 秒毎に点滅。
⑤ SW8（1 位）を押すごとに「0」または「1」を交互に表示（点滅）。
⑥ 点滅している状態で SW7 を連続 3 秒以上押すとデータ表示部の「0」または「1」が点灯に変わります。この操

作により室外ファン制御の有効／無効が EEPROM に記憶され、以降この内容により室外ファンが制御されます。
⑦ 室外ファン制御は電源を再投入しても記憶された内容により制御されます。

⒞　防雪用室外ファン制御内容
① 全停止および異常停止において、外気温が 3℃以下となった場合に 10 分毎に 1 回全室外ユニットの室外ファン

を最高速（第 4 速）で運転します。
② 室外ファンの運転時間は 30 秒間とします。
③ 防雪外ファン制御中は各室外ユニットの 52C1 を ON します。

⑷　外部出力
室外ユニット単位での各種運転情報に応じてリレー出力を行い、各種運転情報に連動して、その他の外部機器を動
作させる場合に使用します。
外部出力機能
0：運転出力

◦室外運転モードが運転の場合に外部出力用リレーを ON します。
注運転とは、リモコンが ON されている状態で送風、サーモ OFF を含み異常停止は除きます。

1：異常出力
◦異常停止となった時 ON とし、異常から復帰した後リモコンからの点検リセットにより OFF とし、異常復帰前
にリモコンで点検リセットしても OFF しませんがその後異常復帰した場合、自動に OFF します。

2：圧縮機 ON 出力
◦室外ユニット内で 1 台でも圧縮機が ON（同期運転）している場合に ON とします。

3：ファン ON 出力
◦室外ユニット内で 1 台でも室外ファン回転数指令﹀ 0 となっている場合 ON とします。

4：油戻し運転出力
◦油戻し運転中となっている場合に ON とします。

5：散出装置等への髙圧制御出力
◦冷房運転中に髙圧圧力が＞ 3.3MPa となっている場合に ON とします。
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⑸　省エネモード制御
7 セグメント〔P04〕を OFF 以外に設定することで本制御を行います。

⒜　制御内容
⒤　圧縮機運転上限回転数を設定割合に従って変更します。

（ii）　圧縮機運転上限回転数は下記の定格（冷房・暖房別）に対して設定割合を乗じた値とします。
OFF：通常（出荷時設定）
80％：圧縮機上限回転数を定格の 80％とします。
60％：圧縮機上限回転数を定格の 60％とします。
40％：圧縮機上限回転数を定格の 40％とします。

0％：圧縮機上限回転数を定格の 0％（停止）とします。
（iii）　省エネモード率 0％以外は本制御より下記の制御を優先します。

◦四方弁切換保障
◦デフロスト制御
◦油戻し制御
◦移設ポンプタウン制御
◦発停時ポンプタウン制御

⑹　冷房・暖房強制運転
⒜　室外基板の SW3-7 を ON し、冷暖強制入力設定により室内ユニットの冷房、暖房を強制的に決定します。

⒝　 室内ユニットから強制モードとは異なる運転モードを指令された場合には、リモコン等にモードアンマッチ表示
し、送風運転をします。

⑺　緊急停止制御
複数室内ユニットの冷媒漏洩などオプション品からの信号を検知し、その情報を室外ユニットに取り込み、運転を
停止すると共に他の運転室内ユニットに緊急停止異常を送信します。

⒜　室内ユニットから「緊急停止」指令を受信すると異常全停止とします。

⒝　異常表示「E63」し、全室内ユニットに「緊急停止」を送信します。

⒞　室内ユニットから「緊急停止解除」指令を受信すると、全室内ユニットに「緊急停止解除」指令を送信します。

SW3-7 冷暖強制入力 運転

ON
開 室内冷房のみ
閉 室内暖房のみ
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⑻　移設ポンプダウン制御
室外ユニットを廃棄、移設する場合、室外ユニットへの冷媒回収をすばやく行うため、室外ユニット側でポンプダウ
ン制御を行います。

⒜　開始条件
室外ユニットの液側操作弁と閉じた状態で実施します。
⒤　室外運転モード停止

（ii）　試運転冷房スイッチ SW5-2 を ON（冷房）します。
（iii）　ポンプダウンスイッチ SW5-3 を ON（ポンプダウン）します。
（iv）　上記⒤～（iii）を満たした状態で試運転スイッチ SW5-1 を ON します。

注⑴　電源投入前の入力は無効。

⒝　制御内容
⒤　下表のポンプダウン運転周波数を目標周波数として圧縮機保護始動で運転します。但し圧縮機 3 分遅延中に運

転開始条件が成立した場合は 3 分遅延終了後に圧縮機が ON します。

（ii）　開始条件が成立した時点で、室外基板上の赤 LED・緑 LED を共に連続点滅させます。
7 セグメント表示はコード表示部に“PdS”（チャンネル O）を表示します。

（iii）　ポンプダウン制御中、低圧保護制御、低圧異常および圧縮機比保護を除く各保護制御、異常検知制御は有効とし
ます。

（iv）　ポンプダウン制御中、過冷却コイル用膨張弁（EEVSC）を全閉とします。

⒞　終了条件
下記のいずれかを満たした場合本制御を終了します。
⒤　低圧圧力（LP）≦ 0.01MPa を連続 5 秒検知した時。正常にて終了し下記の動作を行います。

① 赤 LED：連続点灯
② 緑 LED：点滅
③ 7 セグメント表示：PdE
④ リモコン：停止

（ii）　異常検知制御により異常全停止
（iii）　ポンプダウン制御による圧縮機の運転時間が積算 15 分となった時（時間切れによる終了）終了し下記の動作を

行います。
① 赤 LED：消灯
② 緑 LED：点滅
③ 7 セグメント表示：表示なし
④ リモコン：停止

（iv）　ポンプダウン中に各設定スイッチ（SW5-1、SW5-2、SW5-3）の何れかを OFF した場合。
注　ポンプダウンスイッチ SW5-3 のみ OFF しても、冷房試運転モードとはせず停止させます。

項目

形式
馬力

ポンプダウン目標周波数回転数
圧縮機台数 圧縮機回転数

FDCP1123HLXB 4
1

37rps
FDCP1403HLXB 5 45rps
FDCP1603HLXB 6 34rps
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Ⅲ　データ出力
⑴　7 セグメント及び運転データ保持

⒜　7 セグメント表示
試運転における各種運転データチェック、サービス時における原因究明の手助けとして運転情報を表示します。主
としてマイコンへの入力データ、室外ユニット制御内容、室内ユニット登録情報等を 7 セグメント LED に表示さ
せます。
⒤　運転情報の表示

① 室外ユニット基板上の 3 桁× 1 の 7 セグに各項目を表示します。
② 表示操作は下記ボタンによって実施します。

SW9：コード表示＋の位設定ボタン
SW8：コード表示－の位設定ボタン
SW7：データ消去／書込みボタン

③ コード表示を固定して 3 秒後から、コード表示に対応したデータ表示を行います。
（ボタン操作中はコード表示とします。）
データ表示中に SW9 または SW8 が押された場合は、対応するコード表示に戻ります。
コード表示中に SW9 または SW8 が押された場合は、コード表示 No. をボタンに合わせて変更します。
例）［C00］でデータ表示されている状態から、［C23］のデータ表示をさせたい場合

⒤　SW9 または SW8 を押す事によって、［C00］コード表示に戻ります。
（ii）　［C00］表示の状態から、SW9 × 2 回、SW8 × 3 回押す事により、コード表示を［C23］とします。
（iii）　3 秒経過後に、［C23］に対応したデータ表示を行います。

④ コード［C96］は操作項目であり、下記リセット操作により、運転データ保持の内容（異常停止前の 30 分間デー
タ）を消去することが可能です。
（→ 19. 運転データ保持）
＜リセット操作＞
・コード［C96］を選択します。異常データが保持されていれば、3 秒後にデータ表示  ［dEL］が表示されます。
・SW7 を 3 秒間押すことにより RAM 上の記憶データを消去します。

（EEPROM のデータは消去しません。）
・データが消去されると、データ表示として［－－－］を表示します。

また異常データが保持されていない場合も［－－－］を表示します。
・リセット操作をしない限り、データは保持される。したがって、リセット操作をしないまま通常運転を再

開して、再び異常停止した場合は新たにデータ保持をせず、最初の異常データが保持されたままとなりま
す。

⑤ SW8（－の位）は 0 ⇒ 1 ⇒ 2…9 ⇒ 0 の順に表示します。
⑥ SW9（＋の位）を押すことにより各 10 位の先頭コードにジャンプします。

データ表示［Cxx］と設定値表示［Pxx］は連続として扱います。
例）：［C07］で SW9 を押すと［C10］を表示します。

：［C90］で SW9 を押すと［P00］を表示します。
⑦ コード［C44］［C45］は操作項目であり、下記リセット操作により、コード No. に対応した

コンプ積算運転時間を消去（リセット）することが可能です。（コンプ交換後の運転時間リセット）
＜リセット操作＞
・コード［C44］［C45］を選択する。3 秒後にデータ表示として現在までのコンプ積算運転時間が表示されます。
・SW7 を 3 秒間押すことにより記憶データを消去します。

ただし、消去前の 17．運転データ保持の 30 分ログデータにおけるコンプ積算運転時間データは消去しま
せん。

⑧ 予備の項目のデータ表示部はブランクとします。
⑨ 出荷時設定は［C00］とします。

電源投入後［C00］（3 秒表示）⇒［　0］とします。
→

［C99］のようにブランク表示項目を出荷時設定とした場合、
電源投入後［C99］（3 秒表示）⇒［　］のように、電源投入後 3 秒経過以降は何も表示されない状態となり、
7 セグメント不点灯のナンセンスクレームに繋がる可能性を回避します。

（ii）　 吐出圧力飽和温度、吸入圧力飽和温度の表示で－ 10.0℃以下は小数点以下を四捨五入して表示します。（7 セグ
メント表示範囲が 3 桁のため）
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（iii）　 表示優先順位
① ［Exx］＞［チェック運転関連（［CHU］［HU］＞［CHJ］［HJ］）］＞［PdS］＞［PdE］＞［oPx］＞［Cxx］
② ①の表示からその状態が解除されたら［COO］に切換えます。
③ ①の表示から SW8 または SW9 を押せば［COO］の表示に変更します。

ただし、10 秒間前記ボタン入力がない場合は、①の優先に従って表示します。
④ 表示切換

特別表示は［CXX］以外の表示とします。

特別表示
発生時

特別表示解除
or

ボタン操作

ボタン操作

ボタン操作

10秒間無操作※

※この間に特別表示が解除したら［ＣＸＸ］のまま

［ＣＸＸ］

［ＣＯＯ］

特別表示
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⒝　7 セグメント表示一覧

コード No. 表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
異常表示 ［Exx］
注意表示 ［oPx］

特殊表示
［PdS］［PdE］［CHx］［CHE］
［CHL］［CHU］［CHJ］［CHO］など

コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜センサ値、アクチュエータ情報＞

C00 CM1 運転周波数 0 ～ 130 1Hz
C01 （予備）CM2 運転周波数 0 ～ 130 1Hz
C02 Tho-A 外気温度 L,-20 ～ 43 1Hz
C03 Tho-R1 熱交温度 1 L,-25 ～ 73 1℃
C04 Tho-R2 熱交温度 2 L,-25 ～ 73 1℃
C05 （予備）Tho-R3 熱交温度 3 L,-25 ～ 73 1℃
C06 （予備）Tho-R4 熱交温度 4 L,-25 ～ 73 1℃
C07 Tho-D1 吐出管温度（CM1） L,31 ～ 136 1℃
C08 （予備）Tho-D2 吐出管温度（CM2） L,31 ～ 136 1℃
C09 （予備）
C10 （予備）Tho-C1 ドーム下温度（CM1） L,5 ～ 90 1℃
C11 （予備）Tho-C2 ドーム下温度（CM2） L,5 ～ 90 1℃
C12 Tho-P1 パワトラ温度（CM1） L,5 ～ 136 1℃
C13 （予備）Tho-P2 パワトラ温度（CM2） L,5 ～ 136 1℃
C14 Tho-SC 過冷却コイル温度 1 L,18 ～ 73 1℃
C15 Tho-H 過冷却コイル温度 2 L,-25 ～ 73 1℃
C16 Tho-S 吸入管温度 L,-25 ～ 73 1℃
C17 （予備）温度センサ（アクティブフィルタ）
C18 CT1（CM1）電流 0 ～ 50 1A
C19 （予備）CT2（CM2）電流 0 ～ 50 1A
C20 EEVH1 暖房用膨張弁開度 0 ～ 500 1 パルス
C21 （予備）EEVH2 暖房用膨張弁開度 0 ～ 500 1 パルス
C22 EEVSC 過冷却コイル膨張弁開度 0 ～ 500 1 パルス
C23 FM01 実回転数 0 ～ 999 10min-1
C24 （予備）FM02 実回転数 0 ～ 999 10min-1
C25 PSH 高圧センサ 0 ～ 4.15 0.01MPa
C26 PSL 低圧センサ 0 ～ 1.70 0.01MPa
C27 （予備）
C28 （予備）
C29 （予備）



598

7.03-585_670 色
Ｋ

新
組
05/12
1105

初
校
07/01
1103

再
校
07/13
1210

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考

C30
圧力スイッチ 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：63H1-1

10 位：（予備）63H1-R
1 位：（予備）

C31
外部入力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：CNS1

10 位：（予備）CNS2
1 位：（予備）CNG1

C32
外部入力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：（予備）CNG2

10 位：（予備）
1 位：（予備）

C33
リレー出力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：52C1

10 位：20S
1 位：クランクケースヒータ 1

C34
リレー出力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：（予備）SV6

10 位：（予備）SV7
1 位：（予備）冷却ファン

C35
リレー出力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：（予備）SV1

10 位：（予備）SV11
1 位：（予備）SV12

C36
リレー出力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：（予備）

10 位：（予備）
1 位：（予備）

C37
外部出力 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：外部出力（CNZ1）

10 位：（予備）運転出力
1 位：（予備）異常出力

C38
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：

10 位：
1 位：

C39
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）
－ 100 位：

10 位：
1 位：
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＜制御ステータス＞

C61
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：油戻し制御実施中
10 位：デフロスト実施中

1 位：（予備）

C62
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：試運転制御実施中
10 位：デマンド制御実施中

1 位：静音モード制御実施中

C63
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：能力測定モード実施中
10 位：（予備）

1 位：（予備）

C64
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：
10 位：

1 位：

C65
保護制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：HP 回転数ダウン制御実施中
10 位：LP 回転数ダウン制御実施中

1 位：Td 回転数ダウン制御実施中

C66
保護制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：圧縮比回転数ダウン制御実施中
10 位：CS 回転数ダウン制御実施中

1 位：PT 回転数ダウン制御実施中

C67

（予備） 0,1
（0：閉、1：開）

－
100 位：（予備）

Tc 回転数ダウン制御実施中

10 位：（予備）
1 位：（予備）

C68 圧縮機停止要因 0 ～ 127 1 →※ 1（次ページ参照）

C69
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：
10 位：

1 位：

コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜室外ユニット情報＞

C40 室内ユニット接続台数 0 ～ 50 1

C41 室内ユニット接続容量 0 ～ 200

C42 室内ユニットサーモ ON 台数 0 ～ 50 1

C43 要求周波数合計 0 ～ 999 1Hz

C44 コンプ積算運転時間（CM1） 0 ～ 655 100h

C45 （予備）コンプ積算運転時間（CM2） 0 ～ 655 100h

C46 吐出圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.1℃ 表示できない範囲（-10℃以下）は1℃単位
C47 吸入圧力飽和温度 -50 ～ 30 0.1℃ 表示できない範囲（-10℃以下）は1℃単位

C48 過冷却コイル温度センサ 1 飽和圧力 -0.68 ～ 4.15
0.01
MPa

マイナス領域は、0を省略する。
-0.68→［-.68］

C49 冷房過冷却度 0 ～ 50 0.1deg
C50 吸入過熱度 0 ～ 50 0.1deg
C51 過冷却コイル過熱度 0 ～ 50 0.1deg
C52 吐出管過熱度 1 0 ～ 50 0.1deg
C53 （予備）ドーム下過熱度 1 0 ～ 50 0.1deg
C54 目標冷房低圧圧力 0.00 ～ 2.00 0.01MPa
C55 目標暖房高圧圧力 1.60 ～ 4.15 0.01MPa
C56 目標 Fk 0 ～ 999 1Hz
C57 インバータ 1 運転周波数指令 0 ～ 130 1Hz
C58 （予備）インバータ 2 運転周波数指令 0 ～ 130 1Hz
C59 FMo1 回転数指令 0 ～ 999 10min-1
C60 （予備）FMo2 回転数指令 0 ～ 999 10min-1
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※ 1．圧縮機停止要因

＜信号定義＞
現時点からさかのぼって一番最近の、異常検知コンプ停止の要因を示します。

（通常停止等は除きます）

圧縮機停止要因 番号

＜センサ断線・短絡＞

電源投入時 0
室外温センサ 1
室外熱交温度 1 2
室外熱交温度 2 3
吐出温度センサ 1（CM1） 4
吸入管温度センサ 5
過冷却コイル温度センサ 1（液側） 6
過冷却コイル温度センサ 2（ガス側） 7
ドーム下温度センサ 1（CM1） 8
パワトラ温度センサ 1（CM1） 9
アクティブフィルタ温度センサ 10
高圧センサ 11
低圧センサ 12

＜異常検知＞

HP 異常 20
LP 異常 21
Td1 異常 22
FMo1 異常 23
FMo2 異常 24
インバータ 1 カレントカット 25
インバータ 1 起動不良 26
インバータ 1 通信異常 27
インバータ 1 脱調異常 28
インバータ 1 パワトラ過熱 29
インバータ 1 ロータロック 30
液バック異常 31

＜制御における停止＞
室外運転モード冷暖切換 40
暖房過負荷保護 41
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜異常カウンタ情報＞

C70 カウンタ・センサ断線 0 ～ 3 1
C71 カウンタ・ハイプレッシャー保護 0 ～ 5 1
C72 カウンタ・低圧異常③（運転中） 0 ～ 5 1
C73 カウンタ・低圧異常①（停止中） 0 ～ 5 1
C74 カウンタ・吐出管 1 温度異常 0 ～ 5 1
C75 カウンタ・FMO1 異常停止 0 ～ 5 1
C76 （予備）カウンタ・FMO2 異常停止 0 ～ 127 1
C77 カウンタ・カレントカット（CM1） 0 ～ 4 1
C78 カウンタ・コンプ 1 起動不良 0 ～ 20 1
C79 カウンタ・インバータ 1 通信異常 0 ～ 4 1
C80 （予備）カウンタ・パワトラ 1 過熱 0 ～ 127 1
C81 （予備）カウンタ・コンプ 1 ロータロック 0 ～ 127 1
C82 カウンタ・インバータ 1 脱調異常 0 ～ 127 1
C83 カウンタ・室外インバータ通信異常 2 0 ～ 127 1
C84 カウンタ・室内外通信異常 0 ～ 255 1
C85 カウンタ・CPU リセット 0 ～ 255 1
C86 （予備）カウンタ・低圧異常②（起動直後）
C87 （予備）カウンタ・吐出管 2 温度異常
C88 （予備）カウンタ・カレントカット（CM2）
C89 （予備）カウンタ・パワトラ 2 過熱
C90 （予備）カウンタ・コンプ 2 起動不良
C91 （予備）カウンタ・コンプ 2 ロータロック
C92 （予備）カウンタ・インバータ 2 通信異常
C93 （予備）
C94 （予備）

＜その他＞
C95 （予備）
C96 データリセット

C97 プログラム・サブバージョン 0 ～ 991 －

C78“デマンド率変更値”追加
時に削除された“プログラム・
サブバージョン”を位置を変更
し復活下一桁は OVR 版かどう
かの表示（1 ＝ OVR）

C98 プログラム・POL バージョン 0.00 ～ 9.99 0.01
図形言語バージョン
C79 より表示位置変更

C99 自動送り表示 －
本機種では実施しない

（C99 のデータ表示部には何も
表示をしない）
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜ユーザ設定＞

P00 （予備） －－－－ －

P01 運転優先切換 0：（出荷時）
0,1

－
0：先押し優先（出荷時）
1：後押し優先

P02 室外ファン防雪制御 0：（出荷時）
0,1

－
0：防雪外ファン制御無効（出荷時）
1：防雪外ファン制御有効

P03 室外ファン防雪制御 ON 時間設定 30：（出荷時）
10、30 ～ 600［秒］

30 10,30,60,90……600 と変化

P04 デマンド率変更値
OFF：（出荷時）
OFF,000,040,
060,080

SW7,8,9 の操作で切換可能な EEPROM 記憶
値。グローバル変数では 0 ～ 4 の値をとる。
0：OFF、1：0％、2：40％、
3：60％、4：80％
出荷時は 0：OFF

P05 静音設定 0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P06 外部出力機能割り当て 0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P07 外部入力（CNS1）機能割り当て 0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P08
（予備）
外部入力（CNS2）機能割り当て

1：（出荷時）
0 ～ 9

1

P09
（予備）
外部入力（CNG1）機能割り当て

2：（出荷時）
0 ～ 9

1

P10
（予備）
外部入力（CNS2）機能割り当て

3：（出荷時）
0 ～ 9

1
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コード No. データ表示内容 データ 表示範囲 最小単位 備考
＜サービスマン設定＞

P11 目標冷房低圧補正 0.00：（出荷時）
-0.20 ～ +0.20

0.01
MPa

出荷時は 0.00、負の表示は -.05 など
切換は 0.01MPa 毎

P12 目標暖房高圧補正 0.00：（出荷時）
0.00 ～ 0.40

0.01
MPa

出荷時は 0.00
切換は 0.1MPa 毎（表示は 0.01MPa）

P13 暖房設定 1（目標出口温度） 40：（出荷時）
40 ～ 50

1［℃］

P14 暖房設定 2（目標高圧） 3.15：（出荷時）
3.15 ～ 2.75

0.05
［MPa］

P15 暖房設定 3（判定温度） 30：（出荷時）
30 ～ 38

1［℃］

P16
チェック運転実施状態

（ユーザ操作は 1 → 0 のみ）
000：（出荷時）
000 ～ 255

－
000：チェック運転未実施（出荷時）
001 ～ 255：チェック運転実施結果
→ 9－19．チェック運転

P17
冷媒量判定実施状態

（ユーザ操作は 1 → 0 のみ）
0：（出荷時）
0,1

－
0：冷媒量判定未実施（出荷時）
1：冷媒量判定実施済み

P18
配管洗浄運転実施状態

（ユーザ操作は 1 → 0 のみ）
0：（出荷時）
0,1

－
0：配管洗浄運転未実施（出荷時）
1：配管洗浄運転実施済み

P19 暖房吹出温度確保優先切換
0：（出荷時）
0,1

－
0：暖房吹出温度確保制御無効（出荷時）
1：暖房吹出温度確保制御有効

P20
暖房吹出温度確保サーモ ON
許可容量

110：（出荷時）
100,090,080

－ 110,100,090,080, 110……と変化

P21
暖房吹出温度確保サーモ ON
保障台数

0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P22 予備

P23 予備

P24 予備

P25 予備

P26 予備

P27 予備

P28 予備

P29 予備
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜新スーパーリンク設定＞

P30 スーパーリンク通信状態 0,1 －
0：旧スーパーリンク
1：新スーパーリンク

P31 自動アドレス開始入力
0：（出荷時）
0.1

1
0：自動アドレス開始送信しない
1：自動アドレス開始送信する

P32 開始アドレス入力
0：（出荷時）
0 ～ 127

1
自動アドレス時の開始アドレスを指定する。
白身でのみ使用。

P33 接続室内ユニット台数入力
24：（出荷時）
1 ～ 24（※）

1

（※）機種毎の最大接続台数を初期値及び上限と
する。
自動アドレス時の室内機接続台数を指定する。
白身でのみ使用。

P34 極性送信
0：（出荷時）
0.1

－
0：極性を送信しない
1：極性を送信する
白身でのみ使用。

P36 （予備） 0：（出荷時）
P37 （予備）
P38 （予備）
P39 （予備）
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⒞　運転データ保持
市場でのクレーム原因調査を主として、運転データを常時メモリーに記憶し、異常が発生した時点でデータ書き込み
を停止し、異常発生前の運転データを記録します。データは基板上の RS232C コネクタによりパソコンに取り込み
が可能でそのデータにより原因究明に役立てることが可能です。
⒤　現在運転の 30 分前までのデータを記憶し、データは順次更新します。

（ii）　異常停止が発生するとその時点でデータの更新を停止します。
（iii）　データの書込みは 1 分サンプリングとし、パソコンからの要求に対し次のデータを送信します。

データ データ範囲 例
ソフトバージョン Ascii 15 バイト KD3C218########（#：NULL）
PID（プログラム ID） Ascii 2 バイト 5D
室外機容量 Ascii 3 バイト 下表による
電源周波数 Ascii 2 バイト 60
室外アドレス Ascii 2 バイト 00 ～ 3F
室内アドレス× 16 台分 Ascii 2 バイト× 16 台 40 ～ 7F
室内容量× 16 台分 Ascii 3 バイト× 16 台 022 ～ 280

室外ユニット構成 室外ユニット容量データ 備　　　考

一 体 形 の 場 合 例：24PS は「S24」 S：一体形または組合せ親機馬力数表示
組合せの親ユニット 例：46PS は「S46」 S：一体形または組合せ親機で合計馬力
組合せの子ユニット 例：20PS は「C22」 C：組合せの子機馬力
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（iv）　異常保持およびモニタリングデータ

コード No. 書込内容
記録データ

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内容
0 室内 1Thi-A -14 ～ 50 A/D 値 1 吸込
1 室内 1Thi-R1 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 1
2 室内 1Thi-R2 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 2
3 室内 1Thi-R3 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 3
4 室内 1EEV 0 ～ 470 1 パルス 2
5
 

室内 1 運転 / 停止
 

0,1
 

－
 

1
 

0 停止
1 運転

6
 
 
 
 

室内 1 運転モード
 
 
 
 

0 ～ 4
 
 
 
 

－
 
 
 
 

1
 
 
 
 

0 自動
1 除湿
2 冷房
3 送風
4 暖房

7 室内 1 要求 Hz 0 ～ 255 1Hz 1
8 室内 1 アンサー Hz 0 ～ 255 1Hz 1

9 室内 1 室内ローカル － － 1
Bit0 アンチフロスト
Bit1 開度指令実施中

10 室内 1Thi 予備 -14 ～ 50 A/D 値 1 吹出

11 室内 1 形式 0 ～ 8 － 1

0 FDT
1 FDK
2 その他
3 FDE
4 FDTC
5 外調機
6 大空間
7 外気処理
60 ～ 設備 PAC

12 室内 1PID － － 1

以降室内 2 ～ 16 のデータ、内容は同上
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

0 異常コード 00 ～ 99 － 1
00：異常無、室外ユニット
異常全て

1 異常発生ユニットアドレス 00 ～ FF － 1
00 ～ 3F：室外、
40 ～ 6F：室内

＜センサ値＞
2 Tho-A外気温度 -20 ～ 70 A/D 値 1
3 Tho-R1熱交温度1 -40 ～ 75 A/D 値 2
4 （予備）Tho-R2熱交温度2 -40 ～ 75 A/D 値 2
5 Tho-D1吐出管温度（CM1） -20 ～ 140 A/D 値 1
6 Tho-S吸入管温度 -40 ～ 75 A/D 値 2
7 Tho-SC過冷却コイル温度1 -40 ～ 75 A/D 値 2
8 Tho-H過冷却コイル温度2 -40 ～ 75 A/D 値 2
9 Tho-P1パワトラ温度（放熱フィン） -20 ～ 140 A/D 値 1

10
（予備）Tho-AF温度センサ
（アクティブフィルタ）

-20 ～ 140 A/D 値 1

11 （予備）Tho-C1ドーム下温度（CM1） -40 ～ 90 A/D 値 1

12 CT1電流 0 ～ 50 A/D 値 1
13 高圧圧力センサ 0 ～ 4.15 A/D 値 1
14 低圧圧力センサ 0 ～ 1.70 A/D 値 1

＜室外機情報＞
15 室内ユニット接続台数 0 ～ 127 1 台 1
16 室内ユニット接続容量 0 ～ 65535 － 2
17 室内サーモON台数 0 ～ 255 1 台 1
18 冷房サーモON室内機種容量合計 0 ～ 65535 2
19 暖房サーモON室内機種容量合計 0 ～ 65535 2

20
 
 

運転モード
 
 

0 ～ 2
 
 

－
 
 

1
 
 

0 停止
1 冷房
2 暖房

21 インバータCM1実運転周波数 0 ～ 255 1Hz 1
22 FMo1実回転数 0 ～ 65535 10min-1 2
23 （予備）FMo2実回転数 0 ～ 65535 10min-1 2
24 要求Hzの合計 0 ～ 65535 1Hz 2
25 吐出圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.01℃ 2
26 吸入圧力飽和温度 -50 ～ 30 0.01℃ 2
27 過冷却コイル温度センサ1飽和圧力 -0.68 ～ 4.15 0.01MPa 2
28 圧力比 1.0 ～ 10.0 0.1 1
29 冷房過冷却度 0 ～ 50 0.1deg 2
30 吸入過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
31 過冷却コイル過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
32 吐出管過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
33 （予備）コンプ1ドーム下過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
34 目標Fk 0 ～ 65535 1Hz 2
35 アンサーHz合計 0 ～ 65535 1Hz 2
36 インバータ1運転周波数指令 0 ～ 120 1Hz 1
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

37 FM01 回転数指令 0 ～ 65535 10min-1 2
38 （予備）FM02 回転数指令 0 ～ 65535 10min-1 2
39 EEVH1 開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
40 EEVSC 開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
41 圧縮機目標冷房低圧圧力 0.00 ～ 2.00 0.01MPa 1
42 圧縮機目標暖房高圧圧力 0.00 ～ 4.15 0.01MPa 2
43 室外 EEVH 目標過熱度 0 ～ 25.5 0.1℃ 1 実際の範囲は 5℃～ 11℃
44 室外 EEVH 学習初期開度 0 ～ 255 1 パルス 1
45 室外 EEVSC 目標過熱度 0 ～ 25.5 0.1℃ 1
46 油上がり積算量 0 ～ 2550 10cc 1 実際の範囲は 0cc ～ 1100cc
47 油戻しカウントダウン 0 ～ 255 3 分 1 実際の範囲は 0 ～ 600 分（10 時間）

＜基板ハード入力＞

48

 
 
 
 
 
 

外部入力
 
 
 
 
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

1
 
 
 
 
 
 
 

Bit0 63H1 0：開放、1：短絡
Bit1 （予備）63H1-R 0：開放、1：短絡
Bit2 CNS1 0：開放、1：短絡
Bit3 （予備）CNS2 0：開放、1：短絡
Bit4 （予備）CNG1 0：開放、1：短絡
Bit5 （予備）CNG2 0：開放、1：短絡
Bit6 （予備） 0：開放、1：短絡
Bit7 （予備） 0：開放、1：短絡

49 
 
 
 
 
 
 
 

ディップSW［SW3］ 
 
 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 
 
 

－
  
 
 
 
 
 
 

1 
 
 
 
 
 
 
 

Bit0 SW3-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW3-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW3-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW3-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW3-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW3-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW3-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW3-8 0：OFF、1：ON

50
 
 
 
 
 
 
 

ディップSW［SW4］
 
  
 
 
 
 
 

－
 
  
 
 
 
 
 

－
 
  
 
 
 
 
 

1
 

  
 
 
 
 
 

Bit0 SW4-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW4-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW4-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW4-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW4-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW4-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW4-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW4-8 0：OFF、1：ON

51
 
 

 
 
 
 
 

ディップSW［SW5］
 
  
 
 
 
 
 

－
 
 
  
 
 
 
 

－
 
 
  
 
 
 
 

1
 

 
  
 
 
 
 

Bit0 SW5-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW5-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW5-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW5-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW5-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW5-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW5-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW5-8 0：OFF、1：ON
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

52 ディップSW［SW6］ － － 1 Bit0 （予備）SW6-1 0：OFF、1：ON
Bit1 （予備）SW6-2 0：OFF、1：ON
Bit2 （予備）SW6-3 0：OFF、1：ON
Bit3 （予備）SW6-4 0：OFF、1：ON
Bit4 （予備）SW6-5 0：OFF、1：ON
Bit5 （予備）SW6-6 0：OFF、1：ON
Bit6 （予備）SW6-7 0：OFF、1：ON
Bit7 （予備）SW6-8 0：OFF、1：ON

53 ジャンパ SW － － 1 Bit0 J11 0：開放、1：短絡
Bit1 J12 0：開放、1：短絡
Bit2 J13 0：開放、1：短絡
Bit3 J14 0：開放、1：短絡
Bit4 J15 0：開放、1：短絡
Bit5 J16 0：開放、1：短絡
Bit6 （予備）
Bit7 （予備）

＜基板ハード出力＞

54 リレー出力 － － 1 Bit0 52C1 0：OFF、1：ON
Bit1 20S 0：OFF、1：ON
Bit2 CH1 0：OFF、1：ON
Bit3 （予備）SV1 0：OFF、1：ON
Bit4 （予備）SV6 0：OFF、1：ON
Bit5 （予備）SV11 0：OFF、1：ON
Bit6 （予備）SV12 0：OFF、1：ON
Bit7 （予備）FMC1,2 0：OFF、1：ON

55 リレー出力 － － 1 Bit0 運転出力（CnH） 0：OFF、1：ON
Bit1 異常出力（CnY） 0：OFF、1：ON
Bit2 外部出力（CnZ） 0：OFF、1：ON
Bit3 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit4 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit5 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit6 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit7 （予備） 0：OFF、1：ON

＜コンプ関連＞
56 CM1 積算運転時間（概算） 0 ～ 65535 1h 2
57 CM1 圧縮機起動回数 0 ～ 65535 ×20回 2
58 CM1 3 分遅延タイマ 0 ～ 180 1秒 1
59 通電時間カウントダウン 0 ～ 255 1分 1

60
制御ステータス CH
圧縮機保護タイマ

0 ～ 360 3分 1

61
 

制御ステータス CH
圧縮機保護始動 

0 ～ 15
 

－
 

1
 

15 保護始動完了
0～14 保護始動中
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書込範囲

書込
単位

バイト数 内容

＜制御ステータス＞

62 制御ステータス
油戻し

0 ～ 2 －
 

1 0 無
1 油戻し中

63 制御ステータス
デフロスト条件

0 ～ 3 －
 
 

1 0 無
1 温度条件
2 時間条件

64 制御ステータス
デフロスト
ステータス 
 

0 ～ 4 －
 
 
 
 

1 0 無
1 デフロストステータス1
2 デフロストステータス2
3 デフロストステータス3
4 デフロストステータス4

65 制御ステータス冷
房低圧異常復帰
ステータス

0 ～ 4 － 1 0 無
1 ステータス1
2 ステータス2
3 ステータス3
4 ステータス4

66 
 

制御ステータス 1  1 Bit0 試運転制御実施中 0：通常、1：実施中
Bit1 デマンド制御実施中 0：通常、1：実施中
Bit2 静音モード実施中 0：通常、1：実施中
Bit3 能力測定モード実施中 0：通常、1：実施中
Bit4 外調機制御実施中 0：通常、1：実施中
Bit5 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit6 発停時ポンプダウン制御実施中 0：通常、1：実施中
Bit7 低外気温制御実施中 0：通常、1：実施中

67 制御ステータス 2 1 Bit0 移設ポンプダウン制御実施中 0：通常、1：実施中
Bit1 圧縮機希釈保護 0：通常、1：実施中
Bit2 （予備）室外熱交冷媒追い出し 0：通常、1：実施中
Bit3 室内熱交冷媒追い出し 0：通常、1：実施中
Bit4 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit5 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit6 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit7 （予備） 0：通常、1：実施中
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コード No. 書込内容
記録データ
書込範囲

書込単位 バイト数 内容

＜保護制御ステータス＞
68 保護制御

ステータス 1
 
 
 

 
 

 
 
 

1

 
 
 
 
 
 
 

Bit0
HP保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

Bit1
HP保護2
暖房停止室内機微開制御

0：通常、1：実施中

Bit2
HP保護3
暖房過負荷時室内機
EEV制御

0：通常、1：実施中

Bit3
HP保護4
暖房過負荷時室内機強制
サーモOFF制御

0：通常、1：実施中

Bit4
LP保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

Bit5
LP保護2
圧縮機上昇レート制限

0：通常、1：実施中

Bit6
LP保護3
室外EEV制御

0：通常、1：実施中

Bit7
Td保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

69 保護制御
ステータス 2
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

1
Bit0

Td保護2
圧縮機希釈率保護制御

0：通常、1：実施中

Bit1
Td保護3
暖房停止室内機微開制御

0：通常、1：実施中

Bit2
Td保護4
室外EEV制御

0：通常、1：実施中

Bit3
圧縮比保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

Bit4
圧縮比保護2
室外EEV制御

0：通常、1：実施中

Bit5
CS保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

Bit6
PT保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

Bit7
（予備）Tc保護1
圧縮機能力制御

0：通常、1：実施中

70
 

保護制御
ステータス 3 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

1
Bit0

CS保護2
圧縮機上限周波数制限

0：通常、1：実施中

Bit1 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit2 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit3 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit4 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit5 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit6 （予備） 0：通常、1：実施中
Bit7 （予備） 0：通常、1：実施中

71 圧縮機停止要因 0 ～ 127 － 1 → 18 － 1．運転情報
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書込単位 バイト数 内容

＜異常カウンタ情報＞

72
制御ステータスHP異常（63H1）
カウンタ

0～5 1 1

73
制御ステータスLP異常

（運転中）カウンタ
0～5 1 1

74
制御ステータスLP異常

（停止時）カウンタ
0～5 1 1

75 制御ステータスTd1異常カウンタ 0～5 1 1

76
制御ステータスDCファン
モータ1異常カウンタ

0～5 1 1

77
（予備）　制御ステータスDCファン
モータ2異常カウンタ

0～127 1 1

78
制御ステータスセンサ断線
カウンタ

0～3 1 1

79
制御ステータスINV1カレントカット
異常カウンタ

0～4 1 1

80 制御ステータスINV1起動不良カウンタ 0～20 1 1

81 制御ステータスINV1通信異常カウンタ 0～4 1 1

82 制御ステータスINV1脱調異常カウンタ 0～127 1 1

83
制御ステータスINV通信異常積算
カウンタ

0～255 1 1

84
（予備）　制御ステータスINV1
バワトラ過熱異常カウンタ

0～127 1 1

85
（予備）　制御ステータスINV1ロータ
ロック異常カウンタ

0～127 1 1

＜設定値表示＞

86
 

運転優先切換室外ファン防雪制御
 

0,1
 

－
 

1
 

0 先押し優先
1 後押し優先

87 室外ファン防雪制御
 

0,1
 

1
 

0 無効
1 有効

88 室外ファン防雪制御ON時間設定
30：（出荷時）
10、30～600［秒］

10 秒 1

89 デマンド率変更値
OFF,000,040,
060,080
出荷時は0：OFF

－ 1

90 静音設定 0～9 － 1

91
（予備）
CNS1機能割り当て値

0～9 － 1

92
（予備）
CNS2機能割り当て値

0～9 － 1

93
（予備）
CNG1機能割り当て値

0～9 － 1

94
（予備）
CNG2機能割り当て値

0～9 － 1

95 外部出力機能割り当て 0～9 － 1
96 目標冷房低圧補正 -0.20～+0.20 0.01MPa 1
97 目標暖房高圧補正 0.00～0.40 0.01MPa 1
98 暖房設定1（目標出口温度） 40～50 1［℃］ 1
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コード No. 書込内容
記録データ
書込範囲

書込単位 バイト数 内容

99 暖房設定2（目標高圧） 3.15 ～ 2.75
0.05

［MPa］
1

100 暖房設定3（判定温度） 30 ～ 38 1［℃］ 1

101
チェック運転実施状態

（ユーザ操作は0以外→0のみ）
0 ～ 255 － 1

→ 9 － 19
チェック運転

102
（予備）冷媒量判定実施状態
（ユーザ操作は1→0のみ）

0,1 － 1

103
（予備）配管洗浄運転実施状態
（ユーザ操作は1→0のみ）

0,1 － 1

＜その他＞
104 オーバーライド数 0 ～ － 1

＜室内機情報＞
105

 
 
 
 
 
 
 

室内EEV制御
ステータス

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

1
 

 
 
 
 
 
 

Bit0
室内ユニット EEV
全閉検知制御

0：通常、1：実施中

Bit1
室内ユニット不暖
回避制御

0：通常、1：実施中

Bit2
室内ユニット暖房
停止微開制御

0：通常、1：実施中

Bit3
室内ユニット冷房
起動制御

0：通常、1：実施中

Bit4 （予備）
Bit5 （予備）
Bit6 （予備）
Bit7 （予備）

106
 
 
 
 

登録室内1～8運転モード 
  
 

0 ～ 4
 
 
 
 

－
 
 
 
 

8
 
 
 
 

0 自動
1 除湿
2 冷房
3 送風
4 暖房

107 登録室内1～8要求Hz 0 ～ 255 1Hz 8
108 登録室内1～8アンサHz 0 ～ 255 1Hz 8
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記録データ
書込範囲

書込単位 バイト数 内容

＜チェック運転情報＞
109

 
 
 
 
 
 
 

チェック運転
ステータス

  
 
 
 
  

0 ～ 7
 
 
 
 
 
 
 

－

 
  
 
 
 
 

1

 
  
 
 
 
 

0 通常
1 チェック運転開始条件不満足
2 チェック運転準備運転中
3 チェック運転中
4 チェック運転中断
5 操作弁閉不合格
6 室内機不合格
7 チェック運転正常終了

＜冷媒量判定情報＞ － － － － － －

110
（予備）冷媒量判定
制御ステータス

0 ～ 255 － 1

＜配管洗浄運転情報＞
111

 
 
 
 
 
 
 

（予備）配管洗浄運転
ステータス
 
 
 
  
 
 

0 ～ 7
 
 
 
 
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

1
 
 
 
 
 
 
 

0 通常
1 ウォームアップ運転
2 準備運転
3 液バック洗浄運転
4 冷媒追い出し運転
5 ポンプダウン運転
6 配管洗浄運転終了
7 配管洗浄運転不成立

112

 
 
 
 
 
 

登録室内 1 ～ 8
アンマッチチェック
異常 
 
  
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

1

 
 
 
 
 
 

Bit0 室内1アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit1 室内2アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit2 室内3アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit3 室内4アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit4 室内5アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit5 室内6アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit6 室内7アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit7 室内8アンマッチチェック異常 0：OFF、1：ON

113

 
 
 

 
 

登録室内 1 ～ 8
EEV チェック異常 
 
 
 
  
 

－
 
 
 
 
 
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 

1

 
 
 
 
 
 

Bit0 室内1EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit1 室内2EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit2 室内3EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit3 室内4EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit4 室内5EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit5 室内6EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit6 室内7EEVチェック異常 0：OFF、1：ON
Bit7 室内8EEVチェック異常 0：OFF、1：ON

114
登録室内 1 ～ 8
開弁パルス

0 ～ 127 パルス 8
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⑵　室外基板設定

　注⑴ ジャンパー線J13．J15 は短絡／開放を示します。
　⑵ ディップスイッチ SW は OFF ／ ON を示します。

■ SW4－1 ～ SW4－4 の機種切換

注⑴ 0：OFF、1：ON

■ SW4－7、SW4－8 のデマンド切換

注⑴ 0：OFF，1：ON

記号 入　　力 備　　考
SW1 室外 No．（10 位）
SW2 室外 No．（1 位）

SW3-1 点検 LED リセット
SW3-7 冷暖強制切換
SW3-8 テストモード
SW5-1 試運転 SW
SW5-2 試運転　暖／冷
SW5-3 ポンプダウン SW
SW7 データ消云／書込み
SW8 7 セグメント表示 UP1 位
SW9 7 セグメント表示 UP10 位

SW4-1

機種切換 下表参照SW4-2
SW4-3
SW4-4
SW4-7 デマンド切換
SW4-8 デマンド切換

J13 外部入力　レベル／パルス
J15 デフロスト開始温度　通常／寒冷地

機種
スイッチ

FDCP1123HLXB FDCP1403HLXB FDCP1603HLXB

SW4－1 0 1 1
SW4－2 0 0 1
SW4－3 0 0 0
SW4－4 0 0 0

SW4－7 SW4－8 圧縮機能力（％）
0 0 80
1 0 60
0 1 40
1 1 0
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FDCP2243，2803，3353HLXYB
FDCKP1603，2243，2803HLXYB
FDCRP2243，2803HLXYB
一体形：1 圧縮機仕様
Ⅰ　通常制御

⑴　各運転モード時の主要機能の動作

冷房／除湿 送　風
全停止

暖　　　　　房
サーモ

ON
サーモ
OFF

サーモ
ON

サーモ
OFF デフロスト

圧　縮　機　　　　　　（CM1） ○ × × ○ × ○
CM1 用電磁接触器　　　（52C1） ○ ○ ×／○ ○ ○ ○
室外ファンモータ　　　　（FMo-1） ○ ×／○ ×／○ ○／× ×／○ ○→×
室外ファンモータ　　　　（FMo-2） ○／× ×／○ ×／○ ○／× ×／○ ○→×
四　方　弁　　　　　　（20S） × × × ○ ○ ○→×

暖房用膨張弁　　　　　（EEVH1） 全開 全開 ※1 開度
制御

※2 全閉／
全開

過冷却コイル用膨張弁　（EEVSC） 開度
制御

全閉 全閉 全閉 全閉 全閉

電　磁　弁〔液バイパス〕（SV1） ○／× × × ○／× × ○／×
電　磁　弁〔油戻し〕 　（SV6） ○／× ○／× × ○／× ○／× ○／×
電磁弁〔ホットガスバイパス〕（SV11）⑷ × × × ○／× × ×
電磁弁〔リフレッシュ〕  （SV12） ○／× × × × × ×
ドレンパンヒータ（SV12）

〔寒冷地向け〕 × × × ○／× × ○／×

クランクケースヒータ　（CH1） ○／× ○／× ○ ○／× ○／× ○／×

被制御器

運転モード

注⑴　○：ON，×：OFF，○／×：・×／○：ON又はOFFを示します。
　⑵　室内ユニットが全て同一モードにある場合の出力状態を示します。
　⑶　※1：冷房からの停止は全開です。

暖房からの停止は，停止時の電子膨張弁（EEV）制御による指定開度以外は全閉です。
※2：暖房からの停止は，停止時の電子膨張弁（EEV）制御による指定開度以外は全閉です。

　⑷　電磁弁〔ホットガスバイパス〕（SV11）はFDCP3353HLXYB，FDCRP224，280HLXYBのみ。

B　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）・リフレッシュマルチ LX シリーズ

ESP-FP-1736  N 
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⑵　圧縮機始動前制御
⒜　リモコン全停止→運転

⒤　開始条件
・圧縮機が停止している状態から圧縮機運転周波数指令＞ 0Hz となった場合。

（ii）　制御内容
・圧縮機周波数指令を 0Hz とし、本制御終了後に圧縮機を始動させます。

（iii）　終了条件
下記のすべてを満たした場合
①　本制御開始 15 秒経過

・記号説明

52C1 圧縮機用電磁接触器 CM1 圧縮機 1
EEVH 暖房用電子膨張弁 EEVSC 過冷却コイル用電子膨張弁
SV6 電磁弁〔油戻し〕 ― －－－－－

運転

停止

停止開度

Ｏパルス

初期開度

初期開度

通常制御

通常制御

時間
始動条件成立

15秒

6秒

2分

3分

OFF

Orps

ON

52C

CM1

EEVH

EEVSC

SV6
OFF

ON
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⒝　冷房→暖房
⒤　開始条件

・室外運転モード冷房運転中から、室外運転モード暖房に切り換わった場合
（ii）　制御内容

1　圧縮機運転中の場合は、圧縮機を停止させます。
2　各機能品は下図のシーケンスに従います。

（iii）　終了条件
・シーケンス終了

・記号説明

冷房 

暖房 

任意 

初期開度 通常制御 

3分 15秒 

CM1 

FMo 

20S 

EEVH 

EEVSC 

任意 初期速度 

任意 

全開 

全閉 

全閉 

OFF 

OFF 

OＮ 

時間 

始動条件成立 

CM1 圧縮機 1 EEVH 暖房用電子膨張弁
FMO 送風用電動機 EEVSC 過冷却コイル用電子膨張弁

20S 四方切換電磁弁 － －－－－－
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⒞　暖房→冷房
⒤　開始条件

・室外運転モード暖房運転中から、室外運転モード冷房に切り換わった場合
（ii）　制御内容

1　圧縮機運転中の場合は、圧縮機を停止させます。
2　各機能品は下図のシーケンスに従います。

（iii）　終了条件
・シーケンス終了

注⑴　※：自動復帰 3 分遅延終了まで全閉とします。

・記号説明

暖房 

冷房 

任意 

初期開度 通常制御 

3分 15秒 

CM1 

FMo 

20S 

EEVH 

EEVSC 

任意 初期速度 

任意 

全閉 

全開

全閉（※）

ON 

OFF 

OFF 

時間 

始動条件成立

CM1 圧縮機 1 EEVH 暖房用電子膨張弁
FMO 送風用電動機 EEVSC 過冷却コイル用電子膨張弁

20S 四方切換電磁弁 － －－－－－
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⑶　圧縮機制御
⒜　圧縮機四方弁切換保障

下記の条件で圧縮機を始動する時は四方弁切換保障始動を行います。
⒤　圧縮機始動前制御後 10Hz（同期運転）から増加します

（ii）　圧縮機運転周波数指令を下記とします。

⒝　圧縮機保護始動
四方弁切換保障後、下記圧縮機保護始動を行います。
① 圧縮機通常保護始動
② 圧縮機保護始動 A
③ 圧縮機保護始動 B

⒤　圧縮機通常保護始動
＜制御内容＞

各圧縮機毎に、下限周波数にて運転を維持します。（圧縮機回転数上昇を禁止する）
但し、圧縮機四方弁切換保障は除き。その後、圧縮機回転数制御に従います。

＜終了条件＞
下記のいずれかの条件が成立した場合
a）　起動 1 分 45 秒経過した場合

（ii）　圧縮機保護始動 A
＜制御内容＞

① 四方弁切換保障後、圧縮機を下限周波数とします。
また四方弁切換保障後の周波数ダウンにおいて、下限周波数の到達時間が始動後 1 分を経過している場合は、
1 分後の目標周波数とします。

② 本制御実施中は、下限周波数より運転 5Hz ／ 1 分で周波数上限をアップします。
注　本制御の起点はインバータ始動完了点（10Hz）とします。

項目
形式

四方弁切換保障・目標圧縮機回転数
周波数（Fk） 回転数（rps）

FDC（R）P1603
70 50FDC（R）P2243

FDC（R）P2803
FDC（R）P3353 71 42

初期起動
リモコン ON

異常解除

サーモ ON 起動
サーモ OFF 時
運転モード変更

あり

サーモ OFF 時
運転モード変更

なし

圧縮機 ON
積算 1 回目 

電源 ON から
45 分未満

圧縮機保護始動
B

圧縮機保護始動
B

圧縮機保護始動
B

電源 ON から
45 分以上

圧縮機保護始動
A

圧縮機保護始動
A

圧縮機保護始動
A

圧縮機 ON
積算 2 回目
以降

停止から
45 分未満

圧縮機通常保護
始動

圧縮機通常保護
始動

圧縮機通常保護
始動

停止から
45 分以上

圧縮機保護始動
A

圧縮機保護始動
A

圧縮機保護始動
A

回転数制御

下限周波数

時間（秒）
始動 10 20 3025 40 50 60 70 80 90 105 120

60

40

20
10圧

縮
機

イ
ン
バ
ー
タ
H
z(
H
z)

項目
形式

四方弁切換保障・目標圧縮機回転数
周波数（Fk） 回転数（rps）

FDCKP1603 70 50
FDCKP2243

71 42
FDCKP2803
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＜終了条件＞
下記のいずれかの条件が成立した場合
a）　本制御による周波数上限アップが合計で 15 分となった場合。

始動後 15 分間にインバータが停止した場合、再始動する時には通常保護始動からスタートし本制御による周
波数アップが合計で 15 分となるまで、5Hz ／ 1 分で周波数の上限をアップします。

（iii）　圧縮機保護始動 B
＜制御内容＞

① 四方弁切換保障後、圧縮機を下限周波数とします。
また四方弁切換保障後の周波数ダウンにおいて、下限周波数の到達時間が始動後 2 分を経過している場合は、
2 分後の目標周波数とします。

② 始動後 18 分間は、下限周波数より運転 5Hz ／ 2 分で周波数上限をアップします。
③ 始動後 18 分の起点はインバータ始動完了点（10Hz）とします。
④ 18 分から 24 分までは 5Hz ／ 1 分でアップします。

＜終了条件＞
下記のいずれかの条件が成立した場合
⒜　本制御による周波数上限アップが合計で 24 分となった場合。

始動後 24 分間にインバータが停止した場合、再始動する時には通常保護始動からスタートし本制御による周
波数アップ方法が合計で 24 分となるまで本制御を実施します。
ただし、再始動する時、インバータ停止から 45 分以上経過した時はコンプ保護始動 A に移ります。

回転数制御

時間（分）始動
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

120

100

80

60

40

20

圧
縮
機

イ
ン
バ
ー
タ
H
z(
H
z)

下限周波数

上限周波数

回転数制御

上限周波数

時間（分）始動
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

120

100

80

60

40

20

圧
縮
機

イ
ン
バ
ー
タ
H
z(
H
z)

下限周波数
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⑷　室外ファン制御
⒜　制御時のファン速度と回転数の制御内容

下表の室外ファン速度 7 速を定格回転数とし、通常制御では、8 速（800min-1）まで使用します。

注⑴　 上表の（　）内数値は FDC（R）P2243HLXYB，FDCRP2243HLXYB および FDCKP1603，2243，
2803HLXYB 形を示します。

⒝　室外ファン冷房制御
冷房・除湿時高圧圧力（PSH で検知）と外気温度（Tho-A で検知）によりファン速度制御を行います。
⒤　初期ファン速度を下記とします。

室外ファン冷房初期回転数

（ii）　高圧圧力値によって速度を変更します。
① HP ≧ 2.2MPa を 1 分間連続検知した場合、ファン速度を＋ 1 速とします。
② 1.5MPa ＜ HP ＜ 2.2MPa の場合、ファン速度は保持します。
③ HP ≦ 1.5MPa を 1 分間連続検知した場合、ファン速度を－ 1 速とします。
④ ファン速度の制御範囲は 1 ～ 8 速とします。

（iii）　本制御中、HP ＜ 3.3MPa の状態から HP ≧ 3.3MPa となった時、優先してファン速度を下記に変更します。（変
更後は通常制御に戻る）
① 室外温度≧ 30℃の場合、7 速以上に変更します。
② 室外温度＜ 30℃の場合、3 速以上に変更します。
③ 変更前から上記ファン速度以上であった場合はファン速度を変更しません。

室外ファン速度
冷房 暖房

FMo1［min-1］ FMo2［min-1］ FMo1［min-1］ FMo2［min-1］

0 速 0 0 0 0
1 速 200 0 200 0
2 速 200 200 200 200
3 速 300 300 300 300
4 速 400 400 400 400
5 速 500 500 500 500
6 速 575 575 575 575
7 速 700 700 700 700
8 速 800 800 800（780） 800（780）

室外温≦ 10℃ 10℃＜室外温＜ 15℃ 15℃≦室外温

2 速 4 速 6 速

－1速

＋1速

保持

高圧圧力（MPa）

1.5 2.2
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⒞　低外気温室外ファン冷房制御
⒤　開始条件

下記のすべての条件を満たしたとき、本制御を行います。
① 通常時室外ファン冷房制御を実施のとき。
② 室外温度≦ 10℃（解除は室外温度＞ 15℃のヒステリシス）

③ 室外ファン速度＝ 1 速（200min-1）
（ii）　制御内容

① 制御開始時の室外ファン回転数は 200min-1 とし高圧圧力を 20 秒連続して検知したとき。

② 室外ファン回転数は 130min-1 ～ 300min-1 とします。
（iii）　終了条件

下記のいずれかの条件を満たした場合
① 通常時室外ファン冷房制御終了とき
② 室外温度＞ 15℃
③ 室外ファン速度≧ 2 速
注　本制御の範囲は 300min-1 × 1 個までとします。

⒟　室外ファン暖房制御
暖房運転時低圧圧力（PSL で検知）によりファン速度制御を行います。
⒤　初期ファン速度を 6 速とします。

（ii）　低圧圧力値によって速度を変更します。
① LP ≦ 0.75MPa を 30 秒間連続検知した場合、ファン速度を＋ 1 速とします。
② 0.75MPa ＜ LP ＜ 0.85MPa の場合、ファン速度は保持します。
③ LP ≧ 0.85MPa を 30 秒間連続検知した場合、ファン速度を－ 1 速します。
④ ファン速度の制御範囲は 1 ～ 8 速とします。

（iii）　本制御中、LP ＜ 1.0MPa の状態から HP ≧ 1.0MPa となった時、優先してファン速度を下記に変更します。
（変更後は通常制御に戻る）
① 4 速以下に変更します。
② 変更前から上記ファン速度以下であった場合はファン速度を変更しません。

有効

無効

10 15

外気温度（℃）

－10 min-1

＋10 min-1

保持

1.4 1.7
高圧圧力（MPa）

＋1速

－1速

保持

0.75 0.85
低圧圧力（MPa）
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⑸　除霜制御（デフロスト）
⒜　温度条件除霜

1　開始条件（ジャンパー線 J15 の切換によって通常仕様と寒冷地仕様の切換えが可能）
運転モード暖房時に室外ユニット熱交換器の下記条件がすべて成立したとき、除霜運転を開始します。
⒤　暖房運転開始後、累計運転時間が 33 分経過。

（ii）　前回の除霜運転終了後、累計運転時間が 33 分経過。
（iii）　圧縮機が OFF 状態から ON 後 8 分経過。
（iv）　室外送風機の停止から 1 台が運転後 8 分経過。
⒱　上記ⅰ～（iv）の全条件を満たした後，次のいずれかの条件を満たしたとき。

① 室外熱交換器温度（Tho-R で検知）と外気温度（Tho-A で検知）が 30 秒間継続して図 -1 の除霜運転開始
温度以下になったとき。

② 低圧圧力（PSL で検知）による吸入圧力飽和温度と外気温度（Tho-A で検知）が 3 分間継続して図 2 の除
霜運転開始温度以下になったとき。

2　終了条件
a）通常除霜（工場出荷時 J14：短絡）の場合，次の何れかを満足したとき終了します。

①　室外熱交センサ（Tho-R1かつR2）が9℃以上となったとき。
②　除霜運転開始から12分を経過したとき。

b）作動判定機能付き強化形デフロスト（現地切換 J14：開放）の場合
①　除霜運転開始し2分30秒後，Tho-R1かつTho-R2≧9℃の場合、次の何れかで終了します。

ⓐ　Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より2分30秒後。
ⓑ　Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上。
ⓒ　除霜運転開始から14分を経過したとき。

②　除霜運転開始し2分30秒後，Tho-R1またはTho-R2＜9℃の場合，次の何れかで終了します。
ⓐ　Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より5分後。
ⓑ　Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上となったとき。
ⓒ　除霜運転時間が14分を経過したとき。

TA：外気温度（℃）

TA：外気温度（℃）

T
R
：
熱
交
温
度（
℃
） 

図－１ 

切換時 

出荷時 

デフロスト開始ゾーン 

-2 

-6 

-15 

-19 

-21 

-25 

-20 -15 6 

J15無 
寒冷地仕様 

J15有 

S
S
T
：
吸
入
圧
力
飽
和
温
度（
℃
） 

図－２ 

切換時 

出荷時 

デフロスト開始ゾーン 

-6 

-10 

-19 

-23 

-25 

-29 

-20 -15 6 

J15無 
寒冷地仕様 

J15有
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⒝　時間条件除霜
1　開始条件

以下の条件をすべて満たしたとき、除霜運転を開始します。
⒤　暖房運転開始後、累積運転時間が33 分経過。

（ii）　前回の除霜運転終了後、累積運転時間が 33 分経過。
（iii）　暖房圧縮機 ON 後 1 分 45 秒経過。
（iv）　油戻し開始条件が成立したとき。
⒱　下記の場合は除きます。

① 圧縮機保護始動 A，B による上限周波数が除霜周波数よりも低いとき。
② 通常の圧縮機保護始動中。

2　終了条件
次の何れかの条件を満たせば除霜運転を終了します。
⒤　除霜開始から 12 分を経過したとき。

（ii）　高圧圧力が 3.0MPa 以上を検知したとき。
（iii）　室外熱交換器温度（Tho-R で検知）10℃以上を 10 秒間検知したとき。

⑹　保護制御
⒜　吐出管温度（Td）保護制御

吐出管温度センサ（Tho-D1）により吐出管温度（Td）を監視し吐出管温度の上昇を回避します。
1　圧縮機能力制御

⒤　開始条件
下記のすべての条件を満たしたとき。
① 圧縮機が ON のとき。
② 吐出管温度（Tho-D1 で検知）が 120℃以上検知したとき。

（ii）　制御内容
5 秒経過毎に吐出管温度が 120℃以上のとき、能力を下げます。

（iii）　終了条件
下記のいずれかの条件を満たしたとき。
① 吐出管温度（Tho-D1 で検知）が 110℃以下となったとき。
② 圧縮機が OFF のとき。
③ 除霜制御実施中のとき。

2　暖房停止室内ユニット微開制御
暖房停止室内ユニットの EEV を開くことによって、吐出管温度（Td）の上昇を抑えます。

⒝　過電流保護制御（カレントセーフ）
1　インバータ入口の入力電流値（コンバータ入口 T 相）が設定値以上になると圧縮機回転数を下げます。回転

数をダウンしても設定値以上の場合は、さらに回転数を下げます。
2　3 分間継続して解除値以下あるいは 6 分間継続して設定値以下になれば本制御を終了します。

⒞　パワートランジスタ温度（PT）保護制御
パワートランジスタ温度が 75℃以上になると圧縮機回転数を制御します。

1分毎に回転数を下げる

解除

保持

72 75

パワートランジスタ温度（℃）
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⑺　試 運 転
⒜　開始条件

⒤　試運転スイッチ（SW5-1）を ON。但し電源投入前の入力は無効
（ii）　ポンプダウンスイッチ（SW5-3）は OFF である事。

⒝　制御内容
⒤　試運転冷房スイッチ（SW5-2）が ON のときは冷房、OFF のときは暖房運転を行います。

1　冷房運転
圧縮機運転周波数制御は冷房低圧制御による運転とします。

2　暖房運転
圧縮機運転周波数制御は暖房 5 御による運転とします。

（ii）　接続室内ユニット全てに対応運転モードの試運転開始信号を送信します。

⒞　終了条件
⒤　試運転スイッチ（SW5-1）を ON → OFF に切換えで停止します。

（ii）　試運転中に異常制御により異常停止した場合は、通常運転時と同様の異常表示を実施し、試運転スイッチ
（SW5-1）を ON → OFF としても異常停止状態を継続します。

Ⅱ　オプション制御
・室外基板コネクタ CNS1，CNZ1 の機能

① CNS1 コネクタ：7 セグメント上の〔P07〕を切換えることで下表の機能が可能です。

② CNZ1 コネクタ：7 セグメント上の〔P06〕を切換えることで下表の機能が可能です。

CNS1 短絡 CNS1 開放
“0”：外部運転入力 運転許可 運転禁止
“1”：デマンド入力 無効 有効
“2”：冷暖強制入力 暖房 冷房
“3”：静音モード入力 1 有効 無効
“4”：油戻し制御強制実施入力 実施 通常
“5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効
“6”：試運転外部入力 1（SW5-1 同等） 試運転開始 通常運転
“7”：試運転外部入力 2（SW5-2 同等） 冷房試運転 暖房試運転
“8”：静音モード入力 2 有効 無効
“9”：二段階デマンド入力 有効 無効
“10”：AF 定期点検表示 有効 無効
“11”：AF 異常表示 有効 無効

“0”：運転出力
“1”：異常出力
“2”：圧縮機 ON 出力
“3”：ファン ON 出力
“4”：油戻し運転出力
“5”： 散水装置等への
        髙圧制御出力

“6”～“9”：予備
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⑴　外部入力及びデマンド入力
⒜　運転許可及び禁止モード

1　室外基板上のコネクタ（外部入力端子：工場出荷時 CnS1）およびシャンパー線（J13）により運転許可および
禁止モードの切換を行います。
J13：CnS1 入力方式の切換
J13 短絡：CnS1 はレベル入力です。
J13 開放：CnS1 はパルス入力です。

2　室外ユニット外部入力 CnS1 による運転・停止制御

注⑴　工場出荷時は J13：短絡、CnS1：短絡（ショートピン接続）です。

3　リモコンは運転状態を表示します。オプションへは運転状態を転送します。
4　本制御によりリモコンからの制御を受けつけないとき“センター”を表示します。（下図参照 ）
5　CnS1 はジャンパー線（J13）の短絡－開放により下記の動作を行います。パルス入力の場合、パルス幅は

500ms 以上です。

① J13 －短絡

② J13 －開放

入力：CnS1 J13 による切換
CnS1：運転許可
／禁止モード切換

短絡

開放

短絡（レベル入力）
運転禁止モード
→運転許可モード

開放（パルス入力）
運転許可／禁止モード
切換（反転）

開放

短絡 短絡（レベル入力）
運転許可モード
→運転禁止モード

開放（パルス入力）
（NOP）

CnS1入力OFF（開放）

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSHPUSHPUSHPUSH

OFF

ON（短絡） OFF（開放）

OFFOFF ONON

エアコンON可能

センター センターリモート

CnS1入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH PUSH PUSH PUSH PUSH

OFF

OFF

ON

ON OFF OFFON

OFFON

エアコンON可能

センター リモート センター センターリモート
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⒝　デマンド制御
1　室外基板上のディップスイッチ（SW4-5、4-6）およびジャンパー線（J13）により、デマンド制御および通

常運転切換を行います。
J13 短絡：レベル入力です。
J13 開放：パルス入力です。

2　室外ユニット外部入力端子（工場出荷時：CnS2）による運転・停止制御

注 ⑴　工場出荷時は J13：短絡、CnS2：短絡（ショートピン接続）です。

3　リモコンは運転状態を表示します。オプションへは運転状態を転送します。
4　デマンド制御

室外基板上のディップスイッチ（SW4-5、4-6）によりデマンド率を切換えます。
SW4-5、SW4-6 デマンド切換：0 － OFF、1 － ON（工場出荷時は OFF です）

5　CnS2 はジャンパー線（J13）の短絡－開放により、下記の動作を行います。
パルス入力の場合、パルス幅は 500ms 以上です。
① J13 －短絡

② J13 －開放

入力：CnS2 J13 による切換
CnS2：デマンド制御
／通常運転切換

短絡

開放

短絡（レベル入力）
デマンド制御
→通常運転

開放（パルス入力）
通常運転／
デマンド制御切換（反転）

開放

短絡
短絡（レベル入力）

通常運転
→デマンド制御

開放（パルス入力） NOP

SW4-5 4W4-6
圧縮機

出力（％）

0 0 80
1 0 60
0 1 40
1 1 0

ON（短絡） ON（短絡）OFF（開放）

通常 通常CnS2入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH

OFF OFF OFF

PUSH PUSH PUSH

デマンド制御

リモート

コンプデマンドコンプデマンド

ONON

CnS2入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・ 停止

PUSH PUSH PUSH PUSH

OFFOFF

リモート

コンプデマンド コンプデマンド

ONON
デマンド制御 デマンド制御
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⒞　二段階デマンド制御
⒤　開始条件

1　下記のすべてを満足した場合
a)　7 セグメント〔P04〕が OFF 以外に設定された場合
b)　デマンド制御実施中であること。
c)　室外ユニット外部入力端子「二段階デマンド入力」が有効の場合

（デマンド外部入力は開放時に有効）
（ii）　制御内容

・(5) 省エネモード制御と同様です（631 ページ参照）
（iii）　終了条件

・開始条件が不成立の場合

省エネモード制御　：外部入力によらず，7 セグメント P04 の設定により圧縮機 Hz 制限
デマンド制御　　　：外部入力 ON で圧縮機 Hz 制限。デマンド率はディップ SW 4-5，4-6 で設定
二段階デマンド制御：外部入力 ON で圧縮機 Hz 制限。デマンド率は 7 セグメント P04 で設定

OFF OFF OFF

ON

リモート

デマンド1 デマンド1デマンド2

通常

通常

無効（短絡） 無効（短絡）有効（開放）

デマンド制御

外部入力
（デマンド入力）

外部入力
（二段階デマンド入力）

リモコン操作

リモコン操作

エアコン
運転・停止

二段階デマンド制御

通常

通常

PUSH PUSH PUSH PUSH

ON

デマンド1：SW4-5,6設定の圧縮機出力でデマンド制御
デマンド2：[P04]設定の圧縮機出力でデマンド制御
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⑵　静音モード制御
⒜　開始条件

下記のすべてを満足した場合
⒤　室内ユニットからの静音モード開始、または室外ユニットの外部入力端子（工場出荷時：CnG2）による静音

モード入力有効（短絡）となった場合。
（ii）　室外運転モードが冷房又は暖房運転であるとき
（iii）　室外気温度が下記条件を満たしているとき

① 静音設定 0.1：領域 A，B で有効
② 静音設定 2.3：領域 B で有効

（iv）　下記の無効条件成立時は除く。
（起動時の圧力異常防止）
・いずれかの圧縮機 ON から 30 秒間
（特殊運転実施時）
・四方弁切換保障実施中
・デフロスト制御実施中
・油戻し制御実施中
・移設ポンプダウン制御実施中
・発停時ポンプダウン制御実施中
注　静音モードで圧縮機・室外ファン能力を制限した場合に、本来の機能に影響を及ぼす制御時は除きます。

⒝　制御内容
室外ユニットの静音設定により、設定内容を変更します。
⒤　圧縮機上限周波数を制限します。

（ii）　室外ファン上限回転数を制限します。
・標準仕様（含むリフレッシュ仕様）

・寒冷地向け

⒞　終了条件
⒤　開始条件が不成立となったとき

無効無効
27 29 31 642

〈室外運転モード冷房〉 〈室外運転モード暖房〉

外気温（℃） 外気温［℃］

有効（領域Ｂ） 有効（領域Ｂ）

有効（領域A） 有効（領域A）

　　　　　　　
項目

　
設定

上限圧縮機回転数 上限ファン回転数
周波数 rps min-1

P224 P280 P335 P224 P280 P335 P224 P280 P335
静音設定 0

（出荷時設定）
112 140 170 80 100 780 800

静音設定 1 104 123 150 74 88 700 700
静音設定 2 90 112 136 64 80 575 575
静音設定 3 70 84 102 50 60 540 540

　　　　　　　
項目

　
設定

上限圧縮機回転数 上限ファン回転数
周波数 rps min-1

P160 P224 P280 P160 P224 P280 P160 P224 P280
静音設定 0

（出荷時設定）
112 112 143 80 66 84 780 780 800

静音設定 1 104 105 126 74 62 74 700 700 700
静音設定 2 90 92 112 64 54 66 575 575 575
静音設定 3 70 71 85 50 42 50 540 540 540
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⑶　防雪用室外ファン制御
⒜　7 セグメント LED に書き込むことにより制御の有効／無効を行います。
⒝　室外ファン制御切換え操作方法

① チャンネルを「P02」にセット。
② データ表示部に「0」「1」「2」「3」が表示。「0」：無効（工場出荷時）、「1」：有効（ファンのみ運転）

｢2｣：有効（ファン & ヒータ ON），｢3｣：有効（ファン運転停止後ヒータ 2 分間 ON）
注⑴ ｢2｣，｢3｣ は寒冷地向け専用設定です。

③ SW7（データ書込み／消去）を連続 3 秒間押す。
④ データ表示部のデータ「0」「1」「2」「3」を 0.5 秒毎に点滅。
⑤ SW8（1 位）を押すごとに「0」「1」「2」「3」を交互に表示（点滅）。
⑥ 点滅している状態で SW7 を連続 3 秒以上押すとデータ表示部の「0」「1」「2」「3」が点灯に変わります。この操

作により室外ファン制御の有効／無効が EEPROM に記憶され、以降この内容により室外ファンが制御されます。
⑦ 室外ファン制御は電源を再投入しても記憶された内容により制御されます。

⒞　防雪用室外ファン制御内容
① 全停止および異常停止において、外気温度が 3℃以下となった場合に 10 分毎に 1 回室外ユニットの室外ファン

を定格回転数で運転します。
② 室外ファンの運転時間は 30 秒間とします。
③ 防雪室外ファン制御中は室外ユニットの 52C または 52X を ON します。

⑷　外部出力
室外ユニット単位での各種運転情報に応じてリレー出力を行い、各種運転情報に連動して、その他の外部機器を動
作させる場合に使用します。
外部出力機能
0：運転出力

◦室外運転モードが運転の場合に外部出力用リレーを ON します。
注運転とは、リモコンが ON されている状態で送風、サーモ OFF を含み異常停止は除きます。

1：異常出力
◦異常停止となったとき ON とし、異常から復帰した後リモコンからの点検リセットにより OFF とし、異常復帰
前にリモコンで点検リセットしても OFF しませんがその後異常復帰した場合、自動で OFF します。

2：圧縮機 ON 出力
◦圧縮機が ON（同期運転）している場合に ON とします。

3：ファン ON 出力
◦室外ファン回転数指令﹀ 0 となっている場合 ON とします。

4：油戻し運転出力
◦油戻し運転中となっている場合に ON とします。

5：散水装置等への髙圧制御出力
◦冷房運転中に髙圧圧力が＞ 3.3MPa となっている場合に ON とします。

⑸　省エネモード制御
7 セグメント〔P04〕を OFF 以外に設定することで本制御を行います。

⒜　制御内容
⒤　圧縮機運転上限回転数を設定割合に従って変更します。

（ii）　圧縮機運転上限回転数は下記の定格（冷房・暖房別）に対して設定割合を乗じた値とします。
OFF：通常（出荷時設定）
80％：圧縮機上限回転数を定格の 80％とします。
60％：圧縮機上限回転数を定格の 60％とします。
40％：圧縮機上限回転数を定格の 40％とします。

0％：圧縮機上限回転数を定格の 0％（停止）とします。
（iii）　省エネモード率 0％以外は本制御より下記の制御を優先します。

◦四方弁切換保障
◦デフロスト制御
◦油戻し制御
◦移設ポンプタウン制御
◦発停時ポンプタウン制御
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⑹　冷房・暖房強制運転
⒜　室外基板の SW3-7 を ON し、外部入力端子（工場出荷時：CnG1）の開閉により室内ユニットの冷房、暖房を強

制的に決定します。
⒝　室内ユニットから強制モードとは異なる運転モードを指令された場合には、リモコン等にモードアンマッチ表示

し、送風運転をします。

⑺　緊急停止制御
複数室内ユニットの冷媒漏洩などオプション品からの信号を検知し、その情報を室外ユニットに取り込み、運転を停
止すると共に他の運転室内ユニットに緊急停止異常を送信します。
⒜　室内ユニットから「緊急停止」指令を受信すると異常全停止とします。
⒝　異常表示「E63」し、全室内ユニットに「緊急停止」を送信します。
⒞　室内ユニットから「緊急停止解除」指令を受信すると、全室内ユニットに「緊急停止解除」指令を送信します。

⑻　移設ポンプダウン制御
室外ユニットを廃棄、移設する場合、室外ユニットへの冷媒回収をすばやく行うため、室外ユニット側でポンプダウ
ン制御を行います。
⒜　開始条件

室外ユニットの液側操作弁と閉じた状態で実施します。
⒤　室外運転モード停止

（ii）　試運転冷房スイッチ SW5-2 を ON（冷房）します。
（iii）　ポンプダウンスイッチ SW5-3 を ON（ポンプダウン）します。
（iv）　上記⒤～（iii）を満たした状態で試運転スイッチ SW5-1 を ON します。

注⑴　電源投入前の入力は無効。
⒝　制御内容

⒤　圧縮機保護始動で運転します。但し圧縮機 3 分遅延中に運転開始条件が成立した場合は 3 分遅延終了後に圧縮
機が ON します。

（ii）　開始条件が成立した時点で、室外基板上の赤 LED・緑 LED を共に連続点滅させます。
    7 セグメント表示はコード表示部に“PdS”（チャンネル O）を表示します。

（iii）　ポンプダウン制御中、低圧保護制御、低圧異常および圧縮機比保護を除く各保護制御、異常検知制御は有効とし
ます。

（iv）　ポンプダウン制御中、過冷却コイル用膨張弁（EEVSC）を全閉とします。
⒞　終了条件

下記のいずれかを満たした場合本制御を終了します。
⒤　低圧圧力（LP）≦ 0.01MPa を連続 5 秒検知したとき。正常にて終了し下記の動作を行います。

① 赤 LED：連続点灯
② 緑 LED：点滅
③ 7 セグメント表示：PdE
④ リモコン：停止

（ii）　異常検知制御により異常全停止
（iii）　ポンプダウン制御による圧縮機の運転時間が積算 15 分となったとき（時間切れによる終了）終了し下記の動作

を行います。
① 赤 LED：消灯
② 緑 LED：点滅
③ 7 セグメント表示：表示なし
④ リモコン：停止

（iv）　ポンプダウン中に各設定スイッチ（SW5-1、SW5-2、SW5-3）の何れかを OFF した場合。
注　ポンプダウンスイッチ SW5-3 のみ OFF しても、冷房試運転モードとはせず停止させます。

SW3-7 CnG1 運転

ON
開 室内冷房のみ
閉 室内暖房のみ
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Ⅲ　データ出力
⑴　7 セグメント及び運転データ保持

⒜　7 セグメント表示
試運転における各種運転データチェック、サービス時における原因究明の手助けとして運転情報を表示します。主
としてマイコンへの入力データ、室外ユニット制御内容、室内ユニット登録情報等を 7 セグメント LED に表示さ
せます。
⒤　運転情報の表示

① 室外ユニット基板上の 3 桁× 2 の 7 セグメントに各項目を表示します。
② 表示操作は下記ボタンによって実施します。

SW9：コード表示十の位設定ボタン
SW8：コード表示一の位設定ボタン
SW7：データ消去／書込みボタン

③ 各項目のコード No. を十の位は SW9、一の位は SW8 を押すことにより選択します。
コード表示部の識別アルファベットは下記の種類とします。
“C”：「C00」～「C99」
“P”：「P00」～「Pxx」（内容がある部分まで）

④ コード No．96 は操作項目であり、下記リセット操作により、運転データ保持の内容（異常停止前の 30 分間デー
タ）を消去することが可能です。
＜リセット操作＞
・コード No．96 を選択する。異常データが保持されていれば、データ表示［dEL］が表示されます。
・SW7 を 3 秒間押すことにより RAM 上の記憶データを消去します。

（EEPROM のデータは消去しません。）
・データが消去されると、データ表示部に［－－－］を表示します。

また異常データが保持されていない場合も［－－－］を表示します。
・リセット操作をしない限り、データは保持される。したがって、リセット操作をしないまま通常運転を再

開して、再び異常停止した場合は新たにデータ保持をせず、最初の異常データが保持されたままとなりま
す。

⑤ SW8（－の位）は 0 ⇒ 1 ⇒ 2…9 ⇒ 0 の順に表示します。
⑥ SW9（＋の位）を押すことにより各 10 位の先頭コードにジャンプします。

データ表示［Cxx］と設定値表示［Pxx］は連続として扱います。
例）：コード07 で SW9 を押すとコード10 を表示します。

：［C90］で SW9 を押すと［P00］を表示します。
⑦ コード No．44 または 45 は操作項目であり、下記リセット操作により、コード No. に対応した圧縮機積

算運転時間を消去（リセット）することが可能です。（圧縮機交換後の運転時間リセット）
＜リセット操作＞
・ コード No．44 または 45 を選択する。データ表示として現在までの圧縮機積算運転時間が交互に表示さ

れます。
・SW7 を 3 秒間押すことにより記憶データを消去します。

ただし、消去前の17．運転データ保持の30分ログデータにおける圧縮機積算運転時間データは消去しません。
⑧ 予備の項目のデータ表示部はブランクとします。

（ii）　 吐出圧力飽和温度、吸入圧力飽和温度の表示で－10.0℃以下は小数点以下を四捨五入して表示します。
（7 セグメント表示範囲が 3 桁のため）

（iii）　 異常時のエラー No．表示はディップスイッチ SW3 － 1ON で通常表示に戻します。
（iv）　 表示優先順位

① ［Exx］＞［配管洗浄運転関連 (PCL)］
② ①の表示からその状態が解除されたら自動表示に切換えします。
③ ①の表示からSW8 または SW9 を押せば［COO］の表示に変更します。

ただし、10 秒間前記スイッチ入力がない場合は、①の優先に従って表示します。
④ 表示切換

特別表示は CXX、PXX 以外の表示とします。

特別表示
発生時

特別表示
解除

ボタン操作

ボタン操作

10秒間無操作※

※この間に特別表示が解除したら［ＣＸＸ］
または［ＣＸＸ］のまま

［ＣＸＸ］

自動送り

Ｃ９９

特別表示
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⒝　7 セグメント表示一覧

コード No. 表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
異常表示 ［Exx］
注意表示 ［Axx］

特殊表示
［PdS］［PdE］［CHx］［CHE］［CHL］［Uyy］［Jyy］
［CHO］［CH ］［CHF］［CO ］［HE ］［PCL］［dLP］
［dLC］［dLH］［oPE］［CAP］

コード表示に関して
［CHx］［CHE］［CHL］
［Uyy］［Jyy］［CHO］は
1 ファン用。

［CH ］［CHF］［CO ］
［HE ］［PCL］
は2 ファン用。

コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜センサ値、アクチュエータ情報＞

C00 CM1 運転周波数 0 ～ 130 1Hz
C01 （予備）
C02 Tho-A 外気温度 L,-20 ～ 43 1Hz
C03 Tho-R1 熱交温度 1 L,-25 ～ 73 1℃
C04 Tho-R2 熱交温度 2 L,-25 ～ 73 1℃
C05 （予備）
C06 （予備）
C07 Tho-D1 吐出管温度（CM1） L,31 ～ 136 1℃
C08 （予備）
C09 （予備）
C10 Tho-C1 ドーム下温度（CM1） L,5 ～ 90 1℃
C11 （予備）
C12 Tho-P1 パワトラ温度（CM1） L,5 ～ 136 1℃
C13 （予備）
C14 Tho-SC 過冷却コイル温度 1 L,18 ～ 73 1℃
C15 Tho-H 過冷却コイル温度 2 L,-25 ～ 73 1℃
C16 Tho-S 吸入管温度 L,-25 ～ 73 1℃
C17 インバータ 2 次電流 0 ～ 50 1A
C18 CT1（CM1）電流 0 ～ 50 1A
C19 （予備）
C20 EEVH1 暖房用膨張弁開度 0 ～ 500 1 パルス
C21 （予備）
C22 EEVSC 過冷却コイル膨張弁開度 0 ～ 500 1 パルス
C23 FM01 実回転数 0 ～ 999 10min-1
C24 FM02 実回転数 0 ～ 999 10min-1
C25 PSH 高圧センサ 0 ～ 4.15 0.01MPa
C26 PSL 低圧センサ 0 ～ 1.70 0.01MPa
C27 （予備）
C28 （予備）
C29 （予備）
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考

C30

圧力スイッチ 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：63H1-1
10 位：（予備）

1 位：（予備）

C31

外部入力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：CNS1
10 位：CNS2

1 位：CNG1

C32

外部入力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：CNG2
10 位：（予備）

1 位：（予備）

C33

リレー出力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：52C1
10 位：20S

1 位：クランクケースヒータ 1

C34

リレー出力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：SV6
10 位：（予備）

1 位：冷却ファン

C35

リレー出力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：SV1
10 位：SV11

1 位：SV12

C36

リレー出力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：（予備）
10 位：（予備）

1 位：（予備）

C37

外部出力 0,1
（0：開放、1：短絡）

－ 100 位：外部出力（CNZ1）
10 位：運転出力（CnH）

1 位：異常出力（CnY）

C38

（予備） － －

C39

（予備） － －

＜室外ユニット情報＞
C40 室内ユニット接続台数 0 ～ 50 1
C41 室内ユニット接続容量 0 ～ 200
C42 室内ユニットサーモ ON 台数 0 ～ 50 1
C43 要求周波数合計 0 ～ 999 1Hz
C44 圧縮機積算運転時間（CM1） 0 ～ 655 100h
C45 （予備）
C46 吐出圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.1℃ 表示できない範囲（-10℃以下）は1℃単位
C47 吸入圧力飽和温度 -50 ～ 30 0.1℃ 表示できない範囲（-10℃以下）は1℃単位

C48 過冷却コイル温度センサ 1 飽和圧力 -0.68 ～ 4.15 0.01MPa
マイナス領域は，0を省略する。
-0.68→〔-.68〕

C49 冷房過冷却度 0 ～ 50 0.1deg
C50 吸入過熱度 0 ～ 50 0.1deg
C51 過冷却コイル過熱度 0 ～ 50 0.1deg
C52 吐出管過熱度 1 0 ～ 50 0.1deg
C53 ドーム下過熱度 1 0 ～ 50 0.1deg
C54 目標冷房低圧圧力 0.00 ～ 2.00 0.01MPa
C55 目標暖房高圧圧力 1.60 ～ 4.15 0.01MPa
C56 目標 Fk 0 ～ 999 1Hz
C57 インバータ 1 運転周波数指令 0 ～ 130 1Hz
C58 （予備）
C59 FMo1 回転数指令 0 ～ 999 10min-1
C60 FMo2 回転数指令 0 ～ 999 10min-1
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
＜制御ステータス＞

C61
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：油戻し制御実施中
10 位：デフロスト実施中

1 位：（予備）

C62
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：試運転制御実施中
10 位：デマンド制御実施中

1 位：静音モード制御実施中

C63
制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：（予備）
10 位：（予備）

1 位：（予備）

C64
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：
10 位：

1 位：

C65
保護制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：HP 回転数ダウン制御実施中
10 位：LP 回転数ダウン制御実施中

1 位：Td 回転数ダウン制御実施中

C66
保護制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：圧縮比回転数ダウン制御実施中
10 位：CS 回転数ダウン制御実施中

1 位：PT 回転数ダウン制御実施中

C67
保護制御ステータス 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：Tc 回転数ダウン制御実施中
10 位：（予備）

1 位：（予備）
C68 圧縮機停止要因 0 ～ 127 640 ページ参照

C69
（予備） 0,1

（0：閉、1：開）

－ 100 位：
10 位：

1 位：

＜異常カウンタ情報＞
C70 カウンタ・センサ断線 0 ～ 3 1
C71 カウンタ・ハイプレッシャー保護 0 ～ 5 1
C72 カウンタ・低圧異常③（運転中） 0 ～ 5 1
C73 カウンタ・低圧異常①（停止中） 0 ～ 5 1
C74 カウンタ・吐出管 1 温度異常 0 ～ 5 1
C75 カウンタ・FMO1 異常停止 0 ～ 5 1
C76 カウンタ・FMO2 異常停止 0 ～ 127 1
C77 カウンタ・カレントカット（CM1） 0 ～ 4 1
C78 カウンタ・圧縮機 1 起動不良 0 ～ 20 1
C79 カウンタ・インバータ 1 通信異常 0 ～ 4 1
C80 カウンタ・パワトラ 1 過熱 0 ～ 4 1
C81 （予備）
C82 カウンタ・インバータ 1 脱調異常 0 ～ 127 1
C83 カウンタ・室外インバータ通信異常 2 0 ～ 127 1
C84 カウンタ・室内外通信異常 0 ～ 255 1
C85 カウンタ・CPU リセット 0 ～ 255 1
C86 （予備）
C87 （予備）
C88 （予備）
C89 （予備）
C90 （予備）
C91 （予備）
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コード No. データ表示内容 データ表示範囲 最小単位 備考
C92 （予備）
C93 カウンタ・液バック異常 0 ～ 3 1
C94 （予備）

＜その他＞
C95 （予備）
C96 データリセット

C97 プログラム・サブバージョン 0 ～ 991 －

C98 プログラム・POL バージョン 0.00 ～ 9.99 0.01

C99 自動送り表示 －

＜ユーザ設定＞
P00 （予備） －－－－ －

P01 運転優先切換 0,1 －
0：先押し優先（出荷時）
1：後押し優先

P02 室外ファン防雪制御 0,1,2,3 －

0：無効（出荷時）
1：有効（ファンのみ運転）
2：有効（ファン＆ヒータON）
3： 有効（ファン運転停止後

ヒータ2分間ON）

P03 室外ファン防雪制御 ON 時間設定 30：（出荷時）
10、30 ～ 600［秒］

30
10,30,60,90……600 と
変化

P04
省エネモード設定
二段階デマンド率　

OFF：（出荷時）
000,040,
060,080

SW7,8,9 の操作で切換可能
な EEPROM 記憶値。グロー
バル変数では 0 ～ 4 の値を
とる。
0：OFF、1：0％、2：40％、
3：60％、4：80％
出荷時は 0：OFF

P05 静音設定 0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P06 外部出力機能割り当て 0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P07 外部入力（CNS1）機能割り当て 0：（出荷時）
0 ～ 11

1

P08 外部入力（CNS2）機能割り当て 1：（出荷時）
0 ～ 11

1

P09 外部入力（CNG1）機能割り当て 2：（出荷時）
0 ～ 11

1

P10 外部入力（CNG2）機能割り当て 3：（出荷時）
0 ～ 11

1
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コード No. データ表示内容 データ 表示範囲 最小単位 備考
＜サービスマン設定＞

P11 目標冷房低圧補正 －0.30 ～＋ 0.50 0.01MPa 出荷時は 0.00
P12 目標暖房低圧補正 －0.90 ～＋ 0.70 0.1MPa 出荷時は 0.00

P13 暖房設定 1（目標出口温度） 40：（出荷時）
40 ～ 50

1［℃］

P14 暖房設定 2（目標高圧） 3.15：（出荷時）
3.15 ～ 2.75

0.05
［MPa］

P15 暖房設定 3（判定温度） 30：（出荷時）
30 ～ 38

1［℃］

P16 チェック運転実施履歴

0：未実施（出荷時）
1：実施済
ユーザ操作は
1→0のみ可能。
0→1の操作は不可。

1

P17 冷媒量判定実施履歴

0：未実施（出荷時）
1：実施済
ユーザ操作は
1→0のみ可能。
0→1の操作は不可。

1

P18 配管洗浄運転実施履歴

0：未実施（出荷時）
1：実施済
ユーザ操作は
1→0のみ可能。
0→1の操作は不可。

1

P19
暖房吹出温度確保
優先切換

0：（出荷時）
0.1

－
0：暖房吹出温度確保制御無効
1：暖房吹出温度確保制御有効

P20
暖房吹出温度確保サーモ
ON 許可容量

110：（出荷時）
100，090，080〔％〕

－
110，100，090，080，110…と
変化

P21
暖房吹出温度確保サーモ
ON 保障台数

0：（出荷時）
0 ～ 9

1

P23
低外気温冷房時の目標冷房低圧補正
の無効化

0：（出荷時）
0,1

－

P24 通常冷房起動制御の最大時間
5：（出荷時）
2 ～ 10［分］

1

P25
冷房室内機起動時の SH 制御の比例
ゲイン変更値

0.5：（出荷時）
0.1 ～ 2.0［％／deg］

0.1

P26
冷房室内機起動時の SH 制御の比例
ゲイン変更の対象室内機切換

0：（出荷時）
0 ～ 3

1

P27 冷房室内機起動時の初期開度補正値
0：（出荷時）
0 ～ 60［パルス］

20

P28
デフロスト時の四方弁切換音低減設
定の有効化

0：（出荷時）
0,1

－

P29 予備設定
0 ～ 15
0：（出荷時）

－ 予備設定
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コード No. データ表示内容 データ 表示範囲 最小単位 備考
＜新スーパーリンク設定＞

P30 スーパーリンク通信状態 0,1 －
0：旧スーパーリンク
1：新スーパーリンク

P31 自動アドレス開始入力
0：（出荷時）
0,1

1
0：自動アドレス開始送信しない
1：自動アドレス開始送信する

P32 開始アドレス入力
0：（出荷時）
0 ～ 127

1
自動アドレス時の開始アドレスを指定する。
白身でのみ使用。

P33 接続室内ユニット台数入力
24：（出荷時）
1 ～ 24（※）

1

（※）機種毎の最大接続台数を初期値及び上限
とする。
自動アドレス時の室内機接続台数を指定する。
白身でのみ使用。

P34 極性送信
0：（出荷時）
0,1

－
0：極性を送信しない
1：極性を送信する
白身でのみ使用。

〈サービス設定〉

P35 暖房目標出口温度設定

コード表示部：設
定変更室内アドレ
スを表示

2

データ表示部：コー
ド表示部に表示され
たアドレスの室内機
に対する設定値
0：40℃（出荷時）
22,24,・・・,50：
22,24,50℃

P36 吐出脈動対策設定

0：（出荷時）
1： 領域 2 ＆ 3 のス

キップ周波数上
限＝ 35Hz

2： 領域 2 ＆ 3 のス
キップ周波数上
限＝ 38Hz

3： 領域 2 ＆ 3 のス
キップ周波数上
限＝38Hz　335
の低外気時下限
周波数 39Hz

P37 （予備）
P38 （予備）
P39 （予備）
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圧縮機停止要因

＜信号定義＞
現時点からさかのぼって一番最近の、異常検知コンプ停止の要因を示します。

（通常停止等は除きます）
同時成立の場合，番号の大きい停止要因を優先表示します。

※ 1 　実際の動作としては通電開始時に停止要因 50 を書き込み、通電開始からの累積コンプ起動禁止時間（リモコ
ンオンの間のみカウント）が 30 分となったときに停止要因を 51 に上書きする。また、本停止要因は保護による
起動禁止が解除された後も他の停止要因で上書きされるまではコードを保持する。

圧縮機停止要因 番号

＜センサ断線＞

電源投入時 0
室外温センサ 1
室外熱交温度 1 2
室外熱交温度 2 3
吐出温度センサ 1（CM1） 4
吸入管温度センサ 5
過冷却コイル温度センサ 1（液側） 6
過冷却コイル温度センサ 2（ガス側） 7
ドーム下温度センサ 1（CM1） 8
パワトラ温度センサ 1（CM1） 9
アクティブフィルタ温度センサ 10
高圧センサ 11
低圧センサ 12

＜異常検知＞

HP 異常 20
LP 異常 21
Td1 異常 22
FMo1 異常 23
FMo2 異常 24
インバータ 1 カレントカット 25
インバータ 1 起動不良 26
インバータ 1 通信異常 27
インバータ 1 脱調異常 28
インバータ 1 パワトラ過熱 29
インバータ 1 ロータロック 30
液バック異常 31
リニューアル機機外高圧保護 32

＜制御における停止＞

室外運転モード冷暖切換 40
暖房過負荷保護 41

コンプ希釈率保護制御による停止時間
（30 分以内）※ 1

50

コンプ希釈率保護制御による停止時間
（30 分超）※ 1

51
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⒞　運転データ保持
市場での故障原因調査を主として、運転データを常時メモリーに記憶し、異常が発生した時点でデータ書き込みを停止し、
異常発生前の運転データを記録します。データは基板上の RS232C コネクタによりパソコンに取り込みが可能でそのデー
タにより原因究明に役立てることが可能です。
⒤　現在運転の 30 分前までのデータを記憶し、データは順次更新します。

（ii）　異常停止が発生するとその時点でデータの更新を停止します。
（iii）　データの書込みは 1 分サンプリングとし、パソコンからの要求に対し次のデータを送信します。

（iv）　異常保持およびモニタリングデータ

データ 例
ソフトバージョン KD3C218########（#：NULL）
PID（プログラム ID） 5D
室外機容量 下表による
電源周波数 60
室外アドレス 00 ～ 3F
室内アドレス× 16 台分 40 ～ 7F
室内容量× 16 台分 022 ～ 280

室外ユニット構成 室外ユニット容量データ 備　　　考
一 体 形 の 場 合 例：24PS は「S24」 S：一体形

コード No.  書込内容
記録データ

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内容
00 室内 1Thi-A -14 ～ 50 A/D 値 1 吸込
01 室内 1Thi-R1 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 1
02 室内 1Thi-R2 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 2
03 室内 1Thi-R3 0 ～ 72 A/D 値 1 熱交 3
04 室内 1EEV 0 ～ 470 1 パルス 2
05
 

室内 1 運転 / 停止
 

0,1
 

－
 

1
 

0 停止
1 運転

06
 
 
 
 

室内 1 運転モード
 
 
 
 

0 ～ 4
 
 
 
 

－
 
 
 
 

1
 
 
 
 

0 自動
1 除湿
2 冷房
3 送風
4 暖房

07 室内 1 要求 Hz 0 ～ 255 1Hz 1
08 室内 1 アンサー Hz 0 ～ 255 1Hz 1

09 室内 1 室内ローカル － － 1
Bit0 アンチフロスト
Bit1 開度指令実施中

10 室内 1Thi 予備 -14 ～ 50 A/D 値 1 吹出
11 室内 1 形式 0 ～ 7 － 1 0 FDT

1 FDK
2 その他
3 FDE
4 FDTC
5 外調機
6 大空間
7 外気処理
60 設備 PAC_FDT
61 設備 PAC_FDK
62 設備 PAC_その他
63 設備 PAC_FDE
64 設備 PAC_FDTC
65 設備 PAC_ 外調機
66 設備 PAC_ 大空間
67 設備 PAC_ 外気処理

12 室内 1PID － － 1
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

0 異常コード 00 ～ 99 － 1
00：異常無、
室外ユニット異常全て

1 異常発生ユニットアドレス 00 ～ FF － 1
00 ～ 3F：室外、
40 ～ 6F：室内

＜センサ値＞
2 Tho-A外気温度 -20 ～ 70 A/D 値 1
3 Tho-R1熱交温度1 -40 ～ 75 A/D 値 2
4 （予備）Tho-R2熱交温度2 -40 ～ 75 A/D 値 2
5 Tho-D1吐出管温度（CM1） -20 ～ 140 A/D 値 1
6 Tho-S 吸入管温度 -40 ～ 75 A/D 値 2
7 Tho-SC過冷却コイル温度1 -40 ～ 75 A/D 値 2
8 Tho-H過冷却コイル温度2 -40 ～ 75 A/D 値 2
9 Tho-P1パワトラ温度（放熱フィン） -20 ～ 140 A/D 値 1

10 インバータ2次電流 0 ～ 50 A/D 値 1

11 （予備）Tho-C1ドーム下温度（CM1） -40 ～ 90 A/D 値 1
12 CT1電流 0 ～ 50 A/D 値 1
13 高圧圧力センサ 0 ～ 4.15 A/D 値 1
14 低圧圧力センサ 0 ～ 1.70 A/D 値 1

＜室外ユニット情報＞
15 室内ユニット接続台数 0 ～ 127 1 台 1
16 室内ユニット接続容量 0 ～ 65535 － 2
17 室内サーモON台数 0 ～ 255 1 台 1
18 冷房サーモON室内ユニット種容量合計 0 ～ 65535 2
19 暖房サーモON室内ユニット種容量合計 0 ～ 65535 2

20
 
 

運転モード
 
 

0 ～ 2
 
 

－
 
 

1
 
 

0 停止
1 冷房
2 暖房

21 インバータCM1実運転周波数 0 ～ 255 1Hz 1
22 FMo1実回転数 0 ～ 65535 10min-1 2
23 FMo2実回転数 0 ～ 65535 10min-1 2
24 要求Hzの合計 0 ～ 65535 1Hz 2
25 吐出圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.01℃ 2
26 吸入圧力飽和温度 -50 ～ 30 0.01℃ 2
27 過冷却コイル温度センサ1飽和圧力 -0.68 ～ 4.15 0.01MPa 2
28 圧力比 1.0 ～ 10.0 0.1 1
29 冷房過冷却度 0 ～ 50 0.1deg 2
30 吸入過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
31 過冷却コイル過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
32 吐出管過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
33 圧縮機1ドーム下過熱度 0 ～ 50 0.1deg 2
34 目標Fk 0 ～ 65535 1Hz 2
35 アンサーHz合計 0 ～ 65535 1Hz 2
36 インバータ1運転周波数指令 0 ～ 120 1Hz 1
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

37 FM01回転数指令 0 ～ 65535 10min-1 2
38 FM02回転数指令 0 ～ 65535 10min-1 2
39 EEVH1開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
40 EEVSC開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
41 圧縮機目標冷房低圧圧力 0.00 ～ 2.00 0.01MPa 1
42 圧縮機目標暖房高圧圧力 0.00 ～ 4.15 0.01MPa 2
43 室外EEVH目標過熱度 0 ～ 25.5 0.1℃ 1 実際の範囲は 5℃～ 11℃
44 室外EEVH学習初期開度 0 ～ 255 1 パルス 1
45 室外EEVSC目標過熱度 0 ～ 25.5 0.1℃ 1
46 油上がり積算量 0 ～ 2550 10cc 1 実際の範囲は 0cc ～ 1100cc
47 油戻しカウントダウン 0 ～ 255 3 分 1 実際の範囲は 0 ～ 600 分（10 時間）

＜基板ハード入力＞

48 外部入力 － － 1 Bit0 63H1 0：開放、1：短絡
Bit1 63H1-R 0：開放、1：短絡
Bit2 CNS1 0：開放、1：短絡
Bit3 CNS2 0：開放、1：短絡
Bit4 CNG1 0：開放、1：短絡
Bit5 CNG2 0：開放、1：短絡
Bit6 （予備） 0：開放、1：短絡
Bit7 （予備） 0：開放、1：短絡

49 ディップSW［SW3］ － － 1 Bit0 SW3-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW3-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW3-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW3-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW3-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW3-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW3-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW3-8 0：OFF、1：ON

50 ディップSW［SW4］ － － 1 Bit0 SW4-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW4-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW4-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW4-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW4-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW4-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW4-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW4-8 0：OFF、1：ON

51 ディップSW［SW5］ － － 1 Bit0 SW5-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW5-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW5-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW5-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW5-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW5-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW5-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW5-8 0：OFF、1：ON
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コード No. 書込内容
記録データ
データ書込範囲

書込単位 バイト数 内容

52 ディップSW［SW6］ － － 1 Bit0 SW6-1 0：OFF、1：ON
Bit1 SW6-2 0：OFF、1：ON
Bit2 SW6-3 0：OFF、1：ON
Bit3 SW6-4 0：OFF、1：ON
Bit4 SW6-5 0：OFF、1：ON
Bit5 SW6-6 0：OFF、1：ON
Bit6 SW6-7 0：OFF、1：ON
Bit7 SW6-8 0：OFF、1：ON

53 ジャンパ SW － － 1 Bit0 J11 0：開放、1：短絡
Bit1 J12 0：開放、1：短絡
Bit2 J13 0：開放、1：短絡
Bit3 J14 0：開放、1：短絡
Bit4 J15 0：開放、1：短絡
Bit5 J16 0：開放、1：短絡
Bit6 （予備）
Bit7 （予備）

＜基板ハード出力＞

54 リレー出力 － － 1 Bit0 52C1 0：OFF、1：ON
Bit1 20S 0：OFF、1：ON
Bit2 CH1 0：OFF、1：ON
Bit3 SV1 0：OFF、1：ON
Bit4 SV6 0：OFF、1：ON
Bit5 SV11 0：OFF、1：ON
Bit6 SV12 0：OFF、1：ON
Bit7 （予備）FMC1,2 0：OFF、1：ON

55 リレー出力 － － 1 Bit0 運転出力（CnH） 0：OFF、1：ON
Bit1 異常出力（CnY） 0：OFF、1：ON
Bit2 外部出力（CnZ） 0：OFF、1：ON
Bit3 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit4 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit5 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit6 （予備） 0：OFF、1：ON
Bit7 （予備） 0：OFF、1：ON

＜圧縮機関連＞
56 CM1積算運転時間（概算） 0 ～ 65535 1h 2
57 CM1圧縮機起動回数 0 ～ 65535 ×20回 2
58 CM1 3分遅延タイマ 0 ～ 180 1秒 1
59 通電時間カウントダウン 0 ～ 255 1分 1

60
制御ステータスCH圧縮機
保護タイマ

0 ～ 360 3分 1

61
 

制御ステータスCH圧縮機
保護始動 

0 ～ 15
 

－
 

1
 

15 保護始動完了
0～14 保護始動中
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コード No. 書込内容 記録データ書込範囲 書込単位 バイト数 内容
＜異常カウンタ情報＞

72 制御ステータスHP異常（63H1）カウンタ 0～5 1 1
73 制御ステータスLP異常（運転中）カウンタ 0～5 1 1
74 制御ステータスLP異常（停止時）カウンタ 0～5 1 1
75 制御ステータスTd1異常カウンタ 0～5 1 1

76
制御ステータスDCファン
モータ1異常カウンタ

0～5 1 1

77
制御ステータスDC
ファンモータ2異常カウンタ

0～5 1 1

78
制御ステータスセンサ断線
カウンタ

0～3 1 1

79
制御ステータスINV1カレントカット
異常カウンタ

0～4 1 1

80 制御ステータスINV1起動不良カウンタ 0～20 1 1
81 制御ステータスINV1通信異常カウンタ 0～4 1 1
82 制御ステータスINV1脱調異常カウンタ 0～4 1 1
83 制御ステータスINV通信異常積算カウンタ 0～255 1 1

84
制御ステータスINV1バワトラ過熱異常
カウンタ

0～4 1 1

85
（予備）制御ステータスINV1ロータロック異常
カウンタ

0～127 1 1

＜設定値表示＞

86
 

運転優先切換
 

0,1
 

－
 

1
 

0 先押し優先
1 後押し優先

87 室外ファン防雪制御 0,1,2,3 － 1 0 無効
1,2,3 有効

88 室外ファン防雪制御ON時間設定
30：（出荷時）10、30
～600［秒］

10 秒 1

89 デマンド率変更値
OFF,000,040,
060,080
出荷時は0：OFF

－ 1

90 静音設定 0～9 － 1

91 CNS1機能割り当て値 0～11 － 1

92 CNS2機能割り当て値 0～11 － 1

93 CNG1機能割り当て値 0～11 － 1

94 CNG2機能割り当て値 0～11 － 1

95 外部出力機能割り当て 0～9 － 1

96 目標冷房低圧補正 -0.20～+0.20 0.01MPa 1
97 目標暖房高圧補正 0.00～0.40 0.01MPa 1

98 暖房設定1（目標出口温度） 40～50 1［℃］ 1
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コード No. 書込内容
記録データ
書込範囲

書込単位 バイト数 内容

99 暖房設定2（目標高圧） 3.15 ～ 2.75
0.05

［MPa］
1

100 暖房設定3（判定温度） 30 ～ 38 1［℃］ 1

101
チェック運転実施状態

（ユーザ操作は1→0のみ） 0,1 － 1

102
冷媒量判定実施状態

（ユーザ操作は1→0のみ） 0,1 － 1

103
配管洗浄運転実施状態

（ユーザ操作は1→0のみ）
0,1 － 1

＜その他＞
104 オーバーライド数 0 ～ － 1

＜室内ユニット情報＞

105 室内EEV制御ステータス 1 Bit0
室内ユニット EEV
全閉検知制御

0：通常
1：実施中

Bit1
室内ユニット不暖
回避制御

0：通常
1：実施中

Bit2
室内ユニット暖房
停止微開制御

0：通常
1：実施中

Bit3
室内ユニット冷房
起動制御

0：通常
1：実施中

Bit4 予備
Bit5 予備
Bit6 予備
Bit7 予備

106 登録室内1～8運転モード 0 ～ 4 － 8 0 自動
1 除湿
2 冷房
3 送風
4 暖房

107 登録室内1～8要求Hz 0 ～ 255 1Hz 8
108 登録室内1～8アンサHz 0 ～ 255 1Hz 8

＜配管洗浄運転情報＞

111
 
 
 
 
 
 
 

配管洗浄運転
ステータス

0 ～ 7
 

－
 

1
 

0 通常
1 ウォームアップ運転
2 準備運転
3 液バック洗浄運転
4 冷媒追い出し運転
5 ポンプダウン運転
6 配管洗浄運転終了
7 配管洗浄運転不成立
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⑵　室外基板設定
記号 入　　　力 1 圧縮機

SW1 室外 No.（10 位） ○
SW2 室外 No.（01 位） ○
SW3-1 点検 LED リセット     通常★／リセット ○
SW3-2 自動バックアップ運転　無★／有 －
SW3-3 リフレッシュ機種設定　標準／リフレッシュ 下表
SW3-6 配管洗浄運転      　　　　通常★／運転 ○
SW3-7 冷暖強制切換　　　　通常★／冷暖強制 ○
SW3-8 テストモード　　　　　通常★／テスト ○
SW5-1 試運転 SW　　　　　　通常★／試運転 ○
SW5-2 試運転　　　暖★／冷 ○
SW5-3 移設ポンプダウン SW　通常★／ポンプダウン ○
SW5-5 SL 切換　       新 SL（自動）★／旧 SL ○
SW7（ボタン） データ消去 / 書込み ○
SW8（ボタン） 7 セグメント表示 UP １位 ○
SW9（ボタン） 7 セグメント表示 UP 10 位 ○
SW4-1 機種切換 下表
SW4-2 機種切換 下表
SW4-3 機種切換 下表
SW4-4 機種切換 下表
SW4-5 デマンド切換 下表
SW4-6 デマンド切換 下表
SW4-7 親機・子機設定アドレス －
SW4-8 親機・子機設定アドレス －
SW6-4 機種切換 下表
SW6-5 寒冷地ヒータ制御 下表
J11 電源電圧切換 短絡
J12 電源電圧切換 短絡
J13 外部入力　　　　レベル★／パルス ○
J14 デフロスト復帰温度　通常★／強化 ○
J15 デフロスト開始温度　通常★／寒冷地 ○
J16 機種切換 下表

注⑴ ジャンパー線Jは短絡／開放を示す。
　⑵ ディップスイッチSWはOFF／ONを示す。
　⑶★は工場出荷時（OFF）の設定です。

機　種 マルチ LX シリーズ
P224 P280 P335

馬　　力 8 10 12
SW3-3 0 0 0
SW4-1 0 1 0
SW4-2 0 0 1
SW4-3 0 0 0
SW4-4 0 0 1
SW6-4 0 0 0
SW6-5 0 0 0

J16 0 0 0

SW4-5 SW4-6 圧縮機能力（%）
0 ★ 0 ★ 80
1 0 60
0 1 40
1 1 0

■SW4-5，6 デマンド切換  0：OFF，1：ON

■SW3-3，4-1 ～ 4，6-4，5，J16の機種切換  0：OFF，1：ON

機　種 リフレッシュマルチ LX シリーズ
P224 P280

馬　　力 8 10
SW3-3 1 1
SW4-1 0 1
SW4-2 0 0
SW4-3 0 0
SW4-4 0 0
SW6-4 0 0
SW6-5 0 0

J16 0 0

機　種 マルチ寒冷地向け LX シリーズ
P160 P224 P280

馬　　力 6 8 10
SW3-3 0 0 0
SW4-1 1 0 1
SW4-2 1 0 0
SW4-3 0 0 0
SW4-4 1 0 0
SW6-4 1 1 1
SW6-5 1 1 1

J16 0 0 0
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FDCP3353HLXB－K，4003～6803HLXB
FDCRP2803HLXB-K，3353 ～ 5603HLXB
組合せ専用機：2圧縮機仕様

FDCP3353HLXB-K
FDCRP2803HLXB-K

組合せ一体形兼用機：2圧縮機仕様
・FDCP4003HLXB・FDCP4503HLXB・FDCP5043HLXB・FDCP5603HLXB・FDCP6153HLXB 
　FDCP6803HLXB
・FDCRP3353HLXB・FDCRP4003HLXB・FDCRP4503HLXB・FDCRP5043HLXB
　FDCRP5603HLXB

Ⅰ　通常制御
⑴　各運転モード時の主要機能品の動作

注⑴　○：ON，×：OFF，○／×，×／○：ON又はOFFを示す。
　⑵　※1は親機全開，子機全閉
　⑶　※2は冷房からの停止は親機全開，子機全閉です。暖房からの停止は親機子機共，低圧保護制御による指定開度以外は全閉です。
　⑷　※3は暖房   冷房／除湿切替時は20SがOFFするまで，EEVH1，2を全閉保持＋室内ユニット１台のみEEVを60パルスをします。
　⑸　※4は冷房/除湿    暖房切替時は20SがONするまで，EEVH1，2を全開保持＋全室内ユニットのEEVを0パルスとします。
　⑹　室内ユニットが全て同一モードにあるが場合の出力状態を示します。　

冷　　　房 送　風
全停止

暖　　　　　房 除　湿サーモ ON サーモOFF サーモ ON サーモ OFF デフロスト
室内送風機 リモコン指示 リモコン指示 リモコン指示 リモコン指示 間欠運転 ○→× ○／×

室内膨張弁 過 熱 度
制御対応 全開 全閉 出口温度

制御対応 微開制御 機種容量別
開 度 対 応

過 熱 度
制御対応

圧　縮　機　　　　　　（CM1） ○ × × ○ × ○ ○／×
CM1 用電磁接触器　　　（52C1） ○ ○ ×／○ ○ ○ ○ ○
圧　縮　機　　　　　　（CM2） ○／× × × ○／× × ○ ○／×
CM2 用電磁接触器　　　（52C2） ○ ○ × ○ ○ ○ ○
室外ファンモータ　　　　（FMo-1） ○／× × ×／○ ○／× × ○→× ○／×
室外ファンモータ　　　　（FMo-2） ○ × ×／○ ○ × ○→× ○／×
インバータ冷却ファン　（FMC1,2） ○／× ○／× × ○／× ○／× ○／× ○／×
換気ファン　　　　　　（FMC3） ○／× ○／× × ○／× ○／× ○／× ○／×
四　方　弁　　　　　　（20S） × × × ○ ○ ○→× ×
暖房用膨張弁　　　　　（EEVH1）
　　　　　　　　　　　（EEVH2） 全開※3 ※1 ※2 過熱度

制御対応※4 ※2 全開／全閉 全開※3

過冷却コイル用膨張弁　（EEVSC） 開度制御 全閉 全閉 全閉 全閉 全閉 開度制御
電　磁　弁　　　　　　（SV1） ○／× × × ○／× × ○／× ○／×
電　磁　弁　　　　　　（SV2） ○／× × × ○／× × ○／× ○／×
電　磁　弁　　　　　　（SV6） ○／× × × ○／× × ○／× ○／×
電　磁　弁　　　　　　（SV7） ○／× × × ○／× × ○／× ○／×
電　磁　弁　　　　　　（SV11） × × × ○／× × × ×
電　磁　弁　　　　　　（SV12） × × × × × × ×
電　磁　弁　　　　　　（SV13） ○／× × × ○／× × × ×
クランクケースヒータ　（CH1） ○／× ○／× ○／× ○／× ○／× ○／× ○／×
クランクケースヒータ　（CH2） ○／× ○／× ○／× ○／× ○／× ○／× ○／×

被制御器
運転モード

⑵　圧縮機制御
⒜　圧縮機始動

ⅰ　圧縮機始動順位（2圧縮機仕様）
電源投入後の圧縮機の始動は，CM1より始動します。（組合せの場合、親機のCM1となります）
但し，圧縮機のドーム下温度の条件とサーモON容量に応じて最大4台同時に起動します。

1　一体形
負荷に対する各圧縮機の運転周波数範囲は次の通りです。下表はCM1が最初に始動する場合を示します。

（CM2から始動する場合，負荷区分1のCM1周波数がCM2周波数となります）
下表は圧縮機運転周波数の上限が120Hzの場合を示ます。

 負荷区分 0 1 2
 CM1 0Hz 20～80Hz 42～120Hz
 CM2 0Hz 0Hz 42～120Hz

ESP-FP-1768  K 
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ⅱ　圧縮機のローテーション
1　負荷区分における圧縮機の始動順位と停止順位を決定することでローテーションを行います。
2　室外ユニット1台の場合は室外ユニット全停止毎にCM1とCM2の始動順位を入替えます。
3　親機と各子機は単独で全停止するごとにCM1とCM2の始動順位を入替えます。
4　親機，子機間は各室外ユニットが停止するごとに始動順位を入替えます。
　　室外ユニット始動順位　親機→子機→親機

（参考）
  圧縮機の台数変化

2　組合せ形
負荷に対する各圧縮機の運転周波数範囲は次の通りです。下表はCM01が最初に始動する場合を示します。

（CM11から始動する場合，負荷区分1のCM01周波数がCM11周波数となります）

 機　　種 馬　力 室外ユニット始動順位 圧縮機始動順位
 一体形2圧縮機仕様 12-24 － CM1→CM2→CM1
 組合せ形2圧縮機仕様 26-48 親機→子機→親機 CM1→CM2→CM1

 負荷区分 0 1 2 3
 

親機
 CM01 0Hz 20～80Hz 42～80Hz 42～120Hz

  CM02 0Hz 0Hz 0Hz 42～120Hz
 

子機
 CM11 0Hz 0Hz 42～80Hz 42～120Hz

  CM12 0Hz 0Hz 0Hz 42～120Hz

（80Hz） （112Hz） 

（80Hz×2） （112Hz×2） 

圧縮機1台 

圧縮機2台 

圧縮機4台

⑶　圧縮機始動（親機・子機）
圧縮機始動は、電源投入後の経過時間、始動回数により下表の始動方法となります。但しデフロスト制御、油戻し制 
御、均油制御は各制御毎の始動に従います。

条　件 始動方法

① 電源 ON 後、45 分以上経過後の 1 回目の始動お
よび、45 分以上停止後、電源 ON 後の積算始動回
数が 2 回目以降の始動

四方弁切換保障後、クランクケースヒータ通電時間によ
る圧縮機保護始動 A を行います。（次ページ参照）

②電源 ON 後の 45 分未満の 1 回目の始動 四方弁切換保障後、クランクケースヒータ通電時間によ
る圧縮機保護始動 B を行います。（次ページ参照）

③　①および②以外の始動 四方弁切換保障後、圧縮機保護始動を行います。

⒜　四方弁切換保障（親機・子機）
      インバータ圧縮機（CM1、CM2）の始動は決定周波数に関係なく下記の運転を行います。

⒤　0 ～ 20Hz運転 
0 ～ 20Hz運転を行います。但しこの間はカレントセーフ、ハイプレッシャ制御、吐出管制御、低圧制御、パワー
トランジスタ温度制御、ドーム下温度制御、圧縮比保護制御による圧縮機制御は行いません。

ⅱ　25 ～ 40（48）Hz運転
外気温度センサ（Tho-A）の検知温度により最大周波数を決定します。
1　0℃以下の場合：48Hzを最大周波数とし始動後、48Hzで終了します。
2　 0℃を越える場合：40Hzを最大周波数とし始動後、40Hzで終了します。但しこの間のカレントセーフ、ハ

イプレッシャ制御、吐出管温度制御、低圧制御、パワートランジスタ温度制御、ドーム下温度制御、圧縮比
保護制御の開始条件を満たした場合、本制御を終了しカレントセーフ、ハイプレッシャ制御、吐出管温度制
御、低圧制御、パワートランジスタ温度制御、ドーム下温度制御、圧縮比保護制御による制御に従い、圧縮
機の周波数を決定し解除になった場合に通常運転に復帰します。
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⒝　圧縮機保護始動（親機・子機）
      圧縮機回転数は目標周波数によらず下記の運転をします。

1　圧縮機始動より１分45秒経過迄は20Hzで運転します。
2）　始動より１分45秒後に圧縮制御による周波数で運転します。

⒞　クランクケースヒータ通電時間による圧縮機保護始動A（親機・子機）
電源ON後の通電時間を積算し、45分以上経過後の１回目の始動および、45分以上の圧縮機停止後における電源
ON後の積算始動回数が２回目以降の始動は本制御によります。
1　 四方弁切換保障後、インバータを20Hzとします。又、四方弁切換保障後の周波数のダウンにおいて、20Hz

の到達時間が始動後1分を経過している場合は、1分後の目標周波数とします。
2）　 始動後15分間は、20Hzより5Hz／1分で周波数の上限をアップし始動後15分間の起点はインバータに始動完

了点（10Hz）とします。
3　 始動後15分間にインバータが停止した場合、再始動する時には本制御による周波数アップ方法が合計で15分

となるまで5Hz／1分で周波数の上限をアップします。
4　 ドーム温度（Tho-Cで検知）で20℃を超え、かつドーム下温度≧15℃の時、圧縮機保護始動Aを解除し、周

波数アップは5Hz／25秒となります。
⒟　クランクケースヒータ通電時間による圧縮機保護始動B（親機・子機）

電源ON後の通電時間を積算し、45分未満の1回目の圧縮機始動は本制御によります。
1　 四方弁切換保障後、インバータを20Hzとします。また四方弁切換保障後の周波数ダウンにおいて20Hzの到

達時間が始動後1分を経過している場合は1分後の目標周波数とします。
2）　 始動後18分間は、20Hzより5Hz／2分で周波数の上限をアップし、始動後18分の起点はインバータに始動完

了点（10Hz）とします。
3　18分から24分までは5Hz／1分でアップし、24分間に達したら本制御を終了します。
4　1回本制御が終了すれば2回目または45分経過後保護始動A制御に移行します。
5　 始動後24分間にインバータが停止した場合、再始動する時は保護始動からスタートし本制御による周波数アッ

プ方法が合計24分となるまで本制御を実施します。但し再始動時、インバータ停止から45分以上経過した時
は圧縮機保護始動Aに移行します。

6　 ドーム温度（Tho-Cで検知）で20℃を超え、かつドーム下温度≧15℃の時、圧縮機保護始動Bを解除し、周
波数アップは5Hz／25秒となります。

⑷　オイルセパレータバイパス電磁弁（SV6、SV7）制御
⒜　インバータ圧縮機を始動する場合は圧縮機別に対応する次の電磁弁を開（ON）し，次に圧縮機を始動します。

⒝　インバータ圧縮機周波数が80Hz以上となると電磁弁を開（ON）とし，76Hz以下で閉（OFF）とします。

⒞　圧縮機始動から３分間は電磁弁を開（ON）します。
⒟　 電磁弁開（ON）状態からインバータ圧縮機を停止する場合は，停止後３分10秒間開（ON）のまま保持した後，

閉（OFF）とします。

インバータ圧縮機 電磁弁
CM1 SV6
CM2 SV7

76 80

SV6, SV7開

圧縮機実周波数（Hz）

SV6, SV7閉

電磁弁

CM

OFF

停止

OFF

ON

運転
指令

3分

20Hz
76Hz以下

3分10秒

15秒

圧縮機
始動
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⑸　圧縮機始動前制御（親機･子機）
⒜　圧縮機 ON 条件が成立した時点より，次の制御を行います。

ⅰ　前回の運転モードと同一の運転モードの場合の始動前制御
① 四方弁を，" 冷房･除湿 " モードの場合 OFF，" 暖房 " モードの場合 ON します。 

但し，前回の運転モードと同一の運転モードで前記所定の通電状態となっている場合は，そのまま四方
弁の通電状態を継続します。

②電磁弁 SV6，SV7 を ON します。
③ 暖房用電子膨張弁（EEVH1，2）開度，過冷却コイル用電子膨張弁（EEVSC）初期開度にセットします。 

電子膨張弁は先に EEVH1，2 を始動させ，作動終了後，EEVSC を作動させます。

親機，子機は各ユニット毎に作動させます。

④ 圧縮機 ON 条件成立より 15 秒後にファンモータ FMo1，2 と圧縮機を始動します。

◆冷房 → 暖房
暖房

冷房

FMO1,2

OFF

OFF

OFF

ON

ON

ON

20S

SV6

EEVH1,2 470

EEVSC

CM1 ON

CM2 ON

3分

3分

開閉制御

開度制御

初期開度

全閉または100

開度制御

全閉

OFF

OFF

最小3分 15秒 6秒

圧縮機停止 圧縮機始動

始動条件

成立
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◆暖房→ 冷房 

冷房

暖房

FMO1,2

OFF

OFF

ON20S

SV6

EEVH1,2

EEVSC

CM1

CM2

ON

ON

ON

3分
3分

開閉制御

初期開度
全閉

開度制御

開度制御
全開

OFF

OFF

最小3分 15秒 1分45秒

圧縮機停止 圧縮機始動始動条件
成立

⑹　室外ファン制御（親機・子機）
⒜　室外ファンタップ

ファン
速調

0 速
1 速
2 速
3 速
4 速

FMo1
0
0
0

160
960

冷　房
P280，P335-K，P335

暖　房
FMo1

0
160
400
160
960

FMo2
0
0
0

160
960

FMo1
0

160
400
160
960

FMo1
0
0
0

160
960

冷　房
P400

暖　房
FMo2

0
160
400
160
960

FMo1
0
0
0

160
960

FMo2
0

160
400
160
960

FMo1
0
0
0

160
1080

冷　房
P450

暖　房 備考
FMo1

0
160
400
160
1080

FMo2
0
0
0

160
1080

FMo1
0

160
400
160
1080

停止
１台運転最低速
１台運転最速度
２台運転最低速
２台運転最速度

単位：min-1

ファン
速調

0 速
1 速
2 速
3 速
4 速

FMo1
0
0
0

160
1140

冷　房
P504

暖　房
FMo2

0
160
400
160
1140

FMo1
0
0
0

160
1140

FMo2
0

160
400
160
1140

FMo1
0
0
0

160
1140

冷　房
P560

暖　房
FMo1

0
160
400
160
1140

FMo2
0
0
0

160
1140

FMo1
0

160
400
160
1140

FMo1
0
0
0

160
1140

冷　房
P615, P680

暖　房 備考
FMo2

0
160
400
160
1140

FMo1
0
0
0

160
1140

FMo2
0

160
400
160
1140

停止
１台運転最低速
１台運転最速度
２台運転最低速
２台運転最速度

単位：min-1
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⒝　運転開始時は４速で運転します。

⒞　 DC ファンモータ起動制御
1　停止時よりファンを起動する場合には，ファン回転数を確認し起動制御を行います。
2　 ユニット停止中のファン回転数が逆転で FMO1, 2 の何れかが 700min-1 以上ではファンモータ（FMo １，2 共）

を起動させません。
3　 停止中のファン回転数が逆転で FMo1, 2 のいずれかが 700min-1 未満の状態が 3 秒継続した時点でファンを起

動させます。
4　圧縮機電磁接触器（52C1）ON 開始時から 5 秒以降検知しますのでこの間は DC ファンは起動しません。

⑺　クランクケースヒータ制御
⒜　ドーム下温度センサによりクランクケースヒータON（通電）と OFF（非通電）を制御します。
⒝　ドーム下温度センサ（Tho-C1）≦ SST+20℃の時，CH1 を ON します。
⒞　ドーム下温度センサ（Tho-C1）≦ SST+25℃の時，CH1 を OFF します。
⒟　ドーム下温度センサ（Tho-C2）≦ SST+20℃の時，CH2 を ON します。
⒠　ドーム下温度センサ（Tho-C2）≦ SST+25℃の時，CH2 を ON します。

⒡　ドーム下温度センサ Tho-C1 ≦－ 40℃以下かつ，CM1 が ON 中は CH1 を OFF します。
⒢　ドーム下温度センサ Tho-C2 ≦－ 40℃以下かつ，CM2 が ON 中は CH2 を OFF します。
　　（センサ断線に対する保護）

⑻　除霜制御（デフロスト）
⒜　温度条件除霜

ⅰ　温度条件除霜の開始条件（工場出荷時 J15：短絡）
　以下の条件をすべて満足したとき、除霜運転を開始します。
1　 除霜終了後の圧縮機運転累積時間が33分経過，又は暖房運転開始（リモコンON）後の圧縮機運転累積時間が

33分経過
2　圧縮機がOFFからON後8分経過
3　全室外ファンがOFFから1台の室外ユニットがON後8分経過
4　 前記条件1）から2）条件を満足した後，室外熱交温度センサ（Tho-R1，R2）と外気温度センサの温度が3

分継続して下図の除霜運転開始温度以下になったとき。

ⅱ　温度条件除霜の終了条件
1　通常除霜（工場出荷時 J14：短絡）の場合，次の何れかを満足したとき終了します。

a）室外熱交センサ（Tho-R1かつR2）が9℃以上となったとき。
b）除霜運転開始から12分を経過したとき。

2　作動判定機能付き強化形デフロスト（現地切換 J14：開放）の場合
1　除霜運転開始し2分30秒後，Tho-R1かつTho-R2≧9℃の場合、次の何れかで終了します。

 i ）Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より2分30秒後。
 ii）Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上。
 iii）除霜運転開始から14分を経過したとき。

2　除霜運転開始し2分30秒後，Tho-R1またはTho-R2＜9℃の場合，次の何れかで終了します。
 i）Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より5分後。
ii）Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上となったとき。
iii）除霜運転時間が14分を経過したとき。

（注）　SST：低圧圧力センサ（LPS）検知圧力飽和温度を示します。

室
外
熱
交
温
度
 

外気温度（℃）〔Tho-A〕 

-2 

-6 

-15 
-19 

-21 
-25 

-20 -15 

切換時 

出荷時
除霜開始ゾーン

6 

J15無

J15有

（℃） 
〔Tho-R〕 
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⑼　保護制御
⒜　吐出管温度制御，異常

⒤　 吐出管温度（Tho-D１，D２検知）が設定値を超えると圧縮機能力，圧縮機冷却電磁弁（SV１，２）を運転周波
数に応じて制御を変更し吐出温度の上昇をおさえ，更に上昇した場合は圧縮機を停止します。

1　圧縮機能力制御

2　吐出管温度異常
a）　吐出管温度（Tho-D1，D2）による圧縮機制御

ⅰ　開始条件
吐出管温度（Tho-D1）または吐出管温度（Tho-D2）が2秒間連続して130℃以上に上昇した場合。

ⅱ　制御内容
Tho-D1≧130℃の時、CM1をOFFします。
Tho-D2≧130℃の時、CM2をOFFします。

ⅲ　終了条件
その後130℃以上に上昇したTho-D1が90℃以下に下降した場合、自動復帰します。

b）　吐出管温度（Tho-D1，D2）による異常停止
ⅰ　開始条件

a）による制御が60分以内に5回、あるいは圧縮機停止中を含め130℃以上が60分間継続した場合には、
センサの異常と判断します。ただし、各圧縮機を個々にカウントします。

ⅱ　制御内容
親機自動バックアップ運転が無効（SW3-2 ON）の場合、異常停止します。
親機自動バックアップ運転が有効（SW3-2 OFF：出荷時）の場合、異常停止とせず、その圧縮機は停止
のままとします。

ⅲ　終了条件
異常発生した吐出管温度（Tho-D1，D2）が60分間継続して、90℃以下に下降した場合。

110 120 

解除 

保持 

圧縮機の能力を下げる

吐出温度（℃）〔Tho-D１，D２〕 

⒝　カレントセーフ制御
ⅰ　インバータ入口のＴ相電流値を検知して圧縮機周波数を制御します。

インバータ入口のＴ相電流値が，外温39℃以下の場合35A（12，14馬力：23A）以上，外温39℃以上の場合
28A（12，14馬力：17A）以上になった場合圧縮機周波数を下げます。

ⅱ　 インバータ入口のＴ相電流値が，3分継続して上記規定値－1A以下又は，6分継続して上記規定値未満となれば
本制御を解除します。

⒞　カレントカット制御
ⅰ　 パワトラ内蔵の電流センサによりインバータ出力電流値を検知し88Aを超えた場合，停止制御を行い，圧縮機停

止より3分後に自動復帰します。
ⅱ　 上記制御が，15分間に4回作動すると52C1又52C2をOFFして，異常停止します。

異常停止後，3分間は異常状態を保持し，その後リモコンからの点検リセットで解除可能です。
⒟ インバータ冷却ファン制御

⒤　冷却ファンFMC1, 2をON（運転）／OFF（停止）します。
ⅱ　FMC1, 2の運転はパワトラ温度センサTho-P1, P2の検知温度により制御します。

1）Tho-P1またはP2の何れかが70℃以上となると，FMC1とFMC2をONします。
2）Tho-P1かつTho-P2が65℃以下となると，FMC1とFMC2をOFFします。

ⅲ　圧縮機がON状態からOFF状態になる場合，FMC1, 2がON中であれば3分10秒間ONを継続します。
ⅳ　圧縮機起動時にパワトラ温度センサが65～70℃間の場合，デフォルトはFMC1, 2をONとします。
ⅴ　パワトラ温度センサがOFF領域の温度となった場合本制御を終了します。

ON

OFF
90 130

吐出温度（℃）（Tho-D1，D2）
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⒠　パワートランジスタ温度（PT）保護制御
パワートランジスタ温度が 75℃以上になると圧縮機回転数を制御します。

⒡　コントロールボックス内換気ファン制御
圧縮機1または2の何れかが運転中に外気温度（Tho-A検知温度）とインバータ周波数（CM1とCM2の何れか大
きい周波数）の関係が右図の換気ファンON領域にある場合，換気ファンFMC3をONします。
一旦ONまたはOFF領域となった場合，1分間保持後OFFまたはONに復帰可とします。圧縮機始動時および停止時
は1分保持しません。
ユニット内の圧縮機が全停止した場合，本制御は終
了します。

⒢　室内ユニット接続台数保護
⒜　室内ユニットの接続台数が80台を超えた場合は，接続台数オーバとして異常全停止とします。
⒝　 オートアドレスセット時はオートアドレスセット完了時，リモコンアドレスセットはリモコンにてセットした時，

手動アドレスセット時は電源立ち上げ時および室内ユニットの運転開始時にチェックします。
⒞　異常全停止（E43）は最大接続台数＋1まで表示する。ただし，自動アドレスセットの場合は全台数に表示します。
⒟　 電源投入3分以降に接続している室内ユニットの容量を合計し、室外ユニット容量と比較し使用制限の130%を

超えた場合はエラー（E43）を表示しユニットを停止させます。

⒣　室外ユニット組合せ保護
電源投入後の通信チェック時に判定し，下表（①）の正常組合せ以外は，室外組合せ異常として運転を許可しま
せん。
組合せ異常時には下表（②）に示すコードを7セグメントに表示します。

1分毎に回転数を下げる

解除

保持

72 75

パワートランジスタ温度（℃）

120 

50 

20 35 

外気温度（℃） 

換気ファン 
OFF領域 

（Hz） 

イ
ン
バ
ー
タ
周
波
数
 

換気ファン 
ON領域 

 機　種 馬　力 正常組合せ（馬力）
 P735 26(12+14) 12+14
 P800 28(14+14) 14+14
 P850 30(14+16) 14+16
 P900 32(16+16) 16+16
 P960 34(16+18) 16+18
 P1010 36(18+18) 18+18
 P1065 38(18+20) 18+20
 P1130 40(20+20) 20+20
 P1180 42(20+22) 20+22
 P1235 44(22+22) 22+22
 P1300 46(22+24) 22+24
 P1360 48(24+24) 24+24

①組合せ一覧表（SW3-3：OFF）

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 3 組合せ室外ユニット無効

②組合せ異常時に7セグメントに表示する内容

・標準仕様

機　種 馬　力 正常組合せ（馬力）
RP735 26(12+14) 12+14
RP800 28(14+14) 14+14
RP850 30(14+16) 14+16
RP900 32(16+16) 16+16
RP960 34(16+18) 16+18
RP1010 36(18+18) 18+18

・リフレッシュ仕様
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リモコン
異常表示 異 常 内 容

親室外ユニットにて異常停止 子室外ユニットにて異常停止 

システム停止 システム停止 ユニット停止 ユニット停止 圧縮機停止 圧縮機停止 

E31 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ 

○ 

E32 

E36 

E37 

E38 

E39 

E40 

E41 

E42 

E45 

E48 

E49 

E51 

E53 

E54 

E55 

E56 

E59 

E60 

E61 

E63 

電源欠相異常 

吐出管温度異常 

吐出管温度センサ断線 

高圧異常 

パワトラ過熱 

カレントカット 

インバータ・室外間通信異常 

室外DCファンモータ異常 

低圧異常 

パワトラ過熱（連続） 

吸入管温度センサ断線 

高圧センサ／低圧センサ断線 

圧縮機起動不良 

圧縮機ロータ位置検出異常 

室外親・子間通信異常 

室内緊急停止異常 

ドーム下センサ断線 

パワトラセンサ断線 

熱交温度センサ断線 

外温センサ断線 

室外アドレスNo.重複，室外アドレス設定不良

⒞　自動バックアップ運転の禁止条件
⒤　油戻し制御が不成立となった場合
ⅱ　バックアップ運転の時間が制限値を越えた場合

⒟　自動バックアップ運転の禁止条件成立後の制御
全圧縮機停止，７セグメント及びリモコンに，［E－ＸＸ］の異常表示を行います。
本状態では，リモコンの点検リセットは有効とします。→リモコンに［E－ＸＸ］を継続表示

⑽　自動バックアップ運転
⒜　自動バックアップ運転の分類

　自動バックアップ運転有効時においては，異常停止を下記のように分類し，それぞれの分類毎に対応します。
 　　システム停止：親機・子機含めての停止
 　　ユニット停止：室外ユニット単位での停止
 　　圧縮機停止：圧縮機単位での停止

⒝　自動バックアップ運転の制御内容
⒤　自動バックアップ運転が成立する条件は，親機基板のディップスイッチSW3-2がON（切換時）のとき
ⅱ　但し，SW3-2の切換えは電源投入時のみ有効とします。（電源リセットしないと有効になりません）
ⅲ　自動バックアップ有効時には次表の異常内容を無効とし，かつ検知しません。
ⅳ　 自動バックアップ有効時に異常が発生した場合，運転出力（CnH），異常出力（CnY），7セグメント，LEDは次

の通り表示します。
1　システム停止の場合

親機の運転出力をOFF，異常出力をON，7セグメント，LEDは異常表示とし，リモコンにはＥ？？の異常表示
を行います。（異常状熊の解除はリモコンからの点検リセットとします。）

2　ユニット停止の場合
そのユニットのみ運転出力をOFF，異常出力をON，7セグメント，LEDは異常表示とし，正常なユニットはそ
のまま運転（停止）を継続します。

 異常ユニットの異常状態の解除は，各異常状態の復帰条件に従います。
3　圧縮機停止の場合

その圧縮機のみ停止し，運転出力，異常出力，7セグメント，LEDは前の状態を継続し，異常圧縮機の異常状態
の解除は，各異常状態の復帰条件に従います。
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⑾　試 運 転
⒜　本制御は親機側で行い子機側では操作は無効です。子機側で操作すると子機の7セグメントに次の表示を行います。
 試運転制御のスイッチを解除すれば通常表示に復帰します。

⒝　親機ディップスイッチSW5-1, 2により室外ユニットより試運転を行います。

 
なお，この運転はセンターコンソール等，他のオプションより優先しオプションへは運転状態を伝送します。

⒞　試運転開始条件
⒤　ディップスイッチSW5-2をＯＮ。但し，電源投入前の入力は無効。
ⅱ　ディップスイッチSW5-1, 2以外のSW3, SW5の入力は全てOFFとします。ただし，SW3-2（自動バックアッ

プ運転）はOFF（バックアップ無効）／ON（バックアップ有効）に関わらず，自動バックアップ運転無効です。
（試運転時に故障をチェックするため）

⒟　試運転中の制御（室内ユニットが正常な場合）
⒤　SW5-2がOFF時，暖房運転を行い，SW5-2がON時，冷房運転を行います。
ⅱ　試運転終了時の室内膨張弁は室内ユニット制御によります。
ⅲ　冷房運転：圧縮機運転周波数制御は冷房低圧制御による運転とします。
ⅳ　暖房運転：圧縮機運転周波数制御は暖房高圧制御による運転とします。

⒠　試運転終了条件：以下の何れかの条件で終了とします。
⒤　SW5-1をON→OFFに切換えで停止。
ⅱ　試運転中に異常制御により異常停止した場合は，通常運転時と同様の異常表示を実施します。
 SW5-1をON→OFFとしても異常停止状態を継続します。

Ⅱ　オプション制御
◦室外基板コネクタ CNS1 の機能

CNS1 コネクタ：7 セグメント上の〔P11〕を切換えることで下表の機能が可能です。

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 10 子機設定無効

SW5-1
ON

OFF

SW5-2
OFF
ON

暖房試運転
冷房試運転

通常及び試運転終了

CNS1 短絡 CNS1 開放
“0”：外部運転入力 運転許可 運転禁止
“1”：デマンド入力 無効 有効
“2”：冷暖強制入力 暖房 冷房
“3”：静音モード入力 1 有効 無効
“4”：2 段階デマンド入力 有効 無効
“5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効
“6”：試運転外部入力 1（SW5-1 同等） 試運転開始 通常運転
“7”：試運転外部入力 2（SW5-2 同等） 冷房試運転 暖房試運転
“8”：静音モード入力 2 有効 無効
“9”：予備 ― ―
“10”：AF 定期点検表示 有効 無効
“11”：AF 異常表示 有効 無効
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⑴　外部入力及びデマンド入力
⒜　運転許可及び禁止モード

◦外部入力CnS1により，運転許可／禁止モードの切換えを行います。
⒤　J13：CnS1入力方式の切換

1　J13短絡：CnS1はレベル入力
J13開放：CnS1はパルス入力

2　室外ユニット外部入力CnS1による運転・停止制御

入力：CnS1 

J13：短絡（レベル入力） 

J13：開放（パルス入力） 

J13：短絡 

J13：開放 

短絡 

開放 

CnS1入力方式切換：J13 CnS1：運転許可 
／禁止モード切換 

短絡 

開放 

運転許可 
　／禁止モード切換（反転） 
運転許可モード 
→運転禁止モード 

 
（NOP） 

運転禁止モード
→運転許可モード

注⑴　工場出荷時はJ13：短絡，CnS1：短絡（ショートピン接続）

ⅱ　リモコンは運転状態を表示し，オプションへは運転状態を転送します。
ⅲ　本制御によりリモコンからの制御を受け付けないとき“センター”を表示します。（iv）項参照。
ⅳ　CnS1は，ジャンパー線J13の短絡－開放により，下記の動作となります。

パルス入力の場合，パルス幅は500ms以上となります。
1　J13－短絡

2　J13－開放

CnS1入力OFF（開放） 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
 ・ 停止 

PUSH 

センター 

OFF ON OFF OFF ON 

リモート センター 

PUSH PUSH PUSH 

エアコンON可能 

ON（短絡） OFF（開放） 

CnS1入力 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
 ・ 停止 

PUSH 

センター 

OFF ON OFF OFF ON 

リモート リモート センター センター 

PUSH PUSH PUSH PUSH 
エアコンON可能 

ON OFF ON OFF 

注⑴　電源投入後，室内ユニットの登録が完了するまで（約40秒）はリモートモードとなり，センターにはなりません。
　⑵　電源投入後の初期設定は通常運転とします。
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ⅲ　リモコンは運転状態を表示し，オプションへは運転状態を転送します。
ⅵ　デマンド制御：ディップスイッチSW4-5, 6を用いデマンド率を切換えます。

SW4-5, 6デマンド切換　0：OFF，1：ON　

ＳＷ
4-5

ＳＷ
4-6

圧縮機出力
（%）

0 0
0
1
1

1
0
1

80
60
40
0

⒱　本デマンド制御より，四方弁切換保障，圧縮機保護始動、デフロスト運転、均油制御、油戻し制御を優先します。
ⅵ　CnS2は，ジャンパー線J13の短絡－開放により，下記の動作です。

パルス入力の場合，パルス幅は500ms以上とします。
1　J13－短絡

2　J13－開放

CnS2入力  

リモコン操作  

リモコン表示  

エアコン運転  
 ・停止  

PUSH 

OFF

ON ON 

コンプデマンド  コンプデマンド  

デマンド制御  通常  通常  

OFF OFF 

リモート  

PUSH PUSH PUSH 

ON（短絡） ON（短絡） OFF（開放） 

CnS2入力 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
・停止 

PUSH 

リモート 

デマンド制御 通常 OFF 

OFF OFF OFF OFF 
ON ON ON ON ON 

OFF 

コンプデマンド コンプデマンド 

デマンド制御 

PUSH PUSH PUSH   

ON ON

⒝　デマンド制御
⒤　外部入力CnS2により、デマンド制御/通常運転切換を行います。

1　J13：CnS2入力方式の切換。
J13短絡：CnS2はレベル入力
J13開放：CnS2はパルス入力

ⅱ　室外ユニット外部入力CnS2による運転・停止制御

入力：CnS2

J13：短絡（レベル入力）

J13：開放（パルス入力）

J13：短絡

J13：開放

短絡

開放

CnS2入力方式
方式切換：J13 CnS2：デマンド制御／通常運転切換

短絡

開放

デマンド制御→通常運転

通常運転／デマンド制御切換（反転）

通常運転→デマンド制御

（NOP）

注a　工場出荷時はJ13：短絡，CnS2：短絡（ショートピン接続）
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⑵　静音モード運転
⒜　静音モードは室内ユニット（リモコン設定）から指令する場合と，室外ユニットから指令する方法とがあります。
⒝　複数の室内ユニットの何れかから「静音モード開始」信号を受信すると静音モード運転に入ります。
⒞　親機のCnG2が閉となると静音モード運転に入ります。（子機への入力は無効）
⒟　室内ユニットの「静音モード開始」と室外ユニットの「静音モード」はOR条件で静音モード運転に入ります。
⒠　室内ユニットからの静音モードがすべて「静音モード終了」，かつ室外ユニットの静音モード（CnG2：開）とな

ると静音モード運転を解除します。
⒡　静音モード運転では，次の温度範囲が有効です。

29 31℃ 

解除 

外気温 

有効 

冷房時 

2 4℃ 

有効 

外気温 

解除 

暖房時 

ファンON 

外気温（℃） 

3 5 
ファンOFF 

⑶　防雪用室外ファン制御
⒜　本制御の設定は親機・子機が独立してファン制御を行います。
⒝　親機・子機の7セグメントLEDに書き込むことにより制御の有効／無効を行います。
⒞　外ファン制御切換え操作方法

ⅰ）　チャンネルを「75」にセット。
iⅱ）　データ表示部に「0」または「1」が表示。「0」：外ファン制御無効（工場出荷時），「1」：外ファン制御有効
ⅲ）　SW7（データ書込み／消去）を連続3秒間押す。
ⅳ）　データ表示部のデータ「0」または「1」を0.5秒毎に点滅。
ⅴ）　SW8（1位）を押すごとに「0」または「1」を交互に表示（点滅）。
ⅵ）　 点滅している状態でSW7を連続3秒以上押すとデータ表示部の「0」または「1」が点灯に変わります。この操

作により外ファン制御の有効／無効がEEPROMに記憶され，以降この内容により外ファンが制御されます。
ⅶ）　外ファン制御は電源を再投入しても記憶された内容により制御されます。

⒟　防雪用室外ファン制御内容
ⅰ）　 全停止および異常停止において，外気温が3℃以下となった場合に10分毎に1回全室外ユニットの室外ファンを

最高速（第4速）で運転します。
ⅱ）　室外ファンの運転時間は30秒間とします。
ⅲ）　防雪外ファン制御中は各室外ユニットの52C1をONします。

⑷　冷房暖房強制運転
⒜　親機室外基板のSW3-7をONし，CnG1の開閉により室内ユニットの冷房・暖房を強制的に決定します。
⒝　室内ユニットから強制モードとは異なる運転モードを指令された場合には，リモコン等にモードアンマッチ表示

し，送風運転をします。

⑸　緊急停止制御
⒜　室内ユニットから「緊急停止」指令を受信すると異常全停止します。
⒝　異常コードはE-63とし，全室内ユニットに「緊急停止」を送信します。
⒞　室内ユニットから「緊急停止解除」指令を受信すると，室外ユニットの異常を解除すると共に全室内ユニットに「緊

急停止解除」指令を送信します。

 SW3-7 CnG1 運　　転
 

ON
 開 室内冷房のみ

  閉 室内暖房のみ
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⑹　運転および異常信号出力
室外ユニットの運転および異常情報を一括し取出し表示する機能です。室内ユニットにも運転，異常取出しはありま
すが，室外ユニットの冷媒系統単位での取り出しを目的としています。
⒜　室外コントローラに室外側運転および異常出力を設けています。
⒝　出力リレー作動図

⒞　 異常出力は，異常停止となった時ONし，異常から復帰した後リモコンからの点検リセットによりOFFします。異
常復帰前にリモコンで点検リセットしてもOFFしませんが，その後異常復帰した場合，自動でOFFします。

⒟　 接続している室内ユニットが，少なくとも１台運転している場合に，運転出力リレー (52XR)をONします。（運転
とは，リモコンがONされている状態で送風，サーモOFFを含み，異常停止は除きます。）

⒠　出力リレーはDC12Vをオプションとし，リレー負荷はLY2F(オムロン)を最大とします。
⒡　運転および異常出力リレー (52XR,52XE)接続用コネクタは基板上にマウントしています。 
⒢　CPU暴走は除きます。
⒣　 自動バックアップ運転が有効の場合，異常を検知して停止している圧縮機の異常については，異常表示は行いま

せん。

⑺　ポンプダウン制御
⒜　 本制御は親機側で行い子機側では操作を無効とし，子機側で操作すると子機の7セグメントに下表の表示を行いま

す。
ポンプダウンスイッチを解除すれば通常表示に復帰します。

⒝　 ポンプダウンはディップスイッチの試運転スイッチ，運転モードおよびポンプダウンの3個のスイッチ操作にて開
始と終了を行います。

⒞　ポンプダウンの手順：次の操作の前に室外ユニットの液側操作弁を閉じます。
⒤　SW5-2（試運転の運転モード）をON（冷房）に設定
ⅱ　SW5-3（ポンプダウンスイッチ）をONに設定
ⅲ　SW5-1（試運転スイッチ）をONに設定

⒟　制御終了
 以下の何れかの条件により停止制御を行い，停止後はポンプダウン設定（SW5-1, 2, 3）を解除しないと運転でき

ません。
⒤　低圧圧力LP≦0.01MPaを連続5秒間検知した場合。表示は以下の通りです。

・赤LED／連続点灯
・緑LED／点滅（メイン周期毎：以下同じ）
・7セグメント表示／ PoE
・リモコン／停止

ⅱ　異常検知制御が働いた場合。表示はその時の異常表示。
ⅲ　ポンプダウン制御による圧縮機の運転時間が積算15分となった場合。表示は以下の通りです。

・赤LED／消灯，緑LED／点滅，7セグメント表示／表示無し，リモコン／停止
再ポンプダウンは可能。（SW5-1, SW5-2, SW5-3を一旦OFFし、再設定）

ⅳ　ポンプダウン中にSW5-1, SW5-2, SW5-3の何れかをOFFにした場合。

異常出力52XE 

異常の有無 

室外点検LED 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

正常 正常 

異常 ケース① 

ケース② 

異常 リモコンリセット 
ケース① 

リモコンリセット 
ケース② 

ディップSW
リセット

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 10 子機設定無効
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Ⅲ　データ出力
⑴　7 セグメント及び運転データ保持

⒜ 　7セグメント表示
試運転における各種運転データチェック，サービス時における原因究明の手助けとして運転情報を表示します。主と
してマイコンへの入力データ，室外ユニット制御内容，室内ユニット登録情報等を7セグメントLEDに表示させます。
⒤　運転情報

1　室外ユニット基板上の6桁の7セグメントに各項目を表示します。
2　左3桁をコード表示部，右側3桁をデータ表示部とします。
3　各項目のコードNo.を十の位はSW9，一の位はSW8を押すことにより選択します。
4　 コードNo.を「C99」にすることによりNo.00からNo.29までを順次表示します。出荷時のセレクタNo.は「C99」

です。
5　コードNo.を「C99」以外にした場合は，7セグメント表示を固定します。
6　 コードNo.77はリセット可能です。

本操作により，運転データ保持の内容（異常停止前の30分間データ）を消去することが可能です。
リセット方法はコードNo.77を選択し異常データが保持されていれば，データ表示部に「dEL」を表示させ，
SW7を3秒間押すことにより記憶データを消去します。ただし，コードNo.54および55（圧縮機積算運転時間）
は消去されません。データが消去されると，データ表示部に －－－ を表示します。また異常データが保持さ
れていない場合も －－－ を表示します。

7　括弧内コードは予約を示し本制御では表示しません。
8　SW8（1の位）は 0 ⇒ 1 ⇒ 2 …… 9 ⇒ 0の順に表示します。
9　SW9（10位）を押すことにより各10位の先頭コードにジャンプします。

例：コード07でSW9を押すとコード10を表示する。
10） コードNo.54及び55は個別にデータ消去可能です。

本操作により，コードNo.に対応した圧縮機積算運転時間を消去（リセット）することが可能です。（圧縮機
交換後の運転時間リセット）リセット方法はコードNo.54または55を選択します。データ表示部には現在ま
での圧縮機積算運転時間が表示されます。
SW7を3秒間押すことにより記憶データを消去します。ただし，運転データ保持は消去しません。

ⅱ　表示内容の個別定義
1　コードNo.17  冷房過冷却度

冷房過冷却度
 　　　　＝高圧圧力センサ（PSH）検知圧力飽和温度－過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）検知温度（℃）

表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。
暖房運転中は過冷却度としての信頼性はありませんがそのまま表示します。

2　コードNo.18  吸入過熱度
吸入過熱度

 　　　　＝吸入管温度センサ（Tho-S）検知温度－低圧圧力センサ（PSL）検知圧力飽和温度（℃）
表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。

3　コードNo.19  過冷却コイル過熱度
過冷却コイル過熱度

 　　　　＝過冷却コイル管温度センサ2（Tho-H）検知温度－低圧圧力センサ（PSL）検知圧力飽和温度（℃）
表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。

ⅲ　異常時のエラー No.表示はディップスイッチSW3-1ONで通常表示に戻します。
ⅳ　 吐出圧力飽和温度，吸入圧力飽和温度の表示で－10.0℃以下は小数点以下を四捨五入して表示します。 

（7セグメント表示範囲が3桁のため）
ⅴ　表示優先順位

1　EXX ＞ CHX ＞ PCLX ＞ PoE ＞ PoS ＞ OPE ＞ CXX
2　1の表示からその状態が解除されたら自動表示に切換えます。
3　 1の表示からSW8またはSW9を押せば「C00」の表示に変更します。ただし，10秒間前記スイッチ入力がな

い場合は，1）の優先に従って表示します。
4　表示切換

特別表示はCXX以外の表示とします。
〔CXX〕 

特別表示 
発生時 

特別表示 
解除 10秒間無操作※ 

ボタン操作 

ボタン操作 
C99 

特別表示 

自動送り 

※この間に特別表示が解除すると〔CXX〕のまま
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⒝　7セグメント表示一覧

コード
No. 

― - - E??      PoE,PoS 
CH?     PCL?         OPE?? 

00 
01 
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
26 
27 
28 
29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

表 示 内 容 データ表示範囲 最小単位 備 考 

CM1運転周波数 
CM2運転周波数 
Tho-A外気温度 
Tho-R1熱交温度1（出口・前） 
Tho-R2熱交温度2（出口・後） 
Tho-R3熱交温度3（入口・前） 
Tho-R4熱交温度4（入口・後） 
Tho-D1吐出管温度（CM1） 
Tho-D2吐出管温度（CM2） 
Tho-C1ドーム下温度（CM1） 
Tho-C2ドーム下温度（CM2） 
Tho-P1パワトラ温度（CM1） 
Tho-P2パワトラ温度（CM2） 
Tho-SC過冷却コイル温度1 
Tho-Ｈ過冷却コイル温度2 
Tho-Ｓ吸入管温度 
冷房過冷却度 
吸入過熱度 
過冷却コイル過熱度 
CT1（ＣＭ1）電流 
CT2（CM2）電流 
EEVH1暖房用膨張弁開度 
EEVH2暖房用膨張弁開度 
EEVSC過冷却コイル膨張弁開度 
FM01回転数 
FM02回転数 
PSＨ高圧センサ 
PSL低圧センサ 

FMC1,2冷却ファン 
クランクケースヒータ 

63H1-1,63H1-2
（63H1-R） 
SV1 
SV2 
（20SL） 
SV6 
SV7 
（SV13） 
20S 
SV11 
SV12 

コンプ停止要因① 

コンプ停止要因② 

コンプ停止要因③ 

コンプ停止要因④ 

コンプ停止要因⑤ 

コンプ停止要因⑥ 

異常コード ポンプダウン 
チェックモード 配管洗浄    室外機設定 

0～130 
0～130 
L,-20～43 

1Hz 
1Hz 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1℃ 
1A 
1A 

1パルス 
1パルス 
1パルス 
10min-1 

10min-1 

0.01MPa 
0.01MPa 

L,-25～73 
L,-25～73 
L,-25～73 
L,-25～73 
L,31～136 
L,31～136 

L,31～136 
L,31～136 
L,18～73 
L,-25～73 
L,-25～73 
0～50 
0～50 
0～20 
0～70 
0～70 
0～500 
0～500 
0～500 
0～1500 
0～1500 
0～5.00 
0～2.00 

0,1 
(0 : OFF,1 : ON) 

100位：FMC1,2 
10位：CH1 
1位：CH2 

100位：SV1 
10位：SV2 
1位：20SL 

100位：SV6 
10位：SV7 
1位：SV13 

100位：20S 
10位：SV11 
1位：SV12 

100位：外気温センサ断線 
10位：熱交センサ1断線 
1位：熱交センサ2断線 

100位：熱交センサ3断線 
10位：熱交センサ4断線 
1位：Tdセンサ1断線 

100位：Tdセンサ2断線 
10位：過冷却コイルセンサ1断線 
1位：過冷却コイルセンサ2断線 

100位：吸入管センサ断線 
10位：低圧センサ断線 
1位：高圧センサ断線 

100位：インバータ1通信異常 
10位：インバータ2通信異常 
1位：高圧異常 

100位：低圧異常 
10位：Td1異常 
1位：Td2異常 

100位：63H1-1,2 
10位：63H1-R 

0,1 
(0 : 閉,1 : 開) 

0,1 
(0 : 閉,1 : 開) 

0,1 
(0 : 閉,1 : 開) 

0,1 
(0 : 閉,1 : 開) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

L,5～90 
L,5～90 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

 

SHS 
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0～50 
0～50 
0～999 
0～999 
0～655 
0～655 
-50～70 
-50～30 
0.00～2.00 
1.60～4.15 

0～3 
0～4 
0～130 
0～130 
0～3 

0,1 

0,1 

2.2,2.5 

100位：CM1始動不良 
10位：CM2始動不良 
1位：CM1ロータロック 

100位：CM2ロータロック 
10位：CM1カレントカット 
1位：CM2カレントカット 

100位：パワトラ1過熱 
10位：パワトラ2過熱 
1位：DCファン1異常 

100位：DCファン1異常 
10位：室内からの停止指令 
1位：運転モード変更 

100位：液バック異常 
10位：デマンド制御0％ 
1位：起動不良改善 

100位：均油2制御中 
10位：油戻し制御中 
1位：デフロスト中 

100位：Td制御中 
10位：HP制御中 
1位：CS制御中 

100位：LP制御中 
10位：PT制御 
1位：冷房低圧制御中 

100位：冷房高圧制御中 
10位：暖房高圧制御中 
1位：暖房低圧制御中 

-10以下は1℃ 
-10以下は1℃ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

 

- 

- 

- 

 

- 
- 
- 
1Hz 
1Hz 
- 
 

- 
- 
 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
 

コード
No. 表 示 内 容 データ表示範囲 最小単位 備 考 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 

66 

67 

68 

70 

71 
72 
73 
74 
75 

76 

77 
79 
80 
81 
82 
83 

コンプ停止要因⑦ 

コンプ停止要因⑧ 

コンプ停止要因⑨ 

コンプ停止要因⑩ 

コンプ停止要因⑪ 

制御ステータス 

制御ステータス 

制御ステータス 

制御ステータス 

室内ユニット接続台数 
室内ユニット運転台数 
要求Hzの合計 
目標Fk 
コンプ積算運転時間（CM1） 
コンプ積算運転時間（CM2） 
吐出圧力飽和温度 
吸入圧力飽和温度 
目標冷房低圧圧力 
目標冷房高圧圧力 
カウンタ・CM2始動不良 
カウンタ・CM2ロータロック 
カウンタ・パワトラ2過熱 
インパータ1運転周波数指令 
インパータ2運転周波数指令 
カウンタ・インバータ2通信異常 

制御ステータス 

チェック運転

制御ステータス 

運転優先切換 

冷房高圧制御 
冷房低圧補正 
暖房低圧補正 
暖房低圧圧力 
防雪外ファン制御 

データリセット 
カウンタ・液バック異常 

配管洗浄運転

カウンタ・センサ断線 
カウンタ・インパータ1通信断線 
カウンタ・ハイプレッシャー保護 
カウンタ・コンプ1起動不良 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 正常,1 : 異常) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

0,1 
(0 : 不作動,1 : 作動) 

-0.30～+0.50
-0.90～+0.70

0～2 
0～2 

0～3 
0～4 

0.80,0.90 

- - -,dEL 

0,1 

0,1

0,1 

1 
1 
1Hz 
1Hz 
100h 
100h 
0.1℃ 
0.1℃ 
0.01MPa 
0.01MPa 

0.01MPa 
0.01MPa 
0.01MPa 

- 

100位：静音モード中 
10位：能力測定モード中 
1位：試運転中 

100位：配管洗浄 
10位：Tc制御中 
1位：圧縮比保護制御中 

0：先押し優先（出荷時）
1：後押し優先
2.2　：出荷時　　　2.5：切換時 
0.00：出荷時 
0.0  ：出荷時 

0：防雪ファン制御無効　1：有効 
0：未実施or異常終了
1：正常終了

0.8　：出荷時 0.9：切換時 
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コード 
No. 表　示　内　容 データ表示範囲 最小単位 備　　　　考

84 カウンタ・低圧異常①（停止中） 0 ～ 4 －
85 カウンタ・低圧異常②（起動直後） 0.1 －
86 カウンタ・低圧異常③（運転中） 0 ～ 4 －
87 カウンタ・コンブ 1 ロータロック 0 ～ 3 －
88 カウンタ・バワトラ 1 過熱 0 ～ 4 －
89 カウンタ・吐出管 1 温度異常 0.1 －
90 カウンタ・吐出管 2 温度異常 0.1 －
91 カウンタ・カレントカット（CM1） 0 ～ 3 －
92 カウンタ・カレントカット（CM2） 0 ～ 3 －
93 カウンタ・室内外通信異常 0 ～ 255 －
94 カウンタ・室外インバータ通信異常 2 0 ～ 255 －
95 カウンタ・CPU リセット 0 ～ 255 －
96 カウンタ・FMO1 異常 0 ～ 255 －
97 カウンタ・FMO2 異常 0 ～ 255 －
98 プログラムバージョン － － 例（2.11）
99 自動送り表示 － －

P10 2 段デマンド設定 オプション用（特殊基板必要）
P11 CNS1 機能割当て 0－9 1 出荷時：0（外部運転入力）
P12 CNS2 機能割当て 0－9 1 出荷時：1（デマンド入力）
P13 CNG1 機能割当て 0－9 1 出荷時：2（冷暖強制入力）
P14 CNG2 機能割当て 0－9 1 出荷時：3（静音モード入力）
P15 CNQ5 機能割当て 0－9 1 出荷時：4（2 段デマンド入力）
P16 室外ファン防雪制御 ON 時間 10.30－600 30 秒 出荷時：30 秒

＜新スーパーリンク設定＞

P30 スーパーリンク通信状態 0.1 －
0：旧スーパーリンク

1：新スーパーリンク

P31 自動アドレス開始入力
0：出荷時
0.1

1
0：自動アドレス開始送信しない

1：自動アドレス開始送信する

P32 開始アドレス入力
0：（出荷時）
0 ～ 127

1
自動アドレス時の開始アドレス

を指定する。白身でのみ使用。

P33 接続室内ユニット台数入力
XX：（出荷時）
1 ～ 24（※）

1

（※）機種毎の最大接続台数を初期値及び

上限とする。

自動アドレス時の室内機接続台数を指定

する。白身でのみ使用。

P34 極性送信
0：（出荷時）
0.1

－

0：極性を送信しない

1：極性を送信する

白身でのみ使用。

AUX 自動アドレス設定中
AUE 室内ユニットアドレス付番正常終了
A01 室内ユニットアドレス付番異常 1
A02 室内ユニットアドレス付番異常 2
A03 室内ユニットアドレス付番異常 3
A04 スーパーリンク設定不良
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⒞　運転データ保持
 市場でのクレーム原因調査を主として，運転データを常時メモリーに記憶し，異常が発生した時点でデータ

書き込みを停止し，異常発生前の運転データを記録します。データは基板上のRS232Cコネクタによりパソ
コンに取り込みが可能でそのデータにより原因究明に役立てることが可能です。
⒤　現在運転の30分前までのデータを記憶し，データは順次更新します。
ⅱ　異常停止が発生するとその時点でデータの更新を停止します。
ⅲ　データの書込みは1分サンプリングとし，パソコンからの要求に対し次のデータを送信します。

ⅳ　異常保持およびモニタリングデータ

データ データ範囲 例
ソフトバージョン Ascii 15 バイト KD3C218########(#:NUUL)
PID（プログラム ID） Ascii 2 バイト 5D
室外機容量 Ascii 3 バイト 下表による
電源周波数 Ascii 2 バイト 60
室外アドレス Ascii 2 バイト 00 ～ 3F
室内アドレス× 16 台分 Ascii 2 バイト× 16 台 40 ～ 7F
室内容量× 16 台分 Ascii 3 バイト× 16 台 022 ～ 280

室外ユニット構成 室外ユニット容量データ 備　　　　考
一 体 形 の 場 合 例：24PS は「S24」 Ｓ：一体形または組合せ親機馬力数表示
組 合 せ の 親 機 例：46PS は「S46」 Ｓ：一体形または組合せ親機で合計馬力
組 合 せ の 子 機 例：20PS は「C22」 Ｃ：組合せの子機馬力

コード

No.
書　込　内　容

記　　録　　デ　　ー　　タ
データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　容

00 異常コード 0 ～ 99 － 1 00：異常無，室外機異常全て
01 異常発生ユニットアドレス 0 ～ FF － 1 00 ～ 3F：室外，40 ～ 6F：室内
02 運転モード 0 ～ 2 － 1 0：停止，1：冷房，2：暖房
03 高圧圧力センサ 0.00 ～ 5.00 A/D 値 1
04 低圧圧力センサ 0.00 ～ 2.00 A/D 値 1
05 Tho-R1 熱交温度 1（出口・前） -35 ～ 75 A/D 値 2
06 Tho-R2 熱交温度 2（出口・後） -35 ～ 75 A/D 値 2
07 Tho-R3 熱交温度 3（入口・前） -35 ～ 75 A/D 値 2
08 Tho-R4 熱交温度 4（入口・後） -35 ～ 75 A/D 値 2
09 Tho-D1 吐管温度（CM1） 20 ～ 140 A/D 値 1
10 Tho-D2 吐管温度（CM2） 20 ～ 140 A/D 値 1
11 Tho-C1 ドーム下温度（CM1） -15 ～ 90 A/D 値 1
12 Tho-C2 ドーム下温度（CM2） -15 ～ 90 A/D 値 1
13 Tho-A 外気温度 -20 ～ 43 A/D 値 1
14 Tho-P1 バワトラ温度（放熱フィン） 20 ～ 140 A/D 値 1
15 Tho-P2 バワトラ温度（放熱フィン） 20 ～ 140 A/D 値 1
16 Tho-SC 過冷却コイル温度 1 18 ～ 73 A/D 値 1
17 Tho-H 過冷却コイル温度 2 -35 ～ 75 A/D 値 2
18 Tho-S 吸入管温度 -35 ～ 75 A/D 値 2
19 冷房過冷却度 0 ～ 50 A/D 値 1
20 吸入過熱度 0 ～ 50 A/D 値 1
21 過冷却コイル過熱度 0 ～ 50 A/D 値 1
22 CT1 電流 0 ～ 50 A/D 値 1
23 CT2 電流 0 ～ 50 A/D 値 1
24 電源電圧 180 ～ 500 A/D 値 1 Bit0 63H1 0：開，1：閉

25 圧力スイッチ － － 1

Bit1 63H1-R 0：開，1：閉
Bit2 63L 0：開，1：閉
Bit3-7 空き
Bit0 20S 0：OFF，1：ON

26 電磁弁 － － 1

Bit1 20SL 0：OFF，1：ON
Bit2 SV1 0：OFF，1：ON
Bit3 SV2 0：OFF，1：ON
Bit4 SV6 0：OFF，1：ON
Bit5 SV7 0：OFF，1：ON
Bit6 SV11 0：OFF，1：ON
Bit7 SV12 0：OFF，1：ON

27 クランクケースヒータ等 － － 1

Bit0 CH1 0：OFF，1：ON
Bit1 CH2 0：OFF，1：ON
Bit2 FMC1.2 0：OFF，1：ON
Bit3 FMC3 0：OFF，1：ON
Bit4 空き 0：OFF，1：ON
Bit5 空き 0：OFF，1：ON
Bit6 SV13 0：OFF，1：ON
Bit7 空き 0：OFF，1：ON
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コード

No.
書　込　内　容

記　　録　　デ　　ー　　タ
データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　容

28 FM01 回転数 0 ～ 65535 10Min-1 2
29 FM02 回転数 0 ～ 65535 10Min-1 2
30 EEVH1 開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
31 EEVH2 開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
32 EEVSC 開度 0 ～ 65535 1 パルス 2
34 室内ユニット接続台数 0 ～ 255 1 台 1
35 室内接続容量 0 ～ 65535 － 2
36 室内サーモ ON 台数 0 ～ 255 1 台 1
37 室内サーモ ON 容量 0 ～ 65535 ー 2
38 要求 Hz の合計 0 ～ 65535 1Hz 2
39 目標 Fk 0 ～ 65535 1Hz 2
40 インバータ CM1 運転周波数 0 ～ 255 1Hz 1
41 インバータ CM2 運転周波数 0 ～ 255 1Hz 1
42 アンサー Hz 合計 0 ～ 65535 1Hz 2
43 CM1 積算運転時間（概算） 0 ～ 65535 1h 2
44 CM2 積算運転時間（概算） 0 ～ 65535 1h 2
45 CM1 圧縮機起動回数 0 ～ 65535 X20 回 2
46 CM2 圧縮機起動回数 0 ～ 65535 X20 回 2

47 圧縮機停止要因 － － 1

Bit0 外気温センサ断線
Bit1 熱交センサ 1 断線
Bit2 熱交センサ 2 断線
Bit3 熱交センサ 3 断線
Bit4 熱交センサ 4 断線
Bit5 Td センサ 1 断線
Bit6 Td センサ 2 断線
Bit7 過冷却コイルセンサ 1 断線

48 圧縮機停止要因 － － 1

Bit0 過冷却コイルセンサ 2 断線
Bit1 吸入管センサ断線
Bit2 低圧センサ断線
Bit3 高圧センサ断線
Bit4 インバータ 1 通信異常
Bit5 インバータ 2 通信異常
Bit6 HP 異常
Bit7 LP 異常

49 圧縮機停止要因 － － 1

Bit0 Td1 異常
Bit1 Td2 異常
Bit2 CM1 起動不良
Bit3 CM2 起動不良
Bit4 CM1 ロータロック
Bit5 CM2 ロータロック
Bit6 CM1 カレントカット
Bit7 CM2 カレントカット

50 圧縮機停止要因 － － 1

Bit0 バワトラ 1 過熱
Bit1 バワトラ 2 過熱
Bit2 FMO1 異常
Bit3 FMO2 異常
Bit4 室内からの圧縮機停止指令
Bit5 起動不良改善
Bit6 液バック異常
Bit7 デマンド制御 0％

51 制御ステータス 0 ～ 180 1 秒 1 CM1 3 分遅延タイマ
52 制御ステータス 0 ～ 180 1 秒 1 CM2 3 分遅延タイマ
53 吐出圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.1℃ 2
54 吸入圧力飽和温度 -50 ～ 70 0.1℃ 2

55 制御ステータス・均油 2 0.1 － 1
0 無
1 制御中

56 制御ステータス油戻し 0 ～ 2 － 1
0 無
1 油戻し待ち
2 油戻し中

57 制御ステータスデフロスト条件 0 ～ 3 － 1

0 無
1 温度条件
2 強化温度条件
3 時間条件
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コード 
No. 書　込　内　容

記　　録　　デ　　ー　　タ
データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　容

58 制御ステータスデフロストステータス 0 ～ 4 － 1

0 無
1 デフロストステータス 1
2 デフロストステータス 2
3 デフロストステータス 3
4 デフロストステータス 4
5 デフロストステータス 5
6 デフロストステータス 6
7 デフロストステータス 7

59 制御ステータス Td 0 ～ 2 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 Td 制御中

60 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 Td1 異常カウンタ
61 制御ステータス 0.1 － 1 Td2 異常カウンタ

62 制御ステータス HP 0 ～ 2 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 HP 制御中

63 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 HP 異常（63H1）カウンタ

64 制御ステータス CS 0 ～ 2 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 CS 制御中

65 制御ステータス LP 0 ～ 3 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 LP 制御中

66 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 LP 異常（運転中）カウンタ
67 制御ステータス 0 ～ 4 － 1 LP 異常（停止時）カウンタ
68 制御ステータス 0.1 － 1 LP 異常（起動時）カウンタ

69 制御ステータス PT 0 ～ 2 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 PT 制御中

70 チェック運転ステータス － － 1 Bit0-3 チェック運転
71 制御ステータス 0 ～ 360 3 分 1 CH 圧縮機保護タイマ

72 制御ステータス CH 圧縮機
保護始動 0 ～ 15 － 1

15 保護始動完了
0 ～ 14 保護始動中

73 スイッチ等 － － 1

Bit0
外部運転（CnS1）
0：運転許可
1：運転禁止

Bit1
デマンド（CNS2）
0：無
1：制御中

Bit2
冷暖強制（CnG1）
0：無
1：制御中

Bit3
静音モード（CnG2）
0：無
1：制御中

Bit4
バックアップ運転
0：無
1：バックアップ運転

Bit5
Hz 解除運転
0：無
1：制御中

74 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV1 カレントカット異常カウンタ
75 制御ステータス 0 ～ 4 － 1 INV1 バワトラ過熱異常カウンタ
76 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV1 ロータロック異常カウンタ
77 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 INV1 起動不良カウンタ
78 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV1 通信異常カウンタ
79 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV2 カレントカット異常カウンタ
80 制御ステータス 0 ～ 4 － 1 INV2 バワトラ過熱異常カウンタ
81 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV2 ロータロック異常カウンタ
82 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 INV2 起動不良カウンタ
83 制御ステータス 0 ～ 3 － 1 INV2 通信異常カウンタ
84 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 DC ファンモータ 1 異常カウンタ
85 制御ステータス 0 ～ 1 － 1 DC ファンモータ 2 異常カウンタ
86 制御ステータス 0 ～ 2 － 1 センサ断線カウンタ
87 制御ステータス 0 ～ 255 － 1 INV 通信異常カウンタ
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コード
No. 書　込　内　容

記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ
データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容

88

INV1 情報
－ － 1 バージョン（初期値 FFh）
－ － 1 DIP SW（初期値 FFh）
－ － 2 予備

INV2 情報
－ － 1 バージョン（初期値 FFh）
－ － 1 DIP SW（初期値 FFh）
－ － 2 予備

89 登録室内 1 ～ 8 要求 Hz 0 ～ 255 1Hz 8
90 登録室内 1 ～ 8 アンサ Hz 0 ～ 255 1Hz 8

91 運転優先切換 0 ～ 1 － 1
0 先押し優先
1 後押し優先

92 冷房高圧制御 2.20,2.50 0.01MPa 1
93 冷房低圧補正 -0.05 ～ 0.05 0.01MPa 1
94 暖房低圧制御 0.08,0.09 0.01MPa 1

95 防雪外ファン制御 0 ～ 1 － 1
0 有効
1 無効

96 CM1 周波数指令 0 ～ 130 1Hz 1
97 CM2 周波数指令 0 ～ 130 1Hz 1
98 目標冷房低圧圧力 0.00 ～ 0.02 0.01MPa 1

99 制御ステータス Tc 0 ～ 2 － 1
0 無
1 Hz ダウン
2.3 Tc 制御中

100 目標冷房高圧圧力 1.60 ～ 4.15 0.01MPa 2
101 暖房高圧補正 0.00 ～ 0.30 0.01MPa 1

102
制御ステータス SCR

（圧縮比保護）
0 ～ 2 － 1

0 無
1 Hz ダウン
2.3 SCR 制御中

103 均油油上がり量 CM1 0 ～ 65535 1cc 2
104 均油油上がり量 CM2 0 ～ 65535 1cc 2
105 油戻し油上がり量 CM1 0 ～ 65535 1cc 2
106 油戻し油上がり量 CM2 0 ～ 65535 1cc 2
107 油戻し積算時間 0 ～ 255 × 3 分 1
108 均油積算 Hz 親 CM1 0 ～ 65535 1Hz 2
109 均油積算 Hz 親 CM2 0 ～ 65535 1Hz 2
110 均油積算 Hz 子 CM1 0 ～ 65535 1Hz 2
111 均油積算 Hz 子 CM2 0 ～ 65535 1Hz 2
112 均油ローテーション Hz 0 ～ 65535 1Hz 2
コード
No.

均油ローテーションステータス

差圧起動未了圧縮機

ドーム下過熱度CM1

ドーム下過熱度CM2

SHTc周波数制限

室内EEV制御

圧縮機停止要因

異常停止圧縮機

バックアップ表示

バックアップ積算時間

制御ステータス

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

－

－

-32768～32767

-32768～32767

－

－

－

－

－

0～65535

0～2

－

－

0.01℃

0.01℃

－

－

－

－

－

×10秒

－

1

1

2

2

1

1

1

1

1

2

1

0以外

0以外

0以外

Bit5

Bit4

Bit3

Bit2

Bit1

Bit0

Bit1

Bit0

0以外

0以外

ローテーション中

未了圧縮機有

制御中

LP異常対策

外調機HP保護

不暖対策

HP/Td保護

サイレン音対策

全閉検知

ThoP2断線

ThoP1断線

停止圧縮機有

バックアップ中

液バック異常カウンタ

書　込　内　容
記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容
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⑵　室外基板設定
記号 入　　　力 2 圧縮機 備考

SW1 室外 No.（10 位） ○
SW2 室外 No.（01 位） ○
SW3-1 点検 LED リセット     通常★／リセット ○
SW3-2 自動バックアップ運転　無★／有 ○ 2 圧縮機のみ使用可
SW3-3 リフレッシュ機種設定　標準／リフレッシュ 下表
SW3-5 チェック運転　　　　通常★／チェック ○
SW3-6 配管洗浄運転      　　　　通常★／運転 ○
SW3-7 冷暖強制切換　　　　通常★／冷暖強制 ○
SW3-8 テストモード　　　　　通常★／テスト ○
SW4-1 機種切換 下表
SW4-2 機種切換 下表
SW4-3 機種切換 下表
SW4-4 機種切換 下表
SW4-5 デマンド切換 下表
SW4-6 デマンド切換 下表
SW4-7 親機・子機設定アドレス 下表 2 圧縮機のみ使用可
SW4-8 親機・子機設定アドレス 下表 2 圧縮機のみ使用可
SW5-1 試運転 SW　　　　　　通常★／試運転 ○
SW5-2 試運転　　　暖★／冷 ○
SW5-3 移設ポンプダウン SW　通常★／ポンプダウン ○
SW5-5 SL 切換　       新 SL（自動）★／旧 SL ○
SW5-6 能力測定モード ○
SW5-7 能力測定モード ○
SW5-8 能力測定モード ○
SW7 データ消去 / 書込み ○
SW8 7 セグメント表示 UP １位 ○
SW9 7 セグメント表示 UP 10 位 ○
J11 電源電圧切換 ○
J12 電源電圧切換 ○
J13 外部入力　　　　レベル★／パルス ○
J14 デフロスト復帰温度　通常★／強化 ○
J15 デフロスト開始温度　通常★／寒冷地 ○
J16 機種切換 下表

注⑴ ジャンパー線Jは短絡／開放を示す。
　⑵ ディップスイッチSWはOFF／ONを示す。
　⑶ ★は工場出荷時（OFF）の設定です。

機　種 マルチ LX マルチ
P335-K P400 P450 P504 P560 P615 P680

馬　　力 12 14 16 18 20 22 24
SW3-3 0 0 0 0 0 0 0
SW4-1 0 0 1 0 1 0 1
SW4-2 1 0 0 1 1 0 0
SW4-3 0 1 1 1 1 0 0
SW4-4 0 0 0 0 0 1 1

J16 0 0 0 0 0 0 0

SW4-5 SW4-6 圧縮機能力（%）
0 ★ 0 ★ 80
0 1 60
1 0 40
1 1 0

■SW4-5，6 デマンド切換  0：OFF，1：ON

■SW3-3，4-1 ～ 4，J16の機種切換                     0：OFF，1：ON

室外ユニット SW4-7 SW4-8
親機 0 ★ 0 ★

子機 1 1 0
子機 2 0 1
子機 3 1 1

■SW4-7，8 親子設定  0：OFF，1：ON

機　種 リフレッシュ LX マルチ
P224 P280 P335 P400 P450 P504 P560

馬　　力 8 10 12 14 16 18 20
SW3-3 1 1 1 1 1 1 1
SW4-1 0 1 0 0 1 0 1
SW4-2 0 0 1 0 0 1 1
SW4-3 0 0 0 1 1 1 1
SW4-4 0 0 0 0 0 0 0

J16 0 0 0 0 0 0 0
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一体形専用機：1圧縮機仕様
FDCP2243HLXR，FDCP2803HLXR，FDCP3353HLXR

組合せ専用機：2圧縮機仕様
FDCP3353HLXR-K

組合せ一体形兼用機：2圧縮機仕様
FDCP4003HLXR・FDCP4503HLXR・FDCP5043HLXR・FDCP5603HLXR・FDCP6153HLXR
FDCP6803HLXR

●四方弁（20S, SL），暖房用膨張弁（EEVH1, 2）および過冷却コイル用膨張弁（EEVSC）の運転パターン
室外ユニットは室内ユニットからの運転／停止信号，冷房／暖房信号，機種容量により運転パターンを決定します。
注⑴ 運転パターンの切換は，サーモON室内ユニット容量および圧力センサ（PSH，PSL）により制御します。

運転パターン

C8
C4
C2
C0
E4
E8

熱交1
凝縮器
凝縮器
凝縮器

—
蒸発器
蒸発器

熱交2
凝縮器

—
—
—
—

蒸発器

熱交用途

凝縮器 100％
凝縮器 50％

凝縮器 20 〜 50％
凝縮器 0％
蒸発器 50％
蒸発器 100％

室外熱交
20S
×
×
×
◯
◯
◯

20SL
×
◯
◯
◯
◯
◯

四方弁
EEVH1

全開
全開

470-60
全閉

PI 制御
PI 制御

EEVH2
全開
全閉
全閉
全閉
全閉

PI 制御

EEVSC
PI 制御
PI 制御
PI 制御
全閉
全閉
全閉

電子膨張弁

注⑴　○：ON，×：OFF

Ⅰ　通常制御
⑴ 各運転モード時の主要機能品の動作

注⑴　○：ON，OFF，×：OFF，○／×，×／○：ON または OFF
⑵　※の機能品は 2 圧縮機仕様のみです。

サーモOFF
リモコン指示

全閉
×
○
×
○
×
×

○／×

○／×

×
×
×
×

○／×
○／×

送　風

リモコン指示
全閉
×

×／○
×
×

×／○
×／○

×

×

×
×
×
×

○／×
○／×

サーモON
リモコン指示
過冷却制御対応

○
○

○／×
○

○／×
○

○／×

○／×

○／×
○／×
○／×
○／×
○／×
○／×

サーモOFF
間欠運転
60 パルス

×
○
×
○
×
×

○／×

○／×

×
×
×
×

○／×
○／×

デフロスト
○→×

機種別開度対応
○
○
○
○

○→×
○→×
○／×

○／×

○／×
○／×

×
×

○／×
○／×

○／×
過熱度制御対応

○／×
○

○／×
○

○／×
○／×
○／×

○／×

○／×
○／×

×
×

○／×
○／×

冷　房 暖　房
除　湿運転モード

機能品
室 内 送 風 機
室 内 膨 張 弁
圧 縮 機 １〔CM1〕
電 磁 接 触 器〔52C1〕
圧 縮 機 ２〔CM2〕
電 磁 接 触 器〔52C2〕
室 外 送 風 機〔FMo-1〕
室 外 送 風 機〔FMo-2〕
換 気 フ ァ ン〔FMC3〕
四 方 弁 〔20S,SL〕
インバータ冷却ファン〔FMC〕
暖房用膨張弁〔EEVH1〕
　　　　　　〔EEVH2〕
過冷却コイル用膨張弁
　　　　　〔E E V S C〕
電 磁 弁 S V 4
電 磁 弁 S V 6
電 磁 弁 S V 7
電 磁 弁 S V 11
電 磁 弁 S V 13
クランクケースヒータ（CH1）
クランクケースヒータ（CH2）

サーモON
リモコン指示
過熱度制御対応

○
○

○／×
○

○／×
○

○／×

○／×

○／×
○／×

×
○／×
○／×
○／×

下表参照

下表参照

下表参照

運転パターン C2, 以外（運転パターンについては下表参照）

※
※

※

※

C　冷・暖フリーマルチLXRシリーズ ESP-FP-1802  B 

FDCP2243～6803HLXR
FDCP3353HLXR－K
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⑵　圧縮機制御（2 圧縮機仕様）
◦圧縮機始動
ⅰ　圧縮機始動順位

電源投入後の圧縮機の始動は，CM1より始動します。（組合せの場合、親機のCM1となります）
但し，圧縮機のドーム下温度の条件とサーモON容量に応じて最大4台同時に起動します。

1　一体形
負荷に対する各圧縮機の運転周波数範囲は次の通りです。下表はCM1が最初に始動する場合を示します。（CM2
から始動する場合，負荷区分1のCM1周波数がCM2周波数となります）
下表は圧縮機運転周波数の上限が120Hzの場合を示ます。

ⅱ　圧縮機のローテーション
1　負荷区分における圧縮機の始動順位と停止順位を決定することでローテーションを行います。
2　室外ユニット1台の場合は室外ユニット全停止毎にCM1とCM2の始動順位を入替えます。
3　親機と各子機は単独で全停止するごとにCM1とCM2の始動順位を入替えます。
4　親機，子機間は各室外ユニットが停止するごとに始動順位を入替えます。

室外ユニット始動順位　親機→子機→親機

（参考）
  圧縮機の台数変化

2　組合せ形
負荷に対する各圧縮機の運転周波数範囲は次の通りです。下表はCM01が最初に始動する場合を示します。

（CM11から始動する場合，負荷区分1のCM01周波数がCM11周波数となります）

 負荷区分 0 1 2
 CM1 0Hz 20〜112Hz 31〜120Hz
 CM2 0Hz 0Hz 31〜120Hz

 機　　種 馬　力 室外ユニット始動順位 圧縮機始動順位
 一体形2圧縮機仕様 12-24 − CM1→CM2→CM1
 組合せ形2圧縮機仕様 26-48 親機→子機→親機 CM1→CM2→CM1

 負荷区分 0 1 2 3
 

親機
 CM01 0Hz 20〜112Hz 31〜112Hz 31〜120Hz

  CM02 0Hz 0Hz 0Hz 31〜120Hz
 

子機
 CM11 0Hz 0Hz 31〜112Hz 31〜120Hz

  CM12 0Hz 0Hz 0Hz 31〜120Hz

60Hz 112Hz

60Hz×2 112Hz×2

圧縮機1台 

圧縮機2台 

圧縮機4台 
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⑶　油戻し制御
電源ON後１回目の起動でシステム積算時間が２時間経過した時，以降５時間毎または油上がり量が設定量に達したと
きに行います。
⒜　制御内容

ⅰ　冷・暖房運転時，サーモOFF，送風，停止，異常停止ユニットを対象に油戻し制御を行います。
ⅱ　油戻し運転周波数は下表に示します。

＜2圧縮機仕様＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜1圧縮機仕様＞

ⅲ　油戻し制御中，室内ユニットは停止します。

⒝　終了条件
下記の何れかで終了します。
ⅰ　油戻し運転周波数指令後，5 分間運転したとき。
ⅱ　全ての圧縮機が 3 分遅延後に起動してから 2 分後に圧縮機運転周波数に到達していない場合は，油戻し制御を

終了する。ただし運転周波数が未到達の時は 1 時間後に再度油戻しを実施します。
ⅲ　圧縮機が 3 分遅延後に起動してから 2 分後に圧縮機運転周波数に到達していても油戻し制御が正常終了する前

に圧縮機運転周波数が油戻し運転周波数を下回った時は，油戻し制御を終了します。ただし運転周波数が保持で
きない場合は，1 時間又は 2 時間後に再度油戻しを実施します。

ⅳ　能力測定モード時，ポンプダウン制御時。

項目
形式

周波数（Hz）

P400
P450
P504
P560
P615
P680
P735
P800
P850

68 × 2
68 × 2
68 × 2
68 × 2
90 × 2
90 × 2
45 × 4
58 × 4
58 × 4

項目
形式

周波数（Hz）

P900
P960
P1010
P1065
P1130
P1180
P1235
P1300
P1360

58 × 4
58 × 4
58 × 4
72 × 4
72 × 4
72 × 4
72 × 4
72 × 4
72 × 4

⑷　除霜制御（デフロスト）
⒜　温度条件デフロスト

ⅰ　温度条件デフロストの開始条件
以下の条件をすべて満足したとき、除霜運転を開始します。
1　除霜終了後の圧縮機運転累積時間が33分経過，又は暖房（運転パターン：E4, E8）運転開始（リモコンON）

後の圧縮機運転累積時間が33分経過
2　圧縮機がOFFからON後8分経過
3　全室外ファンがOFFから1台の室外ユニットがON後8分経過
4　上記条件1）から2）条件を満足した後，室外熱交温度センサ（Tho-R1，R2）と外気温度センサの温度が3分

継続して下図の除霜運転開始温度以下になったとき。

室
外
熱
交
温
度
 

外気温度（℃）〔Tho-A〕 

-2 

-6 

-15 
-19

-21 
-25

-20 -15 

現地切換時

工場出荷時
デフロスト開始ゾーン 

6 

J15：開放

J15：短絡

（℃） 
〔Tho-R〕 

項目
形式

周波数（Hz）

P224 63×1
P280 95×1
P355 95×1
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ⅱ　温度条件デフロストの終了条件
1　通常デフロスト（工場出荷時 J14：短絡）の場合，次の何れかを満足したとき終了します。

a）　室外熱交センサ（Tho-R1かつR2）が9℃以上となったとき。
b）　デフロスト運転開始から12分を経過したとき。

2　作動判定機能付き強化形デフロスト（現地切換 J14：開放）の場合
1　デフロスト運転開始し2分30秒後，Tho-R1かつTho-R2≧9℃の場合、次の何れかで終了します。

i）　Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より2分30秒後。
ⅱ）　Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上。
ⅲ）　デフロスト運転開始から14分を経過したとき。

2　デフロスト運転開始し2分30秒後，Tho-R1またはTho-R2＜9℃の場合，次の何れかで終了します。
i）　Tho-R1かつTho-R2が14℃以上になった時点より5分後。
ⅱ）　Tho-R1またはTho-R2の何れかが30℃以上となったとき。
ⅲ）　デフロスト運転時間が14分を経過したとき。

⑸　保護制御
制　御　項　目 制　御　対　象 

異常停止

異常停止

冷房高圧制御1

暖房高圧制御2

低圧制御3

制　　　御　　　内　　　容 

運転中に低圧が異常値以下（2回/1時間）となったとき，システムを
全停止します。

停止中に低圧が異常値以下（5回/1時間）となったとき，システムを
全停止します。

高圧が異常値以上もしくは63H1作動が1時間に5回作動した場合，システムを
全停止させます。

圧縮機回転数カレントセーフ制御5

4 吐出管温度（Td）制御 異常停止 Tdが異常値以上（5回/1時間）になったとき，システムを全停止します。

インバータ入口のT相電流値が，下記になった場合，圧縮機周波数を下げます。
・外気温度39℃以下の場合：35A（P224～335まで），23A（P400以上）
・外気温度39℃以上の場合：28A（P224～335まで），17A（P400以上）
インバータ入口のT相電流値が，3分継続して上記規定値-1A以下又は，6分
継続して上記規定値未満となった場合解除します。
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⑹　静音モード運転
⒜　静音モードは室内ユニット（リモコン設定）から指令する場合と，室外ユニットから指令する方法とがあります。
⒝　室内ユニットの何れかから「静音モード開始」信号を受信すると静音モード運転に入ります。
⒞　親機のCnG2〔注⑴〕が閉となると静音モード運転に入ります。（子機への入力は無効）

注⑴CnG2コネクタ設定の詳細は688ページをご覧ください。

⒟　室内ユニットの「静音モード開始」と室外ユニットの外部入力端子（CnG2）による静音モード入力が有効になっ
たとき運転に入ります。

⒠　室内ユニットからの静音モードがすべて「静音モード終了」，かつ室外ユニットの静音モード（CnG2：開）とな
ると静音モード運転を解除します。

⒡　静音モード運転では，次の温度範囲が有効です。

⑺　自動バックアップ運転（2 圧縮機仕様のみ）
複数の圧縮機のユニットで任意の圧縮機が故障した場合に，暫定的に他の圧縮機のみで運転します。
⒜　自動バックアップ運転の分類
 自動バックアップ運転有効時においては，異常停止を下記のように分類し，それぞれの分類毎に対応します。

⒤　システム停止：親機・子機含めての停止
ⅱ　ユニット停止：室外ユニット単位での停止
ⅲ　圧縮機停止：圧縮機単位での停止

⒝　自動バックアップ運転の制御内容
⒤　自動バックアップ運転が成立する条件は，親機基板のディップスイッチSW3-2がON（切換時）のとき

但し，SW3-2の切換えは電源投入時のみ有効とします。（電源リセットしないと有効になりません）
ⅱ　自動バックアップ有効時には下表の異常内容を無効とし，かつ検知しません。

○印は無効コード

ⅲ　自動バックアップ有効時に異常が発生した場合，運転出力（CnH），異常出力（CnY），7セグメント，LEDは次
の通り表示します。

1　システム停止の場合
 親機の運転出力をOFF，異常出力をON，7セグメントLEDは異常表示とし，リモコンにはＥ？？の異常表示

を行います。（異常状態の解除はリモコンからの点検リセットとします）
2　ユニット停止の場合
 そのユニットのみ運転出力をOFF，異常出力をON，7セグメントLEDは異常表示とし，正常なユニットはそ

のまま運転（停止）を継続します。
 異常ユニットの異常状態の解除は，各異常状態の復帰条件に従います。
3　圧縮機停止の場合
 その圧縮機のみ停止し，運転出力，異常出力，7セグメントLEDは前の状態を継続し，異常圧縮機の異常状態

の解除は，各異常状態の復帰条件に従います。

29 31℃ 

解除 

外気温度

有効 

冷房時 

2 4℃ 

有効 

外気温度

解除 

暖房時 

異常検知無効コード SW3―2ON 異常検知無効コード SW3―2ON
E32：T 相欠相異常 ○ E45：インバータ基板間伝送異常 ○
E36：吐出管温度異常（Td1，2） ○ E48：DC ファン異常 ○
E37：熱交センサ断線 ○ E51：パワトラ過熱（連続） ○
E38：外温センサ断線 ○ E53：吸入管センサ断線 ○
E39：吐出センサ断線異常（Td1，2） ○ E55：ドーム下温度センサ断線 ○
E40：高圧異常 ○ E56：パワトラ温度センサ断線 ○
E41：パワトラ過熱 ○ E59：圧縮機起動異常 ○
E42：カレントカット ○ E60：圧縮機ロータロック異常 ○
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⒞　自動バックアップ運転の禁止条件
i）　油戻し制御が不成立となった場合
ⅱ）　バックアップ運転の時間が制限値を越えた場合

⒟　自動バックアップ運転の禁止条件成立後の制御
 全圧縮機停止，７セグメント及びリモコンに，［E−ＸＸ］の異常表示を行います。
 本状態では，リモコンの点検リセットは無効とします。　→リモコンに［E−ＸＸ］を継続表示

⑻　防雪用室外ファン制御
⒜　本制御の設定は親機・子機が独立してファン制御を行います。
⒝　親機・子機の7セグメントLEDに書き込むことにより制御の有効／無効を行います。
⒞　室外ファン制御切換え操作方法

i）　チャンネルを「C75」にセット。
ⅱ）　データ表示部に「0」または「1」が表示。「0」：室外ファン制御無効（工場出荷時），「1」：室外ファン制御有効
ⅲ）　SW7（データ書込み／消去）を連続3秒間押す。
ⅳ）　データ表示部のデータ「0」または「1」を0.5秒毎に点滅。
iv）　SW8（1位）を押すごとに「0」または「1」を交互に表示（点滅）。
ⅵ）　点滅している状態でSW7を連続3秒以上押すとデータ表示部の「0」または「1」が点灯に変わります。この操

作により室外ファン制御の有効／無効がEEPROMに記憶され，以降この内容により室外ファンが制御されます。
ⅶ）　室外ファン制御は電源を再投入しても記憶された内容により制御されます。

⒟　防雪用室外ファン制御内容
i）　 全停止および異常停止において，外気温度が3℃以下となった場合に10分毎に1回，全室外ユニットの室外ファ

ンを最高速（第4速）で運転します。
ⅱ）　室外ファンの運転時間は30秒間とします。
ⅲ）　防雪外ファン制御中は各室外ユニットの52C1をONします。

リモコン
異常表示 異 常 内 容 

親室外ユニットにて異常停止 子室外ユニットにて異常停止 

システム停止 システム停止 ユニット停止 ユニット停止 圧縮機停止 圧縮機停止 

E31 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○

○

○

○

○ 

○ 

○ 

○

○

○

○ 

○ 

○ 

○

○

○

○

○

○ 

○ 

○ 

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

E32 

E36 

E37 

E38 

E39 

E40 

E41 

E42 

E43

E45

E48

E49

E51

E53

E54

E55

E56

E59

E60

E61

E63

電源欠相異常 

吐出管温度異常 

吐出管温度センサ断線 

高圧異常 

パワトラ過熱 

カレントカット 

接続台数オーバ

インバータ・室外間通信異常

室外DCファンモータ異常

低圧異常

パワトラ過熱（連続）

吸入管温度センサ断線

高圧センサ／低圧センサ断線

圧縮機起動不良

圧縮機ロータ位置検出異常

室外親・子間通信異常

室内緊急停止異常

ドーム下センサ断線

パワトラセンサ断線

熱交温度センサ断線 

外温センサ断線 

室外アドレスNo.重複，室外アドレス設定不良

ファンON 

外気温度（℃）

3 5 
ファンOFF 
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⑼　緊急停止制御
⒜　室内ユニットから「緊急停止」指令を受信すると全停止します。
⒝　異常コードはE-63とし，全室内ユニットに「緊急停止」を送信します。
⒞　室内ユニットから「緊急停止解除」指令を受信すると，室外ユニットの異常を解除すると共に全室内ユニットに「緊

急停止解除」指令を送信します。

⑽　室外ユニット組合せ保護
電源投入後の通信チェック時に判定し，下表（①）の正常組合せ以外は，室外組合せ異常として運転を許可しません。
組合せ異常時には下表（②）に示すコードを7セグメントに表示します。

⒝　ポンプダウンはディップスイッチの試運転スイッチ，運転モードおよびポンプダウンの3個のスイッチ操作にて開
始と終了を行います。

⒞　ポンプダウンの手順：次の操作の前に室外ユニットの液側操作弁を閉じます。
⒤　SW5-2（試運転の運転モード）をON（冷房）に設定
ⅱ　SW5-3（ポンプダウンスイッチ）をONに設定
ⅲ　SW5-1（試運転スイッチ）をONに設定

⒟　制御終了
 以下の何れかの条件により停止制御を行い，停止後はポンプダウン設定（SW5-1, 2, 3）を解除しないと運転でき

ません。
⒤　低圧圧力LP≦0.01MPaを連続5秒間検知した場合。表示は以下の通りです。

・赤LED／連続点灯
・緑LED／点滅（メイン周期毎：以下同じ）
・7セグメント表示／PoE
・リモコン／停止

ⅱ　異常検知制御が働いた場合。表示はその時の異常表示。

⑾　移設ポンプダウン制御
室外ユニットの移設等により冷媒を回収する必要がある場合に，室外ユニット側でポンプダウン制御を行うことで素
早く冷媒回収を行うことができます。
⒜　本制御は親機側で行い子機側では操作を無効とし，子機側で操作すると子機の7セグメントに下表の表示を行います。

ポンプダウンスイッチを解除すれば通常表示に復帰します。

 形　式 馬　力 正常組合せ（馬力）

 P735 26(12+14) 12+14
 P800 28(14+14) 14+14
 P850 30(14+16) 14+16
 P900 32(16+16) 16+16
 P960 34(16+18) 16+18
 P1010 36(18+18) 18+18
 P1065 38(18+20) 18+20
 P1130 40(20+20) 20+20
 P1180 42(20+22) 20+22
 P1235 44(22+22) 22+22
 P1300 46(22+24) 22+24
 P1360 48(24+24) 24+24

①組合せ表

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 3 組合せ室外ユニット無効

②組合せ異常時に 7 セグメントに表示する内容

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 10 子機設定無効
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ⅲ　ポンプダウン制御による圧縮機の運転時間が積算15分となった場合。（表示は以下の通りです。）
・赤LED／消灯
・緑LED／点滅
・7セグメント表示／表示無し
・リモコン／停止
再ポンプダウンは可能。（SW5-1, SW5-2, SW5-3を一旦OFFし，再設定）

ⅳ　ポンプダウン中にSW5-1, SW5-2, SW5-3の何れかをOFFにした場合。

⑿　室内ユニット接続台数保護
⒜　室内ユニットの接続台数が2圧縮機仕様：80台，1圧縮機仕様：30台を超えた場合は，接続台数オーバとして異常

全停止とします。
⒝　自動アドレスセット時は自動アドレスセット完了時，リモコンアドレスセットはリモコンにてセットしたとき，

手動アドレスセット時は電源立ち上げ時および室内ユニットの運転開始時にチェックします。
⒞　異常全停止（E43）は最大接続台数＋1まで表示する。ただし，自動アドレスセットの場合は全台数に表示します。
⒟　電源投入3分以降に接続している室内ユニットの容量を合計し，室外ユニット容量と比較し使用制限の130％を超

えた場合は，エラー（E43）を表示し，ユニットを停止させます。

⒀　室外分流コントローラ制御
冷暖フリーマルチにおいては，室内ユニットの冷房，暖房が切換った場合，高圧ガス管と低圧ガス管の切換えを分
流コントローラによって実施し，分流コントローラは室内ユニット制御基板のCNT2からの出力で制御します。

⒁　試 運 転
⒜　本制御は親機側で行い子機側では操作は無効です。子機側で操作すると子機の7セグメントに次の表示を行います。

試運転制御のスイッチを解除すれば通常表示に復帰します。

 コード表示部 データ表示部 操作無効内容
 OPE 10 子機設定無効

⒝　親機ディップスイッチSW5-1, 2により室外ユニットより試運転を行います。

    なお，この運転はセンターコンソール等，他のオプションより優先しオプションへは運転状態を伝送します。
⒞　試運転開始条件

⒤　ディップスイッチSW5-2をＯＮ。但し，電源投入前の入力は無効。
ⅱ　ディップスイッチSW5-1, 2以外のSW3, SW5の入力は全てOFFとします。ただし，SW3-2（自動バックアッ

プ運転）はOFF（バックアップ無効）／ON（バックアップ有効）に関わらず，自動バックアップ運転無効です。
（試運転時に故障をチェックするため）

⒟　試運転中の制御（室内ユニットが正常な場合）
⒤　SW5-2がOFF時，暖房運転を行い，SW5-2がON時，冷房運転を行います。
ⅱ　試運転終了時の室内膨張弁は室内ユニット制御によります。
ⅲ　冷房運転：圧縮機運転周波数制御は冷房低圧制御による運転とします。
ⅳ　暖房運転：圧縮機運転周波数制御は暖房高圧制御による運転とします。

⒠　試運転終了条件：以下の何れかの条件で終了とします。
⒤　SW5-1をON→OFFに切換えで停止。
ⅱ　試運転中に異常制御により異常停止した場合は，通常運転時と同様の異常表示を実施します。

SW5-1をON→OFFとしても異常停止状態を継続します。

SW5-1
ON

OFF

SW5-2
OFF
ON

暖房試運転
冷房試運転

通常及び試運転終了
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Ⅱ　オプション制御
・室外基板コネクタ CNS1 の機能

① CNS1 コネクタ：7 セグメント上の〔P11〕を切換えることで下表の機能が可能です。

CNS1 短絡 CNS1 開放
“0”：外部運転入力 運転許可 運転禁止
“1”：デマンド入力 無効 有効
“2”：冷暖強制入力 暖房 冷房
“3”：静音モード入力 1 有効 無効
“4”：2 段階デマンド入力 無効 有効
“5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効
“6”：試運転外部入力 1（SW5-1 同等） 試運転開始 通常運転
“7”：試運転外部入力 2（SW5-2 同等） 冷房試運転 暖房試運転
“8”：静音モード入力 2 有効 無効
“9”：予備 ― ―
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⑴　外部入力及びデマンド入力
⒜　運転許可及び禁止モード

◦外部入力CnS1〔注⑵〕により，運転許可／禁止モードの切換えを行います。
注⑴　コネクタの設定の詳細は 101 ページをご覧ください。

⒤　J13：CnS1入力方式の切換
1　J13短絡：CnS1はレベル入力

J13開放：CnS1はパルス入力
2　室外ユニット外部入力CnS1による運転・停止制御

ⅱ　リモコンは運転状態を表示し，オプションへは運転状態を転送します。
ⅲ　本制御によりリモコンからの制御を受け付けないとき“センター”を表示します。（（iv）項参照）
ⅳ　CnS1は，ジャンパー線J13の短絡−開放により，下記の動作となります。

パルス入力の場合，パルス幅は500ms以上となります。
1　J13−短絡

2　J13−開放

CnS1入力OFF（開放） 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
 ・停止 

PUSH 

センター 

OFF ON OFF OFF ON 

リモート センター 

PUSH PUSH PUSH 

エアコンON可能 

ON（短絡） OFF（開放）

入力：CnS1 

J13：短絡（レベル入力） 

J13：開放（パルス入力） 

J13：短絡 

J13：開放 

短絡 

開放 

CnS1入力方式切換：J13 CnS1：運転許可 
／禁止モード切換 

短絡 

開放 

運転許可 
　／禁止モード切換（反転） 
運転許可モード 
→運転禁止モード 

 
（NOP） 

運転禁止モード
→運転許可モード

注⑴　工場出荷時は J13：短絡，CnS1：短絡（ショートピン接続）

CnS1入力 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
 ・停止 

PUSH 

センター 

OFF ON OFF OFF ON 

リモート リモート センター センター 

PUSH PUSH PUSH PUSH 
エアコンON可能 

ON OFF ON OFF 

注⑴　電源投入後，室内ユニットの登録が完了するまで（約40秒）はリモートモードとなり，センターにはなりません。
　⑵　電源投入後の初期設定は通常運転とします。



7.03-671_693 色
Ｋ

新
組
05/12
1105

初
校
07/01
1103

再
校
00/00
名前

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

681

ⅲ　リモコンは運転状態を表示し，オプションへは運転状態を転送します。
ⅳ　デマンド制御：ディップスイッチSW4-5, 6を用いデマンド率を切換えます。

SW4-5，6デマンド切換　0：OFF，1：ON（工場出荷時はOFFです。）

入力：CnS2

J13：短絡（レベル入力） 

J13：開放（パルス入力） 

J13：短絡 

J13：開放 

短絡 

開放 

CnS2入力方式 
方式切換：J13 CnS2：デマンド制御／通常運転切換 

短絡 

開放 

デマンド制御→通常運転 

通常運転／デマンド制御切換（反転） 

通常運転→デマンド制御 

（NOP） 

注⑴　工場出荷時は J13：短絡，CnS2：短絡（ショートピン接続）
⑵　CnS2 コネクタ設定の詳細は 101 ページをご覧ください。

ⅱ　室外ユニット外部入力CnS2による運転・停止制御

ⅴ　本デマンド制御よりも，四方弁切換保障，圧縮機保護始動，デフロスト運転，均油制御，油戻し制御を優先します。

SW
4-5

SW
4-6

圧縮機出力
（％）

0 0 80
1 0 60
0 1 40
1 1 0

1　J13−短絡

2）J13−開放

CnS2入力 

リモコン操作 

リモコン表示 

エアコン運転 
 ・停止 

PUSH 

OFF 

ON ON 

圧縮機デマンド 圧縮機デマンド 

デマンド制御  通常  通常  

OFF OFF 

リモート  

PUSH PUSH PUSH 

ON（短絡） ON（短絡） OFF（開放）

CnS2入力

リモコン操作

リモコン表示

エアコン運転
・停止

PUSH 

リモート 

デマンド制御 通常 OFF 

OFF OFF OFF OFF 
ON ON ON ON ON 

OFF 

圧縮機デマンド 圧縮機デマンド

デマンド制御 

PUSH PUSH PUSH   

ON ON

ⅵ　CnS2は、ジャンパー線J13の短絡−開放により，下記の動作となります。
パルス入力の場合，パルス幅は500ms以上とします。

⒝　デマンド制御
⒤　外部入力CnS2により，デマンド制御/通常運転切換を行います。

（注）CnS2コネクタ設定の詳細は101ページをご覧ください。

1　J13：CnS2入力方式の切換。
J13短絡：CnS2はレベル入力
J13開放：CnS2はパルス入力
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⑵　運転および異常信号出力
室外ユニットの運転および異常情報を一括し取出し表示する機能です。室内ユニットにも運転，異常取出しはありま
すが，室外ユニットの冷媒系統単位での取り出しを目的としています。
⒜　室外コントローラに室外側運転および異常出力を設けています。
⒝　出力リレー作動図

⒞　異常出力は，異常停止となった時ONし，異常から復帰した後リモコンからの点検リセットによりOFFします。異
常復帰前にリモコンで点検リセットしてもOFFしませんが，その後異常復帰した場合，自動でOFFします。

⒟　接続している室内ユニットが，少なくとも１台運転している場合に，運転出力リレー (52XR)をONします。（運転
とは，リモコンがONされている状態で送風，サーモOFFを含み，異常停止は除きます。）

⒠　出力リレーはDC12Vをオプションとし，リレー負荷はLY2F(オムロン製)を最大とします。
⒡　運転および異常出力リレー (52XR,52XE)接続用コネクタは基板上にマウントしています。 
⒢　CPU暴走は除きます。
⒣　自動バックアップ運転が有効の場合，異常を検知して停止している圧縮機の異常については，異常表示は行いま

せん。

異常出力52XE 

異常の有無 

室外点検LED 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

正常 正常 

異常 ケース① 

ケース② 

異常 リモコンリセット 
ケース① 

リモコンリセット 
ケース② 

ディップスイッチ
リセット
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Ⅲ　データ出力
⑴　7 セグメント及び運転データ保持

⒜　7 セグメント表示
 試運転における各種運転データチェック，サービス時における原因究明の手助けとして運転情報を表示します。主と

してマイコンへの入力データ，室外ユニット制御内容，室内ユニット登録情報等を 7 セグメント LED に表示させます。
ⅰ　運転情報

1　室外ユニット基板上の 6 桁の 7 セグメントに各項目を表示します。
2　左 3 桁をコード表示部，右側 3 桁をデータ表示部とします。
3　各項目のコード No. を十の位は SW9，一の位は SW8 を押すことにより選択します。
4　コード No. を「C99」にすることにより No.00 から No.29 までを順次表示します。出荷時のセレクタ

No. は「C99」です。
5　コード No. を「C99」以外にした場合は，7 セグメント表示を固定します。
6　コード No.77 はリセット可能です。
 本操作により，運転データ保持の内容（異常停止前の 30 分間データ）を消去することが可能です。
 リセット方法はコード No.77 を選択し異常データが保持されていれば，データ表示部に「dEL」を表示させ，

SW7 を 3 秒間押すことにより記憶データを消去します。ただし，コード No.54（圧縮機積算運転時間）は消
去されません。データが消去されると，データ表示部に −−− を表示します。また異常データが保持されて
いない場合も −−− を表示します。

7　括弧内コードは予約を示し本制御では表示しません。
8　SW8（1 の位）は 0 ⇒ 1 ⇒ 2 …… 9 ⇒ 0 の順に表示します。
9　SW9（10 位）を押すことにより各 10 位の先頭コードにジャンプします。
 　例：コード 07 で SW9 を押すとコード 10 を表示する。

10）　コードNo.54は消去可能です。
 本操作により，コードNo.に対応した圧縮機積算運転時間を消去（リセット）することが可能です。（圧縮機

交換後の運転時間リセット）リセット方法はコードNo.54を選択します。データ表示部には現在までの圧縮機
積算運転時間が表示されます。

 SW7を3秒間押すことにより記憶データを消去します。ただし，運転データ保持は消去しません。
ⅱ　表示内容の個別定義

1　コードNo.C17  冷房過冷却度
冷房過冷却度

 　　＝高圧圧力センサ（PSH）検知圧力飽和温度−過冷却コイル温度センサ1（Tho-SC）検知温度（℃）
 表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。
 暖房運転中は過冷却度としての信頼性はありませんがそのまま表示します。

2　コードNo.C18  吸入過熱度
 吸入過熱度
 　　＝吸入管温度センサ（Tho-S）検知温度−低圧圧力センサ（PSL）検知圧力飽和温度（℃）
 表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。

3　コードNo.C19  過冷却コイル過熱度
 過冷却コイル過熱度
 　　＝過冷却コイル管温度センサ2（Tho-H）検知温度−低圧圧力センサ（PSL）検知圧力飽和温度（℃）
 表示は計算結果の小数点第2位を四捨五入します。また計算結果が負となった場合は「0.0」とします。

ⅲ　異常時のエラー No.表示はディップスイッチSW3-1ONで通常表示に戻します。
ⅳ　吐出圧力飽和温度，吸入圧力飽和温度の表示で−10.0℃以下は小数点以下を四捨五入して表示します。 

（7セグメント表示範囲が3桁のため）
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⒱　表示優先順位
1　EXX ＞ CHX ＞ PCLX ＞ PoE ＞ PoS ＞ OPE ＞ CXX
2　1）の表示からその状態が解除されたら自動表示に切換えます。
3　1）の表示からSW8またはSW9を押せば「C00」の表示に変更します。ただし，10秒間スイッチ入力がない

場合は，1）の優先に従って表示します。
4　表示切換
 特別表示はCXX以外の表示とします。

〔CXX〕 

特別表示 
発生時 

特別表示 
解除 10秒間無操作※ 

ボタン操作 

ボタン操作 
C99 

特別表示 

自動送り 

※この間に特別表示が解除すると〔CXX〕のままとなります。

室外機設定
C00
C01
C02
C03
C04
C05
C06
C07
C08
C10
C11
C12
C13
C14
C15
C16
C17
C18
C19
C20
C21
C22
C23
C24
C26
C27
C28
C29

C30

OPE??

50
50

0.1
0.1
0.1

0〜999
0〜999
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C31

C32

C33

C34

C35

C36

C37

C38

C39

C40

圧縮機

圧縮機

圧縮機

圧縮機

圧縮機

圧縮機

4

（SV12）

（SV4）

（SV12）

⒝　7セグメント表示一覧

C41 圧縮機停止要因⑦
0,1

(0：正常，1：異常 )
−

100 位：CM1 始動不良
  10 位：CM2 始動不良
    1 位：CM1 ロータロック

C42 圧縮機停止要因⑧
0,1

(0：正常，1：異常 )
−

100 位：CM2 ロータロック
  10 位：CM1 カレントカット
    1 位：CM2 カレントカット

C43 圧縮機停止要因⑨
0,1

(0：正常，1：異常 )
−

100 位：パワトラ 1 過熱
  10 位：パワトラ 2 過熱
    1 位：DC ファン 1 異常

C44 圧縮機停止要因⑩
0,1

(0：正常，1：異常 )
−

100 位：DC ファン 2 異常
  10 位：室内からの停止指令
    1 位：運転パターンによる圧縮機停止

C45 圧縮機停止要因⑪
0,1

(0：正常，1：異常 )
−

100 位：冷暖切換による圧縮機停止
  10 位：デマンド制御 0％
    1 位：0

C46 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：異常 )
−

100 位：均油 2 制御中
  10 位：油戻し制御中
    1 位：デフロスト中

C47 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：異常 )
−

100 位：Td 制御中
  10 位：HP 制御中
    1 位：CS 制御中

C48 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：異常 )
−

100 位：LP 制御中
  10 位：PT 制御
    1 位：冷房低圧制御中

C49 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：異常 )
−

100 位：冷房高圧制御中
  10 位：暖房高圧制御中
    1 位：暖房低圧制御中

C50 室内ユニット接続台数 0 〜 50 1
C51 室内ユニット運転台数 0 〜 50 1
C52 要求 Hz の合計 0 〜 999 １Hz
C53 目標 Fk 0 〜 999 １Hz
C54 圧縮機積算運転時間（CM1） 0 〜 655 １00h
C55 圧縮機積算運転時間（CM2） 0 〜 655 １00h
C56 吐出圧力飽和温度 -50 〜 70 0.1℃ -10 以下は 1℃
C57 吸入圧力飽和温度 -50 〜 30 0.1℃ -10 以下は 1℃
C58 目標冷房低圧圧力 0.00 〜 2.00 0.01MPa
C59 目標暖房高圧圧力 1.60 〜 4.15 0.01MPa
C60 カウンタ・CM2 始動不良 0 〜 20 −
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NO. 表　示　内　容 データ表示範囲 最小単位 備　　　考

C61 カウンタ・CM2 ロータロック 0 〜 3 −
C62 カウンタ・パワトラ 2 過熱 0 〜 4 −
C63 インバータ 1 運転周波数指令 0 〜 130 1Hz
C64 インバータ 2 運転周波数指令 0 〜 130 1Hz
C65 カウンタ・インバータ 2 通信異常 0 〜 3 −

C66 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：作動 )
−

100 位：静音モード中
  10 位：（能力測定モード中）
    1 位：試運転中

C67 （制御ステータス）
0,1

(0：不作動，1：作動 )
−

100 位：（アンマッチ）
  10 位：（室内 EEV チェック）
    1 位：（冷媒量判定）

C68 制御ステータス
0,1

(0：不作動，1：作動 )
−

100 位：（配管洗浄）
  10 位：Tc 制御中
    1 位：（圧縮比保護制御中）

C69 室外運転パターン 1 〜 17 − 1：E8，5：E4，9：C0
11：C2，13：C4，17：C8

C70 （運転優先切換） 0,1 −
0：（先押し優先（出荷時））
1：（後押し優先）

C71 冷房高圧制御 2.2,2.5 0.01MPa 2.20：出荷時　　2.5：切換時
C72 冷房低圧補正 -0.05 〜 +0.05 0.01MPa 0.00：出荷時
C73 暖房高圧補正 0.00 〜 0.40 0.01MPa 0.00：出荷時
C74 暖房低圧圧力 0.80,0.90 − 0.80：出荷時　　0.9：切換時
C75 防雪外ファン制御 0,1 − 0：防雪ファン制御無効　1：有効

C76 （予備）

C77 データリセット - - -,dEL
- - -：異常データ無し
dEL ：データリセット可能

C78 デマンド率変更

OFF
000
040
060
080

− OFF：出荷時

C80 カウンタ・センサ断線 0 〜 2 −
C81 カウンタ・インバータ 1 通信異常 0 〜 3 −
C82 カウンタ・ハイプレッシャー保護 0.1 −
C83 カウンタ・圧縮機 1 起動不良 0 〜 20 −
C84 カウンタ・低圧異常①（停止中） 0 〜 4 −
C85 カウンタ・低圧異常②（起動直後） 0,1 −
C86 カウンタ・低圧異常③（運転中） 0 〜 3 −
C87 カウンタ・圧縮機 1 ロータロック 0 〜 3 −
C88 カウンタ・パワトラ 1 過熱 0 〜 4 −
C89 カウンタ・吐出管 1 温度異常 0,1 −
C90 カウンタ・吐出管 2 温度異常 0,1 −
C91 カウンタ・カレントカット（CM1） 0 〜 3 −
C92 カウンタ・カレントカット（CM2） 0 〜 0.1 −
C93 カウンタ・室内外通信異常 0 〜 255 −
C94 カウンタ・室外インバータ通信異常 2 0 〜 255 −
C95 カウンタ・CPU リセット 0 〜 255 −
C96 カウンタ・FMO1 異常 0 〜 255 −
C97 カウンタ・FMO2 異常 0 〜 255 −
C98 プログラムバージョン − − 例（2.70）
C99 自動送り表示 − −
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⒞　設定値変更関連（EEPROM記憶）

コード
NO. 表　示　内　容 データ表示範囲 最小単位 備　　　考

P11 CNS1 機能割当て
（次ページ参照） 0 〜 9 1［−］ 0：（出荷時）

→外部運転入力

P12 CNS2 機能割当て
（次ページ参照） 0 〜 9 1［−］ 1：（出荷時）

→デマンド入力

P13 CNG1 機能割当て
（次ページ参照） 0 〜 9 1［−］ 2：（出荷時）

→冷暖強制入力

P14 CNG2 機能割当て
（次ページ参照） 0 〜 9 1［−］ 3：（出荷時）

→静音モード入力

P15 CNQ5 機能割当て
（次ページ参照） 0 〜 9 1［−］ 4：（出荷時）

→（予備）

P16 室外ファン防雪制御 ON
時間設定（予備） 10，30 〜 600 30［秒］ 30：（出荷時）

＜新スーパーリンク設定＞

P30 スーパーリンク通信状態 0.1 −
0：旧スーパーリンク
1：新スーパーリンク

P31 自動アドレス開始入力 0：（出荷時）
0.1

1
0：自動アドレス開始送信しない
1：自動アドレス開始送信する

P32 開始アドレス入力
0：（出荷時）
0 〜 127

1
自動アドレス時の開始アドレス
を指定する。白身でのみ使用。

P33 接続室内ユニット台数入力
XX：（出荷時）
1 〜 24（※）

1

（※）機種毎の最大接続台数を初期値及び上
限とする。
自動アドレス時の室内機接続台数を指定す
る。白身でのみ使用。

P34 極性送信
0：（出荷時）
0.1

−
0：極性を送信しない
1：極性を送信する
白身でのみ使用。

AUX 自動アドレス設定中
AUE 室内ユニットアドレス付番正常終了
A01 室内ユニットアドレス付番異常 1
A02 室内ユニットアドレス付番異常 2
A03 室内ユニットアドレス付番異常 3
A04 スーパーリンク設定不良
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コード 
No. 

00 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

異常コード 

異常発生ユニットアドレス 

運転モード 

高圧圧力センサ 

低圧圧力センサ 

Tho-R1熱交温度1（出口・前） 

Tho-R2熱交温度2（出口・後） 

Tho-R3熱交温度3（入口・前） 

Tho-R4熱交温度4（入口・後） 

Tho-D1吐出管温度（CM1） 

Tho-D2吐出管温度（CM2） 

00～99 

00～FF 

0～2 

0.00～5.00 

0.00～2.00 

-35～75 

-35～75 

-35～75 

-35～75 

20～140 

20～140 

－ 

－ 

－ 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

A/D値 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

00：異常無，室外ユニット異常全て

00～3F：室外，40～6F：室内

0：停止，1：冷房，2：暖房

冷房液側

冷房液側

冷房ガス側

冷房ガス側

書　込　内　容 
記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ 

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容 

データ 
ソフトバージョン
PID（プログラムID）
室外ユニット容量
電源周波数
室外アドレス
室内アドレス×16台分
室内容量×16台分

Ascii 15バイト 
Ascii 2バイト 
Ascii 3バイト 
Ascii 2バイト 
Ascii 2バイト 
Ascii 2バイト×16台 
Ascii 3バイト×16台 

KD3C218########（#:NULL） 
5D 
下表による 
60 
00～3F 
40～7F 
022～280 

データ範囲 例 

室外ユニット構成 
一 体 形 の 場 合  
組 合 せ の 親 機  
組 合 せ の 子 機  

例：24PSは「S24」 
例：46PSは「S46」 
例：20PSは「C22」 

S：一体形または組合せ親機馬力数表示 
S：一体形または組合せ親機で合計馬力 
C：組合せの子機馬力 

室外ユニット容量データ 備　　　　考 

⒠　運転データ保持
 市場での異常時における原因調査を主として，運転データを常時メモリーに記憶し，異常が発生した時点でデータ書

き込みを停止し，異常発生前の運転データを記録します。データは基板上のRS232Cコネクタによりパソコンに取
り込みが可能でそのデータにより原因究明に役立てることが可能です。
⒤　現在運転の30分前までのデータを記憶し，データは順次更新します。
ⅱ　異常停止が発生するとその時点でデータの更新を停止します。
ⅲ　データの書込みは1分サンプリングとし，パソコンからの要求に対し次のデータを送信します。

ⅳ　異常保持およびモニタリングデータ

CNS1 短絡 CNS1 開放
“0”：外部運転入力 運転許可 運転禁止
“1”：デマンド入力 無効 有効
“2”：冷暖強制入力 暖房 冷房
“3”：静音モード入力 1 有効 無効
“4”：2 段階デマンド入力 無効 有効
“5”：室外ファン防雪制御入力 有効 無効
“6”：試運転外部入力 1（SW5-1 同等）試運転開始 通常運転
“7”：試運転外部入力 2（SW5-2 同等）冷房試運転 暖房試運転
“8”：静音モード入力 2 有効 無効
“9”：予備 ― ―

⒟　コネクタ機能割当て
室外基板コネクタCNS1，CNS2，CNG1，CNG2，CNQ5の機能
CNS1，CNS2，CNG1，CNG2，CNQ5コネクタ：7セグメント上の〔P11 〜 P15〕を切換えることで下表の機
能が可能です。
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コード
No.

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

25

26

27

28
29
30
31
32
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

Tho-C1ドーム下温度（CM1）
Tho-C2ドーム下温度（CM2）
Tho-A外気温度
Tho-P1パワトラ温度（放熱ﾌｨﾝ）
Tho-P2パワトラ温度（放熱ﾌｨﾝ）
Tho-SC過冷却コイル温度1
Tho-H過冷却コイル温度2
Tho-S吸入管温度
冷房過冷却度
吸入過熱度
過冷却コイル過熱度
CT1電流
CT2電流
電源電圧

圧力スイッチ

電磁弁

クランクケースヒータ等

FM01回転数
FM02回転数
EEVH1開度
EEVH2開度
EEVSC開度
室内ユニット接続台数
室内接続容量
室内サーモＯＮ台数
室内サーモＯＮ容量
要求Hzの合計
目標Fk
インバータCM1運転周波数
インバータCM2運転周波数
アンサーＨz合計
CM1積算運転時間（概算）
CM2積算運転時間（概算）
CM1圧縮機起動回数
CM2圧縮機起動回数

-15～90
-15～90
-20～43
20～140
20～140
18～73
-35～75
-35～75
0～50
0～50
0～50
0～50
0～50
180～500

－

－

－

0～65535
0～65535
0～65535
0～65535
0～65535
0～255
0～65535
0～255
0～65535
0～65535
0～65535
0～255
0～255
0～65535
0～65535
0～65535
0～65535
0～65535

A/D値
A/D値
A/D値
A/D値
A/D値
A/D値
A/D値
A/D値
0.01℃
0.01℃
0.01℃
A/D値
A/D値
A/D値

－

－

－

10min-1

10min-1

1パルス
1パルス
1パルス
1台
－
1台
－
1Hz
1Hz
1Hz
1Hz
1Hz
1h
1h
X20回
X20回

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
1
1
1

1

1

1

2
2
2
2
2
1
2
1
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2

Bit0
Bit1
Bit2
Bit3-7
Bit0
Bit1
Bit2
Bit3
Bit4
Bit5
Bit6
Bit7
Bit0
Bit1
Bit2
Bit3
Bit4
Bit5
Bit6
Bit7

63H1
（63H1-R）
（63L）
空き
20S
20SL
（SV1）
（SV2）
SV6
SV7
SV11
（SV12）
CH1
CH2
FMC1,2
FMC3
（SV3）
SV4
空き
空き

0：開，1：閉
0：開，1：閉
0：開，1：閉

0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON
0：OFF，1：ON

書　込　内　容
記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容

液管側
吸入管側
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No. 

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

圧縮機停止要因

圧縮機停止要因

圧縮機停止要因

圧縮機停止要因

制御ステータス

制御ステータス

吐出圧力飽和温度

吸入圧力飽和温度

制御ステータス・均油2

制御ステータス油戻し

制御ステータスデフロスト条件

制御ステータスデフロストステータス

－

－

－

－

0～180

0～180

-50～70

-50～70

0,1

0～2

0～3

0～4

－

－

－

－

1秒

1秒

0.01℃

0.01℃

－

－

－

－

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

Bit6

Bit7

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

Bit6

Bit7

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

Bit6

Bit7

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

Bit6

Bit7

CM1 3分遅延タイマ

CM2 3分遅延タイマ

0

1

0

1

2

0

1

2

3

0

1

2

3

4

外気温センサ断線

熱交センサ1断線

熱交センサ2断線

熱交センサ3断線

熱交センサ4断線

Tdセンサ1断線

Tdセンサ2断線

過冷却コイルセンサ1断線

過冷却コイルセンサ2断線

吸入管センサ断線

低圧センサ断線

高圧センサ断線

インバータ1通信異常

インバータ2通信異常

ＨＰ異常

ＬＰ異常

Td1異常

Td2異常

CM1起動不良

CM2起動不良

CM1ロータロック

CM2ロータロック

CM1カレントカット

CM2カレントカット

パワトラ1過熱

パワトラ2過熱

FMO1異常

FMO2異常

室内からの圧縮機停止指令

運転パターンによる圧縮機停止

冷暖切換による圧縮機停止

デマンド制御0%

無

制御中

無

油戻し待ち

油戻し中

無

温度条件

強化温度条件

（時間条件）

無

デフロストステータス1

デフロストステータス2

デフロストステータス3

デフロストステータス4

書　込　内　容 
記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ 

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容 
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59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

制御ステータスTd

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータスHP

制御ステータス

制御ステータスCS

制御ステータスLP

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータスPT

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータスCH圧縮機

保護始動

スイッチ等

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

0～2

0,1

0,1

0～2

0,1

0～2

0～2

0～3

0～4

0,1

0～2

－

0～360

0～15

－

0～3

0～4

0～3

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3分

－

－

－

－

－

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

2

Td1異常カウンタ

Td2異常カウンタ

0

1

2

HP異常（63H1）カウンタ

0

1

2

0

1

2

LP異常（停止時）カウンタ

LP異常（起動時）カウンタ

LP異常（運転中）カウンタ

0

1

2

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3
Bit4
Bit5

Bit6

Bit7

15

0～14

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

INV1カレントカット異常カウンタ

INV1パワトラ過熱異常カウンタ

INV1ロータロック異常カウンタ

無

Hzダウン

Td制御中

無

Hzダウン

HP制御中

無

Hzダウン

CS制御中

無

Hzダウン

LP制御中

無

Hzダウン

PT制御中

発停時ポンプダウン制御実施中

室外機均圧制御実施中

低外気温冷房目標LP補正中

親機圧縮機1均油積算UP周波数
親機圧縮機2均油積算HzUP
子機1圧縮機1均油積算HzUP

子機1圧縮機2均油積算HzUP

均油ローテーション積算HzUP

CH圧縮機保護タイマ

保護始動完了

保護始動中

外部運転（CnS1）
0：運転許可
1：運転禁止

デマンド（CnS2）
0：無
1：制御中

冷暖強制（CnG1）
0：無
1：制御中

静音モード（CnG2）
0：無
1：制御中

バックアップ運転
0：無
1：バックアップ運転

Hz解除運転
0：無
1：制御中

コード
No. 書　込　内　容

記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ
データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容
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78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

制御ステータス

登録室内1～8運転モード

登録室内1～8要求Hz

登録室内1～8アンサHz

（運転優先切換）

冷房高圧制御

冷房低圧補正

暖房低圧制御

防雪外ファン制御

CM1周波数指令

CM2周波数指令

目標冷房低圧圧力

制御ステータスTc

目標暖房高圧圧力

暖房高圧補正

制御ステータスSCR

（圧縮比保護）

暖房目標過熱度

油上がり積算量

冷房サーモON室内ユニット積容量合計

暖房サーモON室内ユニット積容量合計

室外運転パターン

油戻しカウントダウン

室内EEV制御ステータス

0～20

0～3

0～3

0～4

0～3

0～20

0～3

0～1

0～1

0～2

0～255

0～4

0～255

0～255

0～1

2.20,2.50

-0.05～0.05

0.80,0.90

0,1

0～130

0～130

0.00～2.00

0～2

1.60～4.15

0.00～0.40

0～2

0～255

0～255

0～65535

0～65535

0～255

0～255

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1Hz

1Hz

－

0.01MPa

0.01MPa

0.01MPa

－

1Hz

1Hz

0.01MPa

－

0.01MPa

0.01MPa

－

0.1℃

10cc

－

－

1

3分

－

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

2

1

1

1

INV1起動不良カウンタ

INV1通信異常カウンタ

INV2カレントカット異常カウンタ

INV2パワトラ過熱異常カウンタ

INV2ロータロック異常カウンタ

INV2起動不良カウンタ

INV2通信異常カウンタ

DCファンモータ1異常カウンタ

DCファンモータ2異常カウンタ

センサ断線カウンタ

INV通信異常カウンタ

0

1

2

3

4

0

1

0

1

0

1

2

0

1

2

実際の範囲は5～30deg

実際の範囲は0cc～500cc

実際の範囲は0～17

実際の範囲は0～600分（10時間）

Bit0

Bit1

Bit2

Bit3

Bit4

Bit5

Bit6

Bit7

自動

除湿

冷房

送風

暖房

（先押し優先）

（後押し優先）

有効

無効

無

周波数ダウン

Tc制御中

無

周波数ダウン

SCR制御中

室内ユニットEEV全閉検知制御

室内ユニット不暖回避制御

室内ユニット暖房停止室内ユニット微開制御

室内ユニット冷房起動制御

室内ユニット暖房起動制御

コード
No. 書　込　内　容

記　　　録　　　デ　　　ー　　　タ

データ書込範囲 書込単位 バイト数 内　　　　　　容
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⑵　室外基板設定
記号 入　　　力 1 圧縮機 2 圧縮機 備考

SW1 室外 No.（10 位） ○ ○
SW2 室外 No.（01 位） ○ ○
SW3-1 点検 LED リセット              通常★／リセット ○ ○
SW3-2 自動バックアップ運転　　　　　　　無★／有 − ○ 2 圧縮機のみ使用可
SW3-8 テストモード　　　　　　　　通常★／テスト ○ ○
SW5-1 試運転スイッチ　　　　　　　通常★／試運転 ○ ○
SW5-2 試運転　　　　　　　　　　　　　　暖★／冷 ○ ○
SW5-3 ポンプダウンスイッチ　通常★／ポンプダウン ○ ○
SW5-4 接続容量保護キャンセル  通常★／キャンセル ○ ○
SW5-5 SL 通信切換設定　　 新 SL（自動）★／旧 SL ○ ○
SW7 データ消去 / 書込み ○ ○
SW8 7 セグメント表示 UP １位 ○ ○
SW9 7 セグメント表示 UP 10 位 ○ ○
SW4-1 機種切換 下表 下表
SW4-2 機種切換 下表 下表
SW4-3 機種切換 下表 下表
SW4-4 機種切換 下表 下表
SW4-5 デマンド切換 ○ ○
SW4-6 デマンド切換 ○ ○
SW4-7 親機・子機設定アドレス − ○ 2 圧縮機のみ使用可
J11 電源電圧切換 下表 下表
J12 電源電圧切換 下表 下表
J13 外部入力　　　　　　　　　レベル★／パルス ○ ○
J14 デフロスト復帰温度　　　　　　通常★／強化 ○ ○
J15 デフロスト開始温度　　　　　通常★／寒冷地 ○ ○
J16 機種切換 下表 下表

注⑴ ジャンパー線Jは短絡／開放を示す。
　⑵ ディップスイッチSWはOFF／ONを示す。
　⑶ ★印は工場出荷時（OFF）設定を表す。

機　種 P224 P280 P355 P335-K P400 P450 P504 P560 P615 P680
馬　　力 8 10 12 12 14 16 18 20 22 24
SW4-1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1
SW4-2 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0
SW4-3 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
SW4-4 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1

J16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■SW4-1 〜 4，J16の機種切換 0：OFF，1：ON

SW4-5 SW4-6 圧縮機能力（%）
0★ 0★ 80
1 0 60
0 1 40
1 1 0

■SW4-5，6 デマンド切換  0：OFF，1：ON

室外ユニット SW4-7 SW4-8
親機 0★ 0★
子機1 1 0
子機2 0 1
子機3 1 1

■SW4-7，8 親子設定  0：OFF，1：ON

注⑴ ★印は工場出荷時設定を表す。

J11 J12 電源電圧

1 1 200V　50／60Hz

■J11，J12 の電源電圧切換
0：OFF，1：ON
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3.8 電装品故障診断要領

3.8.1　故障診断の基本 ����������������695
3.8.2　故障診断の補足説明 ��������������696
3.8.3　故障診断の内容 ����������������697

⑴　点検表示一覧 �����������������697
⑵　故障診断 �������������������698

3.8.4　室外ユニット側の基板交換 �����������757
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3.8.1 故障診断の基本



696

3.8.2 故障診断の補足説明

※インバータ基板チェックは終了です。引続きファンモータのチェックをしてください。
⑵　パワトラ短絡確認

パワトラ部品の端子間を測定しパワトラ不良かどうかを診断します。

OFF

ON ON

・FDCP1123，1403の場合
制御基板上のCNI3の1番と2番間を測定し15Vがあるかどうか確認する
・FDC（R）P1603～13603の場合（含む寒冷地向け）
制御基板上のCNA2の1番と2番間を測定し15Vがあるかどうか確認する。

sw

3

OFF

・FDCP1123，1403の場合
15Vがない場合はインバータ基板不良が考えられるため，
制御基板側のCNI3コネクタとインバータ側のCNI4コネクタ接続部，
さらには通信線の断線を確認し問題なければインバータ基板交換する。
・FDC（R）P1603～13603の場合（含む寒冷地向け）
15Vがない場合はインバータ基板不良が考えられるため，
制御基板側のCNI1コネクタとインバータ側のCNI2コネクタ接続部，
さらには通信線の断線を確認し問題なければインバータ基板交換する。

⑵　パワトラモジュール端子短絡点検要領
圧縮機の配線を外し，テスターで短絡チェックをし
てください。
P-U，P-V，P-W
N-U，N-V，N-W
P-N端子間を点検

各端子は下記の場所がテスターを当てやすいです。
P：パワトラP端子
N：パワトラN端子
U：圧縮機への赤ハーネス先端
V：圧縮機への白ハーネス先端
W：圧縮機への青ハーネス先端

注⑴　測定値がO～数kΩの場合は，素子が破損している
可能性があるのでパワトラ部品を交換してください。

15Vがある場合はファンモータ異常の影響
が考えられるため，以下を実施してください

電源ブレーカOFF�
3分待機

ファンモータ１又は２の配線を接続する

・FDCP1123，1403の場合
制御基板上のCNI3の1番と2番間を
測定し15Vがあるかどうか確認する

・�FDC（R）P1603～13603の場合�
（含む寒冷地向け）制御基板上の
CNA2の1番 と2番 間 を 測 定 し
15Vがあるかどうか確認する。

15Vあれば1次チェック修了です。
①にもどってファンモータ2の
チェックをしてください。（①～③）�
ファンモータ1，2ともに問題なけ
ればE41，E42，E45，E48の故
障診断へ移行してください。
�
15Vない場合は，接続したファン
モータが異常です。電源をOFFし
て配線を外してください。�
ファンモータ2のチェックがまだの
場合は①にもどってファンモータ2
のチェックをしてください。�
（①～③）

※ファンモータ 1，2両方ともチェック
したあとに異常のあったモータを交換
してください。

電源ON

E41，42，45，48の
点検へ

①

②

③

※必ずファンモータ１，２共チェック
してください。（FDCP1123，1403
は 1ファンモータです。）

ファンモータチェック

試運転スイッチをON

⑴　 制御基板 15V の確認方法（インバータ基板が故障していないかを確認する作業）
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⑴　点検表示一覧
⒜　室内・室外ユニット

リモコン
表示

7 セグメント
表示 点検名称 分類 記載ページ

E1 − リモコン通信異常 通信異常 715
E2 − 室内アドレス重複 アドレス設定不良 716

E3 − 室内・外アドレスペアリング不良 アドレスペアリング設定
不良 717

E5 − 室内・外伝送不良 通信異常 717・718
E6 − 室内熱交温度センサ断線 センサ断線 719
E7 − 室内吸込温度センサ断線 センサ断線 720
E9 − フロート SW 作動（FS 付のみ） システム異常 721
E10 − リモコン接続台数オーバ 通信異常 722
E11 − リモコンアドレス設定不良 アドレス設定不良 723
E12 − 室内ユニットでのアドレス設定不良 アドレス設定不良 724

E16 −
室内 DC ファンモータ異常（FDT，FDTC） DC ファンモータ異常 725
室内 DC ファンモータ異常（FDK） DC ファンモータ異常 726
簡易クリーン機構取付け不良 システム異常 727

E18 − 親子室内アドレス設定不良 システム異常 728
E19 − 運転チェック設定不良 設定不良 729

E20 − 室内 DC ファンモータ回転数異常（FDT，FDTC）DC ファンモータ異常 730
室内 DC ファンモータ回転数異常（FDK） DC ファンモータ異常 731

E28 − リモコン吸込温度センサ断線 センサ断線 732
E30 E30 室内・外接続アンマッチ 現地設定不良 733
E31 E31 室内アドレス No 重複 アドレス設定不良 734
E32 E32 電源欠相 現地設定不良 735

E36 E36-1、2 吐出管温度異常（Tho-D1，D2） システム異常 736
E36-3 液バック異常 737

E37
E37-1、2
E37-3、4
E37-5、6

室外熱交温度センサ断線（Tho-R1，R2）
室外熱交温度センサ断線（Tho-R3，R4）
過冷却コイル温度センサ断線（Tho-SC，H）

センサ断線 738

E38 E38 外気温度センサ断線（Tho-A） センサ断線 739
E39 E39-1、2 吐出管温度センサ断線（Tho-D1，D2） センサ断線 740
E40 E40 高圧異常（63H1，2 作動） システム異常 741
E41

（E51）
E41（E51）-1，

2 パワトラ過熱（CM1，2） システム異常 742

E42 E42-1，2 カレントカット（CM1，2） システム異常 743

E43 E43-1
E43-2

接続台数オーバ
接続容量オーバ 現地設定不良 744

E45 E45-1，2 インバータ・制御基板間通信異常（INV1，2）通信異常 745
E46 E46 アドレス設定混在 アドレス設定不良 746

E48 E48-1
E48-2

室外 DC ファンモータ異常（FMO1）
室外 DC ファンモータ異常（FMO2） DC ファンモータ異常 747

E49 E49 低圧異常（PSL） システム異常 748
E53 E53 吸入管温度センサ断線（Tho-S） センサ断線 749

E54 E54-1 
E54-2

高圧圧力センサ断線（PSH）
低圧圧力センサ断線（PSL） センサ断線 750

E55 E55-1、2 ドーム下温度センサ断線（Tho-C1，C2） センサ断線 749
E56 E56-1、2 パワトラ温度センサ断線（Tho-P1，P2） センサ断線 751
E58 E58 圧縮機脱調異常 システム異常 752
E59 E59-1、2 圧縮機起動不良（CM1，2） システム異常 753
E60 E60-1、2 圧縮機ロータ位置検出異常（CM1，2） システム異常 754
E61 E61 室外親・子ユニット間通信異常 システム異常 755
E63 E63 緊急停止 現地設定不良 756

3.8.3 故障診断の内容
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Ｋ
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名前

念
校
00/00
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なし 運転するが，冷えない点滅 消灯

点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

冷房温度差
10～20℃以
内 

室内ユニット送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転待機
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から。
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外３５℃内２７℃ DB／１９℃ WB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。
マイコン制御機能の
圧縮機回転数による
異常停止制御の内容
をご確認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルターの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルター詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：

⑵　故障診断

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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なし 運転するが，暖まらない点滅 消灯

点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

暖房温度差
10～30℃以
内 

室内ユニット送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転待機
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外7℃内20℃ DB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。

下記点検を行う
・軽度フィルターの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御より
原因と思われる箇所の
点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルター詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵
抗OK？  

室外アース線／漏電しゃ断器チェック
 

 

 

 

NO

NO

室外アース線／漏電遮断器
チェック

 

①アース線は，室外ユニットのアースねじ部から配電盤のアー
ス端子まで，単独の線で工事してください。（他のアース線と
の接続はしないでください）

②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品で
あるか確認してください。  

※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付け直後、 もしくは元電源を切った状態で長時間放置した
場合、圧縮機に冷媒が溜まることにより、絶縁抵抗が数MΩ
まで低下することがあります。絶縁抵抗が小さく、漏電ブレ
ーカーが作動する場合は、以下の事項を確認ください。
①電源を投入し、6時間程度経過後、絶縁抵抗が復帰するか確
認する。
電源を投入することにより、圧縮機に通電加熱を行い、圧
縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。
本機はインバータを装備しており、漏電ブレーカーの誤動
作を防止するため、高調波対応品を使用してください。

各ハーネス類は絶
縁が確保されているか？
板金などの噛み込み
はないか？

YES

YES

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前
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なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内ユニット・
室外ユニットの
設置にガタがある 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

配管が壁な
どに接触し
ている  

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES 

YES
 

YES YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

配管を壁などの面に固定した
り，壁穴に通す場合ゴムなどの
クッション材を配管の周囲に巻
いて配管の振動が伝達されない
ようにしてください。

天井面，壁面，床面など強度不
足の可能性が考えられます。設
置場所の見直し，又は強度 UP
の為の補強を立ててください。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取り付け異常
を確認して接触原因を特定した
あと修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。
（耐え難い大きさの場合は弊社
に相談してください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足
②製品不良
・工場出荷前／後不良
③運転調整不良
・�冷媒の過多／不足など

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

NO

YES
NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します。

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です，
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方弁の切り替えによって冷媒の
流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します，異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です，異常では
ありません。

室内ユニットドレン水を排出す
るドレンポンプの運転音です。
冷房運転停止後も 5分間運転し
ます，異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前
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なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの
　混入

このため，冷媒回収，
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※音・振動はさまざま
なことが原因となっ
て発生するため，上記
の内容に当てはまら
ない場合があると思
われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
に相談願います。

・室内／室外ユニット
・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度，圧力）
・発生時間
・�圧縮機回転数，熱交
センサ温度，電子膨
張弁開度等のリモコ
ンによる運転データ
・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

なし
ルーバモータが回らない

点滅 消灯

点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

電源投入時
ルーバが動作す

るか

LM配線は
断線しているか

LMはロック
しているか

▲室内ユニット側で点検してください。

リモコンで
ルーバモータは
動作するか

電源を一旦OFF，再
投入して，LSの動作を
チェックする

YES

NO

2回LSを押し
止めれば正常

ルーバのリンク
がLSを「カチッ」と音が

するまで押すか

NO

NO

YES

FDTW, FDTSの場合のみ 

1分以上経過し
てから操作して
ください。

注⑴ LM：ルーバモータ
 ⑵　LS：リミットスイッチ 

YES 

NO

YES

NO

配線修理

室内ユニット制御基板交換

LM交換

正常

LMのレバーを調整後
再チェックする

・LS不良→交換
・�室内基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・LM不良
・�LM配線断線
・LS不良

注記：

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
なし

ラクリーナパネルが動かない
消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTW，FDEシリー
ズのみ

診　断 処　置

リモコンでラクリーナ
昇降スイッチを押しても
ラクリーナモータが
動かない？

ワイヤが緩んでいる？

 

YES

NO

NO

YES

NO

降下長長さが0mに
なっている？

NO

YES

YES

YES

 配線は接続されているか？ NO

ラクリーナ基板のヒューズが
断線しているか？

YES

ラクリーナモータが
断線しているか？ YES

NO

注⑴　FDTシリーズの場合のみ

注⑵　FDTW,FDEシリーズの場合のみ

リモコンでラクリーナ
昇降スイッチを押すとラクリーナモー
タは動くが，グリルが降りてこない

⑴

⑵

ワイヤが絡んでいる可能
性があります。ワイヤの
巻かれたスプールごと交
換してください。

正常です。ワイヤが緩
んでいるとワイヤの絡
まり防止のため，動き
ません。障害物等を取
除き，ワイヤが張った
状態で，再度操作して
ください。

ワイヤードリモコンを
用いて，降下長さを所
望の長さに設定してく
ださい。

電源・信号線を接続し
てください。信号線を
接続する場合は，コネ
クタの色を合わせ，誤
接続しないように注意
してください。

ヒューズを交換してく
ださい。

モータ不良→交換

ラクリーナ基板または室
内制御基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ワイヤゆるみ検知機構
が働いている（FDT シ
リーズのみ）
・誤配線
・誤接続
・ラクリーナモータ不良
・ワイヤの絡まり
・ヒューズ切れ（FDTW，
FDEのみ）

注記：
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

なし 電源系統異常
（室内基板への電源供給）

消灯 消灯

消灯 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

434

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（室内基板への電源供給）
消灯 消灯

消灯 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内端子台 
①-②間AC２００V? 

 
NO 

NO ヒューズOK 
（2個） 

YES 

YES 

YES 

  
  

トランス2次側 
（CNW2）アカ・アカ間 

AC18V以上？

YES

NO 

CNW0の①-②間
の電源チェックOK?

  
  NO 

FM, LM等の
電源チェック

  
  NO 

  
  NO 

注⑴  FDTC，FDTシリーズ：F200,F201 
         FDTC，FDTシリーズ以外：配線間ヒューズ 

⑴  

⑵  

⑶  

FDTC，FDTシリーズ FDTC，FDTシリーズ以外

注⑵  FDTC，FDTシリーズ 
　　　以外はトランスを外す 
　　　（CNW1） 

注⑶  ⑤がGND

NO 

CNW2の④-⑤ 
間DC5V? 

室外端子台 
①-②間AC２００V? 

YES 

YES 

YES 

室外基板（ノイズフィル
タ）不良

渡り配線，誤接続断線

室内（電源）基板不良→交換

FM, LM等交換

ヒューズ交換

室内（電源）基板不良→交換

室内（制御）基板不良→交換

トランス交換

室内基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・渡り配線，誤接続 or 断
線

・ヒューズの断線
・トランスの故障
・室内電源基板故障
・ハーネス断線
・室内制御基板故障

注記：

室外基板（ノイズフィ
ルタ）不良

渡り配線，誤接続断線

室内（電源）基板不良→交換

FM,�LM等交換

ヒューズ交換

室内（電源）基板不良→交換

室内（制御）基板不良→交換

トランス交換

室内基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・渡り配線，誤接続 or 断
線

・ヒューズの断線
・トランスの故障
・室内電源基板故障
・ハーネス断線
・室内制御基板故障

注記：
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Ｋ

新
組
05/12
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初
校
06/14
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再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
なし 電源系統異常

（リモコンへの電源供給）
消灯 連続

消灯 連続

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

435

なし 電源系統異常
（リモコンへの電源供給）

消灯 連続

消灯 連続

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコン配線 
ゆるみはないか？ 

リモコン線が 
断線／短絡 

トランス2次側
（チャーチャ）間23V以上？

CNW2 ① ② 
間DC18V? 

リモコン線を  
はずす 

NO 

室内端子台

FDTC，FDTシリーズ以外 FDTC，FDTシリーズ 

X-Y間の電圧
DC15V以上?

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

YES 

NO 

修正

配線交換

リモコン交換

電源基板交換

制御基板交換

トランス交換

室内基板交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線／短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内電源基板故障
・ハーネス断線
・室内制御基板故障

注記：

修正

配線交換

リモコン交換

電源基板交換

制御基板交換

トランス交換

室内基板交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線／短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内電源基板故障
・ハーネス断線
・室内制御基板故障

注記：



708

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

内機確認中 内機確認中点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後 2 分待って
もリコモン LCD内機確
認中表示のままの場合

診　断 処　置

436

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

電源投入後 2分待っても
リコモン LCD内機確認中
表示のままの場合

診　断 処　置

電源ヒューズ   
交換へ 

NO 

YES 

NO 

YES

YES

  

一旦ブレーカを遮断し3分後   
に再度ブレーカを投入する   

正常復帰？ 

YES 

YES

NO 

NO

NO

  

YES

NO

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗ  
電源ヒューズ（5A）
は溶断していないか？ 

ノイズフィルタ2次側に 
AC200Vあるか？ 

ノイズフィルタ･インバータ 
基板間の接続線は良いか？ NO 

室内緑LEDは
点滅しているか？  

室内緑LEDは
2回点滅しているか？

室内・室外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台Ⓡ,Ⓢ,Ⓣ間
AC200Vあるか？

YES

NO

室内側端子台①,②間
AC200Vあるか？

NO

YES

電源投入後2分待っても
リモコンLCD内機確認
中表示のまま

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

室内制御基板不良→
交換

室内外制御基板交換
リモコン不良→交換
リモコン線Y断線→交換 

室内・外接続線修正

室外制御版交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号E5を表示します。（室外赤 LED2 回点滅）点検要領は上記と同一です。（但し，接続関連は除く）また，E5
発生後電源リセットした場合，異常が継続しておれば LCD内機確認中表示になります。短時間（1分以内）にブレーカ電源投入を繰り返すと内機確
認中表示することがあります。この場合，ブレーカをOFFして 3分お待ちください

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

室内制御基板不良→
交換

室内外制御基板交換
リモコン不良→交換
リモコン線�Y断線→交換

室内・外接続線修正

室外制御版交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号E5を表示します。（室外赤 LED2 回点滅）点検要領は上記と同一です。（但し，接続関連は除く）また，E5
発生後電源リセットした場合，異常が継続しておれば LCD内機確認中表示になります。短時間（1分以内）にブレーカ電源投入を繰り返すと内機確
認中表示することがあります。この場合，ブレーカをOFFして 3分お待ちください

（　　　　）



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

709

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
内機確認中 内機確認中点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前の
インバータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ
交換

YES

YES

NO

YES

制御基板
交換

NO

リアクタ
交換

NO

ノイズフィルタ
相間短絡ないか 

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか 

リアクタ異常
ないか？

ヒューズ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　　）



710

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

内機確認中
内機確認中

点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後リモコン無
表示の場合

診　断 処　置

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中

内機確認中
点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

YES 

NO 

YES 

電源投入後 
リモコン無表示 

YES 

NO   

NO 

NO 

YES 

NO 

NO   

YES 

YES 

室内緑LEDは 
点滅しているか 

室内制御基板の 
ヒューズは良いか 

室内トランス２次側アカーアカ 
にAC18V以上　⑴ 

注⑴　FDTC，FDT以外
あるか   

ﾘﾓｺﾝをはずした状態で 
ﾘﾓｺﾝ側の電圧

約10～11Vあるか 

室外赤LEDは 
2回点滅しているか 

室内・外接続線は 
正規に接続されているか 

室外側端子台Ⓡ，Ⓢ，Ⓣ間
ＡC200Vあるか?

NO 

YES 

室内側端子台①，②間

YES 

NO 

NO 

注⑴ （　）内はFDTC，FDT以外

ＡC200Vあるか?

ヒューズ交換

トランス不良

リモコン線短絡

リモコン不良

室内制御基板不良
リモコン不良
リモコン線X又はZ断線

接続線修正

室外制御基板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

ヒューズ交換

トランス不良

リモコン線短絡

リモコン不良

室内制御基板不良
リモコン不良
リモコン線X又はZ断線

接続線修正

室外制御基板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　    　　）



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

711

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
内機確認中

内機確認中
点滅 消灯

点滅 点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後2分待っても
リモコン LCD「内機確
認中」表示のままの場合

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

電源投入後2分待っても
リモコンLCD「内機確認中〔〕｣

表示のまま

YES

NO

A 

NO

室外ユニット制御緑LEDは
点滅しているか

YES

室内緑LEDは
点滅しているか

室外ﾕﾆｯﾄ制御赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

YES

 

室外側端子台Ⓡ，Ⓢ，Ⓣ間
ＡC200Vあるか?

室内側端子台①，②間
ＡC200Vあるか?

YES

次ページ参照

室内ユニット制御基
板不良

室内ユニット基板不良
リモコン不良
リモコン線Y断線

接続線修正

室外ユニット制御基
板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内ユニット制御基
板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　　）



712

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

内機確認中 内機確認中消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
室外制御基板 LEDが消
灯している場合の診断

診　断 処　置

440

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 内機確認中消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外制御基板 LEDが消灯
している場合の診断

診　断 処　置

室外ファンモータは故障
していないか?

YES 

室外制御基板LEDが消灯している 
場合の診断 

NO

A   
一旦ブレーカを遮断し 

３分後に再度ブレーカを投入する 

52C交換前のインバータ点検へ 

B 

YES

正常復帰? 
NO 

YES

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源ヒューズ   
（5A）は溶断していないか？ NO 

YES 

NO

NO

NO ノイズフィルタ2次側に 
AC200Vあるか？ 

ノイズフィルタをインバータ基板
間の接続線はよいか?

リアクタの接続はよいか？
断線していないか？

⑴

YES

YES

正常（ノイズによる誤
作動）

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

リマクタ接続／交換

室外ユニット制御
基板不良

室外ファンモータ基板
不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

正常（ノイズによる誤
作動）

次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

リアクタ接続／交換

室外ユニット制御
基板不良

室外ファンモータ基板
不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　    　　）



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
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三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

713

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
内機確認中

内機確認中
消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
ヒューズ溶断の場合，
電源ヒューズ交換前の
インバータ点検方法

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

YES

B 

ノイズフィルタ
交換

インバータ
基板交換

リアクタ
交換

電解コンデンサ
交換

NO

電源ヒューズ
交換

YES

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

インバータ基板入力端子
相間短絡ないか

パワトラモジュール
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか

電解コンデンサ
異常ないか

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　　）



714

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

無表示
〔無表示〕

消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源投入後リモコン無
表示の場合

診　断 処　置

電源投入後
リモコン無表示

YES

NO

NO

YES

YES

YESリモコン接続端子に
DC10V以上あるか？

室内・外接続線は
正規に接続されている

NO

リモコンを外
すとリモコン線にDC10V以上

が発生する。

リモコン不良

リモコン不良

接続線不良

室内ユニット制御基
板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板故障

注記：

（　　　    　　）



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

715

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
E1

リモコン通信回路不良
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源リセットで正
常後帰できるか？

1分後，ドレン
ポンプが自動的と運転

開始するか？

SW7-1をOFF→ON
内外渡り線③を外す

YES

YES

NO

注⑴SW7-1： OFF→ON

注⑵　3分以上経過してもリモコン表示が「内機確認中」のままかどうか？ 

電源リセット

⑵

⑴

NO

ノイズによる誤動作
周辺環境確認

室内基板不良→交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット
間の通信が運転中に 2 分
以上正常にできない場合
（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・リモコン－室内ユニッ
ト間通信回路不良

・ノイズ

注記：室内側ではリモコンと 180 秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセット
スタートします。
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3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
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三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

444 

点滅 点滅 

点滅 

全機種 

台以上接続 

※ 交換前にアドレス設定 
のロータリスイッチが 
壊れていないか確認く 
ださい。（過去に5番が 
壊れていた例がありま 
した）

室内制御基板交換※

オ－バ



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
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校
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四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

717

点滅 点滅

点滅

全機種

同一系統内の室外ユニッ
トない

①室外ユニットの電源未
　投入
②室内・外のペアリング
　不適合
③室内基板不良
④室外基板不良
⑤現地配線未接続

 

 

同上

１．対象機種

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

５．故障診断と処置

注記：

 

処　置 

 ノイズによる一過性の誤
動作，ノイズ源あれば修
正

予備回路に変更

室内基板交換 

修正

修正

修正

室外ユニット基板交換

診　断 

 E3は室内外の通信が一度も成立しない時に発生する通信エラーです。一旦室内外の通信が成立すればE5とな
ります。
共に，現地通信用配線を確認ください。

YES

NO

NO

NO

NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

YES

電源リセットし再運転する

E3/E5発生

スーパリ
ンク回路の保護ヒュ

ーズ切れ

室内基板LED
OKか

室外ユニット電源
確認OKか

室内に
設定した室外アドレ

スはOKか

スーパリンク
信号線接続はOKか
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3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

E5 運転中に通信異常連続点滅 下記参照

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコンLCD
正常に戻ったか

電源リセット

NO

YES

NO

室内赤LEDが消灯

室外ユニット
側で信号線の接続

ＯＫ？

室内～外
ユニット間信号線の

接続ＯＫ？

リモコンLCDは
正常に戻ったか

注⑴　室外端子台での接続不良（外れ，緩み）を点検

電源リセット

注⑵　室内～室外ユニット間信号線の接続  
不良又は断線を点検。

YES

NO

YES

NO

YES

NO

室内赤LEDが2回点滅の場合

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外制御基板不良
（ネットワーク通信回
路不良）→交換

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外が2分以上正常
に通信ができない場合

３．異常発生条件

運転中に同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内制御基板不良

注記：ポンプダウンスイッチが押されますと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニッ
ト及びリモコンには“伝送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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719

E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換
（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室内熱交温度センサ
（ThI-R1，R2，R3）
の異常低温および異常高
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

温度センサがー 50℃以下
を連続 5 秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3 分遅延後に圧縮機を再
起動させ，1 回目の検知
から 60 分以内に再検知し
た場合。
・70℃以上を連続5秒間検知

４．予想原因

・�室内熱交センサコネク
タ不良
・室内熱交センサ不良
・室内制御基板故障

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E7 吸込温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

吸込温度センサ不良
→交換

室内制御基板不良→
交換
（吸込温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吸 込 温 度 セ ン サ
（ThI-A）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・�温度センサがー50℃以
下を連続 5 秒間検知し
た場合は圧縮機を停止
します。3分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。
・�48℃以上を連続5秒間検
知した場合

４．予想原因

・�吸込温度センサコネクタ
不良
・吸込温度センサ不良
・室内制御基板故障

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E9 ドレン不良

（FDTC,�FDT,�FDTW,�FDTS,�FDRシリーズ）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDTC,�FDT,�FDTW,�
FDTS,�FDRシリーズのみ

診　断 処　置

加湿器接続？

NO

リモコンからドレンモータON

YES

DM運転？

YES

NO

リモコンで異常データ点検

オーバーフローあり？

CNI両端
DC12V？

CNIに接続？  NO

YES

オプションに
異常あり？

NO

YES

YES

リモコンでの室内機能
設定加湿器DM連動？ NO

YES

CNRの両端に
AC200V？

NO 

YES

ドレン配管のつまり
勾配OK？

NO

YES

DM：ドレンモータ

NO

YES
NO

フロートスイッチ点検

室内制御基板交換

室内制御基板交換

オプションチェック

「加湿器DM連動」へ
設定修正

室内制御基板交換
（FDTシリーズは電源基板交換）
「モータ配線DM点検」

修正

ドレンモータ点検

２．異常検出方法

フロートスイッチ作動

３．異常発生条件

フロートスイッチ開を 3
秒間連続検知したとき，
またはフロートスイッチ
の未接続時・断線時。

４．予想原因

・室内制御基板不良
・フロートスイッチ設定
ミス

・加湿器DM連動設定ミス
・オプション設定ミス
・ドレン配管ミス
・ドレンモータ不良
・モータ配線DM不良

注記：電源投入時に発生した場合は，フロートスイッチの断線・接点不良が考えられます。点検修正（交換）�
してください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E10

���1 リモコン複数台制御時
接続台数オーバー（17台以上）

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16台以下に変更２．異常検出方法

1リモコンで室内ユニッ
ト17台以上を検知したとき

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：
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全機種

点滅

点滅

内③内②内①

リモコン交換
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452

全機種

点滅 点滅

点滅

室内機アドレス設定

不可 不可 不可

室外機アドレス設定 室外機アドレス設定室内機アドレス設定

複数冷媒系統自動アドレス
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E16 DCファンモータ異常
（FDT，FDTCの場合）

連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTC形 診　断 処　置

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータコネクタ
CNM①-④間にDC280V
の電圧はあるか？

正常になつたか？

ヒューズF202が
溶断しているか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

⑴

注⑴　④がGNDです。

NO

YES
電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモー
タと電源基板を交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，制御
基板を交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータの実
回 転 が 30 秒 連 続 し て
200min-1 以下になると圧
縮機，室内ファンモータ
を停止します。2秒遅延後
自動復帰しますが 60 分以
内に 4回作動した場合は，
異常停止します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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E16 DCファンモータ異常
（FDKの場合）

連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDK形 診　断 処　置

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータコネクタ
CNM①-③間にDC280V
の電圧はあるか？

正常になつたか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

⑴

注⑴　③がGNDです。

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

故障したファンモー
タと制御基板を交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，制御
基板を交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータの実
回 転 が 30 秒 連 続 し て
200min-1 以下になると圧
縮機，室内ファンモータ
を停止します。2秒遅延後
自動復帰しますが 60 分以
内に 4回作動した場合は，
異常停止します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
E16 ���簡易ｸﾘｰﾝ機構取付け不良

（FDK形の場合）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDK形 診　断 処　置

YES

NO
簡易クリーン

機構は正しくセット
されているか？

YES

短絡状態か？

（簡易クリーン機構取付け不良）

リミットスイッチコネクタ
（CnY）導通チェック

YES

NO

取付け修正

配線断線 or リミット
スイッチ不良

ファンモータ異常
チェック

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・簡易クリーン機構取付
け不良

・ファンモータ不良
・配線断線
・リミットスイッチ不良

注記：
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
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E18
��

親子室内アドレス設定不良
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全形式 診　断 処　置

正しい親室内ユニッ
トアドレスに設定し
直して下さい。

親室内ユニットに電
源を入れて下さい。

SL信号線をつないで
下さい。

室内制御基板の故障

→基板交換

（先ず最初に子室内
ユニットの基板を交換
して下さい。

復旧しなければ、 親
室内ユニットの基板を
交換して下さい。）

２．異常検出方法

⑴�　設定した親室内ユ
ニットアドレスが、同
一の SL 信号線のネッ
トワーク上に存在しな
い場合。
⑵�　子室内ユニットアド
レスとして設定したア
ドレスを親室内ユニッ
トアドレスとして重複
して設定した場合。

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・親室内ユニットアドレ
スの設定ミス

・親室内ユニットの電源
が入っていない。

・親子室内ユニット間に
SL 信号線がつながって
いない。

・子室内ユニットまたは
親室内ユニットまたは
両方の制御基板が故障。

注記：

YES

NO

NO

YES

設定した親室内ユニットアドレス
は正しいですか？

親室内ユニットに電源は
入っていますか？

親子室内ユニット間はSL信号線
でつながっていますか？

YES

NO
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
E19

��
運転チェックモード異常

連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内制御基板不良→
交換（SW不良）

SW7-1をOFFし電源を
リセット

２．異常検出方法

E19 発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

SW設定ミス（SWの戻し
忘れ）

注記：

SW7-1がON？

電源ONと同時に
E19発生

NO

YES
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E20 ���DCファンモータ回転数異常
（FDT，FDTCの場合）

連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTC形 診　断 処　置

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータコネクタ
CNM①-④間にDC280V
の電圧はあるか？

正常になつたか？

ヒューズF202が
溶断しているか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

⑴

注⑴　④がGNDです。

NO

YES
電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモー
タと電源基板を交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，制御
基板を交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

ファンモータ回転数指令
が出力された後，2分経過
しても実回転数〔要求回
転数－ 50min-1〕に達しな
いときはファンモータ異
常を検出し停止します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
E20 ���DCファンモータ回転数異常

（FDKの場合）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDK形 診　断 処　置

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータコネクタ
CNM①-③間にDC280V
の電圧はあるか？

正常になつたか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

⑴

注⑴　③がGNDです。

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

故障したファンモー
タと制御基板を交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異
常が出る場合には，制御
基板を交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

ファンモータ回転数指令
が出力された後，2分経過
しても実回転数〔要求回
転数－ 50min-1〕に達しな
いときはファンモータ異
常を検出し停止します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・ファンモータの回転部
の異物

・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：
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表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容

3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

E28 リモコン温度センサ断線連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサの
接続はよいか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（ThC）

0

1

2

4

6

8

10

12

65

62

59

53

48

44

40

36

14

16

18

20

22

24

26

28

33

30

27

25

23

21

19

18

30

32

34

36

38

40

42

44

16

15

14

13

12

11

9.9

9.2

46

48

50

52

54

56

58

60

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

修正

リモコン温度センサ
不良→交換

リモコン基板不良→交
換
（リモコン温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

リモコン温度センサ (Thc)
の異常低温 ( 抵抗 )を検知

３．異常発生条件

温度センサが－50℃以下
を連続 5 秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3 分遅延後に圧縮機を再
起動させ，1回目の検知か
ら60 分以内に再検知した
場合。

４．予想原因

・リモコン温度センサ接
続不良

・リモコン温度センサ不
良

・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切り替えの 10 秒間以降は，断線しても E28 は表示しません。同時に使
用するセンサをリモコン→室内吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検
表示の吸込温度表示は室内吸込温度センサの値となります。
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733

表示
リモコン：

ＬEＤ 緑 赤

室内

室外

内容
Ｅ３０

7セグメント：E30 室内・外接続アンマッチ
点滅 消灯

点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

接続線修正

室外制御基板不良

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・室内制御基板故障

注記：

NO

YES

室内・外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台Ⓡ，Ⓢ，Ⓣ間
ＡC200Vあるか?

NO

YES

NO

YES

NO

室内側端子台①，②間
ＡC200Vあるか?
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459 

点滅 

点滅 点滅 

電源をリセットし再運転する。 

スイッチ 

内 

室外ユニット

）

スイッチ

内
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735460 

点滅 

点滅 点滅 

室外ユニット
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461 

励磁があるか 

ジ） し特性が正しいか確認 
し吐出管温度センサを交換 
する 

運転状態の確認，記録 
ＲＯ Ｍバージョン の確認 

点滅 

点滅 
※1　 E36－1：Tho－D1，E36－2：Tho－D2　※2　 E36－1：1回点滅，E36－2：2回点滅 

吐出管温度異常　　　 1，D2） 
※2 

（450

室外ユニット

制御基板を交換

分又は130℃以上が60分継
続
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737

Ｅ３6
7セグメント：E36－3 液バック異常

点滅 消灯

点滅 3回

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

配管 /配管接続を正検
に修正

冷媒量を適正に調整

ＳＶ1，2交換 
コイル交換

・EEVSC交換�
・コイル接続確認・交換�
・Tho-H 交換，PSL 交換
・室内電子膨張弁交換�
・コイル接続確認・交換�
・�Thi－R1，2，3位置確
認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ
接続確認
・�ファンモータ交換
※メンテPCの室内�
データ：Thi-R1，2，3から
液バック気味の室内機を
特定してみる（Ｒ3≑Ｒ2
だと液バック気味）

・EEVH1，2交換�
・コイル接続確認・交換�
・�Ｔho－Ｒ1，2，3，4位置
確認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ
接続確認
・ファンモータ交換
Ｔho－C1，2交換

メンテPCによるデータ取得
を行ない，弊社へ調査依頼

２．異常検出方法

圧縮機のドーム下過熱度
が5℃以下の状態を連続
15分又は30分検知

３．異常発生条件

90分以内に3回検知した
場合

４．予想原因

・配管 /配線アンマッチ
・オーバーチャージ
・過熱度制御不良
・液バイパス回路不良
・過冷却コイル回路不良
・ドーム下温度センサ不良

注記：再現しない場合はメンテPCを接続しデータ取得を継続する（各地区の技術課が管理する）

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

YES 

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

配管/配線の接続間違いはないか
・設備図面での室内機台数と室外機
   の室内認識台数とを比較チェック

YES 

現地追加チャージ量が過大でないか
・冷媒量計算および追加チャージ記録を再チェック

YES 

ＳＶ1，2から冷媒漏れがないか
・電磁弁前後の配管温度をチェック

YES 

過冷却コイル回路は正常か
・EEVSCが開き放しになっていないか
・冷房時ならばＴho-Ｈが抜けていないか
　特性はOKかPSLの特性はOKか

YES 

冷房時ならば室内過熱度制御は正常か※
・室内電子膨張弁が開き放しになっていないか
・Thi－R1，2，3の取付位置は正しいか特性はOKか
・フィルタ詰りはないか
・室内ファンは回るか

YES 

暖房時ならば室外過熱度制御は正常か
・EEVH1，2が開き放しになっていないか
・Ｔho－Ｒ1，2，3，4の取付位置は正しいか特性はOKか
・PSLの特性はOKか
・氷雪や粉塵等によりファンが目詰りしていないか
・室外ファンは回るか

Ｔho－C1，2の特性はOKか

NO 

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES
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7 セグメント：E37-1,2,3,4,5,6
※1E37-1;Tho-R1,E37-2;Tho-R2,E37-3;Tho-R3,E37-4;Tho-R4,E37-5;Tho-SC,E37-6;Tho-H　※2センサの種類に対応した1,2,3,4,5,6回の点滅回数

室外熱交温度センサ（Tho-R1，2，3，4）断線
過冷却コイル温度センサ（Tho-SC，-H）断線

2，3，4）

※3　接触不良がないか数回チェックする

センサの温度～抵抗特性

室外ユニット

（kΩ）

センサ変換する。
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739

点滅 

点滅 

室外ユニット

室外制御基板を交換する

センサ～抵抗特性

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-20 -10 0 10 20 30 40 50
温��度��(℃)

温
度
セ
ン
サ
特
性

（kΩ）
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

-20 -10 0 10 20 30 40 50
温��度��(℃)

温
度
セ
ン
サ
特
性

（kΩ）

点滅�

点滅� 吐出管温度センサ断線（Tho-Ｄ1,Ｄ2） 
※1　�E39－1：Tho－D1，E39－2：Tho－D2　※　�E39－1：1回点滅，E39－2：2回点滅�

※2�

吐出管温度センサ
(Tho-D1又はD2)を交換
する�

吐出管温度センサ(ThoD1，D2)の温度ー抵抗特性 

室外ユニット

センサ～抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

吐出管温度センサ（Tho－D1，D2）の温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≧80℃〕

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

(k) (k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140 160
温　　度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

741

 

点滅

点滅 高圧異常（63H1－1，2作動）

及び2が作動

63H1又はH2は4.15MPa
以上で作動したのか

63H1，H2は正常か
コネクタ接続部や
断線はないか

運転状態の確認，記録
63H1，H2作動時の高
圧センサの値を確認

室外ユニット

圧力ゲージを付け再運転
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※1　 E41－1（E51－1）：CM1，E41－2（E51－2）：CM2　※2　 E41－1（E51－1）：1回点滅，E41－2（E51－2）：2回点滅 

※2 7 セグメント：E41（E51）－1, 2 ※1 

751

室外ユニット

7セグメントLED表示（E41）
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743

点滅

点滅
カレントカット（CM1,CM2）

※1　 E42－1：CM1，E42－2：CM2　※2　 E42－1：1回点滅，E42－2：2回点滅

※2

2台

互いに交換

インバータ不良判定用
診断チェッカー
を持っているか

電源OFF
第 4層目へ
分解する

チェッカー診断は
OKか

パワトラモジュール間
の抵抗値側定

（短絡していないか）

OK
NO

NO

YES

YES
コンプ交換
最初の※の

E42－※の※が変化しない場合

E42－※の※が変化した場合

NG

短絡あり

正常

パワトラ交換
別途パワトラ短絡確認
参照圧縮機の配線を外
して行う。P－U，P－
V，P－W，N－U，N－
V，N－W，P－Nの抵抗
値を確認する

インバータ基板交換

パワトラ交換
インバータ基板交換

NO

電源セツトし，再運転する

E42 再発するか

制御基板へ15Ｖ電源あるか
ファンモータは正常か（別途，制御基板15Ｖの

確認方法696ページ参照）
インバータ基板又はファ
ンモータを交換する

室外ユニット
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-1,2※1
1,2回※1

点滅

点滅
※Ｅ43-1/1回点滅：接続台数オーバ,Ｅ43-2/2回点滅：接続容量オーバ

室外ユニット

がありました）

スイッチ
スイッチ

スイッチ スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ



3.8.03-697_756 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
07/13
1210

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

745

点滅 

点滅 

メント 

※1　 E45－1：INV1，E45－2：INV2　※2　 E45－1：1回点滅，E45－2：2回点滅 

※2 

（E45－2でも INV1の点検もすること） 

制御基板へ15Ｖ電源あるか
ファンモータは正常か（別途，制御基板15Ｖの

確認方法696ページ参照）

インバータ基板又はファ
ンモータを交換する 

室外ユニット

メント

点滅 

点滅 

制御基板を交換する

メント 

※1　 E45－1：INV1，E45－2：INV2　※2　 E45－1：1回点滅，E45－2：2回点滅 

※2 

（E45－2でも INV1の点検もすること） 

制御基板へ15Ｖ電源あるか 
ファンモータは正常か（別途，制御基板15Ｖの

確認方法97ページ参照） 

インバータ基板又はファ
ンモータを交換する 

点滅 

点滅 

制御基板を交換する

メント 

※1　 E45－1：INV1，E45－2：INV2　※2　 E45－1：1回点滅，E45－2：2回点滅 

※2 

（E45－2でも INV1の点検もすること） 

制御基板へ15Ｖ電源あるか 
ファンモータは正常か（別途，制御基板15Ｖの

確認方法97ページ参照） 

インバータ基板又はファ
ンモータを交換する 
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点滅

点滅

室外ユニット

運転状態の確認，記録
エラー発生している系統
が自動アドレス設定なの
かリモコンアドレス設定
なのか手動アドレス設定
なのか確認すること

自動アドレスは他の室
外系統と接続出来ませ
ん

自動アドレス設定の通信
線が他室外系統と繋がっ
ている

室外の電源を1台毎にONし，
自動アドレス設定で立上る室外を深す。

自動アドレス設定

自動アドレスの通信線が他
の室外系統と繋がっている
時
（室内ユニットで検出）

スイッチ

スイッチ
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747471 

点滅 

点滅 

点滅 

制御基板へ15Ｖ電源あるか
ファンモータは正常か（別途，制御基板15Ｖの

確認方法696ページ参照）

YES 

NO インバータ基板又はファ
ンモータを交換する 

替 

替わる 

替らない 

５. 故障診断と処置（E48－1でもファンモータ2も点検すること，E48－2でもファンモータ1も点検すること） 

モータを見て 
故障したファンが
入れ替わるか 

室外ユニット

▪400min-1以下の回転数指令
かつ過電流状態を連続10
回検知
▪実回転数100min-1以下を
30秒間検知

▪400min-1以下の回転数指令
かつ過電流状態を連続10
回検知
▪実回転数100min-1以下を
30秒間検知（ファンロック
モータ）
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472 

点滅 

点滅 

 

低圧 

低圧 

接続間違いが 

室外ユニット

（　　　　 ）

（　　　              　 ）

750
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749473 

点滅 

点滅 

,C2） 

※　 E55－1：Tho－C1，E55－2：Tho－C2　※2　 E53・E55－1：1回点滅，E55－2：2回点滅 

※2 7 セグメント：E53/E55－1,2※ 

室外ユニット

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

ドーム下温度センサ（Tho－C1，Ｃ2）
温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≧80℃〕

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0
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5

0
0 50 80 100

(k) (k)

0
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40
60
80
100
120
140
160
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200
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温　　度（℃）
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度
セ
ン
サ
抵
抗
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室外ユニット
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点滅

点滅
）

※1　�E56－1：Tho－P1，E56－2：Tho－P2　※2　E56－1：1回点滅，E56－2：2回点滅�

※2 パワトラ温度センサ断線（Tho-P1,P2） 

室外ユニット

パワトラ温度センサ
温度－抵抗特性

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
(k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140

温度（℃）

パ
ワ
ト
ラ
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）
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30分前データを評価する

液冷媒寝込みの可能性があ
ります。電源投入状態で1
時間程度待ち再度起動させ
てください。
（クランクケースヒータに通
電し圧縮機に寝込んでいる
液冷媒を蒸発させる）

機種設定が間違っている可
能性があります。ディップ
スイッチ設定を確認してく
ださい。

電源投入して1時間以内の
最初の起動か

インバータ基板を交換
した履歴があるか

1回

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

3 圧縮機脱調異常

7セグメントLED表示（E58）

15分内に4回成立した場合

・起動前の通電時間不足
　（クランクケースヒー
　タ未通電による起動）
・圧縮機不良

再現しない場合はメンテPCを接続レデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する）

運動状熊の確認,記録

58
58

圧縮機がロックしている可能性があり
ます。圧縮機を交換してください。

室外ユニット

30分前データを評価する

液冷媒寝込みの可能性があ
ります。電源投入状態で1
時間程度待ち再度起動させ
てください。
（クランクケースヒータに通
電し圧縮機に寝込んでいる
液冷媒を蒸発させる）

機種設定が間違っている可
能性があります。ディップ
スイッチ設定を確認してく
ださい。

電源投入して1時間以内の
最初の起動か

インバータ基板を交換
した履歴があるか

1回

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

3 圧縮機脱調異常

7セグメントLED表示（E58）

15分内に4回成立した場合

・起動前の通電時間不足
　（クランクケースヒー
　タ未通電による起動）
・圧縮機不良

再現しない場合はメンテPCを接続レデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する）

運動状熊の確認,記録

58
58

圧縮機がロックしている可能性があり
ます。圧縮機を交換してください。

室外ユニット
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点滅

点滅

再現しない場合はメンテPCを接続しデータ取得を接続する。（各地区の技術課が管理する）

※1　�E59－1：CM1，E59－2：CM2　※2　�E59－1：1回点滅，E59－2：2回点滅�

※2 圧縮機起動不良(CM1,CM2) 

室外ユニット

インバータ基板又はパワトラ交換
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点滅 

点滅 

　　 を入 
替え 

※1　 E60－1：CM1，E60－2：CM2　※2　 E60－1：1回点滅，E60－2：2回点滅 

※2 

室外ユニット
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表示 
リモコン：E61 
7セグメント：E61 

ＬEＤ 緑 赤 

室内 

室外 

内容 
�E61
E61 室外親・子ユニット間通信異常点滅 消灯

点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

室外ユニットの
親/子機間のアドレスNo
設定はよいか？

電源をOFFし再投入

異常表示するか

YES

YES

NO

NO

修正

基板交換

ノイズ等による誤作動

２．異常検出方法

7セグメントLED表示（E61）

３．異常発生条件

室外親・子ユニット間の
通信が成立しない時

４．予想原因

1. 通信線異常
2. 制御基板不良
3. インバータ基板不良
4. 突入抑制抵抗異常

注記：
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点滅

点滅

リモコンに緊急停止
「有効」となってないか？

室内ユニット

室内制御基板交換

リモコン基板交換

緊急停止発生原因を調
査する
（設備業者と打合せする
時，停止30分前のデー
タがあるほうがよい）
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CNX 2

CNFAN 1

電解コンデンサ
両端電圧測定箇所

CNZ 1

CNV
CN I 1

CNTH

CN I 3

部品表示番号

注⑴　コネクタ－の機能については 759ページを参照してください ｡

FDCP 1123, 1403HLXB
⑴　コントロール基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい｡ 感電の原因になることがあります。
⑴　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
⒜　交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。

（図 2，コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（DC）を測定し十分に放電したことを確認してください。）
⒝　コントロール基板のコネクタを外してください ｡
⒞　基板上のCT1に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換してください ｡
⒟　新しい基板の設定スイッチ（SW3-5）の設定を交換前の基板に合わせてください。
⒠　青色の配線を交換した基板上のCT1に通してねじを締めてください。
⒡　コントロール基板へコネクタを接続してください ｡（接続後，半挿しが無いよう確認してください ｡）

3.8.4 室外ユニット側の基板交換

警告！

警告！

注意！

注意！

Ⅰ　マルチ LX シリーズ（含む寒冷地向け）・リフレッシュマルチ LX シリーズ

PCA012D028
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⑵　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。
1.　交換作業は，電源を切って３分後に実施して下さい。

（図２．コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（DC）を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
2.　�インバータ基板の端子台，コネクタ，ファストン端子及びパワトラ取付用のネジを外し，基板を取り外して下さい。外した時，

既に塗布されているシリコングリスはコントローラの放熱フィンよりきれいに拭き取って下さい。
3.　新しい基板のスイッチ（JSW10，11）の設定は交換前の基板に合わせてください。
4.　�新しい基板のパワトラ表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取り付けて下さい。塗布しないとパワトラが破

損することがあります。
その時，シリコングリスは使い切って下さい。

5.　インバータ基板のパワトラ取付用のネジを締め，端子台，ファストン端子及びコネクタを接続して下さい。
接続後に締め忘れ，半挿しがない様確認して下さい。特にパワトラは緩みない様に取付ネジで締め付けて下さい。
締め付けないとパワトラが破損することがあります。（推奨パワトラ締付トルク：0.98 ～ 1.47N・m）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCA012D025G

PCA565A151-1 
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■制御切換スイッチ（SW3，4，5）
・SW3（機能切換）

・SW4（デマンド切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路 / 無：開放）

■コネクターの機能

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LEDリセット

OFF 通常

SW3-4
ON 暖房時上限圧縮機回転数設定有効

OFF 無効

SW3-5
ON チェック運転開始

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

・SW4（機種切換）

・SW4（電源設定）

・SW4（電源相設定）

・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

機種
スイッチ FDCP1123� FDCP1403

SW4-1 OFF ON

SW4-2 OFF OFF

有/無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト時間切換　通常
無 デフロスト時間切換　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転 SW　　　試運転
OFF 〃　　　　　通常

SW5-2
ON 試運転モード　　冷房
OFF 〃　　　　　暖房

SW5-3
ON ボンプダウンSW　　ボンプダウン
OFF 〃　　　　　通常

内　容
SW7 データ消去/書込み
SW8 7セグメント表示UP　1位
SW9 〃　　　　10位

コネクタ－ 機　能 コネクタ－ 機　能

CNA1 電源 CNEEV1 暖房用電子澎張弁

CNQ1 高圧圧力スイッチ（CN1） CNEEV2 過冷却コイル電子澎張弁

CNW 欠相検知 CNX1 スーパリンク通信

CNN1 四方切換弁　 CNF1 過冷却コイル温度センサ（液）

CNR1 クランクケースヒータ CNF2 〃　　　 　（ガス）

CNA2 FAN電源

CNTH

熱交センサ 1（出口前）

CNS1 外部入力 吐出温度センサ

CNL2 低圧圧力センサ 吸入管温度センサ

CNFAN1 ファンモータ 外温センサ

CNL1 高圧圧力センサ CNI3 DC15，18V

CNP1 パワトラ温度センサ

機種
スイッチ FDCP1123� FDCP1403

SW4-3 OFF OFF

スイッチ ON/OFF 内　容

SW4-7
ON

SW4-8

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％
ON 〃�　　　　　0％

OFF
OFF 〃�　　　�　80％�
ON 〃�　　　　�40％

機種
スイッチ FDCP1123� FDCP1403

SW4-4 OFF OFF
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FDCP1603HLXB

⑴　コントロール基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行って下さい。
1.　交換作業は，電源を切って３分後に実施して下さい。
2.　�コネクタ（CNA1）の両極を測定し，電解コンデンサに充電された DC 電圧が十分に放電した事を確認して下さい。（図２参照）
3.　コントロール基板のコネクタを外して下さい。
4.　�基板上のCT1に通している白色または青色の配線を外してコントロール基板を交換して下さい。
5.　新しい基板の設定スイッチ（SW3－ 5）の設定を交換前の基板に合わせて下さい。
6.　白色または青色の配線を交換した基板上のCT1に通してねじを締めて下さい。
7.　コネクタを交換前と同じ場所に接続して下さい。（接続後，半挿しが無い様確認して下さい。）

警告！

警告！

注意！

注意！

注⑴　コネクタ－の機能については 762ページを参照してください ｡

PCA012D028B



3.8.04-757_778 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

761

⑵　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。
1.　交換作業は，電源を切って３分後に実施して下さい。

（図２．コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（DC）を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
2.　�インバータ基板の端子台，コネクタ，ファストン端子及びパワトラ取付用のネジを外し，基板を取り外して下さい。外した時，

既に塗布されているシリコングリスはコントローラの放熱フィンよりきれいに拭き取って下さい。
3.　新しい基板のスイッチ（JSW10，11）の設定は表１を参照して下さい。
4.　�新しい基板のパワトラ表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取り付けて下さい。塗布しないとパワトラが破

損することがあります。
その時，シリコングリスは使い切って下さい。

5.　インバータ基板のパワトラ取付用のネジを締め，端子台，ファストン端子及びコネクタを接続して下さい。
接続後に締め忘れ，半挿しがない様確認して下さい。特にパワトラは緩みない様に取付ネジで締め付けて下さい。
締め付けないとパワトラが破損することがあります。（推奨パワトラ締付トルク：0.98 ～ 1.47N・m）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCA012D018C

PCA565A151-1 
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■制御切換スイッチ（SW3，4，5）
・SW3（機能切換）

・SW4（デマンド切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路 / 無：開放）

■コネクターの機能

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LEDリセット

OFF 通常

SW3-4
ON 暖房時上限圧縮機回転数設定有効

OFF 無効

SW3-5
ON チェック運転開始

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制切換

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

・SW4（機種切換）

・SW4（電源設定）

・SW4（電源相設定）

・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

機種
スイッチ FDCP1603�

SW4-1 ON

SW4-2 ON

有/無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト時間切換　通常
無 デフロスト時間切換　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転 SW　　　試運転
OFF 〃　　　　　通常

SW5-2
ON 試運転モード　　冷房
OFF 〃　　　　　暖房

SW5-3
ON ボンプダウンSW　　ボンプダウン
OFF 〃　　　　　通常

内　容
SW7 データ消去/書込み
SW8 7セグメント表示UP　1位
SW9 〃　　　　10位

機種
スイッチ FDCP1603�

SW4-3 OFF

スイッチ ON/OFF 内　容

SW4-7
ON

SW4-8

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％
ON 〃�　　　　　0％

OFF
OFF 〃�　　　�　80％�
ON 〃�　　　　�40％

機種
スイッチ FDCP1603�

SW4-4 OFF

コネクタ－ 機　能 コネクタ－ 機　能

CNA1 電源 CNEEV1 暖房用電子澎張弁

CNQ1 高圧圧力スイッチ（CN1） CNEEV2 過冷却コイル電子澎張弁

CNW 欠相検知 CNX1 スーパリンク通信

CNN1 四方切換弁　 CNF1 過冷却コイル温度センサ（液）

CNR1 クランクケースヒータ CNF2 〃　　　 　（ガス）

CNA2 FAN電源

CNTH

熱交センサ 1（出口前）

CNS1 外部入力 吐出温度センサ

CNL2 低圧圧力センサ 吸入管温度センサ

CNFAN1 ファンモータ 外温センサ

CNL1 高圧圧力センサ CNI3 DC15，18V

CNP1 パワトラ温度センサ
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図1 .  部品配置図

部品番号表示

CNG1（注1）
CNG2（注1）

FDCP3353HLXYB，
FDCRP224，280
HLXYBのみ（　　　　　　　　）

注意！

警告！

FDCRP2243，2803HLXYB
⑴　コントロール基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください ｡感電の原因になることがあります。
⑴　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。

⒜　交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。

（次ページ図2に示すＤＣ電源電圧（2 種類：制御電源，ＤＣファン用電源）を測定し十分に放電したことを確認してください。）

⒝　コントロール基板のコネクタを外してください ｡

⒞　基板上のＣＴ 1に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換してください ｡

⒟　新しい基板の設定スイッチ（ＳＷ 4）の設定を交換前の基板に合わせてください。

⒠　青色の配線を交換した基板上のＣＴ 1に通してねじを締めてください。

⒡　コントロール基板へコネクタを接続してください ｡（接続後，半挿しが無いように確認してください ｡）

※　注⑴：交換前の基板にあるものを再利用すること。

※　注⑵：CNA2（茶）と CNQ3（黄）は間違えると基板が

損壊します。誤挿入に注意してください ｡

※　注⑶：コネクタの機能については 768 ページ参照してく

ださい ｡

警告！

注意！

FDCP2243，2803，3353HLXYB
FDCKP1603，2243，2803HLXYB

RCB012D017
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図2. 電圧測定箇所

コントロール基板
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安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください ｡感電の原因になることがあります。

下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。

1.　交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。

（次ページ図2に示すＤＣ電源電圧（各 2 種類：制御電源，ＤＣファン用電源）を測定し十分に放電したことを確認してください。）

2.　インバータ基板のコネクタ，スナバコンデンサ，配線を外してください。

3.　インバータ基板を交換してください。

4.　新しい基板の設定スイッチ（ＪＳＷ 10，11）の設定を交換前の基板に合わせてください。

5.　インバータ基板へコネクタ，スナバコンデンサ，配線を接続してください。（接続後，半挿しが無いように確認してください ｡）

ください。

ように

よう

次ページ

ください。

ください。

だ

く　

ください。

ください。感電の原因になることがあります。

ください。

ください。

ください。）
ください。

ください。

ださい。）

ください。

安全上のご注意

⑵　インバータ基板交換要領

注意！

警告！

警告！

注意！

RCB012D018
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⑶　トランジスタモジュール交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・トランジスタモジュール交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されている

事を確認して下さい。交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になる事があります。

　　下記の要領でトランジスタモジュールの交換を行って下さい。
1.　交換作業は，電源を切って 10 分後に実施して下さい。

（必ず電解コンデンサ端子（ファンモータ電源コネクタ）両端の電圧（DC）を測定し十分に放電した事を確認して下さい。）
2.　�BOX内を開口し，パワートランジスタのＵ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎの配線を外して下さい。
3.　インバータ基板を取り外した後，トランジスタモジュール用のネジを外してトランジスタモジュールを取り外して下さい。
4.　�トランジスタモジュールの裏面全面に付属のシリコングリース（三菱重工空調システム（株）取扱いSA03434 又 SA0146）を

均一に塗布してから取り付けて下さい。
5.　コネクタがかみ合っている事を確認してインバータ基板を取り付けて下さい。
6.　配線（Ｕ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎ）を接続して下さい。
7.　BOXを元通りに組み立てて下さい。

警告！

警告！

注意！

注意！

PCB012D008



768

3.8.04-757_778 色
Ｋ

新
組
05/12
1210

初
校
06/14
1103

再
校
07/01
1103

三
校
00/00
名前

四
校
00/00
名前

念
校
00/00
名前

・SW4（デマンド切換）

・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

■制御切換スイッチ（ＳＷ 3，4，5）
・�SW3（機能切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路／無：開放）

・SW3，4，6（機種切換）

■コネクターの機能

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LEDリセット

OFF 通常

SW3-3
ON リフレッシュ機

OFF 標準機

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト時間切換　通常
無 デフロスト時間切換　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転 SW　　�試運転
OFF 〃　　　　�通常

SW5-2
ON 試運転モード　�冷房
OFF 〃　　�　　暖房

SW5-3
ON ポンプダウンSW　ポンプダウン
OFF 〃　　　　�通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧SL
OFF スーパリンク通信：新SL

内　容
SW7 データ消去／書込み
SW8 7セグメント表示UP　1位
SW9 〃　　　　10位

コネクタ 機　能 色 コネクタ 機　能 色

CNEEV1 暖房用電子膨張弁（前） 赤 CNF1 過冷却コイル温度センサ 1 白

CNEEV2 過冷却コイル用電子膨張弁 白 CNF2 過冷却コイル温度センサ 2 緑

CNA2　 ファンモータ用電源 － CNP1 パワトラ温度センサ（CM1） 黄

CNFAN1 ファンモータ 1　 白 CNL1 高圧圧力センサ 青

CNFAN2 ファンモータ 2　 赤 CNL2 低圧圧力センサ 白

CNQ1　 高圧圧力スイッチ（CM1） 白 CNS1 外部運転入力 －

CNQ3　 高圧圧力スイッチ（リフレッシュ用） 黄 CNS2 デマンド入力 －

CNTH　 熱交センサ 1（出口前）

白

CNN1 四方切換弁 赤

吐出温度センサ CNN2 電磁弁・油戻し（CM1） 緑

吸入管温度センサ CNN4 電磁弁（リフレッシュ用） 橙

外温センサ CNN6 電磁弁（液バイバス）（CM1） 桃

CNB2　 熱交温度センサ 2　 赤 CNN9 電磁弁・ホットガスバイパス 黒

CNU1　 ド－ム下温度センサ（CM1） 青 CMM1 CM1用電磁接触器 灰

CNR1 クランクケースヒータ 白

ON/OFF 内　容

SW4-5

ON

SW4-6

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％

ON 〃　　　　�0％

OFF
OFF 〃　　　　80％

ON 〃　　　　40％

機種

スイッチ

標準マルチ リフレッシュマルチ 寒冷地向けマルチ

224 280 335 224 280 160 224 280

SW3-3 OFF OFF OFF ON ON OFF OFF OFF

SW4-1 OFF ON OFF OFF ON ON OFF ON

SW4-2 OFF OFF ON OFF OFF ON OFF OFF

SW4-3 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

SW4-4 OFF OFF ON OFF OFF ON OFF OFF

SW6-4 OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON

SW6-5 OFF OFF OFF OFF OFF ON ON ON
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⑴　コントロール基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

⑴　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
⒜　交換作業は，電源を切って 10分後に実施してください。

（必ずコンデンサ端子（ファンモータ中継コネクタCNDCW1）両端の電圧（DC）を測定し�
十分に放電した事を確認してください。）

⒝　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。（※印）�
　　コントロール基板からコネクタを外してください ｡
⒞　基板上のCT1に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換してください ｡�
　　配線を外す時には必ず電磁接触器（52C1の端子番号⑤）に接続されている方を外してください。
⒟　アドレス設定スイッチ（SW1，2）の設定を交換前の基板に合わせてください。
⒠　設定スイッチ（SW3-5）の設定を交換前の基板に合わせてください。
⒡　ジャンパ線（J11-16）を交換前の基板のジャンパ線に合わせて設定してください。
⒢　青色の配線を，交換した基板上のCTに通してください。（下表参照）
　　　　　　　　　　　　CT 通過ハーネス

⒣　コントロール基板へコネクタを接続してください ｡�
　　配線は，タイラップバンドで元通りに結束してください。
　　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。（※印）

FDCP3353HLXB-K，4003 ～ 6803HLXB
FDCRP2803HLXB-K，3353 ～ 5603HLXB

警告！

警告！

注意！

注意！

CT1 タイラップバンド
52C1⑤�

→ PWB3　Ti
数箇所

RCB012D020
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半挿しが無いよう注意！

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF OFF

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF

ON※

端子台

⑵　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

⑴　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
⒜　交換作業は，電源を切って 10 分後に実施してください。

（必ず DC ファン電源用中継コネクタまたは，コントロール基板電源コネクタの電圧（DC）を測定し十分に放電した 
ことを確認してください。（図 2. 電源電圧を確認するポイント参照。）

⒝　インバータ基板の端子台の端子，及びコネクタを外し，基板を交換してください。
⒞　設定スイッチ（SW1，2）を表 1の通り設定してください。
⒟　インバータ基板へ端子台の端子，及びコネクタを接続してください。�
　　（接続後，伴挿しが無いよう確認してください。）
　※ショートバーは必らず変換前の基板から取し
　　P2～ P3に取付けてください。

警告！

警告！

注意！

注意！

図 2. 電源電圧を測定するポイント
PCB012D007A
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⑶　EEV（電子膨張弁）基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

⑴　下記の要領で EEV 基板の交換を行って下さい。

⒜　交換作業は，電源を切って 10分後に実施してください。
（必ずコンデンサ端子（ファンモータ中継コネクタCNDCW1）両端の電圧（DC）を測定し�
十分に放電した事を確認してください。）

⒝　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。
⒞　制御基板を引き出してください。
⒟　EEV基板からコネクタを外してください。
⒠　基板上のCT2を通している青色の配線を外して EEV基板を交換してください。�
　　配線を外す時は，必ず電磁開閉器（52C2の端子番号⑤）に接続されている方を外してください。
⒡　青色の配線を交換した基板上のCTに通してください。（下表参照）
　　　　　　　　　　　　CT 通過ハーネス

⒢　EEV基板へコネクタ接続してください。
　　配線は，タイラップバンドで元通りに結束してください。
⒣　制御基板を元通りにしてください。�
　　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。

警告！

警告！

注意！

注意！

CT1 タイラップバンド
52C2⑤�

→ PWB3　Ti
数箇所

RCB012D005
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・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

■制御切換スイッチ（ＳＷ 3，4，5）
・SW3（機能切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路／無：開放）

・SW4（機種切換）

・SW4（デマンド切換）

・SW4（親・子設定）

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転 SW　　�試運転
OFF 〃　　　　�通常

SW5-2
ON 試運転モード　�冷房
OFF 〃　　�　　暖房

SW5-3
ON ポンプダウンSW　ポンプダウン
OFF 〃　　　　�通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧SL
OFF スーパリンク通信：新SL

内　容
SW7 データ消去／書込み
SW8 7セグメント表示UP　1位
SW9 〃　　　　10位

ON/OFF

SW4-7

ON

SW4-8

OFF 子　機　1

ON 子　機　3

OFF
OFF 親　　��機

ON 子　機　2

機　種
マルチ LXマルチ

P335-K P400 P450 P504 P560 P615 P680

馬　力 12 14 16 18 20 22 24

SW4-1 OFF OFF ON OFF ON OFF ON

SW4-2 ON OFF OFF ON ON OFF OFF

SW4-3 OFF ON ON ON ON OFF OFF

SW4-4 OFF OFF OFF OFF OFF ON ON

J16 無 無 無 無 無 無 無

有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト時間切換　通常
無 デフロスト時間切換　寒冷地

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LEDリセット

OFF 通常

SW3-3
ON リフレッシュ機

OFF 標準機

SW3-5
ON チェック運転開始

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

ON/OFF 内　容

SW4-5

ON

SW4-6

OFF デマンド切換圧縮機能力　40％

ON 〃　　　　0％

OFF
OFF 〃　　　　80％

ON 〃　　　　60％

機　種
リフレッシュ LXマルチ

P224 P280 P335 P400 P450 P504 P560

馬　力 8 10 12 14 16 18 20

SW4-1 OFF ON OFF OFF ON OFF ON

SW4-2 OFF OFF ON OFF OFF ON ON

SW4-3 OFF OFF OFF ON ON ON ON

SW4-4 OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

J16 無 無 無 無 無 無 無
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記号 コネクタ 機　　　　　能
Tho-A CND 外温センサ
Tho-R1 CNB1 熱交温度センサ 1（出口・前）
Tho-R2 CNB2 熱交温度センサ 2（出口・後）
Tho-R3 CNB3 熱交温度センサ 3（入口・前）
Tho-R4 CNB4 熱交温度センサ 4（入口・後）
Tho-D1 CNC1 吐出温度センサ 1（CM1）
Tho-D2 CNC2 吐出温度センサ 2（CM2）
Tho-C1 CNU1 ドーム下温度センサ 1（CM1）
Tho-C2 CNU2 ドーム下温度センサ 2（CM2）
Tho-P1 CNP1 パワトラ温度センサ 1（CM1）
Tho-P2 CNP2 パワトラ温度センサ 2（CM2）
Tho-S CNJ 吸入管温度センサ
Tho-SC CNF1 過冷却コイル温度センサ 1
Tho-H CNF2 過冷却コイル温度センサ 2
CT1 圧縮機電流（CM1）
CT2 CNK 圧縮機電流（CM2）
PSH CNL1 高圧圧力センサ
PSL CNL2 低圧圧力センサ
63H1-1 CNQ1 高圧圧力スイッチ（CM1）
63H1-2 CNQ2 高圧圧力スイッチ（CM2）
63H1- Ｒ CNQ3 高圧圧力スイッチ

CNS1 外部運転入力
CNS2 デマンド入力
CNG1 冷暖強制入力　　　　冷房／暖房
CNG2 サイレントモード入力

電源 CNW1 200 ／ 220V, 欠相検知
電源 CNA2 トランス用（DC10,15.1V）
電源 CNI3 DC15V

記号 コネクタ 機　　　　　能
52C1 CNM1 CM1用電磁接触器
52C2 CNM2 CM2用電磁接触器
20S CNN1 四方切換弁
SV6 CNN2 電磁弁・油戻し（CM1）
SV7 CNN3 電磁弁・油戻し（CM2）
SV12 CNN4 電磁弁・配管リフレッシュキット
20SL CNN5 電磁弁
SV1 CNN6 電磁弁・液パイパス（CM1）
SV2 CNN7 電磁弁・液パイパス（CM2）
FMC1,2 CNN8 冷却ファン 1,2
SV11 CNN9 電磁弁・ガスパイパス
FMC3 CNN10 換気ファン
SV13 CNN11 ホットがスパイパス
CH1 CNR1 クランクケースヒータ
CH2 CNR2 クランクケースヒータ

CNT1 電子膨張弁 1糸統
CNT2 電子膨張弁 2糸統

52XR CnH 運転出力
52XE CnY 異常出力

CNZ1 膨張弁切換出力
CnE RAMチェッカ－出力
CnV サービス用出力ソフトウェア書換え

LED1 点検（赤）
LED2 正常（緑）
LED3 サービス用（緑）
7SEG1 7 セグメント LED1（機能）
7SEG2 7 セグメント LED2（データ）
R、S相 CNA1 電源 200／ 220V

■コネクターの機能
⑴　制御基板入力 ⑵　制御基板入力

⑶　制御基板入出力

記号 コネクタ 機　　　能
FMO1 CnDC1-1 DC15V出力（Vcc）

-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 過熱異常入力（OverH）

FMO2 CnDC2-1 DC15V出力（Vcc）
-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 過熱異常入力（OverH）

CnI1 インバータ通信
CnX1 スーパーリンク通信
CnX2 スーパーリンク通信予備

記号 コネクタ 機　　　能
電源 CNZ1 膨張弁切換入力

CNT1 電子膨張弁 1糸統
CNT2 電子膨張弁 2糸統

⑷　膨張弁・ファンモータ基板
⒜　入力

⒝　出力

記号 コネクタ 機　　　能
CT2 CNCT4 圧縮機電流（CM2）
EEVH1 CNEEV1 暖房用電子膨張弁 1（前）
EEVH2 CNEEV2 暖房用電子膨張弁 2（後）
EEVSC CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁
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⑴　コントロール基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

・　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
⒜　交換作業は，電源を切って 10分後に実施してください。

（必ずコンデンサ端子（ファンモータ中継コネクタCNDCW1）両端の電圧（DC）を測定し�
十分に放電した事を確認してください。）

⒝　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。（※印）�
　　コントロール基板からコネクタを外してください ｡
⒞　基板上のCT1に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換してください ｡�
　　配線を外す時には必ず電磁接触器（52C1の端子番号⑤）に接続されている方を外してください。
⒟　アドレス設定スイッチ（SW1，2）の設定を交換前の基板に合わせてください。
⒠　設定スイッチ（SW3-5）の設定を交換前の基板に合わせてください。
⒡　ジャンパ線（J11-16）を交換前の基板のジャンパ線に合わせて設定してください。
⒢　青色の配線を，交換した基板上のCTに通してください。（下表参照）
　　　　　　　　　　　　CT 通過ハーネス

⒣　コントロール基板へコネクタを接続してください ｡�
　　配線は，タイラップバンドで元通りに結束してください。
　　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。（※印）

警告！

警告！

注意！

注意！

CT1 タイラップバンド
52C1⑤�

→ PWB3　Ti
数箇所

Ⅱ　冷暖フリーマルチ LXR シリーズ

PCB012D020
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※

端子台

PS
PS

H
2

※

端子台

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF

（FDCP3353-K，4003～6803）

（FDCP2243～3353）

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
ON
OFF

半挿しが無いよう注意！

警告！

警告！

注意！

注意！

※　電圧測定時は、コネクタを外さずにテスタ
のプローブ等先の尖ったものをコネクタの
勘合部反対側から差し込んでください。

※　感電の恐れがあるため金属部は絶対に触れ
ないでください。

⑵　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領に従って確実に行ってください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。
通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

・　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
⒜　交換作業は，電源を切って 10 分後に実施してください。

（必ず DC ファン電源用中継コネクタまたは，コントロール基板電源コネクタの電圧（DC）を測定し十分に放電した 
ことを確認してください。（図 2. 電源電圧を確認するポイント参照。）

⒝　インバータ基板の端子台の端子、及びコネクタを外し、基板を交換してください。
⒞　設定スイッチ（SW1，2）を表 1の通り設定してください。
⒟　インバータ基板へ端子台の端子、及びコネクタを接続してください。�
　　（接続後、半挿しが無いよう確認してください。）
　※ショートバーは必らず変換前の基板から取し
　　P2～ P3に取付けてください。

PCB012D007A
図 2. 電源電圧を測定するポイント
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⑶　EEV（電子膨張弁）基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください｡ 感電の原因になることがあります。

・　下記の要領で EEV 基板の交換を行ってください。

⒜　交換作業は，電源を切って 10分後に実施してください。
（必ずコンデンサ端子（ファンモータ中継コネクタCNDCW1）両端の電圧（DC）を測定し�
十分に放電した事を確認してください。）

※⒝　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。
※⒞　制御基板を引き出してください。
※⒟　EEV基板からコネクタを外してください。
※⒠　基板上のCT2を通している青色の配線を外して EEV基板を交換してください。�
　　　配線を外す時は、必ず電磁開閉器（52C2の端子番号⑤）に接続されている方を外してください。
※⒡　青色の配線を交換した基板上のCTに通してください。（下表参照）

　　　　　　　　　　　　CT 通過ハーネス

※⒢　EEV基板へコネクタ接続してください。
　　　配線は、タイラップバンドで元通りに結束してください。
※⒣　制御基板を元通りにしてください。�
　　　コントロールボックス側面のバンドを緩めてください。
（注）�※印は 2コンプの場合のみ実施してください。

警告！

警告！

注意！

注意！

CT1 タイラップバンド
52C2⑤�

→ PWB3　Ti
数箇所

部品番号表示

図 1. 部品配置図
PCB012D0051 コンプの場合 2 コンプの場合
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・SW4（デマンド切換）
ON/OFF 内　容

SW4-5

ON

SW4-6

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％

ON 〃　　　　�0％

OFF
OFF 〃　　　　80％

ON 〃　　　　40％

・SW4（親・子設定）
ON/OFF 内　容

SW4-7

ON

SW4-8

OFF 子　機　1

ON 子　機　3

OFF
OFF 親　　��機

ON 子　機　2

・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

■制御切換スイッチ（ＳＷ 3，4，5）
・SW1，SW3（機能切換）

スイッチ 内　容

SW1 室外No.（10 位）

SW2 室外No.（1位）

SW3-1
ON 点検 LEDリセット

OFF 通常

SW3-2
ON 自動バックアップ運転

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

（注）⑴　工場出荷時はOFFです。

⑵　SW3-2 のスイッチは FDCP2243～3353HLXR
にはありません。

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路／無：開放）
有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト時間切換　通常
無 デフロスト時間切換　寒冷地

・SW4，J16（機種切換）
スイッチ

機種

SW4
J16

1 2 3 4

P2243 OFF OFF OFF OFF 有

P2803 ON OFF OFF OFF 有

P3353 OFF ON OFF ON 有

P3353-K OFF ON OFF OFF 有

P4003 OFF OFF ON OFF 有

P4503 ON OFF ON OFF 有

P5043 OFF ON ON OFF 有

P5603 ON ON ON OFF 有

P6153 OFF OFF OFF ON 有

P6803 ON OFF OFF ON 有

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転スイッチ　�試運転
OFF 〃　　　　��通常

SW5-2
ON 試運転モード　�　冷房
OFF 〃　　�　　暖房

SW5-3
ON ポンプダウンスイッチ　ポンプダウン
OFF 〃　　　　��通常

SW5-4
ON 接続容量保護キャンセル
OFF 〃　　�　　通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧SL
OFF スーパリンク通信：新SL

内　容
SW7 データ消去／書込み
SW8 7セグメント表示UP　1位
SW9 〃　　　　10位
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記号 コネクタ 機　　　　　能
Tho-A CND 外温センサ
Tho-R1 CNB1 熱交温度センサ 1（出口・前）
Tho-R2 CNB2 熱交温度センサ 2（出口・後）
Tho-R3 CNB3 熱交温度センサ 3（入口・前）
Tho-R4 CNB4 熱交温度センサ 4（入口・後）
Tho-D1 CNC1 吐出温度センサ 1（CM1）
Tho-D2 CNC2 吐出温度センサ 2（CM2）
Tho-C1 CNU1 ドーム下温度センサ 1（CM1）
Tho-C2 CNU2 ドーム下温度センサ 2（CM2）
Tho-P1 CNP1 パワトラ温度センサ 1（CM1）
Tho-P2 CNP2 パワトラ温度センサ 2（CM2）
Tho-S CNJ 吸入管温度センサ
Tho-SC CNF1 過冷却コイル温度センサ 1
Tho-H CNF2 過冷却コイル温度センサ 2
CT1 圧縮機電流（CM1）
CT2 CNK 圧縮機電流（CM2）
PSH CNL1 高圧圧力センサ
PSL CNL2 低圧圧力センサ
63H1-1 CNQ1 高圧圧力スイッチ（CM1）
63H1-2 CNQ2 高圧圧力スイッチ（CM2）
63H1- Ｒ CNQ3 高圧圧力スイッチ

CNS1 外部運転入力
CNS2 デマンド入力
CNG1 冷暖強制入力　　　　冷房／暖房
CNG2 サイレントモード入力

電源 CNW1 200 ／ 220V, 欠相検知
電源 CNA2 トランス用（DC10,15.1V）
電源 CNI3 DC15V

記号 コネクタ 機　　　　　能
52C1 CNM1 CM1用電磁接触器
52C2 CNM2 CM2用電磁接触器
20S CNN1 四方切換弁
SV6 CNN2 電磁弁・油戻し（CM1）
SV7 CNN3 電磁弁・油戻し（CM2）
SV12 CNN4 電磁弁・配管リフレッシュキット
20SL CNN5 電磁弁
SV1 CNN6 電磁弁・液パイパス（CM1）
SV2 CNN7 電磁弁・液パイパス（CM2）
FMC1,2 CNN8 冷却ファン 1,2
SV11 CNN9 電磁弁・ガスパイパス
FMC3 CNN10 換気ファン
SV13 CNN11 ホットがスパイパス
CH1 CNR1 クランクケースヒータ
CH2 CNR2 クランクケースヒータ

CNT1 電子膨張弁 1糸統
CNT2 電子膨張弁 2糸統

52XR CnH 運転出力
52XE CnY 異常出力

CNZ1 膨張弁切換出力
CnE RAMチェッカ－出力
CnV サービス用出力ソフトウェア書換え

LED1 点検（赤）
LED2 正常（緑）
LED3 サービス用（緑）
7SEG1 7 セグメント LED1（機能）
7SEG2 7 セグメント LED2（データ）
R、S相 CNA1 電源 200／ 220V

■コネクターの機能
⑴　制御基板入力 ⑵　制御基板入力

⑶　制御基板入出力

記号 コネクタ 機　　　能
FMO1 CnDC1-1 DC15V出力（Vcc）

-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 過熱異常入力（OverH）

FMO2 CnDC2-1 DC15V出力（Vcc）
-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 過熱異常入力（OverH）

CnI1 インバータ通信
CnX1 スーパーリンク通信
CnX2 スーパーリンク通信予備

記号 コネクタ 機　　　能
電源 CNZ1 膨張弁切換入力

CNT1 電子膨張弁 1糸統
CNT2 電子膨張弁 2糸統

⑷　膨張弁・ファンモータ基板
⒜　入力

⒝　出力

記号 コネクタ 機　　　能
CT2 CNCT4 圧縮機電流（CM2）
EEVH1 CNEEV1 暖房用電子膨張弁 1（前）
EEVH2 CNEEV2 暖房用電子膨張弁 2（後）
EEVSC CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁
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プラスターホワイ ト （マンセ ル  6.8Y8.9/0. 2  近似） 

シャドウブラッ ク （マンセ ル  7.2BG2.9/0. 6  近似） 

ウッドベージ ュ （マンセ ル  6.8Y7.9/3. 9  近似） 

塗　装　色 

RCNLA-T-36W 

受信部 

ワイヤレス 
リモコン ○ 

リモコン 
ホルダ ○ 

1  式 

1 

1 

TIMER 
CHECK RUN 

TIMER 
CHECK RUN 

リ モ コ ン 信号受信 

表示部 
( エ ラ ー コ ー ド E 1 ～ E75表示) 

バ ッ ク ア ッ プ ス イ ッ チ 

運転表示 （緑色） 
・ 点灯 ： エ ア コ ン 運転中 
・ 連続点 滅 ： 暖房準備 （暖房運転中） 
・ 3回点滅 ： リ モ コ ン 信 号 の 受信表示 

タ イ マ ー ／点検表示 （黄色） 
・ 連続点灯 ： タ イ マ ー 運転中 
　・連続 「短 」 点 滅 ： 異常時 
　・連続 「長 」 点滅 ： フ ィ ル タ サ イ ン 
　・連続 「中 」 点滅 ： ラ ク リ ー ナ モ ー ド 表 示 

受信・表示部 

FDTシリーズはワイヤード専用機をシリーズ化していますが，ワイヤレスキット（オプション）の採用で手もとで操作が可
能です。尚FDTP2243, 2803シリーズに使用する場合は，中継ハーネス（RCN-T-HA6）が必要です。 

　ワイヤレスキット形式

　受信部外観および機能 

　付属品 

適用形式 

適用形式 
FDTシリーズ全機種 

形　　式

RCNLA-T-36SB 

RCNLA-T-36C 

　 パネルカラーに合せワイヤレスキットのカラーを選択してください。 

・コーナリッド ・受信部詳細 

TIMER 
CHECK RUN 

単 4  乾電池 
（R03） 

リモコン 
ホルダ ○ 
取付ねじ 

据付説明書 

2 

名　　　　称 個　数 名　　　　称 個　数 

2 

1 

注⑴ 

⒜

⒝

⒞

⑴　ワイヤレスキット（RCNLA-T-36W, 36SB, 36C）

4.1 ワイヤレスキット
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60 17 

15
0 

本ワイヤレスキットの受信部は，対応パネルのコーナパネルと交換することにより取付可能です。
ⅰ　取付前の準備
①化粧パネルを付属のパネル据付に従ってエアコン本体に取付けてください。 
②吸込グリルを取外してください。 
③冷媒配管側のコーナーパネルを取外してください。 
④ね じ （3本 ） を外して，エアコン本体のコントロールボックスのカバ ー （斜線部 ） を取外してください。 

ⅱ　設定を変更する場合
①受診部裏面のね じ （2本 ） を外し，カバーを取外してください。 
②カバー裏面の基板上のスイッチを変更してください。 

④ 

③ 

冷媒配管 ド レ ン 配 管 

② 
ね じ 

受信部裏側 

⒟

⒠
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③受信部基板上のスイッチの設定は以下の通りです。 
　なお，出荷時の設定は　　　で囲まれた方になっています。 

④SW1をOFFにする場合はリモコン側も以下のように設定変更してください。 
ワイヤレスリモコンの設定変更 
風向   ボタンを押しながらリセットボタンを押すか，風向   ボタンを押しながら電池を 
投入をすると設定が混信防止設定へ切り換わります。 

ⅲ　受信部の取付
①パネル吊りボルトをゆるめて，パネルと本体との隙間を空けてください。 
②受信部の配線を開口部に通してください。 
③配線を下図の如くユニットのコントロールボックスの切り欠きを通して入れてください。 
④配線先端をコントロールボックス中の端子台に接続してください。 (  無極 性  ) 
⑤受信部をパネルに取付けてください。 
⑥コントロールボックスの板金のエッジに当たらないように配線をクランプで固定してください。 
⑦コントロールボックスのカバーを外したね じ （３本 ） を用いて取付けてください。 
注⑴　取付けの際，配線をはさまないようにしてください。

※一度電池を取外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。   
電池を取外した時は，再度，上記操作を行ってください。 ( ) 

カ バ ー 裏 面 

ON 

OFF 

出 荷 時 

● ス イ ッ チ SW1 混 信 に よ る 誤動作防止 
ON ： 通常 
OFF ： 切換 

SW2 受信部 の 親子切 換 
ON ： 親 
OFF ： 子 

SW3 ブ ザ ー 音 の 有 無 
ON ： 有 り 
OFF ： 無 し 

SW4 停電保 障 ON ： 有効 
OFF ： 無効 

1 2 3  4 

定 
設 
止 
防 
信 
混 

  

①  

②  

③  

④  

③  
⑥  

エ ア コ ン 本 体の   
コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス 内 の 端子台  
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ⅱ　ワイヤレスリモコンの操作距離
①標準的な受信距離 
［条件］   受信部照明度 30 0  ルクス 
  （一般事務所 で  PA C  周辺1m以内の天井面に照明がない場合） 

②平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係 
［条件］    天井高さ2.5m，床面より1.1mの高さより，リモコン操作した 

場合の受信部照度と受信距離との関係。 
  照度が2倍になると受信距離は2/3となる。 

③複数台近接設置時の注意 
［条件］  受信部照明度 30 0  ルクス 
  （一般事務所でPAC周辺1m以内の天井面に照明がない場合） 
［複数台近接設置］   リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は 5m で す 。 

ⅰ　1リモコンによる複数台室内ユニット制御
室内ユニット最大16台まで接続可能です。
①各室内ユニット間を2心の渡り線にて配線 
してください。 
渡り線については右図を参照願います。 

●渡り線の太さと，長さ制 限 （最大総長600m） 
    標準　    0.3mm 2 ×  10 0  ｍ以内 
               0.5mm 2 ×  20 0  ｍ以内 
             0.75mm 2 ×  30 0  ｍ以内 
             1.25mm 2 ×  40 0  ｍ以内 
                 2mm 2 ×  60 0  ｍ以内 
②室内ユニット制御基板上のロータリースイッチSW2により，リモコン通信アドレスを重複しないように「O」～「F」 
に設定してください。 
③複数リモコン使用時の親子設定 
　 1 つのグループに対して最大 2 個までのリモコンを接続できます 。 その際は 2 つのワイヤレスキットのいすれか一方 の 
受信部の基板上のSW 2 を OFF にし，子機設定とする必要があります 。 

受信部配線 は ， 1台 の み 接続 し ， 
他 の 室 内 機は 取 り は ず し て く だ さ い 。 

（ ワ イ ヤ レ ス キ ッ ト は 不要 で す 。 ） 

端子台 

室 内 ユ ニ ッ ト   
ア ド レ ス   受信部 

室 内 ユ ニ ッ ト   
ア ド レ ス   受信部 

室 内 ユ ニ ッ ト 
ア ド レ ス 受信部 

リ モ コ ン 

天井面 

受信可能範囲 

0 1m 2m 3m 4m 

30 ° 

1.
4m
 

2.
5m
 

1.
1m
 

1m 

3m 

4m 受信部照度300 ル ク ス 
受信可能範囲 

受信部照度600 ル ク ス 
受信可能範囲 

2m 

1m 2m 3m 4m 

運転切 換 ボタンを押しながらリセットボ タ ン を 押 す か ， 運 転 切 換 ボ タ ン を 押 し な が ら 電池 を 投 入 す る と ， 自 動運転 が 無 

効となります。 

ⅰ　電源周波数の設定変更
自動昇降パネルに取付け時は，リモコンの電源周波数設定を必ず行ってください。（初期設定は60Hz）

①フィルタ ー ボタン と 風 量 ボタンを同時に3秒以上押すと周波数設定モードになります。 

②設定温度表示部に現在の周波数設定が点滅表示されます。 

③▲ボタンを押すと“60”表示となり，
▼
ボタンを押すと“50”表示となります。 

④周波数設 定 後 ， フ ィ ル タ ーボタンを 押 す と ，周波 数 が確定 さ れ室内ユニットにデータが送信されま す。約 2 秒 間 設 定 

された周波数が点灯した後，元の表示に戻ります 。 

一度電池を取外すと初期設定（自動有効設定）と戻ります。電池を取外した時は，再度上記操作を行ってください。 注⑴

　ワイヤレスリモコン⒡

⒢

⒣
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運　　転 
停　　止 

暖房準備 

点　　検 
フ ィ ル タ サ イ ン 
ラ ク リ ー ナ 
タ イ マ ー 

制御無効 － 
－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－ 
－ 

－ 

黄 
黄 

黄 
黄 
黄 

点　灯 

点　灯 

消　灯 

連続点滅（ON 0.5秒，OFF0.5秒） 

連続点滅（ON 0.5秒，OFF0.5秒） 
連続点滅（ON  2秒，OFF 1秒） 
連続点滅（ON  1秒，OFF 2秒） 

3回点滅（ON 0.25秒，OFF0.25秒） 

3回点滅（ON 0.25秒，OFF0.25秒） 
黄 連続点滅（ON 0.25秒，OFF0.25秒） 

緑 
緑 
緑 
緑 

モ ー ド ア ン マ ッ チ 緑 

表　　示 表  示  方  法 
運転／点検 タ イ マ ー ／点検 

受　　信 

LE  D 

モ ー ド ア ン マ ッ チ を 受 信 し た 場 合，運転表示 （緑） と タ イ マ ー ／ 点検表示 （黄 ） のLE D を 交互 注 に 点 滅 を 消灯 さ せま す 。 

受信部の表面にバックアップスイッチを装備しています 。 （780ページ参照）

停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）で運転します。 
風量「急」，温度設定「23℃」，ルーバ「水平」 
運転中に押すことにより「停止」します。 
2秒以上押し続けてから離した場合，自動昇降パネルは上昇します。 

ワイヤレスリモコン操作ができない場 合 （ 電 池 切 れ ， 紛 失 ， 故 障 ） に 応 急的 に 使 用 し て く だ さ い 。 操 作は 手で 直接し て く 
ださい。 

ⅱ　グリル降下長さの設定
自動昇降パネルのグリル降下長さの設定は，ワイヤードリモコンを室内ユニットに接続して行ってください。詳細につ
いては 474ページをご覧ください。

一度設定した後は，室内ユニットのコントローラのマイコンが記憶するため，ワイヤードリモコンを接続し続ける必要はありません。注⑴

⒤

⒥

　 点検表示一覧 ⒦

ⅰ

ⅱ
ⅲ

受信部バックアップスイッチを押しながらリモコンにて冷房運転を送信してください。 ⅰ
試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。 ⅱ
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 風向 ボタンを押しながら リセット スイッチを押すか、風向 ボ

タンを押しながら電池を投入すると設定が混信防止設定へ切り換

わります。

取扱説明書を見ながらお客様に実際に操作していただき、正しい運転のしかたをご指導ください。

次の付属品を確かめてください。

受信部

リモコン

パーツセット

リモコン用ホルダー

木ねじ

単4乾電池(R03)

＜設定を変更する場合＞
② 受信部裏面のねじ2本を外し、カバーを取外してください。
③ カバー裏面の基板上のスイッチを変更してください。

出荷時

④ SW1をOFFにする場合はリモコン側も以下のように設定変更してください。
リモコンの設定変更

ご注意

お願い

※ 一度電池を取外すと初期設定(工場出荷時設定)へ戻ります。
電池を取り外した時は、再度、上記操作を行ってください。

お願い
上記操作方法を必ずお客様に説明してください。
(操作方法はエアコン本体に付属の取扱説明書にも記載して
あります。)

受信部の取付
① 受信部をパネル据付説明書に従ってパネルに取付けてください。
② ワイヤレスキットの配線を下図に示すように、現地配線と一緒にコントロールボックスに入れて
　 ください。
③ 配線をコントロールボックス内の端子台(X、Y）に接続してください。（無極性）
④ 下図に示すように、配線をクランプで固定してください。
⑤ コントロールボックスのカバーを外したねじ（1本）を用いて取付けてください。

※ ご注意：取付けの際、配線をはさまないようにしてください。

エアコン本体のコントロール
ボックス中の端子台

⑵　ワイヤレスキット（RCN-TC-25W）
適用形式：FDTCシリーズ

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナパネルと交換することにより取付可能です。

取付前の準備
① 吸込グリルを取外してください。
② 冷媒配管側のコーナパネルを取外してください。
③ ねじ1本を外して、エアコン本体のコントロールボックスのカバーを取外してください。

受信部の設定
① 受信部基板上のスイッチの設定は以下の通りです。
　 なお、出荷時の設定は　　　で囲まれた設定になっています。
　 （設定変更する場合は以下の②～④を行ってください。）

混信による誤動作防止

受信部の親子切換

ブザー音の有無

停電補償

通常
切換
親
子
有り
無し
有効
無効

配線は、確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災の原因になります。

     元電源を切った後に電気工事をする。 
 感電、故障や動作不良の原因になります。

ワイヤレスキットを下記場所に設置しない。
ワイヤレスキット故障や変形の原因になることがあります。

リモコンの上ケースを取り外したまま放置しない。
上ケースを取り外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、梱包箱あるいは
梱包袋に入れて保護してください。

⑴ 直射日光の当たる場所
⑵ 発熱器具の近く
⑶ 湿気の多い所・水のかかる所
⑷ 取付面が発熱・結露する場所
⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
⑹ 取付面に凸凹がある所
⑺ 室内ユニットの吹出し空気が当たる場所

⑻蛍光灯（特にインバータタイプ）の近く
あるいは、直接日光が受光アダプタに当
たる場所

⑼他の赤外線通信機器の光線が受光アダプ
タに当たる場所

⑽ ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、
障害物に隠れてしまう場所

警告

注意

ワイヤレスリモコンの取扱説明書は、室内ユニット又は室外ユニットに付属されております。
エアコン本体及びパネルの据付方法につきましては、それぞれに同梱してあります据付説明書をご覧くだ
さい。

コントロールボックスカバー

ドレンプラグ
配管側

PIPE SIDE

ドレン配管 冷媒配管

③端子台（X,Y）配線 ②⑤ ④クランプ

コントロールボックス

受信部　裏面 カバー 裏面

ねじ

ねじ

②

スイッチ

② 受信部の取付

① 付属品

1

1

1

1

2

2

PJA012D784
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木ねじ

リモコンホルダー
ホルダー取付け時の注意
   ・垂直になるよう、調節してください。
   ・ねじ頭が出ないようにしてください。
   ・土壁等へは取付けないでください。

リモコンホルダーの据付

電池の入れ方

① 裏ブタを外します。
② 乾電池を入れます。（単四 2本）
③ 裏ブタを取付けます。

１リモコンによる複数台室内ユニット制御

室内ユニット最大１６台まで接続可能です。
① 各室内ユニット間を２心の渡り線にて配線してください。
　 渡り線については下記を参照してください。
② 店舗シリーズの場合：室内基板上のロータリスイッチSW2により、
　 リモコン通信アドレスを重複しないように「0」～「F」に設定してください。

渡り配線の太さと、長さの制限（最大総長600m）

0.3   mm2×100m以内
0.5   mm2×200m以内
0.75 mm2×300m以内
1.25 mm2×400m以内
     2 mm2×600m以内

標準

複数リモコン使用時の親子設定

端子台

リモコン

③ ビル空調・ガスヒーポンシリーズの場合：室内基板上のロータリスイッチSW1, SW2,
　 ディップスイッチSW5－２により、リモコン通信アドレスを重複しないように
　「000」～「127」に設定してください。

１つのグループに対して最大2個までリモコンを接続できます。
その際は2つのワイヤレスキットのいずれか一方の受信部の基板上のSW2をOFFにし、子機設定
とする必要があります。

ご注意

お願い

自動運転の設定変更
ビル空調・ガスヒーポンシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は、自動
運転はできません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にし
てください。

 運転切換 ボタンを押しながら リセット スイッチを押すか、運転切換
ボタンを押しながら電池を投入すると、自動運転が無効となります。

※ 一度電池を取り外すと初期設定（自動有効設定）へ戻ります。
　 電池を取り外した時は、再度、上記操作を行ってください。

上記操作方法を必ずお客様に説明してください。
（操作方法はエアコン本体に付属の取扱説明書にも記載
してあります。）

冷房試運転操作
安全を確認して元電源を投入してください。
受信部バックアップスイッチを押しながらリモコンにて冷房運転を送信してください。
試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘板の
点検表示を参照し、点検してください。

2桁表示の見方
受信部は2桁表示（7セグ）を装備しています。
⑴ 表示は電源投入後1時間表示します。
⑵ リモコンから「停止」送信又は、バックアップスイッチ「停止」操作後3.5秒間表示します。
⑶ 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
⑷ 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
⑸ 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
⑹ 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信によりクリアされます。

バックアップスイッチ操作
受信部の表面にバックアップスイッチを装備し
ています。ワイヤレスリモコン操作ができない
場合（電池切れ、紛失、故障）に応急的に使用
してください。操作は、手で直接してください。
⑴ 停止中にバックアップスイッチを押すことに
より自動モード（冷専は冷房モード）で運転
します。風量「急」温度設定「23℃」ルー
バ「水平」

⑵ 運転中にバックアップスイッチを押すことに
より「停止」します。

リモコン ワイヤレスリモコンの操作距離

① 標準的な受信距離
　［条件］受信部照明度300ルクス
　　　　（一般事務所で受信部周辺1m以内の天井面に照明がない場合）

② 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ2.4m、床面より1mの高さよ

り、リモコン操作した場合の受信部照度
と受信距離との関係を右図に示します。
照度が2倍になると受信距離は2／3と な
ります。

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

③ 複数台近接設置の注意
［条件］受信部照明度300ルクス
（一般事務所で受信部周辺1m以内の天井面に照明がない場合）
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は5mです。

お願い

次の位置は避けてください。
１．直射日光の当たる場所
２．発熱器具の近く
３．湿気の多い所・水のかかる所

⊕⊖を正しく
入れてください。

室内機    ⑴
アドレス ０

室内機    ⑵
アドレス ⑴

室内機    ⒃
アドレス F

受信部

（切り換えは、本説明書  ②受信部の取付   の 受信部の設定 をご覧ください。）

定
設
転
運
動
自

４．取付面が発熱・結露する場所
５．油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
６．取付面に凸凹がある所

受信可能範囲

バックアップ
スイッチ

7セグ表示部

天井面

4m 3m 2m 1m 0 1m 2m 3m 4m

1m
1.
4m

2.
4m

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

＜自動運転無効設定方法＞

③

④

⑤

⑥

⑦
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⑶　ワイヤレスキット（RCN-EN3）
適用形式：FDEシリーズ

PFA012D619

安全上のご注意

　警告
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●室内機の修理・点検作業に際して「室外ユニット電源ブレーカ」を必ず落とす。
　点検・修理にあたって、室内ユニット電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。

●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

　注意

●次の場所への据え付けは避ける。
　ワイヤレスキットの故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる所　　　　　　　　　　　　　⑷ 蛍光灯の近く
　⑵ 発熱機器の近く　　　　　　　　　　　　　　　⑸ 他の赤外線通信機器の光線が受光部に当たる所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所　　　　　　　　　⑹ ワイヤレスリモコンの操作場所から見て、障害物に隠れてしまう所

① 付属品
次の付属品を確かめてください。

受信部 リモコン用ホルダー 単 4乾電池 木ねじ ワイヤレスリモコン

1個 1個 2個 2個 1個

② 取付前の準備

受信基板上のスイッチの設定は以下
の通りです。

1.  受信部裹面のねじ（4本）を外し、基板を取り外してください。
2.  基板上（7ＳＥＧ表面側）のスイッチを変更してください。

3. ＳＷ 1をＯＦＦにする場合はワイヤレスリモコン側も設定変更してください。
設定変更は、本説明書 ④受信部の混信防止設定をご覧ください。

※複数台設置時の受信可能範囲は、本説明書⑤受信部のワイヤレスリモコンの
操作距離をご覧ください。

1つのグループに対して最大 2個まで受信部・ワイヤードリモコンを接続できます。
その際は 2つの受信部・ワイヤードリモコンのうち、いずれか一方の基板上のスイッチを変更し、子機設定とする必要があります。
ワイヤードリモコンの設定変更は、ワイヤードリモコン付属の説明書をご覧ください。

受信部裹面

現地設定 現地設定の変更方法

複数リモコン使用時の親子設定

スイッチ

ＳＷ１ 複数台設置時の
混信誤動作防止

 ON：通常（1ch）
OFF：切換（2ch）

ＳＷ２ 受信部の
親子切換

 ON：親
OFF：子

ＳＷ３ ブザー音の
有無

 ON：有り
OFF：無し

ＳＷ４ 停電補償
 ON：有効
OFF：無効
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③ 受信部の取付け
本ワイヤレスキットの受信部は、パネルのカバーと交換することにより取付け可能です。
注意：本体吊り込み前に受信部を取り付けください。

吊り込み後に取り付ける場合、高所作業となり、転倒などによりケガの恐れがあります。

①カバーを取り外し
カバーの溝（2箇所）に工具を挿し、軽くねじると外れます。

②配線の接続
受信部の配線とパネル穴部の配線を接続してください。

※注意：配線を固定しているクランプは外さないでください。

③受信部の取付け
右図の様にコネクタをパネルの下に入れ、受信部の向きに注意し、
パネルへ取り付けてください。
注意：コネクタは受信部を取り付ける前に接続してください。

取付後にコネクタを接続する場合、パネルを外す必要があります。

④ ワイヤレスリモコン
●リモコンを下記場所に設置しない。リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる所　　　　　　　　　　　　　⑷ 取付面が発熱・結露する所
　⑵ 発熱器具の近く　　　　　　　　　　　　　　　⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　⑶ 湿気の多い所・水のかかる所　　　　　　　　　⑹ 取付面に凹凸がある所

1. リモコンホルダーを付属のねじで固定してください。
※ホルダー取付時の注意
・垂直になるよう調節してください。
・ねじ頭が出ないようにしてください。
・土壁等へは取り付けないでください。

1. 裏ブタを外します。
2. 乾電池を入れます。（単四 2本）
3. 裏ブタを取り付けます。

⑴混信防止設定
風向ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、風向ボタンを押しながら
電池を投入すると、設定が混信防止設定へ切り換わります。

⑵自動運転の設定変更
ビル空調・ガスヒーポンシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は、自動運転ができません。
これらの機種に使用する場合は、リモコンを自動運転無効の設定にしてください。
運転切換ボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、運転切換ボタンを押しながら
電池を投入すると、自動運転が無効となります。

※注意：一度電池を取り外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。
電池を取り外した時は、再度上記操作を行ってください。

リモコンホルダーの据付

電池の入れ方

リモコンの設定変更

入 切 取消

時刻設定 リセット

フィルター 運転切換

温度

止
風 量

急
強
弱

自動
冷房
暖房
除湿
送風

風 向

定
設
止
防
信
混

定
設
転
運
動
自

タイマー

コネクタ接続
パネルの下に入れる

溝
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④ ワイヤレスリモコンの続き
〈自動昇降パネル機能への対応方法〉
⑶フィルター自動昇降モード有効
次の①、②いづれかの方法によりリモコン設定をフィルター自動昇降モード有効に
変更してください。
①フィルターボタンを押しながらリセットスイッチを押すか、フィルターボタンを
押しながら電池を投入する。
②リモコン裹ブタを外し、ジャンパー線を切断する。
設定を実施すると、フィルター自動昇降モード時、ディスプレイに
　　フィルターと表示されます。

⑷ダリル降下長さの設定
自動昇降パネルのグリル降下長さの設定は、ワイヤードリモコンを室内機に接続して
行ってください。詳細はパネルに同梱されている据付説明書を参照してください。
（初期値は 2.0 ｍ）

※注意：一度設定した後は、室内機のコントローラのマイコンが記憶するため、
ワイヤードリモコンを接続し続ける必要はありません。

⑸電源周波数の設定変更
自動昇降パネル取付け時は、電源周波数の設定をワイヤレスリモコンを用いて
必ず行ってください。（初期設定は 60Hz）
①フィルターボタンと風量ボタンを同時に 3秒以上押すと周波数設定モードになります。
②設定温度表示部に現在の周波数設定が点滅表示されます。
③  ∧    ∨  
④周波数設定後、フィルターボタンを押すと、周波数が確定され、室内機にデータが送信されます。
約 2秒間設定された周波数が点灯した後、元の表示に戻ります。

お願い
上記操作方法を必ずお客様に説明してください。
（操作方法はエアコン本体に付属の取扱説明書にも記載してあります）

入 切 取消

時刻設定 リセット

フィルター 運転切換

温度

止
風 量

急
強
弱

自動
冷房
暖房
除湿
送風

風 向

定
設
数
波
周
源
電

タイマー

⑤ 受信部

① 1つのリモコンで複数台のユニット（最大 16台）を
グループ制御できます。
同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を 2心のリモコン線にて
渡り配線してください。
店舗シリーズの場合
③室内基板上のロータリスイッチＳＷ 2により、リモコン通信
アドレスを重複しないよう「0」～「Ｆ」に設定してください。

ビル空調・ガスヒートポンプシリーズの場合
④室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。
室内ユニット基板上のロータリＳＷ１、ＳＷ２により、室内Ｎｏ．を重複しないように設定してください。

1 リモコンによる複数台室内ユニット制御

渡り配線の太さと長さの制限（最大 600m）
標凖　　　　　　　0.3  mm2 × 100m以内

0.5  mm2 × 200m以内
0.75mm2 × 300m以内
1.25mm2 × 400m以内
2.0  mm2 × 600m以内

受信部 

端子台 

リモコン 

フ
ィ
ル
タ
ー
自
動
昇
降
設
定

室内機 ⑴
０アドレス

室内機 ⑵
⑴アドレス

室内機 ⒃
Fアドレス

ボタンを押すと“60”表示となり、 ボタンを押すと“50”表示となります。
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⑤ 受信部の続き

ワイヤレスリモコンの操作距離
① 標準的な受信距離
［条件］受信部照明度 360ルクス
（一般事務所でユニット周辺 1m以内の天井面に
照明がない場合）

② 複数台近接設置時の注意
［条件］受信部照明度 360ルクス

同一動作を防止できるユニット間最小距離は5mです。

お願い
○リモコンを正しくエアコンの受信部に向けて
操作してください。

○操作距離は、受信部照明度、部屋壁面の反射状態により
変化します。

○受信部に直射日光・照明等の強い光が当たっている場合、
操作距離の縮小、また、受信不良が起こる場合があります。

パネル表面受信部にバックアップスイッチを装備しています。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、紛失、故障）に
応急的に使用してください。
操作は手で直接操作してください。
⑴停止中に押すことにより自動モード（冷専は冷房モード）で運転します。

風量「急」　温度設定「23℃」　ルーバ「水平」
⑵運転中に押すことにより「停止」します。
⑶自動昇降パネル使用時、2秒以上押し続けてから離した場合、
自動昇降パネル上昇となります。

● 受信部バックアップスイッチを押しながら、リモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼り付けの結線銘鈑の点検表示を参照し、
点検してください。

受信部は 2桁表示（7ＳＥＧ）を装備しています。
⑴表示は電源投入後 1時間表示します。
⑵エアコン停止中に、ワイヤレスリモコン「停止」信号送信により 3.5 秒間表示します。
⑶上記の表示は、運転開始により消灯します。
⑷異常履歴がない場合は、接続台数分のアドレスを表示します。
⑸異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
⑹異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらワイヤレスリモコン「停止」信号送信によりクリアされます。

バックアップスイッチ操作

冷房試運転操作

2桁表示の見方
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取付方法B、Cの場合

リモコン信号受信部   
ワイヤレスリモコンからの   
信号を受信します。   

点検モニター   
エアコン故障時に故障の   
内容を表示します。   

この表示灯が点灯したらエアフィルタ   
を掃除してください。   

タイマー運転中に点灯します。   
タイマー表示灯（緑） 

フィルターサイン（赤色） 

バックアップスイッチ   
リモコンが使えないときはこのスイッチで   
運転／停止できます。   

点検スイッチ   
サービス時に使用するスイッチです。   

運転／点検表示灯   
次の３種類の表示をします。   
●   緑色の連続点灯：エアコン運転中   
●   
●   赤色の点検　　：エアコンの異常時   
緑色の点検　　：暖房準備中（暖房運転時のみ）   

点検モニター   

１２８   

フィルターサイン   タイマー   運転／点検   

点検   

運転   
停止   

適　用　形　式   形式   備　　　考   

FDT，FDTC，FDEシリーズ以外 （室内機最大１６台まで接続可能）   全室内ユニット   

⒜

⒝

　受信部外観および機能   

　リモートコントローラ：ワイヤレス仕様と同一です。   

⒞　受信部の取付方法　 天井あるいは壁面への取付寸法として下図に示す３種類の取付が可能です。   
設置場所に応じて選んでください。   

適用形式   

接続範囲   

  
  

　● 　 ワイヤレス信号受信部は天井または壁面に取付可能 （３ｍの付属配線付） でワイヤードリモコンとの併用も可能。   
　● 　 ラクリーナパネルとの組合せも可能です。   

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕   
配　線   

（露出の場合）   

１５   

3 2 .１ 

1 
7 
. 5
 

2 
1 
. 5
 

８
８
   

配　線   
（埋込の場合）   配　線   

（埋込の場合）   
配　線   

（埋込の場合）   

２０ｍｍ以下   

（客先手配品）   ブラケット   
（付属品）   

受光アダプタ外形   
  

取付方法Aの場合   

１０１   

１０８   

８
８
   

１
０
８
   

１
０
８
   

１
０
０
   

１
４
   

１
４
   １
０
   

１
０
   

８
９
   

４１   
3 3 . 5 3 4 . 5 ６０   

６３   ２９   ３６   

４６   ４１   

天井あるいは壁面の開口寸法   受光アダプタ取付寸法   

A 木ネジによる直接取付   B ＪＩＳボックス（客先手配品）Ｃ付属ブラケットによる取付  
　による取付   

○ 印：A天井あるいは壁面への木ネジによる直接取付。   
● 印：BＪＩＳボックス（客先手配品）による取付。  
■ 印：C付属ブラケットによる取付。   

（例） 複数リモコンによる制御   
ワイヤレスキット は 「親 」 およ び 「 子 ① 」 の設定が受信部基板上のディップスイッ チ( SW1 - 2  ON  ： 親 ， ＯＦ Ｆ ： 子 ） により可能です 。 従って   
最大ワイヤレスキット１ 台 （ 「親 」 又 は 「 子 ① 」 ） とワイヤードリモコン１ 台 （ 「 子 ① 」 又 は 「親 」 ） あるいはワイヤレスキット２台 数 （ 「親 」 「子   
① 」 ） までの組合せができます。   

室内ユニット   親   
子①   

ワイヤレス、 ワイヤードリモコンとも設定可。   

注⑴　操作は親子に関係なく後操作優先。   

  

ＪＩＳボックス 

⑷　ワイヤレスキット（RCN-KIT3・2 心用）
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室内機の据付説明書と共にお読みください。

警告
外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●

力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

。るすを事工気電に後たっ切を源電元 ●
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

。いなし置放ままたし外り取をスーケ上のンコモリ ●
　上ケースを取り外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、
　梱包箱或いは梱包袋に入れて保護してください。

。いなし置設をンコモリに所な様の記下 ●
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑷ 取付面が発熱・結露する場所
　⑵ 発熱器具の近く ⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
　⑶ 湿気の多い所・水の掛る所 ⑹ 取付面に凹凸がある所

付属品 リモコン本体、　木ねじ（φ3.5 × 16）　2本
客先手配品 リモコンコード　（2心）（「2.リモコンコードを延長する場合の注意」を参照ください。）

　　[埋込取付の場合 ]　JIS ボックス、M4ねじ（2本）
　　[露出取付の場合 ]　コードクランプ　（適時）

1. 取付要領

埋込取付の場合

⑴　リモコンの下面のねじを必ず外してください。

⑵　リモコンの上ケースを外してください。
　　 リモコン下面の凹部にマイナスドライバ等を差し込んで

軽くねじり、ケースを外します。

⑶　JIS ボックスとリモコンコードをあらかじめ埋め込んでおきます。
　　[使用可能 JIS ボックス ]
　　JIS　C　8336　１個用スイッチボックス

⑷　 M4ねじ 2本（推奨長さ12～16mm）を用意して、下ケースをJISボックスに
取り付けてください。

　　ねじ穴の周囲の壁の高さより、ねじ頭の大きなねじを、使用しないでください。

⑸　リモコンコードを端子台に接続してください。
　　 リモコンの端子（X，Y）と室内機の端子（X，Y）とを接続してください。（X，

Yの極性はありません。）

⑹　 リモコンコードが噛みこまない様に、上ケースを元通り取り付け、外したねじ
で固定してください。

⑷　 リモコンの下ケースを付属の木ねじ２本で平
らな壁に取り付けます。

⑸　 リモコンコードを端子台に接続してください。
リモコンの端子（X，Y）と室内機の端子（X，Y）
とを接続してください。（X，Yの極性はありません。）
配線経路は右図の通りとなります。

リモコンケース内を通る配線は、0.3mm2（推奨）～最大 0.5mm2 以下としてく
ださい。
また、シース部を皮むきしてください。
各配線の皮むき長さは、下記の通りです。

X配線：160mm
Y配線：150mm

⑹　 リモコンコードが噛みこまない様に、上ケースを
元通り取り付け、外したねじで固定してください。

⑺　 露出取付の場合は、リモコンコードがたるまないように、コードクランプ等で
壁面に固定します。

2. リモコンコードを延長する場合の注意 　最大総延長 600m

⑴　リモコンコードは 0.3mm2×2心です。
延長距離が 100mを超える場合は、下記サイズに変更してください。
但し、リモコンケース内を通る配線は0.3mm2（推奨）～最大0.5mm2以下とし、
リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズ変更してください。配線接続
する際は、水分等が浸入しない様な処置を行ってください。また、配線の接
続は、接触不良のない様確実に行ってください。
100～200m以内 ･･････0.5mm2 × 2心
　　　300m以内 ･･････0.75mm2 × 2心
　　　400m以内 ･･････1.25mm2 × 2心
　　　600m以内 ･･････2.0mm2 × 2心

ねじ
⑴

⑷

X Y

⑸

⑶

M4ねじ×2本（頭φ8以下）（客先手配品）

⑷

シース部
　皮むき長さ

配線取出口

⑵

上ケース

下ケース

壁面

露出取付の場合
⑴　リモコンの下面のねじを必ず外してください。

⑵　リモコンの上ケースを外してください。
リモコン下面の凹部にマイナスドライバ等を
差し込んで軽くねじり、ケースを外します。

ねじ
⑴

⑵

上ケース

PJZ012D068

⑵　 子リモコンの切換スイッチ SW1-1 を「子」（ON）に設定してください。工場出
荷時は「親」（OFF）設定です。

（注）・リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。
・親リモコンを室温検知させる位置に取り付けてください
・リモコンを複数接続した場合、エアコンの運転は、後操作したリモコンに従います。

3. 複数リモコン使用時の親子設定
⑴　室内機１台（又は１グループ）に対して最大２個までのリモコンを接続でき

リモコン線(無極性)

リモコン「親」
SW1－１「OFF」 

室内機  
 

 
リモコン「子」
SW1－１「ON」

スイッチ 設定 機能内容 
ON 子リモコン ＳＷ１－1 
OFF 親リモコン 

 

1

SW1

SW1－1：ON  （子リモコン）
SW1－1：OFF（親リモコン）

ON

OFF
2 3 4 5 6 7 8 9 0

○○ＹＸ

○○ＹＸ

○○ＹＸ

⑶　 リモコンコードの取り出し方向は、上部中央
から可能です。
リモコン上ケースの上方の薄肉部をニッ
パー・ナイフ等で切り取った後、ヤスリ等で
バリを取ってください。 ⑶

薄肉部

4.2 コンパクトリモコン（RCH-D3）
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4. 電源投入時の表示
⑴　電源投入時、最初の２秒間全点灯した後、下記表示となります。
　　 リモコン LCD上部に表示される番号は、ソフトウェアの管理番号を表示させて
いるものであり、異常コードの表示ではありません。

⑵　 その後、リモコンと室内機の通信が確定するまで、リモコンには、「88.0℃」が
点滅します。

⑶　 室内機１台（又は１グループ）に、１個のリモコンを接続する場合は、必ず親
リモコン（出荷時設定）としてください。

　　子リモコンにすると通信ができません。
⑷　 リモコンと室内機の通信ができない状態が
　　30分程度続くと、「 」表示がでます。
　　室内機及び室外機の配線、及びリモコンの
　　親子設定等をご確認願います。

5. 吸込温度の確認方法
リモコン操作により、吸込温度の確認ができます。
⑴　エアコン№ボタンを 5秒以上押す。
温度設定表示部に、「88」が点滅します。
（データを読み込む間約 2秒間点滅）　
　　　　    　↓
その後、吸込温度を表示します。
（例）吸込温度：「27℃」（点灯）
（注） 吸込温度は、通常の場合室内機の吸込温度を表示しますが、リモコンセン

サ有効の場合は、リモコンセンサ検知温度が表示されます。
⑵　運転／停止ボタンを押す。
終了します。

【リモコンセンサが無効で、一つのリモコンに複数台の室内機が接続されている場合】
⑴　エアコン№ボタンを 5秒間押す。
室内機№表示部：「U　000」（点滅）　
（接続されている室内機の、最も若い番号を表示。）

⑵　TEMP△またはTEMP▽ボタンを押す。
室内機の番号を選びます。

⑶　MODE ボタンを押す。
室内機№を確定します。
（例）室内機№表示部：「U 000」

）滅点間秒01～2約間む込み読をターデ（。すまし滅点が」88「、に部示表定設度温
その後、吸込温度を表示します。エアコンNO.ボタンを押すと、室内機選択表示
（例「U　000」）に戻ります。

⑷　運転／停止ボタンを押す。
終了します。

ソフトウェア管理番号
（左記記号は一例です。
別の番号が出る場合もあ
ります。）
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6. 機能設定
リモコンと室内機の各機能は、リモコンと室内機を接続した際に、標準的な使い方である初期設定に自動的に設定されます。標準的な使い方をする場合は、設定の変更はいりません。
但し、「○」印の初期設定を変更したい場合は、その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。設定内容は記録して保管してください。

 ⑴　基板上の切換スイッチによる機能設定項目
スイッチ№ 設定 設定内容 初期設定

SW1－1
ON 子リモコン
OFF 親リモコン ○

SW1－2
ON リモコンセンサ有効
OFF リモコンセンサ無効 ○

SW1－3
ON 「運転切換」ボタン禁止
OFF 「運転切換」ボタン有効 ○

SW1－4
ON 「運転／停止」ボタン禁止
OFF 「運転／停止」ボタン有効 ○

 ⑵　ボタン操作による機能設定項目

注１： 「※」印の初期設定は、接続される室内機及び室外機により異なり、下記の通り自動判別されます。
スイッチ№
機能番号 機能 設定 機種

SW1－6 風量調整
「風量調整」ボタン禁止 室内ファン風量切換えが１速のみの機種
「風量調整」ボタン有効 室内ファン風量切換えが２速又は３速の機種

リモコン機能
01 室内ファン速度

ファン速度３速 室内機ファン風量３速の機種
ファン速度２速（Hi-Lo）室内機ファン風量２速の機種
ファン速度２速（Hi-Me）
ファン１速 室内ファン風量切換えが１速のみの機種

リモコン機能
06 「自動」運転設定

「自動」運転有効 「自動」モード選択可能な機種
「自動」運転無効 「自動」モードの無い機種

分類 機能番号 機能 設定番号 設定 初期設定 備考

能
機
ン
コ
モ
リ

01 室内ファン速度

01 ファン速度３速 ※注 1 ファン風量が、急 -強 - 弱の３速となります。
02 ファン速度２速（Hi-Lo） ※注 1 ファン風量が、急 -弱の２速となります。
03 ファン速度２速（Hi-Me） ファン風量が、急 -強の２速となります。
04 ファン１速 ※注 1 ファン風量が１速のみで固定されます。

03
冷房時
リモコンセンサ

01 リモコンセンサ補正なし ○
02 リモコンセンサ＋３．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋３．０℃温度補正する。
03 リモコンセンサ＋２．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋２．０℃温度補正する。
04 リモコンセンサ＋１．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋１．０℃温度補正する。
05 リモコンセンサ－１．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－１．０℃温度補正する。
06 リモコンセンサ－２．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－２．０℃温度補正する。
07 リモコンセンサ－３．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－３．０℃温度補正する。

04
暖房時 
リモコンセンサ

01 リモコンセンサ補正なし ○
02 リモコンセンサ＋３．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋３．０℃温度補正する。
03 リモコンセンサ＋２．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋２．０℃温度補正する。
04 リモコンセンサ＋１．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋１．０℃温度補正する。
05 リモコンセンサ－１．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－１．０℃温度補正する。
06 リモコンセンサ－２．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－２．０℃温度補正する。
07 リモコンセンサ－３．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－３．０℃温度補正する。

05 換気設定
01 換気接続なし ○

02 エアコンと連動 シングル機は室内基板CNT、マルチ機は室内基板CNDに換気機器を接続すると、室内機の運転に連動し、換気
機器の運転／停止を行います。

06 「自動」運転設定
01 「自動」運転有効 ※注 1
02 「自動」運転無効 ※注 1 「自動」運転不可

能
機
内
室

07 運転許可 /禁止
01 無効 ○
02 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。

08 外部入力切替
01 レベル入力 ○
02 パルス入力

09 高天井設定
01 標準 注 2
02 高天井１ 注 2
03 高天井２ 注 2

10
冷房時 
ファン残留運転

01 残留運転なし ○ 冷房停止後、ファン残留運転なし。
02 ０．５時間 冷房停止後、０．５時間ファン残留運転する。
03 １時間 冷房停止後、１時間ファン残留運転する。
04 ６時間 冷房停止後、６時間ファン残留運転する。

11
暖房時 
ファン残留運転

01 残留運転なし ○ 暖房停止、または暖房サーモOFF後、ファン残留運転なし。
02 ０．５時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、０．５時間ファン残留運転する。
03 ２時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、２時間ファン残留運転する。
04 ６時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、６時間ファン残留運転する。

12 暖房室温補正

01 補正なし ○
02 室温補正＋３．０℃ 暖房時の設定温度を＋３．０℃補正します。
03 室温補正＋２．０℃ 暖房時の設定温度を＋２．０℃補正します。
04 室温補正＋１．０℃ 暖房時の設定温度を＋１．０℃補正します。

13 暖房ファン制御

01 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
02 設定風量 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
03 間欠運転 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

04 停止 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。本体サーモの時は、設定しないでください。

14 吸込温度補正

01 補正なし ○
02 吸込温度補正＋２．０℃ 室内機の吸込温度を＋２．０℃補正します。
03 吸込温度補正＋１．５℃ 室内機の吸込温度を＋１．５℃補正します。
04 吸込温度補正＋１．０℃ 室内機の吸込温度を＋１．０℃補正します。
05 吸込温度補正－１．０℃ 室内機の吸込温度を－１．０℃補正します。
06 吸込温度補正－１．５℃ 室内機の吸込温度を－１．５℃補正します。
07 吸込温度補正－２．０℃ 室内機の吸込温度を－２．０℃補正します。

注 2：高天井設定時のファンタップ

ファンタップ
室内風量設定

急 -強 - 弱 急 -弱 急 -強
標準 Hi －Me－ Lo Hi － Lo Hi －Me

高天井１・2 UHi － Hi －Me UHi －Me UHi － Hi

1

SW1
ON

OFF
2 3 4 5 6 7 8 9 0

・子リモコンはSW1-1 以外は設定無効です。
・ 風量1速の室内機は「風量調整」ボタン有効にはできま
せん。

注 3： ツイン・トリプル・Wツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々
設定してください。但し、「07運転許可／禁止」「08外部入力切替」は親室内ユニットのみで設
定可能です。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

スイッチ№ 設定 設定内容 初期設定

SW1－5
ON 「温度設定」ボタン禁止
OFF 「温度設定」ボタン有効 ○

SW1－6
ON 「風量調整」ボタン禁止 ※注 1
OFF 「風量調整」ボタン有効 ※注 1

SW1－7
ON 停電補償有効
OFF 停電補償無効 ○

SW1－8, 9, 0 ON 未使用　OFF
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【室内機能（07～14）を選んだ場合】
① 温度設定表示部に、「88」が点滅します。
（データを読み込む間約 2～ 10秒点滅）
          ↓　　　　　　　
その後、選択した機能番号の現在の設定番号が点滅します。
  （例）
機能番号：「07」　（点灯）
設定番号：「01」　（点滅）

② へお進みください。
【注意】
　a.  一つのリモコンに、室内機を複数台接続している場合は、下記表示とな
ります。

 　　室内機№表示部：「U　000」（点滅）　
　　（接続されている室内機の、最も若い番号を表示。）

　b.  TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
設定したい室内機の番号を選びます。
「U　ALL」を選択すると、全台同一の設定ができます。

　c.  MODE ボタンを押す。
室内機№を確定します。

）滅点秒01～2間む込み読をターデ（。すまし滅点が」88「、に部示表定設度温
エアコン №ボタンを押すと室内機選択表示（例「U 000」点滅）に戻
ります。

② TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
設定番号を選択します。

③ MODE ボタンを押す。
設定が完了します。
確定した室内機№、機能番号、設定番号をデータを送信する間約 3～ 20
秒間点灯します。
（例）
室内機№：「U 000」　（３～ 20秒間点灯）　
機能番号：「07」　（３～ 20秒間点灯）
設定番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）

その後、機能番号の点滅表示⑴に戻りますので、続けて設定する場合は、
同じ要領で設定してください。終了する場合は、⑸へお進みください。

・設定の途中で、運転／停止ボタンを押しても終了します。但し、設定が完了していない内容は無効となりますのでご注意ください。
・設定内容は、コントローラ内部に記憶され停電しても保存されております。

【現在設定の確認方法】
上記操作により、「機能番号」を選び、MODEボタンを押した時に、最初に表示される「設定番号」が、現在設定されている内容です。
（但し、「Ｕ　ALL」（全台）を選んだ場合は、室内機№の最も若い機種の設定番号が表示されます。）

⑴　エアコンを停止させて、エアコン№とMODE ボタンを同時に長押しする。
　　右上に、機能番号「01」が点滅します

⑵　TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
　　機能番号を選択します。

⑶　MODE ボタンを押す。
　　機能番号を確定する。

⑷　【リモコン機能（01～06）を選んだ場合】
① 選択した機能番号の現在の設定番号が点滅します。

　　　（例）
　　　 機能番号：「01」　（点灯）
　　　 設定番号：「01」　（点滅）

② TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
　 設定番号を選択します。
③ MODE ボタンを押す。
　 設定が完了します。
　  確定した機能番号と、設定番号をデータを送信する間約 
3 ～ 20秒間点灯します。

　（例）
　  機能番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）
　  設定番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）

 その後、機能番号の点滅表示⑴に戻りますので、
 続けて設定する場合は、同じ要領で設定してください。
 終了する場合は、⑸へお進みください。

⑸　運転／停止ボタンを押す
　　設定を終了します。

機能番号

機能番号

設定番号

機能番号

設定番号

確定ボタン

開始ボタン

選択ボタン

終了ボタン

機能番号

設定番号

機能番号室内機№

機能番号
室内機№
（室内機が複数
台接続されてい
る場合）

設定番号

7. ボタン操作による機能設定の仕方
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4.3 ラクリーナ用リモコン（CRC-L）
　　　　　　FDTシリーズ全機種

〔備考〕 ラクリーナ用リモコンを使用する場合は、必ず別売のワイヤレス
キットを装着してください。

コンパクトサイズでラクリーナパネルの昇降操作を手軽に行えます。
● リモコン通信線上に，ワイヤードリモコン，ワイヤレス受信部は，合計2セットまで接続可能です。但し ，グリル昇降は「親」
設定側のみ可能です。本機からグリル昇降させる時は，ワイヤレス受信部基板上の SW2を「親」設定とし，ワイヤードリ
モコン側を「子」設定してください。

● 送信距離は最大で約 5mです。受信部に垂直に送信できなかったり，また受信部照度が大きくなると送信距離は短くなる場
合があります。

● グリル昇降中はエアコンを停止させてください。

外 観 図

REMOTE  CONTROLLER
GRILLE  LIFT

昇降パネル用リモコン

DOWN

UP

下がる

上がる

外形寸法：86×40×6.2(H×W×D)mm

リモコン

名　　　称 個数

リチウムコイン電池
(CR2025)

ストラップ

1

1

1

適用形式

付 属 品

4.4 スーパーリンクアダプタ（SC-ADNA）
仕　　様 

名　　称 

形　　式 

適用機種 

外形寸法 
（mm) 

機
　
　

能
 

制御可能な 
室内機台数 

スーパーリンクアダプタ 

SC-ADNA

室外-室内　2心通信仕様 

プリント基板　65×80×20 

⑴　スーパーリンクオプションからの設定内容 
　　を各室内機に送信 
⑵　スーパーリンクオプションからのデータ要 
　　求に対し優先室内ユニットのデータを返信 
⑶　接続室内ユニットの異常状態を点検 
　　コードでスーパーリンクオプションに送信 

板金ボックス100×85×35 

最大16台 
（同一運転モード） 
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接続要領

取付要領

板金ボックス外形図

A

B

X

Y

X

Y

A

B

アオ

アオ

アカ

クロ

スーパーリンク信号線用
端子台へ接続

リモコン用端子台へ接続（極性無し）
（総配線長さ　600m以内）

ネットワークアドレス親子アドレス

親
子

ON
OFF

SW3-1

ON

OFF
SW3

LE
D
3

LE
D
2

SW1 SW2

LED-R

運
転
異
常

LED-G

SLアダプター基板

●信号線 リモコンコードを延長する場合の注意
●コードは必ずシールド線を使用してください。
　● 0.3mm2×2心

0.75mm2～1.25mm2のシールド線（MVVS 2心）

室内ユニット外へ
設置する場合は,
板金カバーを取付け
てください。

リモコン背面へ取付け
の場合は, 直接リモコン
下ケースへ取付てください。

85

40

35

30

90
5

10
0

70

22.5

2-φ6

注⑴　延長距離が100mを超える場合は下記のサイズに
変更してください。但し，リモコンケース内を通
る配線は最大0.5mm2以下とし，リモコン外部の近
傍で配線接続により，サイズを変更してください。

　　　100～200m以内…0.5mm2×2心
  　　  　  ～300m以内…0.75mm2×2心
　　     　 ～400m以内…1.25mm2×2心
 　　    　 ～600m以内…2mm2×2心

注⑴　線径が0.75mm2時で1500mまで，1.25mm2時で
1000mまでとなります。

　　　2.0mm2は使用しないでください。誤動作となる
場合があります。

注⑵　シールド線は，両端をアースしてください。



☎03-6716-4236

☎03-5745-7760

〒108-8215

〒141-0031

　　　　　　　　 冷熱事業本部

三菱重工空調システム株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

東 京 都 港 区 港 南２

東京都品川区西五反田７－ －５（ニッセイ五反田アネックスビル）




